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Oh 88 = 
p0 バ ワー アッ プア プリ ケー ショ ン 


Oh! PC 臨時 増刊 “Ж 全 機 種 対応 MS-DOS の 環境 を ディ スク BASIC で 


COSMOS +o2 


スル チ ス テ 


Ў р ©РС-88\/АР/МАЗФЗ АС 
I ぼく ら の 夢 "VA ファ ミ Pl(Personal Information Тоо!) 徹底 ガイ ド VA 新 事 情 
お も し ろ ア プリ ケー ショ ン ・III 


ПКК. УИ 


音楽 ソフ トウ ェ ア ガ イド 本 
d 松井 幹彦 の 


ソフ フトウェア: クリニック 
(ワー プロ の 巻 )〉 


С Computers апа Communications 
| 今 回 の テー マ 
高 性 能 が シス テム を サポ ー ト する 
NEC の ディ スプ レイ で 
【 ラ エ テ ィ 豊 か な コン ビ ネ ー シ ョ ン を 楽し む 。 
高 性 能 ぶ り が 頼も し い NEC の ディ スプ レイ 。 ビ デオ や バ ソ コン この 
美しい コン ビ ネ ー シ ョ ン が 生れ ます 。 大 き な 可 能 性 を 持っ て いま 、 映像 の 世界 を 広げ ます 。 


PC-KD863S 


アナ ログ RGB 専 用 の 高 解像度 ディ スプ レイ 4。 


ステ レオ 2ch 再 生 が 可能 。 


⑨15 型 高 解像度 カラ ー 
スプ レイ 
標準 価格 118,000Ғ3 


@ アナ ログ RGB 専 用 ディ スプ レイ 。 
る 〇 @ マ ル チ シ ンク 2 モー ド 
(15.98kHz/24.83kHz) 
自動 切換 え 。 
音声 出力 5W(2.5W+2.5W) 
着脱 式 ス ピー カー 標準 装備 。 


@ ステ レオ 2ch 再 生 可 能 。 
@ 情報 処理 装置 等 電波 障 


NEC: (ШИ узус. ノ ュ р на 自主 規制 協議 会 (VCCI) 基準 適合 。 


NN 
A А, А -A - 
ІСІ - し フ リプ イス. @ 専 用 回 転 台 付 。 


PC-KDSb5 


スモ ー ク フィ ル タ を 装着 し た @2.000 文 字 対 応 
カラ ー テ イィ スプ 14. @ スモ ー ク フィ ル タ 装 着 
@ 情報 処理 装置 等 電波 障害 
14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 自主 規制 協議 会 (VCCI) 基準 適合 
票 準 価格 69.800 円 @ オ プシ ョ ン の 専用 回 転 台 を 使え ば 、 
(専用 回 転 合 は オプ ショ ン で す ) 自由 な 角度 に 画面 を 設置 で きる 


@ 56540 ド ッ ト X400 ラ イン の 高 解 像 度 表 示 が 


可能 。 
-KD 54. @ 表 示 文 字数 は 、2.000 文 字 対応 。 


Өк УКЕ y FIt, 0.39 тт. 
@ アナ ログ RGB 信号 入力 に より 、 多 彩 な 色 表 


アナ ログ RGB 入 力 専 用 タイ オイ プ の ハイ コス ト 現 が 可能 。 
パフォー マン ス ・ デ イス プレ イ 。 Ф ブラ ウン 管 前 面 に 、 意 脱 式 の スモ ー ク フィ ル 

| КЕ タ を 採用 。 
⑨14 型 高 解像度 カラ ー デ ィ ス プレ イ オプション の 専用 回 転 台 を 使え ば 、 自 由 な 


標準 価格 89,800 円 角度 に 画面 を 設置 で きる 。 


HHBE РЯ: МЕСО? NSIS 


EDEL -МЕСФУЯХУ А. 
INVE a aD EROPA ТУ СЗ, 


PC-KD871| | PC-KD861| |РС-КО853 


人 @ 14 型 高 解像度 カラ ー デ ィ ス プレ イ @14 型 高 解像度 カラ ー デ ィ ス プレ イ 人 @14 型 高 解像度 カラ ー デ ィ ス プレ イ 
標準 価格 158.000 円 標準 価格 /138.000 円 標準 価格 /118.000 円 


PC-KD862 


@14 型 高 解像度 カラ ー デ ィ ス プレ イ 
標準 価格 /99.800 円 


PC-8046 


@9 型 グリ ー ン ディ スプ レイ 
標準 価格 / 35.800 円 


PC-8050N 


人 @12 型 グリ ー ン ディ スプ レイ 
・ 標準 価格 /29.800 円 


РС-8851 


@14 型 高 解像度 モノ クロ ディ スプ レイ 
標準 価格 プ 58.800 円 


РС-8841 


@12 型 高 解 像 度 モ ノ ク ロ ディ スプ レイ 
標準 価格 /44.800 円 


| — | ж 適 応 機 種 | 
| ; е _ |PC- |PC- РС- |РС- 
оу. 
PC-KD863S 
PC-KD855 


РС-К0854 


コン ポジ ッ ト 


@ へ ビデ オ の 入力 モー ド 使 用 時 、 ビ デオ ボー ド 実 装 時 は 対応 で きま せん 。 
全 ※ 豆 用 高 解像度 ディ スプ レイ を お 薦め し ます 


< 技術 的 な ご 質問 ・ ご 相談 に お 電話 で お 答え し ます > 


‚ NEC パ ソコ ン イ ン フ ォ メ ーション セン ター 東京 03(452)8000 大 阪 06(211) 9800 
受付 時 間 Z9:00 一 17:00 月 曜日 一 金曜 日 (祝日 を 除く ) 電話 番号 は よく お 確か めのう え お か け く だ さい 。 


где 第 7 巻 第 4 号 通巻 92 号 


НУ” Oh!PC 臨 時 増刊 
Ohi88 №.3 


特集 С, 今度 登場 し た VA 己 /VA3 で 新しい ポジ ショ ン を 作っ た VA ファ 
ミリ ー に スポ ッ ト 。 ま た , 話題 を 集め た 「PI( バ ー ソ ナル ・ イ ン フ ォ メ ーション ・ 
ツー ル )」 の 全貌 と , 最新 の VA 事情 も 。 

特集 『 は , 好評 「 サ ウン ド ボ ー ド 1 」 の 活用 マニ ュ ア ル 。 ユ ニー ク な ブロ グラ 
ム 紀 本 と 音楽 ソフ トウ ェ ア ス 本 を ライ ン ア ッ プ 。 


フル チ ス テー ショ ン ・ 


I ぽく ら の 夢 ・VA フ ァ ミ リー 
PART 1 VA を さら に 超え た VA ら /VA ヨ の 近 未 来 ха ® 17 


PAHT ど VA/VAG テ クニ カル ノー ト ハー ド ワ ウェ エア 編 
1 . ハ ー ド ディ スン 並み の 容量 を 誇る ,VA3 の 「2TD」 横田 8. 20 
2 ГОРМА 」 に よっ て 開 ガ れる ,VA の 音 の 世界 ЕН 稔 ee 23 
3. VA シリ ー ズ の 日 本 語 БОЛ РВЕ 小野 秀一 ee 25 


PART3 We2/VWAS テ クニ カル ノー ト ソフ トウ ェ ア 編 


追加 コマ ンド で パワ ー ア ッ プ し た , 


РС-Еп=те ЕСЕ 27 
PART 4 P | Personal Information TAZ Z DPEN り た し \/ 2950Ж ДГ ыз. 33 
PARTS VA 新 事 情 

4 『 ひ 史 け は / ポ ボン キッ キル ビア ニー メ ウ レビ マー が 使わ れ わた だ / дв 45 

2 r88VA コ ユー ザー ズ フ ラブ 探訪 記 武田 良雄 …… パ ドド ドド ドド ドド ドド en 53 

“% ^ ^ % 

I』「 サ ウン ド ボ ー ド Il 思い つき り 活 用 
PART1 о 「 サ ウン ド ボ ー ド ]」 に 乾杯 / сє; — ВВ -- O еее ее еее 5 55 
PART2 お も し ろ ア プリ ケー ショ ン ・l 

FILE 1 聴き だ いと き に すご 聴け る VOICE CALL # ж 58 

FILE 2 あな だ の お 好み の 音 で 快適 な 朝 を 目覚 まし 時 計 武田 2 зз 66 

FILE З FM サウ ンド エディ タ シン フォ オニ ー-88 BE е 70 
PART3 音楽 ソフ トウ ェ ア ガ イド 236 

1 _ NEC「 王 コー ジッ ツン ワールド,」 аа ола обе барана лено Бове ооч сана 78 

アン ビク ヤー 音楽 産業 「MUSIUM 3 サウ ンド ボー ド l」 ヤッ ンプ イー パイ ロッ иене 055592... 80 

3. ミュ ー ジ ッ ク - ネ ットワーク リー ソナ ルミ ュー ジ シ ャ ン PC88」 83 

2 日 本 コン ピコ ュ コーマ システム "MUSIC АВТ 88.-------- -- еее 86 


・UNIX は 米国 ベル 研究 所 で 開発 され た ソフ トウ ェ ア で 各 メ ー カ ー の 登録 商標 で す 。 


イイ ング ジス テム 本 誌 に 掲載 され た すべ て の プロ グラ ム は 著作 権 法 上 
CP/M, CP/M86 は デジ タル リサ ー チ 個人 で 使用 する 目的 以外 で 無断 で 複製 する こと を 禁 
XENIX, MS-DOS は マイ クロ ソフ ト じ ら れ て いま す 。 
の 登録 商標 で す 。 ・ 各 記事 は 対応 機種 (メモ リ ), MS-DOS の バー ジョ ン , 
その 他 プ ログ ラム 名 , シス テム 名 , CPU 名 は 一 般 に 必要 周辺 機器 な ど を 確認 し て ご 利用 くだ さい 。 
Be で 227. 4.0. 。、。 、。 22... 2 .2222222...,...,,.,. 2225 解析 ・ VA2/ VAZ 
ТО о 2202022 0. ` ノリ フトウェア の 可能 欄 を 集大成 し た . P| 
e Art フリ エイ ティ プ ツ ー ル マジ ッ フ ペイ ント VA 
YO の еее 完成 度 を 増し だ , ご このごろ の ゲー ノヽ 


る 
_ 松井 幹彦 の ОД 
о? | SN а フフ トウ ェ ア ・ ク リ ニ ッ ツク ワー プロ の 巻 


いい 4. 192 
ga- 2. же ESR. VA ュー ザー の た め の WA 倶 楽 部 ХЕ Ж V 読み 物 
а... 22. ・ コ ンピュータ の 軌跡 を 追う ・ 3「PC- 8800 シリ ー ズ 」 木内 等 


E a PL と - 教 室 ・AV(VA )・ コ ンピュータ ғ а 
154................ CATALOG SOUND も レベ レル アップ し た ・ ゲ ーー ム 


058 全 機種 MSB-DOS の 環境 を ディ スク BASIC で қ 2. 
118 24 2 ーー と し “COSMOS 外部 コマ ンド の 増設 その ] 72 リケーション 
谷田 和義 


ORAHA あな た の 部 屋 に も 環境 音楽 を 


ТОД 2- PACHETE l ШЕ a その ら 
小林 大 二 


өзуд/)-Х%% VA 専用 ペイ ント ツー ル 


る ⑧88 全 機種 ディ スク 管理 プロ グラ ム 


150-55--5--55----... еее еее еее еее еее еее еееееекеееееееееее кек е. Disk Mate 
— 8. 


4. вуг 表紙 イラ スト 
с 2 特集 と びら #807102 

199 …OhI88 INFORMATION 

160------ зз. ...... 編集 後記 


P Hi-RESOLUTION & Hi-PERFORMANCE 


БК оы?С no.20 [ЖЧ АНТ CREATIVE TOOL 


5640x400 ド ッ ト /10933 カ ラー 
_ 高 機能 八 イ レ ソ リ ユー ショ ン 
ペイ ンド ウツ ウェル 


マジ ッ ク ペ イン ト 


対応 機種 PO-88VA/VA8/VA3 
メデ ィ ア 5 イン チ ら HD 版 
И 14.0008 


Ll 


画 400 ラ イン の ハイ レゾ リュ ーション 42. 1 

88VA は 640X200 ド ッ ト で 65,536 色 使え ます が , 縦 200 ド ッ ト で は ディ テー ル の 表現 力 に 劣り , RO 
の ギザ ギザ も 気 に な り ま す 。 | 

マジ ッ ク ベ ペイ ント VA で は , 88VA の 640X400 ド ッ ト の モー ド を 採用 し プロ ュー ス に も つか える 
ハイ レゾ リュ ーション ( 高 解像度 ) を 実現 し て いま す 。 x 


10,933 

88VA の 640X400 ド ッ ト モ ー ド で は 256 色 し か 使え ませ ん が , マジ ッ ク ベ ペイ ント VA で は タイ リン 
グ の 手法 に よっ て 256 色 を 10,933 色 に 拡張 し て いま す 。 65,536 色 に 比べ て 色 数 は 劣り ます が パソ コ 
ン の 画面 上 で 絵 を 描く 場合 , 色 数 より も 解像力 が 重要 で す 。 


画 絵 を 描く た め の 高 機能 
ペイ ント ツー ル と し て の 基本 的 な 絵 を 描く 機能 に 加え , 図形 の 移動 , 拡大 , fi, ЖЖ, 回 転 

な どの 加工 も 自由 自在 。 

_ グラ デー ショ ン 機 能 で は , 両端 及び 中 間 の 色 を 選ぶ だ け て で 自動 的 に 階 i 調 を 補正 し て グラ デ 

ョ ン を 付け る こと が で きま す , x 
427 トノ フォ ー カ スズ も リナ ル な 立体 感 を 出す た め に 不可 欠 な 機能 と 言え る で し ょ う 。 


“ЕДЫ ГЕ 


ジッ クベ ペイ ント VA は 多 機能 で あり な が ら シ ンプ ル に スピ ー デ ィ ー に 操作 で きま す 。 


最寄り の 書店 に お 申し 込み くだ さい 。 書 店 で お 買い 求め で き に ( い 場 合 は , Ж САР 

用 紙 で 直接 当社 に お 申し 込み 下 S い 。 な お 送料 は 500 円 で す 。 _ 

| 信 商 品 の 内 容 に 関す る お 問い 合わ せ は 203-037- -7B95( 月 一 金 の 16: 00-18: 00). 
ТАПС る お 問い 合わ せ は 下記 に お 願い し ます 。 


日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 


— T10 парчалар: 3-26 т03(261)4095 


ご 注文 方 法 


メニ ュー「 つ , 色 | 色 選ぶ の に 時 間 が か か っ て は , どん な に 高 性 能 で も 意味 が あり ませ ん 。 Су 4 
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木星 上 空 の パイ オニ ア 10 号 (イラ スト レー ショ ン ) 
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хе Ж 
PART 2 VA2/VA3 テ クニ カル ノー ト ハー ドウ ェ ア 編 
BD ee 1. ハー ド デ ィ スク 並み の 容量 を 誇る , 
МАЗОГРТО, 横田 誠 
9 ………… …… В. 「OPNA」 に よっ て 開か れる , VA の 音 の 世界 
武田 Ж 
i O. 2222 3. VA シリ ー ズ の 日 本 語 処理 機能 小野 秀一 


し түзі. PART З VA2/VA3 テ クニ カル ノー ト ソフ トウ ェ ア 編 
追加 コマ ンド で パワ ー ア ッ プ し た , РС-Епеіпе 

大 島 Ж 

gj ss PART 4 PI(Personal Information Tool) の 


кенен EI Eh кеннен ннен тен ынты ЧЕЛ СЫ Е еланнан ИОВ ух 


ここ が 知り た い / スタ ジオ 日 
| PAHT Б VA 新 事 情 
А8 т 1 .「 ひ ら け / ポンキッキ 」 に アニ メ フ レ ー マ ー が 
使わ れ た / スタ ジオ BC 
n .「BBVA ユ ー ザ ー ズ クラ ブ : 探 訪 記 MARHE 
「 サ ウン ド ポ ー ド ^ つ きり 活用 
II「 サ ウン ド ポ ー ド II」 思い っ きり ; | 
о PART 1 「 サ ウン ド ボ ー ド II」 に 乾杯 / 中 田 清一郎 


PART 2 お も し る アプ リケーション ・ 
бді FLE 1 聞き た いと き に すぐ 聞け る 


VOICE CALL 坂東 浩 
いい FILE 2 あな た の お 好み の 音 で 快適 な 朝 を 
目覚 まし 時 計 武田 Ж 


ТАЕ Э. FM サウ ンド エディ ウツ シンフォ ニー・88 篠崎 F 


PART З 音楽 ソフ トウ ェ ア ガ イド ЖЗ 
S sys YE passa I. NEC「 ミ ュー ジッ ク ワー ルド 」 
ІП КЕЕ ピク ター 音楽 産業 
"MUSIUM З サウ ンド ボー ド II」 
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コル チ ス テー ショ J 88 ZZ 


гаж “VA, MAS 
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МА? /\/ АЗ が 発売 され だ 。 これ で , VA ФЕНВОМТ РС-88\/ А? 


PO-BBVA シ リー ズ の 新型 VAe, 2TD ドラ イ プ の 場所 は 埋め られ て いる 。 こ こ に あと か ら 2TD ド ライ プ を 入れ 
УАЗ. 性 能 的 に さら に 向上 し , コス ト パ フ る こと は で まき ない 。 
オォ ー マ ン ス も 高く な っ た この 新しい ピピ - РС-88\/ АЗ 


BBVA の 内 部 の 変化 を 見 て みよ う 。 

従来 の BBHVA は 主 と な る ボー ド が 6 枚 
に 分 割 さ れ , ほか の ボー ド と 合わ せ て 本 体 
内 に 複雑 に 重ね て 組み 立て られ て いた 。 
色々 な パソ コン の 中 で も 分 解 。 組み 立て が 
最も 面倒 だ っ た 。 

これ に 対し で 新しい VA ム APC, МАЗ で は メ 
イン ボー ド は 1 枚 に まとめ られ , し か も ボ 
ー ド サイ ズ は 小さ ご く な っ て いる 。 

これ は , カス タム チッ プ の 高 集積 化 を ござ 
ら に 進め て 合理 化し た こと , Е U CHA 各部 の レイ アウ ト は 新しく な っ て いる が , デザ イン イメ ー ジ は PC-88VA を 
M に 実装 効率 が 高い ИР パッ ケー ジ (ft 踏襲 し て いる 。 サ イズ も 相変わらず 大 柄 だ が , 日 本 の 住宅 事情 を 考慮 し て も っ 
型 ) の も の を 使っ た こと か ら 可 能 に な っ て だ バグ ド に し て 係 じ いと ころ な 。、 在 側が 3.9 イ ンチ 2TD ドラ イブ 。 o 
じ 1 る 。 

パー ツ が 少な く な り , 基板 面積 が 小さ く © ВАСК О-о АЕ 
な り 。 組み 立て も 容易 に な っ た と いろ つこ と 
(Ж, 当然 生産 コス ト が 下げ られ る わけ だ 。 
АОРСМ を 搭載 し , メモ リ 容 量 も 増え た 
に も か か わら ず 価 格 に 変化 が な いこ と も う 
な ず け よう 。 

メイ ン 基 板 上 に は , 新た に 搭載 可能 と な 
っ た 演算 プロ セッ サ 用 の ソケット が 設け ら 
れ で いる 。 この ソケット は 本 体 の 上 部 カバ 
ー を 外す と 上 か ら 見 える 位置 に ある の で , 
内 部 分 解 を せ ず に 取り つけ 可能 だ が , か な 
り 奥 まっ た と ころ に ある の で 取り つけ は 容 РС-88\ АЗ 
sic LUAR UY СУАР U C 
確認 し づら いし , 1 度 つ け て し まう と 特別 
な 工具 を 使わ な い 限 り 外 すこ と が で き な い 
の で , 装着 に は 十分 注意 し た い 。 

今回 の モデ ル チ ェ ンジ 内 容 は か な り ユ ー 
ザー 本 位 で , 性 能 的 に さら に 魅力 的 に な っ 
ево. -л, 文句 を つけ た い の 
は , 相変わらず 軽薄 短小 の 時 代 に 逆らう か 
の よう な 大 柄 の ポ デ ィ だ 。 ご の 大 きぐ さ で 高 
Е, 高 性 能 感 を 表現 し て いる つも りな の 
か も 知れ な いか が もう 治し 震え て も らい た し 


基本 的 に , PC-88VA と 変わ りな い 。 一 見 4 スロ ッ ト に 見 える が , 3 番目 に は コネ クタ が . 
用 意 さ れ て いな い 。 また 4 番目 は ビデ オ ボ ー ド 専用 スロ ッ ト な の で て, 実質 2 スロ ッ ト 。 マ ウス ・ 
8 ボー ト に は ジョ イス ティ ッ ク を つない だ りす る こと も ある の で , 本 体 前 部 に 配置 し て ほし か っ 
755 


@5 イ ンチ HID( 石 ) と 3.5 イ ンチ 8TD 


ドラ マイ ジス ユニット ド Өш}, 


サイ ズ は こん な に 違う 。 体積 比 で 3 分 の 1 
が , 記憶 容量 は 2TD の ほう が 9 倍 近 く 多 い 。 


ドラ イプ コン トロ ー ラ 


グラ フィ ッ ク コ ント ロー ラ 
` 256K バ イト ク グラフィック RAM 


アナ ログ RGB& ビ デオ 出力 用 
D/A コ ン バ ー タ 
ビデ オ 出 力 信 号 生 成 用 MC1377 


アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イコ ネ ク タ 


る テキ スト / サ ウン ド ボ ー ド 


テキ スト 画面 と スプ ライ ト 処 理 を 行う 専用 LSI と , ADPCM 機能 を も っ た 音 
源 チ ッ プ OPNA を 載せ て いる 。 テ キス トス プラ イト メモ リ 256K バ イト , ADP 
CM サン プリ ング メモ リ 256K バ イト , 漢字 フォ ント ROM も この ボー ド に 搭載 
され て いる 。 

漢字 フォ ント ROM テキ スト コン トロ ー ラ 
テキ スト ・ ス プラ イト 
コン トロ ー ラ 


ПА S 
«90-е +49 | «бе 


ана наяая 


256K バ イト 
テキ スト ・ 
スプ ライ ト 
V-RAM 


ino ШІН 


° PI9SE3OE- 


に 過ぎ ない 


ITD2 


256K バ イト 
ADPCM 用 
RAM 


YM2608 (OPNA) 


の ドラ イフ ブフ コント ローラ ボー ド 
2HD ド ライ ブ 制 御 に は 一 般 的 な D765,。 2TD ドラ イブ 制御 に は ハー ド デ ィ ス 
ク 用 の D7261 が 使用 され て いる 。 


の オー ディ イオ 入出 力 ボ ー ド 


88VA で は サウ ント 出力 は モノ ラル だ っ た が , VA2, УАЗ で は OPNA の 採用 に 
伴い ステ レオ 化 さ れ て いる 。 


オー ティ オ 入 出力 ボー ド 


Ф ,ГС/Л--К 

88VA よ り も カス タム チッ プ の 集積 度 が 上 が り , メ イン ボー ド は シン プル に な 
っ た 。 ВАМ に も 21Р タイ プ (実装 面 に 対し て 垂直 に 装着 する ) を 使っ て 実装 効 
幸 を 高く し て いる 。 入 出力 部 分 は 別 基 盤 と な っ て いる 。 


メイ ン CPU ボ ー ド (4 層 基 板 ) 
メモ リコ ント ロー ラ 


512K バ イト メイ ン メ モリ 


чш ш ш ыш 


ені. LL шш] 
LLALLA 


Ае キー ボー ドコ ント ロー ラ 


/ り コン ドロ ー ラ 


コネ クタ 部 ボー ド 


ТҮГІ 


RS-232C コ ネ ク タ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス クコ ント ロー ラ 


(デジ タル RGB は 今回 廃止 され た ) PD765AC-2 
V1/V2 モ ー ド 用 フロ ッ ピ ー 


サ プ シ ステ ム CPU 


さき ご ろ の PC-88 ソ VA2/VA3 の 発売 と 


同時 に ,「 ロ |」 と いう ソフ トウ ェ ア が 発売 さ 
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この 「PI」 と は , Personal Informa 
tion Tool, つま り 直 訳す れ ば ! 個人 情報 
デー タベース 」 と いう こと に な る 。 


ひび む ぐ お に デー タ ベ ペニス 、 CUA CE А 


今 ま で の よう に ソフ トウ ェ ア か ら 与 えら れ 
た 枠 の 中 に 情報 を は め 込み , 与え られ た 
方 法 だ け で 利用 する , と いっ た も の と は 違 
う 。 ロ | の 最大 の 特徴 は ユー ザー 自身 が 自分 
の 手 で その 最適 な 方 法 を 見 つけ て 作り 出す 
と いう 点 に ある 。 

この コン セプト の お お も と と な っ て いる 
ソフ トウ ェ ア が ある 。 アメリカ の Maoint 
osh (Apple) #0 "Нурег Сага. 
で ある 。 こ の ソフ プ ド は 既存 の デー タ , アプ 
リケーション を 取り 込み , その スタ ッ ク ウ 
ェ ア を 開発 , 実行 する た め の 環 境 そ の も の 
で ある 。 そ の 構造 , コン セプト が 壮大 で 複 
雑 で ある に も か か わら ず , 操作 性 は ユー ザ 
ーー フレンドリー で, これ ぞ で 「 パ ー ソ ナル ・ コ 
ンピュータ 」 の 本 来 あ る べき 形 を 具体 的 に 
表し た も の と いえ る 。 

この コン セプト を 引き 継い で は いる が , 
РНЕ PE- WVA VUS AESA 
ー バ ソコ ン 上 で , 初め て 可能 に な っ た 。 v 
ル チ 情 報 ス テー ショ ン で ある 。 

これ が VA の パワ ー, 性 能 を 生か し きっ 


た , 独自 の シス テム に な る 可能 性 は 大 きい 。 


SRT バー ツナ ル ・ コ ン ピ ュ ー ダ は 輝 
し て 「 パ ー ソ ナル 」 と いえ る も の で は な か 
っ た 。 やっと, 個人 の 手 の 中 で 扱え る , 
本 当 の パー ソナ ル な シス テム が 現れ た の で 
ある 。 


サン プリ ング 音声 の 編集 画面 


ア の 可能 性 を 集大成 し だ 。 


l1. "PLORS 
る ベー スカ ー ド 
ーー 


P| の ベー スカ ー ド š { | ой. 
アニ メー ショ ン の 登録 , 背景 の 登録 , 音 
の 編集 な どの 各 デ ー タ の 管理 を 行う 。 下 
段 に 表示 され て いる 3 つの ボタ ン を クリ 
ッ ク す る と , 各 モ ー ド に 入る こと が で き 
る 。 


動作 環境 の 設定 


екн ТЕРА СУ 
動作 環境 の 設定 を 行う 。 


る デー タ の 編集 


文字 列 操作 の 画面 
文字 編集 の 画面 上 で , マウ ス を 使っ た カ 
ッ ト , コピ ー, ペー スト が 自由 に 行え る 。 
また , ほか の テキ スト ファ イル か ら の 取 . 
り 込 み も で きる 。 


HS m 3 QE Ei 


背景 画面 の 編集 画面 
サン プリ ング , РСМ, BGM ファ イル の 編集 , 登録 を 行 マウ ス て 画面 モー ド , 作画 メニ ュー の 指定 を 行え る 。 
う 。 写真 は うぐいす 」 の 声 の 編集 を 行っ て いる と ころ 。 


@> — УФЕ 
サン プリ ング 音声 の 登録 | 
PI の デー タ 登 録 で は , 6, Ë, アニ メー 
ショ ン の 各 フ ァイル ご と に 登録 し .。 イン 
デック ス を 作成 する 。 


人 カー ド の 編集 


プル ダウ ン メ ニュ ー の な か の カー ド 編 集 
の 画面 

ほか の フォ ル ダ ー や カー ド か ら 必 要 な も 
の を コピ ー し て 自分 な り の アイ デア で フ 
ォ ル ダー を 作る こと が で きる 。 


га + 
г * 
8 


ーー 


м 


12. マル チ 情 報 デ ー タ ベー ス と し て 使う 「PI』 


Ө Ехат.1 スケ ジュ ー ラ 


家族 4 人 の 1 週間 の 予定 を 書き 入れ た , 
「FAMILY DIARY」。 この カー ド か ら そ 


れ ぞ れ の 人 間 の カー ド を 呼び 出す こと が 


で きる 。 


© Exam.2 


オッ イン ゲッ ンス こし と 


タイ トル , 収録 時 間 , キャ ス に な ど 。 1 
本 の ビデ オ 情 報 を まとめ て 一 覧 で きる 。 


カー ド の 閲覧 
16 枚 前 か ら カ ー ド の 閲覧 が で きる 「 表 示 
履歴 」 

ГР. の カー ド の 閲覧 で は , 「 順 次 表示 」 
「 カ ー ド 一 覧 」「 表 示 履 歴 」 な ど , ユー ザー 
の 好み に 細か く 対 応 し た 検索 方 法 が ある 。 


「 ゴ ルフ 」 の カー ド を 開く と , аб (с, 
詳細 な 予定 が 書き 込ま れ て いる 。 


— ーーーー ーーーーー 


正面 に 赤い 屋根 < 


Ө Exam. 3 アニ メー ショ ン 作 品 集 


自分 で 作っ た アニ メー ショ ン を 1 本 の フ 


ォ ル ダー に 管理 する 。 


Ө Ехат.4 コン ピュ ー タ 絵本 を 作る 


クリ ッ ク す る も の に よっ て , 話 の 展開 が 
変わ むっ で いく ぐ 。 


© Exam.5 植物 図鑑 こし て 


РС 


「 あ さ が お の 観察 」 の フォ ル ダ ー。 知り 
た い 情 報 だ け を クリ ッ ク し て , あさ が お 
の 生長 に 関す る 知識 が 得 ら れる 。 


この カー ド て 共に つい て の すべ て が 
分 か る 。 絵入り で 確認 で きる 。 
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Рори ーー 
= s= 


О не с анты т ЕЕ т ыы, 


іг 一 本 の 木 が あ 0 Ж す о 
道 は 人 逢 か 北 に 続き 、 傍 中 に 赤い 屋根 の 家 が 建っ て いま す 。 
その 手前 で 、 道 は 車 に わか れ て いま す 。 x 


ны нна а асы бды. ао akaun ае 


уунар 


\ 


каш ааа и ооо бо OO НОННИ 


BALEN AMAIS Ч Ач чан «ма 


ск В Ча pa NE ы мене. АН ЧК 


あさ が お の 「 花 」 の 情報 を 知り た い 
の で クリ у> © 


PC-8VA シリ ー ズ 専用 の アニ メー シ 
ョ ン ・ ツ ー ル , アニ メ フ レ ー マ ー は , VA の 
65,535 色 を 生か し , また この 類 の ツー ル と 
し て は 数 少な い リ アル タイ ム 入 力 の で きる 
ソ ワ テ ド ウェア さあ る 。 この た び :. その より 
アル タイ ム 性 」 が アニ メー ショ ン の クリ エ 
イタ ー の 目 に 留まり ,「 ひ ら け / ポン キッ キ 」 
の あの か わい い キ ャ ラク タタ を 作る ツー ル と こと 
な っ た 。 ご この キャ ラク タ を 作成 する 過程 は , 
ドキ ュ メ ント こと し て 特集 で 解説 し て ある 。 
ここ で は , 実際 に 放映 され て いる 「 数 か ぞ 
え 」 と , 『 因果 関係 」 の 一 部 の 画像 を ご 覧 い 
КОСЕ D% 


Гөз ох ура» Г с у) ГҮ RA Ауа | © 


Ге < ш уа = у © 


ГМ LI уер Г ел | @ 


LR m m w m = m ии 


4 


m m m s m m aaa нн 


өледі Жао | © 


- 


2. 
7 
Ə 
1 
を 
表 
す 
ひ 
> 
>: 


ГА У заго © 


[Z N оК Го) © 


Ө 


ご 」 


Гы — рх ег 


_ ソフ ト が 少な く て いま ひと つ 盛 り 上 が り に 欠け る 

PC-88VA。 救 わ れ な い VA ユー ザー に , 最 先端 の 
アー キテ クチ ャ と 機能 を そろ え だ ブ ラフ ィ ッ クツ ー 
_ ル 「 マ ジッ クベ ペイ ント VA」 が 登場 し た 。 そ の 多彩 
_ な 機能 の 一 部 を 紹介 し よう 。 


Т 540X400 ド ッ ト 

= 1 万 933 色 を 実現 / = 
マジ ッ ク ペ イン ト VA は , МЕС ФРС-88/ А/М А 
P /VA3 の 高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド に 対応 し た フ 
ルカ ラー グラ フィ ッ ク ツ ー ル で ある 。 ご 存じ の と お り , 
PO-88VA は 640X0U ド ッ ト で 65.536 色 の 同時 発色 が 
可能 な グラ フィ ッ ク 機 能 を も っ て いる 。 し か し , この モ 
ー ド は , 色 数 は 多い が 中 解像度 な の で 繊細 な グラ フィ ッ 
ク 描 画 に は 適し て いな い 。 デ ジ タ イ ズ に よる 取り 込み の 
場合 に は , 実に 精度 の 高い 絵 で 魅了 し て くれ る の だ が 。 
17%. АЕ (5902) を 使っ て 描く 場合 , 色 で ド 
ーッ ト を 表現 する (パタ ー ン を 細か く 認 識 す る よう に 色 を 
_ 操作 する ) селе, よほど の テク ニシ ャ ン で 根性 の あ 
る 人 以外 は 無理 。 そ こ で , た だ 描く だ け で 繊細 な 絵 の 描 
ける 64UX40U ド ッ ト モ ー ド が 登場 する わけ だ 。 640x400 
ドッ トモ ー ド は , 固定 P56 色 し か 使え な い 。P5B 色 で は , 
あま り に も 色 数 が 少な い 。 な に せ , B5.536 の ルー ト に 等 
し い 。 マジ ッ ク ペ イン ト VA で は , タイ リン グ の 手法 で 
1 万 939 色 を 実現 し て いる 。 マジ ッ ク ペ イン ト VA TE 
われ て いる の は , px 5 ドッ ト の タイ リン グ 。 微妙 に 違 
う 色 を 交互 に 配置 する 方 式 だ 。 人 間 の 目 は , あま り に 細 
か い 点 (640х400 Y КОТ 点 な ど ) は , 色 の 認識 を 行 
うこ と が 難し い 。 あ る 程度 の 面積 が か あっ て 初め て 色 の 認 
識 が 可能 に な る 。 だ か ら , 従来 の グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 
_ よう に , タイ リン グ だ か ら と いっ て パタ ー ン が 認識 され 
る こと が マジ ッ ク ペ イン ト VA で は ほとん ご ど ない 。 ま だ 
65.5360 6 分 の 1 の 色 数 だ 。 こ こ は 許 し て ほし い 。 こ れ 
以上 色 数 を 増やす と タイ ル パ タ ー ン が 認識 され て し まう 
の だ 。 

以上 の よう な 理由 か ら , マジ ッ ク ペ イン ト VA で は 
640x400 ド ッ ト 1 万 933 色 モー ド に お いて 損 よ り 益 の ほぼ 
う が 多 いと 判断 し , こち ら を 採用 し た わけ だ 。 な お , С 
_ の ソフ ト は , OhIPO 誌上 発表 の も の と は , 同じ コン セ 
タ ト で 人 NOMIS0 у зол 
リ ジ ナ ル で ある 。 x ⁄ 

| 極め られ た ユー ザー イ ンタ フェ キース 

ユー ザー イン タフ ェ ー ス , つま り 使 い 勝手 が 十分 に 考 
片 さ れ と いる の も , マジ ッ ク ベ イン ト VA の 特徴 の ひと 
ООЖ 
x マジ ゾウ クベ イン ト VA СЕ プロ に バー ジョ ン の 発表 
(ОНІРО 1987 年 18 月 号 ) 以 来 , ユー ザー イン タフ ェ ー ス 
に 重き を 置き , 検討 に 検討 を 重ね た 。 起 動か ら 終 了 , メ 
— ニー ュー から 全 体 の デザ イン まで 使い や すさ を 一 番 の 重 
2 要 課題 と し 無駄 な 装飾 を 排 し 。 初め て の 人 で も 簡単 に , 

慣れ た 人 に は 素早 く 操 作 す る こと が で きる よう に な っ て 
いる 。 主 な 機能 に つい て は , 写真 の キャ プシ ョ ン を 参考 
に し て ほぼ ほしい 。 ま た , 機能 一 覧 を ( 表 1 ) に 示し て お く 。 
と に か く , PC-88VA 用 の ソフ ト は 少な い 。 発売 か ら 
1 年 近く た つの に 10 本 程度 し か 専用 ソフ ト が 発売 され て 
いな い 。 そ の 中 で も 本 当 に VA の 機能 を 活用 し て いる の 


_ は ほん の 一 部 だ 。 今回 発売 し た マジ ッ ク ペ イン ト VA 


_ В, VA の グラ フィ ッ ク 機 能 を 十 二 分 に 引き 出し た 自信 
и REER I. 価格 は , ]4.000 円 と 少し 高め だ が , 
それだけ の 価値 は ある と 断言 で きる 。 マジ ッ ク ベ ペイント 

VA で どん どん 絵 を 描い て パソ コン アー ト の 新 世界 を 
。 箇 り 開い て ほし じい 。 x 
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Art クリ エイ ティ ブツ ー ル 


マジ ッ ツク ベイ ント VA 


1 ドッ ト 単 位 の 編集 を 行 
う の に 不可 欠 な の か が これ 。 
ウイ ンド ー の 位置 は 自由 に 
変更 で き , 高速 スク ロー ル 
で 編集 位置 の 変更 も 簡単 。 
少な い マ ウス の 動き で 大 き 
な 範囲 を 正確 に エディ ッ ト 
で きる 。 色 の ピッ クア ッ プ 
機能 (随時 可能 ) に より 色 選 
択 も 簡単 。 


メニ ュー モー ド 
メイ ン メ ニュ ー は 常時 開 
か れ て いる 。 ほ か の メニ ュ 
ー は 必要 に より メニ ュー バ 
ー の 指定 個所 を 右 ク リッ ク 
する こと に より , プル ダウ 
ン で 開か れる 。 


ルー ペ ウ イン ドー 機能 


С) manana, 


図形 変形 は , 拡大 / 縮 小 , 変形 , 回 転 な ど , 必要 と され る 機 
ВЕН, ほとん ご そろ っ て いる (た だ し , スク エア で 指定 )。 ど 
の 機能 も , 1 x 1 ドッ ト か ら 640X40U ド ッ ト ま て 制限 は な い 。 
о ト な ど ご も 任意 の 多角 形 で 行え る (最大 頂点 数 


作品 例 


を 研ぎ 澄 ま せ / 


中 点 指定 の 


„©“ 


М. 7 


a 
RER 
Ве its 

ы.” 


と の 
5 重ね 
合わ せ 
БОГТ 例 
ра р ны) уна вор 4P Way МАНЫ YBI Wa a ЧАВО EN рі сел ащ 
м 
W 
ы ¿um mu 
ИО ОЬ рои ペン 種 い る いろ 
ソフ ト フ ォ ー カ ス 機 能 © 


立体 感 の ある 絵 を 描く とき に 必 要 不 可 欠 。 マ ジッ ク ペ イン ト VA 
で は , 何 回 も ソフ ト フ ォ ー カ ス を か ける 場合 や , 黒 系 統 の 色 を 多用 
し た 場合 に , 全体 が 黒く な ら な いよ う 工 夫 し て ある 。 


慣れ た 人 な ら ば 4 時間 ぐ らい で ひと つの 作品 を 
形 に で きる (編集 部 デー タ )。 名 作 に 向け て , 感性 


МЕХ 
10933 (GRB, HSV に よる 選択 ) 
ユー ザー 登録 色 200 色 


筆 20 種 (濃淡 つき , ユー ザー 定義 可 ) 


スポ イト 機能 (常時 使用 可 ) 

ө 作 男 機能 

フ プリーバ パン シンド 

線 , 連続 線 

長方形 ( 枠 , 塗り つぶ し ) 

РЭ, ЖР 

ライ ンス テッ プ 指 定 

1 ライン ペイ ント (縦横 指定 ) 

多角 形 (任意 形状 ) ペイ ント 

2 線 間 ペイ ント 

e グラ デー ショ ン 機 能 г 
両端 と 中 央 の 計 3 点 に 任意 の 色 を 指定 可 
中 央 色 の 位置 を 左右 に 移動 可能 

バ パラレル, サイ ド , セン ター の 3 種類 の 
デー ショ ンタ イプ (多角 形 ペ イン ト ) 


ө {= ЕВЕ 

ルー ペ (拡大 エディ ッ ト 可 ) 
コピ ー (任意 形状 ) 

上 下 , 左右 反転 
拡大 , 縮小 

変形 

回 転 

ソフ ト フ ォ ー カ ス - 

@ その 他 

文字 入力 

ビデ オデ ジ タ イ ズ 取 り 込 み 


ll グラ デー ショ ン 機 能 


2 線 間 (任意 に 引か れ た ? 本 の 線 の 間 を ペイ 
ント する ) の グラ デー ショ ン が 可能 。 し か 
$, 3 タイプ の グラ デー ショ ン の 方 式 が 可能 
な の で 多彩 な バリ エー ショ ン が 楽し め る 。 始 
не, 中 点 色 , 終点 色 は 任意 の 色 を 設定 で き 
中 点 位置 を 自在 に 変更 で きる 。 


人名 種 ベン スタ イル 


繧 を 描く 際 に 主力 と な る の が 各種 ベン を 使用 し た フリ ー ハ ンド 機 
能 。 マジ ッ ク ベ イン ト VA で は , ВЕ УПК, 新た に ユー 
ザー 自身 で ベン を エディ ッ ト す る こと も で きる 。 5 段階 の 濃度 を 設 
定 で きる の で , ぼかし ペン な ご も 自由 自在 だ 。 た だ し , 色 の ステ ッ 
プ 数 の 関係 の た め , 重ね 合わ せる と 色 が 多少 変化 する 場合 が ある 。 
その 機能 は , 55.536 色 モー ド の ほう が 美しい 


タイ トル バタ ー ン 30 色 (ユー ザー 定義 可 ) 


スク リー ント ー ン 22 種 (ユー ザー 定義 可 ) 


グラ 
任意 方 向 の グラ デー ショ ン ( 2 線 間 ペイ ント ) 


カラ ー ス キャ ナ 入 力 (エプソン GT-3000) 


いま 流行 の 最 先 端 機能 の ひと つ 。 多 角形 内 , 


С к= ( ГЕЛ 
OWN в. 
ЗИ С и бот у) 


> 
„ч i 


5 ғаз 


р A аен ии О Ж 2 (= ТЕ Es pv D> Е 
аля, ゲー ム 。 EDA aua уу ож лш a оо окоо s 
ソロ ン に 比 ぷ る と 。 ダン に ト に ツ に グー ム の 数 要 だ 。 ハ マリ を 店 ける た め に も 積極 的 に 会 話し よう 持ち すぎ に 注意 する こと も 忘れ ず に / 
は 多い 。 その ゲー ム も 過去 に 比べ る こと シナ 
け オ 構成 は も と より , グラ フィ ッ ク 血 , F 
ウン ド 面 に お いて も 確実 に 完成 度 は 高く な 
っ て いる 。 それは , PO -BB0U シ リー ズ の 
な か に こと 数 年 で PO-BBVA, F O-880I 
FA/MA な ご どの 高 性 能 の パソ コン が 生ま 
れ た こと に も 一 因 が ある 。 巻末 の 「CAT- 
ALODOG」 の ペー ジ で 取り 上 げた , いま 1 番 
完成 度 の 高い ゲー ム を 5 K, まず グラ フィ 
ッ タ ス か ら 人 の 提 能 いた だ ざさ ざ う 。 


(ブロ ダー バン ドジ 


ВЫ ох 


Retreat 


VA 専用 版 の ART of WAR は グラ フィ ッ ク が と っ て 音 も 「 サ ウン ド ボ ー ド II」 に 対応 し て グッ ド 。 戦闘 
も 美しい 。 ス プラ イト を 使用 し て いる の で 動き が 滑 画面 も 一 段 と 華やか に 。 最高 峰 の АНТ of WAR と い 
ら か で し か も 速い , ノ える だ ろう 


(ЗАМЕ ARTS) 


(デー ビー ソフ ト ) 


м ЕЯ 


‚ 74 о, к 
ボカ ルル リ -# ау; 
ВОО, МР 


23 
sH 


gio 


cmH 


— 
+ 


4 ме 』 


ыш cilia 


魔法 屋 の 看板 娘 は , は き は き と し た 美 少 女 だ 。 け POWERFUL 麻 雀 の 1 メニ ュー, エキ サイ ト 有 麻雀 / さす らい 麻雀 。 こ れ も お も ОЛ TEETAR 


な げに も 女 手 ひと つ で 店 を きり も り し て いる いわ ゆる 脱が し 麻雀 だ 。 7 人 の 中 か ら 女 の 子 を 選 の 旅 だ / ドラ マチ ッ ク で と っ て も エス ニカ ン 。 
ん で 対戦 で きる ん だ けど , これ も 魅力 の 一 部 この ほか に , POWERFUL 麻雀 に は , ノー マル 麻雀 


と ポコ 麻雀 ( 絵 合 わせ ) も ある 。 お 買得 だ 


ме (日 本 ファ ルコ ム ) 


| „бын 
k. ae Н. 


+ 
МЕ, СОБЕТ 
М» Я Зи, 


数 多 
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の ワー テグ а. 5 PRSE 


ン 。 飛び 交 う 敵 キ ャ ラ 。 生き て 帰れ る の か ? PLAYER Н.Р 18 M.P 284/255 EXP 65585 GOLD 10157 


ENEMY ENEMY 

А4-АП, 最初 の イベ ント が 示さ れる の が ここ 。 ЖООҢ. 5 = (35327) £ HZ 505% 8 X. g) F 
薄幸 の 少女 リリ ア を 助け る ん だ / 詳し く は , ゲ イン ト 。 重厚 な BGM で 軽快 な ゲー ム 進 行 が で き 
ー ム 紹介 の 項 を 読む べし る の が イー ス II の 魅力 だ ね 


= マル チ ス テー ショ ン ・88 
I ほ く ら の 夢 VA フ ァ マ リー 


VA の モデ ル チ エ ンジ 


NEC の 各 パ ソコ ン は , ほぼ 1 年 の イン タ 
ー バ ル で モデ ル チ ェ ンジ を 受け ます が , PC 
-88VA も その 例外 で は あり ませ ん で し た 。 
早い も の で PC-88VA の 出現 か ら 5 もう 1 年 
が 経ち も 。 PC-88VA に も ニュ ー マ シ ン が 登 
場 / し か も PC-88VA2 な および PC-88 
VA3 の 2 タイ プ 。PC-88VA は シリ ー ズ 化 
L AP057010 T., 

今回 の ニュ ー モ デル で は , どこ が 改善 る 
tv, な に が 強化 さき れ だ の で し ょ うか ? 


強 1 じ ポイ ント 概 要 


PC-88VA2 お よび VA3 の 仕様 を , 表 1 に 
ELT: 
従来 型 PC-88VA か ら の 強化 ポイ ント を 
分 が りや すく 〈 個 条 書 き し て み ま し ょ う 。 
① シ ステ ム ROM の 増強 
448K —768K 
ФЕ КОМ 容量 , 
288K —512K 
40,000 語 一 65,000 語 
③ バ バックアップ ВАМ 容量 増加 
8К —16K 


語数 の 増加 


las 


VA を さら に 超え だ 


МАР/МАЗОЯЕ ЖЖ 


PC-88VA の 高 機能 マシ ン , PC-88VA2/VA3 が 登 
場 し だ 。 特 集 の 第 一 部 で は , この 話題 の 多い PC-88V 
A2/VA3 の 機能 変更 点 を ピッ クア ッ プ し , 1 つ ざ ずつ 究明 , 
мос. ここ | 
と の 相違 点 を ライ ン ア ッ プ し レ , どの よう に 高 機能 , 高 性 
能 に な つ だ か を 解説 し て みよ う 。 


テン 


наад о イト メモ リ 容 量 増 加 
64K —256K 
⑤ メ モリ の ノン ウエ イト 化 
つ 処 理 速度 が 向上 
⑥ 描 画 プ ロモ セッ サ の 高速 化 
つ 捕 画 速 度 が 向上 
音源 チッ プ に OPNA を 採用 
つっ ADPCM に よる サン プリ ング が 可能 
っ リズ ム 音 源 利 用 可能 
⑧3.5 イ ンチ 2TD ド ライ ブ を 搭載 (VA3) 
っ 9.3M バイ ト の 大 容量 外部 記憶 
⑨ 数 値 演算 プロ セッ サ 装 着 可 能 
つ 演 算 速 度 の 高速 化 
ハー ド 的 に は , 以上 の よう な と ころ が 改 
善き る きれ て いま す 。 従来 型 か ら 減 っ た も の は , 
デジ タル RGB 端子 て らい の も の で す 。 
で は , ツ フ ト 面 で の 強化 ポイ ント は , 
① BASIC の バー ジョ ン ア ッ プ 
30 種 以上 の 命令 追加 
(2) PC-Engine の コマ ンド 追加 
14 種 の 内 部 コマ ンド を 追加 
③ PC-Editor の 改良 
キー マク ロ 機 能 な どの サポ ー ト 
④ ア プリ ケー 
アニ メ フ レ ー 


ショ ン の パン ドリ ング 
マー (フル セッ ト ) 


で は , まず 概要 と し て PC-88VA 


NET-ACCESS (サブ セッ ト ) 

POP-UP 便利 帳 (電卓 の み ) 

BASIC, PC-Engine, PC-Editor,。 PC- 
Monitor は , いずれ も バージョン 1.0 か ら 
LILEKS ЕС T. TZAI reta 
ソフ ト も バン ドリ ング (添付 ) され , әң 
い 得 感 を 強調 し て いる よう で す 。 

次 に VA2, УАЗ の 特徴 に 焦点 を 当て , 
紹介 し まし ょ う 。 


3.5 イ ンチ ZTD ド ライ ブ 


VA2, УАЗ と も , 従来 どおり の 5 イオ インチ 
2HD ドラ イプ を 2 機 標準 装備 し て いま す 。 
これ に 加え , VA3 で は 本 体 前 面 の 左側 に 
3.5 イ ンチ 2TD ド ライ ブ を 1 機 標準 装備 
し て いま す 。 こ れ が VA2 t УАЗ ОЕ 
CT- SOTD рэ турах 
ッ ト 時 12.5M バイ ト , フォ ー マ ッ ト 時 9.3 
M バ イト と いう ハー ド デ ィ スク 並み の 容 
量 を 持っ て いま す 。 

これ は , 16 ビ ッ ト マ シン で は 一 般 的 し な っ て 
いる 2HD フロ ッ ピ ー に 対し て , 3 倍 の ト 
ラッ ク 密 度 と 2.6 倍 の 記録 密度 に よっ て , 約 
8 倍 の 記憶 容量 を 実現 し て いる の で す 。 

な お , VA2 で も 外部 拡張 型 の 3.5 イ ンチ 
2TD り ドラ イブ が サポ ー ト る さる れる 了 予定 だ を 
う で す が , 時 期 , 価格 は 未定 で す 。 


FM 音源 チッ プ OPNA 


FM 音源 チッ プ と し て , 従来 の OPN (YM 
2203) に 代わ っ て OPNA (ҮМ2608) を 採用 
し で ゅ ます 。 こ れ は ひと 足早 く PC-8801 
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КА/МА に 採用 きれ た も の と 同じ で , ЕМ 
音源 6 音 , SSG 音源 3 音 , PCM サン プリ ン 
グ に よる リズ ム 音 6 音 , そし て ADPCM に 
ょ る 音声 サン プリ ング お よび 再生 機能 を 備 
えて いま す 。 

サン プリ ング デー タ を 蓄え る だ め の 256 
K バイ ト の RAM も 搭載 され て いま す 。 な が 
3, 16kHz, 8kHz, 4kHz の 3 段階 の サン 
プリ ング レー ト を 選ぶ こと が で き , も っ と 
$ 高い 16kHz で は 音質 は 良く な り ま す が , 
記録 時 間 は 32 秒 と 短く , 逆 に 4kHz で は 音 
は よく あり ませ ん が ,128 秒 間 の 記録 が 可能 
T 2% 


数 値 演算 プロ セツ サ 


8086CPU 用 の 数 値 演算 プロ セッ サ で あ 
る 8087 が 装着 可能 と なり ま し だ た 。PC-88VA 
の CPU は 8086CPU の 上 位 コ ン パ チ ブ ル 
に 作ら れ た だ た МЕС の V30 CPU の 仲間 な の 
で , 演算 プロ モッ サ 8087 が 利用 可能 な の で 
す 。 た が , 8087 の 装着 は 従来 の 88VA で は 考 
慮 きれ て いな か っ だ の で す 。VA2, УАЗ 
で は , 本 体 を 分 解す る と 基板 上 に 8087 用 の 
ソケット が 用 意 き れ て いて , ここ に 装着 す 
る よう に な っ て いま す 。 

8087 の 演算 機能 を 利用 する 場合 , BASIC 
に 新しく 加え を られ た だ た 「NEW 87」 と いう 命 
令 を 使い ます 。 利 用 を 止め る 場合 は , IN 
EW-87」 と いう 命令 を 使い ます 。 

PC-88VA で は , 実数 の 演算 に 誤差 の 少 
な い 10 進 形式 の 演算 方 式 を 採用 し て いる の 
СТ», きま の 方 式 ば ほとん どの パソ ュ ン で 
採用 きれ て いる バイ ナリ 形式 の 演算 に 比べ 
て 速度 的 に 不利 な の で す 。8087 を 使っ た 場 
合 は , 演算 は ふつ う の パ ソコ ン 同 様 バ イナ 
リ 形式 で 行わ れる だ ため , 科学 計算 や 金銭 の 
利率 計算 で は 精度 が 問題 し な る こと も あり 
ます が , 速度 は 非常 に 高速 で す 。 

ちょ っ と 実験 し て み ま し ょ 2 う 。 

FOR T= 1 TO 100000 
Х=хХ+0.1 

МЕХТ 

PRINT X 

88VA2 で 8087 を 有効 に し て この ブロ グ 
ラム を 実行 する と, 実行 に 1 分 2 秒 か か り , 
答え は, 

9998.56 
と な り ま す 。 こ れ は , 内 部 計算 の 2 進数 と 
人 間 が 使う 10 進 数 と の 間 で の 変換 誤差 が あ 
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る た めで す 。88VA 本 来 の 10 進 演算 で 行っ 
た 場合 , プ ログ ラム の 結果 は , 
10000 

と 誤差 が 出 ま せん 。 た だ し 計算 時 間 は 1 分 
26 秒 も か か り ま す 。 

8087 を 装着 し た 場合 は , 速い 演算 方 式 と 
精度 の 良い 演算 方 式 の 両方 を 条件 に 応じ て 
選べ る の で す 。 こ れ は いま まで の パソ コン 
に は な か っ た 特徴 で す 。 

し か し , VA2, VA3 は 8087 を 装着 し な 
いと 計算 が 遅い の か , と 単純 に 思い 込ん で 
は いけ ませ ん 。 1 番 よ 〈 使わ れる 整数 型 変 
数 の 場合 , VA2, УАЗ は PC-9801VX の 
80286 モ ー ド (8MHz) より も 計算 が 速い の 
Сот» 


メモ リウ エイ に ト と 高速 化 


従来 型 PC-88VA で は や や 速度 の 遅い メ 
モリ を 使っ て いた の で , CPU が メモ リ еб 
だ が 完 kb 書 WW た りす る だ びに ,CPU が 少し ず 
つっ 時 間 待ち (メモ リウ エイ ト ) を し て いま 
し た 。 VA2, УАЗ で は 高速 な メモ リ の 採用 
に よっ て メモ リウ エイ ト し と いう 時 間 の 無駄 
を 省き , CPU が 本 来 の スピ ー ド で 動作 可能 
と な っ だ の で す 。 結果 も として, ツ ソフト ツェ 
ア の 実行 速度 が 速く な っ て いま す 。 

と ころ で , ご の メモ リウ ツウ エ イト の ある な 
し に 関係 な く , VA2, VA3 で は BASIC の 
速度 が 速く な っ て いま す 。 だ と えば 先ほど 
の 0.1 を 100.000 回 足す プロ グラ ム は , PC- 
88VA2 が 1 分 30 秒 に 対し て , 従来 型 PC- 
88VA で は 2 分 39 秒 も か か り ま す 。 と どう や 
ら , BASIC や BIOS の シス テム プ ブログ ラム 
が か な り 改 造 さ れ , 高速 化し て いる よう で 
т. 


BASIC の 強化 


強力 な V3-BASIC が , 33 個 の 命令 を 追 
加 る れ , る きら た に 強力 に な り ま し た た 。 

を の 概要 を 紹介 し まし ょ う 。 
⑧@ プ ルル ダウン メニ ュー の サポ ボート 
各種 の アプ リケーション ソフ ト で , 機能 
の 選択 に ゲ ダルダ ウン メニ ュー が 採用 る れ て 
いま す 。 | 

アマ チュ アデ ログ ラマ が 自作 ツラ フト で プ 
ル ダ ウ ン メ ニュ ー を 実現 する の は , で き な 
いこ と は あり ませ ん が 非常 に 面倒 な は ず で 
す 。 と て この が S PC-88BVA2; ЧАС, ジ 
ル ダ ウ ン メ ニュ ー の 機能 を BASIC で サポ 


ー ト し て くれ だ の で す 。 

メニ ュー の 配置 ,. デザ イン , そし で プル 
ダウ ン 表 示 動 作 . メニ ュー の 選択 お よび メ 
ニュ ー の 各 機 能 へ の 分 岐 な ど が , ほとん と 
BASIC まかせ に で き て し まう の で す 。 プ ロ 
グラ マ と し て は 非常 に あり が た だい 機能 と い 
ね る て puq 

な お , ブル ダウ ン メ ニュ ー は 実際 に は ス 
プラ イト を 利用 し て 画面 表示 る れ ま す 。 こ 
の た め , テキ スト スプ ライ トメ モリ の 容量 
が , 64K バイ ト か ら 256K バイ ト に 増量 る 
れ て いま す 。 

と ころ が , BASIC で エー ザー が 利用 で き 
る スプ ライ ト パ タ ー ン の 登録 領域 は 約 55,000 
バイ ト で 従来 と 変わ っ て いま せん 。 プル ダ 
ウン メニ ュー が パタ ー ン 領域 と し て 192 人 KK 
バイ ト も 必要 と する は ず は な い の で , ЖЕ 
に は 拡張 され た テキ スト スプ ライ トメ モリ 
の 大 半 は 利用 きれ て いな いま ま 眠 っ て いる 
の で し ょ う 。 マ シン 語 レ ベル な ら 6 ば , 256K 
バイ ト す べ で て を スプ ライ トバ パタ ー ン の 領域 
と し て 利用 可能 で す 。 
@ ア デア ニ メ フ レ ー マ ー の デー タ を 実行 

アニメ ラウ ザー マー て 作成 し だ アニ メー シ 
ョ ン フ ァイル を BASIC レベ ル で 実行 する 
命令 が 用 意 き れ て いま す 。 

同じ く ア ニ メ フ レー マー の 背景 ファ イル 
を 読む こと や ,BGM フ ァイル を 読ん で BAS 
IC の バッ ク グ ラウ ンド で の 演奏 も で きま す 。 
プロ グラ ム と アニ メー ショ ン を 両方 利用 で 
きる の て 応用 範囲 広く, お も し ろ い デモ 
ンス トレ ーション ソフ ト が 作れ を そう で す 。 
る ⑧@ プ ブラ フィック ペン 機能 

グラ フィ ックス で , ペン が 使用 可能 と な 
り ま し た 。 自由 な 太 き や 形状 の ペン で 点 と 
線 と 円 が 描け る の で す 。 し か も , この ペン 
は スク リー ント ー ン と タイ ルフ パタ ー ン の 合 
成 ま び で や っ て くれ ます 。 スプ レー 機能 も も 
っ て いて , 濃度 も 制御 で きる の で す 。 こ れ 
は ちょ っ と 良 す ぎる くら い の 性 能 で , グラ 
フィ ッ ク ツ ー ル な ん か 簡単 に 作る こと が で 
за 

な お , ペン , タイ ル , スク リー ン の 各 メ パ 
ター ン は , 初期 値 と し て 10 種 類 ず つ 登 録 る 
れ て いて , ユー ザー 定義 も 可能 で す 。 
© ADPCM 8% 

サン プリ ング 機能 を BASIC か ら 有 効 に 
利用 で きる 4 5, BASIC に ADPCM 制御 
の た め の 命 令 が 追加 され て いま す が , これ 


は PC-8801FA/MA の も の と コン パチ ブ 
MET. 
カシ エル コマ ンド 

SHELL 命令 に よっ て , BASIC レベ ル か 
б PC-Engine の コマ ンド を 実行 で きる ょ よ 
そそ に が な りす まし 


辞書 語数 の 増加 


辞書 語数 が , 40,000 語 か ら 65,000 語 に 増 
えま し た だ 。 連 文節 変換 機能 も 強化 され て , 
最大 60 文 字 40 文 節 ま で 一 括 変換 可能 。 その 
ほか 日 本 語 入 力 に 関し て は 細か い 点 が 改良 
され て いま す 。 

外字 お よび 学習 用 КАМ の 容量 も , 8 K 
バイ ト が か が ら 616K バイ ト に 拡大 きれ て , 文節 
の 区 切り 情報 も 学習 し , 記憶 する よう に な 
っ だ だ め , 語数 の 増加 と あい まっ て , 変換 
効率 は 大 変 良く な っ て いま す 。 

バン ドリ ング ブ ソ フト 

РС-88УА2, УАЗ に は , アニ メ フ レ ー マ 
ー が 標準 で 添付 3 うれ て いま す 。 СИЗ 
28.000 円 も し た も の で す 。 

まな た, 通信 ウソ フト NET-ACCESS の 入門 
バー ジョ ン が シス テム デイ スク に 入っ て い 
57. 入門 版 し いっ て も , オー トロ ング ダイ 
и, アッ プロ ー ド , ダウンロー ド , 通信 中 
に ディ スク の 中 身 を 見 た り で きる ディ スク 
管理 機能 な ど を 備え を, 立派 に 実用 に な る も 
の で す (写真 1 ) 。 

また , ポッ プア ッ プ 便利 帳 の 中 か ら , Ж 
ッ プ アッ プ 電 卓 の 機能 だ どけ で す が , 使え る 
ょ うに な っ て いま す 。PC キー を 押し た ま 
£ V キー を 押す と 画面 に 電卓 の 表示 が 現 
N, いろ いろ な 計算 を 行う こと が で きま す 。 

ポッ プア ッ プ 電卓 は , BASIC, PC-Engine 
は も ちろ ん , ソフ トウ ェ ア の 稼 動 中 に も 利 
用 で きる の で 大 変 便利 で す (写真 2 )。 

な お , NET-ACCESS と ポッ プア ッ プ 便 
利 帳 の 本 物 は と も に 18,000 円 で す 。 付属 の 
サブ セッ ト 版 が 気に入っ た ら 本 物 を 買っ て 
くだ さい と いう 宣伝 も 兼ね て いる よう で す 。 

PC-68VA2/VA3 


以上 の ょ うに , PC-88VA2/VA3 は 従来 
898VA ユー ザー が 気の毒 な ほど , ハード, 
ソフ ト の 両面 で 改良 きれ て いま す 。 

を それ は と も か く , より 高 性 能 。 より 多 機 
能 の 方 向 に 改良 が 進ん び の は 当然 で す 。 を 


し て ハー ド 的 な バー ジ 衝 の ンマ に まっ Ж. 
パソ コン の 利用 価値 の 概念 も 新しい も の に 
な り そ う で す 。 ビ ジュ アル ( 絵 ),、 サウ ンド 
(W), デー タ (文章 ), この 3 つの 高 次 元 


で の 活用 が 可能 と な っ た か ら で す 。 


囲 が 大 きく 変わ る よう な こと は あり ませ ん 
TUR, そん な 従来 の パソ コン の 殻 を 破っ 
て 登場 し た の が 88VA シリ ー ズ で す 。 これ 
ЕК а 5, 可能 性 を 秘め た パソ コン 
は ぼ ほか が か に あり ませ ん 。 パー ソナ ルコ И Щщ 


多く の パソ ュ コ 


な が な がら ここ る ま てき ば まじ た が , 


о мо 


ン が 人 徐々 に 性 能 ア ッ プ を 図 
その 応用 範 


ー タ の 新しい 時 代 が 。 も う 始 まっ て いる の 
ізе 8 


写真 2 「 ポ ッ プ アッ プ 便 利 帳 」 の 電卓 画面 


АО О КО Ор оса е の の. や の の の るる の ちる の や ちの る も の か の を る る の 6 9 本 全便: 本 の る 


элеее ынена ик де a iaa ыы өө еә» өзә т О ТТТ ЗУ барь аре 


В И уд уродов Боно бана а (人 区: 


ммм тата dd там LD TT CR а ооба зеби оола заооокаа веб 


写真 1 「NET-ACCESS」 の 画面 
1 PC-88VA2/VA3 機 能 仕様 
メイ ン CPU APD9002 (V30/PD700008 命 令 コ ン パ チ プ ブル ) 
動作 クロ ッ ク 8MHz, VI/V2 モ ー ド は 速度 可変 
ТИК 768K パ イト (PC-Engine N88 - 日 本 語 BASIC V3 ほか ) 
ОЕ U Q. 512и X F (8965,00088, 連 文節 変換 対応 ) 
М 文字 フォ ント 288K バ イト (JIS 第 |・ 第 2 水準 漢字 , 非 漢字 ほか ) 
тех оова 
КА КА. сызыш К/Т. ト (利用 者 定義 文字 変換 学習 用 ) 
A テキ スト 256K バ イト (スプ ライ ト パ タ ー ン 領域 兼用 ) 


まま まま まま まま まま まま まま まま すま) 


444444 еее еее еее ма . 


ұны Аа ы ыы ыы лы ы ы e ДАТЫ Бо э 40 Фе TT TT ТТТҮТТТТТЕТТТТІГТІТІЛТТІГІІ ТІСТІ ТІГІЛІП ТТТ” 
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256K バ イト (デジ タル サン プリ ング 用 ) 

英 数 仮名 (8X8.8XI6 ド ッ ト )), 漢字 (|I6XI6 ド ッ ト ) 

80 文 字 X (25/20/|2/I0) 行 400% х (25/20/12/10)4 

文字 単位 に カラ ー(4096 色 中 |6 色 ) お よび アト リピ ビュ ー ト (リバ ー ス , プリ ンク , シー クレ ッ ト , アン ダー ライ ン な ど ) が 指 


4%4%4..шшшшеееө еее е ееевевеовеееввевевеевеввевевевеввеввевевевевевееевеевееееевеевевееввеевеевеевеевеевеввеввеввевевевевевевевеввеввевееввееевееевееееееевеевевееввеевовевевв ев ве е евввввв ее 4. 


まま まま まま すす で ミミ すす すす すす すす で で で すす すす すす すす すす すず] 


ドッ ト ご と に 4096 色 中 6 色 指 定 
ドッ ト ご と に 4096 色 中 | 色 指 定 
テキ スト 画面 . スプ ライ ト 画 面 . グラ フィ ックス 画面 2 画面 を 優先 順位 付き で 合成 可能 . 透明 色 指 定 , 画面 マス ク 機 能 あり 
任意 図形 の 転送 描画 , 直線 描画 , ベイ ント 補助 
(320K バ イト , 640K バ イト の 読み 取り / 書 き 込 み 可 能 ) 
(IM バイ ト タ イ プ , 640K バ イト タイ プ の 読み 取り 可能 ) 


サン プリ ング 周波 数 4kHz/8kHz/16kHz 
ライ ン 出 力 端 子 (2 チャ ン ネ ル , ステ レオ ) 
大 型 ス ピー カー 内 蔵 ( モ ノラ ル ) 


ООО ООО ООО ООО О ООО ООО О ООО ООО ООО ООО ОР 
**ae......................................................... 
4%%%%%4%%%%%4%484 еее nn nnn ee ne ee etn een es een ese ne oe eo ee еее еее еее еее еее ООО ОО ООО ООО ООО ООО ООО .................................. 
まま まま たま まま た まま まま まま た まま まま まま まさ すさ まま さま さま きま さま まま まま まま まま まま ます 
に トミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ まま まま まま まま また まま まま まま さま まま まま まま きま きま まま まま まま きま まま きま まま きま まま また また ここら 
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1| ス ロッ ト ( ビ デオ ボー ド 用 ) 


テキ スト 表示 
定 可 能 
画面 水平 4 分 割 , 水平 垂直 スク ロー ル ( ス ムー スス クロ ー ル 可能 ) 
SS GR РТУ GE Si 
4 画面 表示 モー ド  ( 〇 = 最大 画面 数 一 = 設定 不可 ) 
Ж グラ フィ ックス 表示 640X400 ド ッ ト 
機 640X200 ド ッ ト 
能 320X400 ド ッ ト 
320X200 ド ッ ト 
жалы ЕИБ: EE Eg о зама АА 
スプ ライ ト 表 示 モノ クロ スプ ライ ト , 32X4 一 256 X256 ビ ッ ト 
Зы. カラ ー ス プラ イト , モノ クロ ス プラ イト 混在 可能 
画面 合 
グラ フィ ックス 描画 グラ フィ ッ ク 描 画 カ スタ ム プ ロ セ ッ サ 
内 蔵 フ ロッ ピー 5 イン チ IM バ イト タイ フ プ 2 ドラ イブ 内 蔵 
ディ スク ドラ イブ 3.5 イ ンチ 9.3M バ イト タイ プ | ドラ イブ 内 蔵 (PC-88VA3 の み ) 
サウ ンド 機能 FM 音源 6 和音 (ステ レオ ), リズ ム 音 源 6 種類 (ステ レオ ), SSG 音 源 3 和音 (モノ ラル ) 
サン プリ ング 機能 ADPCM 方 式 に よる デジ タル サン プリ ング 
зді ライ ン 入 力 端子 (2 チャ ン ネ ル , モノ ラル ) 
ETARA „рун (УЖА, ステ レオ ) 
キー ボー ド JIS 標 準 配列 準拠 
カレ ンダ ー 時 計 年 , В, Н, 時 , 分 , 秒 ( バ ッ テ リ ー バ ッ ク ア ッ プ ) 
ды РА - アナ ログ RGB ディス プレ イ , ビデ オ コ ピ ー 接 続 用 
ン プリ ンタ 8 ピッ ト パ ラ レル イン タフ ェ ー ス , プリ ンタ 接続 
г. И ТУЮ 
Р о RS-232C に 準拠 モデ ム , スキ ャ ナ な と の 接続 用 
аео 専用 パラ レル イン タフ ェ ー ス , スキ ャ ナ 接 続 用 
ビデ オ 録 画 コン ポジ ッ ト ビ デオ , VTR な どの 接続 用 
拡張 用 スロ ッ ト 汎用 拡張 スロ ッ ト 2 スロ ッ ト 専用 拡張 スロ ッ ト 
電源 АС100У710%, 50/60Hz 
消費 電力 PC-88VA2: 平 均 50W, 最大 80W PC-88VA3: 平 均 56W, 最大 90W 
使用 条件 10 一 35 で て, 70 一 80%( た だ し 結 填 し な いこ と ) 
PC-88VA2 ЖЖ 、 幅 440x 奥 行き 345x 高 さ I50mm, 10.2kg 
外形 寸法 , 重量 PC-88VA3 ЖЖ 、 幅 440X 奥 行き 345x 高 さ I50mm, 10.8kg 


キー ボー ド ( 共 通 ) 、 幅 462 x 奥 行き 194.5x 高 さ 33mm. | .5kg 


ш 


4 sm n 


PC-88VA に ニュ ー タ イプ PC-88VA2 と 
PC-88VA3 が 登場 し まし だ た 。PC-88VA2 
は 従来 の VA の 強化 版 と いう イメ ー ジ で す 
が , PC-88VA3 の ほう に は 新 機軸 が 搭載 
され て いま す 。 PC-88VA3 の 本 体 左側 に る 
り げ な く 装 着き れ だ 3.5 イ ンチ ドラ イグ ブ 。 こ 
れ が た だ ただ 者 じゃ や あな いん で す 。 この 小 る な 
3.5 イ ンチ ドラ イブ の 正体 , を し て これ が 可 
態 に し て くれ る すばらし い 世 界 を お 話し し 
аа. 


ТП). 
登場 の 背景 


現在 , パソ コン に 主流 し し て 使わ れ て い 
る デ 季 スグ は , 8 ビッ ト 機 な ら 55 イ ンチ の 
20, 16 ビ ッ ト 機 な ら 55 イ ンチ の 2HD ディ 
ят. 

16 ビ ッ ト 機 も , 初め は 2D デ ィ ス ク を 使 
っ て いま し た が ビジ ネス エー ス を ター ゲ 
ッ ト と し て いる た め 大 容量 デー タ を 扱う 必 
要 が ある の で , 2D の 倍 の 容量 を や もつ 2DD 
へ と 移行 し , さら に 容量 が 2DD の 2 fË C, 
デー タ の 読み 出し と 書き 込み の 速度 も 2 倍 
と いう 2HD へ 進み まし た 。 と ころ が 最近 で 
は この 2HD で す 6, 処理 内 容 の 高度 化 に 相 
対し て 容量 不足 と 遅 さ が る る や か れる よう 
に な り , ハー ド デ ィ スク が 注目 の 的 と な っ 
て いま す 。 ハー ド デ ィ スク は 10M バイ ト が か 
ら 640M バイ ト と いっ た 大 容量 を も b, 読み 
書き も 非常 に 高速 で す 。 た だ た だし, フロッピ 
ー デ ィ ス ク の よう に 媒体 の 交換 が (一 般 に ) 
で き な い と いう 点 が 不満 で す 。 価格 も 高価 
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= ИЗД 7:88 
I ぼく ら の 夢 VA フ ァ マ リー 


VA ヨ の テク ニカ ル - ガ イド ハー ドウ ェ ア 編 
ハー ド デ ィ スク 並 み の 容 宇 を 誇る 
VA3 の ' グ TDD 


d 


PC-88VA3 に 新しく 搭載 きれ だ 3.5 イ ンチ ドラ イブ 。 


これ は , PC-88VA3 専用 の 「2TD」 と いう 新しい デイ 
スク ドラ イブ で ある 。 さ て で て, 20210, 9.3M パイ た 
と いう 従来 の 2HD ディ スク の 8 倍 の 記憶 容量 を も つ , 
高 性 能 ド ライ ブ プ で ある 。 ご この PC-88VA3 ©Жг 2 
TD の 機能 , ЕН, さら に その 用 途 を 究明 し て みよ うつ 。 


で し た が , 最近 で は 10 万 円 程度 で の 入手 も 
可能 で す 。 

一 方 。 ホ ビー ユー ス の 8 ビッ ト は どう で 
し ょ うか 。2D は 記憶 容量 が 約 360K バイ ト 
と , プロ グラ ム や 普通 の デー タ を 記憶 する 
分 に は 十分 で す 。 ま だ ディ スク ドラ イブ の 
機械 自体 が 安い に こと か ら , 現在 に 至る まで 
主流 し な っ て いま す 。 た だ だ, 2D で は 高度 な 
ワー プロ ソン フト に 対応 する に は 容量 的 に も 
速度 的 に も 不 十分 な の で , 2HD を 搭載 し た 
モデ ル も 登場 し まし た 。PC-8800 シ リー ズ 
で いえ ば, PC-8801MR/MH/MA な と が 
そう で す 。 これら の 機種 で は , 従来 機 の 2D 
ディ スク と の 互換 性 を 保つ た め , 2HD と 2 
D の 両方 を 読み 書き で きる ドラ イブ を 採用 
じ て い ます 。 
写真 ] 


小型 化 , 高 信頼 性 の 要求 か ら , 3.5 イ ンチ 
サイ ズ の 2HD, 2DD ドラ イブ も 登場 し まし 
た 。 5 イン チ よ り も 扱い や すい た だ ため 。 今後 
の 普及 が 子 想 され ます が , 少な が く と も PC- 
8800 シ リー ズ で は 従来 機種 と の 互換 性 確保 
の た め ,3.5 イ ンチ へ の 移行 は あり ませ ん で 
4%» 

こう いっ た 状況 の 中 , 16 ビ ッ ト 機 で あり 
な が ら ホ ビー。 ホー ム ユ ー ス を ター ゲッ ト 
と し た PC-88VA が 登場 し まし た 。 ド ライ 
ブ に は ご 存じ の よう に 2D, 2HD の 両方 を 
扱え を る タイ プ を 採用 し て お り , まだ 2DD の 
読み 書き も 可能 で す 。 

と ころ が , PC-88VA の 場合 は 2HD で も 
全然 容量 不足 な の で す 。 た と えば , PC-88 
VA の グラ フィ ッ ク 画 面 は 256K バイ ト も 


普及 し て きた ハー ド デ ィ スク 。 写真 は ラン ドコ ンピュータ , 20M バ イト 容量 の 「PASSPORT」 


の 容量 が あり ます 。 こ れ は 8 ビッ ト の PC- 
8800 シ リー ズ の 5 倍 以 上 で , 2HD ディ スク 
に その まま 記憶 する と , わずか 4 画面 し か 
収まり ませ ん 。 さ る さら に 新しい PC-88VA2 や 
PC-88VA3 で は , 音声 サン プリ ング 機能 が 
付加 る れ ま し た が, サン プリ ング の メモ リ 
$ も 5 グラフィック 画面 と 同じ 〈256K バイ ト 
о с Р К з 
声 デ ー タ を 2HD ディ スク 1 枚 に 4 分 間 分 
保存 で きま す 。 4 分 と いえ ば 長い よう な 気 
も し ます が , 実用 に 使う と し た 場合 は こ 
れ で も 不足 で 。 し か も ほか に も プロ グラ ム 
や デー タ を 入れ な けれ ば な ら な い の で す 。 

この よう に , РС-88УА で は , か つて の メ パ 
ソコ ユ コン と は 扱う デー タ 量 の 状況 が まっ た だく 
半 な っ て し まう だ の て す 。 こ うな っ て 結 : 
デー タ を 受け 止め る 「 器 」 で ある ディ スク 
ドラ イブ の 容量 を 大 きく する し か あり ませ 
ん 。 

そこ で , PC-88VA3 に は , 新しく 〈 2TD と 
いう タイ ププ の 3.5 イ ンチ ドラ イブ が 搭載 き 
れ だ の で す 。 


ето 
ドラ イブ の 性 能 


簡単 に に うま 2TD ドラ イブ は , 3.5 イ ン 
チ 2HD ドラ イブ に 対し て 記録 密度 を 約 2.6 
斉 , トラ ッ ク 密 度 を 3 倍 に 増し た も の で す 。 

し だ た が っ て , 全体 と し て の 記憶 容量 は 2 
HD の 約 8 倍 た いう こと に な り , フォ ー マ 
ッ ト 時 の 容量 は 実に 9.3M バイ ト を 誇り ま 
す 。 記 録 密度 , トラ ッ ク 密 度 と も ほ ば 3 倍 
と いう と ころ か 65 トリ グル の を と っ て 2 
TD と いう 呼び 名 に し だ の か も し れ ま せん 。 

これ は 2HD デ ィ ス ク な ど を 2TD と し 
て フォ ー マ ッ ト す る こと は で きず , 専用 の 
2TD ディ スク を 使用 し ます 。 

表 1 に , 各種 の ドラ イブ の 性 能 を まとめ 
ます 。 こ の 表 か ら も, 2TD ド ライ ブ の 人 性能 
の すご る が 分 か り ま す 。 

2TD の 記録 密度 は 36.7K ビッ ト / イ ンチ 
と 発表 きれ て いま す が , これ は 先 に 示し た 
ょ うに 3.5 イ ンチ 2HD に 比べ て 約 2.6 倍 , 5 
イン チ 2D に 比べ る と 6 倍 以 上 と いう も の 
で す 。 わずか 1 cm の 長 る の 中 に 1800 バ イト 

(漢字 に し て 900 文 字 ) 以 上 の デー タ を 書き 
込む も の だ と いえ ば 感じ が つか め る で し ょ 
2%, 


5 


ィ ス ク ( 正 面 ) 


タイ プ 
容量 
アン フォ ー マ ッ ト 時 500K バ イト 
フォ ー マ ッ ト 時 327K バ イト 
(16 セ クタ ) 
記録 密度 


(BPI= ニ ビッ ト / イ ンチ ) 


КУ 
(TPI= ト ラッ ク / イ ンチ ) 


(RPM 回転) м 
トラ ッ ク 数 80 
記録 方 式 MFM 


記憶 容量 は トラ ッ ク 数 に よっ て も 左右 る 
れ ま す が , 2TD に は 2HD の 3 倍 強 の トラ ッ 
ク 数 , 480 ト ラッ ク も あり ます 。 同 じ サ イズ 
の ディ スク の 中 に 3 倍 の トラ ッ ク を 詰め 込 
ん で いる の で , 当然 トラ ッ ク 間 隔 は 3 分 の 
1 に 狭まっ て , 406 ト ラッ ク / イ ンチ と な っ 
て いま す 。 1mm の 中 に 16 本 の トラ ッ ク が 存 
在 す る わけ で す 。 当然, トラ ッ ク 幅 も 狭く 
な が から いあ で し ょ よう 。 も も 少し て も ヘッ ト 
が 横 に ずれ だ た だら , デー タ の 正確 な 読み 書き 
еее; ЕЕ, ОТООСУ" 
ィ ス ク と 同様 な トラ ッ キ ング シス テム を 採 
用 し て いま す 。 各 トラ ッ ク に サー ボ 情 報 と 
いう も の が 書き 込ま れ て な お り , ヘッ ド が こ 
れ を 読ん で , ヘッ ド の 微妙 な ズレ (オフ ト 
ラッ ク ) を 検出 , そし て 即座 に ヘッ ド の 位 
置 を 補正 し ます 。 

St, 扱う デー タ が 大 きく な る と 。 ШЕ 
容量 を 増す と 上 は も ちろ ん , デー タ の 読み 
書き に 要する 時 間 も 速 くし な けれ ば 不便 で 
す 。 読 み 書 き の 速度 を 決め る 1 つの 要因 が 
デー タ 転 送 速度 で . これ は 記録 密度 と ディ 
スク の 回 転 数 トラ ッ ク 径 に よっ て 決ま り ま 
す 。2TD の 場合 , ディ スク 回 転 数 と 径 は 2 
HD と 同じ 360 回 転 / 分 (毎秒 6 回 転 ) で す 
т, 記録 密度 が 2.6 倍 な の で デー タ の 転送 速 
度 も 2.6 倍 と な り ま す 。 これ は つま b, 同じ 
量 の デー タ を 読み 書き する の に 2.6 分 の 1 
の 時 間 し か か か ら な いと いう こと で す 。 た 
だ し , 実際 に は ディ スク の 回 転 待ち 時 間 や 
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48TPI 
250KBPS 


1000K バ イト 
655K バ イト 
(16 セ クタ ) 


MFM 


ヘッ ド の 移動 時 間 な どの 要素 が 絡ん で 〈《 る 
ОС, 単純 に この 速度 比 に は な り ま せん 。 
それ で も 速い こと は 確か で す 。 

な お PC-88VA3 の 2TD ド ライ ブ で は , 
3.5 イ ンチ の 2DD と 2HD の ディ スク の 読み 
取り が 可能 で す が , 書き 込み は で きま せん 。 
仮に 書け た と し て も , トラ ッ ク 幅 が 狭い た 
め , 一 般 の 2HD, 2DD ドラ イブ で の 読み 取 
り が 不能 と な っ て し まう で し ょ う 。 


何 に 利用 する か 


2HD ド ライ 肪 に シス テム ディ スク を 入 
れ て PC-88VA3 を 立ち 上 げた 場合 , 2TD 
ドラ イブ は C: (3 番目 の ドラ イブ ) と な り 5 
ет. 

PC-Engine シス テム を コピ ー し て あれ 
ば 2TD デ ィ ス ク か ら シ ステ ム を 立ち 上 げ 
る こと も 可能 で 。 この 場合 は 2TD が A: 
( 1 番目 の ドラ イブ ) と な り , 2HD ドラ イブ 
В. выс, ЕҰУ? 7; 

さて, それ で は, 9.3M バイ ト の 大 容量 を 
何 に 使い まし ょ うか 。 ほ と ん ど ハ ー ド ディ 
スク 並み の 容量 で す が , 2TD の 場合 は ディ 
スク の 交換 が 可能 で , し か も 3.5 イ ンチ だ か 
ら 持 ち 運 び も 容易 で す 。 

グラ フィ ッ ク 画 面 で いえ ば , あの PC-88 
VA の リア ル な グラ フィ ッ ク に し て 優 に 30 
画面 以上 , 圧縮 わか けれ ば 100 画 面 以上 の 保 
存 も 可能 で し ょ う 。 ま た , 音声 情報 びっ た 


5 イン チ 2DD 3.5 イ ンチ 2DD 5 イン チ 2HD 3.5 イ ンチ 2HD 3.5 イ ンチ 2TD 


1.6M バ イト 12.S5M バ イト 
1.2M バ イト 9.3M バ イト 
(8 セク タ ) (38 セ クタ ) 


Е - — 


МЕМ MFM 


ら 630 分 も 入り ます 。 だ か ら フ ル グ ラ フ ィ ッ 
ク の 音声 つき 長編 アド ベン チャ ー ゲ ー ム な 
ども 作る こと が 可能 で す 。 

画像 , 文字 を 大 量 に 収め だ た, 雑誌 の よう 
な も の を ディ スク の 形態 で 発行 する こと も 
考え られ ます 。 し か も ペー フー 雑誌 と 違っ 
て 絵 を 動か すこ と (アニ メ フ レ ー マ ー を 利 
用 ) 5, サン プリ ング 音源 で し ゃ べら せ , 
BGM を 流す こと すら 可能 で す 。 こ れ に 似 
た だ よう な こと は レー ザー ディ スク な ど で も 
可能 で し ょ う が ,。 コス ト 的 に は フロ ッ ピ ー 
ディ スク の ほう が 有利 で すし , 何と いっ て 
も こち ら は コン ピュ ー タ で すか ら 当 然 イ ン 
タラ クティ ブ な 構成 に な る わけ で す 。 5 
ー ん , すばらし い / 

地味 な 用 途 と し て は , 3.5 イ ンチ 2HD, 2 
DD が 読め ゆる の で , PC-9801 の U シリ ー ズ 
や ゃ や ラップ トッ プ 機 か ら の デー タ の 吸い 上 げ 
が で š š T. さら に РС-ЯВ8УАҘ 5-47 
ドラ イブ も 備 を て いる の で ,3.5 イ ンチ か ら 
5 イン チ へ の コン バー ト に 使え て 大 変 便利 
С, 

実際 に 2TD の フォ ー マ ッ ト が 普及 すれ 
$, も っ と お も し ろ い 使い 道 が 考案 る れる 
か も し れ ま せん 。 ど ん な こと に な る の か 楽 
し み で すね / 

な お, 標準 で は 2TD を 持た な い PC-88 
VA お よび VA2 に も , 外 づ け の オプ ショ ン 
と し て 2TD ド ライ ブ の サポ ー ト が 予定 る 
зө. 


今回 , PC-88VA2/VA3 に は ЕМ 音源 チ 
ッ プ 「YM2608」 が 搭載 され まし た 。 こ れ は 
昨年 発売 され た PC-8801FA/MA に 搭載 
され だ も の と 同じ も の で す 。 つま り , 今回 
の VA2/VA3 は VA に FM 音源 ボー ド 「 サ 
ウン ド ボ ー ド II」 を 搭載 し た , と 考え て い 
だ だ けむ ば いい ど 思 いま すぐ ご では, 20 
OPNA(YM2608) は どの よう な チッ プ な の 
>, VA に 搭載 され だ た こと で どの よう な こ 
と が 可能 に な る か , 以下 の 項目 に 分 け て 解 
説 し て いき だ いと 思 いま す 。 
1 OPNA (ҮМ2608) ЕЦ? 
2 КА/МА, VA2/VA3 と の 相違 点 
3 OPNA を 使う た な め の BASIC コマ ン 

ド 
VA2/VA3 で 何 が 可能 
OPNACYM2608) と は マ 
FM 音源 チッ プ に は , この OPNA (УМ 

2608) の ほか に , OPM, ОРІ, OPN, MSX 
-AUDIO な ど が あり ます が , PC-88VA に 
搭載 され て いた の は 「OPN」 で , 今回 の 
OPNA は OPN の 上 位 互 換 チ ッ プ に あ た 
り ま す 。OPN は FM 音源 チッ プ の 元祖 で , 
4 オペレータ, FM 音源 3 音 と SSG 音源 

3 音 を 同時 に 鳴ら すこ と が で きま す 。 

そし て OPNA は OPN に 以下 の よう な 
機能 が 追加 され た も の で す 。 

① ADPCM サン プリ ング 機能 

D リズ ムッ 機能 

③ 6 音 に 強化 され た FM 音源 機能 

を そのほか, 細か い 機 能 の 追加 は あり ます 
が 今回 は 触れ な いこ と に し ます 。 

上 記 の ③ は は ほとんど ОРМ と 同じ 機能 と 
考え て も いい の で す が , DO OPNA 
独自 の 機能 な の で , それ が どん な も の な の 
か を 説明 し まし よう 。 
@ ADPCM サン プリ ング 機能 

ADPCM と いう の は , Adaptive Difer 
ential РСМ ФС, РСМ サン プリ ング の 


に な っ だ か ? 


jsx マル チ ス デー ショ ン -88 
I ほぼ くら の 夢 ペ VA ファ マリー 


VA/ ソ ツ A コ テク ニカ ルソー ト ハー ドウ ェ ア 編 


PTDPNA」 に よっ て 
へ 開か れる VA の 音 の 世界 


変形 版 と いえ る も の で す 。 

音 と いう も の は ご 存じ の と お り 曲 線 で 表 
る れる も の で す 。 その 波形 を 一 定時 間 で 分 
割 し て デジ タル 信号 に 変え る こと を サン プ 
リン グ と 呼ん で いま すず す 。 

分 割 す る 時 間 (サン プリ ング レー ト と 呼 
ぶ ) は 通常 周波 数 で 表し , この 値 が 大 きけ 
れ ば 大 きい ほど サン プリ ング の 精度 は 高く 
な り ま す 。 周波 数 と 時 間 と の 関係 式 は 

周波 数 (Hz)= 1 / 時 間 ( 秒 ) 

と な り , 周波 数 の 大 きる は , 時 間 に 反 比例 
し ます 。 で は , な ぜ 周 波数 が 大 きい と 精度 
が 高く な る の で し ょ うか 7? それ は 図 1 と 
図 2 を 見 て て だ きい 。 サ ンプ リン グ の 周波 
数 が 大 きい 場合 と 小さ い 場 合 を 比べ て みる 
Е, 周波 数 が 大 きい 場合 の ほう の 折れ 線 の 
ほう が より 音 の 波形 に 近い も の を 表し て い 
る と いう こと が わか る と 思い ます 。 230, 
サン プリ ング レー ト (周波 数 ) が 大 きい は ほど と , 
ょ り 生 の 音 に 近い 精度 の 高い 音 が 得 ら れる , 
に いる まま 

図 を 見 て も ちょ っ と わか ら な いと いう 人 
は , 実際 や っ て みる と よく わか り ま す 。VA 
2 /VA3 の 場合 ), サン プリ ング レー ト は 4 
kHz, 8kHz, 16kHz の 3 種類 用 意 し て いま 

が , 同じ 音 を 4kHz と 16kHz と で サン プ 
リン グ し て みて くだ さい 。 その 違い が は っ 
з 975 БА 
② リ ズム 機能 

次 に リズ ム メ 機 能 に つい て 説明 し ます 。 
OPNA で は 6 つの リズ ム 音 (バス ドラ ム , 
スネ アド ラム , シン バル , ハイ ハッ ト , 2 
A, リム ショ ッ ト ) を 使っ て リズ ム を 刻む 
こと が で さき まま 

含ま で OPN で リズ ム を と ろう と し た 場 
合 , SSG か FM 音源 の 少な が てく と も 1 音 が リ 
ズム の パー ト で トラ ッ ク が 専有 る され ざる を 
得 な か っ だ わけ で す が , OPNA で は , この 
リズ ムッ 機能 が 別 ト ラッ ク に ある お か げ で を 


РАВТ.2 


РС -86801FA/MA に 搭載 され て い だ 
OPNA(YM2608) が , PC-88VA2/VA3 に も 
搭載 され だ 。 従来 の VA の FM 音源 チッ プ は 
OPN だ つ だ わけ だ が , 
は ADPCM に よる サン プリ ング 機能 , 
機能 , FM6 音 が 追加 され だ わけ で ある 。 V3 
BASIC に も サン プリ ング 機能 を 制御 する コマ 
ンド ガ が 追加 され ね て いる 。 ご 
コマ ンド まで すべ て を 解説 する 。 


今度 の VA2/VA3 で 
リズ ハム 


се, チッ プ か ら 
の よう な こと を 考え ず に 曲 を 作る こと が で 
きる よう に な っ て いま す 。 
③ 6 音 に 強化 され だ FM 音源 機能 

今 ま で FM 音源 3 音 十 SSG 音源 3 音 
か 使 を な か っ た だ た OPN に 対し , OPNA で 
は , FM 音源 6 音 (また は FM 音源 3 Ë + 
SSG 音源 3 #) +АОРСМ+У ХА 6 Ë t 
いう OPN を は る か に 上 回 る 音 を 同時 に 鳴 
ら せ る よう に な っ て いま す 。 し か ちゃ も , FM Ж 
源 と リズ ム に 関し て は 出力 チャ ン ネ ル (L/ 
R) を 決め る こと に よっ て ステ レオ 出力 も 
可能 も と な っ て いま す 。 

м.а 
елер рды 音楽 を OPNA は 提供 


> "uo と お り , PC-8801FA/MA に も 
OPNA が 搭載 され て いま す が , VA2/VA3 
の も の と と どこ か 違う 点 が ある の で し ょ 2 
か ? 

実際 の と ころ , どちら の OPNA も 同じ 
も の な の で す 。 た だ ただ, VA2/VA3 は 16 ビ ッ ト 
マシ ン , FA/MA は 8 ビッ トマ シン な の 
で ,OPNA と は 関係 の な いと ころ で OPNA 
の 違い が 出 て き て し まっ て いる の で す 。 

FA/MA は , メモ リ の 関係 上 , ADPCM 
の デー タ を BASIC を 使っ て 見 る こと は で 
きま せん で し だ 。 しかし, VA2/VA3 に は 
BASIC に を の コマ ンド が つい て いま す 。 こ 


1 サン プリ ング ゲ プレート が ガ が 大 きい 場合 | u 
現 サ 音 
で ン の 
& 7 波 
る ラ № 
音 で 
表 
時 間 


図 サン プリ ンプ グレート が 小さ い 場 合 


時 間 


れ は 使い 方 に よっ て は 本 当 に お も し ろ い 機 
E な の で す 。 ADPCM の デー タ を BASIC 
側 か ら 簡 単に エディ イッ ト で きる の で すか 
ら 。PI の ソフ トウ ェ ア に は この 機能 を 使 
うだ ぞ モード も あう りう 、 サ ンプ サザ ング に じ だ 人 将 の 
波形 を 画面 で 確認 し な が ら エ ディ イッ ト す る 
а а. 

ここ で は この こと に つい て は 書き ませ ん 
が 。 1 №; 自分 て て と D な ど と が ら サ ンプ ザン グ 
し だ た だり 。 その 背 を エディ イッ ト し だ り し て み 
て くだ さい 。 す で に サン プリ ング の 虜 に な 


を 使う を め の 
コマ ンド 
OPNA t OPN 同様 に BASIC 側 か ら 簡 
単に 使用 する こと が で きま す が , OPN か 
б OPNA に な っ だ こと に よっ て 追加 ・ 変 
更に な っ だ た コマ ンド を 簡単 な 機能 説明 を 併 
記し て 解説 し た いと 思い ます 。 
④ 追 加 れ だ コマ ンド 
・PCM 
ADPCM 録音 / 再 生 時 の 機能 設 
・PCM GET 
ADPCM の デー タ を サッ ウン モリ が か 
5 自分 の 用 意 し た 配列 に 読み 込む 
・PCM LOAD 
ディ スク か ら 6 ADPCM の デー タ を サ ツ 
У КЫЙ {е ма Же 
‚ РСМ PLAY 
ADPCM 再生 を する 
・PCM PUT 
ADPCM の デー タ と し て 自分 の 用 意 し 
た 配列 か ら サ ウン ド メ モ リ に 書き 込む 
・PCM RECORD 
ADPCM を 録音 する 
・PCM SAVE 
サウ ンド メモ リ か ら 6 ADPCM の デー タ 
を ディ スク に 書き 込む 
・PCM STOP 
ADPCM 録音 / 再 生 を 停止 る せる 
・ RHYTHM 
リズ っ 登録 
・STATUS 
ADPCM の ステ ー タ ス を 得る 
@②@ 変 更 さ れ だ コマ ンド 
・PLAY 
M 音源 6 音 (まだ は, FM 音源 3 音 十 
SSG 音源 3 音 ) に よる 6 重 和 音 の 発声 。 
同時 リズ ム 音 6 音 も 発声 可能 
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・VOICE 
音源 の 各 チ ャ ン ネ ル に 音色 を 設定 

る 

* VOICE LFO 

FM 音源 の 各 チ ャ ン ネ ル に ГЕО 効果 を 
設定 する 

(これ 6 3 つの コマ ンド は , ЕМ 音源 が 6 
音 使わ れる よう に な っ だ こと と , УХА 
B が 本 ん る よ フ に な っ ろだ ご と に よる コマ ン 
ド の 強化 。 こ れ ら の コマ ンド の 機能 自体 は 
OPN の 時 の も の と ほとん と 同じ ) 
以上 の コマ ンド が 追加 ・ 変 更 き れ だ わけ 
で す が , や は り 使 っ て いて 1 番 お も し ろ を 
うな の は ADPCM 機能 だ と 思い ます 。 
次 の 章 で は , ADPCM の コマ ンド に つい 
て ほん の 少し だ け 説 明 し て いき だ た いと 思い 


で 書い た よう に ADPCM 関係 の ュ 
マン ド は 全部 で 9 つ あ り ま す が , だ だ む や 
み に 並 べた だ け で は 十分 な 機能 を 発揮 する 
こと は で きま せん 。 

最初 に 何 を し た らい い の か ? それ は , 
ADPCM の 初期 化 を し な けれ ば な ら な い 
の で す 。 BASIC 自体 , 初期 値 を 想定 し て い 
る の で , エ ラー に は な り ま せん が , 前 述 の 理 


由 で ぜひ し て お いた ほう が いい と 思い ます 。 


を の 方 法 は 次 の と お り で す 。 
この PCM コマ ンド を 実行 する 前 は 次 の 
よう に 設定 され て いま す 。 
PCM 38。 3 は 16。 1 
(音量 …128, 定位 … 両 チャ ン ネ ル , 
サン プリ ング レー ト …16kHz, 
実行 モー ド … バ パック グラ ウン ド ) 
D ADPCM 再生 時 の 音量 を 設定 す る 。 範 囲 
は 0 --255 
② ADPCM 再生 時 の LIR を 設定 
1 … 右 チャ ン ネ ル 出 力 
2 … 左 チャ ン ネ ル 出 力 
3 … 両 チャ ン ネ ル 出 力 
③ 前 述 の サン プリ ング レー ト を 設定 する 。 
4 8, 16 て 指定 し それ ぞ れ 4 kHz, 8 
kHz, 16kHz を 意味 する 。 
④ バ ッ ク グ ラウ ンド モー ド (1) か フォ アグ ラ 
ウン ドモ ー ド (2) を 設定 する 。 バ パック グラ 
ウン ドモ ー ド と いう の は , ADPCM $k 
音 / 再 生 ほ と BASIC の コマ ンド の 実行 が 
同時 に (並列 し て ) 行わ れる モー ド 。 ま 


J: wi Т2 0 wek 30912 
ADPCM 録音 / 再 生 が 終了 する の を 待っ 
て BASIC コマ ンド F #32:477 S$ Е 

この 中 で と くに 重要 な の は , サン プリ ン 
グレ ー ト で す 。 

サン プリ ング レー ト を 上 げ る と 精度 が 高 
く 《 く な る と いい まし た が 。 反比例 の 法則 で を 
の 分 サン プリ ング で きる 時 間 が 短く な っ て 
СОСТ. そこ て 。 Zara И 
ト の 決め 方 と し て 次 の よう に 決め て お く 〈 く と 
いい か と 思い ます 。 

音質 を 重視 し な けれ ば な ら な い 場 合 (た 
と え ぇ ば, 楽器 の 音 を サン プリ ング する 場合 ) 
に は サン プリ ング レー ト を 上 げ , 音質 は る 
て お き , 長 時 間 録 音 し だ た いと いう 場合 (た 
と えば , 他人 へ の メッ セー ジ の 録音 を する 
場合 に は サン プリ ング レー ト を 下げ る , 
と いう よう に ケー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で する 
ほう が いい で し ょ 2 う 。 
ADPCM の 重要 な コマ ンド し として, 録音 
ИЕ, ロー ド / モ セーブ が あり ます が , これ 
ら は マニ ュ ア ル の 中 で ショ ー ト ・ プ ブロ グラ 
くれ て いま す の で 説明 は 省き ます 。 


OPNA を 搭載 する こと に より マニ ュ ア 
ル を 見 て いた だ いて も わか る よう に , 複数 
の ADPCM の デー タ を サウ ンド メモ リ 内 
に 格納 し て お く こ と が 可能 で す (256K バ 
イト 以下 と いう 制約 は あり ます が )。 そ れ を 
有効 に 使う こと に より た だ の 音源 ボッ クス 
だ っ た VA2/VA3 も , い ろ い ろ な も の , た だ と 
ぇ ば 目覚 まし 時 計 , ボ イス メモ , 留 守 番 電話 
な ど に 使用 で きま す 。 

まだ , ビデ オ か ら 入 力 し た 画像 と 合わ せ 
て 使用 する こと に より , よ り 視 覚 と 聴覚 を 
駆使 し た と て も 感覚 的 な ソウ フト が で きる よ 
うに な り ま す 。 た だ たとえば, ゲー ム の 中 で 「 猛 
犬 注意 」 と いう 画面 に 入っ だ と た だ ん , 狗 猛 な 
犬 が 本 当 に 喘 え て いる か の よう に 見 せる と 
いう こと が 可能 に な っ て きま す 。 

まな た, PI の 中 で 映像 や テキ スト に 音 を つ 
VEET тоста 8 
どん どん ふく らん で きま すね 。 あ な た だ の 考 
ぇ 次 第 で は , も っ と も っ と すご Mn& ほ と ああ を 年 
ら せ る こと も で きる ん じゃ な いか と 思い ま 
+, 本誌 で も OPNA を 使っ た 目覚 まし 時 
計 の プロ グラ ム が 第 2 特集 に 掲載 され て い 
ます の で 挑戦 し て みて くだ きい 。 


> 


小野 秀一 


っ の 日 本 語 対応 モー ド 
ズ で 日 本 語 を 使え る の は , 
) №88 本 語 BASIC 

② N88- 日 本 語 BASIC V3 

(3) PC-Engine 

④⑧PC エ ディ タ 
の 4 つの モー ド だ 。 な お , ② と ⑨ は VA t 
VA2/VA3 で は , バー ジョ ン が 異な り ,。 を 
れ に 伴い 機能 も 違う 。 で は 各 モ ー ド に つい 
て 簡単 に 説明 し よう 。 
© N88- 日 本 語 BASIC 

PC-8800 シ リー ズ (FR 以降 に 付属 ) で 使 
用 る れ て いた 日 本 語 BASIC で ある 。VA 
自体 に は , この シス テム ディ スク が 付属 し 
な い 。 使用 する に は , シス テム ディ スク を 
購入 する こと が 必要 。 
© N88- 日 本 語 BASIC УЗ 

VA シリ ー ズ 専用 の 日 本 語 BASIC, 日 本 
語 を 扱う た め の 命令 1 種 と 関数 4 種 が 用 意 
され て いる ( 表 1)。N88- 日 本 語 BASIC УЗ 
で は , 漢字 と グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ の 混 
在 を 可能 に する だ た め 1 バイ ト 文 字 (グラ フ 


オッ クキ ャ ラグ た 才 る バ イト 化し て や る 。 


コー ド 体 系 は シフ ト JIS を 採用 し て いる 。 
JIS 第 2 水準 (第 1 水準 2965 字 , 第 2 水準 
3384F) まで の 文字 を 標準 で 使用 可能 だ 。 
だ だ し , N88- 日 本 語 BASIC V3 で は , 内 部 
で シフ ト JIS コー ド に 変換 し て 処理 を 行っ 
て いる 。 日 本 語 処理 に 関す る 関数 以外 
(LEFT$ な ど ) は , 2 バイ ト 文 字 も 1 バイト 
- の 文字 が 2 つ 並 ん で いる も の と 見 な され る 
だ た め 注 意 が 必要 だ 。 

な お , N88- 日 本 語 BASIC УЗ Ver 3.1 
(VA2/VA3 に 付属 ) で は , 34 種 の 命令 が 追 
加 さ る れ た が 日 本 語 処理 に 関す る と ころ は 変 
わっ て いな い 。 
© PC-Engine 

PC-Engine Ç t, ファ イル 名 な ど に 漢字 
を 使う こと が で きる 。 OS な の で 日 本 語 


rs マル チ ス テー ショ ン ・ 
T ほぼ くら の 夢 \VA フ ァ ミ リー 


ヨ .VA シ リー スズ の _ 
日 本 語 処理 機能 


PC-868VA シリ ー ズ は , ж 
ッ プ パソ コン PC-8800 シ リー ズ の 後継 機種 で 
あり な が ガ がら, ! 過去 を 否定 する こと な ぐ , 機能 を 
飛躍 8J に 向上 」 と いう 改革 が な され て いる 。 そ 
れ は ハー ドウ エア , ソフ に トウェア の 両方 を 通し 
て いえ る こと で ある 。 ハ ー ド ウェ エア 編 , 第 3 弾 
で は , VA も 飼 め だ 日 本 語 変 拠 機能 を チェッ フ 


{| нк 


ピー バッ コル の に 


し て みよ う 。 


処理 に 関す る 命令 は な い 。 これ も Ver1.1 
(VA2/VA3 に 付属 ) に な り , 16 種 の 命令 ヵ 
追加 され だ 。 な お, 近く NEC か ら VA シリ 


ー ズ 用 に MS-DOS Ver 2.11 が 発売 され る 
Е. 
ФРС エディ タダ 


文書 ファ イル の 作成 な ど を 行う と き に 使 
用 する の が この モー ド 。 こ の 文章 も PC = 
デオ タイ 作成 も て いる 。 PC Z# +A 
る に は , PC-Engine か ら と N88- 日 本 語 BA 
SI1 じ から 入る 方 法 の 2 通り ある が , 文章 の 
作成 の 場合 は PC-Engine か ら 入 る ほう が い 
い だ ろ う 。 な ぜ な ら 6 PC エディ タ は 機能 的 
に は , ワー プロ で は な く エ ディ イタ を その も の 
で ある 。PC-9800 シ リー ズ 用 の エディ タ に 
は 機能 的 に 劣る が ,「 オ ン メ モリ 」 と いう の 
が 実に 強い 。 文章 の 作成 に つい て も よく 考 
えら れ て いる が , 1 行 の 文字 数 の 指定 と 送 
り の 指定 , あと 現在 の カー ソル 位置 の 表示 

( 何 行 目 何 列 という) が あれ ば , 申し 分 な 


ズ の 日 本 語 処理 機能 
А の 日 本 語 処 理 機能 
シリ ー ズ に は , ROM СНЖЕ х 

節 変 換 シ ー チ ン と それ に 対応 し た 辞書 お よ 

び 学 習 結 果 を 記憶 し て お く バ バックアップ 

КОМ を 標準 で 内 蔵 し て いる 。 この 日 本 語 

変換 シス テム は , NEC の 文豪 シリ ー ズ の も 

の と 同等 の も の で ある 。 日 本 語 処理 シス テ 

ム の 内 訳 を 表 2 に 示し , 主 な 特徴 を 以下 に 

示す 。 

① 直 接 入力 (' 一 太郎 」 な どの ワー プロ ッ ソフ 
ト の 方 式 ) と 間接 入力 (PC-9800 シ リー ズ 
の MS-DOS な ど で 見 られ る , 従来 の 
МЕС の 連 文 節 変換 シス テム ) の 2 通り の 
入力 方 式 が 選択 可能 

② 全 角 び ひら 仮名 , 全角 片仮名 , 全角 英 数 , 
半角 片仮名 半角 英 数 の 入力 モー ド を 選 
択 可能 


(ロー マ 字 変換 と JIS 仮名 入力 , 
記号 入力 が 可能 

④ 連 文節 変換 お よび 単 文節 変換 が 可能 。 Ж 
換 ル シー チン お よび 辞書 を ROM で 内 蔵 。 
変換 中 に ディ スク を 読ま な い の で 変換 が 
超 高 速 

⑤ ユ ー ザ ー 辞 書 登録 機能 
ァイル を 作成 ) 

⑥ 外 字 作 成 登録 機能 
ル を 作成 ) 

⑦ 変 換 学 習 機能 (スモ リバ バックアップ) 

アル ファ ベッ ト , 片仮名 , 半角 , ひら 仮 
名 , HRF, コー ド の 各 変 換 が 行え る 


(АР ХР? 


(А ?a X25999 7 4 


_ @VA2/VA3 の 改良 点 


日 本 語 変換 シス テム も VA か ら VA2/VA3 
で は , 機能 面 に か な り の 変更 が 見 られ る 。 
改良 点 は 以下 の と お り 。 
① 辞 書 ROM が 40,000 語 か ら 65,000 語 に な 
っ だ 
② 変 換 可 能 最 大 文字 列 の 大 きき が 650 文 字 16 
文節 か ら 60 文 字 40 文 節 に な っ た (間接 入 
力 時 は 30 文 字 16 文 節 か ら 30 文 字 20 文 節 ) 
③ 文 節 単 位 の 区 切り の 学習 が 行え を る よう に 
な っ た だ 。 区 切り 方 も 自由 に 行 を る よう に 
な っ だ 
④ 連 文節 変換 ルー チン の バー ジョ ン ア ッ プ 
に より 変換 文字 の 正解 率 が 高く な っ た 
(5) ROLL UP キー で アル ファ ベッ ト 全 角 
変換 。ROLL DOWN キー で アル ファ で ベ 
ッ ト 半 角 変 換 が で きる よう に な っ た 
⑥ 文 節 区 切り の 変更 の 速度 が 速く (リア ル 
タイ ム に ) な っ だ 
を そのほか, 前 変換 候補 の 表示 な ど , 細か 
いと ころ に 改良 が み ら れ る 。 
実際 の 変換 作業 で は , VA2/VA3 に 搭載 
る され だ も の の ほう が 断然 使い や すい 。 VA 
で は 文節 の 区 切り など で 不便 な と ころ も あ 
っ た が, 自由 に 文節 が 区 切れ , その 区 切り 
方 学習 が で きる と ころ て で 使い 勝手 を 格段 に 
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L ТОНО 


ШЕ ЗЕЕ ААК, 
せい か ん と ん ね る の か いつ う で つが る 
НЕТ 
を 変換 する と VA で は , 
盛 観 トン ネル の 開通 で 津軽 か い 京橋 図 
か に な っ た 
VA2/VA3 だ と , 
生還 トン ネル の 開通 で 津軽 海峡 は 静か 
に な っ だ 
と な る 。 文節 区 切り は УА СІЗ, 
RE トン ネル の 開通 で 
京橋 図 か が に な っ た 
VA2/VA3 で は , 
生還 トン ネル の 開通 で 
は 静か に な っ た 
と な っ て いる 。VA2/VA3 で は , これ を ち 
ゃ ん と , x 
青 画 ト ン ネ ル の 開通 で 
静か に な っ た 
と 文節 を 区 切り 学習 きせ れ ば , 次 回 か ら は 
間違い な 〈 変換 する よう に な る 。 だ だ し , 
学習 する の は 文節 区 切り だ け だ か ら , 
トシ は あま り に 年 老い て 
年 が 分 が から な い 
と いう の を 覚え る せ て も , 
トシ は あま り に トン シ 老 いて 
トシ が 分 か ら な い 


津軽 か い 


津軽 海峡 


津軽 海峡 は 


まう 。 
し て の 使い や すさ は どう が 
A ジ シリー ズ に は , 内 蔵 の 連 文節 変換 ル 
ー チ ン を 使用 し て 文章 を 作成 で き る モー ド 
РОТЕ ЕСТ 
3, VA シリー ズ の 内 蔵 エ テディ タ で ある PC 
エディ タ で の 文書 作成 に つい て 述べ る 。 
PC エディ タ で は , 1 行 全角 40 文 字 で 1 
列 23 行 の モー ド で 318576 バ イト まで の 文章 
を 作成 で き る 。 約 15 万 9000 字 だ か ら 400 字 詰 
め 原稿 用 紙 で 400 枚 近い 日 本 語 仮名 混じり 
文 を 作成 で き 2, た だ , 本 来 エ ディ タ な の 
で 一 太郎 な どの 専門 リー プロ に 比べ る と 劣 
る と ころ が ある 。 前 述 し た と お り 1 行 当 た 
b の 文字 数 を 設定 で き な い な どの 弱点 も あ 
5. ФА 12, 本 格 的 な 原稿 は PC じ エ ディ タ だ 
け で は 書け な い 。 字 詰め が 変え られ な い の 
T, 文書 量 が つか め な いか ら だ 。 現在 の 文 
書 量 は , 行 数 を 数 を る か , フリ ー エ リア の 
表示 か ら 割 り 9 出す し か な い 。 で は キー 操作 
は どう だ ろう か 。 こ れ は な か な か 使い 勝手 
が 良い 。 


26 


VA シリ ー ズ で は , 葵 ご ボート 。 の スペ ー 
スバ ー の 部 分 が 3 つ に 分 が か が れ て お ぢ り , 文書 
入力 時 に 一 番 左 の 1 ブロ ッ ク が 決定 キー, 


中 央 と 右 の 部 分 が 変換 キー の 役目 を は だ す 。 


空白 を 入力 する に は SHIFT 二 スペ ー ス キ 
ー で 行う 。 も ちろ ん , RETURN キー で 確定 
та. 

入力 し た 直後 の 文字 は 黄色 で 表示 る れ 未 
確定 び で ある こと を 示す 。 変換 キー を 入力 す 
る と 文節 ご と に 区 切ら れ , 一 番 最初 の 文節 
が 注目 文節 (現在 変換 対象 文節 ) が 水色 に 
な り , 連 文 節 で 漢字 変換 きれ る 。 KREA 
が 合っ て いる 場合 は , その まま 確定 キー か 
RETURN キー を 入力 すれ ば よい 。 文字 が 
白色 に な り 確 定 さ れる 。 再 変換 も 可能 だ 。 
注目 文節 の 変換 が 間違い の 場合 は , 変換 
キー を また 入力 すれ ば 次 々 と 変換 候補 が 表 
示さ きれ る 。 行き すぎ た 場合 は , SHIFT 十 変 
換 キ ー で 前 に も どる 。 注 目 文節 の 変換 結果 
は 合っ て いる が , 次 文節 以降 の 変換 が 間 違 
っ て いる 場合 , カー マル 移動 キー の 左右 で 
注目 文節 を 移動 し て 目的 の 文節 で 変換 キー 
を 押せ ば よい 。 

文節 の 区 切り が , 間違っ て いる 場合 は 
SHIFT 二 カー ソル 移動 キー で 区 切り を 変 
える こと が で きる 。「)」 (かっこ) や 特殊 文 
ГЕЛ, Гер» су АЛЬТ 
か ら , ファ ンク ショ ン キ ー の [f_6 | キー を 
入力 する こと に より 最 下行 に 変換 候補 が 表 
示 き れる ( 表 3 )。 表 示 る れ た 候補 は カー ソ 
ル 移 動 キ ー で 選択 どき る 。 た だ , [f 6 | キ 
ー で も 選択 する こと が 可能 だ 。 外字 も 
[+ 7 | キー で 同様 に 選択 びき る 。 ま だ , よ 
く 使う 文字 や 単語 は , ユー ザー が 登録 する 
СЕНЕ: 外字 ウラ テ イッ 北 を 。 
ユー ザー 登録 辞書 は , ドラ イブ A に 作成 る 
れる の て 毎回 シス テム ディ イス ク が 違う と こ 
の 恩恵 に あず か れ な い 。 漢字 に 変換 する は 
351 日 本 語 処理 に 関す る 命令 ・ 関 数 
| 日 本 語 ス テー トメ ント 


日 本 語 関数 


AKCNV$ 
変換 する 


KACNVS 
変換 する 
文字 列 に 含ま れる 文字 数 を 返す 


KLEN 


表 2 VA シリ ー ズ の 日 本 語 処 理 シ ステ ム 


| ※ 学習 用 RAM | 8K バ イト | 


利用 者 定義 文字 (全角 文字 ) を 定義 する 


文字 列 中 に 含ま れる 半角 文字 を 全角 文字 に 
文字 列 中 に 含ま れる 全角 文字 を 半角 文字 に 


文字 列 の 先頭 か ら の 位置 を バイ ト 数 で 返す 


VA2/VA3 
辞書 ROM 320K バイ ト 512K バイ ト 
漢字 ROM 288K バイ ト 288K バイ ト 


16K バイ ト 
ж) 学習 用 RAM は バッ テリ ー バ バックアップ 


Ф 
e 
> 


с, ひら 仮名 (ей), 片仮名 (全角 / 半 
яй), アル ファ ベッ ト (全角 / 半 角 ) へ の 変 
換 が 1 回 の キー 入力 で 行え を る が , アル ファ 
ベッ ト 変 換 は 入力 文字 すべ て に 対し て し か 
行 を な い 。 な お , 文書 の 確定 は 入力 文字 す 
度 に 確定 する 方 式 だ 。 
プロ と し て の 性 能 
р о аа 2 U) — 
と も いえ る 一 般 的 な キー 操作 で 行う 2 こと が 
で きる 。 そして, な に より 環 快 な の は , Ж 
換 に 時 間 が か か ら ず スク ロー ル が 速い こと 
だ 。 パソ コン 上 の ワー プロ の 場合 ,. メモ リ 
を 増設 し て RAM ディ スク な ど に 辞書 を 
転送 し な いか ぎり , 文書 を 変換 する ご と に 
ドラ イブ の 辞書 ず ィ スク を ガチ ャ ガチ ャ と 
読ん で , あれ は 実に 類 わ し い 。 こ の 点 だ け 
で も VA の 日 本 語 処 理 機能 は , 太鼓 判 を 押 
せる 優秀 る だ 。 連 文節 変換 ルー チン も VA 
か ら VA2/VA3 に な り , か な り 優 秀 で 使い 
や すい も の と な っ た だ た 。「ATOK」 や H B 
ど と 比べ て も 有色 な い ど ころ が か, こち ら の 
ほう が むし ろ 上 の 感じ きえ する 。 

トー タル で みる と , VA シリ ー ズ の 日 本 
語 処理 機能 は , 含ま で の パソ コン に 標準 で 
つい て くる シス テム と し て は , 1 番 優秀 で 
ある 。 実用 に 耐え を られ る レベ ル だ 。 しかし, 
残念 な が ら , 直接 文書 を 電算 写植 な ど に 入 
力 す る 場合 以外 , 完成 され た だ 原稿 を 作る < 
と は で き な い 。 最後 の 仕上 げ は , ファ イル 
を 一 太郎 な ど に 移し て 編集 印刷 する 必要 が 
ある 。 よ っ て 当然 の こと だ が , 作成 し た 文 
書 フ ァイル は , 一 太郎 な どの MS-DOS の 
テキ スト ファ イル を 読め る ワー ブロイ 編 集 
する こと が で きる 。PC エ ディタ が バー ジ 
ョ ン ア ッ プ し て , ワー プロ の 機能 を 網羅 す 
れ ば , ほぼ 完璧 の 日 本 語 処理 環境 を 持つ こ 
と に な る だ ろう 。 


RI 特殊 文字 変換 

特殊 文字 に は 次 の よう な も の が ある 。 
読み を 入力 し て [f _6 | ( 単 漢字 変換 ) を 
押す と , 以下 の よう な 文字 を 入力 する こ 
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アッ ツ プ バー ジョ ン レ だ た 
PC-Engine 
VA の PC-Engine は VA2 と VA3 で 強 
АЙ, V1.1 (ミー ジョ ン 1.1) と な っ た 。 
を し て 内 部 コマ ンド が 15, 外部 コマ ンド 
が 1 個 追 加 さ きれ て いる 。 それ を 表 1 に 示し , 
以下 に 解説 し よう 。 


追加 コマ ンド の 解説 


ШШ コマ ンド ASSIGN 


VA2 に は 2HD ドライブ が 2 基 , VA3 に 
は る ら に 2TD ド ライ ブ が 1 基 装 備 さ れ て 
いる 。 EREN, ЕАЛУЯЖЬЬЮА:, 
B:, し じ :, と な っ て いる わけ だ が , ASSIGN 
コマ ンド に よっ て この 名 前 の 順番 を 変え る 
こと の や で で きる 

ST, А:, Ba С::“Ес ЭО 
ドラ イブ 名 だ が , 各 ド ライ ブ は 次 の よう な 
固有 の 名 称 を 持っ て いる 。 

FDO : 上 段 2HD ドライブ 
FD1 : 下段 2HD ドラ イブ 
BD0 : 2TD ドラ イプ 1 台 目 
BD1 .2TD ドラ イプ 2 台 目 
Нро : 固定 ディ スク 1 吾 目 
HD1 : 固定 ディ スク 2 G H 
РКМ. ブルン А 

55,28 о ОК? Ал МІ, т. 
А,В: Co を 自由 に 割り 当て る こと 
が で きる の だ 。 た と えば VA2 で , 上 段 2H 


sw マル チ ス テー ショ ン ・88 
I ほぼ くら の 夢 ・VA フ ァ ミ リー 
VA へ 選 ハ 人 ムコ テク ニカ ルノー ト ・ ソ フト ウェ ア 編 

追加 コマ ンド で パワ ー ア ッ プ し た 。, 
РС-Епеіпе 


nd 


VA2/VA3 で は , ソフ トウ ェ ア の 面 で も コマ ンド ガ が 追加 さ 
п, 強化 され て いる 。 ご これ は , より の 使い や すい 環境 を 実現 す 


る だ の デー タダ プア イル グフ フィ ンク フフ ァイル リウ ンド 
ファ イル の 統合 化 を 目指 す だ め の 1 つ だ と いえ る 。 で は , = 
の コマ ン に を 1 つり ひと つ 解 脱し て いこ う 。 


D り ドラ イプ を A:, РІШ?2ТІМЕЗАЛЖҒҰ 
В., ТӘРИРЕЯОФАТЕЭС Ы メタ 
を D: に し た けれ ば , 次 の よう に 入力 する 。 
ASSIGN FD0, ВОО, FD1, РКМ 
раманы ты ea SN WL ° + 
СОРҮ С.Х: 
と 入力 すれ ば , 下段 の 2HD ドラ イブ の 文書 
と いう ファ イル 名 の 内 容 が , プリ ンタ に 出 
1545; 
また 単に 
ASSIGN 
と し た 場合 は , 現在 の ドラ イブ 名 の 割り 
当て を 表示 する 。 あるいは, 
ASSIGN OFF 
と し た 場合 は , ドラ イブ 名 の 順番 を 初期 状 
態 に も どす こと が で きる 。 


ファ イル に 対し て ライ ト プ ロ テク ト ( 書 
き 込み 禁止 ) を か けた だ り は ず し だ た だり で きる 。 
か ける 場合 は 

АТТНВ-К < ファ イル 名 > 

は ず す 場合 は 

АТТЕВ-Е < ファ イル 名 > 
と 入力 する 。 

単に , 

ATTRIB < ファ イル 名 > 
と し た 場合 は , 指定 し た ファ イル が 書き 込 
み 禁 止 か どう か 表示 する 。 

ファ イル 名 に ** ネ を 使っ た 場合 は , ディ 
レク トリ 内 の すべ て の ファ イル を 対象 と す 
る こと が で きる 。 


О лк BACKUP 
固定 ディ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク に 
ファ イル を バッ クア デップ する 。 
基本 的 に は , | 
BACKUP < パス 名 or ファ イル 名 > 
く ド ライ ブ グ 名 > 
の 書式 に よっ て , 指定 され た ファ イル や 指 
定 し た ディ レク トリ 内 の ファ イル を , ドラ 
イプ 名 で 指定 する ドラ イブ に バッ クア ッ プ 
する 。 
ファ イル 名 と し て ドラ イブ グ 名 を 指定 し た 
場合 は 、 カレ ント ディ レク トリ の 全 フ ァ イ 
ル が バッ クア ッ プ され る 。 
転送 元 の ファ イル は すべ で て 連結 る れ , バ 
ッ ク ア ッ プ を 行っ た 日 時 を も ファ イル 名 と す 
る ララ アオ イオ ル と し モエ パック テッ ググ は まね た を 、 こ 
の 1 つの ファ イル か ら 元 の 個別 の ファ イル 
に も と どす に は , 後述 の RESTORE コマ ンド 


1 追加 コマ ンド 一 覧 


コマ ンド 名 機 能 

ASSIGN ドラ イブ 名 の 変更 

ATTRIB ファ イル の 属性 変更 

BACKUP ファ イル の バッ クア ッ プ 

BREAK 停止 キー の 検査 状態 を 設定 

DISPLAY N88PIC ファ イル の 表示 

EDIT ファ イル の 編集 

KEY ファ ンク ショ ン キ ー の 設定 

LABEL ボリ ュー ムラ ベル の 設定 

PLAY BGM ファ イル の 演奏 

PR801 表示 され て いる グラ フィ ッ ク 画 面 を 印刷 
(外部 コマ ンド ) 

PRINT ファ イル を バッ ク グ ラウ ンド て PE 字 

RENDIR ディ レク トリ 名 の 変更 

RESTORE バッ クア ッ プ し た ファ イル を も どす 

SORTDIR ディ レク トリ の 並べ 替え 

UNDELETE 削除 し た ファ イル の 復活 

WHEREIS ファ イル の 検索 
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を 使う 必要 が ある 。 

な お , バッ クア ッ プ 先 の ディ スク が 持つ 
ファ イル は すべ て 削除 る れる の で 注意 が 必 
要 。 

BACKUP コマ ンド は 固定 ディ スク の フ 
ァイル バッ クア ッ プ 用 コマ ンド で は ある が , 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 間 の バッ クア ッ プ に も 
使う こと が で きる ゐる 。 

$ た, 効率 的 に バッ クア ッ プ 管理 を 行う 
た め の 機 能 が 備わっ て お り , 5 つの スイ ッ 
チ に よっ て 指定 する 。 


| IS スイ ッ チ 


パス 名 と し て 指定 し た ディ レク トリ 下 の 
すべ て の サ プ デ ィ レ クト リ に 存在 する ファ 
イル も バッ クア ッ プ の 対象 と する 。 


[ma スィ ss 


保存 ファ イル 属性 が 設定 され て いる ファ 
イル だ け を バッ クア ッ プ する 。 

1 Æ BACKUP コマ ンド で 転送 し た フ 
ァイル は , その 保存 ファ イル 属性 が 解除 る 
れる 。 そし て , その ファ イル に 変更 が 行わ 
れる と , 再度 保存 ファ イル 属性 が 設定 され 
る 。 こ の た だ ため, 定期 的 に バッ クア ッ プ を 行 
う 場合 , 再 バ ッ ク ア ッ プ の 不要 な 未 変更 フ 
ァイル は 転送 る きれ な い の で , バッ クア ッ プ 
に 要する 時 間 が 最少 で すむ の だ 。 ハ ー ド デ 
ィ ス ク は 容量 が 大 きく , その バッ クア ッ プ 
に は 時 間 が か か る だ た だめ , この よう な 機能 が 
用 意 し て ある 。 

と ころ で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 同 士 の バッ 
クア ッ プ の た め に は DISKCOPY 命令 が 用 
РЪТ УОИ АУД р 
ク の パッ クア プッ グ に も BACKUP コ マン 
ド と /S ス イッ チ を 利用 し た ほう が 速く て 
便利 で ある 。 

ә, 1 枚 の ディ スク に /S スイ ッ チ を つ 
け て 再 バ ッ ク ア ッ プ する 場合 , 必要 な ファ 
イル を 削除 し て し まわ な いよ 2 う 次 の /A Ж 
イッ チ を 同時 に 指定 する 必要 が ある 。 


| [А スイ ッ チ 


バッ クア ッ プ 先 デ ィ ス ク に 存在 する ファ 
イル を 削除 せ ず に , バッ クア ッ プ を 行う 。 


| ID スイ ッ チ 


指定 し た 日 づけ 以降 の ファ イル だ け を バ 
ッ ク ア ッ プ すす ね る 。 
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た と えば , 次 の よう に 指定 する 。 
/D : 1988- 05-20 


| хоя 


ッッ 
プ の 記録 を 持つ ファ イル を 作成 する 。 

これ に よっ て 作ら 5 れる BACKUP. LOG 
と いう ファ イル に は , バッ クア ッ プ を 行っ 
КЕИ, ザッ ク テ ッ デレ し た すべ て その る ア 
イル 名 な ど が 記録 る れる 。 

また, この ファ イル の 内 容 は BACKUP 
ュ コマ ンド を 使う た びに , 前 回 の 記録 の あと 
に 追加 記録 され る 。 


較 コマ ンド RESTORE 
ВАСКОР コマ ンド で パッ クア デップ し た 
ファ イル を 1 つ ひ と つの ファ イル に 復元 す 
も サジ ンプ s 
基本 書式 は 
RESTORE< フ ァイル 名 1 > < パス 名 or 
ファ イル 名 2 > 
Р Ч з ТАБА ЕЛУ 
ファ イル を , パス 名 で 指定 する デイ レク ト 
リ , まだ は ファ イル 名 2 の 中 に 復元 す る 。 
この コマ ンド に は 6 つの スイ ッ チ が ある 。 


Е スイ ッ チ 

ディ レク トリ 構造 を 含め て 復元 す る 。 
|м スイ ッ チ 

復元 先 の ディ スク で 保存 ファ イル 属性 の 
つい た (最後 の バッ クア ッ プ を し て か ら 更 
新 の あっ だ ) ファ イル の み を 復元 する 。 Z 
れ も BACKUP コマ ンド の /M スイ ッ チ と 
同様 , 時 間 の 節約 の J め の も D, 
[P スイ ッ チ 


隠し ファ イル , お よび 書き 込み 禁止 ファ 
イル の 属性 が 設定 され て いる ファ イル に 対 
し て , 復元 を 行う 場合 の 確認 を 取る よう に 
する スイ ッ チ 。 

| /A : 日 づけ (: в) 


|/в: 日 づけ (: №) 

/B スイ ッ チ で 指定 し た 日 づけ 以降 で ,/ 
A ス イッ チ で 指定 し た 日 づけ 以前 の ファ 
イル だ け を 復元 する 。 


Б スイ ッ チ 


復元 先 に 存在 し な いむ フ ァイル の み を 復元 
ТЕСІЛЕ ЕНЕСІ а 
イル を 復元 する と き に 使え を る わけ だ が , も 
ちろ ん バッ クア ッ プ し て いな けれ ば 意味 が 
な い 。 


Il コマ ンド BREAK 


BREAK ON 
と 指定 し た 場合 アプ リケーション カマ テト 
が ファ イル アク セス を 行っ た と き に 停止 キ 
ー の チェ ッ ク を 行い , 通常 は 中 止 で き な い 
ディ スク 入出 力 時 に 処理 を 中 止 で きる よう 
に な る 。 

BREAK OFF 
に よっ て , 停止 キー の チェ ッ ク を 行わ な く 
な る 。 


Ш コマ ンド DiSPLAY 


DISPLAY < ファ イル ネー ム > 
の 書式 に より , アニ メ フ レ ー マ ー な ど で 作 
成 し だ N88PIC 形式 の 画像 の デー タフ ァ 
イル を 読み , グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 する 。 

DISPLAY ON 

DISPLAY ОЕЕ 

LLT, グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 を ON/ 
OFF TELL LoT? 5, 

War PLAY 

「 ア ニ メ フ レー マー」「Instant MUSIC」 
の BGM 形式 演奏 デグー タフ ァイル を 読み , 
それ を 演奏 する 。 

書式 は 

PLAY < ファ イル 名 >/A/W 
で ,/A スイ ッ チ で 演奏 は エン ドレ ス に する 
こと が で きる 。/W スイ ッ チ を つけ た 場合 
は , 演奏 が 終わ る か 停止 キー を 押す まで コ 
マン ドモ ー ド に も どら 6 ない 。 

演奏 を 中 止 す る に は , 

PLAY OFF 

と する 。 

DISPLAY コマ ンド も 同様 だ が , いち い 
ち ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 起動 し な く て 
も その 内 容 ( 絵 や 音 ) を 確認 する こと が で 
きる メリ ッ ト が ある 。 も ちろ ん , PC-Pngine 
上 で 作業 中 , 単に BGM を 流し て 楽し むと 
いう 使い 方 を し て も 構わ な い 。 

な お , PLAY コマ ンド に よる 演奏 中 , ій 
奏 デ ー タ は 内 部 メモ リ に 蓄え られ る た だめ, 
使用 可能 メモ リ が を その 分 少な く な る 。 


№=--:= кеу 


KEY < キー 番号 >, < キー 内 容 > 
この 書式 に よっ て , 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ 
ー の 内 容 を 設定 する こと が で きる 。 
キー 番号 は 1 一 20 ま で , キー 内 容 は 半角 
16 文 字 以 内 。 
制御 コー ド を 含め る 場合 は , 制御 コー ド 
に 対応 する アル ファ ベッ ト 1 文字 の 前 に 
を つけ て 入力 する 。 だ た と えば は 改行 コー ド は 


^ 


М 

で ある 。 

KEY ON 

KEY ОЕЕ 
と する こと で て れれ ざれ クシ ツタ クション シン シキ 
ー の 表示 を ON/OFF す る こと が で きる 。 

KEY CLEAR 
に よっ て キー 内 容 を 初期 状態 に も どす こと 
が で きる 。 


lÍ コマ ンド LABEL 


ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル を あと か ら 
設定 , 変更 する コマ ンド で ある 。 
書式 は | 
LABEL< ド ライ プ 名 >, < ボリ ュー ムラ 
ベル 名 > 


で ある 。 


Í コマ ンド RENDIR 


サブ ディ レク トリ の 名 前 を 変更 する 命令 
で ある 。 DORIT AICA FICHTE 
RENAME コマ ンド と いう わけ が だ 。 
書式 は , 

RENDIR < 旧 サ プ ブ デ ィ レ クト リ 名 > 

< 新 サ プ ブ ディ レク トリ 名 >/C 

/C ス イッ チ を つけ た 場合 は 変更 の 確認 
を 取っ て くる が , これ は ワイ ルド カー ド を 
使用 し た 場合 に 余計 な ディ レク トリ を 変更 
し て し まわ な いた め の 考 慮 だ 。 


Ш コマ ンド рнво1 


フル カラ ー の ビデ オォ プリント が 可能 な 
PR-801 プ リン タ に , グラ フィ ッ ク 画 面 を ハ 
ー ド コピ ー す る 外部 コマ ンド で ある 。 

普通 の プリ ンタ で の 印刷 に は 使え ない 。 
な お , 画面 コピ ビー キ ー の 働き と は 異な り , 
テキ スト 画面 や スプ ライ ト 画 面 は コピ ー さ る 
れ な い 。 


| コマ ンド PRINT 


書式 は 
PRINT < ファ イル 名 >/T/D : < 待ち 行 
列 番号 > 

で , 指定 し た ファ イル を プリ ンタ に 出力 。 

この コマ ンド で ユニ ー ク な の は , プリ ン 
タ へ の 印字 と 同時 に ほか の コマ ンド を 実行 
で きる と ころ だ 。 一種 の 並列 処理 で ある 。 

1 つの ファ イル の 印字 が 終わ ら な いう ち 
с, 続け て РМТ コマ ンド に より 別 の フ 
ァイル を 印字 する よう に 命令 する こと も 可 
能 だ 。 こ の と き , 未 印字 の ファ イル は 「 待 
ち 行列 」。 と 呼ば れる 。 

5-2 

PRINT ТЕХТІ 

と 入力 すれ ば , TEXT1 フ ァイル の 印字 が 

開始 され る 。 続け て 
PRINT TEXT2 

と 入力 する と, 

1 72% А : УТЕХТ1 
2 МАТ А : ҰТЕХТ2 

と 表示 る れる 。 こ れ は 現在 , 待ち 行列 1 番 
の TEXT1 の ファ イル が 72 未 印字 で あり , 
待ち 行列 番号 2 の TEXT2 の ファ イル が 待 
機 中 で ある こと を 示し て いる 。 

[Т スイ ッ チ を 使う t, すべ て の 印字 待ち 
行列 の ファ イル が 印字 を 取り 消 る れる 。 

[D を 指定 する と , < 待ち 行列 番号 > で 指定 
+ 4 特定 の ファ イル だ け を 印字 取り 消し で 
きる 。 

な お , 

PRINT 

と の み 入 力 し た 場合 は , 上 で 示し た よう な 
印字 進行 状況 を 表示 する こと が で きる 。 

従来 は ファ イル の プリ ント は 

COPY、《 ク ファ オル 名 > PRN : 
に よっ て 行っ て いた だ が, この 場合 は 印字 が 
終わ る まで コマ ンド モー ド は 待機 中 に な っ 
て し ま ょ うた だ ため, PRINT コマ ンド の ほう が 
は る か に 便利 だ 。 


Б コマ ンド SORTDIR 

ディ レク トリ の ファ イル 名 を 並べ 替え る 
こと が で きる 。 並べ 替 える 方 法 は , 6 つの 
スイ ッ チ に よっ て 各種 選択 する こと が で き 
る o 


| ID スイ ッ チ 


サブ ディ レク トリ を 前 方 に 集め る 。 
G スイ ッ チ 

ファ イル を 前 方 に 集め る 。 
| IN スイ ッ チ 


ファ イル 名 お よび ディ レク トリ 名 を JIS 
ュー ド 順 に 並べ る 。 

な お , オ ペレ ーション ガイ ド に は /A スイ 
ッ チ と し て 書い て ある が ,/N の 間違い 。 


ДЕ 


ファ イル お よび ディ レク トリ の 作成 され 
だ 日 づけ , 時 刻 の 順に 並べ る 。 


| IS スイ ッ チ 
ファ イル サイ ズ の 小さ い 順 に 並べ る 。 
| ルス イッテ 


ファ イル サイ ズ の 大 きい 順に 並べ る 。 以 
上 の スイ ッ チ は 組み 合わ せ が 可 能 で , その 
場合 先 に 指定 し た ほう が 優先 順位 が 高い 。 


| コマ ンド UNDELETE 


DELETE に よっ て 削除 きれ た だ ファ イル 
を 復活 きせ る 。 だ た だし, DELETE し た だ あ 
と , 次 の 作業 を し て し まう と UNDELETE 
は で き な く な る 。 
① フ ァイル の 書き 込み 
② SET コマ ンド て 文字 列 変数 が 設定 , Ж 

Ж, 削除 し だ 
③ PATH コマ ンド で 検索 パス が 設定 , Ж 

更 , 削除 し た 
④ 外 部 コマ ンド (アプ リケーション ソフ ト ) 

を 実行 し だ 
⑤⑥ リ セッ ト ま た は 電源 を 切っ た 

な お , 最後 に 行っ た DELETE に 対し て 
の み , 復活 が 可能 で ある 。 

UNDELETE コマ ンド を 使っ て も, ОК 
を 表示 する だ け で どの ファ イル を 復元 し た 
の か 表示 し て くれ な い 。 PC-Engine に し て 
は 不 親切 だ 。 


55 コマ ンド WHEREIS 


指定 し た ファ イル や サブ ディ イレ クト リ を 
探し 出し , 表示 す る 。 PC-Engine は 階層 デ 
ィ レ クト リ を 採用 し て いる が , DIR コマ ン 
ド で は 特定 の デイ レク トリ 内 の ファ イル し 
か 表示 で きず , 目的 の ファ イル が どの ディ 
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レク トリ に 入っ て いる の か 分 か ら な 〈 く な っ 
て し まう こと も ある 。 WHEREIS コマ ンド 
を 使え ば , 探し た い フ ァイル の ルー トディ 
レト クト リ か ら の パス が 表示 る れる の て , 
ファ イル の 位置 を 確認 する こと が で きる 。 
異な る サブ ディ レク リ 下 に 同一 名 の ファ 
イル が ある 場合 , その すべ て が 表示 る れる 。 
この コマ ンド に は 3 つの スキ オッ ラチ が ある も る 。 


|= スイ ッ チ 

検索 の 対象 が ファ イル だ け に な る 。 
[> スイ ッ チ 

検索 の 対象 が ゲ ィ レク トリ だ け に な る 。 
スイ ッ チ 


最初 に 発見 され だ ファ イル 名 また は サブ 

ディ レク トリ 名 だ け を 表示 する 。 固定 ディ 
スク や 大 容量 ディ スク を 使っ て いる 場合 な 
ど , ディ レク トリ は 巨大 に な り が ち だ が , 
初め か ら 1 つ し か 人 存在 し な いと 分 か が っ て い 
る ファ イル を 探す 場合 , それ が 見 つか っ だ 
時 点 で 検索 が 終了 する の で , 多少 な り と も 
時 間 が 節約 で きる わけ だ 。 


lÍ コマ ンド EDiT 


Ver 1.0 の と きか ら EDIT コマ ンド は あ 
る が , 編集 機能 は か な り 強 力 に 改造 され , 
新しく な っ た 。 同時 に EDIT コマ ンド 自体 
に も 2 つの スイ ッ チ が 指定 可能 と な っ た 。 


к: キー 定義 ファ イル 名 


旧 定 し だ ファ イル に 定義 きれ て いる キー 
定義 に 従っ て 。 キー と コマ ンド の 関係 が も 
> ト さ れる 。 


| u: マク ロ 定 義 フ ァイル 名 


指定 し た ファ イル に 定義 きれ て いる マク 
ロ が 定義 され る 。 

次 に , 新しく な っ だ た PC エディ タ の 機能 
を 紹介 し よう 。 


| ラー レル wm 


Ver 1.0 で は SHIFT キー と と も に 矢印 
%-ПІПЕР を 押す と , それ ぞ れ 文頭 
文末 , 行頭 , 行末 に カー ソル 移動 し て いた 。 

Ver 1.1 で は 同じ 操作 を すると, カー ソル 
の 移動 が 高速 に な る 。 そして, 文頭 , ХЖ, 
行頭 , 行末 へ の 移動 は , CTRL キー, カー 
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ソル キー を 押す こと に よっ て 行う よう に な 
т. 


| スク ロー ル 


Ver 1.0 で は ROLL UP, ROLL DOWN 
キー を 押す と ,1 行 単位 で アッ プ ダ ウン し て 
いた だ た が , 1 度 押 す た び に 2 分 の 1 画面 ずつ 
スク ロー ル す る よう に な っ た 。 従来 は 長い 
ファ イル の 場合 。 延々 1 行 ず つ ス クロ ー ル 
きせ な けれ ば な ら な い の で 大 変 ど っ た の だ 。 

た だ し , 瞬時 に 画面 が 切り 替わる ため, 
移動 の 感じ が つか みにくい 。 1 行 ず つ 高 束 
に アシ ジグ が ウン する か に で きれ ば ぼ ば スムース 
スク ロー ル に し て も bR SN と ころ だ 。 
88VA は ハー ド 的 に は スム ー ス スク ロー ル 
が 可能 な の だ か ら 。 


| キー 定義 機能 


以上 の キー 操作 以外 に は , 基本 的 に は 使 
い 方 は 変わ っ て いな い 。 だ だ し , これ は 起 
動 時 だ け の 話 で , キー 操作 は ユー ザー が 好 
き な キ ー に いろ いろ な 機能 を 再 定義 で きる 
Е Ы 

し た が っ て , 自分 が 従来 使い 慣れ て いる 
ワー プロ な り エ ディ タ な り の キー 配置 に 似 
せる よう な こと も 可能 な の だ 。 

[f 5| キ ー を 押す と , キー 定義 モー ド に 


すっ m | 
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ло, 画面 は 写真 1 の よう に な る 。 右側 が 
ЖЕНЕ, 左側 が 現在 機能 が 割り 当て られ て い 
る キー を 示し て いる 。 そ し て ファ ンク ショ 
ン キ ー は , キー 定義 の た め の 操 作 キ ー と な 
5. 機能 を 示す 画面 は 全部 で 7 画面 あり , 

[f 1 キー で 切り 替え られ る ( 表 1 一 表 7)。 

[f 2 | キー を 押す と , 各 機 能 の 欄 に 好み 
の キー を 割り 当て られ る モー ド と な る 。 

た と えば ,「 ワ ー ド スタ ー」(CP/M 上 の 有 
名 な 英文 ワー プロ で , 多く の エディ タ に 影 
郷 を 与え た) の よう に , CTRL キー と E, X, 
S,D キー を 押す と , それ ぞ れ カー ソル が 上 
下 左 右 に 移動 する よう に し て みた の が 写真 
2 で ある 。 1 つの 機能 を 2 つの キー に 定義 
で きる の も 特徴 で ,「 ワ ー ド スタ ー」 の カー 
ソル 移動 操作 と, カー ソル キー に よる カー 
ツル 移動 が 混在 で きる 。 

表 1 一 表 7 を 見 る と , 初期 状態 で は キー 
に 定義 きれ て いな いい 〈 く つか 機能 が ある こ 
と が 分 か る 。 文字 列 を 文書 の 先頭 に 向かっ 
て 検索 , 最後 に 削除 し た 1 文字 の 復活 , 指 
定男 囲 内 の 大 文字 , 小文字 の 変換 な ど , H 
利 な 機能 が 用 意 き る きれ て いる 。 

る て, 機能 を 定義 する キー は , 

ファ ンク ショ ン キ ー (10 キ ー) 
SHIFT 十 ファ ンク ショ ン キ ー(10 キ ー) 
CTRL 十 ファ ンク ショ ン キ ー(10 キ ー) 


[ 
£ 
|. 
š 
Š 


ドミ TTL S 


CTRL 十 文字 キー (32 キ ー) 
テン キー-- 和 6 キー) 
以上 の 計 78 キ ー で ある が , こ の ほか に 「 ゴ 
ー ル ド キー」 を 押し て か ら の 上 記 78 キ ー を 
押す こと で , さら に 78 種 の キー 定義 が 可能 
で ある 。 ここ で 出 て きた ゴー ルド キー と は 
特定 の キー で は な く , これ も ユー ザー が 好 
き な キ ー を 割り 当て る こと が で きる 。 だ た と 
えば 画面 消去 キー (PC エディ タ で は と く 
に 機能 を 持た な い ) >, PC キー, ある い は 
CTRL 二 / ノ キー な ど で あ る 。 
と ころ で , テン キー 部 に 対し て 機能 定義 
が で きる と いう の は お も し ろ い 。 
この キー 定義 モー ド で は 定義 し た キー の 
割り 当て を ディ スク に 保存 し た b, 登録 し 
て ある 割り 当て も ディ スク か ら 読 むこ と も 
%8; 


| マク ロ 機 能 


BASIC ゃ PC-Engine コ マン ドモ ー ド 
で は , ファ ンク ショ ン キ ー を 押す こと で 16 
文字 以内 の 文字 列 を 1 タッ チ で 入力 する こ 
と が て きる を 。 し か し お に じ エ ディ タダ PP u 
ンク ショ ン キ ー は 機能 キー と し て 働く た め , 
文字 列 の 登録 は びき な か っ た 。 しかし, Ж 
し く な っ だ PC エディ イタ で は , 26 個 の マク ロ 
キー に 対し て , それ ぞ れ 半角 79 文 字 , 全角 39 
文字 まで の 文字 列 を 登録 可能 た な っ て いる 。 

登録 は 次 の よう に 行う 。 ま ず 登 録 す る 文 
FAY, PC エディ タ 上 で 入力 す る 。 そし て 
これ を 範囲 指定 し , SHIFT 二 | f 5 | キー 
(マク ロ ) を 押す 。 す る と ,「 ど の マク ロ に 
定義 し ます か (A-Z) ? 」 と 表示 る れる の 
С, A か ら Z の 好き な キー を 押す と , その 
文字 の マク ロ に 登録 され る 。 
登録 し た い マ クロ を 出し だ た い 場 合 , ゴー 
ルド キー に 続け て A か ら ク の キー を 押せ 
ば 良い 。 

この マク ロ 定 義 し た 文字 列 も , ディ スク 
に セー ブロ ー ド 可能 だ 。 

な お , 文字 列 ど だ け で な く 機 能 キ ー (カー 
ツル 移動 な ど ) の 一 連 の 操作 を マクロ 定義 
で きれ ば 便利 この うえ な い 。 実は, それ も 
で きる 。 操作 を 登録 する 場合 , その 操作 を 
示す コマ ンド 名 , た と えば カー ソル 移動 な 
5 (Up), (Down), (Left), (Right) と い 
っ だ も の を 画面 上 に 編集 し て むき, これ を 
男 囲 指定 すれ ば いい 。 
ос, 以上 の マク ロ 定 義 の ほか に , 55 
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と コマ ンド の 一 覧 表 


購入 時 の ・ 
キー 割り つけ 


(=) 
(>7%)--(7) 
(2-5) (№) 
(>2%)-(4) 
(>2%)-(>) 

(9) 

(0) 


(еа) + (7) 
DRO 
()+ (€) 
+0), 
@ + (ХЭ 
-+E 
-+E 


購入 時 の 
キー 割り 付け 


カー ソル を 1 行 上 に 移動 する 

カー ソル を 1 行 下 に 移動 する 

カー ソル を 1 文字 左 に 移動 する 

カー ソル を 1 文字 右 に 移動 する 

カー ソル を 高速 に 上 に 移動 する 

カー ソル を 高速 に 下 に 移動 する 

カー ソル を 高速 に 左 に 移動 する 

カー ソル を 高速 に 右 に 移動 する 
画面 を 半 画 面 上 に スク ロー ル す る 
画面 を 半 画 面 下 に スク ロー ル す る 
方 向 フ ラグ の 向き に 半 画 面 ス クロ ー ル する 
カー ソル を テキ スト の 先頭 に 移動 する 
カー ソル を テキ スト の 最後 に 移動 する 
カー ソル を 行 の 先頭 に 移動 する 


カー ソル を 行 の 末尾 に 移動 する 


直前 の 語 の 先頭 に 移動 する 
次 の 語 の 先頭 に 移動 する 


文字 列 を ファ イル の 末尾 に 向かっ て 検索 する 


次 の 候補 を を ファ イル の 末尾 に 向かっ て 検索 する 


文字 列 を ファ イル の 先頭 に 向かっ て 検索 する 

次 の 候補 を ファ イル の 先頭 に 向かっ て 検索 する 
文字 列 を 検索 する 

次 の 候補 を 検索 する 

文字 列 を 置換 する 

文字 列 を 連続 し て 置換 する 
検索 モー ド を 変更 する 

検索 の 方 向 ( 方 向 フ ラグ ) を ファ イル の 末尾 の 向き さ に する 


検索 の 方 向 (方 向 フ ラグ ) を ファ イル の 先頭 の 向き さ に する 


カー ソル の 直前 の 文字 を 削除 する 

カー ソル 位置 の 文字 を 削除 する 

カー ソル 位置 の 一 語 を 削除 する 

カー ソル 位置 か ら 行 末 ま で を 削除 する 

カー ソル 位置 か ら 次 の 行 の 先頭 まで 削除 する 
最後 に 削除 し た 1 文字 を 復活 する 

最後 に 削除 し た 1 語 を 復活 する 

最後 に 削除 し た 1 行 を 復活 する 

行 を 分 割 す る 


Down 
Left 
Right 
QUp 
QDown 
QL eft 
QRight 
RollUp 
RollDn 
Roll 
Top 
End 
TopL 


EndL 


PrevW 
NextW 


FSerch 


FNext 


BSearch 
BNext 
Search 
Next 
Replace 
RepAll 
SMode 
Forward 
Backward 


DelBS 
DelCh 
DelW 
DelEnd 
DelL 
UnDelCh 
UnDelW 
UnDelL 
OpenL 
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1 つ キ ー ボ ー ド マク ロ と いう も の が ある 。 
これ の 場合 は , CTRL 十 @ キ ー を 押し て か 
6 再度 CTRL 十 @ キ ー を 押す まで に (や や 
こし い が こ の CTRL 寺 @ キ ー も 再 定義 可 
能 ) 押 き れ だ た キー を キー ボー ド マ ク ロ と し 
て 登録 し, CTRL キー 十 \\ キ ー( こ れ も 再 定 
義 可 能 ) に よっ て その マク ロ が 呼び 出さ れ 
5. 
キー ボー ド マ ク ロ は , 残念 な が 6 同時 に 
1 つ し か 定義 で どき ない 。 た だ し , その 都度 
画面 上 に 文字 列 を 用 意 す る 必要 が な い 。 < 
れ は と くに, 機能 を 登録 し た い 場 合 に コマ 
ンド 名 を 書き 並 さ なけ れ ば な ら な い 普 通 の 
マク ロ 定 義 よ り も 簡単 で スピ ー デ ィ ー だ 。 
IT, いく ら 簡 単に 機能 が 定義 で き て も , 
キー ボー ド マ ク ロ が 1 つ だ け で は 利用 価値 
も 半減 し て し まう 。 し か し , 登録 し た マク 
ロ は ユ コピー 機能 を 使う こと で 編集 中 の 文章 
の 中 に 取り 込む こと が で き , この 場合 登録 
し た 機能 は 自動 的 に コマ ンド 名 に 展開 され 
5077, だ か りら 。 
1 キー ボー ド マ ク ロ で 一 連 の 操作 を 登 
$k 
2 マク ロコ ピー 機能 で マク ロ 内 容 を ペ 
ー ス トバ ッ フ ァ に 取り 込み 
3 ペー スト 機能 を 使っ て 文章 中 に コマ 
ンド 名 を 展開 
4 それ を 範囲 指定 し て マク ロ 定 義 
この まな や りか た を すれ ば マク ロー 
の 機能 登録 を 比較 的 簡単 に 行う こと が で き 
る 。 
試し に , [キー を それ ぞ れ 20 個 ば 
か り マ クロ 定義 し て , ROLL UP, ROLL 
DOWN キー の 代用 と し て 使っ て みて は ほし 
い 。 こ ちか ら の ほう が は る か に 人 間 の 感覚 
に 合っ て いる は ず だ 。 デ ゴール ドド キー と の 2 
度 押し が 必要 な の で , ちょ っ と 使い づら い 


が 。 
Ekon 
PC-Engine は すご い 


以上 の よう に 改良 る され た РС-Епеше だ 
が 。 と くに PC エディ タ が 使い や すく な っ た 
こと に 感心 し だ た 。PC-88VA シリ ー ズ も ま 
だ , 成長 する パソ コン で あっ た だ た 。 む や みな 
成長 は 現 ユ スーザ ー に 迷惑 と いう 声 も ある が , 
少な くも も の フト ウェ ア の コン パテ チビ リ テ 
4 に 影響 し な いこ の よう な 改善 は , БАС 
受け 入れ る で き で あろ う 。 


32 
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購入 時 の 
B ンド 
キー 割り 付け Тт” а 


範囲 指定 を 開始 する 

指定 し た 範囲 を 削除 し て バッ ファ に いれ る 
指定 し た 範囲 を バッ ファ に 複写 する 

バッ ファ に ある 文字 列 を カー ソル 位置 に 挿入 する 


Select 
Cut 
Copy 


Paste 


範囲 指定 を 中 止 する Reset 
指定 し た 範囲 の 小文字 を 大 文字 に 変換 する Upper 
指定 し た 範囲 の 大 文字 を 小文字 に 変換 する Lower 


指定 し た 範囲 の 大 文字 を 小文字 に , 小文字 を 大 文字 に 変換 する 


購入 時 の 
B ンド 
キー 取り 付け же К =ч oe 


エディ タ を 終了 する Exit 
エディ タ を 中 止 する (編集 結果 は セー プ さ れ な い ) Abort 
ヘル プ メ ニュ ー を 表示 する Help 
キー 定義 モー ド に は いる Config 
コン トロ ー ル コー ド の 入力 Literal 
Gold Gold 


Flip 


購入 時 の 


キー 割り 付け 


(е) + (5) 
Gold + 
Gold + 
Gold + (€ 
Gold + (р) 
Gold + Е 
Gold + (Ға) 
Gold + (ба) 
Gold + (Н) 
Gold + б) 
Gold + () 
Gold + 
Gold + 
Gold + №) 


Gold + f) 
Gold + 
Gold + f) 
Gold + (05) 
Gold + (R3) 
Gold + 
Gold + (2) 
Gold + (0) 
Gold + (0) 
Gold + W) 
Gold + (Ха) 
Gold + (%) 
Gold + (23) 


マク ロ を 定義 する 


キー ボー ド マ ク ロ 定 義 を 始め る ・ 終 える 
繰り 返し 回 数 を 設定 する 


キー ボー ド マ ク ロ を 実行 する 


マク ロ A を 実行 する 
マク ロ BB を 実行 する 
マク ロ C を 実行 する 
マク ロ D を 実行 する 
マク ロビ を 実行 する 
УВЕ を 実行 する 
マク ロ G を 実行 する 
マク ロリ HH を 実行 する 
マク ロ 1 を 実行 する 
マク ロ J を 実行 する 
マク ロ K を 実行 する 
マク ロレ L を 実行 する 
マク ロ М を 実行 する 


マク ロ N を 実行 する 
マク ロ O を 実行 する 
マク ロロ を 実行 する 
マク ロ Q を 実行 する 
マク ロ R を 実行 する 
マク ロ S を 実行 する 
マク ロ T を 実行 する 
マク ロ U を 実行 する 
マク ロ V を 実行 する 
マク ロ W を 実行 する 
マク ロ X を 実行 する 
マク ロ Y を 実行 する 
マク ロン を 実行 する 


DelMac 


Repeat 


KeyMac 
MacroA 
MacroB 
MacroC 
MacroD 
MacroE 
MacroF 
MacroG 
MacroH 
Масгої 

MacroJ 
MacroK 
MacroL 
MacroM 


MacroN 
MacroO 
MacroP 
MacroQ 
MacroR 
MacroS 
MacroT 
MacroU 
MacroV 
MacroW 
MacroX 
MacroY 
MacroZ 


| 購入 時 の 
B ンド 
キー 割り 付け ит м 


ІМЕ: 


i 
PI の 
すべ て を 
解き 明か す 


スタ ジオ BC 
木村 敏夫 


S@GC. 1 


PI と は 何 ガ 


PI の コン セプト 

マー ソナ ルイ インフォメーション ツー 
ル ・PI」( 以 下 PI と 表記 ) と は 一 体 ど ん な 
ジャ と ル の ウフ ト な の だ ろう か ? 

一 見 する と , これ は カー ド 型 デー タダ ベー 
ス の よう で も ある 。 

確か に PI は PC-88VA シリ РЯ か 
の アプリケ ーション で 作ら れ だ た デー タ を 著 
Z, 管理 する 機能 を も っ て いる 。 

し か し は か の デラ タキ スケ アト と を の 


1) PI の すべ て を 解き 明 が かす 
2 何 に 使う /? PI Example 


"= ルル チ ヂ ス デー ジョン ・88 
I ICLAS. VA? PX- 


[т 


(Personal Information Tool) 


こ が 知 り だ い / 


72>— ИНТ LL E FLU Ә“ЕРС- 
S88VA2/VA3 と 同じ ぐ 発 売 さ れ を だ ソフト ウェ エア で あ 
る 。 こ ご れ は , PC-88VA2/ ソ /A3 の プル ダウ ン メ ニュ 
JA, 新 搭載 され だ OPNA, 従来 の プラ フィ ッ フ 機能 


根本 的 な 違い は , ARE EAE РЕ 
ザー に と っ て 単に 与え られ た 枠 に デー タ を 
は め 込 み , 与え られ が た 方 法 で 利用 する だ け 
だ っ だ が , PI で は ユー ザー 自身 が 自分 の 手 
T, 自分 に あっ た 方 法 の も の を 作り 出す こ 
と が で き , し か も 難解 な 言語 を 使わ ず , ご 
く 一 般 の ユー ザー に も 十 二 分 に その 機能 を 
引き 出せ る よう に 工夫 る きれ て いる と ころ に 
ある 。 

「 ッ パー ソナ ルイ ン フ ォ メ ーション ツー ル 」 
と は 読ん で 字 の ご と く , まる に 情報 を 個人 
ベー ス で 扱う た め の 道 具 で あり , その 使わ 
れ 方 も アプ リケーション に よっ て 限定 され 
る も の で は な くく , ユー ザー 自身 の 発想 と ニ 
ー ズ に よっ て , を の 可能 性 を 広げ て いく こ 
と が で きる の で ある 。 

アド レス 帳 , 蔵書 目録 , フロ ッ ピ ー イ ン 
デック ス な ど 。 従来 の デー タベース アプ リ 
ケー ショ ン は も ちあ ん の こも 。 デ セ ゼ ジテ 
ーション や 。 уя-4 ж ДРЕА а. 
オ を も っ だ も の や , CAI の た だ ため の 教育 教材 
な どの イン タラ クティ ブ な 対応 が 必要 な シ 
ステ ム を も 作り 出す こと が で き , いう な れ 
ば アプ リケーション ・ コ ンス トラ クシ ョ ン 
キッ ト と いえ る 。 
こう し て 作っ だ た も の を 自分 で 使う の は も ち 
ろ ん の こと , 人 に 使っ て も ら っ だ り , ДО 
作っ た も の を 自分 が 使う , まだ アレ ンジ し 
て 作り な お す , そう いっ た 使わ れ 方 を する 
だ め の 開 発 環境 で あり , 実行 環境 が PI な 
の で ある 。 


な ご 高 水準 の ハー ドウ ェ ア , ソフトウェア が あっ て こそ 
生ま れ だ , これ まで に な い 新 レ し い コ ン セ プ ト を 持つ ГӘ 
ル チ 情 報 ス テー ショ ン 」 と いえ る 。 本 読 で は , いち 早く 
その シス テム の 詳し い 概 要 を お 届け し よう 。 


PI の 可能 性 


PI で 扱う デー タ は すべ で て NEC 標準 の 
フォ ー マ ッ ト で あり , これ に 準拠 する か ぎ 
b デー の 互換 性 が 保 た な れ , 各 ア プリ ケー 
ショ ン 間 で すべ て の デー タ を 共用 する こと 
が で きる 。 

新しく BIOS に 追加 る きれ だ メニ ュー マネ 

ー な ど を 使用 する こと に よっ て プル ダ 
ウン メニ ュー な どの PI で 採用 きれ て いる 
標準 イン タフ ェ ー ス に 統一 が な され , 新 し 
い ソ フト で も ユー ザー は 最小 限 の 努力 で 混 
乱 な 〈 操作 を 覚 を る こと が で きる よう に な 
$3 

いま まで の や り 方 を 変え て すべ て の ソフ 
トウ ェ ア を 含め た トー タル な 環境 を PC- 
88VA シリ ー ズ は 目指 し て いる の で ある 。 

次 に , PI の メイ ン と な る カー ド 実 行 部 分 
も BIOS の 形式 を 取っ て お り , 将来 的 に は 
КОМ 化 さ 8 れる こと が 予想 され る 。 こ の こ 
と か ら も 今後 ハー ドウ ェ ア の 拡張 に 伴う 
イン タフ ェ ー ス の 部 分 は PI が 対応 し て い 
《 こと に な る の で あろ Э. 
具体 的 な 例 と し て , ご く 近い 将来 実現 し 
そう な メデ ィ ア で CD-ROM が ある が , + 
で に NEC の 試作 シス テム が PC-88VA シ 
リー ズ を ホス ト と し て 動い て いる こと か ら 
も 考え られ る よう に , 製品 化 さ れる 折 に は , 
その 膨大 な 情報 の 制御 シス テム と し て PI 
が 使わ れる こと も 考え られ る 。 
以上 の ょ うに きま ざま な 可能 性 を も つ 
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PI で は ある が , 今回 発表 きれ た 仕様 は 基本 
的 な 機能 に 抑え , 環境 を 整備 する こと に 徹 
し て いる 。 こ れ は より 機能 を 追求 する こと 
で 複雑 な イン タフ ェ ー ス を ユー ザー に 強要 
する より , 基本 的 な オペ レー ショ ン を 標準 
化し よう と する 意図 が 大 きい 。 


гНурег Card- 
存在 


そもそも この PI の コン セプト に 大 き な 
影響 を 与え を た も の と し て 「Hyper Card」 が 
ある 。 

ГНурег Card」 は , 昨年 8 H Apple か ら 
マッ キン トッ シュ ファ ミリ ー 用 の 次 世代 環 
境 ソ フト と し て 発表 きれ, 一 大 モン モー シ 
ョ ン を 巻き 起こ し だ も の で ある 。 

既存 の デー タ は も ちろ ん の こと , 既存 の 
アプ リケーション 自身 まで も 取り 込ん で 
言語 や ツー ル を 内 蔵 し , アプ リケーション 
と し て の スタ ッ ク ウ ェ ア (PE て いう と ころ 
の フォ ル ダ ー に あたり , す で に 700 タ イト ル 
以上 が 発表 きれ て いる ) を 開発 , 実行 する 
た め の 環 境 で ある 。 

を の 草 新 性 に も か か わら ず , マッ キン ト 
ッシュ を 使っ た こと の ある 人 間 に と っ て , 
を の 操作 性 は ユー ザー フレ ンド リー で , ま 
る に パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の 本 来 の 次 , 
「 身 近 な 道具 」 と し て の あり 方 を 形 に し た 
も の だ と いえ る 。 

この 「Hyper Сага іў, コン ピュ ー タ の 
世界 に 多大 な 影響 を 与え , 今後 この コン セ 
プ ト は パー ソナ ル ユ ー ス の 主流 し と な っ て い 
REDD 

PI も コン セプト こそ 受け 継い し で は いる 
рї, ハー ドウ ェ ア の BIOS を 強化 する こと 
T, ユー ザー の た だ ため の 新しい 環境 を 作り 出 
そう と し て お り , VA 独自 の 世界 を 切り 開 
いて いこ うと し て いる 姿勢 は 評価 する べき 
も の が ある 。 

で は 次 に 実際 の シス テム 内 容 に つい て 見 
て な よう 。 

今回 使用 し た PI は リリ ー ス 前 の ベー タ 
バー ジョ ン で あり , この 原稿 を 執筆 中 も , 
頻繁 に バー ジョ ン ア ッ プ が 操り 返さ れ 現 在 
も 急 ピ ッ チ で 開発 が 進め られ て いる 。 

を の た だ め 実 際 の 製品 と 内 容 が 違う 場合 も 
あり うる が , ご 容赦 願い た い 。 
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бес.2 


PI の 機能 概要 


1. 動 作 環 境 


まず を その 動作 環境 で ある が , PI は PC- 
88VA シリ ー ズ の いずれ で も 動か すこ と が 
て 2%, 

し か し PC-88VA の 場合 , ノー マル の 状 
態 で は アニ メー ショ ン の 実行 を 行う こと が 
で き な い 。 こ れ は PC-88VA2/VA3 で は 
新しく 追加 され た BIOS で アニ メー ショ ン 
の 実行 を サポ ー ト し て お ぢ おり , PI で も この ん ル 
ー チ ン を 使用 し て いる だ めで ある 。 

これ に 対す る 対応 策 と し て は , 別売 り の 
「PC-88VA ソ フト ウェ アバ ー ジ ョ ン ア ッ 
デ ボ ー ド 」 を 実装 する こと に よっ て アニ メ 
ーション の 実行 を 含む 新 BIOS の 機能 を 追 
加 す る こと が で きる 。 

また RAM が 増設 きれ て いる 場合 , PI 
の 実行 の み に 関し て は 上 記 の ボー ド は 必要 
な く ,PI の シス テム ディ スク か ら 必 要 な ル 
ー チ ン を 読み 込む の で PI の フル 機能 を 使 
用 する こと が で きる 。 こ の 場合 は あく まで 
PI の 実行 の み で , 上 記 の ボー ド を 実装 し だ 
場合 と 異なり , PC-Engine や BASIC О а 
マン ド が 拡張 る れる わけ で は な い 。 

まだ , サン プリ ング 音 を 楽し むために は 
「 サ ウン ド ボ ー ド II」 が 必要 で ある 。 

また だ PC-88VA2/VA3 で は テキ スト RAM 
の 未 実装 部 分 が 拡張 る れ て いる が , 現 バ ー 
ジョ ン で は ここ を 背景 作画 用 の アン ドッ ズバ 
ッ フ ァ に 使用 し て いる た だ ため, 65,536 色 モー 
ド で の アン ドッ を 行う こと が で き な い 。 こ 
れ に 対し て 「 サ ウン ド ボ ー ド II」 が 実装 き 
れ て いる 場合 は ADPCM 用 の КАМ を 使 
うな どの 対応 策 を 検討 中 と の こと な の て 
ょ より よい 結果 を 期待 し た い 。 


2 ЕНСЕС2О/>-ГЛ/ 


PI で 扱え を る デー タ は NEC の 標準 フォ 
ー マ ッ ト に よる 各種 デー タ で ある 。 

今後 発売 きれ る サー ド バ パー ティ の 製品 も 
この フォ ー マ ッ ト に 準拠 する は ず で ある 。 
また BASIC か ら も 手軽 に 扱え を る よう 各 フ 
ォ ー マ ッ ト に 対応 し て コマ ンド が 拡張 され 
る いる 。 

PI で 管理 で きる ファ イル に は 以下 の も 
の が ある 。 


FILE 1 Жа 


МЕС 標準 IMG フォ ー マ ッ ト の 画像 フ 
アイ オイル 、 だ と えん ば.。「 ア ニ メ ГЪ 
の 背景 ファ イル や , PI 添付 の ユー ティ リ テ 
А RITT 79,21 СИЕ, 

"Zs STAFF Kid VA」( ツ ァ イ ト ) で IMG 
セー ブ さ きれ た 画像 ファ イル な と ど で あ る 。 
65,536 色 の Z's STAFF デー タ も ZLOAD 
で BASIC 上 に 表示 し た あ と, 前 述 の 「 ポ ッ 
プア ッ プ カメ ラ 」 て 切り 出せ ば 使用 で きる 。 
まだ た だ 各 スク リー ン モ ー ド に 対応 し た IMG 
フォ ー マ ッ ト の 採用 に より PI 上 で すべ て 
の スク リー ン モ ー ド の 画像 デー タ を 扱う こ 
と が で きる 。 


拡張 子 が BGM の 音楽 演奏 用 ファ イル 。 
ГРЕХ フレ ー マ ー」 の BGM ファ イル 
ュ ン バー ター で 変換 し た BASIC プロ グラ 
0 や 「 オ ンス タン ト із-Уу?2?іШ 
BGM モ セーブ され だ ファ イル な と 。 
ADPCM に よっ て サン プリ ング さる れ だ 
PCM ファ イル や 「 ミ ュー ジッ クワ ー ル ド 」 
で 録音 し た も の や BASIC で 録音 し PCM 
SAVE る され だ ファ イル な と 。 


Өг =: >=> 


「 ア ニ メ フレ ー マ ー」 で 作ら れ た アニ メ 


ーション ファ イル 。 
FILE 4 文字 


エディ タ や ポッ プア ッ プ メモ 帳 で 編集 し 
だ シフ ト JIS テキ スト ドア テア イル 。 


3.PI の デー 構造 


kE. Sia t =- 


PI の 基本 と な る の は 1 枚 の カー ド で あ 
る 。 こ の カー ド が 何 枚 か 集まっ て , 1 つの 
フォ ル ダ ー を 形成 し フォ ル ダ ー 単 位 で ディ 
スク に 記憶 きれ る 。 

1 つの フォ ル ダ ー に 格納 され る カー ド の 
フォ ー マ ッ ト は , 個々 の カー ド ご と に 定義 
され る も の と 各 カ ー ド て で 共用 し フォ ル ダ ー 
ご と に 定義 する 共通 部 の フォ ー マ ッ ト に よ 
り 決 定 さ れ , それ ぞ れ の ユー ザー が 自由 に 
ポ ザ ボイン する と と が で きる る 。 


1+ 枚 の カー ド に は , 23 2 4 > 2: 9 
キス ト を 混在 させ る こと が で き , グラ フィ 
ックス は 解像度 320 メ 200 の 256 色 モー ド を 
使用 し て いて , メニ ュー 中 に 用 意 き る きれ て い 


る ペイ ント ツー ル に よっ て いつ で も 作画 が 


可能 で ある 。 


テキ スト は 文字 枠 と 呼ば れる 枠 を 設定 し , 


この 中 に 直接 書き 込ま れる 。 

3 番目 の も っ と も 重要 な カー ド 構 成 要素 
と し て コマ ンド ボタ ン が ある 。 カ ー ド 上 に 
設定 され だ た コマ ンド ボタ ン を マウ ス で クリ 
する こと て 、 その コマ ツネ ト K SS U 38 
義 さ れ て いる 機能 が 実行 きれ る 。 

文字 枠 . コマ ンド ボタ ン は カー ド 上 に 複 
数 個 自由 に 配置 で き , その 大 きる も 任意 に 
指定 で きる 。 

これ ら の 有 要素 を 組み 合わ せ て , ユー ザー 
の 望む 機能 を も っ た だ た フォルダー を 作り 出す 


先 に 述べ だ よう に 1 枚 の カー ド は , 背景 , 


文字 枠 . コマ ンド ボタ ン の 3 つの 要素 で 構 
成 さ きれ て いる が , 図 1 の ょ うに 各々 優先 順 
位 を も っ て 重なっ て いる 。 

各 要 素 が 重なっ た 場合 , 優先 順位 の 高い 
も の が 上 に 表示 され る が , 透明 色 を 指定 す 
る こと で 下 の も の を 見 る こと も で きる 。 

つま り 透 明 な ボタ ン や 透明 な 背景 6 あり 
うる わけ で ある 。 

また この 3 要素 は フォ ル ダ ー 共 通 部 。 カ 
ー ド 固有 部 独立 し て 設定 で きる の で , カー 
ド ご と に 違っ た だ フォーマット や 背景 を も た 
せ だ いと き に は カー ド 固 有 部 に 設定 す る 。 

産 に すべ て 同じ フォ ー マ ッ ト の カー ド で 
フォ ル ダ ー を 構成 する に は 固有 部 の 設定 は 
必要 な く , 共通 部 の 設定 び ご け で 同じ フォ ー 
マッ ト の カー ド を 次 々 追加 で きる 。 


FNNA = 


ベー スカ ー ド (写真 1) は 特別 な フォ ル 
ダ - で デー タデ ヂ ディスク に 登録 され て いる フ 
ォ ル ダー を 管理 し , ここ か ら 6 各 フ ォ ル ダー 
なか 補 ち 上 げ る こと が で きる 。 まだ た デニ メー 
ショ ン の 登録 , 背景 の 登録 , 音 の 編集 な ど 
の 各 デ ー タ の 管理 を 行い 下段 に 表示 され 
て いる 3 つの ボタ ン を クリ ッ ク す る こと で 
各 モ ー ド に 入る こと が で きる 。 


Ф...... 
Феееееоеееое 


2- FW 


共通 部 文字 枠 D — K YEH 


5. コ マン ド ボ タ ン の 
構造 


マン ド ボ タ ン は PI の イン タフ ェ ー ス 
を 特徴 づけ る も の で , デフ ォ ル ト で 14 種 類 
の 機能 を も っ て いる 。 

ユー ザー は 好き な 場所 に 必要 な 機能 の ボ 
タン を 設 
色 な ども 簡単 に 変更 で きる 。 

また だ た ボタン は ソフ トウ ェ ア 上 , 機能 別に 
ID 番号 で 管理 され 別 モ ジュ ー ル に な っ て 
いる なだめ, 新しい 機能 を も っ た だ た ボタン を 比 
較 的 楽に 組み 込め る 構造 に な っ て いる 。 

くれ は РЕЖ 2 — F 9 xy, У 
トウ ェ ア の 拡張 に も 柔軟 に 対応 びき る こと 
を 意味 する も の で ある 。 

拡張 ボタ ン の 内 部 フォ ー マ ッ ト の 詳細 は 
不明 で ある が , 公開 され る 可能 性 も ある 。 
現在 は 「PICONEIG.SYS」 と いう ファ イ 
ル で PI の 各種 環境 設定 を 行っ て いる が , 
この 中 で 拡張 ボタ ン の 外部 ファ イル を 指定 
ずる よう に な っ て いる 。 こめ 方 法 だ と 2 
~ 3 個 の ボタ ン を 組み 込む の に は 支障 は な 


ез, 将来 拡張 ボタ ン が 充実 し て きた 場合 , 


ボタ ン 帳 身 の ID 番号 が 重複 する 可能 性 が 
あり ユー ザー の 混乱 を 招き を そう で ある 。 専 
用 イン スト ゥ ー ラ を 用 意 し て ユー ザー 自身 
が ID 番号 を 管理 し , PI 本 体 か フォルダ ー 
ご と に 直接 組み 込む 方 法 を 取っ た ほう が 良 
いよ うに 思わ れる 。 

次 に デフ ォ ル ト の コマ ンド ボタ ン 個 々 の 
機能 と 属性 に つい て 見 て みよ Э. 


1. ボ タン の 属性 


ンド ボタ ン は それ を 表示 する と き の 
属性 を 設定 で きる 。 
ボタ ン の 大 きる と し て は 最低 4 X10 ドッ 
ト で 半角 の 1 文字 分 に 等 し い 。 大 きる を 変 
える 場合 , キャ ラク タ 単 位 で 指定 する こと 
に な る 。 
ン を 表示 する 位置 も キャ ラク タ 座 標 
が 使わ れる 。 こ れ は ボタ ン 表 示 名 を キャ ラ 
クタ で 表示 し て いる だ た めで, 文字 ビット 
マッ プ て で 出せ な い 以 上 この 制限 は つき ま と 
2% 
実際 の オペ レー ショ 
ン を マウ ス て 選択 し , 新しい 位置 に ドラ 
ッ グ し て いく だ け で 位置 の 修正 が で きる 。 
まだ コー ナー で カー ン ソル の 形 が 変わ っ た と 
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大 きる を 変更 する 。 


これ 以外 の 属性 の 変更 は メニ ュー か ら ボ 


③ 最 初 
x = $ 


定 す る こと が で き , 大 きる , 位置 , 


уй, 対象 と な る ボ 


タン 情報 を 選べ ば , ダ イア ログ ボッ クス ( 写 Omk 
真 2) が 表示 され, ここ で 設定 , 変更 する 。 同じ フォ ル ダ ー 内 の 最後 の カー ド に ジャ 
2. コ マン ド ボ タ ン の 後 能 。 。 
DK ベー スカ ー ド に も どる 
同じ フォ ル ダ ー 内 の 1 枚 う し ろ の カー ド ⑥ も と る 


Д a る 前 に 表示 る され て いた カー ド に も と る 
Rij ⑦ ジ ャ ンプ 


«"ееегеееееееееееееееееееееееееееееееееоееоеееееееееевееееееееееееееееееееееее, 


あら か じ め 指 定 し て むい た カー ド に ジャ 
ンプ する 。 ほ か の フォ ル ダ ー の カー ド で 


同じ フォ ル ダ ー 内 の 1 枚 前 の カー ド に ジ 
ャ ンプ する 


** э ооо ө э ө ө ө е е ө ө ө ө ө ө ө э ө ө ө ө ө ө ө е ө ө ө ө ө ө ө ө е ө ө ө е ө ө ө ө ө ө е ө ө ө ө ө ө ө ө е ө ө ө э ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө э е ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө е ө ө ө е ө ө ө ө ө ө ө е ө ө ө ө о 
. i 


1 ボタ ン 情 報 
ボタン の 機能 を 端的 に 表示 する た め の も の で 全角 で 10 文字 まで 表示 で きる 。 | | 
表示 名 の 色 を 指定 する 。 基 本 8 色 か ら 選 択 が 可能 で ある NPD 0 | 


ボタ ン の 形 を 決め る も の で , 通常 の レク ト ア ン ИМЕЯ, < な っ て いる ラウ ンド レク ト が 選択 で ま 
る 。 各 々 に 影 つ き の も の も ある O 


表示 色 と 同じ 基本 8 色 か ら 選 ぶ 。 こ の 色 で ボタ ン ン に 弥 が つけ られ KEDU 


ボタ ン 自 身 の 色 を 決め る 。 -~ x 
ボタ ン の 色 влаплеско ушып, 下 の グ ラフ イッ クス は 兄 え な く な る 。 これ を 避け る た め に は カラ ー o 
ナン バー を 0 に 指定 すれ ば 透明 に な る | 


カー ド に ジャ ンプ し て きた と き に , 自動 的 に ボタ ン を 実行 す る た め の 設定 て 。 待ち 時 間 を 含め て 実行 | 
順序 を 指定 で きる 。 。 
た と えば , 1 枚 目 の カー ド で て オープニング の サウ ンド を 鳴ら し タイ トル を 表示 。 次 の カー ド に 飛び , 

アニ メー ショ ン で グラ フ を 書き 出し た あと , 解説 の カー ド に 飛ぶ 。 

複数 の カー ド の みな ら ず 複数 の フォ ル ダ ー に わた っ て 設定 が 可能 て , デー タ の 容量 さえ 気 に し な けれ | 
ば いく ら で も 長い スト ー リ ー を も っ た シナ リオ を 実行 で まる の で , 簡単 な アレ ゼン テー ショ ン Ja 
な ら 楽 々 こなし て し まえ そう で ある — 


自重 実行 が 設定 され て いる 場合 前 の シー ケン ス が 終わ っ て か ら 設定 され て い : 
する まで の アイ ドリ ング 時 間 を きめ る 。 ーー 
ポー ズ を は さ み な が ら , 順次 自動 的 に 絵 を 表示 し て いく と き な ど に 使用 する 
上 記 以 外 の パラ メー タ を も つ ボ タ ン の 場合 ここ て 指定 する 。 ボ ポタ ン の 機 
オプ ショ ン 類 が 違い ,。 パラメータ 名 が 表示 され る 。 

た と えば 一 度 決定 され た リン ンク 先 の 変更 や 音 の 変更 な ど を 行う 


ЭТ О ша Н+ а” 
表示 色 


枠 の 形 


自動 実行 


rr r 


も か まわ な い 
⑧ 絵 の 表示 (切り 替え) 
あら か じ め 登 録 し て ある フル 画面 の グラ 
フィ ックス を 表示 する 。 
グラ フィ ックス モー ド は すべ で て の も の が 
表示 可能 で ある 。 
カー ド 自身 の 表示 は クリ ア さ る れ , 指定 きる 
れ だ グラ フィ ックス に 切り 替わり , マウ 
ス の 右 ク リッ ク も し く は , 自動 実行 設定 
時 の タイ ム ア ウ ト で 元 の カー ド に も どる 。 
⑨ 絵 の 表示 (重ね ) 
カー ド 上 の 指定 され た 位置 に グラ フィ ッ 
クス を 重ね て 表示 する 。 
表示 範囲 は 元 に な る グラ フィ ックス 自身 
の 大 きる に より 決定 され , パパ レット ナン 
バー 0 は 透明 色 と し て 扱わ れ カ ー ド の グ 
ラフ ィ ッ クス を 部 分 的 に 不定 形 で 透け る 
せる こと も 可能 で ある 。 
また だ た 元 の デー タ が 256 色 の デー タ で は な 
か っ だ た 場合, 256 色 の 中 か ら 近 い 色 に コン 
バー ト さ る れ て 表示 る れる 
⑩ 音 の 再生 
FM 音源 に よる BGM フ ァイル と ADPCM 
СЕРИН УРО РСМ УУ 
イル を 再生 する 。 
デー タ の 最後 まで 再生 する か , 右 ク リッ 
ク で 強制 的 に 止め ある まで は ほか の 機能 と 
パラ レル に 実行 る れる 
⑪ ア ニ メ 再 生 (切り 替え ) 
フル 画面 の アニ メー ショ ン を 再生 し 終了 
後 , 元 の カー ド に も どる 。 | 
自動 実行 が 設定 され て いな い 場 合 , リリ 


ー ス 版 で は シス テム ライ ン に アキ ルウ の : 


レー マー」 の テス ト デ プレー と 同じ 機能 の 
アニ メー ショ ンコ ント ロー ル 用 の メニ ュ 
ー バ ー が 表示 る れる 予定 で ある 
⑫ ア ニ メ 再 生 (重ね ) 
アニ メー ショ ン を カー ド 上 任意 の 位置 に 
画面 の 4 分 の 1 の 大 きる で 再生 する 。 こ 
の 場合 アニ メー ショ ン 作 成 時 に 背景 を 同 
時 ロー ド に 設定 し て いて も 無視 され る が , 
オブ ジェ クト の トレ ー ス に よる 背景 化 は 
可能 で ある 。 
カー ド に 設定 され て いる 背景 や テキ スト 
と の 混在 が 可能 で ある の で , クリ ッ プ ア 
ニメーション と し て 使う こと が で きる 
(ШЕ м 
新規 ボタ ン 一 覧 で 機能 名 が ヌル に な っ て 
いる ボタ ン の こと で ある 


何 $ も し な い ボ タン と いう より も 何 も き せ 
な い ボ タン で , 実際 に は 共通 部 で 設定 る 
れ だ た だ ボタン を その カー ド に 限っ て 機能 き 
せな いよ うに か ぶせ て 設定 する 
⑪⑬⑭ 表 示 ノ 隠匿 

テキ スス や が テキ ックス に か が ぶせ て 設 
EL, クリ ッ ク き れる だ びに この ボタ ン 
自身 の 属性 を 切り 替え る こと で 下 の 文 字 
や 絵 を 表示 し た り , 隠し た りす る 機能 を 
も つ 


Sec.3 


P 1 の 操作 


PI で の 基本 的 な 操作 は , 対象 物 セ れ マ ウス 
で 選ん だ あと , メニ ュー か ら 有 目的 の 動作 を 
選択 する こと で 行わ れ , カッ ト , 
ペー スト に よる 編集 ほじ アレ ンジ で だい てい 
の こと は 済ま せる こと が で きる 。 

次 に その 機能 か ら 大 ま か に 5 つの モー ド 
に 分 け て その 内 容 を 見 て みよ う 。 こ の モー 
ド は 解説 の た め 便 宜 的 に 分 類する も の て 実 
際 の 操作 体系 と は 無関係 で ある 。 


動作 環境 の 設定 


РІЗ, 扱う エー ザー の 用 途 に よっ て その 
レベ ル を 規定 ずる こと が で きる (写真 3)。 


コピ ビー, 


| 写真 環境 設定 で モー ド 設 定 を 選択 


БЕ э) 2))9о/Х-а-Ф "РСХЕЗ 


これ は 他人 の 作っ た だ フォル ダー や , 完成 
し た フォ ル ダ ー を , 不用 意 に 変更 不可 能 に 
し た い 場 合 や 、 ある い は カー ド 作 成 時 の 手 
順 が ユー ザー の レベ ル に よっ て 若 十 違う の 
С, 行い た い 作 業 を 能率 的 に こなす だ た め に 
設定 する 。 

その ほか , ブリン,。 スキ ャ ナ 。 ビデ キオ 
な どの 入出 力 機器 の 設定 や ドラ イブ の 切り 
ЖА, PI 用 の ディ スク 作成 , ガー ベー ジ な 
ど ド ライ ング 関係 の 処理 を 行 う (写真 4, 5), 

デー タダ の 編集 

PI は 基本 的 に は ほか の アプ リ ケ ー シ ョ 
ンジ で 作ら 5 れ だ データ を 扱う こと を 前 提 に 作 
られ て いる が , 取り 込ん だ デー タ を 修正 す 
る だめ の エディ ペタ 機能 (写真 6) b ARL 
て いる 。 

文字 の 編集 は 閲覧 時 に 文字 枠 内 を クリ ッ 
ク し て 自動 的 に 編集 モー ド に 移る こと が で 
き (写真 7 ), マウ ス を 使っ て の 範囲 指定 ( 写 


же) で カッ ト 。、 コ ビー。 ペ ーー スト が 可能 
で ある 。 


的 に 取り 込ん だ り , 送 に Export で 指定 し 
た 範囲 を ファ イル に 書き 出す こと が で きる 。 
音 の 編集 で は サン プリ ング , РСМ, BGM 
ыы 


Жа. J 55% ; A в, 
2 o — 


Хе 
м 


PAD 表示 効果 の 設定 画面 
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ЕЕ б 共通 部 編集 メニ ュー 


ファ イル の 編集 作業 , 登録 な ど を 行う (5 
#9). 

絵 の 編集 で は 各 ス クリ ー ン モー ド に 対応 
し た 編集 作業 を 行え , 独立 し た アプ リ ケ ー 
ショ ン と し て 使え る くら い の 機 能 を も っ て 
いる (写真 10) 。 


デー タ の 登録 


PI で デー タ を 骸 え る よう に する だ た だめ に 
は あら か じ め 絵 。 音 , アニ メ の 各 フ ァイル 
ご と 登録 作業 を 行い イン デック ス を 作 
成す る 必要 が ある 。 TORFA AZ EOR 
登録 ファ イル 一 覧 か ら 6 再生 , 確認 し た あと 
登録 され る (写真 11) 。 

登録 後 は , 複数 の カー ド か ら の 参照 が 可 
E で ある が , 元 の デー タ が 変更 さき れれ ば , 
変更 さき れ た デー タ を 参照 する こと に な る の 
T, デー タ の 変更 に は 注意 を 要する 。 

ここ で や だ な い の は 、 РИУ ТИГ 
番 気 に な る 点 が この 登録 作業 で ある 。 グラ 
フィ ックス や サン プリ ング 音声 の ょ うな 大 
き な デ ー タ を フォ ル ダ ー ご と に も つの は 効 
率 が 悪い と 判断 し て の こと と は 思う が , フ 
ォ ル ダー を ほか の ディ スク に コピ ー す る と 
き な ど の 扱い が 類 雑 で ある 。 

確か に イン デック ス を 作成 し, それ を 頼 
り に 検索 する の は 大 型 デ ゲー タベース の 方 法 
で 記憶 メデ ィ ア の 大 容量 化 に みあ っ て いる 
と も いえ る が ,。 これ が ユー ザー に と っ て 最 


良 の 方 法 か どう か 疑問 の 残る と ころ で ある 。 


カー ド の 編 


基本 的 な 操作 は 同じ で 対象 物 セ マウ ス で 
ЖО, メニ ュー が から 目 的 の 項目 を 選択 する 
(2812). 
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最初 か ら 作 り 始 め る より ほか の フォ ル ダ 
ー な り , カー ド か ら 必 要 な も の を も コピー し 
て き て アレ ンジ する こと で ほとん た ま の も の 
は 作れ る が , メニ ュー 構成 自体 を の よう に 
使わ れる の を 前 提 に し た も の に な っ て いる 。 

初め て フォ ル ダ ー を 作る 場合 も , と りあ 
ぇ ず は 添付 の サン プル フォ ル ダ ー や フォ ー 
ム 集 を 改造 し て 自分 な り の アイ デア を 盛り 
込ん だ フォ ル ダ ー を 作る の が 良い だ ろ 2 う 。 

カー ド の 閲覧 

ユー ザー が , 自由 に カー ド か ら カ ー ド に 
飛び 回 れる よう , 色々 な 検索 , ジャ ンプ 方 
法 が 用 意 る れ て いる 。 

雑誌 を パラ パラ めく っ て お も し ろ を そう な 
記事 を 探す よう な 順次 表示 (写真 13, 14), 
並べ て 表示 る れ た カー ド の 縮小 イメ ー ジ か 
ら 選 ぶ カ ー ド 一 覧 , いま まで 見 て きた 16 枚 
前 まで の 中 か ら 選 ぶ 表 示 履 歴 (写真 15。 16) 
な ど , ユー ザー の 自由 な 発想 に 対応 で きる 
機能 が 盛り 込ま れ て いる 。 


бес.4 
PI の 将来 性 


PC-Engine は PC-88VA を 制御 する ア 
プリ ケー ショ ン の た だ た め の 環 境 で ある 。 そ し 
て BASIC は より 手軽 に ユー ザー が アプ リ 
ケー ショ ン を 開発 , 実行 する た だ ため の 環境 で 
ある 。 

ょ っ て PI も PC-Engine の 上 位 に 位置 
する 新しい 開発 プラ ス 動 作 環境 な の で ある 。 

し だ が っ て N88- BASIC か 6 N88- УЗ 
BASIC まで バー ジョ ン ア ッ プ し 続け た よさ 
う に ハー ド の 拡張 し ニー ズ に 従っ て PI $ 
PC-88VA と 共に 進化 し 続け る べき で あろ 
5. そこ て 今後 ぜひ 拡張 し て は ほしい 機 能 と 
LT, 専用 の 言語 の 搭載 が ある 。 PI の イン 
タフ ェ ー ス を 生か し だ , だ た と えば アイ ュ コン 
を フロ ー で つない で いく 〈《 よ うな 初心 者 で も 
扱え を る ビジ ュ ア ル な 言語 は で どき な い だ ろ 25 
か 。 肥大 し きっ た だ BASIC に 代わ b BASIC 
の 担っ て きだ た も の を すべ て 引き 継げ る 可能 
性 を PI は 生ま れ な が ら も っ て いる 。 同時 
に Hyper Сага を 手 本 と し だ 以上, オリ ジ 
ナル に 追い つき , 超 ん える だ け の パフ ォ ー マ 
ンス を 期待 る れる 宿命 を も も っ て いる の で 
ある 。 


| r 2 
何 に 使う /2 
РІ» 
Ехатріе 


スタ ジオ BC 
石 葉 直志 


「P の 必然 性 は 
ここ に ある 


前 ペー ジ で 解説 し た , PI の 機能 は お 分 か 
り いた だ だ びました か ? 
PC-88VA2/VA3 が 登場 し て , その ハー 
F, ツ フ ト の 機能 強化 し と も に , まっ た く 
新しい コン セプト の アプ リケーション ソフ 
ト , PI が 今回 登場 し た わけ で す 。 

こん どの PC-88VA3 の 機能 で 特筆 すべ 
き 点 は , 9.3M バイ ト と いう , 従来 で は 不可 
能 に 近かっ た 大 容量 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 
内 蔵 し た こと だ らい えま す 。 

思え ば PC-88VA が 発売 され て 1 年間, 
CG の 製作 を 生活 の 一 部 と する 私 の よう な 
も の に と っ て , PC-88VA の グラ フィ ッ ク 
ス 機 能 に 満足 する 半面 , 製作 し た 作品 の 保 
存 は 頭 の 痛い 問題 の 1 つ で し た 。 

従来 の 2HD フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 容量 
だ と , 65,000 色 の 絵 を 4 一 5 枚 し か 保存 で き 
ませ ん 。 仕事 や プラ イベ ー ト で 絵 を 描い て 
いる と , まだ だく 間 に 膨大 な 量 に な り , Ш 
十 枚 と いう デー タデ ィ ス ク が 必要 に な り ま 
+. 

こん と の 9.3M バイ ト の フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク で 容量 の 問題 が 解消 る きれ た わけ で す が , 
デー タ の 容量 が 多い ほど , ファ イル の 種類 
は 枝葉 末 節 に 分 か れ , その 「 デ ー タ の 管理 
を どう する か ? 」 と いう 問題 が 新た に 派生 
し て くる わけ で す 。 

ここ で , PI の よう な 性 格 の ソフトウェア 
の 必然 性 が 生ま れる わけ で す 。 
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са», た だ の デー タ の 管理 だ と 市 販 さ る 
れ て いる 「 カ ー ド 型 デ ゲー タベース 」 で 十分 
な の で す が , PC-88VA あ る い は PC- 
88VA2/VA3 で 扱う デー タ は グラ フィ ッ ク 
x, W, XF, アニ メー ショ ン が 混在 し て 
いま す 。 PC-88VA ファ ミリ ー が あら ゆる 
も の を 創造 する マル チタ スク , マル チ ス テ 
ーション で ある 以上 , それ を 管理 する デー 
タベース も マル チ ス テー ショ ン で ある 必要 
が ある わけ で す 。 

この よう な ユー ザー の ニー ズ に 応え た , 
を し て 数 々 の 可能 性 を 秘め た この PI, 使い 
方 は いろ いろ 考え られ ます が , その 一 例 と 
し て それ ぞ れ の 生活 場面 に 応じ た 活用 例 を 
ШЛЕТ. 


оне 


PC-88VA シリ ー ズ の す で て の ジャ ン ル 
の デー タ を 扱う こと が で きる PI を 使う と , 


いっ だ い ど ん な こと が で きる の で し ょ うか 。 


まず は じ め に , 日 常 生活 に 身近 な , スケ 
ジュ ー ラ と し て 使っ て み ま し ょ 2 う 。 

写真 2 - 5 は , PI の 発表 会 用 の デモ ンス 
トレ ーション で , 家族 全員 の 週間 予定 表 と 
し て 作ら れ て いま す 。 

PI は 絵 と 文字 の 集まり で ある カー ド か 
6, 別 な が カード へ 行っ た り 来 た り する こと 
が で きる の で , それ を 利用 する と この よう 


な も の も 簡単 に 作り , 使 2 こ と が で きま す 。 


カー ド の 説明 を する と , まず 家族 の 誰 の 
予定 を 見 る の か を 選ぶ カー ド (写真 2 ) が 


あり , 誰か を 選ぶ と その 人 の 一 週間 の 予定 
の 項目 だ け 表 示 る れる カー ド (写真 3) に 
移行 し ます 。 

を こ で , 次 に 曜日 を 選ぶ と , その 日 の 詳 
し い 予 定 の 書か れ だ た カード (写真 4) に 行 
х, その な か で いく つか ある 予定 の 1 つ を 
選ぶ と 。 さら に 詳し いこ と が 書か れ だ カー 
ド (写真 5) が 表示 る れ ま す 。 

また , カー ド か ら カ ー ド へ の 移行 が 自由 
<, 一 日 の 了 予定 が 書か れ た カード か ら は , 
次 の 日 と 前 の 日 , 週間 予定 , 家族 全員 の カ 
ー ド に , そし て 1 つの 予定 の 詳細 が 書か れ 
た カー ド か ら は , 週間 予定 の カー ド お よび 
一 日 の 予定 の カー ド に, それ ぞ れ ジャ ンプ 
て さき ます 。 

比較 的 簡単 な 構造 で す の で , 今回 は これ 
を 実際 に 作っ た 場合 を 想定 し て , PI の デー 
タ の 作り 方 を , 順 を 追っ て 説明 し ます 。 

な お , PI に は , ユー ザー レベ ル と いう も 
の が あり ます が , 「 初 級 」 は デモ ンス トレ ー 
ショ ン 画 面 で す の で 「 中 級 」 を 選ぶ こと に 


4 РЮО) 

ベー スカ ー ド (写真 1) が 表示 る れ ま す 。 

PI は デー タ を 作っ た り 変 更 し た りす る 
L, その 都度 ディ スク に 書き 込み ます の で 
++, デー タデ ィ ス ク を 作成 し ます 。 

РС メニ ュー の 「 初 期 化 」 を 選ん で 実行 し 
2%. 

2 ご これから 作る カー ド の 集まり (フォ ル 

ダー) を 作り ます 
① ベ ー ス カー ド が 表示 る れ て いる 状態 で 


メニ ュー バー「 共 通 部 編集 」 の 「 新 規 フ 
ォ ル ダー」 を クリ ッ ク し ます 

② フ ォ ル ダー 名 を 入力 し ます 。 今 回 は 「 フ 
た ガイ ナリ も て も も 本 を あま 
③ 自 動 的 に , いま 作っ た フォ ル ダ ー の 1 
枚 目 の カー ド が 作ら 6 れ 表 示さ れ ま す 。 し 
PL, まだ 絵 も 文字 も 作っ て いな い の で , 
見 た 目 は 何 も 表 示さ れ ま せん 

ここ で ベー スカ ー ド に も どる と 。 いま 作 
っ だ 「 フ ァ ミ リー ダイ アリ 」 と いう ホル 
ダー 名 が 表示 る れ て いま す 。 

3 | 枚 目 の カー ド の 背景 画 を 描き ます 
① カ ー ド 編集 メニ ュー の 中 の 「 背 景 編 集 」 
を を クリック し ます 

DPI に 組み 込ま れ て いる グラ フィ ッ ク 
エディ イタ が 起動 し ます 。 こ れ は な か な か 
使い 勝手 の いい エディ タ な の で , これ を 
使っ て 家族 全員 の 顔 が 入っ た 絵 (写真 2 ) 
を 描き ます 

③ 絵 が で どき 上 が っ た 6, メニ ュー バー「 背 
景 操作 」 の 中 の 「 終 わり 」 を クリ ッ ク し 
作画 を 終了 し ます 

④ 背 景 が びき まし た 

4 枚 目 以後 の カー ド を 作り ます 
① メ ニュ ー バ ー「 カ ー ド 編集 」 の 中 の 「 新 
規 カ ー ド 」 を クリ ッ ク し , 1 枚 目 の カー 
ド の うし ろ に , 新しく カー ド を 作り ます 
② そ の カー ド が 表示 る れ ま す が , 先ほど 
自動 的 に 1 枚 目 の カー ド が 作ら れ た と き 
と 同じ で , 見 た 目 は 何 も 表 示 る れ ま せん 。 
同じ よう に 「 背 景 編集 」 を クリ ッ ク し エ 
ディ タ を 起動 し ます 。 ノ パパ の 一 週間 の 予 
定 が 書き 込め る スペ ー ス を も っ た 絵 (E 
КЗ) を 描き ます 

③ こ の カー ド に は , 一 週間 の 予定 を 書き 
込む 必要 が あり ます の で , その た め の 文 
字 枠 を 作り ます 

④ カ ー ド 編集 メニ ュー の 「 文 字 枠 編集 」 
を クリ ッ ク す る と , メニ ュー バー に 「 文 
字 枠 操作 」 が 加わ り ま す 

⑤ そ の 中 の 「 新 規 文 字 枠 」 を クリ ッ ク す 
る と , 画面 中 央 に 文字 枠 が 表示 る れ ま す 
⑥ 文 字 梓 の 角 に カー ソル を も っ て いく と , 
カー ソル の 形 が 変化 し ます の で , その 状 
態 で マウ ス の 左 ボ タン を 押し た まま , Я 
を 引っ 張る よう に 文字 枠 を 広げ , 週間 予 
定 を 書き 込む ゆえ スペース の 上 に 重ね ます 
⑦「 文 字 枠 操作 」 の 「 文 字 枠 情 報 」 を ク 
リッ ク し 「 表 示 色 」 以 外 を 透明 に し て , 
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「 文 字 枠 操作 」 を 「 終 わり 」 ま す 
5 Pp 枚 の カー ド が で きま し た の で , これ 

ら を 結び つけ ます 
① ジ ャ ンプ メニ ュー の 「 最 初 の カー ド 」 
を クリ ッ ク し , 1 枚 目 の カー ド に も どり ま 
す 

② カ ー ド 編集 メニ ュー の 「 ボ タン 編集 」 
を クリ ッ ク す る と 。 メニュー バー に 「 ボ タ 
ン 操 作 」 が 加わ り ま す 
⑧③ そ の ボタ ン 操 作 メ ニュ ー の 「 リ ンク 」 
を クリ ッ ク し ます 

④ リ ンク 先 の 指定 も うな が す 表 示 が あり 
ます の で , ジャ ンプ メニ ュー の 「 次 の カー 
ド 」 で 2 枚 目 の カ ー ド を 表示 る せ , 「 こ の カ 
ー ド 」 を クリ ッ ク し ます 

⑤ 自 動 的 に 1 枚 目 の カー ド が 表示 る れ ジ 
ャ ンプ ボタ ン が で き て いま す (閲覧 時 に は 
この 上 を クリ ッ ク す る と , 2 枚 目 の カ ー ド 
に 移行 する こと が で きま す ) 

を の ボタ ン を クリ ッ ク し て , マウ ス の ボ 
タン を 押し た まま ノッ ツ パ の 似顔絵 の 上 に 移動 
きせ ます 
6 同様 に 8 枚 目 の カー ド か ら 1 枚 目 の カ 

ー ド に も どる ボタ ン も 作り 「 ボ タン 操 
作 」 を 終了 し ます 。 

家族 全員 の カー ド (1 枚 目 ) と , パパ の 
週間 予定 の カー ド (2 枚 目 ) が その 関係 も 
әт, できあがっ だ わけ で す 。 

7 ママ , 男の子 , 女の子 の 週間 予定 の カ 
ー ド も 作り , さら に は 一 日 の 予定 カー 
к, ひと つ ひ と つの 予定 の カー ド も 同 
様 に 作り , 結び つけ ます 

や り 方 は , パパ の カー ド の 場合 と まっ た 
(MECT. 

全部 で き 上 が る と , 家族 全員 の 週間 子 定 
表 の 完成 で す 。 

PI の デー タ は 基本 的 に この よう な 手順 
で 作り ます 。 

今回 は PI と いう 名 前 を 初め て 耳 に する 
人 に も 分 か がかっ て い だ だ ける よう に , 簡単 な 
方 法 ど だ け を 使っ て いま す が , ちょ っ と 工夫 
すれ ば いろ いろ な 楽し み 方 が で きま す 

事実 , 写真 の 「 フ ァ ミ リー ダイ アリ 」 も 
先 の 方 法 ほ と は 少し 違っ て いま す 。 

1 枚 目 の カー ド か ら 2 枚 目 に 行く た め の 
ボタ ン は , 透明 な も の を パパ の 似顔絵 の 上 
に 同じ 大 きる さ , 同じ 位置 で 重ね て ある そう 
ЖҮ, 

まだ , 背景 画 に 関し て も , rZ°SSTAFF) 
42 


写真 pc 
「 ビ デオ イン デック 
ス 」 の カー ド 


写真 / 
「 作 品 集 」 タ イト ル 
画面 


(ツァイ ト ) ЖЕО, グラ フィ ッ ク エ デ タ # 
タ で あら か じ め ま と め て 絵 を 作っ て お いて 
か ら カ ー ド を 作っ て いま す 。 

文章 に する に は , その バリ エー ショ ン が 
多 す ぎ て と て も で きま せん が , РІЗ, X 
-, & アニ メー ショ ン な どの デー タ を ま 
きる に 自由 に 結び つけ る こと が で きま す 。 


Ехат.2 

EATV TA 

この よう な スケ ジュ ー ル 管理 の ほか に ., 
ビデ 等 sas ジグ 。 カセ ッ ト テ ー プ , CD, v 
ュー ド , フロッピ ー デ ィ ス ク な どの イン デ 
ックス も, PI を 使え を ば ビジ ュ ア ル で 楽し い 
も の が 作れ ます 。 

PIR, 文字 列 お よび アニ メー ショ ン , 
BGM の タイ トル に よっ て , それ が 使わ れ 
て いる カー ド を 検索 する こと が で きま す の 


шш HHE 
E: 


С, 1 度 作 っ て し まえ ば, 目的 の も の が す 
ぐ ヾ 探せ て 便利 で す 。 

また , 同時 に PI な ら で は の 特殊 な イン 
デック ス も 考え られ ます 。 

た だ たとえば, カセット テー や な と の 
イン デック ス の 場合 , 曲 の 頭 の 数 秒間 (Ж 
部 で も いい で すけ ど ) を サン プリ ング し て 
お け ば , 曲 を 聞き な が ら 検 索 す る こと も で 
SETLI 3 

従来 は 曲 を 探す š, その 曲 の イメ ー ジ 
だ け で , 曲名 や 作曲 者 名 が 分 か ら な けれ ば , 
どう に も 探し よう が あり ませ ん で し た 。 

一 曲 一 曲 サ ンプ リン グ す る の は , か な り 
面倒 で す が , 従来 の 曲名 で 検索 する 方 法 よ 
у, は る か に 分 か りや すく 〈 く スピー ディー 
な 方 法 だ と 思い ます 。 

ほか に も 使う 人 次 第 で , いろ いろ な 形 で 
利用 で きる は ず で す 。 


Ехат.3 
_ 作品 集 


なか 
ックス に 使う こと を 考え て きま し た が , を 
れ は P I の 構造 や フォ ル ダ ー の 作り 方 を 解 
説 す る た め の 作 例 で , 
遊び 感覚 で 使う ほう が , 
う に 思い ます 。 

私 は 趣味 で 作っ た アニ メー ショ ン や グラ 
フィ ックス が いく つも あり ます 。 

を の うち の いく つか は , 一 連 の 作品 と し 
し て , いく つか まとまり の ある も の に な っ 
て いま す 。 それら を 1 枚 の ディ スク に ま と 
め て , タイ トル を つけ 作品 集 の よう な も の 
を 作っ て み ま し た (写真 7 )。 

この 作品 集 は , 今回 の 記事 の た め に 作っ 
だ た も の で す が , 発表 する 了 予定 が な く て も , 
自分 の 作品 を この よう な 形 で 1 つ に まとめ 
て みる の も 楽し いも の で す 。 


“Ехат.4 
長編 アニ メ 


も ーー нивен М 

, 容量 の 関係 で 制約 の あっ た アニ メ フ レ 
ие ее, 
T, 長編 アミ ニメーション を 作る こと も で き 
る の で す 。 

これ は , 
は 自動 実行 た いう 
きる か ら で す 。 

自動 実行 し は , その ボタ ン の ある カー ド 
の 内 容 を 自動 的 に 実行 する と いう も の で 
ジャ ング , Ойт, アニ メー ション, В 
GM な ど , どん な ボタ ン に も 設定 する こと 
>C als 

だ と えば スタ ー ト る せる と 1 番目 の アニ 
メー ショ ン が 実行 る きれ, その アニ メー ショ 
ン が 終わ る と , 
と いう よう に 自動 実行 ユ せ る こと も で きる 
の で す 。 

アニ メ フ レ ー マ ー で は , デー タ 容 量 に 限 
界 が あり , 長い じい ストー リー の アニ メー ショ 
ン は 作れ ませ ん で し た 。 それ に 背景 も 1 枚 
だ け で , 途中 で 変更 する こと は で きま せん 
TER, 

し か し , PI な ら 前 述 し た 自動 実行 機能 を 
使っ て , 映画 に 負け な い 壮 大 な スト ー リ ー 
も 作る こと が で きま す 。 


ょ より お も し ろ い よ 


前 述 し た よう に PI の ボタ ン に 
も の を 設定 する こと が で 


本 来 は , 趣味 と し て , 


2 番目 の アニ メー ショ ン へ , 


— ВИ 
RIP TIP 


これ まで 解説 し た 作品 集 に し て も , 長編 
アニ メー ショ ン に し て も , ほか の ソフ ト で 
作っ た も の を , 1 つ に まとめ た だ たり, リン ク 
する の に РІ を 使っ て いる すぎ ませ ん 。 

これ で は , PI の 本 来 の 能力 を 生か し きっ 
て いる と は いえ ませ ん 。 

を こ で , PI を 使い こなせ る よう に な っ た 
о, 絵 や 文字 アニ メー ショ ン , 音 を 同時 
に 重ね た 作品 を 作っ て みた いと 思い ます 。 

写真 8.9 は その アイ デア の 1 つ で す 。 PI 
の 構造 を 考え を る と , アド ベン チャ ー ゲ ー ム 
に 近い も の が 比較 的 作り や すい で し ょ う 。 

し か し , アド ベン チャ ー ゲ ー ム 専用 の ツ 
ー ル と いう わけ で は あり ませ ん の で , で き 
な いこ と も だ て きん た あり まず 。 ア デイ テム を 
拾っ て いく よう な も の は , 不可 能 で し ょ う 。 

そこ で PE で て では, ゲー お ます て は で と か な さく 
と も , ゲー ム と 絵本 の ちょ うど 中 間 の ょ う 
な も の が , お も し ろ る い の で は と 考え て いま 


(ШЫ 


+. 

スタ ー ト する と 背景 が 表示 られ, 道 が い 
ろ い ろ な 方 向 に 分 か れ て いま す 。 ど ちら に 
進む か は , プレ イヤ ー が 選び ます 。 北 を 選 
ん だ な 6, キャ ラク タ が BGM に の っ て 歩 
з, 背景 が 流れ て いき ます 。 分 岐 点 ま で 進 
ГЕ, 動き が 止ま っ て 状況 が 文章 で 表示 る 
れ , また 進む 方 向 を 決め ます 。 

これ な ら ス トー リー 性 も あり , 絵本 の 感 
覚 で 同時 に な ぞ 解 きも 楽し め ま す 。 


Exam.6 
アサ ガオ の 観察 
最後 の 作例 も , PI の きま ざま な 機能 を 活 
用 じ た も の で す (写真 10 一 13)。 
これ は PI の サン プル フォ ル ダ ー の 1 つ 
で , アサ ガオ を テー マ と し た も の で す 。 
誰 も が , 幼い ころ 夏休み の 宿題 で , アサ 
ガオ の 観察 を し た こと が ある と 思い ます 。 
この フォ ル ダ ー で は , 各部 の 名 称 が 全体 図 
と と も に 表示 きれ, クリ ッ ク す る と 各部 の 
構造 や , Ж ( 種 ) の で きる 仕組 み に つ いて 
х о зе Р Кеа оа А Т; 


2. 


шипаны 
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添付 の フォ ル ダ ー は 媒体 が 2 HD で あま 
り 多く の デー タ は 入り ませ ん が , ビジ ュ ア 
ル で 視覚 に 訴え る , 格好 の 教材 に な る の で 
は な いで し ょ うか 。 


P1 に 夢 を だ ぐす 


今回 は , で きた て の ソフ ト PI を 使っ て, 
早く も 「 何 を 催 る か が 」 に つい て 考え て み ま 
1. 7% 

私 自身 も まだ 使い こなせ ず に いる の で 
と り と め の な い 話 に な っ て し まい まし た だ が, 
あく まで も PI の 使い 方 を 考え る の は ユー 


ず ー な の で す 。 

$ ж. 文字 3 アニ バキ オッ 幸多 。 гаиа 
を 扱え る PIT の よう な ソフ ト は , いま まで 
前 例 の な いま っ だく 〈《 新 し いも の で ある と い 
EET. 

な の に な ぜ か PI を 使っ て みる と , 新 し 
いも の に 対す る 驚き より も ,「 な ぜ い ま まで 
な か っ だ の か 」 と 思う ほど ユー ザー フン レン 
ドリ ー な の で す 。 

コン ピュ ー タ は 実に きま ざま な 可能 性 を 
も っ て いる の に , いま まで PI の よう な ソ 
フト が な か っ だ た こと の ほう が 不思議 で す 。 


つま りこ の PC-88VA シリ ー ズ で は た だ 
漠然 と 技術 を 詰め 込ん で いる の で は な く 〈, 
OO が で きる よう な チュン ジン を 本 が 
い 」 と に テコ ン ネ セプト カ み 根 本 に ある よい う 
ИТ Ж 

ぃ いま まで ,。 ハー ド と ソフ ト ち も ユー ザー の 
関係 は ぼ ち ら か と いえ ば 「 ハ ー ド に 使わ れ 
て いる 」 と いう 感 が ね で を ませ ん で し た が , 
ここ に き て 。 この РОЖЕ: > 
っ と ユー ザー 優位 の 関係 が で き あ が り そ う 
な 予感 さき を する は ほど, 実に 「 革 命 的 な 」 ソ 
フト 。 Рибо 


マル チ ス テー ショ ン ・88 x 
I I#<6@S-VA7223u— PART. 
特集 VAJE 


É o ИСЛЕ, 
/ ニ メ フ レ ー マ ー が 
使わ れ た / Ее. 


| ーション の 制作 現場 と は どん な も の か , 「 ア ニ メ フ レー マー, 


この だ び , 4 月 か ら 放映 され て いる フジ テレ ビ の 「 ひ ら け / 
ポ ボ ポンキッキ 」 の アニ メー ショ ン に PC-88VA シリ ー ズ 用 アニ 


ト 4 制作 現場 リポ ボート は いつ だ い ど こ で 使わ れ だ の か , カラ ー ベ ー ジ の アニ メー シ 
スタ ジオ BC У 


制作 スタ ッ フ に 
参加 し た 
ぼく の 自己 紹介 


ША, ъй жр ДУР А, Же ЕТЕ а 
の 制作 スタ ジオ ・ ス タ ジ ォ オォ BC で アル バイ 
ト を し な が ら , 東京 芸術 大 学 の デザ イン 科 
に 籍 を 置く 大 学生 で す 。 

PC-88VA と アニ メ フ レ ー マ ー に 出合 っ 
だ の は , この スタ ジオ BC で アル バイ ト を 
MOTHO, そもそも まとも に コンビ ピュ 
ー タ と つき あっ だ の も 。 ここ か 6 だ と いっ 
Crer 9 

べつに, CG の 専門 家 で も な なく, アニ メー 
ショ ン に も 造語 の 浅い 素人 の ぼく が , な ん 
と テレ ビ の アニ メー ショ ン の 制作 に 携わっ 
て し まっ た の で す 。 な に も か も 初 体験 の 連 
Я, Жі, ぴっ くり の 毎日 で し た 。 

プロ の 作る アニ メー ショ ン の 制作 過程 と 
は ? どん な スタ ジオ で どん な 人 だ ち が が 関 
わる か ? と, ぽく の 貴重 な 体験 の 中 で 得 
た 知識 を , その 感動 と いっ し ょ に , 読者 の 
みな さん に 報告 し ます 。 


「 ひ ら け / ボ ポンキッキ 」 に 
アニ メ フ レ ー マ ヤー が 
採用 され る まで 


そもそも BC と の スタ ッ フ が アニ メ フ ン レー 
マー で テン レビ 番組 の アニ メー ショ ン を 模索 
し 始め た の は , PC-88VA と アニ メ フ レ ー 
сит СОС ЕСО, ここ 


ョ ヨン も 参考 に し て ほし い 。 


で は VA ОВЕ, ビデ オア ー ト ボー ド の 
説明 は し ませ ん が , それ まで の PC-8800 シ 
リー ズ や ほか の パソ コン で は ,。 リア ル タ イ 
ム に アニ メー ショ ン を ビデ オカ セッ ト に 落 
と し だ り , ア ニメーション の 中 に , TV や ビ 
デオ の 映像 を スー パー イン ポー ズ で きる も 
の は あり ませ ん で し た 。 普段 ば くだ た ち が , 
TV の コマ ー シ ャ ル や ニュ ー ス 番組 の タイ 
トル で 見 て いる コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ 
クス は , は と ん と どす べ で て , 大 型 の СС 専用 マ 
シン 上 で 1 コマ ずつ 作っ た 静止 画像 を ビデ 
ォ で 編集 し て 一 連 の 動き に し て いる の で す 。 
つま り , 一 連 の 動き の 確認 は 一 度 ビ デオ 
に 落と し て か ら で な いと 見 る こと が で きま 
せん か ら , ビデ オ 上 て 修正 や 変更 する ポイ 
ント が 発見 され て も , すでに は 対処 が で き 
ませ ん で し た 。 し た が っ て 。 ど の よ АДАШ 
の も の を , どの よう に 作り , 動か すか に つ 
いて は , 作り 始め る 前 に 十分 検討 し て か ら 
制作 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 し か も 
十分 に 検討 し て 始め た か ら と いっ て , 実際 
に で き 上 が っ た も の と , 初め の イメ ー ジ と 
が 頒 い 培う と いう こま は よ )《 ああ こも で 。 
静止 画像 か ら 修 正 を し て いる 時 間 が な いと 
き に は , 初め の イメ ー ジ や 演出 か ら か け 離 
れ だ も の で も や む を 得 ず 使っ て いる こと が 
$S. L UT, 

それ が アニ メ フ レ ー マ ー 上 で は , デザ イ 
ナー や 演出 家 の 意 見 を 確認 し な がら リア ル 
タイ ム に 色 や 形 , 動作 や を その 速 さ まで も 制 
作 ・ 修 正 を する こと が で きま す 。 


つま り , プロ が アニ メー ショ ン を 制作 す 
る 上 で も , アニ メ フ レ ー マ ー の この リア ル 
タイ ム な 対応 が 制作 効率 を 高め る の で は な 
いか 。: も 考 を だから で す 。 

を そこで, 小 る な 子供 た ち を 対象 と し た 幼 
児 教育 の 番組 に 焦点 も を 定め, アニ メ フ レ ー 
マー を 使っ た サン プル 作品 を い 《 つ か 作り , 
以前 か ら ス タ ジ オ BC と 仕事 上 関係 の ある 
「 イ ンク 」 に PC-88VA を 持ち 込み , アニ 
メ フ レ ー マ ー で 試作 し だ た アニ メー ショ ン を 
プレ ゼン テー ショ ン で 見 て も らい まし た 。 

する と 大 変 大 き な 反 応 が あり , その 場 で , 
フジ テレ ビ 放 映 8 チャ ン ネ ル の 幼児 教育 番 
組 「 ひ ら け / ポ ン キ ッ キ 」 用 の サン デル の 
試作 を 開始 する こと に 決定 し た の で す 。 


『 イ ンク 」 と いう 
クリ エイ ター の 集団 


「 ひ ら け / ポ ン キ ッ キ 」 を 制作 し て いる 
イン ク と いう 会 社 に つい て , 少し ざ 紹 介し 
た よう 。 

この 会 社 は テレ ビ , ビデ オォ オ , レー ザー デ 
ィ ス ク な どの 映像 メデ ィ ア と 幼児 教育 と の 
結び つき を か ね て か ら 追 求 , 実際 に この テ 
レビ アニ メー ショ ン だ け で は な くく ,。 いろ い 
ろ な 媒体 を 通し て 活動 を 行っ て いる クリ エ 
イ ター の 集団 で す 。 

今回 の 仕事 の ガチ ャ ビ ピン, ムック の キャ 
ラク ター で 知ら 5 れる 「 ひ ら け .,/ ボ ポン キッ キ 」 
に つい て は , 多分 , 読者 の 皆さん が 子供 の 
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ころ か ら 放 映し て いる , 息 の 長 い 番 組 な の 
で は て ЗСО 

現在 の 放映 時 間 は フジ テレ ビ 第 8 チャン 
ネル , 平日 月 曜 か ら 6 金曜 まで 午前 7 時 45 分 
か ら 8 時 30 分 まで の 45 分 間 と 夕方 に 再 放送 
が あり ます 。 


テレ ビ 番 組 制作 
と 
タイ ム テ ー ブ ル 


イン ク に アニ メ フ レ ー マ ー の サン プル を 
持っ て いっ だ の は , この 4 月 か ら の 「 ポ ボン 
キッ キ 」 の 番組 編成 会 議 が 始ま る ほん の 3, 
4 日 前 , 昨年 11 月 の 終わ り で し た 。 

テレ ビ 番 組 は , ご 承知 の と お り , 厳し い 
タイ ム テ ー ブ ル の な か て 制作 進行 し て いか 
な けれ ば な り ま せん 。 

だ っ だ 3 一 4 か 月 で 放映 で きる アニ メー 
ショ ン を 制作 する の は 並 大 抵 の こと で は あ 
2 “АСС” EI, ЗАМ 
っ た の で す 。 

何 は と も あれ , 番組 編成 会 議 用 の 絵 ユ コン 
テ を イン ク で 作り , 2 晩 徹夜 で 1 つの アニ 
メー ショ ン を 起こ し , 番組 編成 会 議 の 前 日 , 
これ も 徹夜 で , 品川 に ある イマ ジ カ と いう 
ビデ オォ 編集 スタ ジオ で 収録 し , 会 議 に 間 に 
合わ せま し た だ 。 

この と き に 作っ た 作品 は , アニ メ フ レ ー 
マー の アニ メー ショ ン の 特徴 の 1 つ で も あ 
5, A の 形 か ら 6 B の 形 へ 変化 する メタ モル 
フォ シス の お も し ろ る を 前 面 に 押し 出し た 
も の で し た (写真 〇 ②③@) 。 

会 議 の 結果 が 出 た の は 2 一 3 週間 も あと 
шос. 


| 本番 に 向かっ て 

制作 開始 ! 

ST, 本番 に 入る 前 に , テレ ビ の 映像 と 
し て ビデ オォ に 収録 する に あ だ り , いく つか 
の 問題 が 提示 され まし た 。 
① ア ニ メ の 画像 の 精度 の 点 で , ビデ オ 出 

440 КСВ 出力 の ほう が 良い 

まず , この 間 題 に 対し て は , 直接 NEC に 
問い 合わ せ を し , 相談 し た 結果 , 技術 部 の 
ほう で , КСВ 出力 を ビデ オォ に 接続 する た め 
の ケー ブル を 作っ て も ら 5 うこ と で 解消 。 
② で きる だ け な め ら か な 形 の キャ ラク タ 

L, その 動き を 得る た め に は , どう し 
て も オブ ジェ クト が 不足 する 
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© アニ メ フ レ ー マ ー の "メタ モル フォ シス 」 を 生か © 


し だ 絵 


この 点 に 関し て は , で き あ が っ た 絵 の 編 
集 作 業 で カバ ー す る こと で 解消 (写真 ⑤⑥ 
D). 

この よう に, 制作 に 入る 前 の 段階 か ら , 
次 々 に 問題 が も ちあ が っ て きま し た が, 7 
ニメーション の 制作 は 映画 の それ と 同じ チ 
ー ム ワー ク で , 多く の スタ ッ フ が 協力 し て 
完成 きせ ます 。 1 つ 間 題 が 起こ っ て も , 関 
係 者 . スタ ッ フ が 協力 し て , 1 つ ひ と つ 解 
決し て いく の で す 。 しかし, 1 つの 番組 を 
作 を と な る と , 子 想 は し て いま し た だが, 大 
変 な 作業 で す 。 


ドキ ュ ユメ ント 
キャ ラク 夕 制 作 か ら 
編集 まで 


で は , その 本 番 の アニ メー ショ ン が 完成 
する まで の 過程 を ドキ ュ メ ント 風 に ご 報告 
Ж К. 


お お ま か な 行 程 は , 前 半 は PC-88VA に 


よる アニ メー ショ ン (キャ ラク タ ) の 制作 , 
後半 は イマ ジ カ の スタ ジオ に お ける 編集 作 
業 で す 。 

2 月 15 日 イン ク か ら ラ フ コ ン テ が FAX 
で 届く ( 図 1)。 ス タ ジ オ ォ BC (以下 BC と 
表記 ) 内 部 で , この コン テ が アニ メ フ ン レー 
マー で 実現 で を る か て さき さ み を いも を する も で 


オプ ジェ クト 不足 を 補 つ だ め に , まず 下 の 段 の 
アニ メッ メ 在 作る 


© 次 に 上 の 段 の アニ メ を 作る 


7 2 つ を 合成 し て 1 つの アニ メ に する 


ひら が な 表示 、 


背景 に フラ ッ ク カッ ク 7 


ЖИ 
文字 が 分 か れ て 単語 


フラ ッ ク $ ッ ク カク 2 ひら いて 
Z. 9775732 


ザン ! 


こ あ ら TII 


最初 の 文字 に 
も どる 。 


うす れ ば 近い 形 に まとめ られ る か 。 まず 
FAX 用 紙 の 上 で 検討 を 始め る 。 紙 の 上 で 
わか ら な いと ころ は 実際 に アニ メ フ レ ー マ 
ー 上 で シミ ュ レ ー ト А ТАР; 

2 月 19 日 で きそう だ と いう 判断 の 元 に , 
イン ク グ と BC の トッ プ 会 談 。 スケ ジュ ー ル 
と 制作 費 の 確認 を し て , と に か く 〈 く やる こと 
に 決定 。 

2 月 24 日 イン ク と BC の 制作 担当 者 で , 
ラフ コン テ を 元 に し た 試作 を 下敷 き に し た 
打ち 合わ せ 。 イ ンク の イメ ー ジ と アニ メ フ 
レー マー の 機能 また は 制限 の 確認 (この 時 
点 で は , イン ク の 担当 者 が 十分 に アニ メ フ 
レー マー の 機能 を 理解 し て いな か っ た )。 こ 
の 話し 合い を 進め る 中 で , イン ク の アニ メ 
フレ ー マ ー に 対す る 理解 が 徐々 に 深まり , 
より 具体 的 な イメ ー ジ が 両者 に 浮か び 上 が 
る 。 

2 月 26 日 絵 コ ン テ 第 一 稿 が FAX で 届く 
( 図 2)。 や っ と コン テ が 出 た 。 ま だ 「 数 か 
Zi OR, 6 シー ン だ け で 全部 は そろ わ 
な い が , 何と か アニ メー ショ ン の 制作 に 取 
りか か る こと が で きる 。 作業 分 担 を 決め , 
と に か くく 始める 。 


(м) ⑦ コ アァ ラッ の! 
な に が か くれ て る ? 


・ た こ あ らっこ ! 


な に が か くれ て た 1? 


・ хә ох 5 
CN に キー モコ リア の 
о лз” 
= Х,У T="$ ょ っ 
Е 1-24 


3 月 1 日 「 数 か ぞ ぇ え 」 の 残り も も っ て イ 

ンク の 演出 担当 と デザ イン 担当 の 人 が 来る 。 
「 数 か ぞ え 」 は 出そろっ た だ た が, 「 因 果 関 係 ・ 

獲 と 県 」 は まだ 出 て こない 。 先 に 送ら れ て 

きた だ 分 の チェ ッ ク と 修正 。 本 日 の 分 の 解説 
と 説明 を 受け だが, 私 た ち が ょ よく 演出 を 理 
ІЕҮЭСІШСІГІ 522 иЕасВ, АУ? 

の スタ ッ フ 2 人 が その 場 で パフ ォ ー マ ンス 

を 演じ る 。 ジ ーッ と 見 入る ВС, 

3 月 7 日 「 数 か ぞ ぇ 」 の 第 1 稿 分 の アニ 

メー ショ ン を チェ ッ ク の た だ た め に ビデ オォ に 著 
と も て オッ ク へ も た だす 。 

3 月 9 屋 較 。「 数 か ぞ え 」 の アデ ニメーション 
の 修正 案 が FAX で 届く 。 実質 的 に これ が 
「 数 か ぞ え 」 の 上 第 2 稿 (3) と な る 。 か 
な り の 部 分 の 修正 を し な く て は いけ な 〈 く な 

る 。 ま た だ, 「 因 果 関 係 」 の コン テ ( 図 4) が 
2 つ (残り 1 つ ) も 届く 〈。 早速 テス ト ・ ア 

ニ メ を 作っ て みる 。 ま あま あの 動き 。 ホ ッ 

と する 。 

3 月 12 日 また 「 数 か ぞ ぇ 」 の 修正 案 が 届 
l 。「 因 果 関 係 」 の 残り の コン テ も 届く 。「 数 
か ぞ え を ん 」 に だ つい で は ,。 また , か な り の 修正 
を 要 す 。 こ れ が 第 3 稿 と な る 。 この 日 以降 
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FAX は 「 悪 魔 の 使い 」 と 呼ば れ , ビク ビク 
し な が ら 6 FAX が 送ら れ て こない よう に 祈 
る 毎日 と な る 。 

3 月 16 日 または 17 日 の 未明 。「 数 か ぞ 
ぇ 」「 因 果 関 係 」 す べ て 一 応 の 完成 を 見 る 。 
が し か し , 夜 が 明け れ ば 最終 チェ ッ ク が あ 
る た め , 予断 を 許さ な い 。 

3 月 17 日 最終 チェ ッ ク の だ た だめ イ ンク に 
VA を 2 吾 運び 込む 。 

29755, ARRIR ОЭ t 1 シー ン 
が 完全 に や り 直 し 決定 。 を の ほか の アニ メ 
ーション も 修正 多数 。 イ ンク で の 作業 も 深 
夜 へ と も つれ こむ 。 

3 月 18 日 

АМ 5:00 一 応 修 正 作業 が 終わ り , か た 
わら の ソフ ァ ー で 仮眠 。- と , Жозе, М 
東 地方 を 襲う 地震 に 起こ る れる 。 やり場 の 
な い 怒 り を 抑え を つつ また だ … 眠 る 。 
АМ 8 200 趣き る 。 と いう より , 69% 
り 起 こる れる 。 眠い 。 

АМ 9 :00 イン ク か ら 直 接 イ マジ カ に 
VA を 車 に 載せ て 向かう 。 テ レビ 番組 や 
CM な どの ビデ オォ 編集 を こなす , プロ の ス 
タ ジ オ で の 作業 は , 初め て の 体験 な の で, 
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数 か が ぞ え ・ 第 3 稿 「 数 な ぞ え 」 ビ デオ 編集 の 工程 
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「 因果 関係 」 ビ デオ 編集 工程 


本 当 は ワク ワク し て も よい は ず 。B@ の 人 
か ら 減 多 に 見 れ な いと ころ だ か ら よ く 見 て 
こい だ が を と だ きつ けら 6 られ て いた の に 、。 E 
も う 眠 い (だ け 。 
АМО VI と も す ネン チビ ピチ デオ や っ 
な で セッ ティ ング に 結構 時 間 が か か り , こ 
れ か ら ビ デオ 落と し 。 ホ ー ム ビデ オ な ら 6 ば 
何と か 分 か っ て も , プロ 用 機材 し も な る と 
全然 何 が 何 ど かわ から な い 。 眠 じ に な ど と い 
っ て いら れ な い 。 
PM 2 7007-9657, BC が 作成 も だ 
アニ メ フ レ ーー に よる アニ メー シル ョ ン を 
Mat LTIS YTI オイ ンチ ゼ デ ォ に 
収録 し 終わ る 。 こ れ か ら 「 数 か ぞ ぇ え 」 の シ 
ー ン の 個別 編集 に は いる 。 

ビデ オ 編 集 の 工程 は , 図 6 を 参照 。 
РМ 7 : 30 「 数 か ぞ ぇ 」 の 全 シ ー ン の 編集 
終わ る (写真 ⑧, ©). 
PM7:45 食事 を と る 。 こ れ が や た だら うま 
い 。30cm 位 の 重箱 に 入っ た 仕出 し 弁当 。 
1.000 円 は する だ ろ 2 う 。 
РМ 8 :00 「 因 果 関 係 」 の 編集 を 始め る 。 
イン ク の 人 が 描い た モル 画 が 絡ん で くる た 
D, だ っ た だ 3 シー ン の 編集 作業 な の に な か 


CNN 


№ 


с 


ARIY 


ーー で ヾ い wS 
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な か 進ま な い ( 写 真 ⑩Q⑪Q20⑬) 。「 因果 関 係 」 
で の ビデ オォ 編集 の 工程 に つい て は , 図 7 を 
参照 。 

РМ11:00 や っ と こき 終わ る 。 
(9009) BC 側 は これ で 帰れ る の だ が , 
イン ク の スタ ッ フ は , まだ これ か ら ほ か の 
編集 が ある の で 残っ て いる 。 若い 女 性 な の 
に か わい そう だ な , 。 と 思い つつ … で も 帰る 。 
PM11 : 30 VA を 車 に 積ん で イマ ジ カ を 
出る 。 

AM12 : 15 BC 帰着 。 家 に 帰り た か っ だ の 
に , 途中 で 道 を 間違え た だ た の で , 終電 に 間 に 
合わ な く な っ た 。 今 日 も BC 泊まり 。 で も イ 
マ 選 の で 寝る より は 一 一 と 思う 。 


大 き な 仕 事 を 終え て ・ 


イマ ジ カ で の 編集 作業 が 終わ っ て , 数 日 
後 , ダビ ング され た 作品 が 送ら れ て きま し 
tz 

作業 に 関わ っ て いた だ た ので, 作品 を 把握 し 
て いる の は 当たり 前 。 つ ま b, 完成 し た 作 
品 を 改め て 見 て も , 感動 は それ ほど な い の 
で す 。 

で も, 実際 に 放映 きれ て いる 番組 を 見 る 
L, 本 当 に 自分 が これ に 関わ っ た の か , と 
信じ ら 5 れ な い 気 持ち に も な っ だ り し て 。 

と に か くく , これ か ら PC-88VA と , アニ 


Ф 


メ フ レ ー マ ー は いろ いろ な メデ ィ ア で 今 委 
も 活躍 し て いく 〈《 で し ょ う 。 

まあ , ТЕ, 番組 を ご 覧 に が っ て 〈 く だ る 
г. ご 感想 待っ て ます / 


ramosar (б) 


Ф 


調 演 出家 に 


演出 サイ ドガ ら 見 て 

「 ア ニ メ フ レー マー」 の 
リア ルイ イム で 描け る 
と いう 点 は 魅力 で す 


編集 部 (以下 , 編 と 表記 ) : な ぜ 今 回 "アニ 


メ フ レ ー マ ー」 を お 使い に な っ だ の で すか 。 


浜野 : 実 を いう と, 15 年 前 か ら ポ ン キ ッ キ 
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КОЧ УХ, 
T> чам 


ас, ここ で は 「 ひ ら け ポン キッ キ ,」 放映 開始 か ら 制 作 を 
ご 担当 に な つて いる , 演出 家 の 浜 野 明 子 さ ん に 錠 回 の 裏話 , 


アニ メー ショ ン に つい て の 数 々 の ご 見 解 を お 話し い だ だ きま 
(=. 浜野 さん は 幼児 教育 と いう 視点 を と お し て アニ メー シ 
ヨン だ け で は な ぐ く , あら ゆる 映像 メデ ィ ア の 演出 ・ 制 作 を ぼ 
が け て いら つ し ゃ いま す 。 ア ニメーション の 専門 家 か ら 見 だ 
「 ウ ニ メ フ ウー マー」、 は どう だ つた の て で し よう が 。 


で は ユン ピュ ー タ を 使っ て 作っ た 映像 が か 
な りあ る ん で す 。 マ イコ ンー ス で 絵 を 入 


те が 98 7 制 か し て た わけ 。 ブ ログ 


ラマ に ,「 ど こま で 動か し て , 2 枚 切り 返し 
Сіз, PC シリ ー ズ の 初期 の ころ か ら 使 っ 
ТАЯТЬ. 

「 ア ニ メ ラ レー マー」 と いう の を 見 て み 
ょ うか な と 思っ だ の は , 演出 サイ ド で リア 
ル タ イ ム で 修正 が 利く で し ょ う 。 それ が い 
ちば ん 魅 力 ど か ら 6 使っ て みよ うか が と 。 


採用 , 不 採用 と いう 大 き な 問 題 と は 違う 
ん で すね 。 だ と えば 演出 で 絵 の ト ー ン を 決 
め よ うと いっ だ と き に 。 どの アニ メー ター 
で や ろう か と いう 質 の 問題 より は , 演出 サ 
イド に と っ て , それ が ツー ル に な りう る か 
どう か と いう こと が 間 題 な ん で す 。 

アニ メ フ レ ー マ ー っ て いう の は , 演出 家 
に と っ て リア ル タ イ ム て 修正 が 利く と いう 
たこ ある に 一 基 が あっ た だ た 、 — SE ASS ФА, 
リナ ルオ すみ で 束 圧 きる わり に は 。 まだ 


まだ 9 

編 : まだ 融通 が 利 か な い ? 
浜野 : まだ 利 か な い 。 

正直 に いう と , 全部 合成 し まし た 。 全面 
が コン ピュ ー タ の 「 ア ニ メ フ レー マー」 だ 
け の 絵 で は な いん で す 。 コ ンピュータ アニ 
メ っ て いう こと て 売る 番組 じゃ な いか ら , 
ハー ド や 方 法 ほ とい う の は 子供 に と っ て は ど 
2 で も いい こと な ん で す よ ね 。 見 た 目 が 演 
出 の トー ン と 合っ て る か , その と き に 何 を 
使う か と いう こと は , その と き の テ ー マ に 
よる ん で す 。 そう いう 意味 で , 使っ た 部 分 
は キャ ラク タ が 動 《 ア ニメーション 部 分 だ 
け 。 背景 や 何 か は , も っ と 密度 の 高い , あ 
の 画質 じゃ な いも の と 組み 合わ せ た ア ニ メ 
ーー ジョン ゼ ん て す 。 :1 重り ア デル 迷 り go で 
きる と いう こと と , 低 コ スト で アニ メー シ 
が で てる ちる СӘЗНСЕКН Сы; Ж, 
は 一 長 一 短 の 一 長 の ほう だ と 思う ん で す 。 
ін: キャ ラク タ 部 分 は 「 ア ニ メ フ レー マー」 
で 作ら れ た を そう で す が そ れ で も 理想 どぉ なり 5 
に ば な り ま せん で し た が 。 

浜野 : すご 〈 く 感じ た の は , リア ル タ イ ム で 
見 える か ら , 自分 の 思い どおり に どう こう 
し て み だ い と いう こと は , で きま す よ ね 。 
動き に 関し て は いい と 思う ん で すけ ど , 2 
れ を 制約 する た め の 画 像 作り , 絵 を 描く シ と 
ステ ム が も う ひ と つ で すね 。 人間 の 生理 と 
いう か , クリ エイ ター の 感性 と の イン タフ 
EATER ENRETE, нЕ 
ュー タ が 作っ た も の を ダイ レク ト に は つ な 
いで いま せん 。 音 と 明確 に 合わ な くち ゃ い 
け な い と いう こと を 含め て , あの 機材 で は 
音 は 作れ ませ ん よね 。 そうすると, 放送 基 
准 の 範囲 で こっ ち が 選 ん だ 音 と , 指定 し た 
動き と ピッ タリ 合わ せる 機能 が まず な いん 
T+, だから, 動き の 大 部 分 を や っ と い 
て 大 き な 意 味 で コマ 切れ 編集 し て ます 。 タ 
イミ ング を 合わ せる と ころ だ け VTR O tš 
う て 編 集 し て 。 そ うい 25 意 味 で は , 最終 的 
に すご さく 高い 機材 で 修正 が 利く か ら 今 の 形 
が で き て る ん だ けど , 「 ア ニ メ フ レー マー」 
だ け で は 音 と 合わ せ た 画 像 を 作る の は 非常 
に 難し いで し ょ う ね 。 

mM: 「 ア ニ メ フ レー マー」 の を そう いっ た 欠 
点 を ご 承知 の 上 で お 使い に な っ た ん で すか 。 
浜野 : それ は 知っ て た か ら 。 私 た ち は ハ ー 
F に 全部 依存 し よう と は 考え て な いか ら 。 
制作 工程 に な おい て, 長所 の 部 分 だ どけ を ちゃ 


ん て 生か じじ て ます 。 

ГА プシ を シー マー その いで E い 
う 言い 方 は , と どの 部 分 に な いて いい の か が 
全部 違う は ず な の ね 。 あ る テー マ が あっ て , 
「 ア ニ メ フ レー マー」 が あっ て , 何 の 可 能 
性 が ある か , で は な い 。 私 た ちの 作り た い 
も 5 の が あっ て , ある も の を 動か し た い 。 動 
か し だ いと き に を の 手法 は いろ いろ ある わ 
け で す 。 こ れ だ っ だ た 65「 ア ニ メ フ レー マー」 
T, 十分 自分 た ちの 目 で 確認 びき て , ある 
ブロ ッ ク で 編集 し た と し て も , 最終 的 に は 
全体 の 画面 の アー トディ イレ クシ ョ ン に よる 
わけ で す 。 画質 の 精度 が 高けれ ば 高い ほど 
いい と いう の は 間違い な ん で す よ ね 。 粗く 
て も 粗い お も し ろ る っ て ある で し ょ う 。 ド 
ッ ト で で きた 絵 の お もし ろ る 。 そ うい う も 
の が テー マ と も 合っ て る と き に , 初め て そ 
れ が 何で 作ら れ た か っ て いう だ け の 問題 な 
ん で す よ ね 。 ハ ー ド っ て そう いう も の だ と 
思っ て る か ら 。 


バリ エー ショ ン が 簡単 に 
つけ られ る の が , 
コン ビュ ユー タ の 
メリ ッ ト だ と 思う 


編 : 16 年 前 か ら コ ンピュータ を 導入 され て 
еъ, 

浜野 : 日 本 に マイ コン が 入っ た と きか ら 使 
っ て まし だ 。 私 た だ たち クリ エイ ター は 新しい 
b の が 好き で すか ら 。 

編 : ど うい う コ ンピュータ を 使わ れ て た ん 
TES 


ЖЕР: 1 番 最初 が 富士 通 で , ZOKR РС, 
それ か らい ろ い ろ 使 いま は し た 。 ハ ー ド は い 
くつ も あっ て 構わ な いと 思う し , ソフ ト と 
いう の は も 目的 に し よっ て いろ いろ ある と 思う 
ん で す 。 ど れ か が 1 つ 絶対 ずば抜け て る 形 
っ て いう の は あま りな いと 思っ て る か ら 。 
を の 都度 を その ソフ ト の 持っ て る 1 番 い い 生 
Со АТ. 
単独 で も , この 機材 の 持っ て る 1 番 の 強 
み は 何 か が 。 そ れ に 合っ た と ころ に し か や っ 
ば ぱり ソフ ト は 使っ ちゃ いけ な いん で す 。 和 無 
理 し て や っ だ も の に いい 結果 は 生ま れ な い 。 
10 人 いた ら 6, 好き な も の が 10 人 違っ て い 
いん で す よ 。 プ ログ ラム っ て いう の は ,。 人 
間 の 作っ た 論理 で し ょ う 。 そ の お お も と を 
組ん だ 人 間 の 論理 に 沿っ て こっ ち が し な く 
ちゃ や いけ な いわ け で す よ ね 。 た と えば , 私 
は 「 ア ニ メ フ レー マー」 に 少し 不満 を 感 ビ 
ОЕ, ぴ びっ だ た りす る 人 だ っ て いる わけ で 
す 。 す べ て の 人 間 に と っ て いい ソフ ト と い 
う の は , まず あり 得 な い 。 す べ て の 目的 に 
仙 用 で きる と いう 言い か た も 絶対 で き な い 。 
こう いう 目的 で こう いう 考え 方 を し て る か 
5, АУРА, Е. 
編 : コン ピュ ー タ を 使っ て 画像 を 作る っ て 
いう の は , 最初 か ら の 方 針 で すか 。 
浜野 : 何で コン ピュ ー タ を 使っ た か と いう 
е, ブロ グラ ム 上 て 科 単 に 絵 や 図 の バリ エ 
ーション が つけ られ る 。 逆 に そう いう 作り 5 
か だ を し て いく と,。「 ア ニ メ フ レー マー」 の 
ょ うに リア ル タ イ ム で 修正 で きる と いう 必 
要 が な か っ だ わけ で す よ ね 。 プ ログ ラム を 
作っ て , 全部 xy で ある ユニ ッ ト を 作っ て , 
バリ エー ショ ン の つけ られ る 基本 プロ グラ 
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ム を 作り ます よね 。 それ を 使っ て 画像 を 差 
し 替え て いけ ば , 同じ テー マ で 何 本 か 違う 
БОСФОРУ ЕЮ УИА 
リッ ト が あっ た ん で す よ 。 
編 : 効率 が いい ん で すね 。 
浜野 : そい うこ と て す 。 ま お や で やじ ポン キッ 
キ と いう の は , 幼児 教育 を 通し て カリ キュ 
ラム を 持っ て て , 子供 た ち に 「 素 材 が 違っ 
て も 同じ だ よ 」 っ て いう イメ ー ジ を つけ る 
こと が 必要 な ん で す 。 単純 に いえ ば 「 仲 間 
分 け 」 で 赤い 色 と 青 い 色 と 分 ける こと も あ 
b, Th, その 中 に 丸 と 四角 と いう 分 け 方 
も 5 ある と か ね 。 そ うい う バ リエ ーション を 
作っ て いく た め に は , いち いち 同じ 作業 を 
人 間 の 手 だ が し て アニ メー ショ ン 化 し て いく 
K b t, コン ピュ ー タ で 全部 プロ グラ ム 組 
ん で お いて 形 を 変え て いく ほう が いい わけ 。 
そう いう 意味 で すご 《 早 く か ら コ ン ピ ビュー 
タ を 使い ど し た ん で す 。 

コン ピュ ー タ は マス ク 処 理 が で きる と い 
うこ と が , すご く 〈 魅力 的 な ん で す 。 VTR に 
落と し た と き に , マス ク と キャ ラク タマ ス 
ク と 別 撮り する わけ 。 た だ し ,「 ア ニ メ フ レ 
ー マ ー」 の 場合 は それ が ずれ ちゃ う 。 これ 
は NEC の 技術 の 方 に も か な り 解 明 し て も 
ら っ た ん だ けど , その 結果 マス ク は , 今 の 
と ころ オン エア に お いて は 使え な いで すね 。 
今 現在 「 ア ニ メ フ レー マー」 を 使っ て る の 
は , マス ク を 抜か な い 形 ね 。 あ る 部 分 まで 
は , キャ ラク タ と は も ちろ ん 外 の 背景 まで 
「 ア ニ メ フ レー マー」 だ け で 作っ た ん で す 
ょ 。 た だ た だ それ を 画面 の 中 全部 使っ て る ん じ 
е (т, その 上 に 違う も の を 合成 し て る 。 
だ か ら す ご 時 間 が か か っ て ます 。 


コン ピュ ユ ュー タ は 。, 

クリ エイ ター に と つて 
試行 錯誤 の 
最良 の ツー ル で すね 


m: 今後 は どう いう 手法 で アニ メー ショ ン 
を 作っ て いく お つも り で すか 。 だ たと えば コ 
ンピュータ アニ メ の 方 向 へ 向かっ て いる と 
か ? 

浜野 : コン ピュ ー タ アニ メー ショ ン が べ ス 
ト だ な ん て 思っ て な い 。 効率 化 の た め に 一 
本 に な る こと は 絶対 いけ な いと 思う 。 か だ 
や 手作り の も の が あっ て , か だ や コン ピュ 
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ー タ の アニ メー ショ ン が ある 。 両 方 ある こ 
を が いい こと な ん で す 。 

婦 し あど れ か 1 つ に な っ て し まう と いう 5 
こと を , 私 は と っ て も 嫌がっ て る わけ 。 = 
ンピュータ で と どん な に 人 間 が リア ル タ イ ム 
で 指示 し た と し て も , 機械 の 動き な ん で す 
ょ 。 だ か ら 特 徴 が 出る 。 コ ンピュータ で 作 
っ た だ た アニメ ーション と , 人 間 の 頭 の 中 で 作 
っ だ た アニメ ーション と は , 明らか に 違う 。 
С, 違わ な か っ た だ たら 困る わけ 。 人間 が 作り 
だ を アニ メー ショ ジ ま 同じ る と を コン ピュ 
ー タ に や ら せ よ うと する 間違い を , みん な 
が ん も も ちん る そま よ 。 

ш: 「 ア ミニ メ フ レ ー マ ー」 に 限ら ず ,。 ア = 
メ ツ ー ル に 対す る 今後 の 提案 は ? 

浜野 : 普通 アニ メー ショ ン と いう と , セル 
で 何 枚 や っ て 何 コ マ 打 ちと か , 24 分 の 1 秒 
の 世界 を 構築 し て いっ た り , VTR アニ メ 
ーション を 作れ ば 30 分 の 1 秒 の 世界 を どう 
振り 分 け て いく か と いう こと で , 動き の デ 
ザイ ン が 決ま る わけ で すね 。 それ を 試行 錯 
誤 す る た め の 道 具 が コン ピュ ー タ で ある で 
き な ん で す 。 コ ンピュータ が 本 当 に 道具 に 
な る と いう こと は , 試行 錯誤 が で きる と い 
りら を と な ん で Mk 

も の を 作る と いう こと は , 試行 錯誤 の 積 
み 重 ね な ん で す 。 決ま り が ある わけ じゃ な 
〈 て ,「 今 度 は こう いう 動き で こう し て みた だ 
ら 」 と いう と ころ が ある 。 それ を 全部 撮影 
し て 。 上 が っ て きだ の を 見 て 「 こ こ が 違 っ 
だ 」 っ て いう シス テム より , リア ル タ イ ム 


で 「 こ れ を も っ と 速く し て みだら 65 と どう だ ろ 
う 」「 こ こ を も っ と 細か くし て いっ だ ら 6 どう 
いう 印象 が 生じ る か 」 そ れ を 確認 する だ め 
с, 演出 家 に と っ て は リア ル タ イ ム と いう 


の が と っ て も 必要 な ん で す 。 ところが, を 
の 注文 に 対す る 反応 が まだ まだ 十分 で は な 
Ls; 

限ら れ た 中 で の 試行 錯誤 は 可能 で す が , 
を の 幅 が 狭い よう な 気 が す る 。 

と くに , フォ ルム を 作る ソフ ト の 。 
編 : 信 回 「 ア ニ メ フ レー マー」 と いう パー 
ソナ ルツ ー ル を お ゎ 使 い に な っ だ た こと の 意義 
と いう か , 感想 は ? 
浜野 : コン ピュ ー タ は コン ピュ ー タ で 独自 
に 。 フ パー ソナ ル ユ ー ス と し て ずっ と 進ん で 
きま し た ね 。 映像 用 に は 映像 用 で ずっ と 進 
ん で きた 過程 が ある わけ で す ょ よ 。 それ が パ 
ー ソ ツナ ル ユ ー ス の コス ト が 低く な っ て , と 
ん どん 近づい て き て る に すぎ な いわ け 。 違 
う 業界 同士 が 出会う と , パー ツナ ル ユ ー ス 
に と っ て は 画 期 的 な こと だ けど も , 私 だ ち 
が 使っ た ら 画 期 的 じ ビ や な いこ と も 出 て くる 
わけ ね 。 映像 と いう 世界 か ら 見 れ ば , 昔 か 
ら え ん えん と あっ た 歴史 の 中 で いろ ん な 手 
法 を や っ て きだ た だから, パーソナル コン ピュ 
ー タ に お いて 特徴 の ある こと が , 映像 に お 
ぃ いて も 特徴 が ある と は いえ な い 時 代 な ん で 
T た だ し バーン ナル コン ピュ ーー と か 2 う 
位置 づけ で 見 れ ば , すご いと ころ まで 来 た 
な と いう の は , 実感 と し て 持っ て ます 。 

24%, 動く デザ イン に 興味 の ある 人 日 を 
書 て よう と いう こと に 対し て は 。 ФМ 
成 で す 。 そ うい うこ と の 位置 づけ と し て , 

「 ア ニ メ フ レー マー」 み た いな ソフ ト が ど 
ん どん 洗練 る れ て いく こと は , 非常 に いい 
DERN LESA 

編 : ど だ どうも あり が と う ご ざ いま し た 。 


< ТТЕНЕЗ ЖЕ 


"88VA ユー ザー ズ 

27577. の 存在 

る て 。 こ こま ず は PC-VAMN よい う ユ コン ピ 
ュー タ ・ ネ ットワーク の 中 に ある , 「88VA 
ユー ザー ズクラブ 」 と いう SIG を 探訪 し て 
ы ы О k ме $š TP № 

SIG と いう の は , も う ご 存 知 か と 思い ま 
す が , Special Interest Group の 略 の こと 
С, 特定 の テー マ に 絞ら れ た 内 容 の 電子 掲 
示 板 の こ と で す 。 

も ちろ ん , 「88VA ユー ザー ズクラブ 」 と 
いう くら いで すか ら , PC-88VA の 話題 が 
中 心 な の は 当然 の こと で すね 。 

それ で は , さっ そく 〈 く アク セス し て みる こ 
А. 

27. РС-УАМ の アク セス ・ ポ イン ト に 
電話 を か け ま す 。 接続 し た ら , 「VANPC 
NEC02」 と 入力 し て , D と パス ワー ド を 入 
力 す る と , メイ ン ・ メ ヌメ ニュー に な り ま す 。 2 
> LK 62 2, Vu y>. пту р sg. 
$5. УЖУ7ЕВ, ТІ (行き た いと 
ころ ) と 入力 すれ ば , ダイ レク ト に そこ へ 
行け る と いう 便利 な も の で す 。 

そして, 「J88VA」 と 入力 すれ ば , 「88VA 
ユー ザー ズクラブ 」 に だ だ ぼり 着け ます 。 

ST, 「88VA ユー ザー ズクラブ 」 の メイ 
ン ・ メ ニュ ー で す 。 


この SG に つい て 


ЕАМ 
2; ЕЗ 


ы マル チ ス テー ショ ン ・8 
I ほ く ら の 夢 *VA フ ァ ミ リー 


[мат 
\ 人 A 新 事情 


「 ロ VA ユー ザー ズクラブ 」 


VA 新 事情 の 第 2 弾 は , 最近 PC-88VA ユー ザー の 中 
で 話題 に な つて いる , PC-VAN Ф ГМА 257, 7J 
ポー トレ て み ま す 。 ビ ピ C ピ -868VA は 16 ビ ント マシ ン で す 
> OS が 異な る だ め に PC-9800 シ リー ズ な ご で 動作 
する MS-DOS 上 の ソフ トウ ェ ア は 動作 し ませ ん 。 な 
ん と いつ て も PC-88VA の ユー ザー は アプ リ ケ ー シ ョ 
ン 不 足 で す 。 そ こ で , ГМА フラ プ , で は 画 期 的 な こと が 
始ま っ て いま す 。 さ つっ そく リポ ボート し て み ま し よう 。 


КЕСУ 
‚ РАНЕЕ 


と な っ て いま す が 。 それ ぞ れ の メニ ュー は 
. SIG の 主催 動機 や 使い 方 
手紙 と 同じ よう な も の 

いろ いろ な 意見 や 情報 交換 の 場 

プロ グラ ム な どの デー タベース 

. 議題 を 決め た 電子 掲示 板 

. オン ライ ン ・ ト ー ク (いわ ゆる チャ ッ ト 
алт? 

それから , 空い て いる と ころ は 将来 的 に 


> сл ы. CC ГӘ ға 


メニ ュー が 増え た と き の だ た め の ス ペー ス で 


す 。 

さて 今回 は 。 フォ ー ラ ム の 中 に 入っ て み 
$ - L ЕКТЫ 

3 を 選択 し て ,。 フォ ー ラ ム の 中 に 入り ま 
す と А 


t VA 297 
。88WORLD 


. мз 
. AV&CG 
772577 


. OS 研究 
. 88MUSIC 


と な っ て いま す 。 

この 中 の , VA クラ ブ で , いま , お も し ろ 
いこ と が 起き て いる と いう の で , ちょ っ と 
の ぞい て み ま し ょ 2 う 。 


ГМА 257, で 
何 が 起こ つて いる が ガ が 


ちょ っ と の ぞ 〈 く と , だ くさ ん の 書き 込み 
が あり ます が , 注意 深く 見 て みる と , 同じ 
言葉 が 目 に 止ま り ま す 。「MSE」 と いう の が 
それ で す 。 どうやら 6, この 「MSE」 と いう 
この ボー ド を 活発 に し て いる よう で 


で は ,「MSE」 と いう の は , 何 な の で し ょ 
7? それ は , "MS-DOS エミ ュ レ ー タ 」 
の こと だ と 書い て あり ます 。 

2/7, よく (分 か が り ま せん ね , それ で は ボ 
ー ド の 書き 込み を 読ん で , 分 か っ た こと を 
まとめ て みた だ た いと 思い ます 。 

PC-88VA と いう の は , ご 存 知 の よう に 
16 ピ ビッ トマ ジン ぞ すす 。 16 y a ku 
えば, あの PC-9800 シ リー ズ が , すぐ に 思 
い 浮 か び ま す ね 。 

この PC-9800 シ リー ズ に は 数 多く の ソ 
ント が を みっ て いま すず す 。 この 多く の ッ フ ト 
を 同じ 16 ビ ッ ト の PC-88VA で 使え た らい 
(2; と いう の は 誰 で も 考え る こと で す 。 

Е こ 放 相同 じ 16 ビ ッ ト と いえ ぇ ども, PC 
-88VA と PC-9800 シ リー ズ で は , 使っ て い 
5 0$ (オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム ) $Ë 
う 2 の で す 。 

PC-88VA は , PC-Engine と いう , 独自 
の OS の 上 で 動作 し て いま す 。 こ れ は , 
КОМ の 形 で 内 蔵 る され て いて , いち いち デ 
ィ ス ク を 入れ 替え を なく て も , ディ スク の フ 
オー サッ Ф, キック チッ プ 。 ジル 人 の 
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編集 が で き , 漢字 辞書 も 内蔵 され て いま す 
か ら , ディ スク の フリ ー エ リア を , すみ ず 
み ま で 利用 で きる と いう 利点 が あり ます 。 

一 方 , PC-9800 シ リー ズ や , 海外 で IBM 
-PC に 採用 ふれ, 広 〈 く 普及 し て いる の が , 
‚< MS-DOS と いう マイ クロ ソフ ト 社 が 開発 
LAOST Th 

PC-9800 シ リー ズ や PC-88VA の CPU 
$, 前 者 は イン テル 社 の 8086 系 , 俗 に いう 
86 系 で あり , 後者 の ほう は , МЕС O V30, 
ザイ ログ 社 の Z-80 と いう 両 CPU の 命令 
を 実行 で きる カス タム СРО, PD9002 を 
採用 し て お な おり, これ も また 86 系 に 属す る も 
OCT: 

当然 , PC-Engine は , MS-DOS 2° b 
意識 し て 作ら れ て いて , ファ ンク ショ ンコ 
ー ル な ども 同様 の 方 式 が 採ら れ て いま す 。 

し か し , PC-Engine は MS-DOS に フル 
ュ ン パチ ブル で は あり ませ ん 。 

だ と えば , PC-Engine に は , 標準 入出 力 
と いう 考え 方 が な く 多 (の ファ ンク ショ ン 
コー ル が 省略 され て いま す 。 これ で は , MS 
-DOS 上 の 数 多く の アプ リケーション を 利 
用 する こと は で きま せん 。 

し か し 本 当 に 利用 で き な い の で し ょ 2 う 
か ? MS-DOS の 動作 環境 を , ソ フト 的 に 
PC-Engine 上 で サポ ー ト すれ ば MS-DOS 
の アプ リケーション が 動作 する の で は な い 
>? それ が 「MSE」 開発 の きっ か け だ っ 
ROTT, 


『MSE」 の 功績 


を し て , 1987 年 の 7 月 に 「88VA ユー ザー 
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ズクラブ 」 の 中 に 登場 し , PDS (パブ リッ 
ク ・ ド メイ ン ・ ソ フト ) と し て 「MSE」 は 登 
жай し た 。 

最初 は 標準 入出 力 を サポ ー ト する だ け の 
簡単 な も の だ っ た そう で す が , それ で も 
MS-DOS の ツー ル , 「MASM」 や 「Lattice 
C」 が 動い て , た ち ま ち ネ ッ ト の 中 心 と な っ 
だ ほど 話題 を 呼び まし た 。 

その後, ひょんなことから PC-9800 シ リ 
ー ズ 専用 の ソフ ト の な か で , 一 部 , "MSE 
を 使う と 動作 可能 に な る も の が 見 つか り , 
を その と きか ら ,「MSE」 は 98 エ ミュ レー ショ 
w bits L > U Zb LR. 

を し て , 現在 PC-9800 シ リー ズ 対 応 の ソ 
フト に よく 見 られ る , デー タ を 直接 テキ ス 
ト VRAM に 書き 込む よう な ソン フト は ま て , 
エミ ュ レ ー ト が 可能 に な っ て き て いま す 。 

今 の 段階 で 「MSE」 で 動作 が 確認 きれ て 
いる も の と し て , 「MASM」「LINK」 
"Turbo Сі ГМТЕЕ$ | 「TERM」 "ISH; 
FARC; "Multiplan LERE, 数 多く の 
ソフ ト が ある そう で す が , 「MSE」 は PC-88 
VA を PC-9800 シ リー ズ に する も の で は な 
COT, 100% 完 全 に , PC-9800 シ リー ズ と 
互換 性 を も つこ と が 不可 能 な こと と , MS- 
DOS の こと を ある 程度 理解 し て いる 必要 
が あり , バッ チ 処 理 な ど を する 必要 が ある 
СЕ. 

それから , ワー ブロ の よう な 日 本 語 フ ロ 
ント エン ド ・ プ ロ セ ッ サ に 依存 する よう な 
ソフ ト は 動作 し な いよ う で す が , メン バー 
の ひと り が い だ ず ら で 一 太郎 を 読み 込ま せ 
だ と ころ , 入力 画面 まで は 表示 る れ た と い 
うこ と で す の で , 他人 を 驚か し て みる の も 


一 興 が と 思い ます 。 

これ ら の 情報 は 「88VA ユー ザー ズ ク ラ 
プ 」 に アク セス すれ ば , 手 に 入れ られ る も 
の で すし , 現在 も る 「MSE」 を 使っ て いる ユ 
ー ザ ー か ら の 報告 で バージョン アッ プ が 
る れ て いま すか ら , 将来 的 に は も っ と 多く 
の PC-9800 シ リー ズ 用 の ソフ ト が 動く さよ 
うに な る か も し れ ま せん 。 これ は 今後 楽し 
な な まで すす 。 


ГМА クラ ブ 」 は 

一 見 の 価値 あり 

20252, VA クラ グ の メン > МАЕ 
「MSEa や 知ら な い ユ ー ザ ー に は , 信じ ら 6 
れ な いよ うな ソフ ト を PC-88VA 上 で 使っ 
Сат,» 

相対 的 に 見 て , PC-8800 シ リー ズ や PC- 
9800 シ リー ズ の ユー ザー に 比べ る と, まだ 
まだ , PC-88VA の ユー ザー は 少な いよ 2 う 
177% 

し か し , あき ら め て は いけ ませ ん 。 こ の 
ょ うな SIG は 多く の 人 々 と の 交流 の 場 に 
な り ま す 。 そし て いろ いろ な 情報 を 交換 し 
,Т7СА ЕЭ РИНГГЕ ТИИС 
い ソ ツタ ト が あり ます よ 」 が と と た コミ ゴー ニケ 
ーション し て いけ ば , も っ と PC-88VA を 
活用 で きま す 。 

それ が ハー ド の 環境 を より 高め る こと に 
な る の で は な いで し ょ うか 。 

PC-88VA Ç, パソ コン 通信 を や っ て い 
る 人 , まだ は 始め よう と 思っ て いる 人 は , 
PC-VAN の 「88VA ユー ザー ズクラブ 」 に 
アク セス し て みる こと を ЖЗ UL 
ЖУ 


II「 サ ウン ド ポ ー ド II」 思 いつ ミ 
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III... 


サウ ンド ボー ド TII・ 
「 未 来 観測 」 


サウ ンド ボー ド で は が ん で じ ま た る ちか? 
これ か ら 話 を すす め て い 〈 МЕС の 「 サ ウ 
ンド ボー ド 且 」 に つい て いえ ば 。 X++ PY 
で FM 音源 6 音 の シン も サイ ザ , リズ ム 音 
源 6 音 , さる ら に , ADPCM に よる サン プリ 
ング 機能 まで そなえ て いる と いう 優れ も の 
の 基板 な の で す 。 

52, も うい ろ ん な こと が で き を そう な 気 
ы.а Балл, 

„ти СЕР ТОТ 
と いう ТЕ) ЖШ), いま ある ソフ トト な ど 
に は こだわ ら ず , 可能 性 の ほう を 重点 的 に 
書い て みた いと 思い ます 。 

だ っ て ひま で ま 才 た に こだわ っ ら っ そ むい 
た ら 進 歩 が あり ませ ん か ら ね 。 


ВЕ, ピ C-8801FA/MA が 発売 され だ の と 同時 に , ФЕ 
来 の PC-8800 シ リー ズ を PC-8801FA に 変え る , "サウ ワン 
ド ボ ー ド II」 が 発売 され まし だ 。 基 本 的 に この ボー ド を 捨 
載 す れ ば , PC-8801FA と 同等 の 機能 を 持ち ます 。 機能 概 
要 に つい て は , 本 誌 の No.2 で 解説 し まし だ の で , 今回 は 
読者 の 方 々 か ら ご 要望 の 多 か つ だ アプ リケーション プロ グ 
ラム 3 本 と , 「 サ ウン ド ボ ー ド IL.」 対 記 の 音楽 ソフ トウ エア 
4 本 を ご 紹介 し ます 。 


NEC「 サ ウン ド ボ ー ド Il」 


きり 活用 PART.| 
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可能 性 と じ て ・ 
ョ バ ソ コン の 警告 音 に 

まず は , ADPCM に よる サン プリ ング 機 
能 を 使っ て , パッ コン 使用 時 に 鳴る 警告 音 
を , 声 に 置き 換え て みる の は どう で し ょ う 
か 。 ま ちがっ た 時 に , ピー ッ と 鳴ら れる と , 
多少 。 ム ッ と くる も の で す 。「 お 前 は コン ピ 
ュー タ の くせ に , そん な 態度 で いい の か 」 
ЕЖ», СОСЕТ, 

そこ で 。。 ЖОТӘРШЕТ ty se A.J 
と か 「 あ ら , まち が っ だ わ よ 」 な ん て 言っ 
て も ら う よう に すれ ば ,。 けっ こう 楽し いか 
も し れ ま せん 。 し か も , 状況 に あわ せ て 「 い 
じ わ る 」 だ の 「 い じ め な いで 」 な ん て 言葉 
ЖЕСТ тын, титру о 
ミュ ニケ ーション が いっ を そう 親密 な も の に 
С 。 

いや いや 。 それ で は 警告 に な ら な いと い 
う 方 に は , 自分 の 声 で 「 あ ほ 一 /」 と か 「 バ 
カー っ /」 と 言わ せる の も 良い で し ょ 2 う 。 


ХС, お 次 は ゲー ム に 使っ て み ま し ょ う 。 
BGM に 使う 音楽 は も ちろ ん の こと , ЖЖ 
音 な ども と り ま ぜ て , より リア ル に な る こ 
と は 絶対 で す 。 

を の うえ を , RPG な どの 魔法 の 呪文 を し ゃ 
べ さらす の も 良い で し ょ 2 う 。 

怪物 や 魔術 師 が , 呪文 を 唱え て 攻撃 し て 
きま す 。 こ ちら も 対抗 する 呪文 を 唱え な い 
と , ダメ ー ジ を 受け ます 。 

を の 呪文 は , 自分 で 決め る と 良い で し 
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ょ う 。 だ と えば 「 ホ ンダ ラダ 」 の 呪文 に は 
「 サ バイ ウナ 」 で て 対抗 し な けれ ば いけ な い 
と か ね 。 

ЕТеіісі-тш, =. „ды 
の 世界 に 入っ て いけ る と 思い ます 。 


実用 的 に ・ 
ЗЕТ, 電話 


次 は 少し 実用 的 な と ころ で , 目覚 まし 時 
計 と 留守 番 電 話し と いき まし ょ 2 う 。 

朝 は , な か な か 起き られ な いも の で す 。 
それ も , 一 人 暮らし を し て いれ ば な お さら 
で す 。 そん な 人 の た め に , いろ いろ と 工夫 
を こら し て みる の も ね いい で し ょ 2 う 。 

まず は や さる しく 「 朝 で す よ , 起き な さる い 」 
次 に 「 セ ー い , 起き ろ 」 それから 突然 。 へ 
ヴィ ・ メ タル が 鳴り 響き , 「 起 きろ っ て 言っ 
ТАУ, コメ ナヤ ロー。 ТР: な 
ЕЕ, エス カレ ー ト きる せ る と いい で し ょ 2 う 。 

また だ は , 自分 の 秘密 を サン プリ ング し て 
お いて , 目 を 覚まし て , ある キー ボー ド 操 
作 を し な いと 止ま ら な い , と し て お くく の も , 
な か な か スリ ル が あっ て いい で すね 。 も ち 
РА, 寝る 前 に , ボリ ュー ム は 最大 に し て 
お きま す 。 

k, ИЕ, СЕТЕ 
すか ? 和 失礼 し まし た 。 

それから , 留守 番 電 話 で すね 。 こ れ は 音 
楽 を バッ ク に メッ セー ジ を し ゃ で ら せ ま す 。 

を その と き に , 音楽 を ラン ダム に 選曲 きせ 
る と , 良い か も し れ ま せん 。 

を それから , 返答 の メッ セー ジ を サン プリ 
ング する と き に , 時 間 も 一 緒 に 記憶 きせ る 
と , あと て 便利 だ と 思い ます 。 


うー ん , これ で は あま り , いま の 留守 番 
電話 と イメ ー ジ が 変わ ら な いな 。 


アカ デミ ッ ク に ょ * 
学習 用 

ЕТСЕ, „ст. СЕТЕ 
с, ЖРЕТ: 5. 

や は り 外 国語 教育 で し ょ う 。 す で に 思い 
浮か ぶ の は , 発音 の 練習 で すね 。 

し か し , た だ 発音 の 練習 だ ど だ け で は お も し 
ろく あり ませ ん 。 画面 に , 物 が 表示 る れ て , 
を の 物 の つづ り を 正しく 入力 し た と き に, 
は じ め て 発音 が る れる よう に し て お け は ば , 
子供 た ち が 遊 びな が ら 外 国語 を 覚え る こと 
сос». 

また だ , 動物 図鑑 な ど を ディ スク で 作る の 
も 良い で し ょ 2 う 。 

動物 や 鳥類 の 次 を 見 て , その 鳴き 声 も 同 
時 に 覚え を る こと が で きま す 。 

ЖЕЗ, 乗り 物 図鑑 と か が , いろ いろ と バ 
リエ ーション が で き を そう で す 。 
自分 の 声 で ・ 
メッ セー ジ デ イィ スク 

き て と , いろ いろ と 実用 的 な と ころ て 考 
えて きま し た が , もう少し 夢 あ ひろ げ て み 
Зе. 

ディ スク で ボイス メー ル , と いう の も 考 
た られ ます が これ で は カカ セット テ チェ ー デ に 
自分 の 声 を 入れ て 送る の と 大 差 は あり ませ 
ん 。 わ ざわ ざ , デー タ で 送る の で す 。 52 
少し 凝っ て み ま し ょ 2 う 。 

を そこで, メッ セー ジ デ ィ ス ク と いう の が 
考え られ ます 。 


バ パ バースデー ディ イ スク, ウェ ディ ング ディ 
スク , 引越 し 通知 ディ スク , な どい ろ い ろ 
な も の が で きそう で す 。 

まず , 音楽 を 演奏 る せま す 。 それ に 合わ 
せ て メッ セー ジ を いい ます 。 を その と き デ イィ 
スプ レイ に は , CG で 作っ た アニ メー ショ 
> piki тізі ti, U23436 9 
FARME., Ў IRIA iu C L ES; 

を そし て 。 ラ ブレ ター・ デ ィ ス ク で す 。、 加 
山 雄三 の 曲 ( 今 の 若い 子 は 知ら な いで し ょ 
5) な ん か を 流し な が ら , 南 の 鳥 の 映像 や , 
海 の 絵 が 次 々 に 出 て きま す 。 

そし て , 画面 は 夕日 の 絵 な ん か に 変わ り 


ます 。 そこ で お も むろ に 「 ぼ か あぁ , きみ と 
いる と き が , いち ば ん 幸せ な ん だ , 55, 
きみ を 離さ る な い ぞ , いい だ ろう 7, ШАХ, 


普通 に 言っ た ら 顔 か ら 火 の 出 を うな 恥ず か 
し いこ と を いっ て みる の で す 。 

САНАЕВ る 
と で きま せん 。 ビ デオ で や っ た ら , た だ の 
+ yU T, 
ЖЖ. 
通信 の 中 で 

2, 冗談 は この で らい に し て , ここ 
視点 を 変え て 通信 に 利用 する こと を 考え て 
み だ い と 思い ます 。 

みな る ん も ご 存じ の よう に , いま や パソ 
ュ ン 通信 は ちょ っ と し だ た ブーム で す 。 大 規 
模 和 ネッ ト は も ちろ ん の こと , 小さ な 草の根 
BBS は 全国 に いく つ あ る の か ちょ っ は と 分 
か ら な いで らい で す 。 


ネッ ト は , 人 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 
場 を 広げ て くれ ます 。 しかし, せっ か 〈 く の 

を の 「 場 」 も , 日 本 の 場合 , うま く 使 われ 
て いな いよ う で す 。 す で ぐに, 顔 を 合わ せ だ 
СИ, Л22ЛУ9%250>Ж1 
まい ます 。 そし て , ネッ ト の 電子 掲示 板 は 
だ だ の 伝言 板 と 化し て し まう の で す 。 

これ も , 考え て みる と , ネッ ト で の 情報 
の や り 取 り が , 文字 どけ な の に も 原因 が あ 
る の で は な いか と 思わ れ ま す 。 

人 が 知り 合 も っ と その 人 の こ 
と が 知り だ く な る の は , 当然 の こと で す 。 
し か し , ネッ ト 上 で は , 文章 だ けが その 人 
の すべ て で , その 姿 は ベー ル に 包ま れ た だ ま 
фес с”? ライ ン で 会 いた て な っ 
て も 当然 と 言え よし ょ う 。 そして; 会 合 の 
連絡 に ネッ ト が 使わ れ , 知り 合い と そう で 
な い 人 人 が ぐ でき て し まう らち もち ょ っ と 寂 も いな, 
と いう 気 が し ます 。 

何 か い い 解 決 法 は な いで し ょ うか 。 もち 
РА, 文字 で 会 話 を し て も いい の で す が , 
せっ か く ADPCM に よる サン プリ ング 機 
ВЕС, 生音 が デー タ と し て 送れ る の で すか 
b, 声 を 使っ て 会 話し た いも の で す 。 

ТЫ, もう 少し と ュー タン な や る 
あい が で きる の で は な いで し ょ うか 。 

自分 の 肉声 ああ ら ゆ る デー タ と いっ し ょ 
に 不 特定 多数 の 人 間 に 送る こと が で きれ ば , 
も っ と 活性 化す る の で は な いで し ょ うか 。 

これ で ネッ ト 間 の 希薄 に な り が ちな 人 間 
関係 を も っ と 密度 の 濃い も の に で きる よう 
な 気 が し ます 。 


合っ た 場合 , 


ここ に きき て は じ め て , га 
の の 可能 性 が お ぼろ げに 見 えて きた 感じ が 
іт; 


ВАЗЕ. 


放っ て お いて も , ハー ド は 進歩 し て いき 
ます 。 それ は , いま の 時 代 で は 急激 に 変化 


し で いき ます 。 

ここ て 書い た 「 夢 」 も, すでに 「 現 実 」 
に が な よき が て る て も と うそ の とも きき, 
いま , コン ピュ ー タ て 試行 錆 調 し て いる ユ 
ー ザ ー に , 開拓 者 と し て 活躍 し て も らい た 
いと 思い ます 。 

これ か ら ハ ー ド の 進歩 に よっ て , われ わ 
れ は , 新しい コミ ュ ニ ケー ショ ン の 場 。 も 
う ひ と つの 自分 の 世界 を 手 に 入れ る で し ょ 
5. そこ で は , いろ いろ と 試行 氏 誤 を し て 
も らい だ い の で す 。 そして, そこ で 手 に 入 
れ だ た ノウ ハツ を , 現実 の 世界 に フィ ー ド バ 
ッ ク し て も らい だ い の で す 。 

бо КЛЕН МСС, これ 
か ら コ ンピュータ で は 今 考 た 6 られ な いよ う 


な こと で も , どん どん 現実 の も あの に な る で 
Е. 
し か し ,。 この 「 サ ウン ド ボ ー ド HI」 だ っ 


て , サン プリ ング が で きる ボー ド な ん て , 
(それ も 88 で ) 少し 前 まで は 考え られ ませ 
ん で し だ か ら ね 。 も っ と も っ と パソ コン の 


世界 は アミ ュー ズ メ ント の 分 野 で 活躍 する 
1.54 ии е а. 
рс, 「 サ ウン ド ボ ー ド II」 に 乾杯 ノ 


FILET 


І. 聞き だ いと き に すぐ 聞け る 


「VOICE CALL」 


П. VOICE МЕМО 88」 用 
ファ イル コピ ー プ ロブ ラム 


III. 


聞き だ いと き に すぐ 聞け る 


ГМОІСЕ 
CALLI 


聞き だ いと き に すぐ 


本 誌 の No.2 に PCM 音源 ファ イリ ング 
シス テム 「VOICE МЕМО 88」 と いう ブロ 
グラ ム が あり まし ただ が, これ は 最長 で 64 秒 
程度 の 音源 デー タ を 日 時 デー タ つ き で 扱う 
こと が で き , その デー タ を 元 に し て 時 間 の 
管理 を 行う こと が て きる な かう も の で し た 。 

この プロ グラ ム は , 「 音 源 の ファ イル 」 と 
ӨР “Та 5 k 
て 威力 を 発揮 し ます が , 1 一 2 秒 と いっ た だ 
比較 的 短い 音源 デー タ で も , いち いち デイ 
スク と や り 取 り を する の で , 録音 ・ 再 生 に 
時 間 が か か りす ぎる , と いう 欠点 が あり ま 
L At 

今回 の 「VOICE CALL」 は , この 欠点 を 
カバ ー す る も の で , 音源 デー タ は 専用 メモ 
リ 内 に あっ て , キー 一 発 で 即座 に 呼び 出す 
c шй きま す 。 

デジ タル サン プリ ング 機能 を 使っ て 録音 
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特集 「 サ ウン ド ポ ボー ド Па 
思い っ きり 活用 


51,272 プリ ケー シ = 


РАВТ.2 


「 サ ウン ド ボ ー ド II」 対応 プロ グラ ム , 第 1 弾 は 本 誌 第 2 


号 で 掲載 し だ PCM 音源 ファ アイ リン グ シ ステ ム "VOICE 
MEMO 88. の アッ ンプ バー ジョ ン 「VOICE CALL. С 


す 。 こ の 「 VOICE CALL 」 で は 音源 デー ダ を 専用 メモ 


リ 内 に 格納 する こと で , リア ル タ イ ム な アク セス が 可能 に 
BOELE. EE, 付録 と し て ,「VOICE МЕМО 88」 の 
ファ イル コピー プロ グラ ム も 掲載 し て いま す 。 


し だ た データ は ,。 256K バイ ト の 専用 メモ リ 
上 に 蓄え られ , BASIC の 命令 を 使え ば フロ 
ウッ どー デポ ゴ スグ に も と だ る お宮 と も て まま 
す 。 録音 時 間 は 最長 で も 120 秒 程度 (4 
kHz) で , カセ ッ ト テ ー ジ に 比べ れ ば か な 


り 短 い の で す が , その 代わ り 聞 きた いと こ 
ろ を 「 即 座 に 呼び 出せ る 」 と いう 大 き な 長 


所 が あり ます 。 
単に 録音 する だ け だ っ だ た ら カ セッ ト テ ー 
プ で 十分 で す が 。 デ ジタル サン プリ ング 機 


能 を 使っ た 「VOICE CALL」 は , この 「 即 
座 に 呼び 出せ る 」 と いう と ころ が ミソ な の 


тӯ: 


「VOICE CALL」 は ,「0」 か ら 6 ら 「9」 ま 
で の テン キー に 対応 し た 10 個 の 音源 デー タ 
を 即座 に 呼び 出し て 再生 する プロ グラ ム で 
з 

ひと つの 音源 デー タ の 録音 ・ 
お お よそ 1 秒 か ら 6 秒 まで の 間 で , 1 秒 単 
位 で 設定 で き , 10 個 と も 同じ 秒 数 で す 。 

この 10 個 の 音源 データ を 1 ブロ ッ ク と し 
て フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク に セー ブ ・ ロ ー ド す 
る 機能 ちあ り ま す 。 ひ と つの 音源 デー タ に 
は 英 仮名 。 30 文 字 の コメ ント を 入れ る こと 
が て きま て 。 

これ だ け の 機能 で す が , 使い 方 は いろ い 
р, ユー ザー の お 好み 次 第 な の で す 。 


再生 時 間 は ° 


使い 方 あれ これ 


Exam. 1 
TELEPHONE CALL 写真 | 
だ と えば , 彼女 の 声 で (別に あな た だ の 声 
で も いっ こう に か まい ませ ん が …) 電話 の 
応答 文句 を 録音 し て も らい ます 。 
0S「 せ いけ ООСФ; 


1 「 し ば らく お ぉ お待ち くだ きい 』 
2 た だ いま 外出 し て あす ます 。』 
3 Гр р р р | 


電話 が か か っ だ た だら, スピ ー カ ー の そば で 相 
手 の 言葉 に 合わ せ て 適当 な キー を 押せ ば , 
立派 な 電話 交換 嫌 が 応 答 し て くれ る と いう 
ТЕСТ た だ し よ 上 の 3 ТЕККЕ 
ぃ だ ずら 電話 撃退 用 で す 。 


Exam. 2 

エリ ササ イズ 

試験 に 出る 英 単 語 写真 ? 
た と えば , コメ ント に 英 単 語 の スペ ル を 

ФЕ] 


TELEPHONE CALL 


—4 


м! оо”? 

ジリ” ラグ オマ ナク タダ "サイ 

29” イマ カー イシ ュ ジ シテ イマ ズ 
° g” ge о 


オリ ネル 49-22 495772 
э 995 


VOICE CALL v1.0 


әкыФф 


ымыммымымынм 


シイ 497577 
л ашы ? 


4 
Е 
4 
4 
4 
4 
L 
K 
г 
4 
92 


г фочодль 


QAD L7 ISAVE と た みう どけ 9 . COMMENT 
+IRECORD T = 20 Г-ЗЕКАВЕ CCLRIEND 


COMMAND @ 


они 


入力 し , デジ タル 音源 に その 意味 を 日 本 語 
て 録音 し ます 。 こ れ で 分 か ら な い 英 単語 に 
対応 し た キー を 押せ ば , を そ . の 意味 が 分 か る 
と いう 仕掛 け で す 。 


別に , 単語 で な く て も 述語 , 文章 で も 大 
>С. 
Exam. 3 
備忘 録 写真 3 


普通 は , 書く より し ゃ べ る ほう が 速い も 
の で す 。 こ れ を 生か し て 音声 メモ と し て 使 
フ こ も が で を ます 。 た だ 。 コメン Вр 
いも 文字 を 入力 し て いた の で は , 元 も 子 も 
あり ませ ん 。 そこで, コメ ント 入力 時 に 単 
に RETURN キー を 押す と , コメ ント が 空 
の 場合 は 「*」 に な る よう に し て いま す 。 

これ で , どの キー に どの デー タ が ある の 
か が ひと 目 で 分 か り ま す 。 家族 や 仲間 と の 


伝言 板 と し て 使う 2 の も いい か も し れ ま せん 。 


Ехат. 4 
楽器 デー ツタ サン プリ ング 写真 4 
各 キ ー に , 高い 音 や 低い 音 を 入れ て 簡単 


な 楽器 と し て 使う こと も で きま す 。 あ る キ 
ー を 押し て 音 を 再生 し て いる 途中 で , また 
キー を 押す と , 次 の 音 に 切り 替わり ます 。 


Exam. 5 
声 の 出る 時 間 割 写真 5 
F” k RI. Г11 3-4 WH; 7215 
ー は 火曜 日 。… と いう よう に テン キー ご と 
に 割り 当て て ,。 コメ ント に 曜日 , 音声 で 科 
目 を 入力 し ます 。 
ua И 


— 


— 


ге 
Гг» 


VOICE CALL 91.60 6. 


тп“ 
butterfly 


three тегіс а Зач. 
М the s in the vase, 
1 have тотем at present. 
He ig a Тема о? nature, 


JLOñD С/28ӨУЕ Г“2СНд9.СОоММЕМТ 
+IRECORD Т = 40 C-JERASE CCLRIEND 


COMMAND в 


Аа ааа аата 
озольом»Фф 
も ま も ま も まれ ま も または も ま も よ も よれ もみ 


ӨБЕЗ 

備忘 録 

VOICE CALL vi.8 
Фао) 374 

+ 

68099) з4#22° 294% 


и ыы 


мее ННН 


h out ! 
7408993 


+99 >>^ 
1 love мом. 


[1] MONDAY 「 英 数 国 社 理 体 」 
21 TUESDAY 「 数 社 技 技 保 音 」 


これ で , 科目 を 開き な が 6 用 意 を する こ 
と が で きま す 。 科 目 は リズ ミカ ル に 入力 す 
る ぁ の が コッ で す 。 

Exam. 6 
メ ツ セージ つき プロ グラ ム 

デジ タル サン プリ ング 機能 を 使え ば , H 
分 の 作っ た プロ グラ ム の メッ セー ジ の 部 分 
2, 音声 あつ ける こと が で きま す 。 


ҚАН, max АЛА 
文字 で 

"СОММАМО ?” 
音声 で 


コマ ンド を 入力 も で て が だるい 
と いう よう な 感じ で す 。 この も き の 音 声 デ 
ー タ の 作成 に 「VOICE CALL」 を 使う と 便 
利 で す 。 録音 デー タ は [0] [1] [2] … 
[ 9] キー の 順に 入っ て いる の で 活用 し て 
CONS 


必要 な シス テム 


"VOICE CALL」 を 運用 する に は , 次 の 
シス テム が 必要 で す 。 
(Т) РС-8801 ҒА/МА, また だ は, 

SR 以降 オ サ ウ ンド ボー ド II 

(この 中 に は , N88-BASIC Ver 2 .0 以 


М1 周辺 装置 の 接続 
R 
< 
O 
l, 
FA/MA 
また は < 


AUDIO 出 力 


ee ee e ee e «oe ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө о 


es=4 


САА. 1.0 


AM 


は も は も は ыыы 


іш 
ж-ат 
іш 


上 と , пе ЕЖ-Е2с7%57а” 
ラム ファ イル を 含み ます )。 

② デ ィ ス プレ イ 

③ ア ンプ サス ピー カー マイ ク 
ュ ン ピュ ー タ 本 体 と ,。 これ ら 6 を 適当 な コ 
ー ド で 接続 し ます ( 図 1)。 


① BASIC (V2 モー ド , 
シス テム ディ スク を 作成 し ます 。 拡張 モ 
ー ド 2 では, 次 の ファ イル が 必要 で す 。 

fm.ipl 


拡張 モー ド 2) の 


fmvla.bin 
fmv1b.bin 
fmv2a.bin 
fmv2b.bin 
fmv2c.bin 
② ID モク タ を 湊 の よう に 書き 換え ます 。 
同時 に オー プン する ファ イル 数 = 1 
西暦 の 下 2 ケタ 88 
BASIC ブ ログ ラム 
BLOAD ”fm.ipl”, К 
③ リ スト 1 の BASIC プロ グラ ム を 入力 し 
て 次 の よう に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー 


7144Ж; 
SAVE "УСА 
о ааыа о 


は , BASIC ブログ ラム の 中 の DRIVE$= 


мый ыы; ЖА АМАЛ Дал о оли ТАРТУ ГГ ТТТ 
. 


マイ ク 
ミキ サー 
アン プ = | 
デッキ к. 
еїс 


“ееегеееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееев 


人 写真 


— MOICE CALL 91.6 


нан 


DAD Си 18АЧЕ Г=2СНФ,СОММЕНТ 
C+ + IRECORD T = 60 Г-ЗЕКАВЕ CCLRIEND 


COMMAND @ 


Св сно, СОММЕМТ 
CCLRIEND 


м: мча, 
DU а ааа аа. 
г әоочольокк»ф 


© 


1 
2 
а 
4 
$ 
6 
? 
8 
9 
L, 


ар Г/28АУЕ 
*3RECORD T = 28 Г-ЗЕРАЗЕ 


COMMAND @ 


ん あし の 合わ s ISONE С=2СНО , COMMENT 
С+2ПЕСОЕР т = 69 С-ЗЕРАЗЕ CCLRIEND 


COMMAND В 


`. 


“еееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееее 


2 РЕЛ” 


2” を DRIVE$=” 1 ” に 書き 換え て くだ さき (VOICE CALL) 
セー ブ 
シス テム の 起動 方 法 ам 
қабір か ら 9 ま で 再生 
① ド ライ ブ 1 に 「VOICE CALL 
の シス テム ディ イス ク を も セット し て リネ セッ コメ ント 変更 
トス イッ チ を 押し ます 。 
②" カ クチ ョ ウネ イロ チ シ ョ ウシ マス カ 
АША” Qa airs q k Ñ Ou GW лаг eB Ed d SA ON S. toba i sss 
に 対し て , [М] キー を 押し ます 。 ィ ス ク に は , 1 ブロ ッ ク を セー ブ で き өзе 
@ RUN ”VCALL” ます 。 フ ァイル ネー ム は , ーー トン 
で 「VOICE CALL」 が 起動 し ます 。 VCALL.DIR 
7 VCALL.PCM 
プロ グラ ム の 操作 方 法 к» SET RECORDING TIME 
© [ж] ロー ド す る алыш Aea 
「VOICE CALL」 を 起動 し て , 録音 時 間 [x] キー を 押す と [0] か ら 6 [9] 
の 設定 を 行い ます (写真 )。 録 音 時 間 は , まで の 10 個 の 音源 デー タ と 「 そ の コメ ン 
1 秒 か ら 6 秒 まで を [1] から [6] キー ト , お よび ブロ ッ ク の 録音 時 間 を フロ ッ 
で 指定 し ます が , 単に RETURN キー を 押 ピー ディ スク か ら ロ ー ド し ます 。 
ЗЕ, 約 2 秒 に 設定 され ます 。 © [=] コメ ント を 変更 する 
10 個 の 音源 デー タ は , すべ て 同じ 録音 時 [=] キー を 押す と, [CER] キー を 押す と, 
間 で す 。 CHG.COMMENT NO. [ 0 ] END 
各 キ ー の 機能 は 次 の と なり で す ( 図 2)。 [08 よー [95 [1] RETURN 
Ф [0] — [9] 再生 する と 表示 る れる の で , 変更 し た い 番 号 キー COMMAND 
キー に 対応 し た 音源 を 再生 し ます 。 を 押し て か ら コ メン ト を 入力 し て くだ きる ょ 表示 る れる の で , 終了 する 場合 は [ 0 | 
(2) [+] 録音 する い 。 こ の と き , 音源 デー タ は 変更 きれ ま キー を , [VOICE CALL」 に も どる 場合 
[+] キー を 押す と , ЖА, は [1] キー を 押し て 《 だ さい 。 
ВЕС МО. [0] — [9] @ [CLR] 終了 する 
と 表示 る れる の で , 録音 し た い 番 号 キ 
ー を 押せ ば , 即座 に 録音 が 開始 る され ま 
す 。 続い て コメ ント を 大 力 し ます が , w し て いる の で , 普通 の コピ ー プ ログ ラム で 
コメ ント が 存在 する 場合 は , RETURN は うま く コ ピー で きま せん 。 そこ で , 専用 
キー を 押す と を その まま の コメ ント に , FN の ファ イル コピ ーブログ ラム を 作り まし た 。 
存在 し な い 場 合 は , 「*」 に な り ま す 。 VOICE МЕМО 888; Е k Ef 
(| 一) WETS Е, 


[一 ] キー を 押す と , 
ERASE NO. [0] — [9] IP イル コピ ー プロ グラ ム の 機能 
と 表示 る れる の で , 消去 し た い 番 号 キ プロ グラ ム 


ー を 押せ ば 即座 に 消去 が 開始 され ます 。 この ブログ ラム は , ГУОСЕ MEMO 8 


Ф [/] セー プ す る | 8 」 の ファ イル を コピ ー す る も の で す 。 こ 
[Г] キー を 押す と , 音源 デー タデ イィ れ を 使え ば , いろ いろ な 音源 も ライ ブラ リ 
スク の セッ ト を 確認 し た あと に , [0] も つと と し て フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク に まとめ て 整理 


する こと が で きま す 。 こ の と き , 日 時 情報 


VOICE МЕМО 88) は < の は ま ュ ピー ナ する こと いで きま す が 


か ら [9] まで の 10 個 の 音源 デー タ L, 
その コメ ント , お よび ブロ ッ ク の 録音 


時 間 を を フロッピー ディ スク に セー ブ し | を 活用 する だ め に 新しく 設定 し た り シ ステ ムク ロッ ク の 値 を 
#7. 本 誌 の No.2 で 掲載 し た PCM 音源 ファ 用 いる こと も で きま す 。 そ の まま コピ ー す 


プロ ッ ク と いう の は , 10 個 の 音源 の イリ ング ・ シ ステ ム 「VOICE МЕМО 88」 れ ば プロ テク ト 情 報 も 受け 継が れ ま す が . 
ー タ の こと で す 。 1 枚 の フロ ッ ピ ー デ 4, 専用 の ディ レク トリ で ファ イル を 管理 それ 以外 は 受け 継が れ ま せん 。 


60 


テン キー の 機能 


| nag (FILE COPY) 
| プロ グラ ム の 入力 方 法 
① リ スト 2 の BASIC プロ グラ ム を 入力 し に な を ディ スク 


т. 信 SCH 形式 て 次 の よう に フロ ッ ゼ ピー 
ディ スク に セー ブ し ます 。 
SAVE ”ЕСОРҮ”, А 
② 前 回 の 「VOICE МЕМО 88. # в — F L 


ます 。 
LOAD ?V M88” の: ҰНЫН» ЧЕ т ПРА И 
© "VM88" に "FCOPY" を マー ジ し ょ ます 。 @ [=] 再生 する と 表示 る れ ま す 。 目的 の ドラ イブ を 選択 
MERGE ”ЕСОРУ” ュ ピ ー 元 の 音源 デー タ に カー ソル を 合わ し て くだ さい 。 ド ライ ブ を 選択 し た ら 6, 
〈④ フ ロッ ピー ディ スク に セー ブ し ます 。 せ て [=] キー を 押す と , 音源 デー タ が ディ スク の 差し 替え を 確認 し て 《 507, 
SAVE "VM88" 専用 メモ リ (サウ ンド メモ リ ) に ロー ド 必要 な ら 6 差し 替え て くだ さい 。 
ай, 再生 きれ ます 。 こ の キー は [1] © [CLR] メイ ン メ ニュ ー に 移る 
プロ ブラ ム の 操作 方 法 の 代わ り に 用 いる こと が で きま す 。 「VOICE MEMO 88」 の メイ ン メ ニュ 
© [2] ドラ イブ や ディ スク を 変更 する ー に 移り ます 。 
"VOICE МЕМО 88」 を 起動 し て , メニ [2] キー を 押す L, 
ュー 選択 で [4] キー を 押す し と 「FILE CHG.DRIVE [1] or [2] 


COPY」 の 画面 に な が り ま す 。 
у эку > L sma 
基本 的 な 操作 方 法 は , 音源 デー タ を [1 ] 


キー で ロー ド し て , [+] キ ー で セー プ す 4 ЈАКА 


2 と С な b = # 異な っ た ドラ イ THLE 1000 ’жжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжж 
с, 1010 , VOICE CALL Version 1.0 
ィ ス ググ 問 に コピ ー す る も と き は 。 1020 ' Copyright 1988 H.BANDO А11 rights reserved. 
Ф [1] ロー ド 1030 ' 1988 03.26 file name "VCALL” 
1040, жжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжжж 
20 [2] ドラ イブ や ディ スク の 変更 1050” 
O [+] モー プ 1060 ON ERROR GOTO *ERROR. TRAP 
1070 ON STOP GOSUB *SP :STOP ON 
と いう 具合 で す 。 1080 ОМ НЕГР GOSUB ЖНР :HELP ОМ 
: 1090 ON KEY GOSUB *KY :KEY ON 
各 キ ー の 機能 は , 次 の と な り で す ( 図 3 )。 1100 ' 
Ф [1] ロー ド す る 1110 DEFINT A-Z:OPTION ВАЗЕ 0 
SS 1120 WIDTH 49, 29:CONSOLE 9, 25, 9, 1 
ュ ビ ピー 元 の 音源 デー タ に カー ソル を 合わ 1130 SCREEN 9, 9:COLOR 7:CLS 3 
> о ИБА 1140 ' 
せ て [1] キー を 押す と , 音源 デー タカ ヵ 1150 DEF USR9=&H4299 ' cursor on 
専用 メモ リ (サウ ンド メモ リ ) に ロー ド 1160 DEF USR1=&H428B ' cursor off 
1170 SF=8 
され ます 。 1180 TS=9 : TR=20 : TP=20 
© [+] モー プ す る 1190 CMD РСМ 255, 3, SF, 1 
4 е a 1200 FOR 1=0 TO Т: СОГ.ОВ= СТ, 1) : NEXT I 
ュ コピー 先 に カー ツル を 合わ せ て [+] キ 1210 LINE〈9, 0) - (639, 199), 1, ВЕ 
ー を 押す と , еа М 
『 1230 DRIVE$="2" 
0] COPY 1] SET 2] PRESENT 1240 DN9$=DRIVE$+" : VCALL. DIR” 
ы Ре 1250 DN1$=DRIVE$+" : VCALL. РСМ” 
と 表示 る され ます 。 0] COPY は 音源 情 1260” 
報 , 日 時 情報 , プロ テク ト 情 報 を コピ ー 1270 DIM F$(9),C$ (9) 
b 1280 FOR I=0 TO 9:Е3 (1) =" 00”: №МЕХТ I 
し ます 。 1]SET は 日 時 情報 を 強制 的 に 1290 FOR 1=9 TO 9:С8 (1) ="” :МЕХТ I 
セッ ト し , 2]PRESENT は 日 t 1309 ' 
s 」 時 情報 1310 GOSUB *SET. TIME 
し て シス テム クロ ッ ク の 値 を 用 いま す 。 1320 ' 
な お . 1330 ЖМАІМ 
7 1|ЗЕТ Ł 2] PRESENT は , > 1340 CLS 
ロ テ ク ト 情 報 は コピ ビー され ま せん 。 1350 GOSUB *DSP. MAIN 
ЕУ 1360 *MAINQ 
© 1-7 消去 する 1370 GOSUB *CLS. MES:GOSUB *DSP. СОМІМ 
ть y Aa A 1380 GOSUB *KEYIN :PRINT A$ 
1390 IF A$>="9" AND Аз<=”9” THEN *PLY 
L, プロ テク トト の か か っ だ デー タ は 消去 1400 ТЕ A$="+" THEN ЖБЕС 
で きま せん 。 1410 IF Аз="-” THEN *ERS 
1420 ТЕ A$="=" THEN жСНС. СМТ 
6l 


1430 IF A$=”/” THEN *SAVE. VOICE 
1440 IF А%=" ж” THEN *LOAD. VOICE 
1450 IF A$=CHR$ (12) THEN *CHECK. QUIT 


1460 GOTO *MAIN 


1480 ЖСНЕСК. QUIT 
1490 GOSUB *DSP. QUIT 


1500 GOSUB *KEYIN:PRINT A$ 
1510 IF А%=" 0" THEN *QUIT 


1520 GOTO *MAIN 


1540 *SET. TIME 


1550 GOSUB *DSP. SET. TIME 
1560 GOSUB *KEYIN:PRINT АЗ 


1570. T=VAL (A$)" 


1580 IF A$=CHR$ (13) THEN TR=20:TP=20: RETURN 


1590 IF Т<1 OR Т>6 ТНЕМ 


1600 ТЕ-Тж10:ТР-Тж10 
1610 RETURN 


1630 *DSP. SET. TIME 
1640 CLS 

1650 LOCATE 6,8 :PRINT 
1660 LOCATE 9, 10:PRINT 
1670 RETURN 


1690 *DSP. MAIN 

1700 LOCATE 2,2 :PRINT 
1710 LOCATE 4,4 :PRINT 
1720 LOCATE 4,5 :РВІМТ 
1730 LOCATE 4,6 :PRINT 
1740 ГОСАТЕ 4,7 :PRINT 
1750 LOCATE 4,8 :PRINT 
1760 ГОСАТЕ 4,9 :PRINT 
1770 LOCATE 4, 109: РВТМТ 
1780 LOCATE 4, 11: РАМТ 
1790 LOCATE 4, 12: РАМТ 
1800 LOCATE 4, 13:РКІМТ 


1810 LOCATE 2, 15:РВІМТ 
1820 ГОСАТЕ 2, 16: РЕТМТ 


*SET. TIME 


"SET RECORDING TIME <1^6 sec) ”; 
"RETURN = 2 sec "; 


7 меннің VOICE- CALL ҮШ кене 
“ЖЗ” 

ы ミド йы 

ЕИ, Ж 

ы: ЖЫ 

8 7 9 ФЬ 

"2 Шы 

557 3 ы 

ЕЗ 

`+ Абы 

ОЛ > 

” [K] LOAD [/] SAVE [=] CHG. COMMENT” 
“ІЗІКЕСОНр 4 I =; ТВ 


1830 LOCATE 19, 16:РВІМТ " [-] ERASE [CLR] END” 


1840 FOR I=0 TO 9 


1850 IF F*(I)="01" THEN LOCATE 8, 1I+4:PRINT C$(I); 


1860 NEXT I 
1870 RETURN 


1890 *DSP. COMIN 
1900 LOCATE 4,18:PRINT 
1910 RETURN 


1930 *DSP. REC 
1940 LOCATE 2, 18: РЕТМТ 
1950 RETURN 


1970 *DSP. ERS 
1980 LOCATE 2,18:РКІКТ 
1990 RETURN 


2010 *DSP. СОММЕМТ 
2020 LOCATE 9,.18:PRINT 
2030 RETURN 


2050 ※DSP. CHG. СМТ 
2060 LOCATE 2.18:PRINT 
2070 RETURN 


2090 ※DSP. QUIT 
2100 CLS 


"COMMAND ”; 


"REU NO. МИЛ, ш... ДА... “5 


‚АЛЬ НЫ. SWT. “91. 


99 Ге” 4 


"СНС. COMMENT КО. [091 7 191 "; 


2110 LOCATE 13, 8 :PRINT ” [0] END” 
2120 LOCATE 13, 1@:PRINT "[1] RETURN” 
2130 LOCATE 13,12:РКІМТ "COMMAND ”; 


2140 RETURN 

2158 ` 

2160 *DSP. SAVE 

2170 LOCATE 2, 18: PRENT 
2180 RETURN 


2200 ЖСІ,5. MES 
62 2210 LOCATE @0,18:PRINT 


ee « oe ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө е ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө о ө ө se 


"ЅАУЕ DRIVE. >” ;DRIVE$; " ОК ? [RETURN/e | 5е] 


STRINGS (Г38,” 7); 


2220 RETURN 


2240 *KEYIN 

2250 A$=INKEY$:A1$=USRQ@ (А18) 
2260 IF A$="" THEN *KEYIN 

2270 RETURN 

2280 ' 

2290 *QUIT 

2300 GOSUB *RESETS 

2310 CLS 3:CLOSE 

2320 ON ERROR GOTO 0 

2330 END 

2340 ' 

2350 *RESETS 

2360 STOP OFF:HELP OFF:KEY OFF 
2370 FOR І-0 ТО 7:COLOR=(I,I):NEXT I 
2380 WIDTH 80,25:CONSOLE ,,1 
2390 RETURN 


2410 *PLY 

2420 IF F$(VAL(A$))=" 99" THEN ЖМАІМӨ 
2430 TS=VAL (A$)*TP 

2440 CMD PCM PLAY TS, TP 

2450 СОТО ※MAINO 


2470 *REC 

2480 GOSUB *CLS.MES:GOSUB *DSP. REC 
2490 GOSUB *KEYIN:PRINT АЗ 

2500 IF A$ く "9" OR A$>”9” THEN *MAIN 
2510 TS=VAL (АЗ) ЖТР 

2520 CMD РСМ ,,,@:COLOR=(1, 22 

2530 CMD PCM RECORD TS, TR 

2540 CMD PCM ,,,1:COLOR=(1, 1) 

2550 F$ (VAL (А8) > =" 01” 

2560 ※RECO 

2570 GOSUB *CLS.MES:GOSUB *DSP. COMMENT 
2580 LINE INPUT C$ 

2590 C1$=LEFT$ (C$+STRING$ (30,” ”), 30) 
2600 A=VAL (А8) 

2610 IF С%="" AND C%(A)=""” THEN C$ (А) =" ж" : СОТО *MAIN 
2620 IF С%=”" AND С8 (А) <>"" THEN *MAIN 
2630 C$(A)=C1$ 

2640 СОТО ЖМАІМ 


2660 *ERS 

2670 GOSUB *CLS. MES:GOSUB *DSP. ERS 
2680 GOSUB *KEYIN:PRINT АЗ 

2690 IF А%<”0” OR A$>”9” THEN *MAIN 
2700 F$(VAL(A$))="09":C$ ま (VAL(A$))="" 
2710 СОТО ※MAIN 


2730 ※CHG. СМТ 

2740 GOSUB *CLS.MES:GOSUB *DSP. CHG. СМТ 
2750 GOSUB *KEYIN:PRINT A$ 

2760 IF Аз<”0” OR A$>”9” THEN *MAIN 
2770 СОТО *RECQ 


2790 *SAVE. VOICE 

2800 GOSUB *CLS.MES:GOSUB *DSP. SAVE 

2810 GOSUB *KEYIN:PRINT АЗ 

2820 IF A$ く >CHR$ (13) THEN *MAIN 

2830 OPEN DNO$ AS #1 

2840 FOR 1=0 ТО 7 

2850 FIELD #1, 1Ж32 AS DMY$,2 AS Е1%<12,30 AS С18 (І) 
2860 NEXT 1 

2870 FOR 1=0 TO 7 

2880 RSET Е1$ СТ) =Е8 (1) :LSET C1$ СГ) =С8 (I) 

2890 МЕХТ 1 

2900 РОТ #1, 1 

2910 FOR I=8 ТО 9 

2920 FIELD #1, (I-8)*32 AS DMY$,2 AS F1$(1), 30 AS C1$ (I) 
2930 NEXT I 

2940 FIELD #1,32*2 AS DMY$,4 AS TM1$ 

2950 FOR 1=8 TO 9 

2960 RSET Е1$ (1) =Е$ (I) :LSET C1$(I)=C$ (I) 

2970 NEXT I 

2980 RSET TM1$=RIGHT$ (” 00” +STR$ (TR) , 2) 

2990 РОТ #1, 2 

3000 CLOSE #1 63 


lo 


I jj— т ——-——-— 


CMD РСМ SAVE DN1$,0,TR*10 
GOTO *MAIN 


*LOAD. VOICE 
OPEN DNO$ AS #1 
FOR I=0 TO 7 
FIELD #1,1ж32 AS DMY$,2 AS F1$(I),30 AS C1$ (I 
NEXT I 
GET #1,1 
FOR I=0 TO 7 
F$ (I)=F1$ (1) :С$ (12-С18 (1) 
МЕХТ 1 
FOR 1=8 ТО 9 
FIELD #1, (1-8) ж32 AS DMY$,2 AS Е1$ (12,30 AS С1$ І) 
МЕХТ 1 
FIELD #1, 32ж2 AS DMY$,4 АЗ TM18 
GET #1,2 
FOR I=8 TO 9 
F$ (1) =Е1$ (ID :С$ (12-С18 (1) 
NEXT I 
TR=VAL CTM18) : TP=VAL (TM1$) 
CLOSE #1 
CMD РСМ LOAD DN18, 9 
GOTO *MAIN 


*SP:GOTO *QUIT 
*KY 

*HP 

RETURN 


`ЖЕВРОК. TRAP 


IF ERR=68 THEN *ER. 68 
GOSUB *RESETS 

CLS 3:CLOSE 

PRINT "ERROR ”;ERR 

ON ERROR GOTO 0 

END 


*ER. 68 

CELES 

PRINT "DISK FULL !” 

PRINT "РУЗН RETURN KEY ”; 
GOSUB *KEYIN 

RESUME NEXT 

' program end 


IF А%-”4” THEN ЖЕСОРҮ 


LOCATE 12, 14:РВІМТ "41 FILE COPY” 
т ра серу == 

ЖЕСОРҮ 

DRIVE. ЗАУЕ$ =ОВТУЕЗ$ : ОТВ. SAVE$=DIR$ 
ЖЕСОРУ 1 

GOSUB жр5Р. MENUO 

GOSUB *KEYIN 

IF A$<>CHR$ (13) THEN *FCOPY1 
GOSUB *DSP. CHECK. DIR 

GOSUB ж5ЕТ. БІР 


ЖЕМАТМ 
GOSUB *GET. DIR 
FOR I=0 TO N 
FS$ (1) =F$(I) :NS$ (1) =№8 (I) : VS$(1)=V$ (1) :KS$ (I) =K$ СІ) 
NEXT I 
GOSUB ※DIR. SORT 
GOSUB *※DSP. FCOPY 
NF=YC:GOSUB ЖСЕТ. POS:PRINT A$ 
GOSUB жСМУ. У 
IF A$="=" THEN GOSUB *※FPLY :GOTO *FMAIN 
IF A$="+" THEN GOSUB *※FSAVE:GOTO ЖЕМАТМ 
IF A$="ー" THEN GOSUB *※ERS :СОТО *※FMAIN 
IF A$="1" THEN GOSUB *※FLOAD:GOTO *※FMAIN 
IF A$="2" THEN GOSUB *※CHG. DRIVE:GOTO ЖЕМАТМ 
IF A$=CHR$ (12) THEN ЖЕКЕТ 
GOTO ЖЕМАТМ 


8680 FL$=F$ (V) : NL$=N$ (V) : KL$=K$ (У) 
8690 GOSUB *※PLY 
8700 RETURN 


8720 *※FLOAD 

8730 IF F$(V)<>" 91" AND F$(V)<>" 81" THEN *※PL1 
8740 GOSUB ЖСІ,5.М 

8750 LOCATE 3.23:PRINT "LOADING ..."; 

8760 GOSUB *MAKE. FILE 

8770 CMD РСМ LOAD SNAME$, TS 

8780 FL$=F$ (V) : NL$=N$ (V) : KL$=K$ (у) 

8790 RETURN 


8810 ЖЕЗАУЕ 

8820 DFR=DSKF (VAL (DRIVE$))*5 

8830 IF DFR < TR THEN *VOICE. FULL 
8840 TT=0 

8850 FOR 1=0 TO N 

8860 TT=TT+VAL (K$ 122 

8870 NEXT I 

8880 ТЕ TT+TR>MAX.C THEN *VOICE. FULL 
8890 IF F$(V)=" 81" THEN *REC5 

8900 GOSUB *CLS. M 

8910 LOCATE 3,23:PRINT "SAVING ...”; 


8930 *FSAVE1 

8940 GOSUB ЖСІ,5.М 

8950 LOCATE 1.23:PRINT "DATE, TIME @]COPY 115ЕТ 21РВЕ5ЕМТ ”; 
8960 GOSUB ЖКЕҮІМ:РБІМТ At; 

8970 ІК А%=” 0” THEN *FSAVE2 

8980 IF А%-”1” THEN GOSUB ж5ЕТ. ОТ: СОТО *REC4 

8990 ІК A$="2" THEN *REC3 

9000 СОТО ЖЕЗАУЕ1 


9020 *FSAVE2 

9030 F$(V)=FL$ :N$ (У) =NL$ : K$ (У) =KL$ 
9040 GOSUB *PUT. DIR 

9050 GOSUB *MAKE. FILE 

9060 CMD PCM SAVE SNAME$, TS, ТВ 
9070 GOSUB ※CLS. М 

9080 RETURN 


9100 *CHG. DRIVE 

9110 GOSUB *※CLS. М 

9120 LOCATE 2.23:PRINT "СНС. DIRVE [1] or [2] ": 

9130 GOSUB ※KEYIN:PRINT Аз 

9140 ІК А%-”1” THEN DRIVE$=" 1" :DIR$=DRIVE$+" :"+DNAME$ : СОТО *※FCOPY 1 
9150 IF А%-”2” THEN DRIVE$=" 2" :DIR$=DRIVE$+" : "+DNAME$ : GOTO ЖЕСОРҮ1 
9160 GOTO ЖСНС. DIRVE 


9180 *FRET 
9190 DRIVE$=DRIVE. SAVE$ : DIR$=DIR. SAVE$ 
9200 СОТО *※MAIN 


9220 ※DSP. FCOPY 

9230 CLS 

9240 LOCATE 1,1:PRINT ”"---------і ЕПЕ COPY トーーーーーーーーー" 
9250 XD=4 :YD=3 :YC=0 

9260 FOR II=0 TO N | 

9270 IF Е58 (11) =” 01” OR FS$(II)=”81"” THEN *FVD1 ELSE *FVD2 
9280 *FVD1 

9290 Y$=RIGHT$ (STR$ (ҮС), LEN (STR$ (YC))-1) 

9300 Үз-КІСНТ8 С'00”+Ү$, 2) 

9310 YM$= ニ RIGHT$ (STR$ (YC+1) , LEN (STR$ (YC+1))-1) 

9320 YM$=RIGHT$(" 00” +УМ$, 2) 

9330 N$=NS$ (11) :GOSUB *DIV. МАМЕ 

9340 N$=NS$ (11) :GOSUB *GET. УМО 

9350 GOSUB *GET. WEEK :ІЕ F=@ ТНЕМ *ER2 

9360 IF FS$(II)="81" THEN CSR$="*” ELSE CSR$=" 〇 " 

9370 TG$=RIGHT$ (KS$ (II), 3) 

9380 МЕЖЕ PRINT ҮМ6;”:7;" ":;ртТе;" " WBEK8; "” ";CSR%8;" ";TM8;" ";ТС® 
9390 YD=YD+1:YC=YC+1 

9400 *FVD2 

9410 NEXT II 

9420 LOCATE 1,20:PRINT "[1]LOAD VOICE [+] SAVE VOICE [-]ERASE" 
9430 LOCATE 1,21:PRINT " [=]PLAY І21СН. DRIVE, DISK [CLR]MENU" 
9440 LOCATE 1,22:PRINT "DRIVE ";DRIVE$ 

9450 RETURN 


人 ео 


— 01 „сз 
ІҢ, ІН УКА 


ЕВ, 
| 目覚 め の 悪 い 人 の 

だ め に 

目覚 ほし 時 計 を 何 個 鳴ら し て も 起き られ 
な いあ な だ た だ 。 あ な た だ の PC-8800 シ リー ズ を 
目覚 ほし 時 計 の ひと つ に 加え を て みて は いか 
2:7 

だ と えば , 自分 の 1 番 い や な 音 を サン プ 
リン グ し て 目覚 ほし に すれ ば , いく ら 朝 寝 
ぼう の あな た だ た で も 起き る こと が で きる ん じ 
ゃ な いで すか ? 

朝 に 本 当 に 弱い あな た の た だ ため に , この プ 
ログ ラム を 捧げ ます 。 


| 必要 な ハー ドウ ェ ア 


(Т) PC-8800 シ リー ズ 全 機種 (FA/MA, 
VA2/VA3 以 外 は 「 サ ウン ド ボ ー ド II」 が 
b ちろ ん 必要 ) 

@> 4 x 2 F 2 4 2° 2 3⁄ 

@ N88 ディ スク BASIC V2 の シス テム デ 
ィ ス ク 

④ デ ィ ス ク BASIC 用 に フォ ー マ ッ ト さ る され 
だ た フロッピ ー デ ィ ス ク 1 枚 (サン プリ ン 
グ デ ー タ 用 の デー タデ ィ イィ スク) 

⑤ そ の 他 , 各種 サン プリ ング 環境 (オーデ 
ィ オ 機器 な ど と) 


リス ト の 
打ち 込み 方 法 


リス ト 1 を 打ち 込ん だ ら , 


66 


ユル チ ス テー ジョン ・88' 
П 「 サ ウン ド ボ ポ ボード II 8 


あな た の お 好み の 音 で 快適 な 朝 を 


ЖЗ 時 計 


SAVE "ADPCM"⑦ 
と いう 名 前 で セー ブ し て くだ る さい 。 実行 す 
る 前 に 打ち 込み ミス が な いか どう か チェ ッ 
ク し まし ょ 2。 


起動 方 法 


①N88 ディ スク BASIC シス テム ディ スク 
に 入っ て いる シス テム プロ グラ ム を 起動 
きせ ます 。 
BLOAD ірі”, R Q 
РАВУ СДА» 
② し ば らく する と ¢, 
"な 
дя (Ү/МІ” 
と 表示 きれ ます の て , 
YƏ 
と 押し て くだ さい 
⑧"OK" が 表示 る れ た だ たら , 
RUN "ADPCM"⑦ 
を 入力 し ます 
④ こ れ で 88 の 目覚 まし 時 計 が 誕生 し まし だ 。 


操作 方 法 


プロ グラ ム を 実行 する と , 内 蔵 時 計 の 時 
刻 と 目覚 まし 時 計 の 設定 表 . それ と メニ ュ 
ー が 表示 る れ ま す 。 

x = a. 12, 

1. Present time set( 内 蔵 時 計 の セッ ト ) 

2. Timer set (目覚 まし の セッ ト ) 

3. ADPCM sound (サン プリ ング ) 


"Пт. 


いっ きり 活用 РАВТ.2 


の いら どら び づ づり ワー マソ 


— жүй 


НЭ = „жш BIB IS ü< 4 > > 


で 構成 きれ て いま す 。 
代 内 蔵 時 計 の セッ ト 


① メ ニュ ー で 1 を 選択 し ます 
② 現 在 時 刻 を 入力 し ます 


目覚 まし の セッ ト 


① メ ニュ ー で 2 を 選択 し ます 
② 目 覚まし 時 刻 は 8 つま で 設定 で きま す 
TIMER… 目 覚まし 時 刻 の 設定 
SWT… ア ラー ム の ON/OFF を 設定 し ま 
+, RETURN キー で ON/OFF が 切 
り 換わり ます 
#… 何 番 の サン プリ ング 音 を 使う か 設定 
E 
③ 設 定 したい ぃ 項目 に カー ソル キー で カー ン ソ 


resent time set 
жомга 


ル を 移動 させ ます 
④ 設 定 を 終了 する 場合 は STOP キー を 押 
ат 


サン プリ ング ウール 


① メ ニュ ー で 3 を 選択 し ます 
② サ ブ メ ニュ ー が 表示 きれ ます 
1. RECORD (目覚 まし 音 の サン プリ 
иг) 
2. PLAY (目覚 まし 音 の 確認 
3. LOAD( フ ロッ ピー か ら の ロー ド ) 
4. SAVE (フロ ッ ピ ー へ の セー ブ グ ) 
③ 目 覚まし 音 の サン プリ ング を 選択 す る L, 
サザ ンプ ブリ ング 音 リ スト が 表示 きれ ます 
"INPUT number =” L #7 & #172 5, 
サン プリ ング 音 を 設定 する 番号 を 入力 し 
TARK ON 
"Input sound name : "と 表示 され た 
6, サン プリ ング 音 の 名 前 を 入力 し ます 。 
"Are you ready ? (Y/N) "で , サンプ 
リン グ の 用 意 が 整っ た ら 6, Y を 押し ま 
す 。 サ ンプ リン グ 時 間 は 4 秒間 で す 
中 止 す る 場合 は ,N を 押し て くだ さい 
④ 目 覚まし 音 の 発生 で は , サン プリ ング し 
だ 目覚 まし 音 を 確認 し ます 。 
"Are you ready ? (Y/N) "で , У を 押 
す と 目覚 まし 音 を 鳴ら し ます 
(ロード, セーブ で は , デー タ 用 ディ スク 
ПИСАЛА 


: Воск 
: € ion 
: Classic 


: Wake Up! 


Input number = ШЫ 


ATTENTION 


1 目覚 まし 音 は , 1 枚 の ディ スク に 8 個 
の デー タダ が 入る よう ケ グ た な っ て いきま すず す 。 

2 PRINT ОКЕ (2) © 
を 入力 し た と き に , 128 以 上 が 表示 され な 
ぃ いと さき. は エラ ー に な . り . ま すす 。 


リト 1 


Ө--------------------------------------------------------- 


$ save "ргя-а.рс" 

, 

ON ERROR GOTO ЖЕЕЕ.ТКАР 

ОМ STOP GOSUB *%5ТОР.ТКАР:ЗТОР ON 
ОМ HELP GOSUB *НЕГР.ТВАР:НЕГР ON 
NEW CMD:X$=TNKEY$:DEFTNT A-Z 


DEF FNQ$(X$,A)=RIGHT$(FNW$(X$,A),LEN(FNW$(X$,A))-INSTR(FNW$(X$,A)," ")) 


DEF FNW$(X$,A)=STR$(ASC(MID$(X$,A,1))) 

CONSOLE 0,25:COLOR 0:CLS:COLOR O:WIDTH 40,25:CONSOLE 16,25,0,0 
LOCATE 0,0:FOR I=1 TO 8:SND$(I)=SPACE$(16):NEXT 

FOR I=1 TO 6:STIM$="00:00":SW(I)=0:NO(I)=1:NEXT 
ОМОЕЕ%(0)-"ОЕЕ":ОМОЕЕ9 (1)-"ОМ " 


PRINT " 

РКІМТ "PRESENT TIME | 00:00 I":;GOSUB *TIMER 
PRINT " ーー ": PRINT 
PRINT." 

PRINT "| TIMER | SWT | # | TIMER | SWT | # | 


PRINT "= 
FOR I=0 TO 2 


PRINT "| 00:00 | OFF | * | 00:00 | OFF | * | 
PRINT トト ーー トー トー トー トー ゴゴ 
NEXT 

PRINT "| 00:00 | OFF | * | 00:00 | OFF | * | 


PRINT i маны ER OIE БАИН 
, 


GOSUB *MES.CLS:WHILE 1 
PRINT " 1) Present time set 
PRINT " 2) Timer set 
PRINT " 3) ADPCM sound 
PRINT " 4) End" :PRINT 
PRINT "Command = "; 


X$=INKEY$:IF Х%-"" ТНЕМ 1320 
ТЕ Х$<"1" OR Х$>"4" THEN ВЕЕР: СОЗОВ *MES.CLS:GOTO 1350 
PRINT Х$;:ОМ VAL(X$) GOSUB *PRS , *TTM,*ADPCM , *EXTT 

WEND 

, 


ЖЕХІТ 
WHILE ТМКЕУ$ <>"! " : МЕМ: RETURN 
, 


*НЕГР . TRAP 
CMD UNLINK:STOP OFF:CONSOLE 0,25,1,1:COLOR 7:WIDTH 80,25:END 
, 


*Ж5ТОР. TRAP 
RT .FLAG= 1 :RETURN 
, 


*MES . CLS 
LOCATE 0,24:FOR І-0 ТО 8:РЕТМТ: МЕХТ : RETURN 
し 


*PRS 

RT .FLAG=0:STAT=0:XPOS=17 : YPOS = 1 : GOSUB ЖСЕТ.ТІМЕ 
TIME$=T$+":00":GOSUB *TTMER :LOCATE 0,25:GOSUB *MES .CLS : RETURN 
, 


ЖТІМЕНК 
XXX=CSRLIN:TM$=LEFT$(TIME$,5):TIME$ ОЕЕ:ГОСАТЕ 17,1:РВТМТ TM$ 
FOR МММ-1 ТО 4 
ТЕ 5М(МММ)-1 AND ТМ%-5ТМ%(МММ) THEN GOSUB *ALM 
МЕХТ 
H=VAL(LEFT$(TM$,2 ) ) :M=VAL(RIGHT$( TM$, 2 ) ) :M=(M+ 1 ) MOD 60 
ТЕ М-0 THEN H=(H+1 ) MOD 24 
A$=FNQ$(CHR$(H) , 1 ) : B$=FNQ$ (CHR$(M) ,1 ) 
ТЕ LEN(A$) =1 THEN А$="О"+А$ 
ТЕ LEN(B$) =1] THEN B$="0"+B$ 
ТМ%-А%%":"%В% 
ОМ ТІМЕ%-ТМ%%":00" GOSUB ЖТІМЕНЕ:ТІМЕ% ОМ:ГОСАТЕ 0,ХХХ 
RETURN ; 
, 
ЖСЕТ.ТІМЕ 
Е,АС-0:Х-ХРО5:МНІІЕ RT.FLAG=0 
LOCATE Х,УРОЗ : Х$ =ТМРОТ$ (1) 
ХХ=АЗС (Х$ ) 
ТЕ ХХ=13 ТНЕМ 1940 
ТЕ STAT=0 THEN 1790 
ТЕ XX<>30 ТНЕМ 1760 
FLAG=TIM.NO:TIM.NO=TIM.NO-1:IF TIM.NO=0 THEN ТІМ.МО-8 
GOTO 1940 


67 


1760 IF XX<>31 THEN 1790 
1770 FLAG=TIM.NO:TIM.NO=TIM.NO+1l1:IF ТІМ.МО-9 THEN TIM.NO=1 
1780 GOTO 1940 


1790 ТЕ XX<>28 THEN 1830 

1800 IF STAT=1 AND X=XPOS+4 THEN 1940 

1810 Х-Х%1:ІЕ Х=ХРО$+2 THEN Х=Х+1 

1820 ТЕ Х-ХРО5%5 THEN Х=Х-1:СОТО 1920 

1830 ТЕ XX<>29 THEN 1860 

1840 Х-Х-1:ІЕ Х=ХРО$+2 THEN Х-Х-1 

1850 ТЕ Х-ХРО5-1 THEN Х=Х+1:СОТО 1920 

1860 ТЕ XX<48 OR XX>57 THEN 1920 

1870 ТЕ X=XPOS AND (XX<48 OR XX>50 ) THEN 1920 ELSE ХР=ХХ 
1880 ТЕ Х=ХРО$+1 AND XX>52 AND XP=50 THEN 1920 
1890 ТЕ Х-ХРО8%3 AND XX>53 THEN 1920 

1900 LOCATE Х,УРОЗ ; РЕТМТ Х$;:Х=Х+1:ТЕ X=XPOS+2 THEN Х=Х+1 
1910 ТЕ Х=ХРО$+5 THEN Х=Х-1 

1920 WEND 

1930 ' 

1940 Х=УРО$*&Н78+ХРОЗ*2+&НЕЗС8 : ХХ=Х+8 

1950 Т$="":ЕОВ І-Х ТО ХХ STEP 2 

1960 Т$=Т$+СНЕ$ (РЕЕК(Т)) 

1970 NEXT 

1980 RETURN 

1990, 

2000 *ALM 

2010 LOCATE ,,0:МНІІ,Е ІМКЕҮ%-"":СМр РСМ PLAY МО (МММ) *10-10,40 
2020 FOR 7-0 ТО 7400:NEXT : WEND : LOCATE ,,1:RETURN 
2030” 

2040 ЖТІМ 

2050 TTIM.NO=1 : EDT= 1 :RT .FLAG=0 

2060 WHILE RT.FLAG=0 :GOSUB *TNP.TTMER : WEND 

2070 FOR К-0 TO 1:FOR Ј=1 TO 4 

2080 XPOS=K*18+2:YPOS=J*2+5:GOSUB 1940 

2090 STM$(K*4+J ) =Т$ 

2100 МЕХТ:МЕХТ 

2110 GOSUB *MES .CLS : RETURN 

2120 ! 

2130 ЖІМР.ТІМЕК 

2140 УНТЬЕ 1 

2150 ОМ EDT GOSUB *TIME.SET,*SWITCH,*NUMBER 


2160 ТЕ RT.FLAG=1 ТНЕМ RETURN 
2170 WEND 
2180, 


2190 ЖТІМЕ.ЅЕТ STAT=1 

2200 ХРО8-ІКМТ((ТІМ.МО-1)/4)%18%2:ҮРО5-((ТІМ.МО-1) MOD 4)%2%7:С080В ЖСЕТ.ТІМЕ 
2210 ТЕ FLAG=0 THEN EDT=EDT+1 

2220 RETURN 

2230, 

2240 *SWITCH 

2250 WHILE RT.FLAG=0 

2260 Х=ТМТ ( ( TIM.NO-1 ) / 4 ) *18+10:Y=( (TIM.NO-1 ) MOD 4)%2%7 

2270 LOCATE Х,У:Х$=ТМРОТ$ (1) 

2280 ТЕ Х$<>СНЕ$ (13) THEN 2310 


2290 SW(TIM.NO)=(SW(TIM.NO)+1) MOD 2 

2300 LOCATE X,Y:PRINT ONOFF$ (SW(TIM.NO)):GOTO 2260 
2310 XX=ASC(X$) 

2320 IF XX=28 THEN EDT=EDT+1:RETURN 

2330 IF XX=29 THEN EDT=EDT-1:RETURN 

2340 IF XX<>31 ТНЕМ 2370 


2350 TIM.NO=TIM.NO+1:IF ТІМ.МО-9 THEN TIM.NO=1 
2360 RETURN 


2370 IF XX<>30 THEN 2400 

2380 TIM.NO=TIM.NO-1:IF TIM.NO=0 THEN TIM.NO=8 
2390 RETURN 

2400 WEND 

2410 RETURN 

2420, 


2430 *NUMBER 
2440 УНТЬЕ RT.FLAG=0 
2450 Х-ІМТ((ТІМ.МО-1)/4)%18%16:Ү-((ТІМ.МО-1) MOD 4)*2+7 


2460 LOCATE X,Y:X$=INPUT$(1) 

2470 ХХ=АЗС (Х$ ) 

2480 ТЕ ХХ=29 ТНЕМ EDT=EDT-1:RETURN 
2490 ТЕ XX<>31 THEN 2520 


2500 ТІМ.МО-ТІМ.МО%1:ІЕ ТІМ.МО-9 THEN TIM.NO=1 

2510 RETURN 

2520 ТЕ XX<>30 THEN 2550 

2530 TIM.NO=TIM.NO-1:IF ТІМ.МО-0 THEN ТІМ.МО-8 

2540 RETURN 

2550 IF Х$›"О" AND Х9<"9" THEN PRINT X$:NO(TIM.NO)=VAL(X$) 
2560 WEND 

2570 RETURN 


Ф 
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2590 *ADPCM 
2600 RT.FLAG=0 :GOSUB *МЕЗ. С1$ :РЕТМТ "Insert ADPCM data disk on drive 2" 


2610 PRINT " ‚апа push [RETURN] key. "; 

2620 WHILE INPUT$(1)<>CHR$(13):IF RT.FLAG=1 THEN GOSUB *MES.CLS:RETURN 
2630 WEND 

2640 ' 


2650 WHILE 1 
2660 GOSUB *MES.CLS 
2670 PRINT " 1) Record 
2680 PRINT " 2) Play 
2690 PRINT " 3) Load 
2700 PRINT " 4) Save 
2710 PRINT " 5) Ех1&" : РЕАТМТ 
2720 PRINT "Command = "; 
2730 X$=INPUT$(1):IF X$<"1" OR X$>"5" THEN 2660 
2740 ТЕ Х%-"5" THEN GOSUB *MES .CLS : RETURN 
2750 PRINT X$:ON VAL(X$) GOSUB *REC,*PLY ,*LD ,*SV 
2760 WEND 
2770 RETURN 
, 


2790 *REC 
2800 A=0:GOSUB *MES.CLS 
2810 PRINT "£ Recorading.":PRINT 
2820 GOSUB *REC.1:PRINT "Are you ready? --- (y/n) "; 
2830 X$=INPUT$(1):IF Х$="п" OR Х$="М" THEN GOSUB *MES .CLS : RETURN 
2840 IF Х%<>"Ү" AND X$<>"y" THEN 2830 
2850 CMD PCM RECORD ST.SEC,40:GOSUB *MES.CLS 
2860 RETURN 
, 


2870 

2880 *REC.1 

2890 GOSUB *MES.CLS:FOR I=1 TO 4 

2900 PRINT І;": ";LEFT$(SND$(I)+SPACE$(15),15); 
2910 PRINT Із4;": "LEFT$(SND$(I+4)+SPACE$(15),15); 
2920 NEXT 


2930 PRINT:PRINT:PRINT "Input number = "; 
2940 X$=INPUT$(1):IF X$<"1" OR Х$›"8" THEN 2940 


2950 IF LEFT$(SND$(VAL(X$)),1)=" " THEN IF А=0 THEN GOSUB *INP.FILE 
2960 ST.SEC=VAL(X$)*40-40:GOSUB *MES.CLS:RETURN 

2970 ' 

2980 *1МР.ЕТЬЕ 

2990 GOSUB *MES.CLS:INPUT "Input sound name : ",SND$(VAL(X$)) 

3000 IF SND$(VAL(X$))="" OR LEFT$(SND$(VAL(X$)),1)=" " THEN 2990 
3010 GOSUB *MES.CLS:RETURN 

3020 ' 

3030 *PLY 


3040 GOSUB *MES.CLS:A=1:GOSUB *REC.1:CMD РСМ PLAY ST.SEC,40 

3050 GOSUB *#*MES .CLS : RETURN 

3060 ' 

3070 *LD 

3080 GOSUB ЖМЕ5.СІ,5 

3090 PRINT "Insert ADPCM data disk on drive 2." 

3100 PRINT "Ready ? --- (y/n) "; 

3110 X$=INPUT$(1):IF Х$="п" OR X$="N" THEN GOSUB *MES.CLS:RETURN 
3120 ТЕ Х$<>"У" AND Х$<>"у" THEN- 3110 

3130 CMD РСМ LOAD "2:ADPCM .DAT" ,0 

3140 OPEN "2:ADPCM.SND" AS #1:IF LOF( 1 ) =0 THEN GOSUB ЖМЕМ. 

3150 FOR 1=8 ТО 1 STEP -1:FTELD #1,(1-1)%16 AS Х%,16 AS SD$(1 ) : NEXT 
3160 ТЕ LOF( 1 ) =0 THEN GOSUB ЖМЕМ. 

3170 СЕТ #1,1:FOR 1=1 TO 8:SND$( 1 ) =SD$( TI ) : NEXT : GOSUB *MES .CLS : RETURN 
3180 ' 

3190 *SV 

3200 GOSUB ЖМЕ5.СІ,5 

3210 PRINT "Insert ADPCM data disk on drive 2." 

3220 PRINT "Ready? --- (y/m) "; 

3230 X$=INPUT$(1):IF X$="N" OR X$="n" THEN GOSUB *MES.CLS:RETURN 
3240 ТЕ Х$<>"У" AND Х%<>"у" THEN 3230 

3250 ОРЕМ "2:ADPCM.SND" AS #1 

3260 FOR 1=8 ТО 1 STEP -1:ЕТЕШО #1, (І-1)%16 AS Х%,16 AS 5р%(І):МЕХТ 
3270 FOR 1=1 ТО 8:LSET SD$( 1 ) =SND$( 1 ) : МЕХТ 

3280 РОТ #1,1:CMD РСМ SAVE "ADPCM.DAT",0,320 

3290 GOSUB *MES 。CLS : КЕТОЕМ 

3300” 

3310 ЖМЕМ. 

3320 FOR I=1 TO 8:LSET SD$( TI ) =SPACE$( 16 ) : NEXT 

3330 PUT #1,1:RETURN 

3340 ' 

3350 *ERR.TRAP 

3360 ТЕ ЕЕЕ<>53 THEN PRINT ERR,ERL:END 

3370 GOSUB *MES.CLS:PRINT "Not exist sound Ғі1е.":РБІКТ "Push [КЕТОВМ]"; 
3380 WHILE INKEY$<>CHR$(13):WEND 

3390 GOSUB *MES.CLS:RESUME 2650 


は 
69 


リシン フォ ニー 
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БУУ 


111 = 


(C ) ブロ グラ ム の 概要 


ほとん どの パソ コン に FM € 


最近 て は , 


源 が 搭載 され て , 環境 音楽 プ ブログ ラム や ゲ 


ー ム の 効果 音 , BGM に 使わ れる こと も 当 
だ り 穫 に な っ て きま も た 。 し か し 。 実際 に 

FM 音源 を 自由 に 使い こなし て いる 人 は 案 
外 少 な いも の 。 こ の プロ グラ ム で は , FM 音 

源 を 自由 に 作成 , 
あな た も 自分 ど ご け の 音色 を 奏で て み ま せ ん 
か *。 

O 必要 な シス テム 

① PC-8801mkII 以降 の 機種 対応 。 た だ し 
SR 以前 の 機種 に は も ちろ ん 「 サ ウン ド 
ボー ド II」 が 必要 

② デ ィ ス ク ド ラ イブ 2 基 

フォ ー マ ッ ト し た だ フロッピ ー1 枚 


С) フロ グラ ム の 入力 方 法 


この プロ グラ ム は , 3 つの リス ト か ら 構 
成る され て いま す 。 

① リ スト 1 … デ ー タ ディ スク 初期 化 

② リ スト 2… 画 面 作成 デー タ セ ッ ト 


(⑧ リ スト 3… サ ウン ド エ デ ィ タ タ 


リス ト 1 一 3 を 順番 に 入力 し て くだ さい 。 


を それぞれ の リス ト を 入力 し だ たら, フロ ッ ピ 
ー に セー ブ し ます 。 
SAVE (ファ イル 名 ) С) 


リス ト 1 は "Ниши. dsk"、 リ スト 2 は 


・88」 メ イン 画面 


保存 する こと が で きま す 。 


” スル チ ス テー ショ ン ・88“ 
II「 サ サウ ンド ボード II 』 思い っ きり 活用 


| 3. oer чо 


7- 88 


”fmedit. 001”, У А F 3 は ”fmedit. 00270 
ТТАР ТІ СТА» 


() 起動 方 法 


まず 。 シ ステ ム デ ィ ス ク の "т.р 
動 し ます 。 
BLOAD "fm. ipl”,r @ 
拡張 音色 の 指定 で は 
NQ 
を 押し ます 。 
この プロ グラ ム は ,。 デー タデ ィ ス ク 作 成 
機能 と , サウ ンド エディ タ 機 能 の 2 つの 機 
能 で 構成 きれ て いま す 。 


Ш デー ツ デ イィ スン 作成 


RUN "fminit. dsk"⑦ 
で 起動 し ます 。 フ ォ ー マ ッ ト さ る され だ フロ ッ 
ピー を ドラ イブ グ 2 に 入れ て , 

”Аге you ready ?” 
と 表示 る され た だ ら 6 RETURN キー を 押し ま 
т. 


Ш 552-157-765 


RUN ”fmedit. 001"⑦ 
で 起動 し ます 。 画 面 作 成 に 時 間 が か か り ま 
г», エラ ー で は な い の で 安心 し て くだ る 


О 操作 方 法 


サウ シド エス ゲキ ネタ ダダ は デン クジ ジョン キー 


сос МІСЕ COPY 222? 
Y 
4: 


ディ レク トリ 表示 画面 


っ 


の ⑦ ら いら ど び づ づり ワー マソ 


に よっ て 機能 が 働き ます 。 各 ファ ンク ショ 


ン キ ー に は 次 の よう な 機能 が 設定 る され て い 
27» 

Operator 1 edit 

Operator 2 edit 

Operator 3 edit 

Operator 4 edit 

Other data edit 

Voice copy 

Voice load 


Volce save 


| [hl hl [sl [hl м [hl |ғы) |-5 
| |OO| || || || |> I |CO | IPS ү 


Graphic copy 

エディ ッ ト 画 面 で は , Е2БО05- (1 

^,Qー[ ) と た テンキー, スペース キー を 
使い ます 。 

まず |[f ЦУЕ 5| で エ デ ッ ト す る 音源 
を 選択 し ます 。 Operator 1—4 で は , [4] [6] 
<, Other data で は スペ ー ス キー で パラ メ 
ー タ 項目 を 選択 し ます 。 

パパ ラメ ー タ 値 の 変更 は |2][8I で す 。SHIFT 
キー と いっ し ょ に 押す と , 大 きく 変更 る れ 
3%: 

上 2 段 の キー は 音色 を 調べ る た め に 使い 
ます 。 キー と 音色 の 対応 は 表 1 を 参照 し て 
者 s 

[f 6| は 音源 の 音色 を 変更 し ます 。 音 
名 の 一 覧 が 表示 る され ます の で , [2][4][6|[8] 
で 選択 し 。 スペ ー ス キー を 押し て (だ さい 。 
選択 し な い 場 合 は , ESG キー で エディ ッ ト 
画面 に ちどり ます 。 


“ы %, 7%, Ше %, Ми. йл “а 
А ЭЕ 


чы, Зы, 


9999999 «ғ «ғ» 
о артта 
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: Drum i 
: Neu directory 


音色 メニ ュー 一 覧 表示 画面 


фе» 


Окан ЖАНА 


[f 7] 8, デー タ を フロ ッ ピ ー か ら 読 み 
込み まみ す 。 フ ァイル 一 覧 が 表示 る れ た ら , 
[8 で ファ イル を 選択 し , スペ ー ス キー を 
押し ます 。 次 に , 同様 に 音 を 選択 し ます 。 

[f 8| は , デー タ を フロ ッ ピ ー に 書き 込 
AET; ドラ イグ 2 に た に 。 デイ スク メキ ー ツ マテ 
ッ ト も し た だ フロッピ ー を 洲 れ , ファ イル 者 。 
音 を 入力 し ます 。 フロ ッ ピ ー は , 必ず サウ 
ンド エニ ディタ で フォ ー マ ッ ト し た も の を 使 
% C Жа, 

[f 9| は , エディ ッ ト 画 面 を プリ ンタ に 
印刷 し ます 。 プ リン タ の チェ ッ ク を し て い 
ませ ん の で , 印刷 可能 状態 に な っ て いる か 
確認 し て くだ きい 。 


О テー タフ ァイル に つい て 


デー タデ ィ ス ク は この プログ ラム 独自 の 
構造 に な っ て いま す 。 ФМ, ディ スク 
ВАС СУН то КиО 
の まま で は 使用 で きま せん 。 必ず "fminit. 
dsk" て フォ ー マ ッ ト し て 〈 く だ る い 。 

ディ レク トリ は 最大 16 個 , 音 は ディ レク 
トリ 1 つ に つき 最大 80 個 , 全体 で 1200 個 ま 
て 登録 可能 で す 。 デ ィ ス ク BASIC と 互換 
性 の な い 構 造 な の で , コピー など は で きま 
せん 。 


表 1 キー と 対応 する 音色 
キー ナン バー 対応 する 音色 
#G 
#А 
な し 
ЯС 
Яр 


оч] GOO | N| 一 
+ 
= 


| 
+ 
О 


—|&@| で | 〇 | 一 | こと | て | コ | mimi <= ol 
mio ol mn > о мм ojojo 


_7 C 


N7 >C 


ct disk initializer 

CLEAR ,&HCFDF:DEF USR=&HCFE9 

CONSOLE 9,25.9,1:COLOR 7:WIDTH 80,25 

DIM A$(15) 

RESTORE жМАС:ҒОК 1I=&HCFE9 ТО &HCFF2:READ X$:X=VAL("&h"+X$):POKE 1,Х:МЕХТ 


PRINT "Data disk initializer v1.80" 

PRINT "for FM sound editor":PRINT 

PRINT "Please insert NEW disk on drive 2" 
PRINT "Are you ready ? --- (Push [RETURN] ) "; 
жІМРХ X$=INPUT$(1):IF X$<>CHR$(13) THEN жІМРХ 


A=USR(Ø):PRINT:PRINT:PRINT "Now formating..... "ЗІРОК I=0 ТО 500800! : МЕХТ 
FOR 1=15 TO Ø STEP -1:FIELD #8, 1*16 AS DMY$,16 AS A$(I):NEXT 

LSET A$(0)=CHR$(&HC1)+STRING$(15,254) 

FOR 1=1 TO 15:LSET A$(I)=STRING$(16,254):NEXT 

FOR I=14 TO 16:DSKO$ 2,1,18,1:МЕХТ 

RESTORE xDISK:FOR I=0 TO 15:READ SF,TR,SC:X$=CHR$(SF)+CHR$(TR)+CHR$(SC) 
LSET A$( 1 )=X$+STRING$( 13,255 ) :NEXT :DSKO$ 2,1,18,3 

LSET A$(9)=CHR$(9)+STRING$(15,255 ) :LSET А$(1)=А$ (0) 

LSET A$(2)=CHR$( 1 )+STRING$( 15 ,255 ) 

РОК 1=3 TO 15:LSET А%(1)-5ТКІМС%(16,255):МЕХТ:р5К0% 2,1,18,4 
PRINT:PRINT "Сотр1еќѓе..."; : ЕМО 


«МАС 

рАТА. Т5.Сс5.65,е5,38,5, сб, С9.37,26,1.,с4,42,37,621,641,с1,41,с9 
xDISK 

ВАТА. 1.37.1.1.27.8,.1,.37.11.1,397.18.0.35.5.0.28.10.0,38.15,1,38.4 
DATA 1.38,9,1,38,14,0,39,3.0,39,8,0,39.13,1.,39,2,1,39,7,1,39,12 


у save "fmedit.001" 

) ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー Definition 
NEW CMD:DEFINT A-Z:LOCATE ,,0:CONSOLE 0,25,0,1 

SCREEN 0:COLOR 7:WIDTH 80,25:CLS 3 

DIM VC(4,.9),LX(3,6) ,LY(3,6) ,PAR$( 18 ) ,XPOS (21) 

DIM XPR( 10 ) , CMP( 7 , 1 ) , FUNC$( 9 ) , LC( 7 ) ,OPE$( 4 ) 

DIM MINIMUM( 18) , MAXIMUM( 18 ) , VN$( 61 ) , MSK ( 3 ) 

COMMON VC( ) ,LX( ) ,LY( ) ,PAR$( ) ,FUNC$( ) , LC( ) ,OPE$( ) , MSK( ) 

COMMON XPR( ) ,CMP( ) , XPOS( ) 

COMMON МІМІМЧМ ( ) , MAXTMUM( ) , VN$ ( ) , VNAME$ 

GOSUB *SETDATA:GOSUB ЖІМІТ.5СКЕЕМ 

PRINT:PRINT "Main program loading...";:CHAIN "fmedit.002" 

? —————— ---------- Initialize of graphic 
ЖІМІТ.5СКЕЕМ GOSUB *GCLS:PRINT "Now graphic initializing..." 

LINE (0,2)-(635,199),3,BF 

LINE(3,0)-(639,0),2:LINE(1,1)-(637,1),2 

FOR I=0 TO 3:LINE(639-I,INT(I/2))-(639-I,197+INT((I+1)/2)),5:NEXT 

, 


FOR І-0 ТО 9:11=1*%60 
ЬТМЕ( 11+24,187) -STEP( 50,8) ,1,BF 
FOR J=1 TO LEN(FUNC$(1 ) ) 
A=ASC(MID$(FUNC$( 1 ) ,J, 1 ) )+&H100 
PUT ( エエ ユ + (ナー1 ) *8+26 , 1 88 ) , KANJ1 (А) 
NEXT 
, 


LINE(II+23,196)-STEP(51,0),2:LINE(II+21,197)-STEP(53,0),2 
LINE(II+21,187)-STEP( 0,9),5:LINE(II+22,187)-STEP(0,9),5 
LINE(II+23,187)-STEP( 0,8),5 

NEXT 

, 


ЬТМЕ(15,7)-(200,15),1,ВЕ:ЬТМЕ(226,7)-(400,15),1, ВЕ 
LINE(425,7)-(624,15 ) , 1 ,BF 

ІМЕ(14,16)- (200,16), 2:11МЕ(12,17)- (200,17), 2:11МЕ(225,16)- (400,16), 2 
ІМЕ (223,17) - (400,17), 2:11МЕ(424,16)- (624,16), 2:11МЕ(422,17)- (624,17), 2 
ІМЕ(14,7)-(14,15),5:11МЕ(13,7)-(13,16),5:11МЕ(12,7)-(12,16),5 

ЬТМЕ (225,7) -(225,15),5:11МЕ(224,7)-(224,16),5:11МЕ(223,7)- (223,16), 5 
11М№МЕ(424,7)- (424,15), 5:11МЕ(423,7)- (423,16), 5:11МЕ(422,7)- (422,16), 5 

FOR Ісі ТО 1ЕМ(А$):Х=АЗС(МІр$(А$,1,1)) +&Н100 : РОТ (1*8+16,8) , KANJI(X ) : NEXT 
FOR 1=1 ТО БЕМ(В$):Х=АЗС (МТО$ (В$,Т,1) ) +&Н100:РОТ (1%8+424,8),КАМУТ(Х) : МЕХТ 
FOR 1=0 ТО 1:FOR J=0 TO 1 


ІІ=1%240:11=11+15:12=11+14:13=11+12:14=11+13:15=11+241:7Ј7Ј=7*48+32 
J1 =JJ- 4 :J2=JJ-8 :J5=JJ+32 : J6 =JJ+ 3 3 : J8=JJ+3 1 
ІМЕ(11,72)-(15,278),1,ВЕ 
LINE(12,.J5)-(15,J5),2 :LINE(T3,J6 ) -(15,J6 ) , 2 
LINE(13,J2 ) -(13,J5 ) , 5 : LTNE(T4,J2 ) -(14,J5 ) ,5 :,1МЕ(І2,72)-(І2,278),5 
ҒОВ К-1 ТО 10 . 
X=ASC(MTD$(OPE$(T*2+J) ,K,1 ) )+&H100 
РОТ(ІІ+(К-1)*8+16,71),КАМЈІ(Х) 
МЕХТ 
, 
FOR L=0 TO 2:FOR К=1 ТО LEN(PERA$(L)) 
X=ASC(MID$(PERA$(L),K,1))+&H100 
PUT ( I*240+(K-1)*8+16,J*48+L*8+40) , KANJI(X) 
NEXT : NEXT 
NEXT : NEXT 
, 
LINE(15,120)-(481,180),1,BF:LINE(15,120)-(481,180),3,B 


FOR I=52 TO 480 STEP 39:LINE (1,121)-(1,179),6:МЕХТ 
FOR I=42 TO 450 STEP 39 
J=(I-42)/39:IF J=1 OR J=4 OR J=8 THEN 1610 
ЬТМЕ(Т,121)-(1+20,155),6, ВЕ 
МЕХТ 
ЬТМЕ(16,121)-(26,155),6,ВЕ 
, 


1640 LINE(505, 23)-(624, 31),1,BF:LINE(505, 35)-(624, 87),1,ВЕ 

1650 LINE(505, 95)-(624,103),1,BF:LINE(505,107)-(624,127),1,BF 

1660 LINE(505,135)-(624,175),1,BF 

1670 ' 

1680 RESTORE *LNDATA:FOR І-0 ТО 24 

1690 READ Х1,Ү1,Х2,Ү2,С0О1,:Һ,ТМЕ(Х1,Ү1)-(Х2,Ү2),СОІ, 

1700 NEXT 

ТҮТӨ 

1720 РОВ 1=0 ТО 1:FEOR り =1 ТО 9 

1730 A=ASC(MID$( PERA$( 1+3 ) ,J, 1 ) ) +&H100 :PUT( (7-1)%8%529,1%72%24),КАМУТ(А) 
1740 МЕХТ:МЕХТ 

17502" 

1760 FOR І-0 ТО 4:FOR Ј=1 ТО LEN(PERA$(T+5 ) ) 

1770 A=ASC(MID$(PERA$(I+5),J,1))+&H100:PUT((J-1)*8+513,I*8+136),KANJI(A) 
1780 NEXT:NEXT 

1790 RETURN f 

1800 ' 7! 


В na 4... 


1810 *GCLS FOR І-0 ТО 7:CMD PAL Т,0:МЕХТ : ВЕТОВМ 
1820 ” --------------------------------------------------------- Set data 
1830 *SETDATA PRINT:PRINT "Data setting..." 
1840 RESTORE *FDATA:FOR І-0 TO 9:READ FUNC$( 1 ) : NEXT 
1850 RESTORE *PDATA:FOR І-0 TO 18:READ РАН%(І):МЕХТ 
1860 RESTORE *VN.DATA:FOR I=0 TO 61:READ VN$(1) :NEXT 
1870 CMD VOICE COPY 0,VC:VNAME$=MID$ (VN$ (0 ) ,2,10) 
1880 RESTORE *L.DATA:FOR І-0 TO 3:FOR Ј=0 TO 2:READ LX(I,J),LY(I,J):NEXT:NEXT 
1890 RESTORE *M.DATA:FOR І-0 TO 18:READ МІМІМОМ (І), МАХІМОМ (І) : NEXT 
1900 RESTORE *X.DATA:FOR І-0 TO 10:READ XPR( 1 ) :NEXT 
1910 RESTORE *LC.DATA:FOR І-0 ТО 7:READ LC(1) :NEXT 
1920 RESTORE *CP.DATA:FOR І-0 TO 7:FEOR 7-0 TO 1:READ CMP(T,J) : МЕХТ : МЕХТ 
1930 RESTORE *XPOS .DATA:FOR 1=1 TO 21:READ ХРО5(І):МЕХТ 
1940 FOR I=1 TO 4:OPE$(1-1 ) = "OPERATER"+STR$( 1 ) : NEXT 
1950 PERA$ (0) =PAR$( 0)+PAR$( 1 )+PAR$( 2 )+PAR$( 3 ) 
1960 PERA$( 1 ) =РАЕ$ (4) +РАЕ$ (5) +РАЕ$ (6) +РАЕ$ (7) 
1970 РЕКА$ (2) =РАК$ (8) +РАЕ$Ҙ$ (9) +РАЕҘ$ (10) 
1980 PERA$( 3 ) =РАЕ$ (11) :РЕКА$ (4) =РАЕ$ (12) :РЕКА$ (5) =РАК$ (13) 
1990 РЕКА$ (6 ) =РАК$ (14) +РАК$ (15) :РЕКА$ (7) =PAR$( 16 ) 
2000 РЕКА$ (8) =PAR$( 17 ) :РЕКА$ (9) =РАЕ$ (18) 
2010 A$="FM Sound Editor v1.0":B$="Sound name : 
2020 FOR І-0 TO 3:MSK(I)=(VC(0,1) AND 2^Т)/2^Т:МЕХТ 
2030 RETURN 
2040 ” -------------------------------------------------------- Рафа агеа 
2050 ЖЕрАТА 
2060: ВАТА" ОР 1"," ОР 2”," ОР 3"," ОР 4", "СОММОН” 
2070 РАТА "У.СОРҮ", "У.10Ар", V SAVE" , "С.СОРУ"," ЕХІТ" 
2080 *PDATA 
2090 DATA "AR 人 Ри 2 も Pe っ 
2100 DATA "SL "ВО 3”, "ИТ ЕЗУІ” 
2110 DATA "AMS е РӘ, 1", "МАЗК" 
2120 DATA. "ALGORITHM" , "WAVE FORM" 
2130 DATA "SPEED:","FB ҒЫ BYNG: 
2140 DATA "PMD :","АМ0 :","РМ8 :" 
2150 *LNDATA 
2160 DATA 505, 32,624, 32,2,503, 33,624, 33,2 
2170 DATA 505, 88,624, 88,2,503, 89,624, 89,2 
2180 DATA 505,104,624,104,2,503,105,624,105,2 
2190 DATA 505,128,624,128,2,503,129,624,129,2 
2200 DATA 505,176,624,176,2,503,177,624,177,2 
2210 DATA 502, 23,502, 32,5,503, 23,503, 32,5,504, 23,504, 31,5 
2220 DATA 502, 35,502, 88,5,503, 35,503, 88,5,504, 35,504, 87,5 
2230 DATA 502, 95,502,104,5,503, 95,503,104,5,504, 95,504, 103, 5 
2240 DATA 502,107,502,128,5,503, 107,503, 128,5,504,107,504, 127,5 
2250 DATA 502,135,502,178,5,503, 135,503, 176,5,504 , 135,504 , 175,5 
2260 *VN.DATA 
2270 DATA " Def VOICE "," BRASS 2 "," STRING 2 "JT ЕРТАМО 3 Б: 
2280 DATA " ЕВАЗЗ 1 "," ЕОБСАМ 1 "," РОКСАМ 1 "> ТАЛЛА ы 
2290 DATA " OBOE "," CLARINET "," УТВВАРНОМ "," HARPSIC т 
2300 DATA " BELL "," PIANO "," MUSHI "," DESCENT k: 
2310 DATA " ОРО " " GRAND. PRIX: "," LASER 1 "," ТАЗЕВ 2 š 
2320 DATA " SIN WAVE "," BRASS 1 " " BRASS 2 "," ТВУМРЕТ zi 
2330 DATA " STRING: 1 "," STRING 2 "," ЕРІАМО 1 "," ЕРТАМО 2 ” 
2340 DATA " EPIANO 3 "," СОТТАВ "," BEBASS 1 ",” МВА ы; 
2350 DATA " EORGAN 1 "," EORGAN 2 "," PORGAN 1 "," PORGAN 2 ү 
2360 DATA "FLUTE "," PICCOLO "," OBOE "," СЬАВТМЕТ е; 
2370 РАТА " СКОСКЕМ "," УТВВАРНОМ "," XYLOPHON "КОТО s 
2380 DATA: " ZITAR "," СЬАУТМЕТ "," HARPSIC "," ВЕШ, Т 
2390 DATA " HARP "," BELL/BRASS "," HARMONICA "," STEEL DRUM " 
2400 DATA " ТІМРАМІ "," ТЕЛІМ "," AMBULAN "," ТМЕЕТ т 
2410 DATA " RAIN DROP "," HORN "," SNARE DRUM "," COW BELL ш 
2420 DATA " PERCATION1 "," PERCATION2 " 
2430 *L.DATA 
2440 DATA 15,60, 25,60,241,60, 15,140, 25,140,241,140 
2450 DATA 255,60, 265,60, 441,60, 255,140, 265,140, 441,140 
2460 *M.DATA 
2470 БАТА 0,31,0,31,0,31,0,15,0,15,0,3,0,15,-3,3,0,15,0, 127,0, 1 
2480 DATA 0,7,0,3,0,16383,0,7,0,1,-127,127,-127,127,0,15 
2490 *X.DATA 
2500 РАТА 0,1,2,3,4,6,7,8,9, 5,10 
2510 *CP.DATA 
2520 DATA 529, 24,529,96,513, 136,513, 144,561, 144,513, 152,513,160,513, 168 
2530 *1С.БАТА 
2549 DATA 0,2,4,0,3,5-6.,7 
2550 *XPOS .DATA 
2560 DATA 4,9,13,18,23,28,33,38,43,48,53,58,2,6,16,21,30,35,40,50,55 

| 1000 ' save "fmedit.002" 

リ 1010 ” ------------------------------------------------------- Definition 
1020 DEFINT A-Z:CMD BGM 0 
1030 DIM A$(15) ,A1$( 80 ) , B$( 80 ) ,C$( 80 ) , МОМВ (15) 
1040 DIM DPOS( 1 5 ) , SPOS ( 80, 3 ) :MK.SW$(0)="OFFE":MK.SW$(1)=" ОМ" 
1050 DIM V( 4,9) :OP= 1 : PR=0 

ト 1060 DEF FNQ$(X$,A) =RIGHT$(FNW$(X$,A) ,LEN(FNW$(X$,A) ) -INSTR(FNW$(X$,A) ," 
1070 DEF FNW$(X$,A) =STR$(ASC(MID$(X$,A,1 ) ) ) 
1080 ON KEY GOSUB *F1,*F2,*F3,*F4,*F5,*F6,*F7,*F8,*F9,*F10 
1090 GOSUB *SET.VOICE:GOSUB *SET 。FUNC:GOSUB *SET.OP:GOSUB *GDISP:KEY ОМ 
1100 ” -------------------------------------------------------- Маіп 1оор 
1110 WHILE 1 
1120 GOSUB %ЖКЕҮ.ОМ:СО,ОК-(7,4):СО,ОЕ-(7,2) 
1130 Ас-ІМР(0):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ А=&НЕВ THEN GOSUB *PER.DOWN 
1140 АсІМР(0):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ А=&НЕЕ AND OP<>5 THEN GOSUB *LEFT .PER 
1150 АсІМР(0):Х%-ІМКЕҮ%:ІК A=&HDF THEN GOSUB *TEST .SND 
1160 Ас-ІМР(0):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ А=&НВЕ AND OP<>5 THEN GOSUB *RIGHT.PER 
1170 Ас-ІМР(1):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ А=&НЕЕ ТНЕМ GOSUB *PER.UP 
1180 A=INP(9):X$=INKEY$:IF А=&НВЕ AND ОР=5 THEN GOSUB *COMMON. 
1190 GOSUB ЖКЕҮ.5ЕАЕСН 
1200 WEND 
1210 ” -————----- Parameter down 
1220 *PER.DOWN А-ІМР(8):Х%-ІМКЕҮ% 
1230 IF А=&НВЕ THEN STP=(MAXIMUM(PR)-MINIMUM(PR))/10+1 ELSE STP=1 
1240 KEY OFF:TIME$ OFF:IF OP=5 THEN GOSUB *COM.DOWN ELSE GOSUB *OP.DOWN 
1250 CMD VOICE УС, УС, УС, УС, УС, VC 
1260 TM$=LEFT$(TIME$ , 5 ) :GOSUB ЖТІМЕК:КЕҮ ON:RETURN 
1270 ” —-————---- --------------- Parameter up 
1280 *PER.UP A=INP(8):X$=INKEY$ 
1290 IF А=&НВЕ THEN STP=(MAXIMUM(PR)-MINIMUM(PR))/10+1 ELSE STP=1 
1300 KEY OFF:TIME$ ОҒЕ:ІЕ ОР=5 THEN GOSUB *COM.UP ELSE GOSUB *OP.UP 
1310 CMD VOICE VC,VC,VC,VC,VC,VC 
1320 TM$=LEFT$(TIME$,5):GOSUB *ТТМЕВ:КЕУ ON:RETURN 

72 1330 ” -------------------------------------------------------- Move left 


*LEFT.PER GOSUB *RESET.OP:PR=PR-1:IF PR<O THEN PR=10 

GOSUB *#SET .OP : RETURN 

E ----.................................................... Move right 
*RIGHT.PER GOSUB *RESET.OP:PR=PR+1:IF PR>10 THEN PR=0 

GOSUB *SET.OP:RETURN 

„о ------------------------------------------------- Move next common 
*СОММОМ. A=INP(8):X$=INKEY$:IF A=&HBF ТНЕМ *COM.BACK 

GOSUB *RESET.COMMON:PR=PR+1:IF PR>18 THEN PR=11 

GOSUB *SET . COMMON : RETURN 
ИИ Move back common 
*COM.BACK GOSUB *RESET.COMMON:PR=PR-1:IF PR<11 THEN PR=18 

GOSUB *SET.COMMON:RETURN 

бк ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーー Орегафег’з parameter down 
*OP.DOWN ТЕ PR<5 THEN COL=1 

ТЕ PR=10 THEN *OPDW 1 

VC(OP,XPR ( PR ) ) =VC(OP,XPR ( PR ) ) -STP 

ТЕ VC(OP, XPR ( PR ) ) <MINTMUM( PR ) THEN VC(OP,XPR ( PR ) ) =MAX TMUM ( PR ) 

GOTO *OPDW2 

*OPDW1 MSK(OP-1 ) =MSEK (OP- 1 ) XOR 1: VC( 0,1 ) =MSK ( 3 ) *8+MSK ( 2 ) *4+MSK ( 1 ) *2+MSK ( 0 ) 
*OPDW2 ON PR+1 GOSUB *AR ,*DR ,*SR ,*RR ,*SL,*KRSD , *MLT , *DTN , *AMS , ХОТ. , *OMSK 
TF PR<5 THEN COL=7 


----------------------------------.......- Орегабег”в parameter up 


IF PR<5 THEN COL=1 

ТЕ PR=10 THEN *OPUP1 

VC(OP, XPR ( PR ) ) =VC( OP , XPR ( PR ) ) +STP 

ТЕ VC(OP,XPR ( PR ) ) >MAXTMUM (РК) THEN VC(OP , XPR ( PR ) ) =МІМІМОМ (РЕ) 

GOTO *OPUP2 

*OPUP1 MSK(OP-1 ) =MSK (OP- 1 ) XOR 1: VC( 0,1 ) =MSK ( 3 ) *8+MSK ( 2 ) *4+MSK ( 1 ) *2+MSK( 0 ) 
*OPUP2 ON PR+1 GOSUB *AR ,*DR ,*SR ,*RR ,*SL,*KRSD , МІТ, *DTN , *AMS , *OL, *OMSK 
COL = 7 : RETURN 

" --------------------------------------------------- Common data up 
*COM.UP ТЕ PR=11 THEN *COM.UP1 ELSE IF PR=14 THEN *COM . UP2 _ 
VC(0,LC(PR-11 ) ) =VC( 0,LC(PR- 1 1 ) ) +STP 

ТЕ VC(0,LC(PR-11 ) ) >MAXTMUM (РЕ) THEN VC( 0,LC(PR-1 1 ) ) =MTNTMUM (РЕ) 

СОТО *COM . UP3 

*COM . UP1 Х=УС(0,0) AND 7:X=X+1 : IF Х>7 THEN Х=0 

VC(0,0) =(VC(0,0) AND &HF8) OR Х:СОТО *COM.UP3 

*COM.UP2 Х-(УС(0,0) AND &H38 ) /8 :X=X+1 : TE X>7 THEN X=0 
VC(0,0 ) =X*8+(VC(0,0) AND 7) 

ЖСОМ.ОРЗ ON PR-10 GOSUB *ALG ,* ネ WE ,*SPD , ЖЕВ , *SYNC , ЖРМ), *AMD , * PMS 
RETURN 

” ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニーーー ニ ーーーー ニ ーーー ニ ーー ニー ニニ ーー ニニ ニー ニー ニー Common data down 
*COM.DOWN ТЕ PR=11 THEN *COM.DOWN1 ELSE IF PR=14 THEN *COM.DOWN2 
VC(0,LC(PR-11 ) ) =VC( 0,LC( PR-11 ) ) -STP 2 

ТЕ VC(0,LC(PR-11))<MINIMUM(PR) THEN VC(0,LC(PR-11))=MAXIMUM(PR) 

GOTO *COM.DOWN3 

*COM.DOWN1 X=VC(0,0) AND 7:X=X-1:IF X<0 THEN Х=7 

VC(0,0) =(VC(0,0) AND &HF8) OR X:GOTO *COM.DOWN3 

*COM.DOWN2 X=(VC(0,0) AND &H38)/8:X=X-1:IF X<0 THEN Х=7 
VC(0,0)=X*8+(VC(0,0) AND 7) 

*COM.DOWN3 ON PR-10 GOSUB *ALG,*WEF ,*SPD , ЕВ, *SYNC , *PMD , *AMD , * PMS 
RETURN 

, ------------------....................................... Sound test 
*TEST .SND GOSUB *KEY.OFF:TIME$ OFF 

CMD PLAY "v1514o4cdefgabo5c" 

TM$=LEFT$(TIME$,5):GOSUB *TIMER:RETURN 

б -------------------------------------------- Select орегафег 1 ^ 4 
ЖЕ1 NUMBER= 1 :GOSUB *OP .CHANGE : RETURN 

*F2 NUMBER=2:GOSUB *OP .CHANGE : RETURN 

ЖЕЗ NUMBER=3:GOSUB *OP .CHANGE : RETURN 

*F4 NUMBER=4 : GOSUB *OP.CHANGE : RETURN 

" ーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ Operater 5 
*F5 ТЕ OP=5 THEN RETURN 

COL=6 : GOSUB *RESET .OP 

GOSUB *ВЕЗЕТ. РОМС : PR= 1 1 : OP=5 : COL= 7 : GOSUB *SET 。FUNC 

GOSUB *SET . COMMON : RETURN 

к ーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーー ニー ニーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ Voioe сору 
*F6 ТТМЕ$ OFF:GOSUB *KEY.ON:GOSUB *GCLEAR :CLS : CONSOLE ss sÔ: COLOR 0 
PRINT "< < < VOICE COPY > > >":PRINTT 

, 


FOR І-0 TO 61 
LOCATE (I MOD 4)*20,INT(I/4)+2 
PRINT USING "## :";I;:PRINT VN$(1) : 
NEXT 
, 


I=O:WHILE 1 
X=(I MOD 4)*20+4:Y=INT(I/4)+2:LOCATE X,Y:COLOR 4:PRINT VN$ (I); 
GOSUB *KEY.ON 
A=INP(9):X$=INKEY$:IF A=&HBF THEN *F6.1 
A=INP(9):X$=INKEY$:IF A=&H7F THEN *F6.2 , 
A=INP(0):X$=INKEY$:IF A=&HBF THEN GOSUB*F6 . 3 : エ =T+1 :J=1:GOTO *F6.0 
A=TNP( 0 ) :X$=TNKEY$:TF А=&НЕВ THEN GOSUB*F6 . 3 : =T+4 :J=0:GOTO ЖЕ6.0 
A=INP( 0 ) :X$=TNKEY$:TF А=&НЕЕР THEN С0080В%Е6.3:1-І-1:/7-1:С0ТО *F6.0 
A=TNP( 1 ) :X$=TNKEY$:TF A=&HFE THEN GOSUB*#F6.3:I=I-4:J=0 
*F6.0 IF J=1 AND I<O THEN 1=61 ELSE ТЕ 7-1 AND 1›61 THEN І-0 
ТЕ J=0 AND 1<0 THEN 1=64+1 ELSE IF 7-0 AND 1›61 THEN I=(I MOD 4) 
IF J=0 AND 1›61 THEN I=I-4 

WEND 

, 


ЖЕ6.1 CMD VOICE COPY I,VC:VNAME$=MID$(VN$(1),2,10) 

FOR 1=0 TO 3:МЅК(І)=(УС(0,1) AND 271)/271:МЕХТ 

*F6.2 CONSOLE ,,,1:COLOR 0:CLS:GOSUB *SET.VOICE:GOSUB *GDISP:RETURN 
, 


ЖЕ6.3 LOCATE X,Y:COLOR O:PRINT VN$(I);:RETURN 
, ニー ニーーーーーーーー ニ ーーー ニ ーーーー ニ ーー ニニ ーーー ニ ニー ニー ニニ ーーー ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニー ニー ニー Гоа voice data 
ЖЕТ KEY ОЕЕ:ТІМЕ% OFF:CONSOLE ,,,0:СО,ОВ 0:GOSUB *GCLEAR 
GOSUB DIRECTORY 
IF 7-0 THEN PRINT "No file...":FOR І-0 TO 1000:NEXT:GOTO *%Е7.4 
CLS:Y$=STRING$(50,"-") 
PRINT " $ Directory Date Time Record": PRINT Y$ 
РОК I=0 TO J-1 

LOCATE 0,I+2:COLOR 0 

PRINT USING "## : ";I+1;:PRINT B$(I);:PRINT USING "######";NUMB(I) 
NEXT:PRINT Y$ 
, 


Т=О:УНТЬЕ 1 
COLOR 4:GOSUB *F78.1:GOSUB *КЕУ. ОМ 
А=ТМР(9) :Х$=ТМКЕУ$ :ТЕ А=&Н7Е THEN #F7.4 
A=TNP( 9 ) :X$=TNKEY$:TF A=&HBF THEN *F7.2 
A=TNP( 0 ) :X$=TNKEY$:TF А=&НЕВ THEN COLOR 0:GOSUB %Е78.1:1=1+1 : СОТО *F7.1 
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2460 
2470 
2480 
2490 
2500 
2510 
2520 
2530 
2540 
2550 
2560 
2570 
2580 
2590 
2600 
2610 
2620 
2630 
2640 
2650 
2660 
2670 
2680 
2690 
2700 
2710 
2720 
2730 
2740 
2750 
2760 
2770 
2780 
2790 
2800 
2810 
2820 
2830 
2840 
2850 
2860 
2870 
2880 
2890 
2900 
2910 
2920 
2930 
2940 
2950 
2960 
2970 
2980 
2990 
3000 
3010 
3020 
3030 
3040 
3050 
3060 
3070 
3080 
3090 
3100 
3110 
3120 
3130 
3140 
3150 


А=ТМР(1):Х$=ТМКЕУ$:1Е A=&HFE THEN COLOR 0:GOSUB *F78 
ЖЕ7.1 ТЕ 1<0 THEN I=J-1 ELSE ТЕ I>J-1 THEN 1=0 

WEND 

, 


ЖЕ7.2 X$=A1$( 1 ) :GOSUB *SUB.DIR:COLOR 0 
ТЕ 7-0 THEN CLS:PRINT "No sound...":FOR І-0 ТО 1000:NEX 
CLS :LOCATE 0,0:PRINT "Directory ";:СОБОЕ 4:PRINT Х%;: 
FOR І-0 ТО 7-1 

Х-(І MOD 4)*20:Y=INT(I/4)+4 

LOCATE X,Y:PRINT В$(Т); 
NEXT 
, 


I=O:WHILE 1 
X=(I MOD 4)*20:Y=INT(I/4)+4:COLOR 4:GOSUB *F78.2:GOS 
А-ІМР(9):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ A=&H7F THEN *F7.4 
А-ІМР(9):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ A=&HBF THEN %Е7.3 
А-ІМР(0):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ A=&HEF THEN COLOR 0:GOSUB *F78 
А-ІМР(0):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ А=&НВЕ THEN COLOR 0:GOSUB *F78 
ТЕ 1<0 THEN 1=J-1 ELSE ТЕ 1>J-1 THEN 1=0 

WEND 

, 


ЖЕ7.3 УМАМЕ$ =ЬЕЕРТ$ (В$(Т),10) 


SF=ASC(LEFT$(C$(I),1)):TR=ASC(MID$(C$(1I),2,1)):SC=ASC(RIGHT$(C$(I),1)) 


FOR I=49 TO 0 STEP -1:ЕІЕШ) %0,1%2 AS DMY$,2 AS B$(I):N 
D$=DSKI$(2,SF,TR,SC) 

FOR І-0 TO 4:FOR J=0 TO 9:VC(I,J)=CVI(B$(I*10+J)):NEXT: 
FOR 1=0 TO 3:MSK(I)=(VC(0,1) AND 271)/271:МЕХТ 

*F7.4 GOSUB *SET.VOICE:SCREEN 0 
TM$=LEFT$(TIME$,5):GOSUB *TIMER:KEY ON:GOSUB *GDISP: RET 
, 


«1:151-1 


T:GOTO *F7.4 
COLOR 0 


UB *KEY.ON 


y2: Isli 
sat Т=1+1 


EXT 


NEXT 


URN 


-------------------------------------------------- Save voice data 
*F8 KEY OFF:TIME$ OFF:CONSOLE ,,,0:COLOR 0:GOSUB *GCLEAR 


GOSUB *DIRECTORY 


IF 7-16 THEN J=J-1 ELSE B$(J)="New directory ":A1$(J) =B$(J) 
, 


CLS:Y$=STRING$(50,"-") 
PRINT " # Directory Date Time Recor 
FOR I=0 TO J-1 

LOCATE 0,I+2:COLOR 0 

PRINT USING "## : ";I+1;:PRINT В%(1); 


IF NUMB(I)<80 THEN PRINT USING "######";NUMB(I) ELSE PRINT " FULL" 


NEXT 


d":PRINT Y$ 


LOCATE 0,J+2:PRINT USING "## : ";J+1;:PRINT B$(J):PRINT Y$ 
, 


I=O:WHILE 1 
COLOR 4:GOSUB *F78.1:GOSUB *KEY.ON 
A=INP(9):X$=INKEY$:IF A=&H7F THEN %Е8.4 
A=INP(9):X$=INKEY$:IF А=&НВЕ AND МОМВ(Т)<80 THEN -*F8 


A=INP(0):X$=INKEY$:IF А=&НЕВ THEN COLOR 0:GOSUB ЖЕ78.1:І-І%1:С60ТО %Е8.1 


A=INP(1):X$=INKEY$:IF A=&HFE THEN COLOR 0:GOSUB *F78 
ЖЕ8.1 ТЕ I<O THEN I=J ELSE ТЕ I>J THEN 1=0 

WEND 

, 


*F8.2 Х$=А1$(Т) : ОТЕЕТ 
ТЕ 1=J THEN K=J:GOSUB *SUB.DIR:GOSUB *ЖМАКЕ. ОТК ELSE GOS 
ТЕ J=81 ТНЕМ J=80 ELSE B$(J)="New Sound " 


COLOR 0:С1,8:,ОСАТЕ 0,0:РЕТМТ "Directory "; :COLOR 4:PRINT X$; :COLOR 0 


FOR I=0 TO J 
Х-(І MOD 4)%20:Ү-ІМТ(1/4)%4 
LOCATE X,Y:PRINT В$(Т); 
NEXT 
, 


І-0:МНІҺЕ 1 
Х-(І MOD 4)%20:Ү-ІМТ(1/4)%4:СОҺОВ 4:GOSUB *F78.2:GOS 
А-ІМР(9):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ A=&H7F THEN *#F8.4 
А-ІМР(9):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ A=&HBF THEN *F8.3 
А-ІМР(0):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ A=&HEF THEN COLOR 0:GOSUB *F78 
А-ІМР(0):Х%-ІМКЕҮ%:ІЕ A=&HBF THEN COLOR 0:GOSUB *F78 
ТЕ 1<0 THEN 1=J ELSE IF 1>J THEN 1=0 

WEND 

, 


. 2 


1: 131.1 


UB *SUB.DIR 


UB *KEY.ON 


40515121 
295181471 


ЖЕ8.3 ТЕ 1=J THEN GOSUB *MAKE.SOUND ELSE VNAME$=LEFT$(B$(1) ,10) 


SF=ASC(LEFT$(C$(1) ,1) ) : TR=ASC(MTD$(C$(1) ,2,1 ) ) : SC=ASC(RTGHT$(C$(1) 1 ) ) 


D$=DSKI$(2,SPOS( 1,0) ,SPOS(T,1 ) ,SPOS( 1 , 2 ) ) :X$=DATE$ 
Y$=CHR$ (VAL(LEFT$(X$,2 ) ) ) : 2$=CHR$ (VAL(MID$( 双 $,4,2) ) ) 
Х$-ү$+7$+СНЕ$ (VAL(RIGHT$(X$,2) ) ) 


LSET A$(SPOS( 1 , 3 ) ) =LEFT$(A$(SPOS( エ ,3) ) , 10 ) +X$+RTGHT$(A$(SPOS(T,3) ) 9) 


DSKO$ 2,SPOS( 1,0 ) , SPOS( 1 , 1 ) ,SPOS( T,2 ) 

FOR 1=49 ТО 0 STEP -1:FIELD %0,1%2 АЗ DMY$,2 AS B$(I):N 
FOR 1=0 ТО 4:FOR J=0 TO 9:LSET B$(I*10+J)=MKI$(VC(I,J)) 
DSKO$ 2,SF,TR,SC 

*F8.4 GOSUB *ЗЕТ.УОТСЕ: ЗСВЕЕМ 0 
TM$=LEFT$(TIME$ , 5) : GOSUB *TIMER:GOSUB *GDISP:KEY ON : RET 
, 


ЖЕ78.1 LOCATE 5,1+2:РЕТМТ Al$(I);:RETURN 


*F9 ТІМЕ% OFF:GOSUB *KEY.OFF:COLOR@(0,0)-(79,24),7 


FOR І-0 TO 7:COLOR=(I,I):NEXT:SCREEN 1,,,2:СОРҮ 3:COLOR@(0,0)-(79,24),0 


EXT 
: NEXT : NEXT 


URN 


Graphic copy 


SCREEN 0:GOSUB *GDISP:TM$=LEFT$(TIME$,5):GOSUB *TIMER:KEY ОМ: ВЕТОЕМ 
, 


ニュ ニニ ニニ ここ ここ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニー ニニ ニー ニーー ニ ーー ニーーーーーーーー E 


*F10 CLS 2:FOR І-0 TO 7:COLOR=(1,1) : МЕХТ: БОСАТЕ ,,1:СОҺОВ 7:CLS:KEY OFF 


GOSUB *KEY.ON:TIME$ OFF:STOP OFF:HELP OFF:END 
, 


*GCLEAR FOR I=0 TO 7:CMD PAL Т,0:МЕХТ : ВЕТОЕМ 
*GDISP CMD PAL 1,&O756:CMD PAL 2,&O412:CMD PAL 3,&0632: 
CMD PAL 5,&O510:CMD PAL 6,&O333:CMD PAL 7,&O60:CMD PAL 


*ЗЕТ.ОР X=INT((OP-1)/2)*240+(PR MOD 4)*56+16 

Y=((OP-1) MOD 2)*48+INT(PR/4)*8+40 

FOR I=1 TO LEN(PAR$(PR)) 
A=ASC(MID$(PAR$(PR),1,1))+&H100:PUT(X+(I-1)*8,Y),KAN 


nd of program 


CMD PAL 4,0 
0,0 


Write oprater 


JI(A) ,OR 


-------------------------------------------------- Rewrite оргафег 


ЖВЕЗЕТ.ОР Х-ІМТ((ОР-1)/2)%240%(РЕ MOD 4)*56+16 

Ү-((ОР-1) MOD 2)%48%ІМТ(РЕ/4)%8%40 

LINE(X,Y)-STEP( 55,7 ) ,1,BF 

FOR 1=1 TO LEN(PAR$(PR) ) 
A=ASC(MTD$(PAR$( PR ) , 1,1 ) ) +&H100 :PUT(X+( エ -1 ) *8 ,Y ) ,KAN 


*SET .COMMON FOR Ісі TO LEN(PAR$(PE) ) 


JI(A) 


Write common 


3580 A=ASC(MID$(PAR$( PR ) , 1,1 ) ) +&H100 

3590 РОТ (CMP(PR-11,0)+( エ -1 ) *8 ,CMP(PR-11 , 1 ) ) , KANJ1(A) ,OR 

3600 NEXT:RETURN 

3610 ” --------------------------------------------------- Rewrite oommon 
3620 *RESET СОММОМ 

3630 LINE(CMP(PR-1 1 , 0 ) , CMP( PR-1 1 , 1 ) ) -STEP (LEN ( PAR$(PR ) ) *8-1 , 7 ) , 1, BF 

3640 FOR 1=1 TO LEN( PAR$ (PR ) ) 

3650 A=ASC(MID$(PAR$( PR ) , T, 1 ) )+&H100 

3660 PUT(CMP(PER-1 1 ,0)+( エ -1 ) *8,CMP( PER- 1 1 , 1 ) ) , KANJI ( A ) 

3670 NEXT:RETURN 

3680 ” ----------------------------------------------- Write funotion key 
3690 *SET.FUNC FOR I=1 TO LEN(FUNC$(OP-1 ) ) 

3700 A=ASC(MID$(FUNC$(OP-1 ) , T , 1 ) ) +&H100 

3710 PUT( (OP-1 ) *60+( エ -1 ) *8+26 , 188 ) , KANJI (A ) , OR 

3720 NEXT:RETURN 

3730 ” --------------------------------------------- Rewrite function key 
3740 *RESET.FUNC LINE((OP-1)*60+24,187)-STEP(50,8),1,BF 

3750 FOR I=1 TO LEN(FUNC$(OP-1)) 

3760 A=ASC(MID$(FUNC$(OP-1),I,1))+&H100 

3770 PUT( (OP-1)*60+(I-1)*8+26,188) , KANJI(A) 

3780 NEXT:RETURN 


3790 ' ------------------------------------ Set voice parameter on soreen 
3800 *SET.VOICE CONSOLE ,,,1:COLOR 0:CLS:J=OP 
3810 COLOR 7:PRINT "Now Creat Soreen.....";:COLOR 0 


3820 FOR ОР=1 TO 4 
3830 GOSUB ЖАБ :GOSUB ЖОК :GOSUB *SR  :GOSUB *RR 
3840 GOSUB *SL :GOSUB *OL :GOSUB *KRSD:GOSUB *MLT 
3850 GOSUB *DTN:GOSUB *AMS:GOSUB *OMSK:'gosub *set.veo 
3860 NEXT 
, 


3880 GOSUB ЖАС :GOSUB *WF :GOSUB ЖЕВ :GOSUB *SPD 
3890 GOSUB *SYNC:GOSUB *PMD:GOSUB *AMD : GOSUB *PMS:OP=J 
3900 LOCATE 67,1:РЕТМТ VNAME$ ; : TM$=LEFT$(TTME$ , 5 ) : GOSUB *ТТМЕВ 
3910 LOCATE 0,0:PRINT $РАСЕ$ (26); : RETURN 
, 


3930 *AR GOSUB *CAL.LOCATION 
3940 LOCATE X,Y:PRINT USING "##";VC(OP,0);:LOCATE X+1,Y:RETURN 
3950 *DR GOSUB *CAL.LOCATION 
3960 LOCATE X+7,Y:PRINT USING "##";VC(OP,1);:LOCATE X+8,Y:RETURN 
3970 *SR GOSUB *CAL.LOCATION 
3980 LOCATE X+14,Y:PRINT USING "##";VC(OP,2);:LOCATE X+15,Y:RETURN 
3990 *RR GOSUB *CAL.LOCATION 
4000 LOCATE X+21,Y:PRINT USING "##";VC(OP,3);:LOCATE X+22,Y:RETURN 
4010 *SL GOSUB *CAL.LOCATION 
4020 LOCATE X,Y+1:PRINT USING "##";VC(OP,4);:LOCATE X+1,Y+1:RETURN 
4030 *KRSD GOSUB *CAL.LOCATION 
4040 LOCATE X+7,Y+1:PRINT USING "##";VC(OP,6);:LOCATE X+8,Y+1:RETURN 
4050 *MLT GOSUB *CAL.LOCATION 
4060 LOCATE X+14,Y+1:PRINT USING "##";VC(OP,7);:LOCATE X+15,Y+1:RETURN 
4070 *DTN GOSUB *CAL.LOCATION 
4080 LOCATE X+21,Y+1:PRINT USING ."##";VC(OP,8);:LOCATE X+22,Y+1:RETURN 
4090 *AMS GOSUB *CAL.LOCATION 
4100 LOCATE X,Y+2:PRINT USING "##";VC(OP,9);:LOCATE X+1,Y+2:RETURN 
4110 *OL GOSUB *CAL.LOCATION 
4120 LOCATE X+6,Y+2:PRINT USING "###";VC(OP,5);:LOCATE X+8,Y+1:RETURN 
4130 *OMSK GOSUB *CAL.LOCATION:IF VC(0,1) AND 27(ОР-1) THEN 1=1 ELSE 1=0 
4140 LOCATE X+20,Y+2:PRINT MK.SW$(I);:LOCATE X+22,Y+2:RETURN 
4150 *CAL.LOCATION Y=((OP-1) MOD 2)*6+5:X=INT((OP-1)/2)*30+6:RETURN 
4160 *ALG I=VC(0,0) AND 7 
4170 ОМ 1+1 GOSUB *ALGO ,*ALG1 ,*ALG2 ,*ALG3 ,*ALG4 ,*ALG5 ,*ALG6 ,*ALG7 
4180 RETURN 

, 


4200 ЖИЕ ON VC(0,2)+1 GOSUB *WEO ,*WEF1 ,*WE2 ,*WF3 : RETURN 
4210 *SPD LOCATE 72,17:PRINT USING "#####";VC(0,4);:LOCATE 76,17:RETURN 
4220 *FB LOCATE 68,18:PRINT USING "#"; (УС(0,0) AND &H38)/8;:LOCATE 68,18:RETURN 
4230 *SYNC LOCATE 76,18:PRINT USING "#" jiVC(0,3) : :LOCATE 76,18:RETURN 
4240 *PMD LOCATE 73,19:PRINT USING "####";VC(0,5);:LOCATE 76,19:RETURN 
4250 ЖАМ) LOCATE 73,20:PRINT USING "####";VC(0,6);:LOCATE 76,20:RETURN 
4260 *PMS LOCATE 75,21:РЕТМТ USING "##";VC(0,7);:LOCATE 76,21:RETURN 
, 


4280 *WFO GOSUB *WF.CLEAR 
4290 LINE(511,117)-(539,109),6:LINE-(539,125),6:LINE-(595,109),6 
4300 LINE-(595,125),6:LINE-(622,117),6:RETURN 

, 


4320 *WF1 GOSUB *WF.CLEAR 
4330 LINE(511,109)-(539,109),6:LINE-(539,125),6:LINE-(567,125),6 
4340 LINE-(567,109),6:LINE-(595,109),6:LINE-(595,125),6:LINE-(622,125),6 
4350 LINE-(622,117),6:RETURN 
, 


4370 *WF2 GOSUB *WF.CLEAR 
4380 LINE(511,117)-(525,109),6:LINE-(553,125),6:LINE-(581,109),6 
4390 LINE-(609,125),6:LINE-(622,117),6:RETURN 

, 


4410 *WF3 GOSUB *WF.CLEAR 

4420 LINE(511,110)-(539,110),6:LINE-(539,120),6:LINE-(567,120),6 

4430 LINE-(567,113),6:LINE-(595,113),6:LINE-(595,115),6:LINE-(622,115),6 
4440 LINE-(622,117),6:RETURN 


4460 *WF.CLEAR 
4470 LINE(505,107)-(624,127),1,BF:LINE(511,109)-(511,125),6 
4480 LINE(511,117)-(622,117),6:LINE(507,110)-(509,110),6 
4490 LINE(508,109)-(508,111),6:LINE(507,124)-(509,124),6 
4500 PSET(507,117),6:PSET(508,116),6:PSET(508,118),6:PSET(509,117),6 
4510 RETURN 
, 


4530 *ALGO GOSUB *ALG.CLEAR 

4540 LINE(510,56 ) -ЗТЕР(22,10),6,В:ТМЕ( 538,56) -ЗТЕР(22,10),6,В 

4550 LINE(566,56 ) -5ЗТЕР(22,10),6,В:ТМЕ( 594,56) -ЗТЕР(22,10),6,В 

4560 LINE(510,61)-(507,61),6:LINE-(507,53),6:LINE-(535,53),6:LINE-(535,61),6 
4570 LINE(533,61 ) -$5$ТЕР(4,0),6:1ТМЕ (561,61) -STEP(4,0),6 

4580 LINE(589,61) -STEP(4.0),6:LINE(617,61)-STEP(6,0),6 

4590 PUT(517,58) ,KANJI(&H131 ) :PUT(546,58) ,KANJI ( &H132 ) 

4600 PUT(574,58) ,KANJI(&H133 ) : PUT(601,58 ) , KANJI ( &H134 ) 

4610 RETURN 


4630 *ALG1 GOSUB *ALG.CLEAR 

4640 LINE(521,51 ) -STEP(22,.10),6,B:LINE(521,65) -STEP(22,10),6,B 

4650 LINE(549,51) -STEP(22,10),6,B:LINE(577,51) -STEP(22,10) ,6,B 

4660 LINE(521,56)-(518,56),6:LINE-(518,48),6:LINE-(546,48),6:LINE-(546,56) ,6 
4670 LINE(544,56 ) -STEP(4,0),6:LINE(572,56 ) -STEP(4,0),6 

4680 LINE(600,56 ) -STEP(4,0),6:LINE(543,70)-(549,61),6 

4690 PUT(528,53) ,KANJI(&H131 ) :РОТ( 528,67), КАМУТ ( &H132 ) 
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4700 РОТ( 556,53) ,KANJ1(&H133 ) : РОТ (584,53) ,КАМОТ ( &Н134 ) 
4710 RETURN 
, 


4730 *ALG2 GOSUB *ALG.CLEAR 
4740 LINE(521,50)-STEP(22,10),6,B:LINE(549,66)-STEP(22,10),6,B 
4750 LINE(549,50)-STEP(22,10),6,B:LINE(577,50)-STEP(22,10),6,B 
4760 LINE(549,71)-(546,71),6: LINE- (546,63),6:LINE-(574,63),6:LINE-(574,66),6 
4770 LINE(544,55)-STEP(4,0),6:LINE(572,55)-STEP(4,0),6 
4780 LINE(600.55)-STEP(4,0),6:LINE(572,71)-(577,60),6 
4790 PUT(528,52),KANJI(&H132):PUT(556,68),KANJI(&H131) 
4800 PUT(556,52),KANJI(&H133):PUT(584,52),KANJI(&H134) 
4810 RETURN 
, 


4830 *ALG3 GOSUB *ALG.CLEAR 
4840 LINE(521,51)-STEP(22,10),6,B:LINE(549,65)-STEP(22,10),6,B 
4850 LINE(549,51)-STEP(22,10),6,B:LINE(577,51)-STEP(22,10),6,B 
4860 LINE(521,56)-(518,56),6: LINE- (518,48),6:LINE-(546,48),6:LINE-(546,56),6 
4870 LINE(544,56)-STEP(4,0),6:LINE(572,56)-STEP(4,0),6 
4880 LINE(600,56)-STEP(4,0),6:LINE(572,70)-(577,59), 6 
4890 PUT(528,53), KANJI(&H131): PUT(556,67), KANJI (&Н133) 
4900 PUT(556,53),KANJI(&H132):PUT(584,53),KANJI(&H134) 
4910 RETURN i 
, 


4930 *ALG4 GOSUB *ALG.CLEAR 
4940 LINE(525,51)-STEP(22,10),6,B:LINE(565,51)-STEP(22,10),6,B 
4950 LINE(525,63)-STEP(22,10),6,B:LINE(565,63)-STEP(22,10),6,B 
4960 LINE(525,56)-(522,56),6:LINE-(522,48),6:LINE-(557,48),6:LINE-(557,55),6 
4970 LINE(548,56)-STEP(16,0),6:LINE(548,68)-STEP(16,0),6 
4980 LINE(588,56)-(595,56),6:LINE-(595,68),6:LINE-(588,68),6 
4990 LINE(596,61)-STEP(6,0),6 
5000 PUT(532,53),KANJI(&H131):PUT(572,53),KANJI(&H132) 
5010 PUT(532,65),KANJI(&H133):PUT(572,65),KANJI(&H134) 
5020 RETURN 
5030 ' 
5040 *ALG5 GOSUB *ALG.CLEAR 
5050 LINE(525,56)-STEP(22,10),6,B:LINE(565,42)-STEP(22,10),6,B 
5060 LINE(565,56)-STEP(22,10),6,B:LINE(565,70)-STEP(22,10),6,B 
5070 LINE(525,61)-(522,61),6:LINE-(522,52),6:LINE-(549,52),6:LINE-(549,55),6 
5080 LINE(548,56)-(564,46),6:LINE(548,61)-STEP(16,0),6:LINE(548,66)-(564,75),6 
5090 LINE(588,46)-(595,46),6:LINE-(595,75),6:LINE-(588,75),6 
5100 LINE(588,61)-STEP(16,0),6 
5110 PUT(532,58),KANJI(&H131):PUT(572,44),KANJI(&H132) 
5120 PUT(572,58),KANJI(&H133):PUT(572,72),KANJI(&H134) 
5130 RETURN 
, 


5150 *ALG6 GOSUB *ALG.CLEAR 
5160 LINE(525,44)-STEP(22,10),6,B:LINE(565,44)-STEP(22,10),6,B 
5170 LINE(565,58)-STEP(22,10),6,B:LINE(565,72)-STEP(22,10),6,B 
5180 LINE(525,48)-(522,48),6:LINE-(522,41),6:LINE-(557,41),6:LINE-(557,48),6 
5190 LINE(548,48)-STEP(16,0),6:LINE(588,63)-STEP(15,0),6 
5200 LINE(588,48)-(595,48),6:LINE-(595,77),6:LINE-(588,77),6 
5210 PUT(532,46),KANJI(&H131):PUT(572,46),KANJI(&H132) 
5220 PUT(572,60),KANJI(&H133):PUT(572,74),KANJI(&H134) 
5230 RETURN 
, 


5250 *ALG7 GOSUB *ALG.CLEAR 
5260 LINE(547,39 ) -STEP(22,10),6,B:LINE(547,51 ) -ЗТЕР(22,10),6,В 
5270 LINE(547,63) -STEP(22,10),6,B:LINE(547,75)-STEP(22,10),6,B 
5280 ЬТМЕ(547,44)-(543,44),6:Ь1МЕ- (543,37), 6:ЬТМЕ- (573,37) ,6:ЬТМЕ- (573,44) ,6 
5290 Т1МЕ( 570,55) -STEP(6,0),6:LINE(570,67 )-STEP(6,0),6 
5300 LINE(570,44)-(577,44),6:LINE-(577,79),6:LINE-(570,79),6 
5310 11МЕ( 578,61) -STEP(6,0),6 
5320 PUT(554,41) ,KANJI(&H131 ) : РОТ( 554,53) ,KANJI(&H132 ) 
5330 PUT(554,65) ,KANJI(&H133) :PUT(554,77 ) ,KANJI(&H134 ) 
5340 RETURN 
5350 * 
5360 "лы. CLEAR LINE(505,35)-(624,87),1,BF:RETURN 
5370 ' —-———--- - Directory searc. 
5380 *DIRECTORY 
5390 FOR 1=15 TO 0 STEP -1:FIELD #0,1%16 АЗ DMY$,16 48 /$.I):NEXT 
5400 D$=DSKI$(2,1,18,1):FOR І-0 TO 15:А1$(1) =А$(1):М№.:Х” 
5410 D$=DSKI$(2,1,18,3):J=0 
, 


5430 FOR І-0 ТО 15 
5440 ТЕ ,ЕЕТ%(А1%(І),.:)-СНк%(255) THEN J=I:I=15:GOTO %DIR.1 
5450 А1%(1)-ҺЕ-Т;(А1%(І),9)%ЕІСНТ%(А1%(І),5) 
5460 Xs="19 +М1р$(А$(1),4,2) +" /"+МІр$(А$(1),6,2) +" /"+М1р$(А$(1),8,2)+" " 
5470 Ү%-МІр%(А%(І),10, 2)+":"+MID$(A$(I), 12, 2)+" е 
5480) МОМВ(І) = СУІ(МІр$(А$ (1), 14,2)) 
5490 В$(1) =А1$%(1) +" "+X$+Y$ 
5500 *DIR.1 NEXT 
5510 RETURN 
5520 ! --------------------------------------------- Sub directory search 
5530 *SUB.DIR SF=ASC(LEFT$(A$(I),1)) 
5540 TR=ASC(MID$(A$(I),2,1)):SC=ASC(MID$(A$(I),3,1)):J=0:Y=0 
, 


5560 *SDIR.4 D$=DSKI$(2,SF,TR,SC) 

5570 FOR І-0 TO 15 

5580 Z$=LEFT$(A$(1) ,1 ) 

5590 ТЕ Z$=CHR$(255) THEN SPOS ( J, 3 ) = エ : エ =15:Y=1:GOTO *SDIR.5 
5600 ТЕ Z$=CHR$(0) THEN *SDIR.5 

5610 A1$(J) =LEFT$(A$(1 ) , 10 ) 

5620 В%(7)-А1%(/7)%" "+ВТОНТ$ ("0"+ЕМӘ$(А$(1),11),2)+"/" 

5630 В$ (Л) =В$ (Л) +ВТОНТ$ ("0"+2М№@$ (АЗ (Т),12),2)+"/" 

5640 В$ (Л) =B$(J)+RIGHT$( "0"+FNQ$(A$(1) ,13) ,2) 

5650 SPOS(J,0)=SF:SPOS(J,1)=TR:SPOS(J,2)=SC:SPOS(J,3)=I 
5660 C$(J) =RIGHT$(A$( 1 ) , 3 ) : ゴ =J+ 1 

5670 *SDIR.5 NEXT 

5680 ' 

5690 IF Y THEN SPOS(J,0)=SF:SPOS(J,1)=TR:SPOS(J,2)=SC:RETURN 
5700 SC=SC+1:IF SC<17 THEN *SDIR.4 

5710 5С-1:5Е-5Е XOR 1:ІЕ SF=0 THEN TR=TR+1 

5720 GOTO *SDIR.4 
-------------------------------------------------- Маке directory 
5740 *MAKE.DIR 

5750 LOCATE 0,20,1:COLOR O:PRINT "Input directory name ( Мах : 14 char. )"; 
5760 *MAKE.DIR1 LOCATE 2,21:РБІМТ ">"; : 5БЕМ=13:СО$0В *INP.STR 
5770 X$=LEFT$(X$+SPACE$( 13 ) , 14 ) 

5780 LOCATE 0,22:PRINT "New directory : "j:COLOR 4:PRINT X$; 
5790 COLOR 0:PRINT " --- Sure ? (y/n) "; 

5800 *MAKE.DIR2 Y$=INPUT$(1 ) 
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ТЕ Ү$="п" OR У$="М" OR Y$=" ミ " OR У$="щ" THEN #MAKE.DIR3 
ТЕ Y$<>"y" AND Y$<>"Y" AND Y$<>"y" AND Y$<>"N" THEN *MAKE.DIR2 
, 
FOR X=0 TO К-1 
IF X$=A1$(X) THEN BEEP:GOTO *MAKE.DIR3 
NEXT 
, 


Y$=LEFT$(X$,9)+CHR$ (16)+CHR$(0)+RIGHT$(X$,5) 

Z$=LEFT$ (DATE$ ,2)+MID$ (DATE$ ,4,2)+RIGHT$ (DATE$,2) 
Z$=Z$+LEFT$(TIME$,2)+MID$(TIME$,4,2)+MKI$(0) 
D$=DSKI$(2,1,18,1):LSET A$(K)=Y$:DSKO$ 2,1,18,1 
D$=DSKI$(2,1,18,3):LSET A$(K)=LEFT$(A$(K),3)+Z$:DSKO$ 2,1,18,3 
LOCATE ,,0:RETURN 

, 


*MAKE.DIR3 FOR Х-20 TO 22:LOCATE 0,X:PRINT ЗРАСЕ$ (80); : МЕХТ 

СОТО *MAKE.DTR 

аа... Маке sound file 
*MAKE.SOUND 

LOCATE 0,20,1:COLOR O:PRINT "Input sound name ( Max 10 char. ) 


` *MAKE.SOUND1 LOCATE 2,21:PRINT ">";:SLEN=9:GOSUB ЖІМР.8ТВ 


X$=LEFT$(X$+SPACE$(9),10) 

LOCATE 0,22:PRINT "New sound name : ";:СО,ОВ 4:PRINT Х%; 

COLOR 0:РБІКТ " --- Sure ? ETE T 83 

*MAKE.SOUND2 Y$=INPUT$(1) 

IF Y$="n" OR Y$="N" OR У$="=" OR Ү$="ш" THEN *MAKE.SOUND4 

IF Y$<>"y" AND Y$<>"Y" AND Y$<>" ン " AND Y$<>"N" THEN *MAKE .SOUND2 


FOR Х-0 TO І-1 

ТЕ А1%(Х)-Х% THEN BEEP:GOTO *MAKE.SOUND4 
МЕХТ 
, 


VNAME$=X$:D$=DSKI$(2,1,18,4):C$(I)="" 

FOR K=0 TO 2:Y$=LEFT$(A$(K),1):C$(I)=C$(I)+Y$:NUMB(K)=ASC(Y$ ) : МЕХТ 
NUMB ( 2 ) =NUMB ( 2 ) + 1 : TF NUMB( 2 )<17 THEN *MAKE.SOUND3 

NUMB (0) =NUMB ( 0 ) XOR 1:ІЕ NUMB( 0 ) =0 THEN NUMB ( 1 ) =NUMB ( 1 ) +1 

ТР NUMB( 0 )=1 AND NUMB( 1 ) =18 THEN NUMB ( 0 ) =0 : NUMB ( 1 ) =19 

*MAKE . SOUND3 FOR К=0 TO 2:LSET A$ (К) =CHR$ (МОМВ (К) ) +STRTING$(13,255 ) : NEXT 
DSKO$ 2,1,18,4 
р%-05К1%(2,1,18,3):Ү%-МІр%(А%(ПІК),14,2):Х-СУІ(Ү%):Х-Х%1 

ІЗЕТ A$(DIR) =LEFT$(A$(DIR ) , 13 ) +MKT$(X) :DSKO$ 2,1,18,3 
D$=DSKT$(2,SPOS( エ T, 0 ) , SPOS( T, 1 ) , SPOS( 1,2 ) ) 

Х$=Х$+СНЕ$ (ASC(LEFT$(DATE$, 2 ) ) ) +CHR$ (ASC(MTD$(DATE$,4,2) ) ) 

ЗЕТ A$(SPOS( T, 3 ) ) =Х$+СНЕ$ ( АЗС (ЕТСНТ$ (DATE$, 2 ) ) ) +C$( 1 ) 

DSKO$ 2,SPOS( T, 0 ) , SPOS ( 1 , 1 ) , SPOS ( 1 , 2 ) : RETURN 

, 


*MAKE.SOUND4 FOR X=20 TO 22:LOCATE 0,X:PRINT SPACE$(80);:NEXT 
GOTO *MAKE.SOUND 
, 


*TIMER GOSUB *KEY.OFF:TIME$ OFF:LOCATE 30,1:PRINT "19":DATE$:" "TM$; 
H=VAL(LEFT$(TM$,2)):M=VAL(RIGHT$(TM$,2)):M=(M+1) MOD 60 

IF M=O THEN H=(H+1) MOD 24 

A$=FNQ$(CHR$(H),1):B$=FNQ$(CHR$(M),1) 

ТЕ LEN(A$)=1 THEN A$="0"+A$ 

ТЕ LEN(B$)=1 ТНЕМ B$="0"+B$ 

ТМ$=А$ +": "+B$ 

ON ТІМЕ%-ТМ%%":00" GOSUB *ТТМЕВ:Т1МЕ$ ON:GOSUB *KEY.ON 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー K/B sense On/Off 

*KEY.ON OUT &HE6 , PEEK (&HEFOE ) : RETURN 
ЖКЕҮ.ОЕЕ RETURN: ’ OUT &HE6 ,PEEK(&HEFOE) AND &HFD:RETURN 
"ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーー Tnput sting 
ЖІМР.5ТЕ Х%-"":7%-ІМКЕҮ% 
РОК Х-0 ТО SLEN 

ЖІМР.1 LOCATE Х%3,21:7%-ІМР0Т%(1) 

IF 2%-СНЕ%(127) AND Х-0 THEN BEEP:GOTO ЖІМР.1 

ТЕ 2$=СНЕ$(13) AND X<>0 THEN ЖІМР.З 

ТЕ 2%-СНК%(13) AND Х-0 THEN ВЕЕР:СОТО ЖІМР.1 

ТЕ 2$<>СНЕ$ (127) THEN PRINT 27%;:Х%-Х%%27%:СОТО ЖІМР.2 

Х=Х-2:Х$=ЬЕЕТ$ (Х$,Х+1) :LOCATE 3,21:РЕТМТ X$:SPACE$(SLEN+1 ) : 
*TNP.2 NEXT 
ЖІМР.З RETURN 
" -------------------.-......-......-................... Operater change 
*ОР.СНАМСЕ IF OP=NUMBER THEN RETURN 
COL=6:IF OP=5 THEN GOSUB *RESET .COMMON ELSE GOSUB *RESET .OP 
GOSUB *RESET . FUNC : PR=0 :OP=NUMBER : COL= 7 : GOSUB *SET.FUNC 
GOSUB *SET .OP : RETURN 
,-------.-.-................................................... Кеу веагсһ 
*КЕУ . SEARCH 
FOR I=0 TO 5:55%(І)-"":85(І)-0:МЕХТ 
INPO=INP(6):INP1=INP(7):INP2=INP(2):INP3=INP(3):INP4=INP(4):INP5=INP(5) 
IF (INP4 AND &H2) =0 THEN XX$="o3a2":XY=1:GOSUB ЖЗЕТ, КЕУ 
ТЕ (INP4 AND &H80)=0 THEN XX$="03b2":XY=2:GOSUB *SET.KEY 
IF (ІМР2 AND &H20)=0 THEN XX$="o4c2":XY=3:GOSUB *SET.KEY 
IF (INP4 AND &H4) -0 THEN XX$="04d2":XY=4:GOSUB *SET.KEY 
ТЕ (INP4 AND &H10)=0 THEN XX$="o4e2":XY=5:GOSUB *SET.KEY 
ТЕ (INP5 AND &H2) -0 THEN XX$="o4f2":XY=6:GOSUB *SET.KEY 
IF (INP4 AND &H20)=0 THEN XX$="04g2":XY=7:GOSUB *SET.KEY 
ТЕ (ІМРЗ AND &H2) -0 THEN ХХ$="о4а2":ХУ=8:СОЗОВ *SET.KEY 
ТЕ (INP3 AND &H80)=0 THEN XX$="o4b2":XY=9:GOSUB *SET.KEY 
IF (ІМР4 AND &Н1) =0 THEN XX$="o5c2":XY=10:GOSUB *SET.KEY 
ТЕ (INP2 AND &H1) -0 THEN XX$="o5d2" :XY=1 1 :GOSUB %5ЕТ.КЕҮ 
ТЕ (INP5 AND &H8) =0 THEN XX$="o5e2":XY=12:GOSUB *SET.KEY 
ТЕ (INP5 AND &H80)=0 THEN ХХ$="о5с#2":ХУ=20:СОЗИВ *SET.KEY 
IF (ІМР5 AND &H40)=0 THEN XX$="o5d#2":XY=21:GOSUB *SET.KEY 
IF (INPO AND &H2) =0 THEN XX$="03g#2":XY=13:GOSUB *SET.KEY 
IF (INPO AND &H4) =0 THEN XX$="o3a#2":XY=14:GOSUB *SET.KEY 
IF (INPO AND &H10)=0 THEN ХХ$="о4с#2":ХУ=15:СО$ОВ %ЗЕТ.КЕУ 
IF (INPO AND &Н20)=0 THEN XX$="o4d#2":XY=16:GOSUB *SET.KEY 
IF (INPO AND &H80)=0 THEN XX$="o4f#2":XY=17:GOSUB *SET.KEY 
ТЕ (INP1 AND &H1) =0 THEN XX$="o4g#2":XY=18:GOSUB *SET.KEY 
ТЕ (ІМРІ AND &H2) -0 THEN ХХ$="о4а#2":ХУ=19: СОЗОВ *SET.KEY 
FOR I=0 TO 5:IF SS(I)>12 THEN YPOS=17 ELSE YPOS=21 
IF SS(I)=0 THEN 6850 
LOCATE XPOS(SS(I)),YPOS:PRINT "@"; 
NEXT 
CMD PLAY SS$(0),SS$(1),SS$(2),SSS$(3),SS$(4),SS$(5) 
LOCATE 0,17:PRINT SPACE$(56);:LOCATE 0,21:PRINT 5РАСЕ%(60); 
RETURN 
) --------.-.-.........-..-....................-........... Set key status 
*SET .KEY 
FOR 1=0 TO 5:ІЕ 585%(І)-"" THEN SS$( 1 ) =XX$:SS( 1 ) =XY:T=5 
NEXT : RETURN 77 
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1 NEC Ss ミュー ジック ワー ルド 。 
2 ピク ター 音楽 産業 「MUSIUM3 


サウ ンド ボー ド II」 


З MUSIC NETWORK「 バ ー ソ ナル 


ミュ ー ジ シャ ン PC88」 


4 日 本 コン ビュ ユー タ シ ス テム 


「MUSIC АРТ 88. 


ШЕ 


ご の ソフ ト の 概要 


近ごろ コン ピュ ー タ ・ ミ ュー ジッ ク が 大 流 
行 だ が 大 半 は 聴く だ け で は な く 自 分 で 曲 を 
入力 し て 演奏 きせ る ソフ ト で す 。 今回 紹介 
する NEC の 「 ミ ュー ジッ ク ワー ルド 」 は 
コン ピュ ー タ ・ ミ ュー ジッ ク を より 気軽 に お 
も し ろく 楽し め る , そん な 遊び 要素 た くる 
ん の ソフ ト で す 。 準備 する ぁ も の は , 何 も い 
り ま せん 。 ソ フト を ドラ イブ に セッ ト す る 
だ け で OK。 マ ウス と キー ボー ド , と ちら に 


も 対応 し て お なり 本 当 に 即 , 楽し め る も の で 
+, 音楽 的 な 知識 も , まっ だ たく いり ませ ん 。 


コン ピュ ー タ ・ ミ ュー ジッ ク 入 門 用 の ソフ 
ト と いっ て も いい か も し れ ま せん 。 これ は 
初心 者 どけ で は な 〈 く 上 級 者 に も 遊べ る , < 
Ажы КТТ СЕ, きっ そく ,。 その と 
て も 楽し い 内 容 を ご 紹介 し まし ょ う 。 


| メイ ン 画 面 は 世界 地図 
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マルチ ステ ーション ・88 
II「 サ ウン ド ボ ポー ド I 8 


"画面 は 大 変 カラ フル で 。 大 別 する と , 世 
界 地図 (以下 マッ プ ) 部 , カセ モット テー プ 


PC-8800 Series 
ミュ ー ジ ッ ク ワー ルド 
P$88-0 14-20 


мш-д-ш, キー ボー ド 部 , の 3 つ に な 
り ま す が , その 中 で も 大 き な ス ペー ス を と 
о, この ソフ ト の 特徴 し も ちい える マッ プ に 
が いあ か ま すら いつ まつ の ) で の SR ユー ゲッ 
ク ワー ルド 」 は , 音楽 の 世界 旅行 な の で 
$. 世界 の いろ いろ な 都市 に 合っ た 曲 を , 
な ん と 50 曲 も 内 蔵 し て いま す 。 

マッ プ に は , 10 個 の 赤い 印 が あり , この 
赤い 印 の 都市 の 音楽 が 聴け る よう に な っ て 
いま す 。 その と き に 演奏 る れ て いる 都市 は 
赤 か ら 青 に 変わ り , マッ プ グ 上 下方 の ウイ ン 
ドー に は , 選択 きれ て いる リズ ム 名 が 表示 
きれ ます 。「 こ の 都市 に は , こう いう 感じ の 
曲 」 と イメ ー ジ が つか め ま す 。 1 つの マッ 
プ に は , 10 都 市 が 表示 る され て お り , 合計 で 
5 つの マッ プ が あり 50 の 都市 の 演奏 が 聴け 
ます 。 サ ズム の セレ クト が , いま まで の な 
5] © 7:6 СД <, マッ プ 上 の 
都市 で 選 ざ さる と いう と ころ が ユニ ー ク で あ 
0, か つ 大 変 分 か りや すく 《 な っ て いま す 。 


いっ きり 活用 PART.3 


「 サ ウン ド ボ ー ド 1I」 対 太 ・ 音 楽 
ソフ トウ ェ エア ガイ ド 


for РС-8800 Sers 1 


Manufacturing and Distribution by HEC 


マッ プ の 右上 に も リズ ム の 表示 が あり ま 
す が 。 リ ズム 名 の 横 に バン ク が 表示 る れ て 
いま す 。 バ ンク の 切り 替え は ここ で 行い ま 
+, 内蔵 の 50 曲 は 実に 多彩 で あり, ロッ ク 
か ら , アフ リカ (の 民族 音楽 風 ) まで , E 
れ も る 楽しめ る も の ば か り で す 。 さ る ら に , 7 
ン ポ の 調節 $ も で きる の で , 同じ 曲 で も , w 
う 感 じ で 楽し むこ と が で きま す 。 リ ズム の 
構成 は 単に リズ ム (ドラ ム の 音 や パー カッ 
Z x t) MU С e x, コー ド と 
ぃ っ た 伴奏 の 音 も 含ま れ て いま す 。 その 1 
つ ひ と つの 要素 の 音 を 出る な いこ と も で き 
БОС, だ と むと えば, ペー ス 音 を 消し て , В 
分 で ベー ス 音 を プレ イ す る と いっ だ こと も 
тат. 


カセ ッ ト テ ー プ の 
表示 画面 

テン ポ や 各 伴奏 の ON また は OFF スイ 
ッ チ の 下 に ある カセ ッ ト 部 で す が , これ は , 
カセ ッ ト テ ー プ レコ ュ コー ダー と 同じ マー ク で 
の 表示 に な っ て いま す STOP (ik), 
PLAY (再生 ), REC (録音 ) の 3 つの ボタ 
ン が あり ます 。 ラジカセ 感覚 で 簡単 に 操作 


читти н и 
1 MUSIC WORLD BACKING DATA LIST 


で きる わけ で す が , REC ボタ ン が ある , と 
いう こと は , そう / 自分 の 演奏 を 記憶 る 
せ て お く 《 こ と が で きる の で す 。 


演奏 方 法 


る て, AT, 聴い て 楽し ん だ あと は , с 
よ いよ, 自分 で の PLAY で 楽し ん で み ま し 
$9. この イミ ュー ジッ タク サー ルド 』」 に 
は , СОО ЕМ 音源 に よる 音色 が 内 蔵 き 
れ て いま す 。 そ の ほか に ADPCM に よる サ 
ンプ リン グ 音 を 音源 と し て 使う こと も で き 
る の で す 。 内 蔵 さ れ た 音色 は , 楽器 で 構成 
る れ て いま す が 中 に は ティ イン パニ 。 ау”, 
マラ カス と いっ だ パー カッ ショ ン 系 の 音色 
も 5 あり バリ エー ショ ン に 富ん で いま す 。 

これ だ け あ れ ば , ラテ ン か ら サ ン バ な ど 
も $ お 手 の も の で すね 。 音色 の 表示 は , キー 
ボー ド 部 の ウイ ンド ー に され ます 。 ウ イン 
ドー を クリ ッ ク す れ ば 音色 が 変わ る よう に 
な っ て いま す 。 マ ウス や キー ボー ド て で 画面 
上 の カー ソル を 鍵盤 に 移動 きせ る と , 演奏 
可能 な 状態 と な り ま す 。 演奏 方 法 は 2 と お 
りあ り ま す 。 1 つ は マウ ス ま だ は カー ソル 
で 鍵盤 上 の カー ソル を 移動 させ る 方 法 。 も 
う 1 つ は コン ピュ ー タ の キー ボー ド の 下 3 


段 が 鍵盤 と 対応 し て いて , 各 キ ー で 演奏 す 
る 方法 が あり ます 。 ちなみに カー ソル を 使 
うと き は , スペ ー ス バー で 発音 する よう に 
な っ て いま す 。 き さら に うれ し い の は 不 協 和 
音 を 自動 的 に カッ ト し て くれ る と いう こと 
で す 。 こ れ は どう いう こと か と いい ます と , 
常に その 伴奏 の 音 に 応じ た 音階 が 出る 仕組 
み に な っ て いる の で す 。 

だ か ら 6, どん な に めちゃ くち ゃ に PLAY 
に し て も きき チ ン も だ アド タダ を な を っ て も る 
うと いう , いた れ り つく せり の 親切 設計 。 


マル 秘 テ ン 紹 7 


ここ で マル 秘 テ クニ ッ ク を 紹介 する と , 
カー ソル と スペ ー ス バー を 使う 方 法 で , ス 
ペー スバ ー は 押し っ ぱな し ( 音 の 出る 状態 ) 
に し て お き カ ー ソ ツル を 左右 に 動か す の で す 。 

この と き , 左右 に 動か す や り 方 は , め ち 
ゃ くち ゃ な わけ で す が , 本 当 の アド リブ っ 
ぽく な っ て 良い も の で す 。 を そし て , た ま に 上 
下 の カ ー ソ ル で 1 音 ず つ 動 か し て みせ ます 。 

ここ まで くれ ば 抑揚 タッ プリ に 表現 きれ 
ます 。 こ れ で あな た も 完璧 な キー ボー ド 奏 
者 / も う 1 つ は コン ピュ ー タ と 自分 の 演 
奏 の か け あ いで す 。 この ソフ ト で は , メロ 


ディ 部 が モノ フォ ニッ ク (同時 発音 数 が 1 
つ ) な の で , これ を 利用 し て 遊ぶ の で す 。 
$3, カセ ッ ト 部 下 の 「Com」 の と ころ を 
クリ ッ ク し て , コン ピュ ー タ の 自動 演奏 状 
態 に し ます 。 そ し て あと は カー ソル を 下 に 
も っ て いっ て 自分 の 演奏 可能 な 状態 に し て 
PLAY。 自 分 が 何 も し な いと き は コン ピュ 
ー タ の メロ ディ が 自動 演奏 され, 自分 が 
PLAY し 始め る と モノ フォ ニッ ク に な る 
の で コン ピュ ー タ の 自動 演奏 は 聴こえ ん なく 
な り , 自分 の 気 の 向く まま に PLAY で きる 
の えす を も し て な に も あな も た な の 3 
の 機能 は 鍵盤 楽器 の で き な い 人 で も , プロ 
級 の アド リプ が 楽し め , 鍵盤 楽器 が 弾け る 
人 も , も ちろ ん 遊べ る の で す 。 と 共に , す っ 
か り 自 分 だ どけ の 世界 に 陶酔 し て し まい ます 。 
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これ は は っ きり いっ て 他人 か ら 見 だら, 
一 種 異 様 な も の が ある と 思い ます (コン ビ 
ュー タ に 向かっ て , マウ ス や カー ン ル を 縦 
横 無尽 に 動か し . ある い は キー ボー ド を た 
た き な が ら 首 を 振り 振り 陶酔 し て いる 図 と 
いう の は , 自分 で さえ 恥ず か し い )。 


エフ エト 効果 で 
さら に 楽し お む 


音楽 し は , た だ PLAY する だ けが 能 じ ゃ 
な い 。 い か に 感情 を 表現 する か と いう の が 
жесетті сус S: Tt x= Z 
ッ ク ワー ルド 」 で の 自分 の り の PLAY に も っ 
と 表現 力 を 持た せる だ め の 効 果 ,「 エ フェ ク 
Fu も 見 逃 せ な い 大 き な ボ ポイ ント で す 。 

これ ら は キー ボー ド の 上 方 に 表示 され 必 
要 な エフ ェクト を クリ ッ ク し て ね お さき, РГА 
Y rh, 効果 を つけ て いい と き に SHIFT キ 
ー を 押せ ば よい の で す 。 各 エフ ェクト に つ 
いて は , 以下 の と お り に 説明 し ます 。 

@ オ ー ト フレ ー ズ (①16 分 音符 フレ ー ス , 
②32 分 音符 フレ ー ズ |, ⑧③32 分 音符 フレ ー 
RI) 

これ は , 自分 の 弾い た 音 に 対し て , コン 
ピュ ー タ が , 早 弾 き し て くれ る と いう スグ 
レ も の 。 だ と えば , 実際 は ゆっ くり 弾い だ 
音 が 「 タ ララ ラ タ ラ ラ 」 と 流れ る よう に 聴 
まる の で て です: 

る ハー モナ イズ (① シ ョ ー ト ディ レイ , Q 
ロン グ デ ィ レ イ ) 

ディ レイ と いう の は , 分 か がり や すく いう 
と 「 こ だ ま の よう な 効果 」。「 ボ ポン 」 と 弾く 
と 「 ポ ボ ポン ポン 」 と 鳴る よう な 感じ だ と 中 
Ў G ЖОҒА 
L 4 の 使い 方 で , 耳 に する こと が で きる 奏 


все MEDIACH NNN 


ж” 44 ~ 
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ЕС, ディ レイ で の 「 ハ ー モ ナイ スズ 効果 」 
音 が ハー モニ ー に な っ て 出る ), と いう の 
が あり ます が 。 саз, こだま 音 (ディ レン 
ж) が 鳴る と き に , ХОЖ (Ей) を 弾 
く の で す 。 を そし て 次 々 と 同じ よう に 連続 し 
ГӘ СС, ハー モナ イズ と 同じ ま ょ 2 
な 効果 が 得 ら れる の で す 。 
@ チ ョ ー キ ング (① チ ョ ー キ ング アッ プ ? 
② チ ョ ー キ ング ダウ ン ) 

チョ ー キ ング と いう の は , 本 来 , ギタ ー 
の 奏法 の こと 。 弦 を 指 で 上 下る せ て 音程 を 
変 を る と いう 奏法 で 。 ポー ン と 弾い て か ら , 
弦 を 上 か ら 下 に ずら す と 音程 が 上 が り , 逆 
に 弾く 時点 で すでに 弦 を ずら し て お いて , 
ー ン と 弾い た あと で 元 の 位置 に も どす と 
音程 が 下がり ます 。 つまり, ORN ZE 
えて , 音程 を 変 を る や り 方 で す 。 これ は 当 
然 ギ ター 音 で 演奏 すれ ば 雰囲気 が 出せ ます 
が ほか の 音色 で も か な り 違 っ だ た おもしろい 
効果 が 出る で し ょ 2 う 。 
@ ビ ブラ ー ト (① ビ プラ ー ト 小 , 
ー ト 大 ) 

ビブ ラー ト と は , 音程 の 微妙 な 上 下 で 音 
を ゆれ る よう な 感じ に する エフ ェクト で す 。 
音 が 伸び て いる と き に か ける し と 効果 的 で す 。 


自分 の 音 を 録音 し よう 


55, 演奏 も 練習 びき て エフ ェクト を か 
け て る ら に 表現 力 を 高め た ら , いよ いよ 自 
分 の 演奏 を 録音 し て み ま し ょ う 。 やり 方 は 
簡単 で す 。 カ セッ ト 部 の 「REC」 の と ころ 
を クリ ッ ク す る だ け で OK。 1 小節 の カウ 
ント が 入り , 曲 が 始 まり ます 。 マ ウス だ と 
曲 が 入 る と と も に PLAY で きま す が , カ ー 


ЕТУУ 


эшш 


ご の ソフ ト の 概要 

次 は ビク ター 音楽 産業 の 音楽 用 ツ フ ト 
「MUSIUM」 シ リー ズ 。 サ ウン ド ボ ー ド Il 
対応 の 「MUSIUM 3 サウ ンド ボー ド I 」 で 


ソル で や っ て いる と まず 間に合い ませ ん 。 
これ は ポー ズ ボ タ ン な ど が あっ て 心 の 準備 
が で き で か もら PLAY だ, と いう こと な し な 
ОСТ ЖЕГЕ Ненин 
PLAY t と いう の は 少し 余裕 が な い 感 じ が 
гр, あせ っ て し まい ます 。 

録音 の 容量 は 最大 1500 音 で , まず 十分 と 
いえ る 容量 で す 。 容量 の 残 量 は カセ ッ ト 部 
の 下 の 「FREE」 の と ころ に 表示 る れ , あと 
どの くら い 録 音 で きる か , 目 で 確認 びき る 
よう に な っ て いま す 。 録音 し た も の を 再生 
する と き は PLAY ボ タン を 押す だ け で 
OK。 を し て , 録音 し た 自分 の オリ ジ ナ ル 
作品 を ディ スク に 保存 し て お け ま す 。 ア イ 
ュ ン の 「SAVE」 を クリ ッ ク す る と 画面 が 
FILE 画面 に 変わ り , セー ブ を 行え る よう 
に な り ま す 。FILENAME は 6 文字 まで 使 
用 可能 。LOAD も 同じ 要領 で 行い ます 。 
最後 に 。 サ ンプ リン グ に つい て で す が , 
サン プリ ング タイ ム は 約 3 秒間 あり , 強制 
的 に 終了 する こと は で きま せん 。 サ ンプ リ 
ング 音 は 4 種類 まで セッ ト で き , ЕМ 音源 
と の 切り 替え で 使用 で きる よう に な っ て い 
ます 。 試し に ハー ドロ ッ ク の 曲 を 演奏 する 
ため に , ディ スト ーション ギタ ー の 音 を サ 
ンプ リン グ し て みた と ころ か な り 有 雰囲気 が 
出せ せま し た 。 


| 評価 を ひと こと 
手軽 に コン ピ ユ ー タ ・ ミュ ー ジ ッ ク - 
ЕРТЕ ЕЕ СШ: ӨТЕ 


ジッ ク ワー ルド 」 は ビジ ュ ア ル 的 に も サウ 
ンド 的 に も 満足 の いく も の だ と いえ る の で 
леті?” 


TIRE: кш ИЮ BY КЕПИ TAKAHASHI 
: 2382 : 1074 
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す 。 こ れ は , 同時 に 使用 で きる 音源 の 数 は 
FM 音源 6 音 . ド ラム 6 #, ADPCM 1 音 の 
合計 13 音 と な っ て いま す 。 プリセット 人 音色 
数 は , この パッ ケー ジ 全 体 で FM 音源 64 


и, リズ ム パ ター ン 64 個 , サン プリ ング 音 
源 16 音 で す 。 

プレ イ 画 面 は 機能 は 違い ます が エディ ッ 
ト 画 面 と 同じ スコ ユア 護 の 画面 で 独立 し た プ 
レイ 画面 は あり ませ ん 。 

で は る っ そく ご 紹介 し て いき まし ょ う 。 


演奏 方 法 


メニ ュー 時 に PLAY を 選択 する と, 自動 
WEE- Т これ は 、 Мал» 
に 収め られ て いる 曲 を 演奏 る せる モー ド で , 
その 演奏 方 法 は 3 種類 あり ます 。 

1; ЭМОЕЕ FLAY 

1 曲 だ どけ の 演奏 。 デ ー タ の ファ イル 名 が 
表示 る れる の で 演奏 る せ だ た い 曲 の 番号 を 選 
び 自 動 演奏 る せま す 。 を その 際 に 曲 の SPEE 
D (テン ボ ), KEY ($è), VOLUME (大 
き さ ) を 変更 する こと が で きま す 。 

e. JUKE ВОХ 

ディ スク 内 に 収め られ て いる 曲 を 自分 の 
指定 し た 順に どん どん 演奏 し ます 。 

3. AUTO FEAY 

ディ スク 内 に 収め られ て いる 曲 デ ー タ を 
ラン ダム に 演奏 し ます 。 次 に どの 曲 が 出 て 
くる か 分 か ら な い の で , これ を 使い イン ト 
ロク イズ を し て 遊ぶ と いう こと も で きま す 。 
4. РСМ LOAD 

自動 演奏 モー ド で は , サン プリ ング 音色 
を 使う と き , 同一 ディ スク 上 の デー タ を 使 
用 し ます 。 そ の デー タ を LOAD する と き に 
使う モー ド が PCM LOAD で す 。 


| 昔 符 の 入力 方 法 


$3, メロ ディ , ペース, п- КОВ 
符 の 入力 は , 音 の 高き を 上 下 の カ ー ソ ル で 
決め , 音 の 長 る は 画面 下 の 音符 で 選び テン 
キー で 決定 し ます 。 そ し て RETURN キー 
を 押し て , その 音符 が 決定 され ます 。 ここ 
音 の 高き は , その 音 が モニ ター で 聴け る 
よう に な っ て いて 非常 に 使い や すい の で す 
25% も う 1 つ 注文 を つけ る な ら ば , 音 の 2 
度 打ち が され る こと 。 

この 2 度 打 ちと は , 音 の 高き を 決め る 際 
に 1 回 , を し て 音符 を 決め , RETURN キー 
を 押し た と き に 1 回 , 合計 2 回 鳴る こと で 
Fo è l RETURN キー を 押し た あと , 
次 の 音符 (まだ 決定 し て いな い ) が 続け ざ 
ま に 鳴 る の は , 入力 し 続け て いる うち は 分 
か らら なくなる こと が あり 混乱 し て し まい ま 


3. もう 1 つ 追 加 す る と , 臨時 記号 の つい 
た 音符 の 入力 の あと 臨時 記号 の つか な い 音 
符 に も どっ て , それ が 2 度 打 ちる され る こと 
で す 。 モ ニタ ー 音 は ON/OFF で 操作 で き 
る よう に な っ て いる の で そん な と き は OFF 
に すれ ば 解消 る れ ま す 。 

音 の 高 る さと 長き は これ で 入力 で きま し だ 
が , これ だ け で は 無機 的 な 音楽 し な っ て し 
まい ます 。 を そこで, も っ と 人 間 的 な ノリ を 
出す た め の 表 現 方 法 が 用 意 き れ て いま す 。 
楽譜 上 で よく 見 る , 付 点 (.), 三 連 符 (一 
$—), タイ (у ЖЕ» スタ 
= (-), ТЕРЕН С?. 


スペ シャ ルコ マン ド の 
『 設定 


その ほか に も , スペ シャ ルコ マン ド と い 
う コマ ンド を 使う こと に より , さら に 綿密 
な 諸 設 定 が で きま す 。 エ ディ ッ ト 中 で も プ 
レイ バッ ク が 可能 で , 画面 が スク ロー ル し 
て いく の で 。 ミス が あっ だ も と きも に ぞ る で 
間違え た か を 簡単 に 確認 びき ます 。 

音符 以外 の 表現 むす る と き に , この スペ 
シャ ルコ ユマ ンド を 使い ます 。 ここ で 残念 な 
の は , スペ シャ ルコ マン ド の 入力 は すべ て 
16 進 法 で ある と いう こと で す 。 初心者 に は 
16 進 法 は 難し く , いち いち マニ ュ ア ル で 調 
べ で な が ら 6 入力 する の で , か な り 時 間 が か か 
っ ぞ で だ まい ます 。 ま 充 インジケータ と い 
う 機能 に より , 入力 用 五線譜 と は 別に , ІШ 
面 の 右 方 に 演奏 状態 を 音符 で 表示 し ます 。 


| リズ ム の 入力 方 法 


さて , 音符 の ほう は だ いた い 入 力 で きた 
DT, 次 に リズ ム の 打ち 込み に 移り まし ょ 
5. ここ で は , 最小 の ステ ッ プ は , 付 点 32 
分 音符 と なり, ドラ ム の ロー ル な ども 表現 
で きま す 。 自分 で ドラ ム の パパ ター ン を 作る 
の も いい で す が , この ソフ ト に は , あら か 
じ め , 64 種 類 の リズ ム パ ター ン が プリ セッ 
ト る れ て いて , 1 つ ひ と つの パタ ー ン が 良 
く 作ら れ て いま す 。 

ドラ ム の 音源 は 6 つ で す が 足 りな いと こ 
ろ は FM 音源 , ADPCM で 補う こと に よ ょ 
0, いろ いろ な リズ ム パ ター ン が 限ら れる 
さそ なく ( 作成 で きる で も よう | AR Жа 
テッ プ の 音量 は 4 段階 に な っ て いて 強弱 を 
表現 で きる の で , きめ 細か い パ ター ン 作 り 5 
が て きえ すく 


各 パ ター ン , 各 音 源 ご と に , パン ポット 
(ステ レオ 出力 の と き 左 の スピ ー カ ー で 鳴 
ら す か , 右 の スピ ー カ ー で 鳴ら すか , 両方 
で 鳴ら すか 決め る と ころ ) の 設定 が で きる 
ЖЕ, リズ ム に 関し て は , ほぼ ば いう こと な 
CUP; 

入力 の 方 法 は , ステ ッ プ ライ ト 方 式 の み 
で , 各 音 源 ご と に RETURN キー で イン プ 
ッ ト し て いき ます 。 音量 も 通常 3 段階 が 多 
い の で す が , この ソフ ト で は 4 段階 微妙 
な 音量 の 変化 に も 対応 びき ます 。 ま た , 1 
小節 は 48 分 割 し な っ て いま す が , 必要 に 応 
じ て カ ー ソ ル を ジャ ンプ きる させ る こと が で き 
ます 。 


リズ ム パ ター ン エ ディ タ の 画面 


写真 4 


ЕМ エディ タダ タ 機 能 
СЛЕ FM 音源 の ほう で す が , 使え る 
音色 を あげ て み ま し ょ う 。 

エレ クト リッ ク ・ ピ アノ 系 の 音 や , ブラ 
АЖ, 打楽器 系 も FM 音源 らし いい い 音 が 
し ます 。 それ と ,。 ギタ ー の 音 な ど は メロ デ 
ィ で な く コ ー ド の カッ ティ ング で 使う と 非 
常に リア ル な ギタ ー・ サ ウン ド に な り ま す 。 
全体 に これ は , 生 楽 器 の 音色 で 構成 され 
て いて , いわ ゆる シン セ サ ウ ンド が 極端 に 
少な い の が 残念 で す 。 も う 少 し FM 音源 を 
生か し た 派手 な 。 いか に も シン セ サ イ ザ と 
いう 音 が 欲し か っ た だ です (を その よう な 対 膨 
的 な 音 を 使用 する こと に よっ て 生 楽 器 音 が 
一 反 と 映え きれ い に 聴 こえ る の で )。 また, 
この FM エディ タ の 画面 は , 音符 入力 画面 
の 中 に 組み 込ま れ て いて , いか に も オマ ケ 
と いう 印象 を 受け て し まい まし た だ 。 ま た, 
この エディ ッ ト 画 面 は すべ て の パラ メー タ 
が まとまっ て 表示 る され て いる の で , ひと 目 で 
エディ ッ ト 状 態 が 分 か り ま す 。 し か し , 72 
だ パラ メー タ が 維 列 し て ある だ け で 遊び の 
要素 は 少し 少な いよ う で す 。 
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写真 5 


FM 音源 エディ タ の 画面 


РСМ 音源 は , プリ セッ ト き れ て いな を 音 
色 が は ほとんど デモ デー タ 用 で 入っ て いま す 。 
を の 中 で も 幅広 く 使 を を うな の は , ビア 
FE TTF LN RE Ы ea 
ー あ た り の 音色 で す 。 サ ンプ リン グ の 代表 
選手 の オー ケス トラ ヒッ ト も あり , な か な 
か 迫力 が あり ます 。 た だ , これ は デモ の 曲 
を 聴い て も よく 分 か る と 思い ます が , ДО 
声 の サン プリ ング に 関し て は いまひとつ 
ФЕ 

алт, で は サン デリ ング ダ 才 法 に つい て 話 
СР ПЕ ТИ 
プリ ング 音 が 16 種 類 (ディ スク 1 枚 分 ) № 
Хх, ИУ. ЕК 
し 録音 時 間 は 2 秒間 で , これ だ と 録音 の タ 
イミ ング が 非常 に 難し い の で す 。 録音 開始 
まで に 3 秒間 の カウ ント が ある も の の , と 
くに CD や テー プ か ら サ ンプ ブリング する と 
き は , 何 回 も や り 直 す よ うに な っ て し まい 
ます 。 そ の あたり が 少し 使い に くい の と , 
人 の 声 な ど , マイ ク か ら の サン プリ ング だ 
と 音質 が 多少 落ち る の が 気 に な が なり ま し た 。 
サン プリ ング の 編集 機能 に つい て は 今後 に 
期待 し た いと 思い ます 。 


コマ ンド の 解説 
きる て ,。 各 音源 や 入力 に つい て は 簡単 に 話 


し た の で , 次 に コマ ンド 関係 を 軽く 紹介 し 
#29 


人 @ 初 期 設定 


デー タ 入 力 の 前 に 設定 し ます 。 
ТЕНЕ 

曲 の タイ トル 。40 字 まで 入力 可能 。 
SPEED 

曲 の テン ポ を 設定 。 255 ま で 可変 。 曲 中 に 
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写真 6 PCM 音源 エディ タ の 画面 


| 
| 
š 
| 
Ё 
| 
| 
КА 


УЕЛ РВ, ST iW 5 
ペ シ ャ ル コマ ンド て 変更 。 
TIMES 

曲 の 拍子 を 設定 。 拍 子 は 曲 中 で 変更 で き 
な で の ССР, 779753 
ど で あ る 部 分 だ どけ 変 拍子 に な る 曲 は 入力 が 
難し い (入力 は で きる が , ずら し て 入力 し 
な けれ ば な ら な い の で 元 の 楽譜 と コン ピュ 
ー タ 画面 が 合わ な く な り , 混乱 し や すい )。 
VOLUME 

演奏 する と き の 音 量 を 設定 する 。 これ は 
音源 別に 設定 する よう に な っ て いて , 各 音 
源 の 可変 範囲 は 次 の と お り 。 


・FM 音源 (0 一 127) 
・ リ ズム 音源 (0 一 63) 


・ サ ンプ リン グ 音 源 (0 —255) 

KEY 

演奏 する キー の 高 さ を 設定 。 半 音 単位 
T, 一 11 一 士 11 ま で 設定 可能 (ちな み に 1 
ォ ク ター ブ が 12 半 音階 )。 一 般 的 に ! ト ラン 
スポ ー ズ 」 と 呼ば れ て いる 機能 で . た と え 
ІІ, コンピ ュー タ か ら 流 れ て くる 曲 を バッ 
ク に 歌う と き な ど , 自分 の 声域 に コン ピュ 
ー タ の 演奏 を 合わ せる こと が で きる 。 
TUNE 

曲 の 調 を 設定 。 こ れ は , 元 の 楽譜 の 頭 に 
つい て いる や で 決定 する 。 な お , ТОМЕ 
に つい て も 曲 中 の 変更 不可 能 。 を そう なると, 
途中 で 転調 ( 調 が 変わ る ) する よう な 曲 は , 
1 斉 ず つ シ ャ ー プ や フラ ッ ト ト ,。 チチ ュ ラ ル 
を 入力 し な けれ ば な ら な い の て 入力 に 手間 
が か か る 。 それだけ で は な く , ЛОЖЕ 
お り に 入力 で き て いな い の で 見 直す の は 許 
ОЖ. 

以上 が 1 曲 の 初期 設定 で す が , や は り , 
拍子 や 調 が 曲 中 で 変え られ な いと いう の は 
残念 で す 。 ク ラシック の 曲 な ど は と 〈《 に 転 
調 や 拍子 が 多い た め , それ ら の 曲 の 場合 は 
か な り の 手間 や 困難 が 予想 され ます 。 


コマ ンド メニ ュー の 


次 に コマ ンド メニ ュー の 説明 を し まし ょ 
5. ここ で は , 曲 の 入力 の 際 の 編集 な ど を 
手助け する 要素 が 入っ て いま す 。 コ マン ド 
の 選択 は テン キー で 行い ます 。 

0 . INIT 

先 に 述べ た 初期 設定 を 行う モー ド 
1. FM 

FM 音源 の 音色 の 作成 。 選 択 す る と , 画面 
半分 か ら パ ラメ ー タ 一 覧 表 に 変わ り , 音色 
作成 が 可能 
2. DRUM 

リズ ムタ ー ン の 作成 
3. РСМ 

サジ デル シグ を 行 ぁ 
4. SCMD 

スペ シャ ルコ マン ド の 指定 。 先 に 述べ た 
ょ うに , 16 進 数 に て 入力 
5. COPY 

一 定 区 間 の デー タ を 別 の 場所 に コピ ー。 
この 機能 を 使う と , 同じ フレ ー ズ の と ころ 
は いち いち 入力 し な く て も コピ ー す る こと 
Сс, か な り の 時 間 と 手間 を 省く こと が で き 
る 。 も か も うれ し いこ も 管 この ミ ビ は 
同じ パー ト 内 で は な 《 ほ か へ の コピ ー も 行 
ぇ る の で , 違う 音色 で 同じ フレ ー ズ を 演奏 
する と き な ど は , 大 変 便利 
6. DUMP 

作成 し た 曲 の デー タ を コン ピュ ー タ の デ プ 
ログ ラム 上 で 確認 。 全 パー ト の デー タ が 吉 
載 さ れ て いる 
7 . PLAY 

曲 の 演奏 を 行う モー ド 
8. DISK 

曲 デ ダー タ , FM 音源 デー タ , サ ンプ ブリング 
デー タ な どの セー プ ブ , ロー ド を 行う 
9. MENU 

メー ュー た も 老 る 3 

以上 , 9 種類 の コマ ンド が ある 。 デ リー 
ト 機 能 が な い の が 残念 


評価 を ひと ご と 


使用 で きる 音色 も 豊富 で , エディ ッ ト 機 
能 も 充実 し て いて , な か な か 「 使 える 」「 楽 
УДИ Т 303 7-2... 
ザー の 立場 に 立っ て 機能 面 , 表現 力 と も に 
今 以 止 に アッ デ る させ て ほし い ツ トト です 。 


ご の ソフ ト の 概要 


この サウ ンド ボー ド II の 機能 を フル に 活 
用 で きる ミュ ー ジ ッ ク ・ ネ ットワーク の 「\ 
ー ソ ツナ ル ・ ミ ュー ジ シ ャ ン PC88」 は , 機能 
が 豊富 で , あく まで も 音楽 的 見 地 に 立っ た 
構成 し な っ て いま す 。 


画面 構成 


画面 構成 は 全部 で 下記 の 5 種類 あり ます 。 
1. グラ フィ ッ ク プ レー ヤー 


再生 専用 の プレ イ バ ッ ク 画 面 。 ほ か の 
PC-8800 シ リー ズ 用 の 音楽 ツ ソフ ト に は な い 
ТСС, テー プレ ュー ダ の 動き を シミ ュ レ 
ーション し て お り , ミキ サー マン 気分 を 味 
わ え る 。 リ ング プレ ン レイ 機能 を 使っ て 連続 再 
生 も 可能 。 


プス コア コン ポー ザ 


入力 画面 。 譜面 入力 の ほか に , BASIC 5 
イク な MML 入力 モー ド を 装備 。 効率 的 な 
入力 が 可能 。 

З. リズ ム パ ター ン エ ディ タ 

リズ ムッ パタ ー ン は 1 ファ イル 64 個 まで 登 
録 可 能 。 ステ ッ プ ライ ト 入 力 の ほか に , Y 
アル タイ ム で 入力 が で きる タッ プラ イト 機 
能 も ある 。 

4. FM サウ ンド エディ タ 

答 パ ラメ ー タ の 設定 も を グラフィック で 表 
示 。 パ ソコ ン の キー ボー ド で の 音 出し も 可 
ВЕ. 1 ファ イル 64 個 まで 登録 可能 。 


D. ADPCM サウ ンド エディ タ 


サン プリ ング が 比較 的 簡単 。 ま た, 録音 
状態 を グラ フィ ッ ク で 確認 で きる 。 


ミキ サー マン 気分 を 
味わえ る 

ブラ フィ ッ ク プ レイ ヤー 
この グラ フィ ッ ク プ レイ ヤー 画面 で は , 
8 トラ ッ ク テ ー プ レコ ー ダ を シミ ュ レ ー シ 
ョ ン し た 画面 が まず 現れ ます 。 8 トラ ッ 
ク は ЕМ 音 が 6, ADPCM 231, リズ ム が 
1 と いう 内 訳 で , リズ ム 以 外 は 各 ト ラッ ク 
1 音 な の で コー ド が 3 音 の 場合 は 3 つの ト 
ラッ ク を 使い 。 リ ズム 以外 は 固定 で は な く 
トラ ッ ク を 流動 使用 どき ます 。 こ の グラ フ 
ィ ッ ク プ レイ ヤー 画面 が 凝っ て いて , オー 


ディ オ の テー プレ ュー ダ と 同じ よう な 動き 


を し ます 。 各 トラ ッ ク の 上 部 に は VU メー 
ター も つい て お り , 音量 の 確認 が 目 で で き 
る よう に な っ て いま す 。 ま だ, 演奏 中 に 各 

トラ ッ ク の 音色 名 や 定位 (パン ポッ ト ) な 
ども 表示 る され る よう に な っ て いて , 見 て い 
る だ け で も 楽し め ま す 。 そし て 各 ト ラッ ク 
の 音量 も 楽器 の ミキ サー と 同じ よう に フェ 
デー ダー ご で 調節 で きる よう に な っ て いま す 。 
さら に ミキ サー 下部 に 鍵盤 の 図 の イン ジ ケ 
ー タ が あり ます 。 こ の キー ボー ド ・ イ ンジ 
ケー タ に は , 任意 の トラ ッ ク の 演奏 状態 を 
表示 きせ る こと が で さき, 演奏 情報 を 鍵盤 に 
リア ル タ イ ム 表 示す る の で , どの 音 が 演奏 
きれ て いる の か 確認 で きる よう に な っ て い 
+: 

次 に カセ ッ ト 部 で す が 通 常 の ラジ カセ な 
£ と 表示 や 操作 は 同じ な の で 科 単 に 操作 で 
きま す 。 これ は , 演奏 中 で も テン ポ の 変更 
が 行え を る よう に な っ て いて , は じ め に 設定 
し だ た テンポ が 気に入ら な いと き に 訂正 し た 
b, と の くら い の テ ン ポ が 合う か を テス ト 
で きま す 。 ま た だ, な も し ろ みい 機 能 と し て , = 
ュー ト / ソ ロ と いう 機能 が あり ます 。 ミ ュー 
ト と は , 任意 の トラ ッ ク の 音量 を 0, つま 
り 音 を 出る な い 状 態 に する こと で , 必要 の 
な い ト ラッ ク の 音量 を ワン タッ チ で 落と し 
たり, また だ , 逆 に 選ん だ トラ ッ ク だ け を 演 
奏 る させ る の が ソロ 機能 で す 。 た と えば メロ 
ディ の パー ト を ミュ ー ト れれ ば カラ オケ の 
よう な こと た も で きま す 。 $T; カウ ウタ ー 


テン ポ の 表示 は , 楽譜 の (4 分 音符 ) の 数 
値 を を その まま 入力 すれ ば 良く , 曲 の 途中 で 
変更 で きま す 。 


音符 入力 画面 


want お wo 
, 従来 の 2 段 譜 と いう パタ ー ン で す が , 
рерна днн еннай 
示 き れ , そこ に 任意 の 2 パー ト を 表示 で き 
ます 。 こ れ を リフ ァ レ ンス ・ モ ー ド と 呼ん 
で お り , 和音 の 構成 な ど あ を チェッ ク す る の 
に 大 変 便利 で す 。 

画面 に は 現在 どの パー ト が リフ ァ レ ンス 
きれ て いる か が 表示 きれ る の で スム ー ズ な 
入力 が で きま す 。 ま た , 楽典 で 記載 る され て 
いる 繰り 返 
難し い 楽 典 記 号 が 出 て きた ら 意 味 を 理解 し 
て いな く て も , た だ だ 入力 すれ ば 勝手 に 反復 
し て くれ る の で , 音符 恐怖 人 に は うれ し い 


1 š 
11116: 
[rspes+8 


# ж 


し 記号 は すべ て 綱 維 る れ て いて , 


機能 で す 。 曲 の 途中 で テン ポ ボ も 変え られ ま 
Fa 

また だ た, エ デ ッ ト 中 の プレ イ バ ッ ク が で き 
ҒА -ПЕШЕ Е ЪТ РА 
ク プ レイ ヤー 画面 に し て 再生 し な 《 と も エ 
ディ ッ ト 画 面 だ け で プレ イ で きま す 。 


し か し , この ソフ ト の 決め 手 は , スコ ア 
ュ ン ポー ザ と し て の デー タ ・ サ ー チ 機能 で 


す 。 こ れ は 入力 チェ ッ ク 用 に 使用 し , た と 
えば 臨時 記号 で 「 若 」 が か な り 使 われ て いる 
曲 を 入力 する と な る と , 入力 し 忘れ が 心配 
に な り ま す 。 を そこ で この 機能 を 使い ます 。 
+, を 指定 すれ ば 入力 中 で も H 082 
ろ で 止ま る の で 洩れ が すぐ に 分 か り ま す 。 

これ は ほか に プロ グラ ム ・ チ ェ ン ジ や 各 
音符 (高き , 長き ) な ど に 使用 で きま す 。 
まだ, ベン ダー 機能 も あり ます 。 

この ベン ダー と は ギタ ー の 演奏 で よ 〈《 使 
われ る も の で , 音程 を 動か し て , 音 に 変化 
を つけ る も の で す 。 こ れ が 使用 で きる の で 


Cours,dat 
Bottm,adr 


{Diskl/0 2.11142 3.Compos 4.ММіп S.Option 6.Plau 


dit art: т 
101 Commands 


Ref, Sect, 


š 
Part š 


Marking [to] 


Data search 


ま tie: - 5 
「rSCSTD Vol.127 
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і, Direct data in 
Scale 4 $. Marking [from] 
4, 


Temeo=126 
Initz 3,Comeos 4,MMLin 5.0ption 6.Р1ач 


Сор From -72400 
М Сю っ 9 


t Select 1-7,%,-,0ғ [SPACE] # 


Cours.data $3000 Point.data $6183 
Bottm,adrs $981C Cours,adrs $998 


?,Ref,set 


іт», うま く 使 えれ ば カッ コ ヨ ク な る の で 
し ょ う が 。 音色 や タイ オミ ング に よっ て ば, 
た だ 豆腐 屋 る きん の ラッ パ の よう に し か 聞こ 
ぇ えま せん の で 使い こなす の は 難し いと 思い 
ҮҮ, 

ォ ー ト パン ポッ ト 機 能 ち も あり , ステ レオ 
効果 を 楽し め ゅ ます 。 今回 使用 し た の は 完成 
バー ジョ ン で は な 《, これ か ら 5 は か に シン 
フォ ニー と いう 機能 ち も で きる と の こと 。 

し か し シン フォ ニー も ベン ダー 機能 も 使 
い 方 に よっ て は カッ コ ヨ ク も な り を の 反対 
も あり と いう 紙 一 重 的 な も の な の で ユー ザ 
ー の セン ス 次 第 と いう 多 機 能 な 6 で は の 使 

- く い 一 面 も あり ます 。 


“ас, 入力 の 方 法 に は 2 通り あっ て , Ж 
ー な 五線譜 の 譜面 入力 と BASIC の 
PLAY 文 の 感覚 で 入力 で きる MML 入力 
が あり ます 。 譜面 入力 モー ド で は , 主 に テ 
ン キ ー を 使い 入力 し ます 。 まず 音符 の 長き 
を 選び 五 線 上 で テン キー を 使い 上 下 に 動か 
し 高き を 決め , 休 符 の 場合 も テン キー で 休 
符 を 選び 長き を 決め ます 。 こ の 方 法 は 楽譜 
が あま り 理 解 で き な い 人 で も 簡単 に 入力 で 
きる で し ょ う 。 次 に , MML 入力 に つい て で 
ты, 音 の 高き も アル ファ ベッ ト で , ВО 


Рая 


長き を 数 値 で 入力 する こと が 基本 と な っ て 


お り , それ に きま ざま な コマ ンド を 用 いま 
+, ド は АВСОС, 4 分 音符 な ら 4, 8 分 
音符 な ら 8。 たとえ を ば, レ で 4 分 音符 の 音 
は 「D 4 」 で す 。 慣 れる まで 多少 時 間 が か 
か り ま す が 慣 れ て し まえ ば この MML 入 
力 は 譜面 入力 より も 効率 的 で す 。 

また だ, この ソフ ト の 編集 機能 で は ,COPY 
と いう 機能 を 使っ て 1 度 作 っ た フレ ー ズ を 
任意 の 場所 に 複写 する こと が で きま す 。 K 
と えば 何 小節 目 の 何 音 か ら 何 小節 目 の 何 音 
まで と 範囲 指定 し , どの トラ ッ ク に 何 音 上 
げ て と 指定 で きま す 。 逆 に 削除 する と きも 
何 小節 も ある と き は カッ ト と いう 2 機能 が 使 
№33: 


リズ ム バ ター ン エ ディ ジ 


リズ ムタ ー ン 入力 で は , リア ル タ イ ム 
と ステ ッ プ 入力 の 2 種類 の 入力 方 法 を も っ 
て いま す 。 ス テッ プ 入 力 で は , 最小 音符 は 


付 点 32 分 (48 に 分 か れ て いる ) T, リア ル 
タイ ム 入 力 で は タッ プラ イト 方 式 が あり ま 
す 。 タ ッ プ ライ ト と は コン ピュ ー タ の キー 
に バス ドラ ム や スネ アド ラム が 各 2 個 ず つ 
対応 する も の で す 。 こ れ だ と リズ ム マ シー 
ン の よう な 複雑 な こと が で きま す が , 考え 
よう に よっ て は , クォン タイ ズ ( 長 さ る の タ 
イミ ング を 補正 する 機能 ) の 設定 が な い の 
で , 勝手 気まま に する と , リズ ム が 乱れ る 
- 2% 9. 
難し い 機 能 で は な いで し ょ うか 。 

ベロ シテ ィ (音量 の 変化 を つけ る ) に つ 
いて は まず 各 ス テッ ダマ とも に ) ユー3 の 
3 段階 で 音量 の 設定 が びき ます 。 る ら に を 
の 3 段階 の 値 を パタ ー ン ご と に さら に 15 段 
階 に 設定 する こと も 可能 で す 。 フ ェ ー ド イ 
ン や フェ ー ド アウ ト の 際 便 利 で す 。 従来 の 
ッ フ ト で は パタ ー ン を 作っ た あと , 音符 入 


dii 


カカ の どこ か の トラ ッ ク に 作成 し た リズ ム >* 
ター ン の ナン バー を 組み 込ん で いく も の が 


これ も 初心 者 に と っ て は , 


多かっ だ の で す が , この ソフ ト に は ドラ ム 
専用 の トラ ッ ク が あり , 1 小節 目 は パタ ー 
ン 16, 2 小節 目 は パタ ー ン 5,。 と いう ふう 
に し て 1 曲 分 を 細か く 〈 く 分け て 組ん で いく の 
で ドラ ム パ ター ン が 組み 立て や すく な っ て 
いま す 。 


ADPCM 
サワ ンド エディ タダ 

ADPCM サウ ンド エディ タ は ADPCM 
に 編集 機能 お つい て ます 。 今 まで 自分 で サ 
ンプ リン グ を し た こと の ある 大 な ら 6,。 この 
機能 は か な り 便 利 で す 。 通 常 , サン プリ ン 
グ の 録音 時 間 は 2 秒間 で す が , この ソフ ト 
の 録音 時 間 は 6 秒間 で 0.1 秒 刻み で 2 秒間 
を エディ イッ ト で きま す 。 だ か ら 今 まで の よ 
う 2 に 間 が 空い て し まう と か タイ ミン グ の 苦 
УС ТЫ, テー プ で を CD で 
も きれ い に サ ンプ リン グ で きま す 。 実際 試 
し て みる と , 本 当 に うま い ぃ 具合 に サン プリ 
ング が で きま し だ た だ 。 まだ, エディット の 様 
子 は 画面 に グラ フ 表 示さ る れ ます 。 こ の サン 
プリ ング デー タ は 1 枚 の ディ スク に 16 音 色 
まで ファ イル で きま す が , ライ プラ リモ ー 
ド を 使っ て あと か ら 6 必要 な サン プリ ング デ 
ー タ を 1 枚 の ディ スク に 編集 する こと も で 


きま す 。 こ の 機能 の おもしろい 使い 方 を 紹 


介する と , FM 音源 の 別 の トラ ッ ク と 重ね 
て 同じ 曲 を 演奏 る せる わけ で す が , 音 を 強 
め に し た サン プリ ング 音 で 最初 に 鳴ら し 継 
続 音 の よう に FM 音 が 鳴 れ ば か な り 厚 め 
の 音 に な り , 2 音 で も 迫力 の ある サウ ンド 
が 楽し め ま す 。 


FM 
サウ ンド エディ タ 


20 FM 音 の 編集 機能 画面 で は , グラ フ 


и смен 


< espa 


ィ ッ ク で FM 音 の 波形 を 表示 し て いて , 各 
オォ オペレータ ご と に 別 の 色 で 表示 る れ ま す 。 
さら に エディ ッ ト 中 の パソ コン の キー ボー 
ド を る わる と 音 を 出す こと が で きま す 。 ま 
だ , 1 ファ イル に 64 サ ウン ド 登 録 可能 で す 。 


プリ ント アウ ト 機 能 


この ソフ ト で は 楽譜 の プリ ント アウ ト が 
で きる 以外 に , 以下 の も の が 可能 で す 。 
① 楽 譜 

② リ ズム パタ ー ン 譜 

③ リ ズム ファ イル 

ФЕМ サウ ンド エディ タ の 数 値 

これ だ と ПЕТЬ, それ ら の 全 デ 
ー タ を プリ ント アツ ウト し て 保管 し て お け ば , 
万 が 一 , デー タ が こわ れ だ たと き で も 修復 可 
能 で す 。 

楽譜 の プリ ント アウ ト で も トラ ッ ク , 小 
節 と 色々 指定 びき る よう に な っ て いる の で 
見 た な たい デー タ だ け 見 られ る の で , この 機能 

うま く 使 えば 楽譜 作成 と し て も 使用 で き 
CGR е 

音色 デー タ 集 ), デ ー タ ライ ブラ リ (HE) 
も あり , ロッ ク や フュ ー ジ ョ ン の 曲 は か な 
b 多数 で , ジェ フ ・ ベ ッ ク や アル ・ デ ィ ・ 
メオ ラ と いう コン ピュ ー タ ・ ミ ュー ジッ ク 
で は 珍し い 曲 ゲー タ が 用 意 き る れ て いま す 。 


評価 を ひと 言 


PC-8800 シ リー ズ 用 の 音楽 ツ ソフ ト と し て 
は , 初め て 「 使 を る 」 と いう も の が 出 て き 
72, と いう 気 が し ます 。 た だ ただ, 多 機能 な と 
ころ は 非常 に らい の で す が , マニ アビ じゃ な 
いと 使い こなせ な いも の が か な りあ り ま す 。 

ベン ダー 機能 な ど を 使え ば 表情 が 豊か に 
な る こと うけ あい で す が , それ が 使い た さく 
て も 素人 に は ちょ っ と …, ある い は それ を 
無理 に 使っ て か えっ て バラ ンス の 悪い 音 に 
な っ て し まう と , 何 の た め の 多 機能 な の か 
わか ら な く な り ま す 。 その 点 , も う 少 し 考 
ТЕ >], と 思い ます 。、 て も 。 Е 
こん な 音楽 ソフ ト が 出る な ん て , 世の中 変 
わっ だ も ん で す 。 
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ご の ソフ ト の 概要 


PC-8800 シ リー ズ の サウ ンド 機能 重視 に 
伴い , ここ 何 か 月 の 間 に 何 種類 か の 音楽 用 
ソフ ト が 発売 る され まし だ た 。 その 中 で デモ や 
POP な ど で 店 頭 を に ぎ や か に し コン ピュ 
ー タ ・ ミ ュー ジッ ク を 引き 立て て いる ソフ 
ト が あり ます 。 これ が 日 本 コン ピュ ー タ シ 
ステ ム か ら 発 売る され て いる 「MUSIC ART 
88」 で す 。 こ の ソフ ト は FM 音源 6 音 オ リズ 
ム 6 声 十 ADPCM1 音 , さら に 本 体 の PSG ë 
源 を る ら に 3 音 使用 で き , ほ か の ソフ ト よ り 
音声 搭載 が 多く な っ て いま す 。PSG 音源 を 
使う と ころ な ど は FM 音源 が 内 蔵 き る れる 
以前 か ら サ ウン ド 機 能 を 使っ て いた だ よう な 
錯覚 きえ 起こ し ます 。 外 部 の シン セ サ イ ザ 
な どか ら MIDI に よる リア ル タ イ ム 入 力も 
可能 な の で 使い 方 に に よって は か な りお も し 
あい と と が で あき で も ょ う 。 

この 「MUSIC ART 88」 は 五線譜 の 苦手 
な 人 や 自分 で 楽器 を 弾け な い 人 で も 自分 の 
音楽 を 楽し め る と いう だ け あ っ て 使い 方 や 
マニ ュ ア ル は 簡単 で 親しみ や すく な っ て い 
ます (で も この マニ ュ ア ル を 読ん で いる と 
確か に わか りや すい の で す が , 説明 が 不 十 
分 な とこ ろ が あり , な ん と いっ て も 「 一 の 
は ず で また か ゴー と 思い ます 」 ま いう 潮 
葉 遣 い が 随所 に 出 て くる の で 少々 不安 な 部 
分 が あり ます )。 


画面 中 央 に 五線譜 が 出 て 右 下 に 鍵盤 音 
符 な ど が 表示 る きれ て いま す 。 ほ か の ソフ ト 
に 比べ 見 や すく きれ い に 書 か れ て いま す 。 

入力 は マウ ス と キー ボー ド と 2 つ に 対応 
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し て いま す が マ ウス を 使用 し だ ほう が 早く 
使い や すい の で 筆者 と し て は 華 非 と も マツ 
ス 使用 で の 入力 を お 勧め ゆめ いた し ます 。 カー 
ソル は 手 の 形 に な っ て カワ イイ の で す が 
時 々 どこ に ある の か 分 か ら な く な っ て し ま 
с, ひと 苦労 し ます ( 色 が 違っ て いた ら 良 
か っ た だ の で す が )。 


き 拍 子 の 設定 


まず , 音符 入力 を する 前 に 必要 な こと が 
あり ます 。 何 拍子 か 決め る こと で す 。 も し 
この 設定 が 違っ て い だ ら 大変 な こと に な る 
の で す 。 た と えば 4 分 の 3 拍子 の 曲 な の に 
あと で 4 分 の 4 抽 子 で 入力 し よう と する な 
ら ば 4 折 目 に は 必ず 拍 数 オー バ を 示す メッ 
モー ジ が 出 て し まう の で す (この 機能 は あ 
と で 説明 いた し ます が , イン プッ トミ ス 防 
止 の た め に 創 ら れ て いま す )。 

で すか ら 6 最初 に シッ カリ と 拍子 を 決め ま 
し ょ う 。 最初 に 決め る 大 事 な も の は まだ あ 
り ま す 。 シャー プ ($) や フウ px 6) 
な どの 調整 記号 が 抜け て いた だり 入れ まち が 
い が あ る と 曲 の 感じ が 変わ る どこ ろ で は な 
l まっ た く 〈 く 音楽 に な ら な い 状 態 に がり ま す 
ОС, いっ ぺん で 分 か ら な く な り イ ヤ に な 
っ も まい まま 。 


⑧ 音 符 の 入力 


を の 2 つの 設定 を 行っ て か らい よい よ 音 
符 に 入り ます 。 右 下 に いろ いろ な 長き の 音 
符 が 並ん で いる の で , そこ か ら ま ず 音 符 の 
種類 を 選び ます 。 音符 の 種類 は 全音 符 か ら 
32 分 音符 の 付 点 音 符 ま で の 9 種類 で す 。 カ 
ー ソ ル を 選び た だ た い 音 符 の と ころ に も っ て い 
き マ ウス を クリ ッ ク し て 決定 し 。 それ を 五 
線 譜 上 に も っ て いき 音 の 高 る を 決め ます 。 
位置 を 合わ せ だ と ころ で マウ ス を まだ クリ 


ッ ク す る と 音符 が 入力 され ます 。 

この よう に し て 音符 を 1 つ ひ と つ 書 き 込 
ん で いき ます 。 こ の 作業 は 結構 , 時 間 が か 
か り ま す が , 初心 者 な ど 音 符 に 弱い 人 や 入 
力 に 慣れ て いな い 人 に は , その まま 写す だ 
け と いう 単純 作業 な の で 簡単 に 楽し く 入 力 
で きる と 思い ます 。 休 待 も 音符 と 同じ 妥 領 
で 入力 し ます 。 音符 が 並ん で いる 左端 に あ 
る 全休 符 の と ころ で マウ ス を クリ ッ ク す る 
と 音符 の と ころ が すべ で て 休 符 に 変わ り ま す 。 
と ころ が この ソフ ト に は それ だ け で は な 
く 〈 ナ ント 音 の 高き を 楽譜 に 直せ な い 人 の だ 
め に 右 下 の 鍵盤 に よっ て 音 の 高き を 選ん で 
いて と いう 機能 ちあ る の で す 。 音 符 の 長き 
を 選ん だ あと で 画面 上 の 鍵盤 か ら 音 の 高き 
を 入力 する と いう の は 一 見 便利 な よう で す 
が , 実際 は あま り 意 味 が な いよ うに 思え ま 
+, なぜなら 音 の 高き を 鍵 盤 で 選ぶ と いう 
こと は 総体 音階 を 理解 し て いる 必要 が ある 
か ら で す 。 


鍛 入力 ミス の チェ ッ ク 


оса лете š š 
す 。 も し 拍 数 オー バー し た 場合 や 足り な か 
っ た 場合 は 先ほど ぼ も いっ た だ た メッセージ が 出 
る よう に な っ て いま す 。 小節 が ずれ 込ん で 
Ес; どこで ずれ で し ま ゥ な か が て いち 
ぃ ち 演 奏 を 聞き 返し な が ら 楽 譜 と ニラ メッ 
コ と いう 苦痛 な 作業 が 要り ませ ん (これ が 
結構 時 間 が か か り 大 変 な こと な ん で す )。 

じ か し この ソ ツテ プ ド で は 全 痛 竹 を すず で で 
4 拍子 に カウ ント し ます 。 で すか 6 ら 3 拍子 
の と き , 楽譜 どなり に 全音 符 を 入力 し て し 
まっ た だ た ら エ ラー と し て 出る の で す が , 理由 
を サポ ー ト し て いな い の で 初心 者 ユー ザー 
信 は 理解 に 苦し むと ころ で し よう 。 АЛ 
ス を 簡単 に 探し 出す 方 法 は , こま め に 入力 
し , その つど 聞き 返す こと で す 。 何 小節 か 
ご まま に 演奏 し そ せ 今 まで 入力 し た だ も の を チェ 
ッ ク し ます 。 プ レイ アイ コン を 指示 する と, 
現在 画面 に 表示 る れ て いる 部 分 か ら 演 奏 る 
れ ま す 。 も し 最初 か ら 聞 き 返 し た い 場 合 は 
巻き も ど し ア イコ ン で 1 度 最初 に も ど し ま 
す 。 途 中 で 止め た い 場 合 は スト ッ プ アイ コ 
ン を 使い は す 。 そこ で 止め た 場所 の 楽譜 が 
表示 る れ ま す の で ,。 入力 を チェ ッ ク で きま 
す 。 楽譜 が スク ロー ル す る と も っ と 便利 な 
の で す が …。 


聴き な が ら 楽 譜 を 見 る こと が で き な い と 
いう こと は , 入力 ミス の 発見 は 記憶 に 頼ら 
な けれ ば な ら ず , これ が 失敗 の も と と な り 
ます 。 コ ンピュータ ・ ミ ュー ジッ ク の 初心 
者 用 ソフ ト と し て は この 辺 の 機能 が 欲し か 
Сс. 


音色 設定 の 方 法 


曲 と いう も の は 不思議 な こと に 音色 に よ 
っ て 随分 と イメ ー ジ が 変わ り ま す 。 そこ で 
音色 選び が ポイ ント に な り ま す 。 し か し 悲 
し いこ と に この ソフ ト は FM 音源 の エ デ 
ィ ッ ト や サン プリ ング の 録音 が で き な い の 
С, 使え る 音色 は プリ セッ ト 音 の み と な り 
277% 

FM 音源 の 音色 は 20 種 類 , ADPCM の 音 
色 は 5 種類 と 少し 寂し いで すね 。 

СБТ, フキ ッ 寺 
ング は ピア ノ , ソロ は ギタ ー な ど と 曲 構成 


2 


を 色々 考え 活 っ て みる と か な り 音 楽 的 に ア 
205272 まだ ) ЖӘСЕЕТЖІ) 
する と 本 格 的 に な り ま すね 。 テ ン ポ チェ ン 


ジ な ども 有効 的 に 使用 する と 表情 が 豊か に 
な る で し ょ う 。 さ きら に 。 演奏 で 最も 味 を 出 
す の が ボリ ュー ム 調 節 で す 。 こ の ソフ ト の 
音量 指定 は ff, +, mf, mp, рО 5 段階 な の 
で あま り 細 か い ニ ュ ア ンス は 出せ ませ ん が , 


か えっ て 初心 者 に は わか りや すい で し ょ 2 う 。 


「 サ ウン ド ボ ー ド II」 を フル 活用 し よう と 
思う な ら ば ステ レン レオ 機能 を 有効 的 に 使用 す 
る で きだ と 思い ます 。 演奏 る れる 音 が 右 か 
ら 出 る か 左 か ら 出 る か を 各 ト ラッ ク ご と に 
指定 で きま す 。 そ うす る と メロ ディ は 左 か 
5, ベース は 右 と いう ふう に ステ レオ で 演 
美 が 楽しめ ます 。 こ こ で お も し ろ い こと は 
リズ ム が 1 音 ず つ パ ン ポ ッ ト の 指定 が 行え 
な と と で す 。 芝生 は ほか に ば な い ユ ニーク 
な 機能 で す 。 ふ つう は セン ター に 設定 され 
$320. 
ライ ト 指 定 を し た ら 右 の 半分 が 黒い 丸 , レ 
フト 指定 を し た ら 左 の 半分 が 黒い じ 丸 に な り 
ます 。 そ の よう な 機能 を 使う と , バス ドラ 
ム の 1 音 目 は 右 , 2 音 目 は 左 と まる で ツイ 
ンド クム СОЧЕН РОУ РРР, 
な ぶな が など は 同 し て た た いで て いる さよ うろ で 間 て 


トラ ッ ク に は 黒丸 で 表示 る れ ま す 。 


えて きま す 。 


MIDI を 使 つ て みよ つう! 


この ソフ ト は MIDI に 対応 し て いる の で 
シン シンセサイザ な ど を 使っ て 演奏 する こと が 
で きま す 。MIDI で 演奏 する 場合 は ロー ラ 
ンド の 「MPU-PC401」 と 「MIE-PC 801」 
と いう MIDI イン タフ ェ ー ス が 必要 で す 。 
ЕЕ, ТУТТА 
ADT, コー ド を 入れ る 場合 は 1 音 ず つ 各 
トラ ッ ク に 入力 し な けれ ば いけ な い の で タ 
イミ ング を 合わ せる の が 大 変 で す 。 画面 に 
カセ ッ ト 部 分 が あり , その 中 に Rec アイコ 
ン が あり ます 。 こ れ は MIDI リ アル タイ 
ム ・ レ コー ディ ング の だ め に あり , 決し て 
飾り で は あり ませ ん 。 メ トロ ノー ム は に 合わ 
せ て 演奏 し だ も の が リア ル タ イ ム に 入力 
れ ま す 。 その 際 に 多少 の クォン タイ ズ (+ 
符 の ズレ が な いよ うに 音符 も そろ えて 修正 
す る 機能 ) が か か っ て いる らし く , 入力 し 
だ た あし と に 楽譜 を 見 て も る ほど ひど く 《 く は な ら 
な いよ STT RANTES EAT A, № 
ー ボ ー ド か ら の プログ ラム チェン ジ な ど は 
入力 で きま せん 。 初 心 者 向け の ツ フ ト で こ 
u U а ыу 5% 


評価 を ひと 言 


[MUSIC ART 88」 は 全体 の データ 容量 
が 3000 音 (MIDI リア ル ・ タ イム 入力 は 300 
Ë) と 少な めで す が , この あ だ た だり は リピ ー 
ト 記 号 が 10 種類 ち も あ り ま す の で , それ ら を 
駆使 すれ ば 大 曲 も 入力 で きま す 。 

$72, この ツ ソフト の も う ひ と つの 特徴 と 
し て グラ フィ ックス が あり ます 。 る す が ゲ 
た Nm カグー だ 4 あっ て グラ テラ クィ ォ ッ ン 必 ズ は 
ЖС), な ん と 音楽 の ジャ ン ル に よっ 
て メイ ン 画 面 の バッ ク グ ラウ ンド の 色 が 10 
種類 も 用 意 る れ て いま す 。 私 の 好み は ポッ 
рК ТЕСУ Уы КУР 
ックス の 画面 が 気 に に り ま し た 。 一歩 進め 
て で ジグ ラム チェ ンジ の と ぁみ や テン ポチ 
ェ ン ジ の と き に 色 が 変わ る と 目 と 耳 で 確認 
で き て ます ます 便利 だ と 思い ます 。 

この ソフ ト は , 音符 の 読め ない, 楽典 記 
号 の 分 か ら な い 初 心 者 の 方 に とっ て は , а 
ン パ クト で 使い や すい の で は な いで し ょ う 
か 。 
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Ша 


Ta ゲー ム 作 成 講座 г: 


従来 型 PC-88VA # Бф t ОБИ 
や か で な いと ころ か と 思い ます が , 出 ま し 
だ た ね え ぇ 新 機種 が 。 

を それ は と も か く 〈《, 
VA 倶楽部 で す 。 私 , ХЕ, か つて PC 
-8801 の SR が 1 番 好き な パソ コン だ っ だ 
の で す が , いま は VA が 1 番 気に入っ て い 
まず 。 は っ きり いっ て , 世間 で の 88VA の 評 
判 は X 68000 ほ と 芳しく あり ませ ん が , 
私 は パー ソナ ルコ ンピュータ と し て は , 88 
VA の ほう が 優れ て いる と 思っ て いま す 。 
その 証明 は , BASIC だ け で か な り 0) 高度 な リ 
アル タイ ム ゲ ー ム が 作れ る と いう 事実 だ け 
Те” 

X 68000 も 悪く 人 は あり ませ ん が , あれ は 
シス テム を 和 骨 ま で し ゃ ぶる 「 を その 筋 」 と 呼 
ば れる 人 か , プロ グラ ム な ど し な いて 市販 
ソフ ト を 動か すこ と を 目的 に し た 素人 向け 
だ を 思い ます 。 Жесш”т?”аууғуа;?> 
マ に は , 88VA が びっ だ り で す ( マ ニア に 向 
か な いと いっ て る わけ で は あり ませ ん )。 

現状 で は Х 68000 に 比べ て ソフ ト も ゲ 
- ム も 少な い 88VA で す が , だ っ た だ たら 6 УА 
ユー ザー の オレ た だ たち は 自分 で ゲー ム を 作っ 
て な よう じゃ な いか I 


88VA ファ ン の みな 様 , 


と いう わけ で この 「VA クラ ブ 」 СВ, 


V3-BASIC で の ゲー ム 作 成 の ノウ ハツ を 
紹介 し よう と 思い ます 。 と に かく 自分 で プ 
ログ ラム を 作ら な か っ た ら パ ソコ ユン を 使っ 
て いる こと に な ら な い , と いう の が 私 の 持 


論 で す 。 
OR. una 
ү іше, 


と に か く ゲ ー ム っ て の は ,。 キャ ラグ クタ を 
表示 し て 動か す と ころ か ら す べ て が 始ま り 
ます 。88VA に は , その た め に 強力 な スプ ラ 
イト 機能 が 搭載 され て いま す 。 

スプ ライ ト が どう いう も の な の か , まだ 
を の 使い 方 は アロ グラ マー ズ ガ イド に な か 
な か 分 か りや すく 書い て あり ます 。 読ん で 
BOAR, ひと と お り 眼 を と お し て 《 だ る 
p 


以下 に 。 スプ ライ ト の 実際 の 使い 方 を ま 
と め て み ま す 。 
УК ТЕР. 1 


スプ ブラ イト スク リー ン 


スプ ライ ト を 表示 する 画面 (スプ ライ ト 
スク リー ン ) は , 640X200 ド ッ ト と 640x400 
ドッ ト の 2 種類 が あり , それ ぞ れ 
SPRITE SCREEN 0 
SPRITE SCREEN 1 


ЖЕЗ 


と いう 命令 で 選択 し ます 。 

640X400 ド ッ ト の ほう が , ドッ ト が 細か 
COT, 凝っ た デザ イン の キャ ラク タ を 表 
示 お る こよ と が だ あま す 。 

640X200 ド ッ ト で は , 見 か け の 大 きる が 

同じ キャ ラク タ な ら 半 分 の デー タ で 作る こ 

と が で きる メリ ッ ト が あり ます が , ドッ ト 

の ギザ ギザ が 目立ち ます 。 

ここ で は , 見 た 目 の 良 る を 優先 し て , 
640X400 ド ッ ト を 採用 し ます 。 

y STEP.? 
Z2Z5+4+F-/V—> mO 
色 と サ イズ 

表示 する 画面 が 決ま っ た だ たら, 次 に この 画 

面 に 表示 する キャ ラク タ を デザ イン し て 用 

意 し ます 。 デ ザイ ン し て 登録 し た キャ ラク 

タタ を 「 ス プラ イト パタ ー ン 」 と 呼び ます が , 

V3-BASIC で は スプ ライ トバ パタ ー ン の デ 

ザイ ン に は 次 の よう な 決ま り が あり ます 。 


@ 決 まり 


① 使 用 で きる 色 
モノ クロ (2%), 
まだ は , 
カラ ー16 色 
② 大 きる 
モノ クロ の 場合 は 
横 ド ッ ト 数 は 32 の 倍数 
縦 ド ッ ト 数 は 4 の 倍数 


16 色 の 場合 は 
横 ド ッ ト 数 は 8 の 倍数 
KEN v h žl 4 の 倍数 
以上 の よう な 決ま り が あり , か つ 256※ 
256 ド ッ ト 以 内 で デザ イン す る 必要 が あり 5 
$3. ここ で は , カラ ー16 色 で 64X24 ド ッ 
ト の スプ ライ ト パ タ ー ン を 作る こと に し ま 
т. 
ӨТЕР. З 
グラ フィ ッ ク 画 面 を 
設定 する に は 
スプ ライ ト パ タ ー ン に キャ ラク タ の デザ 
イン を 登録 する 方 法 で す が , まず は グラ フ 
ィ ッ ク 画 面 の 上 に , キャ ラク タ を 描き ます 。 
この と き , グラ フィ ッ ク 画 面 の 解像度 お 
よび 使用 可能 な 色 数 は , スプ ライ トス クリ 
ー ン の 解像度 お む よ び 作ろ うと し て いる スプ 
ライ トバ パタ ー ン の 色 数 に 合わ せる 必要 が あ 
E | 
ここ で は 640X400 ド ッ ト の 16 色 に し ます 
か ら , グラ フィ ッ ク 画 面 は 図 1 の よう な 設 
定 に な り ま す 。 モ ノ ク ロ スプ "アラ イト パタ ー 
ン だ っ た 場合 は , 図 2 の よう に 設定 し ます 。 


Ж STEP.4 
絵 を 描く 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 設定 が すん だ ら , Ш 
面 に キャ ラク タ の 絵 を 描き ます 。 現状 で は 
適当 な グラ フィ ッ ク ツ ー ル が な い の で , 
BASIC の 「LINE」 や 「PAINT 」 @ z ЕХ 
使 し て 描 《( こ と に な り ま す 。 こ の し とき, あら 
か じ め 決 め た スプ ライ トバ パタ ー ン の サイ ズ 
内 に 納まる よう に 描か な けれ ば な り ま せん 。 

ここ で は 64X24 ド ッ ト で す 。 ま た , 色 と 
し て 黒 を 使い だい 場合 は , パレ ッ ト コ ー ド 
の 0 を 使っ て は いけ ませ ん 。 フ パレ ッ ト コ ー 
ド 0 は, 一 見 黒 に 見 えて いま す が , ж. 
HET, スプ ライ ト パ タ ー ン に この 色 を 使 
う と , その 部 分 は スプ ライ トス クリ ー ン の 
後ろ の に ある グラ フィ ッ ク 画 面 が 透け て 見 え 
ет. 

そこ で , 透け な い 黒 を 使い た い 場 合 , た 
と えば パレ ッ ト コ ー ド の 8 番 に , 黒 の カラ 
ー コ ユー ド を 設定 し て , これ を 使用 し ます 。 
パレット コー ド の 設定 例 を 示し ます 。 

を それで, だ たと えば ゲー ム の 戦闘 機 ら し き 
も の を 描く プロ グラ ム を , リス ト 1 に 示し 
$3. グラフィック 画面 の (100,0) か ら 
(163,23) の 範囲 内 に 描く よう に し て いま す 。 


戦闘 機 の デザ イン を 図 4 に 示し ます が , 
機体 以外 の 場所 は 。 パレ ッ ト ユ コード 0 で 埋 
め て お きま す 。 こ の 部 分 は グラ フィ ッ ク 画 
面 が 矢 け て 見 えな いと いけ な いか ら で す 。 
プロ グラ ム 的 に は , 画面 を パレ ッ ト コ ー ド 
0 で 消去 (一 般 に CLS2 で ОК) し て お いて 
か ら , 機体 を 描け ば いい の で す 。 


“А BTEP.5 
配列 に 取り 込む 


キャ ラク タタ が 描け た 6, これ を 「GET 
@ 命 令 」 を 使っ て 配列 に 取り 込み ます 。 こ 
の た め に は まず , 配列 宣言 を する 必要 が あ 
り ま す が , この と き 配 列 の 添字 の 値 を 計算 
し な けれ ば いけ ませ ん 。16 色 カラ ー で 整数 
型 配列 な ら ば , 次 の 式 で 計算 で きま す 。 
く 式 > 
添字 の 値 
=ー 横 ドッ ト 数 X 縦 ドッ ト 数 / 4 十 1 


この 式 は , GET@ 文 の 計算 式 を スプ ライ 
ト 用 に 簡素 化し た も の で す 。 モノクロ の 場 
Өз, 次 の 式 と な り ま す 。 


図 1 カラ ー16 色 の スプ ライ トバ マー ン の 場合 


SCREEN WIDTH 5, 640, 4 


%2 モノ クロ スプ ライ トバ パターン の 場合 


SCREEN WIDTH 5, 640, 1 


図 3 パレ ッ ト コ ー ド の 設定 例 


PALETTE 8, 0 


図 4 戦闘 機 の デザ イン 画 


<қ> 
添字 の 値 
= 横 ド ッ ト 数 X 縦 ドッ ト 数 /16 十 1 


GET@ の 詳し いい 使い方 は リフ ァ レ ンス 
マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ る さい 。 た だ し , 
ナタ テッ ャ シス マニ ュ テ ナル で , 

整数 型 配列 の と き …… Мат 
と な っ て いま す が , これ は N= 2 の 間違い 
な の で 気 を つけ て くだ さい 。 

С, 結局 次 の アプ ログラム に よっ て , Жі 
ど 用 意 し た 戦闘 機 の パタ ー ン を 配列 に 読み 
込む こと が で きま すず 。 

く 式 > 

DIM G% (64*24/4 +1) 
СЕТ а (100, 0) -5ТЕР(63, 23), G% 


‚ЭТЕР. 6 
スプ ライ トバ ター ン に 
登録 する 
配列 に 取り 込ん だ グラ フィ ッ ク パ ター ン 
は , PUT PATTERN 命令 に よっ て スプ ラ 
イト パタ ー ン と し て 登録 する こも が で きま 
す 。 だ と えば いま , 戦闘 機 の キャ ラク タ を 


4 ビッ ト (16 色 ) 
0 ドッ ト 
400 ラ イン 


1 ビッ ト ( モ ノ ク ロ ) 


カラ ー コ ー ド 0 を セッ ト 


パ バレット 番号 8 に 
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スプ ライ トバ パタ ー ン の 1 番 に 登録 し た い 場 
Ф, 図 5 の よう に し ます 。 

ЭТЕР. 7 

スプ ブ プラ イト に スプ ブラ イト 

パタ ー ン を 定義 する 
スプ ライ トペ パタ ー ン は , メモ リ 内 デー タ 
と し て 登録 きれ ます が , これ は その まま で 
は 表示 で きま せん 。 ス プラ イト パタ ー ン を 
「 ス プラ イト 」 に 定義 し て , 初め て 表示 可 


能 と な る の で す 。 ス プラ イト パタ ー ン を 絵 , 


ХР ЖЕ (Мас. 

ЕСАТАТЭОЭ4 КАНЫШ, ЖЕ? 
容量 の 許す か ぎり 255 個 まで 登録 する こと 
お だ きま す 。 ただし, ЖЕ (АТ? АЯӘ 
の ほう は 30 個 し か な い の で , 同時 に 表示 で 
きる の も 30 個 まで で す 。 

スプ ライ ト に スプ ライ オト ды. 
る (定義 する) に は , DEF ЅРКІТЕ 文 を 使 
いま す 。 戦闘 機 の スプ ライ トバ パ ターン を , 
1 番 の スグ ライ ト に 入 析 て み ま も ょ う 。 


УК STEP.8 
スプ ライ ト の 表示 を 開始 する 


現在 , スプ ライ ト の 表示 は OFF に な っ 
て いる の で , これ を 次 の 命令 で ON に し ま 
7 ( 図 7)。 

表示 は , 

TURN OFF SPRITE 1 
と する か , 停止 キー を 押す まで 続き ます 。 


以上 の 文章 中 で 示し た 操作 を , リス ト 2 
ЕЕ: ЕТУ 


ЖОУЖЕСЗЕФТАЗЕ. RUN し て 
くだ さい 。 画面 の 左上 に , 戦闘 機 の スプ ラ 
イト パタ ー ン が 表示 る れる は ず で す 。 


Ж СТЕР. 9 
スプ ライ ト を 動か す 


表示 し た スプ ライ ト を 動か し て み ま し ょ 
う 。 だ と た ば デイ レタ トモ ー ド で て , 
LOCATE SPRITE 1,300,200 
と 入力 する と, 戦闘 機 は 300.200 の 座標 位置 
に 瞬時 に 移動 し ます 。LOCATE SPRITE 
命令 は , スプ ライ ト の 表示 位置 を 指定 する 
命令 で す 。 
今度 は 連続 的 に 動か し て み ま し ょ う 。 
FOR Х = 0 ТО 600 : LOCATE 
ЗРАТЕЕ +. 
Х, 100: МЕХТ 
戦闘 機 は 画面 左 か ら 右 に 向かっ て , 滑ら 
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(М5 戦闘 機 を スプ ライ トバ パタ ー ン の 1 番 に 登録 


パタ ー ン 番号 16 色 の と き は 4 
a | Q 


PUT PATTERN1, G%, 4 


グラ フィ ッ ク パ ター ン の 入っ て いる 


配列 名 


図 6 戦闘 機 の スプ ライ トバ ター ン を スプ ライ ト に 入れ る 


DEF SPRITE 1 AS 1 


x Г パター ン 番 号 
スプ ライ ト 番 号 


7 戦闘 機 の スプ ライ ト の 表示 を 開始 
TURN ON SPRITE 1 


か に 進む は ず で す 。 こ れ は 単純 な FOR 
—МЕХТ 文 に よる 移動 で す が , 座標 位置 を 
決め る の に SIN 関数 な ど を 使え ば , 波打つ 
ょ うに 機体 を 動か すこ と も で きま す 。 


ХА 5 ТЕР10 


マウ ス で ス ブ プラ イト を 動か す 


PC-88VA で スプ ライ ト と 並ん で 優れ て 
いる の が マウ ス で , ユー ザー が 簡単 に 利用 
で きる よう に , 便利 な マウ ス 命 令 が サポ ー 
ト る れ て いま す 。 

と いう わけ で , マツ ウス の 動き に 応じ て ス 
ゲラ イト が 勤 《 よ うに し て みあ まし ょ う 。 

マウ ス を 使う に は , 何 は と も あれ 次 の 命 
令 を 使っ て , マウ ス を 初期 化し ます 。 ダ イ 
クト モー ド で で 実行 も そそ だ きい 。 

MOUSE 0 
次 に , 
MOUSE L, 1 

と し で やあ 人 G も だ だ 本 い 。 マ ウス カー ソル が 
表示 され る は ず で す 。 マ ウス を 動か せ ば , 
マウ スカ ー ソ ル が 画面 上 を 移動 し ます 。 

それ で , この マツ ウ スカー ソル の 位置 に , 
スプ ライ ト を 表示 る せれ ば , マウ ス に よっ 
て スプ ライ ト を 動か すこ と が で きま す 。: そ 
の だ た だめ に は IMOUSE 関数 を 使っ て マウ ス 
カー ソル の 位置 を 知る 必要 が あり ます 。 

メーMOUSE (0) : Y= MOUSE (1) 

софт, 売 数 え お よび YA, 
マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 得る こと が で きま 
す 。 あ と は 分 か る と 思い ます が , その 座標 
に LOCATE SPRITE 命令 を 使っ て スプ 


スプ ライ ト 番 号 


ライ ト を 表示 る せれ ば OK な わけ で すね 。 
だ ただ, この よう な 使い 方 の 場合 、 マウス 
カー ソル を 表示 し て も 那 魔 な どけ な の で , 
Ао ас 5; 

MOUSE 1 ,,, 0 

ЕН; АЛЬ ЗЕМ 
け て , 今度 は リス ト 3 を 入力 し て くだ きる い 。 
RUN し て か ら マ ウス を 動か す と , それ に 
し た が っ て 戦闘 機 の スプ ライ ト を 移動 する 
と こと が で きる の で す 。 


Жан. 


終わ り 


今回 の ゲー ム 作 成 講座 は この あ だ り に し 
て お きま す 。V3-BASIC の スプ ライ ト 命 令 
の 使い 方 で 終わ っ て し まい まし た が , 次 回 
は , マウ ス の ボタ ン を 押す と ミサ イル が 発 
射 さ れる な ど , 徐々 に ゲー ム の 本 質 に 追っ 
て 有 有 くつ むり で す 。 ま か た,。 Же 
ー ン エディ タ も 発表 で きる か も し れ ま せん 。 


эё 新 VA に っ ぃ て 1 
а ひと ご と 

ニュ ー モ デル VA2, VA3 に つい て は ほか 
の ペー ジ で た だ くる ん 書か れ て いる の で あま 
り 触れ ませ ん が , 使っ て みて 1 番 変わ っ た 
な と 思っ た だ の が 。 BASIC の テキ スト 表示 
の 速度 で す 。 従来 型 VA の テキ スト 表示 は 
8 ビッ ト の PC-8800 シリ ー ズ 並み で , 16 ビ 
ッ ト 機 し し て は 遅い の で 気 に な っ て いま し 
だ 。 と < ろ が VA2 の 表示 と きた ら 6PC 


-9801VX 2° 2 ПДЕОЕЖНЛО ЕЖЕ 
度 。BASIC リ スト な ど 表 示 き せる 場合 , 前 も 
っ て CTRL キー と S キー に 指 を 置い て 身 構 
えて いて も , 止め た と き に は 目的 の 行 は ス 
クロ ー ル アウ ト し て し まっ て いる と いう あ 
り る ま 。 こ れ は , スク ロー ル 速 度 調節 機能 
が 欲し い / 


/ MEMBERHS ` 
し いし VOICE j 


*kXZ >" 4 7 X 17 32X7% X68000% 
ど に も 移植 る され た 有名 な ゲー ム で す 。 その 
グラ ディ ウス で は , オプ ショ ン が プレ イヤ 
ー 機 の あと を くっ つい て くる わけ で す が , 
その 動き を どう や っ た ら 88VA の スプ ラ 
イト で で きる か 

と いう 質問 が きま し た 。 


グラ ディ ウス は 私 も 大 
b 好き な が ー ム で し て , 7 
РЭ ァ ミ ュ ン と X68000 で は 
кеё т с; 
周 目 は 無理 ど だ けど )。 そ れ 
は る て お き , オプ ショ ン の 動き は それ ほど 
難し く な いん で す 。 デ レイ ヤー 機 が 通っ だ 
座標 を 記憶 し て な いて, 少し 前 に 通っ た 座 
標 に 1 番目 の オプ ショ ン を 表示 る させ , その 
少し 前 に 通っ た 座標 に 2 番目 の オプ ショ ン 
を 表示 る せる , … と いう 具合 に すれ ば いい 
の で す 。 

今回 は サン プル プロ グラ ム も 作っ て み ま 
し た だ 。 講座 で 使っ た リス ト 1, 2 に 加え て 
リス ト 4 を 入力 し て くだ きい (リス ト 3 は 
不要 )。RUN し て マウ ス を 動か す と , 丸い 
オプ ショ ン が 4 つつ な が っ て , 機体 の あと 
を つい て 動き ます 。 

プロ グラ ム を 説明 する と , ХХ k YY > 
いう 配列 を 用 意 し て , プレ イヤ ー 機 が 動く 
だ た びに , その 座標 を 配列 に 記録 し て いき ま 
す 。 ここ で は , 配列 の 大 きる は 50 に し て , 
最大 50 ス テッ プ 前 まで の プレ イヤ ー 機 の 座 
標 を 記憶 する よう に し て いま す 。 

£ LX, 各 オ プシ ョ ン は , プレ イマ ヤー 機 
の 現在 位置 か ら 5 ス テッ プ ず つ 前 の 座標 を 
ЖАС, そこ に 表示 する よう に し て いま す 
(4 つ 目 の オプ ショ ン で 20 ス テッ プ 前 の 座 
標 を 読む の で , 配列 の 大 きる は 実際 は 20 程 
度 で も 構わ な い )。 


詳し く は , プロ グラ ム を 読ん で くだ さい 。 


な お , この ブログ ラム で は プレ イヤ ー 機 
の 動き を マウ ス で 制御 し て いる の で 1 ステ 

プ ご と の 移動 距離 が 可変 で びす 。 こ の た め , 
ジョ イス ティ ッ ク て で 操る 本 物 の グラ ディ ツウ 
ス の オプ ショ ン と は 多少 動き が 異な り ま す 
(ゆっ くり 動 か す と オプ ショ ン が 集まっ て 
S (U # ЮЛ, 


х VA クラ ブ 結 成 な めで と う ご ざ いま す 。 
る っ そく 質問 で す が , 

PC-Engine シス テム 転送 時 に ENGINE 
IO. SYS, PCENGINE. SYS, PCENGINE. 
COM, ADVGBIOS. SYS と いう 4 つの シス 
テム が で きま ます が ,。 これ に つい て 詳 も 〈 知 
ист. 

関係 な いで す が , VA の 辞書 は 4 万 語 
中 級 ク ラス の ワー プロ 並み で す が , 変換 に 
つい て は 弱い 気 が し ます 。 

MS-Engine 買い まし だ が, 外部 コマ ン 
ド を も っ と 増やし て ほし か っ だ で す (ASS 
IGN や PROMPT)。 

お まけ 。MS-Engine 上 で 動作 する MS 
-DOS の ソフ ト (完全 で は な い )。Lattice 
-C/ パ ー ソ ナル , М-С, RUN/C, Let's С, 
ICLisp-98, N88-BASIC(86)Compiler, 
MASM, LINK, EXE2BIN, EDLIN, LIB, 
CREF, KEY, RECOVER。 

動作 し な いも の 。PD-PROLOG, PC-FO 
RTRAN その 他 ほ と ん ど 動 か な いと 思い 
ます 。 ス クリ ー ン エディ タ FINAL が 動か 
な い の は 残念 で す 。 

秋田 市 松本 将 之 (17) 


VA 倶楽部 と いっ て も , 
k に * ま の と こ あ この コー ホオ 
Wies ー の 名 前 に 過ぎ ず , 実際 
= Fideus 
ж. いん だ けど , や っ ぱり 会 
員 募 集 と し か や っ て VA の 輪 を 広げ た いな 
と 思っ て ます 。 

それ は る て お き , PC-Engine の シス テム 
に つい て で す 。PCENGINE. COM 以外 の 
ENGINE IO. SYS, PCENGINE. SYS, 
ADVGBIOS. SYS は 隠し ファ イル で DIR 
じゃ 見 れ な いけ ど , モニ タ に は いっ て , 

VD 0, 0, 0, 6 
と や っ て ディ レク トリ を 直接 の ぞ 〈 と 見 れ 
る ん で すね 。 で , その 内 容 で びす が , すみ ま 
せん 私 も 詳し 〈 く 知ら な い の で す 。 次 回 まで 


に 調べ て お きま す 。 た だ , MS-DOS の CO 
MMAND. СОМ に 相当 する PCENGINE. 
СОМ 13, た っ た 5 バイ ト の 実行 ファ イル 
で , その 内 容 は 
JMP F000 : 0003 

と な っ て いて , シス テム КОМ の 初期 化 ル 
ー チ ン に 飛ん で る ん で すね 。PCENGINE. 
СОМ の 本 体 は ROM の な か と いう わけ で 
т, 

ADVGBIOS. SYS は , アド バン ス ド グ ラ 
フィ ッ ク BIOS の 略 で あろ うと 思い ます 。 

な お , MASM や LINK は , PC-EPngine 
レベ ル で も 画面 表示 されない だ け で 実際 に 
は 動い ちゃ うん だ 。 ソ ー ス に エラ ー が あっ 
て も 分 か ら な い の で 実用 に は な り ま せん が 。 


ku Ў, わが VA に は 「 サ ウン ド ボ ー ド II」 
を つけ て や っ と り ま す 。 し か し あれ は すげ 
ー で すね ェ 。ADPCM は も ちろ ん FM 6 
音 , リズ ム 6 人 音 , う 一 ん こわ いっ 。 
BASIC も る る こと な が ら , РС-Епеше 
は 使い や すい で すね ー。 あ の AUTOEX 


EC. BAT な ど は 使い 勝手 が 良く て つい つ 
い 多 用 し て し まい ます 。 だ だ , 使い 方 が マ 
ニュ アル で は 漠然 と し か 述べ て な い の で , 
次 回 で は バッ チ 処 理 も の せ て ほし いも の で 
+ ^ 


徳山 市 匿名 希望 


フー ん 、 VAZ VASE 
は ADPCM も 入っ ちゃ 
っ た だ し PC-Pngine も 強 
化 き さき れ ち ゃ いま し た ね わ ねぇ を 。 
Ж, 24— УАУ СА 
は パソ コン の 運命 な の で , 甘んじ て 受け 入 
れる し か … バ パッチ 処理 は その うち 扱っ て み 
だ いと 思い ます 。 こ 2 う 使う と 便利 だ ! と い 
っ ただ アイ デア を お ぢ 持ち の 方 は , 簡単 な も の 
で も 構わ な い の で 投稿 し て くだ さい 。 


в 
ыы? 
>, 


(Суд ж. 


Е 倶楽部 勧誘 а 


VA 倶楽部 の 内 容 は 徐々 に 拡張 し て いき 
た いと 思い ます が , それ に は 和 皆さん の バッ 
クア ッ プ が 必要 で す 。 本 誌 の 誌面 を の っ と 
65, кБЕЖИӘЗІ:25. 

PS マジ オイ ンド VA を よる も くく ! 
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11361 100 ?--- List 1 --- 
110 SCREEN WIDTH 5,640,4 
120 CLS 2 
130 WINDOW (-100,0)-(639-100,399) (100,0 ) に 原点 を 移動 する 
140 LINE (2,15)-(6,0),7: LINE -(10,0),7: LINE -(25,10),7 
150 LINE -(30,4),7: LINE -(61,15),7: LINE -(0,15),7 
160 РАТМТ (10,10),7,7: LINE (3,9)-(25,9),8 
170 LINE (34,5)-(58,13),1: LINE -(38,11),1 
180 LINE -(34,5),1: РАТМТ (40,10),1,1 | 
190 LINE (0,14)-(28,20),3,BF: LINE (0,16)-(58,17),2,В 
200 LINE (2,23)-(6,12),0: LINE -(11,12),0: LINE -(30,23) ,0 
210 LINE -(2,23),0: РАТМТ (10,20),7,0 


220 
リス ト グ ダ ーーーー 230 ›--- List 2 --- 
240 SPRITE SCREEN 1 ) ス プラ イト 画面 を 640*400 に 
250 DIM G%(64*24/4+1 ) ) 配列 宣言 (64*24 ド ッ ト 分 ) 
260 СЕТ @(100,0)-STEP(63,23),G% グラ フィ ッ ク 画 面 か ら 取 り 込 み 
270 РОТ PATTERN 1,G%,4 ) う パター ン 番 号 1 に 登録 
. 280 DEF SPRITE 1 AS 1 ? ス プラ イト 1 番 に 定義 
290 TURN ОМ SPRITE 1 "スプ ライ ト 1 番 を 表示 開始 
300, 
リス トラ ーー 310 ›--- List 3 --- 
320 MOUSE 0 "マウ ス 初 期 化 
330 *LOOP 
340 X=MOUSE ( 0 ) : Y=MOUSE ( 1 ) >) マウス の 座標 を 入力 
350 LOCATE SPRITE 1,X,Y "スプ ライ ト 1 番 を マウ ス 座 標 に 移動 
360 СОТО ЖООР ) 繰り 返し 
330. 
11ХЬД —— 310 ---- List 4 --- 
3°0 CUSH2SSCIRODER (15:12) 51555,3 y Q PAENT (16,32);5-46 
330 СЕТ (100,0)-STEP( 31,23), 4% 
340 PUT PATTERN 2,0%,4 "パタ ー ン 2 番 に オプ ショ ン の デザ イン を 登録 
350 DEF SPRITE 2 AS 2 ? ッ スプ ライ ト 2,3,4,.5 に パタ ー ン 2 番 を 定義 


360 DEF SPRITE 3 АЗ 2 
370 DEF SPRITE 4 AS 2 
380 DEF SPRITE 5 АЗ 2 


390 TURN ON SPRITE 2,3,4,5 ) ス プラ イト 2,3,4,5 を 表示 開始 
400 ' 

410 РМАХ=50 "配列 最大 値 は 50 

420 DIM XX%(PMAX ) : DIM YY%(PMAX)  ' 配 列 宣言 

430 PP=0 配列 ポイ ンタ を リセ ッ ト 

440 ° 

450 MOUSE 0 ' マウ ス 初 期 化 

460 › 

470 *LOOP "マウ ス が 動い た ら #*MOVE を サブ ルー チン コー ル す る 


480 ТЕ MOUSE(9)<>0 OR MOUSE(10) く <>0 THEN GOSUB *MOVE 
490 СОТО *LOOP 
? 


500 

510 *MOVE 

520 X=MOUSE ( 0): Y=MOUSE( 1 ) "マウ ス 座 標 入 力 

530 LOCATE SPRITE 1,Х,Ү › 機体 移動 

540 XX%( PP ) =X: YY%(PP) =Y › 座標 記録 

550 РР=РР+1: ТЕ PP>PMAX THEN PP=0: 配列 ポイ ンタ 進め る 
560 3 

570 Р2=РР-5: IF P2<0 THEN P2=PMAX+P2: 配列 か ら 5 ス テッ プ 前 の 
580 LOCATE SPRITE 2,XX%(P2 ) , YY%( P2 ) › 座標 を 読ん で そこ へ 移動 
590 ’ 

600 Р2=РР-10: ТЕ P2<0 ТНЕМ P2=PMAX+P2: 配列 か ら 10 ス テッ プ 前 の 
610 LOCATE SPRITE 3,XX%(P2 ) , YY%( P2 ) "座標 を 読ん で そこ へ 移動 
620 , 

630 Р2-РР-15: ТЕ P2<0 ТНЕМ P2=PMAX+P2・ 配列 か ら 15 ス テッ プ 前 の 
640 LOCATE SPRITE 4,XX%(P2 ) , YY%( P2 ) ' 座標 を 読ん で そこ へ 移動 
650 , | 

660 Р2=РР-20: ТЕ Р2<0 THEN Р2=РМАХ+Р2: ぅ 配列 か ら 20 ス テッ プ 前 の 
670 LOCATE SPRITE 5,XX%(P2 ) , YY%(P2 ) › 座標 を 読ん で そこ へ 移動 
680 › 

690 RETURN 
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コン ピュ ー タ の 軌跡 を 追う ・ く 3 


РС-8801»«РС-ВВУА-- 


'РС-8800 
シリ ー ズ .」 


で 
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木内 等 


PC-8800 シ リー ズ は , 現行 で 10 機 種 18 種 
類 ( ボ ディ カラ ー の 違い を 含め れ ば 19 種 類 ) 

が 発売 され て いる 。PC-8800 シ リー ズ の 前 
身 で ある PC-8000 シ リー ズ ゃ や PC-88VA 
シリ -RRE め る と , な ん と 16 機種 24 種 類 
も ある 。 こ れ に は , 世界 の どん な コン ピュ 
ー タ も か な わな い 。 ま る に, 世界 一 の 大 家 


ооо ооо о ооо ооо ооо ооо ооо ооо ооо ооо ооо о ооо ооо о ооо ооо ооо ооо ооо ооо ооо оо соо ооо 
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発売 され た だ た 。PC-8801 の 特徴 は , 640 x 200 F 
ッ ト 8 色 の グラ フィ ックス と 漢字 ROM を 
装備 すれ ば 漢字 の 表示 が 可能 と いう 高 性 能 
面 も ある が , 最大 の 点 は や は り PC-8001 で 
つ ち か っ だ た ソフトウェア を 継承 し て いる 点 
に あっ た 。 こ の と き 和 富士通 は すでに バブ ル 
メモ リ シ ス テム を 備え た 「FM- 8 」 を 発売 
E TERT; УХУ НОЕ Е 
МЕС の シェ ア を 崩せ な か っ だ 。 しかし, 富 
士 通 は の ち に ハイ コス ト パ フ ォ ー マ ンス な 


が あげ られ る だ ろう 。 


(D PC-8001 の ソフ ト が 継承 きれ て いる 
Rd, ソフ トウ ェ ア の 慣性 が 大 きい 
②640X200 ド ッ ト 8 色 フ ルカ ラー グラ フ 
ィ ッ クス と オプ ショ ン の 漢字 表示 能力 
o „г 
BASIC — 

ほか の ライ バル 機種 が オ x a ン ワ ソン 
Ач レー ト タ イプ て 16 
ビッ ト を 思わ せる 高級 感 が ある _ 


族 な の で ある 。 1 に PC-8800 シ リー ズ の 「FM- 7 」 を 発売 し 。 PC-8801 シ リー ズ の 
系 統 図 , 表 1 に 発売 年 度 を あげ て お くく 《 の で シェ ア を 名 か し た 。 シャ ー プ も 「X1」 を この ころ の パソ ュ コン の 勢力 を 決め て いた 


参考 に し て ほし い 。 
昭和 56 年 12 月 に 発売 (発表 は 11 月 ) され 
だ PC-8801 は , 往年 の 名 機種 PC-8001 ( 昭 
和 54 年 8 月 発売 ) の 上 位 機種 し し て ビジ ネ 
ス ユ ー ス に 対応 で きる よう 設 
ここ で ホビ ー 分 野 を その 使用 目的 と し て 
設定 し な か っ た の は 228,000 円 と いう 値段 
と ホー ム ユ ー ス を 狙っ た PC-6001 が (昭和 
56 年 11 月 ) すでに 89,800 円 と いう 当時 と し 
て は 破格 の 価格 で 発売 る され て いた だ めで あ 
る 。 こ の 時 代 8 ビッ ト 全 盛 で , 16 ビ ッ ト は 
700,000 円 以上 , 現在 で いえ ば PC-98XL2 
を 買う より も す ざ い こと だ っ た 。 


シェ ア 争 い 


昭和 56 年 , 当時 の パソ ュ コン 界 の パワ ー バ 


で に 固め て お り , その 後 を シャ ー プ , 富士 5 5 е; 2 si Се - 3 š 2 
8, その 他 $ も ろ も ろ が 追い か け て いる と い M С ; Ом См сқ ер $ © F С ç 
2 状況 どっ た (あく まで も パッ コン 分 野 で 0 ЕЕ чк В ОКЕ ЗЕБ. 
の 限定 きれ た パワ ー バ ラン ス の こと だ )。 こ 1 1 ТИ 1R 1А '@ 1H А ГЕ А А 
の よう な 状況 の な か で МЕС の PC-8801 が 


ХЕВИ S #17, 


発売 し パッ コン 界 に お ける 地場 を 確保 し な 
お し だ 。 し か し , な ぜ 各 社 と も МЕС の 牙城 
を 朋 せ な か っ だ の か 。 

PC-8801 が 売れ た 理由 と し て 以下 の 要因 
図 1 PC-8800 シ リー ズ 系 統 図 


表 1 PC-8801 シ リー ズ 発 売 年 度 


の は , ゲー ム 。 ゲ ー ム と いえ ば , や は り 主 
流 は 街 の ゲー ムセン ター に 見 られ る ビデ オ 
ゲー ム で あっ た 。 当時 は , 家庭 用 の 専門 テ 


レビ ゲー ムッ 機械 も 高 機能 な も の が な 〈《, ビ 


PC-88VA PC-88VA2 PC-88VA3 


93 


デオ ゲー ム に 近い も の が 楽し め る の は パソ 
ュ ン だ け だ っ た 。CPU が 8 ビッ ト で あり 本 
格 的 な ビジ ネス プロ グラ ム の 構築 が 困難 な 
こと も , パソ コン の 使用 目的 を 限定 る させ て 
ゲー ム メ イン の 方 向 へ 進ま せ た 原 因 の ひと 
つ で ある 。 こ の よう な 状況 下 で ホー ム ユ ー 
ス を 目的 と し た PC-6001 は , パソ コン ゲー 
ム の ブー ム に 乗り , 一 時 期 は PC-8801 を も 
超え る 人 気 を 示し た が , 結局 は その 発展 性 
の 限界 と 同系 列 新 機種 と I 旧 機種 し と の スペ ッ 
ク の 違い か ら 自 減 し た 。 つ まり , いま まで 
も っ て い だ ソ フト は 使え て も , 新 機種 に 対 


応 す る に は 新しい スペ ッ ク の た だめ に 新しい о 


ソフ トウ ェ ア 技 術 を 開発 し が く て は な ら な 
い 。 一 方 , PC-8800 シ リー ズ は 新 機種 に おい 
て も 基本 部 分 は 変わ ら ず , 以前 の テク ニッ 
ク も 継承 で きだ た 。 こ の 一 貫 し た スペ ッ ク の 
お か げ で 見 事 PC-8001 で 得 た シェ ア ZR 
952%%%5, БЕРИ. 

いか に PC-8801 が 先進 の アー キテ クチ ャ 
を 持っ て いた だ か が うか が える 。 МЕС В, 
PC-8801 に より 堂々 た る パソ コン 界 ト ッ プ 
独走 体制 を 整え た の だ 。 


ロビ -8801 を 
支え た ゲー ム た ち 

現在 の よう に ビジ ネス ソフ ト が 全 ソ フト 
の 売上 げ の 6 割 以上 を 占め る 状況 と は 違い , 
昭和 56 年 当時 は , ゲー ム ソ フ ト の 売上 げ が 
9 割 以 上 を 占め て い だ 。 ゆ え に お も し ろ い 
ゲー ム が ある マシ ン が 売れ る マシ ン で あっ 
だ た わけ で , 実際 売れ し た マシ ン に は キー と な 
っ だ ゲー ム が 存在 する 。 企業 が パソ コン を 
導入 する の で な い 限 り ,.「 あ の ゲー ム が や り 
だ いか ら こ の マシ ン を 買う 」 は , 一 般 の パ 
ソコ ン ユ ー ザ ー が どの マシ ン を 買う か の 1 
番 重要 な 指針 な の だ 。PC-8001 で は , 28. 
狂人 と いう プロ グラ マ が ゲー ムセン ター の 
人 気 ゲ ー ム を 続々 と 移植 し 普及 に 貢献 し た 。 
PC-8801 が 発売 きれ た の は , ちょ う . と ゲー 
ム ソ フ ト の 成長 期 に あたり , きま ざま な ジ 
ャ ン ル の ゲー ム が 各社 競い あい な が ら 開 発 
発売 され て いた 。PC-8801 で は, 初期 に 九 十 
九 電機 か ら 「 ウ ルト ラ 4 人 麻雀 」 が 発売 る 
れ ベ スト セラ ー と な っ だ た 。 を その の ち オ セロ 
や 将棋 の ソフ ト で 有名 な 森田 和郎 が ビデ オ 
ゲー ム の ゼビウス を モチ ー フ に し た だ た 「 ア ル 
フォ ス 」 と いう 縦 ス クロ ー ル シュ ー テ イィ イン 
グ ゲ ー ム と , 現在 で は ドラ ゴン クエ スト の 
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プロ グラ ム を 行っ て いる チュ ン ソ フト の 中 
村 光 が 「 ド チチ ドア 。 と いう チク ショ ンズ バ 
ズル ゲー ム を 作り 同じ く ベ スト セラ ー と な 
っ た 。 

PC-8001 時 代 で は , ソフ トウ ェ ア は まだ 
お 金 を 払っ て 買う も る の で は な く , 自分 で プ 
ログ ラミ ング し た り 雑 誌 発 表 の プロ グラ ム 
を 打ち 込む ほう が メイ ン だ っ た 。 売っ て い 
る アプ リケーション ソフ ト を 利用 する の が 
主流 に な っ た の も PC-8801 時 代 か ら で あ 
る 。 これ は , パソ コン 市 場 全体 の 成長 と 関 
係 し て いる 。PC-8801 の 発売 され た 昭和 56 
年 と 翌 57 年 は , パッ コン 市 場 全体 が 大 きく 
КЕС, それ ま て で 商売 と し て 成り 立つ か ど 
うか 分 か がら な か っ だ パッソ コン 市 場 が 立派 に 
利益 の あがる も の と し て サー ド パ バー ティ 各 
社 が どん どん 参入 し た だ 時期 な の だ 。 

最近 は めっき り 見 な 《 く な っ だ が ソフ トウ 
ェ ア コ ン テ ス ト の 開催 が 毎月 の よう に 告示 
ай, 入賞 し た ゲー ム を 目玉 に し て 参入 し 
て くる ソフ ト ハ ウス も 多かっ た 。「 エ ニッ ク 
え ょ 』「 ボ ポー ステ ッ ク 」 な どの が そう で ある 。 2 
れ に 対し , 古く か ら あ る ソフ ト ハ ウス も 力 
を 蓄え ぇ 高度 な 作品 を 生み 出し つつ あっ た 。 
重要 な の は , 入賞 作品 お よび 高度 な が ソフト 
の ほとん ど と ど が,PC-8801 用 だ っ だ こと 。 こ れ 
は , PC-8801 が CPU に PC-8001 や シャ ー 
プ の MZ シリ ー ズ と 同じ 「Z-80」 を 採用 し 
て いた た だ めで, プロ グラ マ が つ ち か っ な た 技 
術 を その まま 使え る の が 当時 PC-8801 し 
か な か っ だ だ めで ある (FM- 8 4 U FM 
-7 の CPU は 「6809」, X 112 77-801 だ 
が , PC-8801 に 出遅れ 昭和 57 年 の 発売 ) 。 

ゆえ に , ソフ ト ハ ウス は 自然 に PC-8801 
を 開発 の 中 心機 種 に 位置 づけ る こと に な り , 

「 ッ フト が ある か ら マ シン を 買お う 」 と い 
5 構図 が びき 上 が っ た 。 

くわ し く は 後述 する こと に な る が , PC- 
8800 シ リー ズ の 進化 に は ひと つの 波 が あっ 
た 。PC-8801MKISR で ある 。 ア ナ ロ グ 
RGB 対応 , FM 音源 標準 装備 , DMA ノー 
ウエ イト に よる 高速 化 な ど 大 きく バー ジョ 
МРОТ ОЕА РОВ 
の 地位 は 固まっ て いた だ が, この PC-8801 
MKISR を ヒッ ト る せ だ の も ゲー ム で あ 
5. それ は , ゲー ム ア ー ツ の デビ ュー 作 「 テ 
グ ザ ー」 で ある 。 
ロー ル シ ュ ー テ ィング ゲー ム で SR の 拡張 


機能 を 十 二 分 に 活用 し た 傑作 ゲー ム で あっ 


リア ル タ イ ム 全 方 向 ス ク : 


た 。 そ れ で な く 〈 く と も , PC-8801MK ESE 
は 。 機 能 的 に 優れ て いる うえ に 価格 面 で も 
60.000 円 と 安く , ヒッ ト す べき 要素 が すべ 
て まあ る て いた と いえ よう 。 

日 本 ファ ルコ ム の ドラ ゴン スレ イヤ ー シ 
リー ズ の こと も 見 逃 せ な い 。 ド ラゴン スレ 
イヤ ー シ リ ー ズ は , 現在 まで 5 作 が 発売 る 
れ て いる が その ほとん と が 最初 に PC- 
8800 シ リー ズ 用 に リリ ー ス る れ た (ドラ ゴ 
ンス レイ ヤーIV の み フ ァ ミ コン が 最初 )。 と 
〈 に 第 2 作 目 の 「 ザ ナド ゥ 」 は , SR 用 が 最 
初 に リリ ー ス され, 奄 の パソ ュ ン ゲー マー 
を 「SR っ て や っ ぱり すご い 」 と 感嘆 きせ 
た 。 この よう に EPC-8800 シ サー ズ は , РС- 


8001 時 代 か ら つ ち か われ た 「Z-80」 プ ログ 


ラマ に よる 支持 を 得 て い た 。- こ : 衝 は を その ま 
ま ソ フト ハウ ス の PC-8800 シ リー ズ の 支 
持 し な っ だ わけ で あり , PC-8800 シ リー ズ 
が ホビ ー パ ソ ュ ユン の 主流 と な っ た 最大 の 妥 
因 だ ろう 。 


16 ビ ッ ト , 
ロビ -9801 登 場 


昭和 57 年 10 月 МЕС 初 の 16 ビ ッ ト パ ソコ 
ン PC -9801 が 発売 る きれ だ た 。 CPU に は 
「8086」 が 使わ れ て い だ (PC-9801VM か ら 
「8086」 と 互換 性 の ある NEC の カス タム 
チッ プ 「V30」 を 搭載 )。 価 格 も , 298,000 
円 と 当時 と し て は 破格 的 な 廉価 を 実現 し , 
16 ビ ッ ト を 一 気 に 庶民 の 手 に 引き 落と し た 
кейбір, 当時 は ッ パ メ ほ き シダ デー ム なの 
絶 項 期 で も あり , ビジ ネス へ の コン ピュ ー 
タ 導 入 を 考え て いた だ , 中 小 企業 や 個人 商店 
な ど が こぞって 導入 し た 。 発売 時 期 を 見 る 
L PC-8801 の 発売 か ら 1 年 6 も た っ て いな 
с. これ は , МЕС の 時 代 の 変化 に 対す る 柔 
軟 な 姿勢 を 示し て いる と いえ よう 。 当時 の 
8 ビッ ト の 繁栄 か ら 次 期 16 ビ ッ ト 時 代 を 正 
確 に 予測 し , ホビ ー は PC-8801, ビジ ネス 
は PC-9801, と わずか 1 年 前 に 設定 し た 
PC-8801, PC-6001 の 路線 を 変更 し た こと 
は , 今 か ら 考 えれ ば NEC の 今 の 成功 の 妥 
因 ほ な っ だ と いえ る 。 ЖҰ, アメ リカ の 巨 
人 と 呼ば れる IBM b, 16 ビ ッ ト 機 種 を 投 
入 し て 新た に ビジ ネス 分 野 の ニー ズ を 開拓 
し た こと に は より, 現在 の 押し も 押さ る れ ぬ 位 
直 を 築い た 。 

PC-9801 の 発売 は , 確か に 大 き な ニ ュー 
ス で あっ た が , それ まで の PC-8801 の 進路 


を 180 度 変え た る も の で は な か っ た だ た 。 な ぜ な 
6, それ ま て 発売 され て いた ソフ ト の は ほ と 
ん と が ゲー ム で あり , 発売 され て か ら 1 年 
も 5 だ っ て いな か っ だ の で ソフ ト の 数 も あま 
り そ ろ っ て いな か っ だ か ら で あ る 。 も と も 
と ホビー 分 野 へ の 指向 が 強かっ た の が 確定 
に な が の だ もそ モラ と この に クジ ナグ ザン な た うす て 
9801 の 登場 が も う 1 年 遅れ た 5 PC-8801 
の ソフ プラ ト の ライ ンチ デップ は もう少し ビジ 
ネス 寄り で あっ た に 違い な い 。 現在 で は 知 
っ て の と お り ビ ジネス ソフ ト は 選択 の 余地 
が な い 。 それ で も 初期 の ころ は , 結構 色々 
な サー ド バ パー ティ が ビジ ネス 用 ソフ ト を 出 
し て い だ の だ が 。 

ホビ ー バ パソ ユン へ と 路線 変更 し た PC- 
8801 は , PC-9800 シ リー ズ 登 場 の の ち ユ ー 
ザー ニー ズ に 合わ せ , ホビ ー 向 き に ハー ド 
ジェ ア が 強化 きれ て いく こと に な る 。 


ロビ -8800 
ファ ミリ ー の 系 讃 


昭和 56 年 

PC-8801 発 売 。 
昭和 58 年 

PC-8801 に 最初 の 兄弟 が 登場 し た の は , 
昭和 58 年 11 月 で ある 。 2 番手 と し て 登場 し 
だ の は , PC-8801MK I, それ か ら R シ リー 
Z, H ロ シリ ー ズ , A シ リー ズ ヒ と 3 回 の バー 
ジョ ン ア ッ プ を 行っ て きた だ 。 2 番手 PC= 
8801MK I は , PC-8801 の コス ト ダ ウン バー 
ジョ ン で model 10/20/30 の 3 種類 が ライ 
ン ア ッ プ され だ ただ 。model は ,。 2D タ イプ の 
内 蔵 デ ィ ス ク ド ラ イブ の 装備 の 有無 お な よび 
装備 数 を 示し , model 10 は ドラ イブ な し , 
model 20 は 内 蔵 ド ライ ブ 1 台 , model 30 
は 内 蔵 ド ライ プ ブ 2 台 を それ ぞ れ 装備 し て い 
>. РС-8801МК 1 で は , model 102: PC- 
8801 の 価格 と 同じ で , 当時 1 台 100,000 円 し 
だ 外 づ け デ ィ ス ク に 比べ れ ば , 省 ス ペー ス 
で あり か な り の ハイ コスト パパ フォー マン ス 
Е 

27, と くに 影響 な か っ た こと だ が 。 М 
88-BASIC に 5 つの 拡張 命令 が 加わ b, 
CMD SING 命令 で 音楽 を 奏で る こと が 可 
能 に な っ た (1 音 演奏 の み )。 
昭和 60 年 上 半期 

PC-8800 フ ァ ミ リー を 語る 際 に 忘れ て は 
な ら な い の が , PC-8801MK I SR で ある 。 
3 番手 で ある SR は , 昭和 60 年 1 月 に 発売 


され だ 。 SR の 登場 は , PC-8801 な よび МК 
ї の ユー ザー に 大 き な 影 響 を 与 を た 。 それ 
は , ホビ ー 向 け に 大 幅 な 機能 改良 が な され 
て いた だ たから だ 。 主 な 改良 点 を 以下 に 示 そ を 2 う 。 
① ア ナリ ログ RGB 対応 で 512 色 か ら 任意 
の 8 色 を 選択 で きる よう に な っ た 
② FM 音源 3 音源 , SSG 3 音源 の 計 6 音 
の 同時 発声 が 可能 に な っ た 
③ 高 速 VRAM を 採用 。 い まま で の 3 分 
の 1 の 時 間 で 3 枚 の VRAM すべ て に 
書き 込む こと が 可能 に な っ た 
④ 全 体 的 な 実行 速度 が MK || に 比べ 約 
2 倍速 く な っ た 
価格 の 面 で も 進歩 が うか が える , mod 
el 10 は PC-8801MKHI と 同じ だ が mod 
el 20, 30 は 価格 が 安く な り 性 能 の 高い も ゃ の 
を 確実 に 求め や すく し て いる 。 ま だ, ユー 
ザー に し とり 主 な ユン トロ ー ル 言語 に な る B 
ASIC も 新しく 拡張 機能 に 合わ せ た だ V2B 
ASIC を 装備 。V1 モー ド と V2 モー ド の 切 
り 替 を スイ ッ チ を 設け る こと に より , 既存 
の ソフ トウ ェ ア に 対応 し て いる 。SR В, < 
れ ま て 不満 と きれ て いた 部 分 を すべ て 解消 
し , ツ フ トウ ェ ア の 水準 を 一 気 に 引 き 上 げ 
た 。 ツ フト 開発 の 面 か ら 見 て も, SR の 機能 
に 対応 し か つ MK I 以前 の 機種 で も 対応 
する こと が 比較 的 容易 だ っ た こと や , 程度 
の 高い 対応 の ソフ トウ ェ ア が 発売 初期 か ら 
存在 し た こと も 普及 し だ 一 因 と いえ る だ ろ 
2» 
次 に 登場 し た の は PC-8801MK | TR だ 
(同年 9 月 ) 。 TR は , model 30 仕 様 の SR 
に 300BPS の モデ ム が 内 蔵 さ れ た も の 。 し 
か し , 時 期 的 に 早 す ぎ た こ と も あり 普及 度 
は 低かっ た 。 
昭和 60 年 下半期 
昭和 60 年 は PC-8800 シ リー ズ の 当たり 
年 で 4 機種 8 モデル が 発売 され て いる 。11 
月 に は PC-8801MK IFR と MR が 発売 き 
れ た 。FR は , PC-8800 シ リー ズ で 初め て 
100,000 円 の 大 台 を 切っ た ハイ コス トス パフ 
ォ ー マ ンス 機種 で あり , MR は 2HD ドラ 
イブ を 2 吾 内 蔵 し た も の で ある 。 FR は , 
MKI な ど と 同じ 〈 model 10 か ら 530 まで 
3 種類 が 発売 きれ た 。SR と の 機能 的 違い 
は な い が , 回 路 集 積 度 の 向上 に より 一 回 5 
小さ きく, し か も 2 ドラ イブ の model 309: 


SR の model 10$ り 10.000 円 し か 高く な 


いと いう 廉価 に より SR を も しのぐ ど ヒット 


に な っ だ 。 それに 反し て MR は , PC-8800 
シリ ー ズ の 高級 機種 し し て 発売 され た が , 
メデ ィ ア の 違い , 2HD メデ ィ ア の ソフ トウ 
ェ ア が 発売 され な か っ だ た な どの 理由 か ら 散 
ж 254172. FR は , PC-8800 シ リー ズ の 現在 ` 
の 中 心機 種 し い を る だ ろう 。 ま た だ , ハイ ュ 
スト パフ ォ ー マ ンス を 実現 する た め ス ロッ 
ト の 数 を 減ら し だ た こと も 注目 し た い 。 これ 
は , ホビ ー パ ソコ ユン へ の 進化 の 結果 と も と 
れる 。 そして, ЕН, ҒА と 続く に つれ , И 
O 面 で の 省略 化 は 進む 。 
昭和 61 年 

PC-8800 シ リー ズ の つぎ な る 改革 は 。 を 
の スピ ー ド で ある 。 それ まで は , PC-8800 シ 
リー ズ の CPU は 「Z-80」 の 4MHz で あっ 
た 。 昭 和 61 年 11 月 に 発売 され た PC-8801 
ЕН お よび MH で は , 8 MHz で 動作 する 
モー ド を 付加 , 従来 の 1 .5 倍 の 速度 で 動作 きる 
せる こと が 可能 に な っ た だ 。 価 格 面 で は , МН 
は MR に 比べ で 30,000 円 , FH で は model 
20 と 30 が それ ぞ れ 10,000 円 ずつ 安く な っ て 
いる 。 
昭和 62 年 

昭和 62 年 3 月 PC-88VA 登場 。PC-88VA 
は , 基本 的 に は PC-8800 シ リー ズ の 延長 線 
上 に ある パソ ュ ン で 従来 の PC-8800 シ リ 
ー ズ の ソフ ト を 継承 で きる 。 し か も ,「V30」 
ュ ン パチ の 16 ビ ッ ト CPU を 搭載 し , 現在 
ТУ ТУГЕ に 次 ラス の が ゲラ フィ イッ 
クス と 音楽 の 機能 を 装備 し て いる 。 < b L 
ç は 次 章 で 述べ ょ う 。 同 年 10 月 PC-8801 
FA ぉ ょ び MA が 発売 きれ た 。 こ れ は , 
NEC よ り 同 時 期 に 発売 され た 「 サ ウン ド ボ 
ー ド Il 」 を 標準 装備 し た も の で FM12 和 音 
ステ レオ 十 ADPCM 1 音 の 同時 発生 が 可 
能 に な っ て いる 。 


ロビ -8800 シ リー ズ の 
将来 

今年 で 7 年 目 を 迎え る PC-8800 シ リー 
ズ の 歩み を 見 て きた だ 。 こ うし て みる と 一 歩 
一 歩 確実 に 各 機 能 を 充実 改善 きせ て き て い 
る 。SR で は すべ て の 機能 を 一 新 し た が , 
FR て で 価格, ЕН て 実行 速度 , FA で 音楽 … 
と いう 具合 だ 。 順 番 か らい えば 次 は スプ ラ 
イト 機能 な ど が 候補 に あげ ば られ る だ ろう 。 
し か し , NEC は すでに PC-88VA と いう 形 
で 大 き な 改 革 を 行っ て いる 。PC-88VA は , 
現行 の パソ ュ コン の 中 で トッ プク ラス の 性 能 
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を 持ち 次 期 ホ ビー パソ コン の 主力 と し て ふ の ソフ ト を 継承 し て いて も , 新規 ユー ザー PC-8800 シ リー ズ が どう な る の か は , ひ 
る わし い が , 価格 が 高い 。 は まだ PC-8800 シ リー ズ の ほう に 流れ る と え ぇ に PC-88VA の 動向 に か か っ て いる と 
ゆえ に PC-88VA が PC-8800 シ リー ズ 可能 性 が 高い 。 (52% 


е---------ӨРС-880І 

価格 2275800005 

特徴 NEC の 8 ビ ピット パソ コン で は , 初め て の セパ レー ト タ イ プ 。 ディ スク ユニ ッ ト は , Ж 
づけ の み 。 拡張 スロ ッ ト は 4 つ 


®РС-8801МК II 

価格 16 万 8000 円 (model 10) 
22 万 5000 円 (model 20) 
27 万 5000 円 (model 30) 

特徴 JIS 第 | 水準 漢字 ROM を 標準 装備 。 音楽 | 音 演奏 。 ディスク ドラ イブ は , 2 台 ま で 内 
蔵 可 。 拡 張 ス ロッ ト 数 は 3 つ 


 ————n a swaa——ssrw—Tsm a r rr r 


ФӨРС-8801МКП SR 

価格 165800079 (10) 
21230004 (20) 
25580004 (30) 

特徴 SSG (ヤマ ハ は PSG の こと を こう 呼ぶ ) 3 和音, 4 オペ レー タ の FM 音源 3 和音 の 合 
計 6 声 の 同時 発生 機能 。 512 色 中 任意 の 8 色 を 選べ る アナ ログ RGB 機能 。 従来 の 3 倍 
の 速度 で の VRAM アク セス 。 バ パー ジョ ン ア ッ プ に 対応 し た V2 BASIC を 搭載 


 —z——rrFmrA Om h—-FamA m acEOFFrx- V ms 


© РС-8801МКП FR 

価格 975900005 (10) 
145800029 (20) 
1775800005 (30) 

特徴 PC-880IMKI SR の 廉価 版 。 拡 張 スロ ッ ト 数 を | つ に する な ど コ スト ダウ ン の 工夫 が 
うか が える 

© PC-8801MKII TR 

価格 28 万 8000 円 

特徴 PC-880IMKISR model 30 に 300BPS の モデ ム を 内 蔵 し た も の 


© РС-8801МКП MR 

価格 23758000095 

特徴 PC-880IMKI model 30 の ディ スク ユニ ッ ト を 2HD タイ プ に 換え , メイ ン メ モリ を 
増やし た も の 


© РС-8801ЕН 

価格 97590005 (10) 
1377800005 (20) 
165800029 (30) 

特徴 今 ま で 4MHz で 動作 する よう に し て いた CPU を ノー ウエ イト 8MHz で 動作 する よう 
に し た も の 。 約 1509% ほ どの 速度 アッ プ し て いる 


®РС-8801 МН 


価格 20 万 8000 円 
特徴 PC-8801MKI MR に МН と 同様 の 改良 を 加え た も の 


© P 'C-8801F A 
価格 16 万 8000 円 
特徴 今 ま で の モデ ル 別 の 販売 を や め , 2 ドラ イブ タイ ブ の み の 発 売 に な っ た 。 基本 的 に は 
「 サ ウン ド ボ ー ド I 」 の 機能 を 付加 し た も の 。 FM 音源 6 音 , リズ ム 音 源 6 音 , SSG 3 
音 ス テレ オ 同 時 出力 が 可能 に な っ た 


© PC-8801MA 
価格 29 万 8000 円 


特徴 FA の 2HD バー ジョ ン 。 日 本 語 連 文節 変換 BASIC に 対応 し た 辞書 ROM を 内 蔵 し て い | 
る 


a 


© PC-88VA 

価格 29 万 8000 円 

特徴 PC-8800 シ リー ズ の ソフ ト を 継承 し つつ , CPU に I6 ビ ッ ト V30 コ ン パ チ ブ ル の 

_ PD9002 を 搭載 。 グラ フィ ッ ク 面 , 日 本 語 の 扱い や すさ な と 現在 の パソ コン の トッ 

プ グ レー ド を 持っ て いる 

© PC-88V Аг 

価格 29 万 8000 円 

特徴 PC-88VA に サウ ンド ボー ド I の 機能 を 付加 し , さら に スプ ライ ト 機 能 , 日 本 語 処理 機 
ВЕ, 速度 な ど を 改良 し た も の 

© PC-88V АЗ 

価格 39 万 8000 円 

特徴 PC-88VA2 に 9 .3M バイ ト の 3.5 イ ンチ ディ スク ユニ ッ ト を 内 蔵 し た も の 
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は じ め に 
ワー プロ ソフ ト の 
評価 と は な に ガ 


ワー プロ ソフ ト を どの よう な 目的 で 使用 
する か に よっ て , ソフト の 評価 が 分 か れる 
の は 当然 で ある 。 い くつ か の 場合 に つい て 
УЖАСА. 

だ と えば , ワー プロ を ペン の 代わ り に し 
<, 文章 を 考え ん ながら 文字 を 入力 する こと 
が 主 目的 で ある と すれ ば , 文字 入力 時 の 操 
作 性 が 良い こと や , 漢字 変換 の 効率 が 高い 
こと が 絶対 条件 と な る 。 

まだ た , ワー プロ を 清書 用 に 使う 場合 も あ 
5. 原稿 を も ちと に し て , 提出 用 や 記録 保存 
用 の 文書 を 作成 する 場合 ど だ 。 こ うい っ た 用 
途 て は 編集 機能 や 印刷 機能 が 充実 し て いな 
く て は な ら な い 。 

まだ , ひと 唱 に 編集 機能 ほ と い っ て も , fE 
成す る 文書 の 量 や 目的 に よっ て 評価 すべ き 
機能 が 違っ て 〈 2, 論文 な ど 長 い 文章 を 作 
成す る こと が 多い 人 に と っ て は , ジャ ンプ 
だ と か , 文字 列 の 移動 や 検索 ・ 置 き 換 えな 
と が 重要 に な る だ ろう し , 1 回 に 作成 する 
文章 が A4 で 1 一 2 枚 ほ いう こと な 6 ば , 
文字 の 装飾 と か 野 線 の 機能 が 充実 し て いる 
ほう が あり が た だ い 。 

る ら に 作成 する 文書 の 内 容 に よっ て は , 


松井 昌彦 の 
ソフ トウ ェ ア ・ フ リ ニ ッ 


ワー プロ os 


0 松井 幹彦 


S22・ 4 ・20 生 まれ 。 長身 で な し ゃ れ な ナイ スミ ドル 。 
趣味 は パソ コン 以外 に ヨッ ト , アマ チュ ア 和 無線 を こ な 
L, その 行動 力 と 若 々 し る で 実 年 齢 を 聞い て びっ くり 
する 人 も 。 ワー プロ , デー タ ペ ー ス 。 スプ レッ ド シ ー 
トッ フト , あら ゆる ジャ ン ル の ソフ トウ ェ ア 評 価 を 専 
門 に , 1984 年 9 月 弊社 発行 「Oh! 16」 創 刊 号 か ら , 現在 
で は 「Oh! PC), "THE COMPUTER」 と 執筆 多数 。 趣 
味 で PC-8801MH (実は お 子 さ ん 所 有 ), ビジ ネス で は 
PC-9800 シ リー ズ を 使う 毎日 。 あ まり の 多忙 き に , 周囲 


の 人 が 心配 する ほど の 仕事 人 間 。 


分 数 や ルー ト が け な ど の 表現 が 不可 欠 の 場 
合 も ある し , 縦 書き 機能 を 使っ た と き に ル 
ビ が きち ん と 振れ る こと が 絶対 条件 と いう 
場合 も ある だ ろう 。 

これ ら の 機能 が あら ゆる 方 向 か ら みて , 
完全 て あれ ば 申し 分 の な い ワ ー プ ロ ソ フト 
と いう こと に な る の だ が , ハー ドウ ェ ア の 
限界 が ある 以上 , 機能 を 盛り 込め ば 盛り 込 
ОЕ, 重たい , 使い に くい ソフ ト に な っ 
て し まう こと も まだ 否定 で き な い 。 自分 に 
と っ て 本 当 に 必要 な 機能 は 何 な の か を よく 
考え , 賢い ユー ザー と な っ て , 失敗 の な い 
ソフ ト 選 び を し た いも の だ 。 本稿 が を の 一 
助 に な れ ば 幸い で ある 。 

この 記事 で は サム シン ググ ッ ド より 昨年 
発売 され た 「Shogun2」 と スー パー 春 望 で 


特 | 別 | 全 | 画 
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お 馴染 み の デ ー ビ ー ソ フト か ら 昨 年 春 に 発 
売る され だ た 「P.1 」 と いう 評判 の 2 本 の ワー 
プロ ソフ ト を 取り 上 げ て いる 。 フ パソ コン を 
購入 し て まず 第 1 番目 に 欲し いと 思う の が 
ワー プロ ソフ ト で ある 。 を その と き に まず 候 
補 と し て 上 が る の が この 2 本 の ワー プロ ソ 
フト で あろ う 。 こ の 2 本 の ソフ ト は ワー プ 
п を 中 心 に 作図 機能 な どい くつ か の 機能 を 
付加 し た 多 機能 型 ソ フト だ が , その 持ち 味 
は か な り 違 っ て いる 。 

本 稿 で は , 初め て ワー プロ ソフ ト に 触れ 
る 人 を 想定 し た 上 で , で きる だ け 広 い 範 囲 
に わ だ っ て , あら ゆる 角度 か ら 5 2 本 の ソフ 
ト を 見 て いき だ いと 思う 。 

それ で は まず 「Shogun 2 」 か ら 話 を 進め 
кай э Ар, ЗК 
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サム シン ググ ッ ド 
Shogune 


[| СНЕСК POINT | 


Shogun 2 2 に は ワー ブロ の 基本 機能 以外 
に 様々 な 機能 が 付加 され て いる 。 計算 機能 , 
デー タベース 機能 , 作図 機能 , 通信 機能 で 
ある 。 自身 で 「 超 高 性 能 統 合 型 」 と 名 の っ 


て いる が , それ ぞ れ の 機能 が どの 程度 「 高 
性 能 」 な の か , まだ た それら が どの 程度 「 統 
合 」 さ る れ て いる の か と い 2 う 点 が Shogun 2 
の 検証 の ポイ ント と な る 。 

と か 〈 く 「 多 機能 」 と 「 高 性 能 」 と いう 言 
葉 は 混同 し て 使用 きれ る 。 と くに ソフ ト の 
広告 で は そう いう こと が 多く , さほど 重要 
で な い 機 能 を 1 つ 付加 し て 高 性 能 に な っ だ 
と いっ た だ 具合 い に 用 いら れる (も ちろ ん 
Shogun 2 を 指し て いる の で は な い 。 一般 
的 な 話 で ある )。 そこで , Shogun 2 が 自称 
TERI 

本 当 に 超 高 性 能 で ある か どう か 
と いう 点 が 検証 の 1 番目 の ポイ ント で ある 。 

も 5 う 1 つ は 「 統 合 」 で ある 。 い くつ か の 
機能 を 「1 つ 上 の レベ ル 」 で まとめ あげ る 
こと が 統合 で ある と 考え 茎 い 。 し だ が っ で 
統合 と いう 以上 は , 

1 1 つの 機能 か ら 次 の 機能 へ の 移行 は と 
うか 
2 デー タ は それ ぞ れ の 機能 で どの よう に 

利用 で きる の か 
3 操作 環境 は 統一 され て いる か 
と いう こと が 検証 の 2 番目 の ポイ ント に な 
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る 。 で は , それぞれ の 細か い 機 能 に つい て 
АЮ теск. 


СНЕСК 1 
日 本 語 変換 シス テム 
гКафапа. 


Shogun2 は 日 本 語 変換 シス テム 「 Katana 
を 搭載 し て いる 。 最 近 は この よう に ワー プ 
ロ の 日 本 語 変換 シス テム に 名 前 を つけ て 呼 
ぶ こ と が 多い 。 

それ は 日 本 語 変 換 部 分 は ワー プロ に 限ら 6 
ず ほ か の ソフ ト を 使用 する 場合 に も 共通 し 
て 必要 と な る か ら で あ る 。 だ た と えば PC- 
8800 シ リー ズ の 上 兄貴 分 で ある PC-9800 シ 
リー ズ で は (MS-DOS 環境 の も と て ) 日 本 
語 変換 部 分 ど だ け を フロ ント エン ド プ ロ セ ッ 
サ と し て 取り 出し て , ほか の ソフ ト て 利用 
する こと が きる ワー プロ ソフ トト が だ バ て る 
ん ある 。 

PC-8800 シ リー ズ に お いて は まだ この は 
う な 環境 が 整備 され て いる と は いえ だ ない が 
お い お い その よう か な か 方向 に 向かっ て いく の 
で あろ う 。 そ の よう な と き に Shogun 2 と 
を の 日 本 語 変換 シス テム Katana は 最 右 糞 
の 位置 を 占め る も の と 思わ れる 。 

と いう の は , Katana は PC-9800 シ リー 
ズ の 「Ninja 2」( カ ー ド 型 デ ー タ ベー スソ ツ ソフ 
К) や 「Daimyo」(98LT 版 ワ ー プ ロ ソ フト ) 
に も 搭載 され , その 変換 効率 の 良き で は 定 
評 が ある か ら だ 。PC-9800 シ リー ズ で は 
Ninja 2 以外 に 大 塚 商会 の オー ロラ エー ス 
の フロ ント エン ド プ プロセッサ 「ACE」 も 実質 
的 に は 同じ も の だ と いわ れ て いる (メー カ 
ー に 確認 し た わけ で は な い が , 筆者 が 使っ 
て みた 感じ で は 同じ も の で ある 。 НЖЖ 
換 シ ステ ム だ け で な <〈 Shogun 2 と オー ロ 
ラ エ ー ス は ワー プロ と し て も よく 似 て い 
5). 

Shogun 2 の 中 で いち ば ん 大 き な が 部 分 は 
この Katana に ある 。 よ っ て この 部 分 に 十 
分 な 誌面 を 割 き 詳し 解説 し て いき だ い 。 

日 本 語 変換 シス テム は 次 の 2 つの 段階 を 
経て 機能 し て いる 。 

① 希 望 す る 文字 を 入力 する 
② 漢 字 仮名 交じり 文 に 変換 する 

し た が っ て まず この 2 段階 に 分 け て 考え 
て みる 。 る ら に この 両方 の 状況 に お いて , 

③ 訂 正 が 自由 に で きる か 
と いう 点 も 重要 で ある 。 こ の 点 に つい て も $ 


① ひ ら 仮 名 で 入力 し た 文字 を 


片仮名 に 入力 する 文字 入力 後 CLR キ ー を 押す 
あら か じ め を L р 
ЕЕ. ыы “е. 
ды ë 入力 モー ド を 半角 に 切り 替え 
ФАРА" る (F1 キー)。 半 角 片 仮名 の ロ 
ー マ 字 入力 も 可能 
④ 低 角 で 入力 し た ANK 文 字 | 文字 入力 後 CLRL キー を 押 
を 半角 に する す 


⑤ ロ ー マ 字 入力 中 に 英文 字 入 


に 一 時 的 に 切り 替え る 仮名 キー の ロッ ク を 解除 


⑥ ロ ー マ 字 入力 し て し まっ た 


も の を 英文 字 に も どす TERS 


検討 し よ う 。 都合 3 点 か ら 見 て いく こと に 
する 。 


Y 文字 入力 か が ら 変 換 まで 


① 文 字 の 入力 

日 本 語 の 文章 に は 様々 な 文字 が 使わ れる 。 
ひら 仮名 , 片仮名 , 漢字 , それ に 日 本 語 独 
特 の 記号 (х, Г J, ай) ЖЕ, ざっ 
と 考え ん だ だけ で も その 数 は 数 干 に の ば ぼる 。 
英語 が アル ファ ベッ ト 26 文 字 と わずか な 記 
号 だ け だ か ら , この 使用 文字 数 の 上 で , Ж 
文 ワ ー ブ プロ と 日 本 語 ワ ー プ ロ と で は 大 き な 
相違 が ある 。 

当然 これ ら 6 の 文字 の すべ て を キー ボー ド 
か ら 入 力 す る こと は で き な い の で (少し 前 
まで は 和文 タイ プ や 写植 機 は すべ て キー ボ 
ー ド か ら 6 入力 し て いた /), 入力 文 字 の 組み 
合わ せ を も と に し て 変換 を 行う 。 漢 字 の 部 
分 は 「 仮 名 漢字 変換 」 と し て 次 項 で 取り 上 
げ る の で , それ 以外 の 文字 の 入力 に つい て 
見 て みよ д. 

Shogun 2 の 場合 キー ボー ド か ら 直 接 入 
力 で きる 文字 と 変換 し て 入力 する 文字 は 表 
1 の よう な 具合 い に な っ て いる 。 

ワー プロ ソン フト の 文字 入力 で 求め られ て 
いる の は , きま ざま な 種類 の 文字 の 入力 が 


あら ゆる 角度 か ら , し か も 使い や すく 設定 
る きれ で 4 る か どう か と いち こと だ 。 サー 
ロ ソ フト を 使っ て いて , 最初 の ころ は 気 が 
つか な く て も , 慣れ る に し た が っ て 使い に 
くさ る を 感じ て くる と いう の が この 部 分 だ 。 

だ と えば ひら 仮名 で 入力 し て し まっ て か 
ら 片 仮名 で 書い て な お け ば 良かっ た と 思っ た 
と き に , 片仮名 変換 キー が 設定 され て いれ 
ば , 即座 に 片仮名 に 変換 する こと が で きる 
L, ЯС, 最初 か ら 片 仮名 で 入力 し た いと 
きも ある 。 こ の 際 に 入力 方 法 を 片仮名 入力 
に 切り 替え る 道 も 残さ れ て いな いと 不便 で 
ある 。 

あと か ら 変 換 す る 方 法 し か な いと , 少し 
長い 片仮名 文字 を 入力 する と き の 手 間 が 倍 
増す る 。 

この よう に 片仮名 入力 1 つ を 取り 上 げ て 
みて も, 

Ф (入力 前 の ) 入力 方 法 の 切り 替 ぇ 

② 入 力 直後 の 変換 
と いう 2 つの 方 法 が 必要 だ と いう こと に な 
る 。 カタ ログ で は , 「 片 仮名 入力 が で きる 」 
と いう こと し か 分 か ら な い の だ が , この よさ 
2 な 部 分 で あら ゆる 場合 に 対応 で きる 機能 
は 使い 込ん で いく に つれ て , 切実 に 必要 を 
感じ る よう に な る も の で ある 。 こ うい っ た 
部 分 が きち ん と 作っ て ある か どう か と いう 
の が ワー プロ ッ ソフト の 文字 入力 部 分 を 評価 
する と き の 1 つ の ポイ ント と な る 。 さ て, 
文字 の 入力 お よび 入力 文字 の 変更 に つい て , 
いく つか の 事例 を 上 げ て , Shogun 2 の 場 
合 に どう いう 操作 法 を と っ て いる か を 見 て 
お こう 。 表 2 で まとめ て お いた の で 表 1 と 
見 比べ て 判断 し て ほし い 。 

ここ で て は CLR キー が 大 き な 働 き を し て 
いる 。CLR キー の 働き を 簡単 に 説明 し て ゎぉ 
く と , この キー を 押す と ひら 仮名 の 入力 文 
字 が 片仮名 に 変わ り , も う 一 度 押す と 半角 
の 片仮名 に な る 。 «Я ANK 仮 名 一 全角 
ANK つ 半角 ANK の 循環 操作 し な っ て いる 。 


表 1, 表 2 か ら 6 分 か る と お り , Shogun 2 
て は いく つか 抜け 落ち て いる 部 分 が あり 完 
全 と いう こと は で き な い 。 し か し , 現在 の 
パソ ツ ソコ ン ワ ー プ ロ ソ フト の 水準 か らい け ば 
か な り の レベ ル だ と 思う 。 残り の 部 分 は バ 
ー ジ ョ ン ア ッ プ 時 に ぜひ うめ て ほし い 。 
⑤ 仮 名 漢字 変換 の 効率 

文字 入力 が 終わ る と 漢字 変換 を させ , 漢 


変換 待ち に よる 思考 の 中 断 | 変換 の 待ち 時 間 の 長 さ 
ТТ 


3 連 文節 変換 


字 仮 名 交じり 文 に する 。 仮名 で 読み を 入力 
し , 漢字 に 変換 する 機能 を 「 仮 名 漢字 変換 」 
と 呼び ワー プロ ソフ ト の 要 (か な め ) と 


な る これ は 。 УЬ, bh ЕТО 


力 が は っ きり 分 か る 部 分 で も ある 。 少 し 前 
まで の ワー プロ ッ ソ ッ フ ト で は , 漢字 部 分 だ け 
を 1 つ ひ と つつ 変換 し て いく も の が 多かっ た 
の だ が ( 単 漢字 変換 ある い は 熟語 変換 ), Ж 
近 は 文節 単位 で (すなわち 送り が な や 助詞 
を 含め て ) 変換 キー を 押す も の ( 単 文節 変 
J, 複 文 節 変換 ある い は 連 文 節 変換 ) や , 
文節 を コン ピュ ー タ の 側 で 判断 し , 自動 的 
に 変換 する も の が 多く な っ て いる 。 
Shogun 2 に は 3 つの 変換 モー ド が 用 意 
る され て いる 。 

1 自動 変換 モー ド 

2 一 括 変換 モー ド 

3 連 文 節 変 換 モ ー ド 

この 3 つの 変換 モー ド に つい て 簡単 に 説 
明 し て お こう 。 自動 変換 モー ド で は 句読点 
な ど と 文節 の 区 切り を 示す 文字 が 入力 る され だ 
と き に 自動 的 に 変換 を する 。 一 括 変換 モー 
ド は 100 文 字 ま で の 範囲 で 仮名 を 入力 し 変 
換 キ ー を 押し た 時 点 で 全文 を 一 括 し て 変換 
する 。 連 文 節 変 換 モ ー ド で は 変換 キー を 押 
す と 第 一 文節 か ら 順 番 に 変換 し て いく 《 く 。 し 
だ が っ て これ ら の 3 つの モー ド は 「 ど うい 
うと き に と の 部 分 を 変換 きせ る か 」 と いう 
違い が ある わけ だ が , 基本 的 な 変換 方 法 が 
違う わけ で は な い 。 早い 話 が 変換 の タイ ミ 
ング が 違う だ け で ある 。 

それ で は どう し て この よう に 変換 タイ ミ 
ング の 違う 3 つの モー ド に 分 か れ て いる か 
と いう と , 2 つの こと を 同時 に 満た す の が 
困難 び だ か ら で あ る 。 

私 た ち が 仮 名 漢字 変換 に 求め る も の は 次 
の る 点 だ 。 

① す ば や く 

② 希 望 す る 文字 に 

て この 2 つの 有 要求 は 相反 する も の で は な い 。 
し か し な が ら , 誤 変 換 の 場合 に 修正 する 手 
間 だ と か , 文字 入力 中 の 思考 の 中 断 の こと 


修正 が 少な いと き 


〇 使え る (良い )  X※ 使 えな い (悪い ) 


ま て 考え る と , 両方 の 要求 を 同時 に 満た す 
の は な か な か 困難 な の で ある 。 表 3 に ま と 
め て み だ た の で , これ を 見 な が ら 次 の 説明 を 
読 を で いた だ きた い 。 

Shogun 2 で は 自動 変換 を 使う こと を 第 
一 に 考え て いる 。 と ころ が 実際 に 文章 を 入 
力 し て みる と よく 分 か る の だ が , 句読点 の 
た びに 変換 する 自動 変換 モー ド で は , し ょ 
っ ちゅ う デ イィ イス クア クセ ス や 解析 の た め に 
待た され る こと に な る 。 ま な た 句読点 の た び 
に 画面 表示 が 変わ り , 思考 が 中 断る され て し 
25. 文章 を 考え な が ら 文 字 入力 を し て い ぃ 
る と き に は 実に 気 に な る も の で ある 。 その 
点 , 自分 が 変換 キー を 押し た と き に だ け 変 
換 を し て くれ れ ば , こち ら も 変換 に 対す る 
心 の 準備 が で き て いる の で じっくり と 対応 
で きる わけ だ 。 そこ で 句読点 を 入力 する た 
びに 変換 きれ る の が いや な 人 は 2 また は 3 
を 選び な る いと いう こと に な る 。 

2 の 一 括 変換 を 選ん だ 場合 , 変換 キー を 
押す 間隔 が 長い と (すなわち 入力 文字 数 が 
多い と ) 全文 を 変換 する の に か な り 5 待た き 
ND, さら に 変換 表示 る れ て か ら , 変換 結 
未 が 正しい か どう か を 文頭 か ら 確認 し て い 
か が なく て は な ら な い 。 それなら 3 の 連 文節 
変換 の ほう が 便利 だ と いう こと に な っ て し 
まう 。 連 文節 変換 な ら ば 変換 キー を 押す た 
びに 文頭 か ら 1 文節 ずつ 変換 し て いく の で 
待ち 時 間 も $ も 少なく, し か も 確認 が 同時 に で 
き て いき 。 

な ん だ か まわ りく 〈 く どい 分 か り に くい 説明 
СЕКЦИИ ТИ» 
変換 に 対す る 私 な り の 結論 を 書い て お こう 。 


私 は この 3 つの 変換 モー ド は うま いく 機能 
し て いな いと 思う 。 それと いう の も ひと を え 
に 変換 に 時 間 が か か りす ぎる か ら で あ る 。 
全体 的 に みて Katana の 変換 は 悪く な い 。 
と て も 望ま し い 変 換 を する 。 し か し 自動 変 
換 で は わずらわし い , 一 括 変換 で は 待た き 
1.5, と いう こと で 連 文 節 変 換 を 使う と な 
る と せっ か く の Katan の 変換 効率 の 良き 
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が 生き て こ ご か だい こと た に な る 。 

変換 が 良い と いう こと は , あと の 訂正 箇 
所 が 少な いと いう こと な の だ か ら , 素早 く 
変換 で きる きえ すれ ば , 自動 変換 や 一 括 変換 
の ほう が ずっ と 使い や すい は ず で ある 。 し 
か し , 変換 が 遅い た ゆめ に せっ か 〈 く の (は と 
AE) 正しい 変換 を いち いち 確認 し な が ら 
進む 連 文 節 変換 モー ド に 頼ら ざる を 得 な い 
と いう 結果 に な っ て し まう 。 

Shogun 2 で は RAM ボー ド を 使う と 1 
度 変 換 し た 語句 は 2 度目 か ら は 高速 て 変換 
る れる 。 も し も 辞書 全体 を RAM ボー ド に 
移し て 使う こと が で きれ ば , 使い 心地 は ず 
っ と 違っ て くる で あろ う 。 こ の 機能 が な い 
の は 残念 だ 。 
③ 確 定 前 の 文字 列 の 訂正 

55, 次 に 見 て いく の は 確定 する まで の 
間 の 文字 列 の 訂正 (削除 や 挿入 と 変換 時 の 
選択 ) に つい て で ある 。 

入力 し た 文字 は 次 の よう な 段階 を 経て 確 
定 する 。 

1 入力 状態 

2 変換 中 (変換 中 は 次 の 2 つの 状態 に 

分 か れる ) 
・ 変 換 注目 文節 
・ そ れ 以 外 の 文節 

3 確定 

これ ら の どの 状態 に な いて も , 入力 文字 
(ユー ザー が 最初 に 入力 し た 読み ) の 訂正 
が 自由 に で きる こと が 必要 で ある 。 な ぜ こ 
こ で 「 確 定 す る まで の 間 」 と いう 条件 を 設 
ける か と いう と , 確定 後 の 文字 列 の 訂正 は 
編集 機能 に 属す る と 考え る べき だ か ら で あ 
る 。 そこ で ここ で は , 文字 の 入力 部 分 , す 
な わ ち 確定 まで の 間 に 限 っ て 見 て いく 《 こ と 
に する 。 仮 に 確定 文字 を 訂正 する 機能 だ け 
し か な いと すれ ば , 誤っ た 入力 (ある い は 
変換 状態 ) の まま で いっ た ん 確定 させ て か 
ら 削 除 し て 入力 し 直る な く て は な ら ず , 効 
率 が 非常 に 悪い こと に な る (少し 前 まで は 
こう いう ワー プロ ソフ ト が ほとん ど で あ っ 
к 

š < Shogun 2 は どう だ ろう 。 入力 し だ 
文字 を 訂正 する 場合 と 誤 変換 を 訂正 する 場 
合 に 分 け て 検討 し よう 。 

まず 読み 入力 の 訂正 に つい て だ が , この 
部 分 の Shogun 2 は ほとん ど と 完全 で ある と 
いっ て よい ( 表 4)。 

次 に 漢字 変換 きせ た だ とき の 誤り を 訂正 す 
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入力 直後 


т № 中 


ー ソ ル を も ど し て 訂正 する こと が で きる 


半 確 定 文節 カー ソル キー て 注目 文節 に し た . ピ で て 上記 の 操作 を する 


編集 機能 に よる 


確 定 後 


ひら 仮名 に も どす COPY キー を 押す 


同音 異義 語 の 選択 も う 1 度 変換 キー を 押す 


文節 の 切り 直し 


句読点 を 入れ た | 9 キー を 2 回 押 | 文節 の 切り 直し 
す 中 


直後 
4 - 
7 fe i 
| | | 


RETURN キ ー 
・ | 変換 部 分 を ひら 仮 " 
ESC キ ー 全文 消去 名 に も ど し 文 節 の 
・ 切り 直し が で きる 
и キー を 2 回 押 
б дас | すま で は 変化 な | ЗВОН 
し 
COPY キー 
айшы; 注目 文節 を 文頭 | 同音 異義 語 の 一 
に 移動 覧 表 を 表示 する 


знжи |ESC キ ー を 押す と 注目 文節 以降 が すべ て ひら 仮名 に な る 。 も う 1 度 
ESC キ ー を 押す と 訂正 可能 状態 と な る 


SHIFT + | 己 まほ た は ESC キ ー を 押し ひら 仮名 に も ど し て カー ソル キー て で 文節 を 指示 する 
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カー ソル 移動 候補 の 変更 


шй. ЫШ 


漢字 変換 漢字 変換 候補 の 変更 


の レー MRENE h AUTAR BIRIN OAN 


る 方 法 だ が , この 部 分 は 大 きく 3 つ に 分 か 
れる 。 | 
1 漢字 に 変換 し な く て も よい 部 分 を 変 
換 し て し まっ だ た とき 

2 同音 異義 語 が 選択 きれ だ た とき 

3 文節 の 区 切り を 間違え て 変換 し て い 
る と き | 

これ ら に つい て も Shogun 2 は ほぼ ば 完 壁 
と いっ て よい ( 表 5)。 た だ た だ し し 操作 が 十分 
整理 きれ て いな いと 思わ れる 部 分 が 若 十 あ 
る の で 次 に 触れ て お きた だい 。 

司 音 異義 語 の 選択 の と き に 続け て 変換 キ 
ー を 押す と , 画面 下段 に 候補 の 一 覧 表 が 表 
示さ れる (写真 1 )。 数 字 キ ー, ある い は 矢 
印 キ ー か 変換 キー を 押し 続け て 選ぶ こと に 
な る の だ が , 数 字 キ ー 以 外 の 選択 の 場合 に 
文章 画面 の ほう の 文字 は 変化 し な い 。 候補 
を 選ん で RETURN キー を 押し だ た と き に 
初め て 文章 画面 の 表示 が 置き 換わる の で あ 
る 。 し た が っ て 文章 画面 か ら 視線 を 移動 し 
な く て は な ら な い 。 また, 似 た ょ うな 熟語 
が た くさ ん ある 場合 に , 候補 を 1 つ ず つ 見 
て いっ て , 結局 第 1 候補 で 良かっ だ と いう 


ょ うな 場合 が まま ある も の だ 。 そ の と き , 
画面 上 で は 第 1 候補 が 表示 きれ た まま な の 
で , つい 確定 キー(RETURN キー) を 押し 
て し まう 。 す る と 画面 下段 で 反転 し て いた 
熟語 と 置き 換 わ っ て し まう の だ 。 
わずか な こと か も し れ な い 。 まだ, 慣れ 
て し まえ ぇ ば 気 に が ら な く な る こと か も し れ 


оо しかし, ほん の わずか の プログ ラム 
の 修正 で ずっ と 使い や すく な る の で は な い 
だ あう が か が 。 

も う 1 つ 気 に な る の は , 自動 変換 モー ド 
の と き に 名 読点 直後 し カー ソル キー を 2 回 
押し た 状態 と で は 画面 表示 が まっ だ く 〈 同 じ 
な の に , それ ぞ れ の 場合 の ESC キー の 働き 


Ас, 

表 6 が それ ぞ れ の 状態 に お ける 各 キ ー の 
働き を 一 覧 表 に し た も の で ある 。 

AB の 状態 で 画面 表示 は まっ た < く 同 
じ な の に , B の 状態 で は ESC キー を 押す と 
文節 の 切り 直し が 行わ れ , А の 状態 で は 入 
力 中 の 全文 が 消去 る され て し ま う 。 最初 の 5 
ち は ど うし て こう いう こと に な る の か 理解 
で きず , 何 度 も 入力 文字 を 消し て し まい 苦 
い 思 い を し た 。 これら の 使い に くい 部 分 を 
ぜひ 修正 し て ほし い 。 

/ Katana の 総合 評価 

文字 入力 の 締め くく り と し て , 日 本 語 仮 
名 漢字 変換 シス テム Katana を 使っ て みた 
全体 的 な 印象 を 述べ て お きた だ た い 。 結果 は お 
お むね 良好 な も の で あっ た と いっ て 良い 。 
一 般 的 に 漢字 に 変換 し すぎ る ワー プロ ッ フ 
ト が 多い の で ある が , Katana は 非常 に ユ 
ー ザ ー に と っ て 望ま し い 変 換 を 見 せる の で 
ある 。 あ の PC-9801 の 人 気 ソ フト で ある 一 
太郎 の 「ATOK」 >, 松 の 「 松 茸 」, テラ II 
世 の 「FIXER」, The WORD の 「VJE」 と 
比較 し て も 何ら 胸 色 は な いと 思う 。 

ワー プロ の 変換 効率 は , 文法 解析 力 X 
節 の 切り 直し ) と 辞書 の ヒッ ト 率 (同音 異 
義 語 の 選択 手順 ) で 決ま る と いっ て よい で 
あろ う 。 こ の うち 解析 力 は 実際 上 は あま り 
強力 で な い ほ う が む し ろ る 使い 良い 。 こ の 部 
分 が 強力 ど と ユー ザー の 思い どおり に な ら 
7, 逆 に 使い に くく な っ て し まう こと が 多 
い の だ 。 

まだ , どの くら い の 長 き で 変換 キー を 押 
すか , に よっ て も (必ず し も 文節 の 切れ 目 
か ら 始 め て 文節 の 切れ 目 で 変換 キー を 押す 
と は 限ら な い ) ずい ぶん 変換 効率 が 変化 す 
る も の で ある 。 Katana は 少し 長め の , 10 文 
節 以 上 の 文章 を 変換 きせ た だ とき に , と くに 
望ま し い 変 換 を 見 せ た 。 

や は り 最 大 の 不満 は 変換 に 時 間 が か か る 
と いう 点 だ 。 ハ ー ド 的 な 限界 が ある の か も 
し れ な い が 。 増設 RAM の 利用 な どの 工夫 
T, ぜひ 解決 し て いた だ きた い 。 き ら に 前 
項 で あげ た 誤 変 換 の 修正 時 の キー 操作 が 整 
理 さ れれ ば 間違い な 〈 No. 1 の 漢字 変換 シ 
え ステ ム と な る で あろ う 。 


グ == 


ワー プロ を 使い こなし て いく 〈 く 上 で 辞書 を 


s ひら 仮名 と 長音 記号 
読み と し て 使え る 文字 еее 
| 記号 を 含む JIS 第 1, 第 2 水準 の 全角 文字 , 外字 。 た だ し , 装 飾 を も た な いこ と 
熟語 と し て 登録 で きる 文字 | … 9 文字 まで 
2 D 版 約 1500 語 2HD 版 約 7500 語 


いか に うま く (育て られ る か と いう の が 1 つ 
の キー ポイ ント と な る 。 こ の こと を 中 心 に 
Shogun 2 の 辞書 を 見 て に く こ と に し よう 。 
Shogun 2 で は 2D 版 で 50,000 語 , 2HD 
版 で 68,000 語 の 熟語 が 登録 きれ て いる 。 は ほ 
か の ワー プロ と 比較 し て みて , 数 の 点 で は 
安 当 な と ころ と いっ て よい だ ろう 。Katana 
の 文法 解析 力 は 優れ て いる の で , 解析 力 不 
邊 を 辞書 で 補う 必要 も な い 。 

辞書 は 登録 熟語 数 が 多けれ ば 良い と いう 
も 5 の で は な い 。 も ちろ ん 少な すぎ れ ば 使い 
も の に な ら な いわ け だ が , 変換 の 結果 と し 
て 求め る 就 語 は 1 語 な の だ か ら 6, 多けれ ば 
多い ほど 誤 変 換 の 可能 性 は 高く な る し , 同 
音 異義 語 の 選択 も 面倒 に な る 。 こ の あたり 
の バラ ンス が 難し いと ころ だ 。 

辞書 の すべ て の 内 容 に つい て チェ ッ ク す 
る こと が で き な い 以上 は , 使っ て みた と き 
の 妥当 性 で 判断 する ほか は な い の だ が , 私 
の 印象 で は か な り 良 好 な も の で あっ た 。 
辞書 で 重要 な の は , その 内 容 も る る こと 
な が ら , 

1 ユー ザー が 必要 だ と 思っ た 熟語 を を 

の 場 で 簡単 に 登録 びき る か 

2 登録 で きる 読み や 熟語 に 制限 が な いか 
3 不要 な も の を 削除 で きる か 


と いう , 8547 д%, 
ます 登録 手続 き の 点 だ が , これ は 一 応 合 


格 と いっ て 良い だ ろう 。Shogun 2 СВЕ 
み の ほ うか ら 6 で も , 熟語 の ほう か ら で も 辞 
書 登録 が 可能 で ある 。 欲 を いえ ば , 文字 列 
の 変換 が 未 確 定 の とき で も 登録 が で きれ ば 
完全 な の だ が , 現状 の パソ コン ワー プロ ソ 
フト で は ここ まで いっ て な い ょ うだ 。Sho 
gun 2 も その 例 に も れ な い 。 熟語 の 不足 が 
分 か る の は 変換 作業 を し て いる 最 中 で ある 
こと が 多い 。Shogun 2 が この 部 分 で 先鞭 
を つけ 画 期 的 な 改革 を あし て は ほ は しい 。 

次 に どの よう な 文字 を 登録 び で きる か と い 
う 点 だ が , この 点 で は 残念 な が 6 Shogun 
2 の 機能 は 不 十分 で ある と 思う ( 表 7 )。 ま 
ず 上 第 一 に 半角 文字 の 登録 が で びき な い 。 た と 
えば, 現在 この 原稿 も Shogun 2 で 書い て 


いる の だ が , 商品 名 の Shogun 2 は 全角 で 
し か 登録 が で びき な い の で あと か ら 半 角 に 変 
更 し な く て は な ら な い 。 まだ, 略語 や 英文 
字 の 読み で 登録 びき な い 。 た と えば SG と 
書い て サム シン ググ ッ ド と 変換 きせ る よう 
な 登録 は びき な い 。 こ の 部 分 は 辞書 登録 と 
し て か な り 致 命 的 な 部 分 で ある 。 早 急 に 改 
善 し て ほし い 。 

辞書 の 削除 に つい て は や や 不満 が 残る 。 
ユー ザー 登録 し た 辞書 に つい て の 削除 は 可 
能 だ が , オリ ジ ナ ル 辞 書 の 削除 は で き な い 
の で ある 。 た だ し この 点 に つい て は , ワー 
プロ ソフ ト 全 般 に 見 られ る こと な の で , 
Shogun 2 だ け に それ を 求め る の は 酷 か も 
し れ な い 。 

ここ で Shogun 2 の 確認 手続 き に 触れ て 
お こう 。 先ほど Shogun 2 の 辞書 登録 手続 
き は 一 応 合格 と 書い た が , 「 一 応 」 ほ と つけ だ 
の は 辞書 登録 の 手順 が や た ら と くど いか ら 
だ 。 実 際 に 即 し て 手順 を 説明 し て みよ ょ よう 。 
まず 登録 すべ き 語 を SHIFT+ カ ー ソ ルキ 
ー で な ぞ り 反転 きせ る 。 プ ブル ダウ ン メ ニュ ー 
か ら 登 録 を 選び , 読み を 入力 す る 。 品 詞 を 
尋ね て くる の で 入力 する 。 こ こま で は 通常 
の 手順 で あり , これ で 登録 完了 で 良い と 思 
う 。 だ と え ぇ 間違っ て 登録 し て も 削除 で きる 
の だ し , だ いた いこ うい う 作 業 で は それ は ほ 
ど 大 き な 間 違い は 発生 し な い 。 し か し Sho 
gun 2 で は この あと に 次 の ょ うな 操作 を 要 
求 る され る 。 

まず これ で 良い か どう か を 尋ね て 〈 る 。 
「Y」 ま だ は 「N」 で 答え る 。 その 上 きら に 
RETURN キー も 押 き る なく て は な ら な い 。 
最後 の RETURN は 「Y」 と 「N」 の 間違い 
を 画面 上 で 確認 し ろ と いう 意味 どろ うか ? 
辞書 登録 以外 に も Shogun 2 に は 無 意 味 
な 確認 が 多い と 思う 。 わ ず か な こと だ が , 
ワー プロ ソフ ト は 使用 頻度 が 高い も の だ け 
に 毎回 の こと と な る と 気 に な る 。 ぜ ひ 改 善 
し て も らい だ い 部 分 だ 。 

熟語 登録 の つい で に 短文 登録 に つい て 触 
れ て お こう 。 辞 書 に 登録 で き な い 文字 列 ( 装 
飾 な ど を 含む も の を 含め て ) は 短文 登録 を 
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する こと に な る の だ が , Shogun 2 の 短文 
登録 は , 辞書 登録 を 補う と いう 意味 で は 
少々 賃 弱 で ある 。 登 録 で きる の は 120 文 字 
(だ だ し 文字 装飾 な ど に より 若干 変 化す 
5) の 単 文 が 16 個 で ある 。 

短文 の 呼び 出し は ファ ンク ショ ン キ ー の 
プル ダウ ン メ ニュ ー か ら 選 択 する 方 法 だ け 
で な く , CTRL 十 V キー で 行う こと も で きる 。 
し た が っ て 登録 で きる 個数 が 多けれ ば も 
っ と 有効 に 使え を る と 思う 。 

で は , 日 本 語 変換 シス テム Katana に 関 
する 評価 は これ くら い に し て , Shogun 2 
の ほか の 機能 を 見 て いこ う 。 


CHECK 2 
画面 表示 


写真 2, 写真 3 が Shogun 2 の 文字 入力 
画面 で ある 。Shogun 2 で は 白地 に 黒文字 
の 画面 (マッ キン トッ シュ 風 の 画面 ) Е 
字 に 和 白 文 字 の 画面 の 2 つ を 切り 替え る こと 
が で きる 。 ど ちら を 利用 する か に よっ て , 
変換 中 の 文字 列 の 色 表 示 が 異な る 。 LPL, 
この 変換 中 の 色 表 示 が くせ も の で , AWO 
と き に 入力 文字 が 赤 で 表示 る れる の は と 
に 見 づら い 。 

次 に Shogun 2 に は 文字 列 を 画面 表示 す 
る 方法 が 3 と な りあ る 。 BERR, リア ル 
表示 , 縮小 表示 だ 。 こ の うち 高速 表示 モー 
ド を 使う の が 標準 で ある が , この モー ド で 
は 2 倍角 以上 の 文字 が 疑似 表示 と な り 文 字 
装飾 も 完全 に は 表示 る されない 。 こ の と き の 
完全 に 表示 る れ な い 分 の 文字 属性 は 画面 下 
段 の メッ セー ジ 行 に 表示 る れる (SF 4). 
と ころ が この 表示 に は か な り 時 間 が か か り , 
カー ソル を 目的 の 文字 に 移動 し て し ば らく 
し て か ら 表 示 る れる 。 忘れ た ころ に や っ と 
表示 る れる と いっ て も 過言 で は な い 。 ま だ 
スク ロー ル 時 の 画面 が 見 に くい 。 カー ソル 
を 高速 で 移動 する た め の 処 置か も し れ な い 
が , 同じ 行 が 画面 いじ っ ぱい に 表示 る れ , я 
ー ソ ツル を 止め る と し ば らく 〈 く し て 書き 替え が 
行わ れる 。 

リア ルモード (写真 5), 縮小 モー ド (5 
真 6) は 画面 の 上 半分 の ウツ イン ドー に 表示 
る れる 。 リ アル モー ド は 文字 装飾 な ど を 確 
認 す る だ た め の 画 面 で あり , 縮小 モー ド は 文 
書 全体 の レイ アツ ウト を 確認 する だ ため の モー 
F ド だ 。 た だ し , 縮小 モー ド で は 紙 の 大 きる , 
ある い は 文字 入力 域 の 右端 が だ どこ な の か が 
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写真 2 白地 に 黒 の 文字 入力 画面 


表示 きれ な い 。 だ と えば セン タリ ング (中 
АҒАЙ を も た と ВЕ は だ し て ご これ で 
バラ ンス 良く な っ て いる の か と いう こと を 
見 る こと が で き な い 。 せ っ か く あ る 機能 が 
生か きる れ て いな い の は , 残念 で ある 。 


р СНЕСК 3 


編集 機能 


Shogun 2 の 各種 機能 は ファ ンク ショ ン 
キー に 割り 振ら れ て いる 。 フ ァ ン クシ ョ ン 
キー を 押す と 写真 7 の よう な プル ダウ ン メ 
ニュ ー が 表示 る れる 。 

Shogun 2 で は これ ら 6 の 機能 を 使う と き 
に 範囲 指定 を 先 に する の が 原則 だ 。 範 囲 指 
定 は SHIFT キー と 同時 に カー ソル キー を 
移動 きせ て 対象 文字 列 を な ぞ っ て 行う 。 こ 
の よう な 男 囲 の 先 指定 方 式 を と る ワー プロ 
は 少数 派 で ある が , この 方 式 は 日 本 人 の 思 
考 方 法 に 合い , 慣れ る と 使い や すい の で だ 
ん だ ん と 主流 に な っ て い 〈 く と 思わ れる (と 
いう より , どちら で も 可能 な 方 向 に 向かっ 
тес #85). 

st, Ninja 2027 У?Жа уф 
割り 振ら れ て 機能 を 一 覧 表 に し た も の が 表 
8 で ある 。 欲 を いえ ば きり が な い が , 編集 
機能 は 過 不 足 な 《 く 盛り 込ま れ て いる と 思う 。 

これ ら の 機能 の 中 で , と くに ブロ ッ ク 単 
位 の 編集 は 使い や すい 。 逆 に 不便 に 感じ た 
の は 改 ペ ー ジ マー ク を 削除 びき な いこ と で 
ある 。 ぜ ひ 改 善 し て ほし い 。 

Shogun 2 に は この よう な 編集 方 法 以 外 
に CTRL キー に よる 方 法 な ど が 用 意 る され 
て いる ( 表 9)。 


CHECK 4 
文字 の 種類 ご 装飾 
文字 の 大 きる を 変更 する の は Shogun 2 


の 得意 し する と ころ だ 。 サ イズ は 15 種 類 。 
022201, 1, 2, 横 の 2 分 の 1, 1, 
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写真 5 


リア ルモード 表示 


41) ワー プロ ソフ ト の 評価 に つい て 』 | 
ワー プロ ソフ ト を どの よう な 目的 で 使用 する か に よっ て ソフ ト の 評 
価 が 分 か れる の は 当然 で や る 。 いく つか の 場合 に つい て 革 え て みよ 
う 。 た と えば 、 ワ ー プ ロ を ペン の 代わ り に し て 、 文章 を 考え な から 
文字 を 入力 する こと が 主 目的 で ある と すれ ば 、 文字 入力 時 の 兵 作 性 
が 思い こと や 、 党 字 変 換 の 効率 が 高い こと が 総 対 条 件 と な る 。 逆 に 
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写真 6 縮小 モー ド 表 示 
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写真 7 プル レダ ウン メニ ュー 表示 


ВЕ ОО Е ЕЕ 


ルイ 79 
| 改行 幅 
| 均等 割り つけ 


| [f 4|< 辞 書 > ![f 引く 位置 
| 外字 呼び 出し | 中 央 寄せ 
短文 呼び 出し : 


[f < 入力 > 


[f 2|< 編 集 > 


ERLI 


' 削除 
' ブロ ッ ク 移 動 : 網 か け 
| ブロ ッ ク 複 写 ! 下線 
! ブロック カッ ト : カラ ー 
| ブロ ッ ク ペ ー ス ト | 解除 


: 部 分 縦 書き 


ВЕНЕ 


Ж 短文 削除 


[CTRL] +0 |[f 3]< 装 飾 > 「 2. 文字 種 」 と 同じ 働き を 
し ます 


[CTRL] +P |[f 3|< 装 飾 y「3. 文字 位置 」 ほ 同じ 働き 
を し ます 


[CTRL] +Q |[f 1|< 入 力 「6. リア ル 表 示 」 と 同じ 働 
き を し ます 


сены 
[SHIFT] [SHIFT] +| H TAB со ти 


[CTRL] [CTRL] +E カー ソル より 右 の 文字 を 削除 し ます ( カ 
ー ソ ル の 位置 は 動き ませ ん ) 

[CTRL] +F | [2] の < 編集 >「7. プロ ッ ク ペ ー ス ト 」 
と 同じ 働き を し ます 


G | カー ツル の ある 行 を 削除 し ます 


CTRL] +H | [CTRL| + [DEL] と 同じ 働き を し ます 


[CTRL] +1 | タプ 設定 され た 位置 に カー ソル を 移動 
Lét 


Ін тав Әсте ат. 


[CTRL] +K | [3] гі. 文字 す サイズ] と 同じ 働 
き を し ます 


[Е 5 引 < 位置 >「3. 左寄せ 」 と 同じ 働き を 
し ます 


abk 


ед 短文 呼出 と 同じ 働き 
を し ます 


WI [f 1|< 入 力 >「5. 高速 表示 」 と 同じ 働き 
を し ます 


行末 に カー ソル を 移動 し ます 


к ブロッ ク 移 動 ] と 同じ 
働き を し ます 


[ETRE] +L 


網 か け 11 — 網 か け 21 SR | тя: АВС 下線 1 АВС т#л АВС 

aro: ЫБ 網 か り 22 #88 | 下線 2 АВС 下線 12 ABC 下線 22 АВС 

網 か け 13 ОЕ 網 か け 23 НИ | тиз АВС 下線 13 ABC 下線 23 АВС 

綱 か け 14 | 網 か け 24 ЖИН | 下線 4 АВС 下線 14 АВС 下線 24 ABG 

網 か け 15 === 網 か けり 25 ВЕЖ | 下線 5 АВС 下線 15 ABC 下線 25 Жж-в-е 

網 か け 16 ШИЕ 網 か け 26 | 下線 6 АВС 下線 16 ABC 下線 26 Фе 

網 か け 17 — 網 か け 27 ВНННН | тит АВС 下線 17 АВС 下線 27 ABC 

жоиз ИЕ 網 か け 18 Я 網 か け 28 ШШШ | 株 8 АВС 下線 18 АВС тёз АВС 
網 か け 9 ЖЕЕ ж>119 Иш #129 АВС | T9 АВС 下線 19 АВС 下線 99 АВС 
網 か け 10 | 網 か け 20 ЕН 網 か け 30 АВС | 下線 10 АВС 下線 20 АВС 下線 30 АВО 
綱 か け 31 АВ 下線 31 ABC 


白 ( 透 明 ) を 指定 する と, 画面 に 表示 は され ます が 印字 は され ませ ん 。 
た と えば , テス ト の 問題 の 解答 部 分 を 白 (透明 ) 印 刷 し , 回 答 印 刷 時 は 黒 の 指定 
原稿 を 書き 変え る こと な く 両 方 の 印刷 が で きま す 。 


を し て 印刷 すれ ば , 


i [t 7|< 作 表 > 


ЕЗ. 


ЕЗ ТІ: 


Се |< 印 刷 > ![fI0|< ほ か > 
| 編集 文書 文字 印刷 ! 1 
| 編集 文書 簡易 印刷 : デー 
: 方 書 新規 作成 : 編集 文書 通常 印刷 : 
カー ド 新 規 作成 : 保存 文書 通常 印刷 : 
差し 込み | 


8] зж» 


: 文書 削除 


2, 3, 4 の 各 倍 角 文 字 の すべ て の 組み 合 
わせ に 対応 し て いる 。 し か も これ ら の すべ 
て の サイ ズ に 対し て , 強調 , 反転 , 袋 文 字 , 
約 体 が 可能 で ある 。 

また 文字 の 種類 と と も に 網 掛け . アン ダ 
ー テイン) ОЗИ, СИБ 9 
gun 2 の 優れ た 部 分 で ある ( 図 1 参照 )。 
Shogun 2 の 広告 に よれ ば これ ら す で て の 
組み 合わ せ は 実に 1,430,000 万 種類 に な る 
を そう で ある 。 

正直 に いっ て , 複雑 な 漢字 の 袋 文字 は 見 
に てい 。 8 倍角 (2 x 4 倍角 ) 文字 も , も 
と の フォ ント が 24 ド ッ ト な の だ か ら , 拡大 
し て る 行く な る だ け で あの あ も ち ) W ISU これ 
ほど と の 文字 種 が 必要 どろ うか と いう 気 も す 
る が, 分 がかり やす る, 使い や する , 多 彩る と い 
5 ЕС Shogun2 は 抜群 の も の を 持っ て いる 。 

これ だ け 用 意 き され て いれ ば , まず 機能 不 
足 を 感じ る こと は な いで あろ う 。 ちなみに 
カラ ー 印 字 の 白 (透明 ) 印字 に つい て , 役 
に 立ち を うな 機能 な の で マニ ュ ア ル の 説明 
を 引用 し て お く ( 図 2)。 


CHECK 5 
計算 機能 


Shogun 2 に は 電卓 機能 以外 に 表 計 算 機 
g が ある 。 これ は 行列 で 表示 る れる 表 (F 
線 で 囲む 必要 は な い ) 内 の 数 値 に つい て , 
加減 乗除 お よび 行列 単位 の 合計 平均 を 算出 
する も の で ある 。 計 算式 は 文書 デー タ と と 
も に 保存 し て お く こ と が で き , デー タ を 書 
き 換 え を だ と き に は 計算 実行 メニ ュー を 選択 
する こと に より , 即座 に 再 計算 を も する こと 
が で て 5; 

文書 中 に 記入 し た 数 値 を 集計 する の に は 
な か な か 便利 な 機能 だ が , あく まで 合計 平 
均 の だめ の 機能 で あり , 間違っ て も スプ レ 
ッ ド シー ト ソ フト の よう な も の を 考え て は 
いけ な い 。 
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СНЕСК 6 
デー タベース 機能 

写真 8 が Shogun 2 の デー タベース の 基 
本 画面 で ある 。 典型 的 な カー ド 型 で , 1 画 
面 が 1 枚 の カー ド に 対応 し て いる 。 項目 数 
は 15 項 目 あ り , 左側 に 項目 名 。 右側 に デー 
タ を 入力 する 。 項目 名 は 全角 7 XF, デー 
タ は 全角 29 文 字 ま で 入力 する こと が で きる 。 

画面 表示 は カー ド 1 枚 ず つと 一 覧 表 の 2 
種類 で , 一 覧 表 の ほう は 項目 幅 を ユー ザー 
が 自由 に 変え 0 る こと が で きる 。 

項目 の 入れ 替え や, カー ド 表 示 の 画面 が 
変更 びき な いな ど , 本 格 的 な カー ド 型 デー 
タベース ソフ ト と 比べ れ ば 自由 度 は 低い が , 
個人 が 住所 録 や 蔵書 管理 な ど に 使う の で あ 
れ ば 十分 実用 に な る 。 

検索 並べ 替え の 条件 設定 は , ファ ンク シ 
ョ ン キ ー に 割り 振ら れ た 機能 か ら 選 ぶ 形 式 
で (写真 9 ), 初心 者 に も 分 か りや す 〈 使 い 
や すい 。 1 度 に 同じ 項目 に 多重 に 条件 を 設 
定 す る こと は で き な い が , 絞り 込み 検索 や 
追加 検索 が 可能 な の で , 多重 に 繰り 返し て 
いく こと に よっ て , あら ゆめ ゆる 条件 を 設定 す 
る こと が 可能 で ある 。 

デー タベース 機能 の 弱点 は 印刷 指定 に あ 
る 。 デ ー タ ベー ス の 印刷 は ワー プロ の 印刷 
機能 に 負っ て いる 。 一 覧 表 形式 で 表示 る せ 
だ も の を 文書 ファ イル と し て 保存 し , ワー 
プロ の 印刷 機能 か ら 保存 し た 一 覧 表 の ファ 
イル を 呼び 出し て 印刷 する 。 ワ ー プ ブロ の 印 
刷 機能 で 呼び 出せ る の は あく まで も 文書 フ 
ァイル と し て 登録 し た 一 覧 表 フ ァイル だ け 
ЖОС, カー ド を 1 枚 ず つ 印 刷 す る こと は 
て き ないし, デー タタ の 変更 を する た びに 一 
覧 表 っ ファ イル 保存 一 デー タベース 終了 ー 
印刷 と いう 手順 を ふま な く て は な ら な い 。 

Shogun 2 の デー タベース 機能 は ワー プ 
ロ の 機能 の 一 部 も な っ て いて , フロ ッ ピ ー 
を 入れ 替え だ りす る こと な く 〈 使 える が , Ш 
面 は まっ だ 〈《 別 で 。 デー タベース 機能 を 利 
用 する に は いっ た だ ん 文書 デー タ を 保存 し , 
文書 の 作成 を 終わ ら せ な く て は な ら な い 。 
これ で は せっ か く の Katana の 機能 も 十分 
に 生か る れ て いな い 。 

る さらに これ は 致命 的 な 欠陥 と ちい える の 
だ が , ワー プロ の 差し 込み 印刷 機能 で デー 
タベース に 蓄え た な データ を その まま 生か す 
こと が で き な い 。 こ の 部 分 に つい て は 次 項 


104 


で 触れ よう 。 


a CHECK 7 


印刷 機能 


Shogun 2 の 印刷 機能 は 4 つ に 分 か れ て 
\ 5 現在 編集 中 の 文書 を 印刷 する 方 法 が 
3 と お り と , 保存 文書 を 画面 に 表示 る せる 
こと な く 印 刷 す る 機能 で ある 。 現在 編集 中 
の 文書 を 印刷 する 3 つの 方 法 と は , 

文字 印刷 , 簡易 印刷 , 通常 印刷 
で ある 。 

を それぞれ 肢 線 や 装飾 文字 を 印刷 する か と 
うか , ヘッ ダ , フッ ター, カラ ー 印 刷 を す 
る か どう か と いう 違い で , 通常 印刷 より も 
高速 で 印刷 きれ る 。 ど の くら い 高 速 か が たい 
>t, な に も 装飾 の な い 3 ペー ジ の 文書 を 
印刷 きせ る と (EPSON・HG-2500 使 用 ) を 
れ ぞ れ 59 秒 , 1 分 7 秒 , 3 分 41 秒 と いう 具 
合い で あっ た だ 。 な に も 装飾 が な い の だ か ら 
印刷 結果 は 同じ だ 。 3 つの 印刷 機能 が 用 意 
され て いる こと が ,。 どん な に あり が だ い が か が 
と いう こと が 分 か る (と いう より も , 通常 
印刷 に 時 間 が か か りす ぎる の か も し れ な い 
が …・) 。 

保存 文書 の 印刷 は 連続 印刷 が 可能 だ が 
印刷 中 に 現在 の 文書 を 編集 する こと (いわ 
ゆる スプ ー ル 印刷 ) は で き な い 。 

印刷 を 行う 前 の 書式 設定 の 面 画 表示 は と 
て も 分 か りや すい (写真 10)。 ところが, 文 
字数 と 左右 余白 と 文字 間隔 や , 行 数 と 上 下 
余 日 と 改行 幅 な どの 相関 関係 が よく 分 か 6 
な い 。 これら の 値 は 3 つ を 決め る と 残り の 
1 つ は 決定 され て し まう わけ だ が , その は よ 
う な 構造 に な っ て いな い の で ある 。 すべて 
の 数 値 を 入力 し , 印刷 不能 な 場合 に は その 
数 値 が 赤字 で 表示 る れる 。 と ころ が ALT 
左右 の 余白 0, 文字 間隔 0, 1 行 20 文 字 な 
ど と いう 設定 も 受け つけ て し まう 。 

を の ほか に も 印刷 位置 と いう 項目 が あり 
左 ま た は 中 央 を 選ぶ よう に な っ て いる 。 左 
右 余白 を 同じ に し て , 文字 数 と 文字 間隔 を 
目 一 杯 に 設定 し て , な お かつ 左 に 寄せ て 印 
75, な ど と いう こと が は た し て 可能 な 
ОТАУ, 

実験 し た 結果 で は , 前 者 は 右 余 日 0 が キ 
ャ ン セ ル さ れ , 後者 は 確か に 左寄せ に な る 。 
試行 錯誤 な 〈 1 度 で 希望 の 印刷 あす る の は 
難し いか も し れ な い 。 

また, 差し 込み 印刷 や タッ クシ ー ル 印刷 


写真 10 印刷 前 の 書式 設定 画面 


Ee a Sui 


写真 11 
機能 は せっ か く の デ ー タ ベー ス を 十分 に 生 
か し て いる と は いえ な い 。 

前 項 の デー タベース の 印刷 の と ころ で も 


図形 編集 画面 


述べ た よう に , ワー ブロ の 印刷 機能 で デー 
タベース の デー タ を 利用 する に は デー タ ベ 
ー ス の 一 覧 表示 も し て , その 結果 を 文書 フ 
ァイル と し て 保存 し , を その ファ イル を 利用 
Ұбсы-% Sg 

と ころ が 一 覧 表 を 文書 ファ イル に し だ だ 
け で は , 直接 半 し 込ま れる デー タ と し て 利 
用 する こと が で き な い の だ 。 文書 ファ イル 
を 編集 し 直す 必要 が ある 。 

せっ か く の デ ー タ ベー ス 機 能 な の だ が 印 
刷 に 関す る 限り , ワー プロ と の 統合 関係 は 
うま くい っ て いる と は いえ な い 。 


СНЕСК 8 
ブラ フィ ッ ン 機能 

Shogun 2 の グラ フィ ッ ク 機 能 と 通信 機 
能 は 拡張 機能 とし て 別 デ ィ ス ク に な っ て い 
5. これら の 機能 を 利用 する に は いっ た だ ん 
ワー プロ を 終了 る させ, プロ グラ ム デ ィ ス ク 
の 差し 替 を を する 。 

図形 編集 画面 は 写真 11 で ある 。 図 形 編集 
領域 は 1 画面 固定 で , 1 画面 が 1 枚 の 紙 に 
相当 する 。 

図形 編集 の メニ ュー は ポッ プア ッ プ メニ 
ュー に な っ て お り , マウ ス の 右 ボ タン を ク 
リッ ク す る こと で 表示 する 。11 種 類 の 侍 , 
15 種 類 の トー ン パ ター ン , 8 カラ ー が 使用 
Са, カラ ー は 色相 , KE, 明度 を ユー ザ 
ー が 自由 に 変え る こと が で きる (だ だし, 
登録 は びき な い 。 1 回 ご と に 設定 する 必要 
が ある )。 

登録 し て ある 図形 は 長方形 と 円 び け で , 
や や 機能 不足 の 感 は 否め な い 。 

図形 へ の 文字 入力 は 2 つの 方 法 が あり , 
Shogun 2 の ワー プロ 機能 で 作成 し た 文章 
か ら イ メー ジ カ ッ ト で 取り 込む 方 法 と , 文 
字 パ ネル か ら 1 文字 ずつ 拾う 方法 だ 。 文字 
パネ ル か ら 拾 う 方 法 で は , KF, RHE, Ж 
бо, š ДЕФХ- А 525, Kata 
па の 機能 は まっ た だく 使え な い の で 漢字 の 
入力 は か な り 面 倒 な も の と な る 。 

デー タ は ワー プロ ーー 図形 の 一 方 通行 で あ 
る 。 グ ラフ ィ ッ ク 機 能 で 作成 し た 図形 デー 
タ を ワー プロ の は ほう に 取り 込ん で 使う こ 
は で き な い 。 

印刷 は 標準 , 縮小 , 拡大 の З 種類 が 選べ 
る が , 当然 の こと な が ら , 拡大 し て い 〈 と 
精度 が どん どん 落ち て いく 〈。 

図形 編集 機能 は 使い 勝手 は な か な か 良い 
と 思う 。 し か し いか ん せん 機能 が 不足 し て 
いる 。 ト ー ン パタ ー ン を 編集 で き て も 保存 
し て お く 《 こ と は で き な い し , 筆 の 形 は 編集 
で き な い 。 な に より も 図形 機能 が 不足 し て 
2. ЖЕР, SAE, ULEI EZH 
(機能 は ザ ぜひ と も ほし い 。 

まだ , ディ スク の 差し 替え も 結構 面倒 だ 。 
図形 処理 アロ グラ ム を 単独 で 立ち 上 げた り 
終了 る せ だ りす る こと は で き な い の で , 7 
ー プ ブロ の シス テム ディ スク で 立ち 上 げ , 辞 
書 デ ず ィ スク と 交換 し , メニ ュー か ら 拡 張 機 
能 を 選び 拡張 機能 ディ スク と 交換 し , 図形 


処理 が 終了 し だ た ら , も う 1 度 シス テム ディ 
スク と 差し 替え た , さら 6 に 辞書 ディ スク に 入 
れ 替 えん な く て は な ら な い 。 

これ は どう に か な ら な い の だ ろう か 。 


Юй СНЕСК 9 


Shogun 2 の 通信 機能 を 使う 場合 の ディ 
スク の 差し 替え は , 前 項 の 図形 処理 の 場合 
ょ より も きら に 面倒 で ある 。 シス テム つつ 辞書 
っ 拡張 ディ スク つつ 辞書 と 類 雑 に 入れ 替え て, 
や っ と 通信 機能 が 利用 で き る 。 拡張 ディ ス 
ク で 立ち 上 げ ら れる よう に する か , ある い 
は それ が か な わ め 場 合 で も , せめ て 1 回 め 
の 辞書 ず ィ スク の 抜き 差し は 省略 し て ほし 
(52 

Shogun 2 の 通信 機能 の 主 な 内 容 は 次 の 
と お り で ある 。 

1 Я ЮЖ ЖУ» 
2 ファ イル の 送信 / 受 信 

これ ら の ほか に , も ちろ ん リア ル タ イ ム 
で 送信 / 受 信 お ょ び , 印字 が 可能 で ある 。 機 
能 が 絞り 込ま れ て いる だめ に , 操作 性 も B 
(5, 使い 勝手 も 悪く な い 。 

で は , 私 が 不満 に 感じ た 点 を 以下 に 上 げ 
る 。 

$39: オキ エト ロダ が 條 吉相 で き な い て ま : 
Shogun 2 の ログ イン は 相手 方 の BBS に 
電話 を か け 回 線 を も つなぐ と ころ まで で , Ш 
や パス ワー ド の 入力 は 手 作 業 で 入力 し な け 
れ ば な ら な い 。 も う 少 し 詳し 説明 する と, 
Shogun 2 に は 短文 送信 機能 ほし いう の が あ 
る の だ が , これ が 機能 不足 中途 半 端 な の 
で ある 。 半 角 70 文 字 ま で の 短文 を 登録 し て 
お いて , 短文 キ ー の | f 8 | を 押し た と き に 
送信 する の だ が , 相手 方 の 質問 に 応じ て 送 
信 す る , ある い は 何 回 か に 分 け て 送信 する 
と いう こと が で き な い 。 短文 キー を 押す と , 
短文 登録 し た 文章 が 1 度 に 流出 し て し まう 。 

も う 1 つの 欠点 は マニ ュ ア ル の 不備 で あ 
る 。 

Shogun 2 の マニ ュ ア ル は 全体 的 に 見 る 
と 分 か りや すい 部 類 に 入る と 思う が , この 
通信 機能 どけ は 例外 で ある 。 

これ は , 記述 が 難解 な の で は な く , 簡単 
すぎ て 知り だ いこ と が 書い て な い の で ある 。 
この マニ ュ ア ル を 読ん だ だ け で 通信 機能 を 
使い こなせ る 人 が いっ た い 何 人 いる だ ろう 
か ? 


[| ユー ザー の 声 を 聞く | 


筆者 の も と に 編集 室 で 行っ た ユー ザー ア 
ン ケ ー ト の 結果 が 届い て いる 。 こ の 記事 の 
最後 に 詳し い デ ー タ が 出 て いる の で , ここ 
で は 簡単 に 紹介 し て お こ 2 う 。 

まず Shogun 2 を 購入 し て 「 た い へ ん 使 
いや すく 満足 し て いる 」 と いう 人 が 27%, 
「 ま あま あ 満 足し て いる 」 と いう 人 が 46% 
で 7 割 以 上 の ユー ザー は 満足 し て いる 。「 少 
し 使い づら い 」 と 答え て いる 人 は 27% で , 
「 購 入 し て 後悔 し て いる 」 と 答え た 人 は 0 
で あっ た 。 

満足 し て いる 人 の 理由 は ワー プロ 機能 が 
1 番 で て, その ほか は 文字 の 種類 の 豊富 き , 
多 機能 と いう 点 が 目立っ た 。 

逆 に 不満 な 人 の 理由 は 漢字 変換 に 有 要する 
時 間 と 使い 勝手 の 部 分 で あっ た 。 

利用 方 法 ほ し て 目立っ た の は ワー プロ は 
も ちろ ん だ が , デー タベース 機能 と 通信 機 
能 を 活用 し て いる ユー ザー が 多い 点 だ 。 と 
ç に デー タベース の 検索 機能 を 評価 し て い 
る 人 が 多かっ た 。 


[| Shogun 2 の 総評 | 


Shogun 2 は ワー プロ と し て は 非常 に 優 
れ て いる と 思う 。 あ えて 欠点 も あげ れ ば 画 
面 表 示 が 沙 ち つか な いこ と , 変換 に 時 間 が 
か か る こと 。 辞書 登録 が 十分 で な いこ と で 
ある 。 しかし, これ ら を 差し 引い て も Kata 
na の 効率 の 良い 変換 は , 十分 賞賛 に 値する 
Еж 5. 

問題 は を の ほか の 機能 に ある 。 デ ー タ ベ 
ー ス 機能 と グラ フィ ックス は そこ を そこ 使え 
る に し て も , 「 統 合 化 」、 る きれ て いる と は いえ 
な い 。 と くに グラ フィ ックス に 関し て は , 
ワー プロ と は まっ た だく 別 な ソフ ント が つい て 
いる と 考え だ ほう が よい 。 

計算 機能 , 通信 機能 に 関し て も や は り 十 
分 な も の と は いえ な い 。 

し か し , 「 多 機能 」「 統 合 型 」 と 銘 う っ て 
は いて も , 本 来 は ワー プロ ソフ ト で ある 。 
PC-8800 シ リー ズ で これ だ け 使 い 勝 手 の い 
い ワ ー プ ブロ が これ まで な か っ ¿<S 
だ こと を 考え れ ば , この Sho に 
gun 2 の 出現 は 私 に と っ て は , М 
た だ , ただ, Ш С b; 

Š 
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検証 


デー ビー ソフ ト 
P1 


[ CHECK POINT | 


最近 の パソ コン ワー プロ の 潮流 と し て 2 
つの 大 き な 動き が ある 。 図 形 処理 の 方 向 へ 
進ん で いく 流れ と , アイ デア プロ セッ サ の 
方 向 へ 進ん で いく 流れ だ 。P. 1 は 自ら を パ 
ー ソ ナル バ パブリッシング プロ セッ サレ と 呼ん 
で いる 。 こ の 呼び 方 か ら も 分 か る よう に , 
РЛ は 図形 処理 方 向 へ 大 きく 歩み 寄っ て い 
る ソフ ト で ある 。 一般 的 に は その よう な ソ ツ 
フト を , DTP (デス ク ・ パ プ ブリッ シン グ ) 
ソ ッ ト と 呼ん で いる 。 

文書 を 作成 し て いて , 地図 を 入れ た いと 
か , 説明 の だ ため の 図 形 が は し いと 感じ る こ 
と が と きど き あ る 。 こ れ を さらに 一 歩 進め 
て 挿し 絵 び と か 装飾 文字 な ど を 加え て , М 
単 な 出版 物 を 作っ て し まお うと いう の が 
DTP ソフ ト で ある 。 本 誌 の 読者 の 中 で 最も 
需要 が 多い と 考え て 良い か も し れ な い 。 学 
級 新 聞 ど だ と か , サー クル の パン フレ ッ ト , 
パー ティ の 招待 状 .」 コン サー ト の チケ ッ ト 
な まだ БЭК АР е 
あま りか けず に , 楽し いも の を 作成 する こ 
LMT きる 。 

この DTP ソフト の ポイ ント は , まず , を 
の 用 述 か ら も 分 か る よう に , 

グラ フィ ッ ク エ ディ タ の 機能 が 豊富 か , 

また 使い や すい か どう か 
と いう 点 が 第 一 で ある 。 そし て 2 番目 に , 
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文字 と 絵 を 自由 に 混在 させ られ る か どう 
か 

と いう こと も 重要 だ 。 自由 な 位置 に 文字 で 
b 絵 で も 編集 が で き な く て は な ら な い 。 3 
番目 と し て 。 

文字 の 種類 が 豊富 か 

と いう 点 も 重要 で ある 。 文字 の 装飾 だ け で 
な く , オリ ジ ナ ル の マー ク や ロゴ タイ プ を 
登録 し て お 〈 機 能 も 不可 欠 で ある 。 4 番目 
Е: 

画面 上 で 作成 し た も の を その と お り 印 刷 
で きる か 

と いう 問題 が ある 。 自 分 の 思い どおり の も 
の を 画面 上 で 作成 で きた と し て も , それ を 
きち ん と プリ ント アウ ト で き て こ を 初め て 
完成 し いえ る か ら だ 。 それ で は これ ら 6 の こ 
と を 中 心 に P.1 を 見 て いく こと に し よ ょ 2 う 。 


CHECK 1 
図形 処理 と 
ワー プロ と の 関係 


モン の E9 の ラフ ロッ クウ ク 
イタ と カラ ラー プラ フキ ポッ ルツ 
ニブ イツ 

P.1 に つい て 説明 する と き に まず , 図形 
処理 と ワー プロ と の 関係 に つい て 触れ な く 
て は な ら な い 。 結 論 を 先 に いう と, P.1 は 図 
形 処 理 ほ ワー プロ と の 爾 合 関係 が 非常 に う 
まく いっ て いる ソフ ト だ と いえ る か ら が だ ど 。 

写真 12 が РІ の 初期 画面 で ある 。 こ の 画 
面 は ワー プロ の 文字 入力 画面 な の だ が , 同 
時 に 図形 処理 画面 で も ある 。P.1 の 図形 処 
理 は 私 た ち が 1 枚 の 紙 に 文字 を 書い た り 図 
を 描い だ りす る の と 同じ ょ うに 同時 に 1 つ 
の 画面 で 処理 で き る 。 

どの よう な 構造 を と っ て いる か と いう と , 
図形 部 分 を 外字 (ユー ザー が 作成 する 文字 ) 
の 集まり と し て 扱っ て いる の で ある 。 し た 
が っ て ワー ブロ と の 相性 が 非常 に 良く な っ 
て いる の だ が , 半面 その だ た め に 犠牲 に し て 
いる 部 分 も か な りあ る 。 

だ と え ぇ えば, カラー 表示 に つい て いえ ぇ ば, 
1 文字 の 大 きる 単位 で し か 色 の 指定 が で き 
な い 。 と いっ だ さよ ょ が あま を 。 

を そう いっ が だ 部 分 を 補う た め に , P.1 で は 
る ら に 別 の 図形 処理 ソフト (カラ ー グ ラフ 
ィ ッ クエ ディ タ ) が 付属 し て いる 。 グ ラフ 
ィ ッ クエ ディ タ が 2 つ に 分 か が れ て いる わけ 
9, ここ で 村 さ の えつ の アテ フ ォ ッ 次 夫 


i «ов, | I їо, Е ‚1 
j 1⁄4 № ма 
АХ 


Е МЧ 行 БИЙ (275,131) 
я PUEI 
写真 14 文字 アイ コン 表示 画面 (モノ クロ グラ フィ ッ ク エ ディ イタ) 


ィ タ を モノ クロ グラ フィ ッ ク エ ディ タ (Е 
確 に いえ ば 1 文字 単位 で 色 を つけ られ る ) 
と カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ と 呼ん で 区 
別して 話 を 進め て いく こと に する 。 

カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ は , 操作 性 
や デー タ を 共有 で きる と いう 点 以 外 は , 7 
РУС; Фот рУ У КЕЯ 
ぇ えて 良い だ ろう 。 先ほど 図形 処理 ほし ワー プ 
ロ と の 融合 関係 が 非常 に うま くい っ て いる 
と 述べ だ の は カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ 
で は な く 〈 く , あく まで PP.1 本 体 に 含ま れ て い 
る モノ クロ グラ フィ イッ クエ ディ タタ に つい て 
で ある 。 カ ラー グラ フィ ッ ク エ ディ タタ は あ 
と で 取り 上 げ る こと に し て , まず は P.1 本 
体 に 含ま れる モノ クロ グラ フィ ッ ク エ ディ 
タタ に つい て 話 を 進め て い 〈。 


T т 
P Аю» АНГ 
① 図形 を 描く 


先ほど の 写真 12 の ワー プロ 画面 の な か で , 
図形 処理 を する 場合 に 具体 的 に どの よう な 
操作 を 行う か を まず 説明 し て お こう 。 

ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 振ら れ だ メニ 


エア プ ブラシ の 濃度 


ュー か ら 「 図 形 」 を 選択 し, 「 領 域 」 の 指定 
を 行う 。 前項 で も 述べ だ よう に P.1 の モノ 
クロ グラ フィ ッ ク エ ディ タ で は 図形 部 分 を 
外字 と し て 扱っ て いる だ め に 図形 領域 の 指 
定 も 全角 1 文字 単位 の 大 きる と な る 。 半角 
単位 あるいは ビッ ト 単 位 の 中 途 半 端 な 大 き 
る は 指定 で き な い 。 

ちな み に 設 定 で きる 図形 領域 の 大 きる は , 
最大 で 画面 面積 の 3.3 倍 まで で ある 。 ま た 本 
体 メ モリ に よっ て 1 度 に 画面 上 に 表示 で き 
る 図形 領域 の 大 きる が 制限 る きれ る 。 マ ニュ 
アル に よれ ば , ノー マル の PC-8801/MK 
II/SR/TR/FR/FH で は 画面 の 40% ま で 
で ある 。 

図形 領域 を 指定 し , 図形 編集 メニ ュー を 
選ぶ と 文書 フロ ッ ピ ー に 作業 領域 が 確保 き 
れる 。 こ の と き , 図形 領域 の 大 きる に よっ 
て は か な り 5 待た され る 。 新規 に 図形 を 作成 
する と きだ け で な く , すでに 作成 し て ある 
図形 を 再編 集 す る と き に も 同様 に か な り 1 待 
だ され る 。 nR PTO? 2079F 4 
ッ ク エ ディ タ の 欠点 と いえ る か も し れ な い 
2, 文書 ファ イル を 閉じ だり, フロ ッ ピ ー 
を 入れ 替え だ り し な て て す せ の だ か ら , Š 
ん な こと は ほん の 鞍 細 な こと と 考え て 良い 
か も しれ な い 。 なお, この 作業 領域 に 収め 
られ た 図形 は , 作業 終了 後 , 文書 登録 を し 
た 際 に , 初め て 外字 と 同じ 扱い で 保存 きれ 
© 

P.1 の 図形 編集 の 機能 選択 は マウ ス の ボ 
タン を 押し て ポッ プア ッ プ メニ ュー を 表示 
る させ て 行う 。 ポッ プア ッ プ メニ ュー は 2 階 
層 (状況 に よっ て は 3 階層 ) に な っ て いて , 
1 番目 の アイ ユン に は 現在 選択 きれ て いる 
機能 が 表示 きれ て いる (写真 13) 。 

だ た と えば , МЕН Ç РСЗ 
選ば な く て は な ら な いわ け だ が ,。 6 本 まで 
の 革 を 手元 に 置い て お く こ と が で きる 。 こ 


重 先 の 形 


フィ ルター の 有形 


REIDH 


ОЖ $ 2 階層 メニ ュー で , 筆 先 (10 
МЭД), フィ ルター (ПОФ), エア プ ブラシ 
(ЗМ), パタ ー ン (20 種 類 ) を 組み 合わ 
せ て 作成 する ( 図 3 )。 こ の よう に , 2 階層 
目 に ある る ま ざ ま な 機能 を 選択 し て 1 階層 
目 の メ ニュ ー に 表示 る せ て お く の で ある 。 
ちょ うど 筆箱 や 道具 箱 か ら 必 要 な も の を 取 
り 出 し て き て 手元 に 置い て ぢ おく と いう 感じ 
+ 
на З ЕС СЪ 
か りや すく 感じ る か も し れ な いか が かわ, 実際 の 
操作 は それ ほど 分 か りや すい も の で は な い 。 
その 原因 は 次 の 3 点 ど と 思わ れる 。 
それ ぞ れ の 道具 の 持つ 機能 が 統一 され 
Тї” раз 2 
メニ ュー の 割り 振り が 十分 整理 され て 
い が な も ご と 
〇 マニュア ル の 説明 が 十分 で な いこ と 
それ ぞ れ の 場合 に つき , どの よう に 分 か 
り に くい の か , 1 つ ず つ 例 を あげ て おこ 2 う 。 
DADP 
四角 形 を 塗り つぶ す 場 合 と 円 を 塗り つ 
ぶす 場合 と の 操作 方 法 が まっ た だ たく 違う 
DOP 
図形 処理 を 終わ ろう と する と き の 手 順 
が 複雑 怪 栖 で ある 。 ま ず 1 階層 目 の ア 
イコ ン か ら 道 具 メ ニュ ー を 選び , 2 
層 目 の アイ コン を 表示 る せる 。 終了 メ 
ニュ ー を 選び 1 階層 目 の メ ニュ ー に 持 
っ て くる 。 る ら に 1 階層 目 の ア イコ ュ ン 
表示 を 消し て か ら マ ウス の 実行 ボタ ン 
を 押す 
ОФ 
マニ ュ ア ル に アイ コン の 説明 一 覧 表 な 
ど が な く , 例 を あげ て の 操作 (円 を 描 
(ЖЕ) の 説明 に 終始 し て いる 。 機能 
別 の 説明 と 操作 の 練習 を 分 け て 解説 し 
TREG 
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© 図形 を 編集 する 

図形 の 編集 機能 は 白黒 反転 複写 , 拡大 
し て ( 虫 め が ね 機能 を 使い ) ドッ ト 単 位 で 
編集 する , な ど が 主 な も の で それ ほど 強力 
と は いえ な い 。 

具体 的 に 説明 する と , 複写 は 定 倍 の 複写 
(縦横 と も に 2 分 の 1, 1, 2, 4 倍 の 組 
み 合 わせ ) と 自由 な 倍率 の 複写 が で き , < 
れ ぞ れ 上 書き と 図形 の 重ね 合わ せ が 可 能 で 
ある (ユー ザー アン ケー ト 参 照 )。 自 由 な 倍 
率 で の 複写 の と き は 上 下 や 左右 の 反転 が で 
きる 。 しかしながら, 連続 複写 と か 図形 の 
回 転 と いっ た 機能 は な い 。 

まだ , 図形 の 中 に 文字 を 記入 する に は 2 
つの 方 法 が ある 。 

1 つ は 図形 領域 外 に ワー プロ 機能 を 使っ 
て 必要 な 文字 を 記入 し て お き 複 写す る 方 法 
で ある 。 た だし, これ は 画面 上 の 文字 が そ 
の まま 図形 領域 に 取り 込ま れ た と いう こと 
に 過ぎ な い の で 印刷 し た と き の 見 栄え は あ 
змс. 

も う -1 つの 方 法 は , 文字 アイ コン か ら ]1 
文字 ずつ 拾っ て いく 方 法 だ 。 この 方 法 を と 
れ ば 24 ド ッ ト の フォ ント が 利用 で き , 見 栄 
ぇ の よ い 文 字 を 印刷 する こと が で きる 。 

P.1 で は 明 朝 体 と ゴシック 体 の 2 つの 独 
自 の フォ ント を 持っ て いる 。 こ れ ら に 影 を 
つけ た り , 縁 ど り を し た だ たり , 斜体 に し た り 
と いう 装飾 を 施す こと が で きる 。 か な り 多 
彩 な 表現 が 可能 で ある 。 

た だ し この 方 法 の 欠点 は 文字 の 選択 方 法 
に ある 。 文字 アイ コン (写真 14) か ら 6 文字 
を 拾っ て いく か , まだ は JIS コー ド で 入力 
する 2 と お り の 方 法 が ある の だ が , 前 者 で 
は 1 回 に 表示 る れる の は 15 文 字 な の で か な 
b 能率 が 悪い 。JIS コー ド と いう の も ワー 
プロ ソフ ト に 搭載 され て いる グラ フィ ッ ク 
エディ タ ら 6 らしから ぬ 方 法 ど 。 い ずれ の 方 法 
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を と る に し て も か な り 苦 し い 操 作 ほ と な る 。 

この よう に 全体 的 に 見 て も 使い 勝手 は あ 
まり 良く な く , また 機能 も 十分 と は いえ な 
е», な ん と いっ て も 手軽 に 文書 中 に 図形 
を 描く こと が で きる と いう の が モノ クロ グ 
ラフ ィ ッ クエ ディ タ の 特徴 だ 。 

それ で は P.1 の も う 1 つ の グラ フィ ッ ク 
Ба. Оа Жим u ТИСА І 5. 


УАТ. ее 
PIII e Т ане аис 


① モ ノ ク ロ グラ フィ ッ ク エ ディ タ と の 違い 

P.1 に は ワー プロ の 一 部 と し て の 図形 処 
理 (モノ クロ グラ フィ ッ ク エ ディ タ ) 以外 
に カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ と いう 列 な 
プロ グラ ム が 付属 し て いる 。 こ の プロ グラ 
ム は P.1 本 体 と は まっ た く 別 な 構造 と な っ 
て いて , マニ ュ ア ル も る 別 堪 ど だし, な に し ろ 
カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タタ 単体 で デー タ 
ディ スク を 作成 する こと か ら 6 印刷 まで すべ で 
て の 処理 が 可能 で ある 。 

し た が っ て , まず この カラ ー グ ラフ ィ ッ 
クエ ディ タ 単 体 で の 機能 を 見 た 上 で , P.1 
本 体 お な よび P.1 に 含ま れる モノ クロ グラ フ 
ィ ッ クエ ディ タ と の 関係 を 説明 し よう 。 

写真 15 が カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ の 
図形 処理 画面 で メイ ン メ ニュ ー を ポ ボッ プア 
ッ プ し た と ころ だ 。 モ ノ ク ロ グラ フィ ッ ク 
エディ タ と 同様 に 。 メニ ュー は 2 階層 に な 
っ て いて , 6 本 の 筆 を 手元 に な いて お ける 。 
表面 上 の 操作 性 や 画面 の 見 せ 方 ,. アイ コン 
な ども 多く (が モノ クロ グラ フィ ッ ク エ ディ 
タ と 共通 し て いる (し か し 細か く 見 て いく 
と 操作 方 法 が 微妙 な と ころ で 違っ て いた り 
LT, 逆 に 面 食 ら うこ と も ある 。 と も あれ 
全体 的 に 見 れ ば 使い 心地 は 似 た り ょ よっ た だ り 
Аз k: 5422). 

それ で は この カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ 
タ は モノ クロ グラ フィ ッ ク エ ディ タ と 機能 
的 に どこ が 違う の だ ろう か 。 主 だ っ た 差 は 

カラ ー が 可能 

図形 の 回 転 が 可 能 

⑥ 筆 の 形 や パタ ー ン を ユー ザー が 作成 す 

る こと が で きる 
と いう 点 だ 。 

も ちろ ん この 中 で 最大 の も の は カラ ー 処 
理 で ある 。 前 に も 述べ た よう に モノ クロ グ 
ラフ ィ ッ クエ ディ タ で は 図形 部 分 を 外字 の 
集まり と し て 処理 し て いる の で , 色 は 全角 


108 


1 文字 の 大 きる を 単位 と し て 使え る だ け で 
ある 。 それに 対し て カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ 
ディ タ で は 筆 に 対し て 色 を 持た せる こと が 
で きる だ け で な く , ドッ ト 単 位 で 色 を 変え 
る こと が で きる 。 その ほか 等 先 の 形 や , ғ 
ター ン , フィ ルター を 編集 し 登録 保存 し て 
る 。 

この よう に カラ ー グ ラフ ィ イッ クエ ディ 
は 単体 で 見 た と き に は モノ クロ グラ フィ ッ 
クエ ディ タ の 上 級 版 と し て 十分 使 を る も の 
で ある 。 
② P.1 本 体 と の 操作 性 

それ で は 次 に P.1 本 体 と の 関係 見 て み 
ょ う 。 カ ラー て 作成 し た 図形 を 手軽 に 文書 
に 取り 込ん で 印刷 する こと が で きれ ば , カ 
ラー グラ フィ ッ ク エ ディ タ が 別途 存在 する 
意味 も 納得 が いく 。P.1 本 体 と カラ ー グ ラ 
フィ ッ ク エ ディ タ の 接点 は , 操作 の 共通 性 
を 除け ば , デー タ を 共有 する こと が で きる 
と いう 点 だ け で ある 。 つ まり , も し も デー 
タ に 十分 な 互換 性 が な いと すれ ば 多少 機能 
を 強化 し だ た グラフィック エディ タ が カッ プ 
リン グ に な っ て いる と いう だ け の 話 に な っ 
ее. 

カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ イタ に は 400 ラ 
イン モー ド と 200 ラ イン モー ド の 2 つの モ 
ー ド が あり , カ ラー が 使え る の は 200 ラ イン 
そ ー ド の と きだ け て で て ある (ユー ザ ボー アン ケ 
ー ト 参照 )。400 ラ イン モー ド で は 白黒 作図 
し か で き な い 。 と ころ が PB と の デー タフ 
ァイル の 互換 は 400 ラ イン モー ド で 行わ れ 
る 。 

し だ が っ て ご く 大 雑 拒 に いっ て し まえ ば 
カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ の 色 つ き の 図 
形 デ ー タ は , その まま で は P.1 と 互換 性 が 
な いよ いう こよ に な る 。 

も 2 少し 詳し 〈 く 見 て みよ 5. 

カラ ー グ ラフ イィ イッ クチ デ ィ . タ で 御成 し た 
色 つ き の 絵 を P.1 で 読み 込む し モノ クロ に 
な っ て し まう 。 し か も 縦 が 半分 に 縮小 し た 
画面 と な る 。 色 が キャ ン セ ル さ る され た だ 上 に 縦 
横 の 比 が 変わ っ て し まう の だ 。 縦横 比 だ け 
は 修正 する こと が で きる 。 あ ら か じ め 縦 を 
2 倍 に し て デー タ を 作っ て お け ば よい (9 
大 は 簡単 に で きる)。 し か し 色 が キャ ン セ ル 
る され て し まう の な ら ば 最初 か 6 P.1 本 体 に 
の np て いる モノ / ソ み ログ の きき ウィ ッ タ エディ イタ 
で 作図 し た ほう が ずっ と 楽 だ 。 

逆 に ワー プロ で 作成 し た 文章 を カラ ー グ 
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ラフ ィ ッ クエ ディ タ の 中 に 読み 込ん で 処理 
する こと も で きる 。 し か し 今度 は 文字 の 大 
きる が 縦 2 倍 し と な っ て し まう 。 も ちろ ん カ 
ラー グラ フィ ッ ク エ ディ イタ の は 2 う も 400 ラ 
イン モー ド で デー タ を 受け れ ば この よう な 
こと は な い が , その 場合 は カラ ー 処 理 が で 
き な い の だ か ら , モノ クロ グラ フィ ッ ク エ 
ディ タ 以 上 の メリ ッ ト は は ほとん ど な い こと 
に な る 。 

あえ て カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ の 存 
在 意義 を 探せ ば げ ば, カラー グラフィ ッ ク エ デ 
ィ タ で 作成 し た 筆 先 や パタ ー ン を デー タ 登 
録 し て , P.1 本 体 の モノ クロ グラ フィ ッ ク 
エディ タ で 呼び 出し て 使え る こと だ 。 し か 
し て くれ と で も みみ ラーグ ラナ ィ ッ みみ 拓 まず 
タ の 文字 入力 機能 が 十分 で な いた め に か な 
り 面倒 で ある 。 と いう の は カラ ー グ ラフ ィ 
ッ ク エ ディ タ で は 文字 を 図形 の 中 に 入れ る 
場合 だ けり で な く , デー タフ ァイル 名 の 入力 
(すなわち , 筆 先 や パタ ー ン は ょ 登録 ) な ど 
も 画面 上 の パネ ル に 表示 きれ だ 文字 を 1 X 
字 ず つ 拾 っ て いか な く て は な ら な いか ら が だ 。 

店 論 を 書く と, この カラ ー グ ラフ ィ ッ ク 
エディ タ は その 目的 を 十分 は た し て いる と 
は いえ な いと 思う 。 カ ラー グラ フォ ッ ク エ 
ディ イタ は モノ クロ グラ フィ ッ ク エ ディ タ の 
機能 か ら す る と 問題 に も な ら な い 。 よ っ て 
カラ ー 表 示 の 図形 を 作成 し た いと きだ け 単 
独 ツ フト と し て 使う も の と 考え た だ ほう が 良 
c だ る あう 。 


CHECK 2 
ワー プロ 機能 
① シス テム 構成 
СЦ, P.1 の ワー プロ 機能 を 見 て いこ 5 
具体 的 な 機能 を 見 る 前 に P.1 の シス テム 
構成 (て フロッピー 構成 ) に つい て 触れ て お 
l o P.1 に は 2HD JR C 3 枚 , 2DD 版 で 5 Ж 
の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 付属 し て いる ( 表 
10)。 こ れ ら の デイ スク は すべ で て コピ ー を と 


る こと が で きる の で オリ ジ ナ ル は 保存 用 と 
し , コピ ー し た も の を 実行 用 の ディ スク と 
し て 用 いる 。 

た だ し すべ て の ディ スク が 無制限 に バッ 
クア デップ フリ ー と いう の て は な て く て , フ ォ ン ト 
ディ スク だ け は コピ ビー 回 数 が 制限 る され て い 
る 。2D 版 は 明 朝 体 ・ ゴ シッ ク 体 各 1 X, 2 
HD 版 は フォ ント ディ スク を 2 枚 ま で で き 
る 。 

P.1 の 特徴 は この フォ ント ディ スク の 存 
在 に ある 。 フ ォ ン トディ スク に は 文字 パタ 
ー ン だ け で な く , 印刷 プロ グラ ム も 含ま れ 
е), 印刷 の と き に は 必ず この フロ ッ ピ 
ー に 差し 替 を な く て は な ら な い (し だ が っ 
て フォ ント ディ スク の コピ ビー 回 数 を 制限 し 
て いる の に は 意味 が ある )。 

これ は 印刷 を 実際 に 実行 する と きだ け で 
な く , 1 行 の 文字 数 を 変え たり, 1 ペー ジ 
の 行 数 を 変え た た り と いっ だ, いわ ゆる 文書 
スタ イル を 変更 する と き に も フォ ント ディ 
スク が 必要 と な る 。 こ れ は ひど くわ ずら わ 
じ 《 感 で もち れれ た ユー ザー の アン ケー ト 

(後述 ) で も , この 点 を 不満 に 思っ て いる 
ユー ザー が 多かっ だ よう だ 。 私 は 2HD 版 を 
用 いた の で 2 枚 の ディ スク を 差し 替え る だ 
7227, それで も わずらわし くく 感じ た の 
で ある 。2DD 版 の ユー ザー は フォ ント ディ 
スク が 2 枚 に 分 か れる 上 に 辞書 ディ スク の 
差し 替え も 必要 だ 。 文章 を 入力 し て 印刷 す 
る だ け で 最低 3 枚 の ディ スク (シス テム , 
辞書 , フォ ント ) を 差し 替え を なく て は な ら 
Жо. これ は か な りう っ と うし い 操 作 と な 
5. し か し , も ちろ ん 欠点 ば か り で は な い 。 

ワー プロ と し て の P.1 の 優れ た 点 も あげ 
í 3 Ú 2: PoR 

変換 キー と 確定 キー を ユー ザー 側 で 指定 

で きる こと 
すなわち RETURN キー と スペ ー ス キー 
の 機能 を 交換 で きる こと で ある 。 もう 1 つ 
は , 

ユー ザー が 画面 上 の 色 (スケ ー ル , モー 

ド 表 示 , メニ ュー 表示 ) を 変え られ る こ 

と 
る ら に , 

コン トロ ー ル コマ ンド を ユー ザー が 変更 

К А 
この 3 点 は ワー プロ ソフ ト を 構成 する 重要 
な 要素 で , 詳し く 述 べ る と それ だ け で 10 ペ 
ー ジ や 20 ペ ー ジ を 必要 と し て し まう テー マ 


だ 。 こ こ で は ユー ザー 思い の 優れ た 機能 だ 

と いう に と ど め て お く 〈。 
© 再 変換 機能 

文字 入力 の 話 も , 仮名 漢字 変換 の 話 も せ 
ず に , いき な り 5 再 変 換 機能 に 触れ る の も 奇 
異 に 感じ る か も し れ な い が , РЛ の 日 本 語 
入力 の 最大 の 売り も の は 再 変換 機能 だ と 思 
う の で まず これ を 説明 し て お きた だ た い 。 

再 変換 機能 は その 言葉 どおり , 漢字 変換 
を きせ 確定 し て し まっ た 文字 列 を も 5 1 度 
入力 文字 に も と ど し て 再 変 換 す る 機能 だ 。P.1 
に は これ が ある 。P.1 の 再 変換 機能 は 現在 
作成 中 の 文書 の , し か も 過去 の 数 行 に つい 
て だ け 有 効 で , 1 度 プ ログ ラム を 終了 る させ 
る と 入力 文字 バッ ファ が クリ ア さ る され て し ま 
5. その よう な 制限 は ある が , この 再 変換 
機能 は と て も 便利 な も の で 高く 評価 で きる 。 

し か し , P.1 の 仮名 漢字 変換 で は いく つ 


か の 不備 な 点 が あっ た 。 を その 点 に つい て は 


これ か ら 詳 し 〈 述 べ て いく が , これ ら の 点 
は すべ で て 再 変換 機能 に よっ て 最終 的 に は 救 
われ る と いう こと を 初め に 明らか に し て お 
か な く て は な ら な い 。 再 変換 機能 が ある か 
ら と いっ て , 使い に くい 点 や 不備 な 点 が あ 
っ て も 良い こと に は な ら な い が , 少な 〈 く と 
も 最終 的 に 全部 消し て 入力 し 直す と いう こ 
と は し な 〈 く て 良い の で ある 。 

だ た っ だ た これだけ の こと を いう だ め に 漢字 
変換 より も 先 に 再 変換 に つい て 触れ た の だ 。 
を それ は な ぜ か と いう と, 変換 は あと か ら 修 
正 で きる が , 一 度 中 断 し た 思考 は も どっ て 
こない か ら て で ある 。 も う 少 し て だ ゆで や いき 
と , あと で 再 変換 で きる と いう 安心 感 が あ 
れ ば 多少 の 誤 変 換 は 放っ て お いて , と りあ 
ぇ ず 頭 の 中 に ある こと を 文章 と し て 入力 し 
て し まう こと が 本 態 だから が だ 。 

それ で は 漢字 変換 の 手順 に そっ て 問題 点 
を 指摘 し て いこ 5. 

Э か な 漢字 変換 

P.1 で は 変換 方 式 が 2 つ あ る 。 AXS と 呼 
ん で いる 自動 変換 と 変換 キー を 押し て 文頭 
か ら 順番 に 変換 きせ て いく 手動 変換 の 2 つ 
だ 。 自 動 変換 に つい て は あと で 触れ る と し 
て まず は 手動 変換 か ら 5 見 て いこ う ( 図 4)。 

まず ひら 仮名 (また は 片仮名 ) を 入力 す 
る と 画面 に は 緑色 で 表示 る れる 。 こ の 状態 
の 文字 を РІ で は 未 確 定 文字 と 呼ん で いる 。 
変換 キー を 押す と P.1 が 文節 を 判断 し て 第 
1 文節 を 漢字 変換 す る 。 こ の と き の 変 換 対 


象 と な っ た 部 分 は 黄色 の 反転 文字 と な っ て 
表示 きれ る 。 
ここ で ケー ス を 分 け て 考え て みよ うう 。 
[1] 変換 結果 が 良好 だ っ た 場合 
⑧⑯ こ の 部 分 どけ を 確定 し , 次 の 文節 の 変 
換 に 移る 
結果 つこ れ は で き な い 
この 部 分 を 半 確定 と し , 次 の 文節 に 移 
る 
結果 一 変換 キー (SHIFT+ スペ ー ス ) 
で 解決 
[ 2 ] 文節 判断 は 良かっ た が 変換 結果 が 良 
Доме 
⑭ ひ ら 仮 名 に も どす 
結果 っ っ できない 
⑧ 片 仮名 に する 
結果 っ っ できない 
⑥ 〇 は ほか の 熟語 に する 
結果 っ スペ ー ス バー で 解決 
[3] 文節 判断 が 違う 場合 
文節 の 切り 直し 
結果 っ SHIFT + 矢印 キー で 変換 対 
象 部 分 (黄色 の 反転 ) を 伸縮 する 
ここ に 場合 を 分 け て 書い た 中 に は P.1 の 
漢字 変換 の 問題 点 だ が いろ いろ と 含ま れ て い 
る 。 説 明 を つけ 加え て お こう 。 
まず [2] оба, 漢字 に 変換 すべ 
き て ない 語句 が 変換 きれ て し まっ だ と き や 
片仮名 に 変換 し た か っ だ た 部 分 が 漢字 に な っ 
て し まっ た 場合 に 。 ワン タッ チ で も どす 手 
段 が ほし い 。 同音 異義 語 の 候補 の 中 に ひら 
仮名 や 片仮名 の 表現 が ある 場合 は まだ 良い 
が , そう で な い 場 合 は ほとん ど お 手 上 げ と 
いっ て よい 状態 に な る 。 い っ た だ ん 未 確 定 文 
字 に も と し て 確定 , また は 片仮名 変換 しい 
う 方 法 が 残さ きれ て いる が , この 方 法 を と る 
くら いな ら ば , むし ろ い っ た だ ん 確定 さき せ て 
か ら 再 変換 機能 を 使っ た ほう が 手軽 で ある 。 
次 に [ 2] @ に つい て 。 こ の と き 画 面 下 
部 に 一 覧 表 が 表示 る れる 。 こ の 一 覧 表 か ら 
選ぶ に は 2 つの 方 法 が ある 。 
⑦ 熟 語 に 振ら れ た 数 字 キ ー を 押す 
の ⑦ ス ペー スバ ー を 何 度 か 押す 
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l 変換 

ЖИЕН NC - Е желі 
} 半 確 定 

а К 水色 
! 確定 

ЖЖЖ. ННН 白色 


この の ⑦ の と き に 文章 中 の 表示 は 変わ る が 
一 覧 表 の ほう に は どれ が 選ば れ て いる か 表 
示さ る されない 。 

ま だ, 候補 が た くる ん ある 場合 は 

⑦ ス ペー スバ ー を 押し 続け て いる と 次 々 

と 候補 が 選ば れ , 次 の 一 覧 表 に 移る 

Ф ROLL ОР, ROLL DOWN キー を 押 

し 次 の 候補 群 と 表示 を 取り 換え る 

と いう こと に な る の だ が 。 саж 
候補 が いく つ あ る か が 表示 る れ な い 。 ま た 
すべ て の 表示 が 終わ る と 再度 第 1 候補 か ら 
表示 し て し まう の で どこ まで で 同音 異義 語 
を 全部 見 終わ っ だ た か が 分 か ら な い 。 き さら に 
候補 の 選択 の 中 で 文節 を 縮め て いっ て し ま 
う 。 こ うな る と も う , どの 位置 に 自分 が い 
る の か が 分 か ら な い 。 

次 に [3] だが, うま くく 文節 を 伸縮 で き 

な い 場 合 が ある 。 今回 使っ て みた 男 囲 で は , 

「 う まく いか な い 場 合 が ある 」 と いう より 5 
も 「 ほ と ん どう まく いか な い 」 と いう 印象 
で あっ た 。SHIFT 二 矢印 キー が まっ た だ く 働 
か ない 場合 )、 あるいは 1 文字 ずつ 広がら ず 
2 文字 広げ て し まう , な ど で あ る 。 実際 に 
あっ た 2 つの 例 を 上 げ て お こう ( 図 5)。 こ 
の うち (A) の ほう は 再現 で きる の だ が , (В) 
の ほう は 再現 性 が な い の で ある 。 辞書 の 学 
習 機能 の せい だ と 思う が , あれ ほど 頑固 に 
いう こと を きか な か っ だ も の が 決 回 か ら は 
いと も あっ さり と 文節 の 伸縮 が で き て し ま 
う の だ 。 こ の 部 分 に つい て は 辞書 の 学習 機 
能 の と ころ で も 2 う 1 度 触れ る こと に し よう 。 


ここ で P.1 の 漢字 変換 に つい て まとめ て 
お こう 。P.1 の 漢字 変換 は あま り 使い や す 
いも の で は な い 。 その 原因 は 以下 の よう に 
いく つも の 有 要素 が 複雑 に 絡み 合っ て いる 。 

1 変換 時 の それ ぞ れ の キー の 役割 が 整 

理 さ きれ て いな い 

2 図 4 の ょ うに 変換 状態 は 進ん で いく 
の だ が , 1 つ 前 の 状態 に も どす 手順 が 
整理 され て いな い 

3 入力 文字 の 訂正 が 制限 され て いる 
(全文 を 完全 に も る ど し た も きだ けし か 
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と 変換 し た 。 


(А 「 パ バックアップ 」 と 入力 する と き に 


ば っ くく あっぷ つ 場 っ く あ っ ぷ 

と な っ て し まっ た 。 SHIFT 円 で 文節 を 伸ばそ う 
と する が , まっ た く 受 けつ け な い 。 

逆 に SHIFT 十 で 文節 を 縮め る 方 向 に 指示 する と 
ば っ くく あっ ぷー バッ クア ッ プ 


第 2 グル ー プ | 最初 に 
第 3 グル ー プ | 妻子 | ょ に 
第 4 グル ー プ 
第 5 グル ー プ | ЖЖ | に 


第 6 クル ー プ | 佐井 市 | ょ に 


第 7 グル ー プ | 際 し | ょ に 


第 8 グル ー プ | 祭 | し ょ に 


++ Фан) 
ің, ЮЖ, 差異 差違 , 債 , =, №, = 
細 , ЖЖ, 差異 , 差違 , 債 , 妻 , R, = 


裁 し , жо 
Е, Ж, Ж, 差異 , 上 と 同じ も の に 際 。, 


В 「 東 京 と 鎌倉 」 と 入力 する と き に 
と うき ょ うと か まく ら 一 東京 都 か まく ら 
と な っ て し まっ た 。 SHIFT + CX BE Ж Э 
と する が まっ た くく 受け つけ ない 。 
「 東 京 」 だ け て 変換 し , 学習 機能 を 働か せ て か ら 
再度 試し た と ころ , 自由 に 文節 の 伸縮 が で きる よ 
9454. 1-7, 


я, Б, М, Ж, №, Ж, 3k, 西 , 佐井 
%), ëk, 7 , Ж, Ж, 5%, ях, Ж, ЗЕ, 


ПЕС» Же) 

4 文節 の 切り 直し が 不 自由 な こと 

これ ら を 一 つ ひ と つ 直 し て いく の は 簡単 
な こと で は な いか も し れ な い が , 起 非 な ん 
ЕРШЕТЕРКМЕН 2469: 

@ 辞書 の 学習 

P.1 の 辞書 の 学習 機能 は 強力 で ある 。 選 択 
し た 熟語 か ら 6 文節 の 区 切り まで , すべ て 学 
習 す る 。 し た が っ て , 1 度 変換 きせ た 文章 
は 次 回 か ら は まっ た だ た く 間 違え ず に 変換 する 。 

当然 の こと な が ら , 使っ て いく うち に 変 
換 効率 は どん どん 良く な っ て いく 〈。 私 が テ 
スト し た 短い 期間 で も か な り ヒ ッ ト 率 は 向 
ELH: 

し か し , この よう に 辞書 の 学習 が 強力 だ 
と 逆 に 不便 な こと も ある 。 違っ た 種類 の 文 
章 を 書 こ うと する と まっ た だ く 最 初 か ら 同 じ 
苦労 あし な く て は な ら な い 。 

熟語 候補 の 表示 を 見 る と , 品詞 に よっ て 
辞書 を か な り 細 か 《 分 け て いる よう で , Ж 
に 同音 異義 語 を 表示 する だ け で な く 《, いろ 
ぃ いろ な 単語 の 組み 合わ せ も 表示 する 。 そし 
て どの よう な 順番 で それ ら が 出 て くる か を 
ユー ザー 側 で 予想 する の は , と て も 困難 で 
あ る 。 変換 キー を 押し 続け る と , と の よう 
に な っ て いく の ヵ 了 予測 が で き な い 場合 の 例 
を あげ て お く 〈( 図 6 )。 こ れ は 何 も 特別 な 例 
で は な い 。P.1 で は よく ある ご 〈 く 普通 の こ 
と で ある 。 組み合わ せ て 熟語 を 作る 機能 が 


勝ち 過ぎ て いる と いっ て よい か も し れ な い 。 


この こと が 熟語 選択 の 効率 を 著しく 悪く し 


Tth, 

図 6 か ら も 分 か る で あろ う が , P.1 の 辞 
書 で は 熟語 の 選択 と 文節 の 切り 直し が 連続 
し て 行わ れる 。 熟語 候 補 が 全部 出 つ くす と 
文節 を 縮め た 熟語 の 選択 に 移行 する 。 確 か 
に 希望 する 熟語 が 登録 きれ て いな い 場 合 は 
単 漢字 で 変換 し な く て は な ら な い の だ が , 
少し ずつ 縮め て い 〈 く の て 効率 が 悪い 上 に , 
次 々 と お か し な 熟語 が 表示 る れる こと に な 
5. 文節 の 切り 直し と 熟語 の 選択 は は っ き 
り と 区 別 し た ほう が 使い や すい の で は な い 
KAER 

また , 変換 キー に よる 文節 の 切り 直し は 
循環 ほな っ て いる (いち ば ん 短い 文節 が 終 
わる と いち ば ん 長い 文節 に 移行 する )。 と い 
うこ と は , 文節 の 切り 直し に 関し て , ユー 
ザー が 循環 の 外 に は 出 ら れ な いと いう こと 
に な る 。 

前 項 で SHIFT + 矢印 キー て , 文節 の 切り 
直し を 行う と 書い た だ た が, 熟語 候補 の 表示 中 
に 行わ れる 文節 の 切り 直し と , SHIFT+ 矢 印 
キー で 行う 文節 切り 直し は 同じ も の で ある 。 

先ほど 文節 の 切り 直し が うま くい か な か 
っ た の は 辞書 の 中 に 次 の 長き る の 読み の , ЎА 
語 候補 和 群 が な か っ だ た から と いう こと に な る 。 
分 か が りや すく 〈《 い うと P.1 が 考え る 文節 区 切 
り の 中 で し か ユー ザー は 選択 で き な い と い 
うこ と で ある 。 た だ た と えば P.1 350 R 8: 1 
番長 い 文節 区 切り ょ り も 伸ばす こと は で き 
な い 。 具 体 例 を あげ る と P.1 は 「 制 限る され て 
いる 」 と いう 言葉 を 1 つの 文節 し た は し な い 。 


от + м 


Е a до i сна て お り ま す 
限る され て 」 と 「 い る 」 と 2 文節 で 変換 す る 03 2 REME Я 
の は ひど て くわ ず 6 わ し い 。 a 2? А56 245 1 
使っ て いて 文節 の 判断 は ほとん ど 辞 書 学 08 3 Т0 SEEN к, ТЗ 
習 だ どけ に 頼っ て いる と 思わ ざる を えな い 場 08 4 春 た け な わ の この ご ろ で す が 
ре ERER 09 5 新緑 の 候 
> > Г 
面 も 多 4 あっ 7; だ と えば 22 | の 前 て 文 10 5 すがすがしい 初夏 の 季節 と な り 
節 を 切っ て て くる よう な こと が ちょ くも ちょく は миға 
š 12 6 うっ と うし しい 毎日 が 続い て お り ま す が 
ある 。 そこ で いっ た だ ん 文節 の 区 切り を 「 を 」 13 7 盛夏 の 候 
Қы 4 14 7 梅雨 も 明け , が まぶし いこ の ご ろ で す 。 
の あと まで に 学習 きせ る と, 次 回 か ら は 確 a r SAI, RENE * 
実に きち ん と いく よう に な る 。 し か し これ 18 й ишү. 112 с») эче 
は 文節 を 学習 し た と いう より も , АОН 18 9 朝夕 は 涼し さ が 感 じ ら れ る きょう この ご 
АРА та Ty s 19 10 秋 冷 の 候 
み 合 わせ を 覚え た と いう こと だ け て で, 前 の — 20 Š 日 ご と に 秋 の 深まり を 覚え る この ご 
語 が 変わ れ ば や は り 同 様 の こと が 起こ る 。 „и. бе 
йк a; 同様 Ñ 22 11 すっ か り 日 も 短く な り 。 冷気 が 身 に し むこ の ご ろ で す が 
た は 所 べた だ こと が まとめ て こう 。 23 12 初冬 の 候 
е ы с 24 12 年 の 暮れ も 押し 人 迫り, 何かと ご 多忙 の 折 
EEN 3 š 
1 辞書 の 学 普 機能 が 強力 すぎ る 25 まい ど 毎度 格別 の お 引き 立て を いた だ さき 厚く 御礼 申し 上 げ ま す 。 
2 組み 合わ せ て 熟語 を 作る 機能 が 強 す 26 き し ゃ 貴社 ます ます こ 清 栄 の 事 と お 慶び 申し 上 げ ま す 。 
) 27 с” 時 下 ま すま すこ 盛 業 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
ぎる 28 — へ いそ 平素 格別 の お 引き 立て に あず か り , 厚く 御礼 申し 上 げ ま す 。 
= ы = ж 29 いよ いよ いよ いよ 御 隆盛 の 趣 大 慶 に 存じ 上 げ ま す 。 
3 同音 異義 語 の 表示 , 組み 合わ せ 熟 語 — 3 と り い そぎ 取り 急ぎ お 拍 事 申し 上 げ ま す 。 
DER, = pE Т お 0 が 31 と り い そぎ 取り 急ぎ ご 回 答申 し 上 げ ま す 。 
表示 文節 の 切り 直し の 3 Е ? 32 ж У 今後 と も よろ し くく お願い 申 し 上 げ ま す 。 


交互 に 行わ れる た だ た め に 熟語 候補 の 一 覧 33 まず は まず は , 書面 を も ち ま し て お 願い 申し 上 げ ま す 。 
шы 34 まず は まず は , 書 中 を も ち ま し て , ご 挨拶 申し 上 げ ま す 。 
表 の 移り 変わ り の 予測 が つか な い 。 残 35 まず は まず は 。 と りあ え ず お 返事 まで 。 
Е ーー な い 。 36 か きゅう 火 急 に 用 件 申し 上 げ ま す 。 
ОНС b 表示 され な 37 その ご その 後 お 変わ り ご ざい ませ ん か 。 
4 文節 の 切り 直し が 熟語 の 組み 合わ せ 38 いか が いか が お 過ごし で ご ざい ます か 。 
жы ç É 39 ます ます ます ます ご 清祥 の こと と 心から お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
で 行わ れる だ め に 機能 的 に 弱い 40 ます ます ます ます ご 隆盛 の こと , 大 慶 に 存じ ます 。 
з= А * Š c 41 すっ か り すっ か り ご 無 沙汰 いた し まし た 。 
最後 に 自動 変換 AXS に つい て 簡単 に 触 42 ひさ し く 久しく お 便り も せ ず 申し 訳 あ り ま せん 。 
れ て お く 。 自 動 変換 が 使い や すい の は , Ж 43 AE 右 ご 案内 申し 上 げ ま す 。 
みぎ 右 ご 依頼 申し 上 げ ま す 。 


換 効 率 が 非常 に 良く , 修正 の 手間 が な い 場 
合 だ 。P.1 の 漢字 変換 は あま り 良 いと は い 


以上 の こと くれ ぐれ も お 願い 申し 上 げ ま す 。 
よろ し く こ 配慮 の ほど お 願い 申し 上 げ ま す 。 


47 EAL よろ し く こ 動 言 , ご 指導 の ほど お 願い 申し 上 げ ます 。 
えな い 。 し だ が っ て 自動 変換 は 修正 の 手間 48 か ん ちゅ う 寒中 お 伺い 申し 上 げ ま す 。 
А і ее Ч 49 し ょ ちゅ う 著 中 お 見 舞い 申し 上 げ ま す 。 
は か り 増 えて 事実 上 使う の は 困難 と いっ て 50 dB-SOFT 札幌 市 中 央 区 北 1 条 西 7 丁 目 


良い と 思う 。 
© 辞書 登録 と 短文 登録 

РЛ の 辞書 の 熟語 登録 で は 14 文 字 ま で の 
全角 文字 の 熟語 が 登録 びき る 。 つ けら れる 
読み は 14 文 字 ま で の 全角 仮名 で ある 。 読み 
が 仮名 どけ で ある こと と , 半角 文字 の 登録 
が で き な い の は 残念 ど 。 読 み を 入力 する と 
次 に 品詞 を 選択 する 。P.1 の 辞書 に は 品詞 
の 種類 が 多い 。 7 種類 か ら 選 ぶよ うに な っ 
て いる 。 

削除 は 名 詞 に 限り ユー ザー 登録 の 熟語 だ 
け で な く オ リ ジ ナ ル の 熟語 も 可能 で ある 。 
この 点 は 親切 だ 。 

短文 と し て 登録 びき る の は , 読み を 含め 
て 46 文 字 ま で の 文章 が 51 個 で ある 。P.1 に 
は すでに 50 個 の 文章 が 登録 ずみ で ある ( 表 
П), し が が つ で 宰 和 は せつ だ け な の で , 3 
すず 削除 する こと か ら 始 め な く て は な ら な い 。 
と ころ て 短文 機能 を 選択 する ファ ンク シ 


ョ ン キ ー の 配置 が 良く な い 。P.1 の 各種 の 
機能 は 4 つの グル ー プ の ファ ンク ショ ン キ 
ー に 割り 当て られ て いる 。 通常 文字 入力 し 
て いる と き に 表示 し て いる の は 第 1 グルー 
プ で ある 。 と ころ が 短文 キー は 第 4 グル ー 
プ に ある 。 し た が っ て , 文字 入力 中 に 短文 
を 呼び 出す に は グル ー プ を 切り 替え を なく て 
は な ら な い が , メニ ュー グル ー プ を 切り 替 
える と 文字 が 確定 し て し まう 。 未 確定 の 状 
態 で 短文 呼び 出し が で きる よう に 第 1 グル 
ー プ に 持っ て き て も らい だ い 。 
© 文字 を 編集 する 

P.1 の 編集 機能 は すべ て ファ ンク ショ ン 
キー に 割り 当て られ て お な おり, メニ ュー1 が か 
ら メ ニュ ー4 ま で 4 つの グル ー プ に な っ て 
いる 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー は さら に 階層 式 
に な っ て お り , サブ メニ ュー が 表示 され る 
場合 が 多い 。 こ れ ら を 合わ せる と ファ ンク 


ショ ン キ ー は 実に 20 と お り に 変化 する (М 
7). それ ぞ れ 現在 どの 位置 に いる の か が , 
画面 の 左下 に 表示 る され て いる の で ど 戸惑う こ 
と は な い 。 私 は それ ほど 使い に くい と は 思 
わな か っ た 。 

し か し ,FH, МН, VA 以外 の ユー ザー は 
5 つの ファ ンク ショ ン キ ー を SHIET キー と 
と も に 押す こと に より |f 1 か glf 5 ほ 
ー と ,|f 6| か ら 6|f 10 キー を 使い 分 ける 
こと に な る の だ か ら こ れ は 多少 の 負担 か も 
し れ な い 。 

これ ら の 機能 の うち の いく つか は コン ト 
ロー ルコ マン ド (CTRL 二 アル ファ ベッ ト ) 
に も な っ て いる 。 コ ント ロー ルコ マン ド は 
ユー ザー が 変更 する こと が で きる 。 こ れ は 
親切 な 配慮 だ 。 

次 に , 文字 の 大 きる は 角 変 換 と いう メニ 
ュー を 使っ て 変更 する 。 角 変換 で 大 きる を 


変え られ る 文字 は 表 12 の と お り だ 。 半角 , 

4 分 の 1 角 は , ファ ンク ショ ン キ ー よ り 切 
り 奉 えて 直接 入力 する こと も 可能 だ が , < 
の 場合 は 入力 で きる 文字 が АМК 文字 に 制 
限る きれ る 。 漢字 や ひら 仮名 は 入力 で き な い 。 
角 変 換 メ ニュ ー を 使え ば , あら ゆる 文字 の 
大 きる を 変え る こと が で きる 。 実用 に な る 
か どう か は 別 と し て , 漢字 の 4 分 の 1 角 な 
ども 可能 で ある 。 その ほか に も 文字 の 種類 

と 文字 の 装飾 は 非常 に 豊富 で ある ( 図 8)。 

た と えば , 重ね 文字 と た いう ユニ ー ク な 機 
能 が ある 。 4 分 の 1 角 文 字 を 上 下 に 重ね て 
いく 〈 機 能 だ 。 こ の 機能 は 使い みち は 多い と 
思う の だ が , 残念 な こと に 文字 を 重ね る 順 
番 が 良く な い ( 図 9)。 

網 掛け と アン ダー ライ ン は ユー ザー が フ パ 
ター ン を 作成 する こと が で き , それ を ファ 
イル と し て 登録 し て むく こと が で きる 。 を 

登録 し た 装飾 ファ イル は いつ で も 切り 
替え て 使う こと が で きる 。 こ の 機能 は 非常 
に 高く 評価 で きる 。 と くに P.1 の よう に 表 
現に 重き を お いた だ た ソ フト で は , 使い 込む に 
つれ て 力 を 発揮 する で あろ う 。 

P. 1 の 編集 時 の キー 操作 は ユニ ー ク だ 。 
た と えば 文字 列 の 移動 は ブロ ッ ク 指 定 で あ 
る 。 行 単位 で は , 行 挿入 や 行 削除 と いう 別 
の メニ ュー が 用 意 き る きれ て いる 。 ま だ, 文字 
列 の 複写 は ダブ ルカ ー ソ ル と いう 方 法 を 使 
5. 複写 先 と 複写 元 の 両方 に カー ソル を 表 
江 きせ 行う 。 キ れ ぞ れれ テン キー と カー ジ 
ルキ ー で 動か す の だ 。 こ れ ら は 図形 処理 を 
重視 し て いる ソフ ト な ら で は の も の で ある 。 

編集 機能 と 図形 領域 と の 関係 は , МЖА 

と いう メニ ュー で 指定 する 。 た だ し , МЖ 
護 と 編集 機能 と の 関係 は きち ん と 整理 され 
て いな いよ う で , 図形 領域 や 野 線 の 手前 で 
移動 や 複写 を 行う と 図形 や 昧 線 が 壊れ て し 
まう 。 もう少し 強力 に 保護 し た ほう が 使い 
РЕ. 

P.1 に は 編集 機能 以外 に も ほか の ワー プロ 
と は ちょ っ と 違っ だ キー 操作 や 処理 を し て 
いる と ころ が ある 。 ここ で 気 の つ いた 点 を 
あげ て お さ う 。 

① 促 音 (っ ) の 入力 が 少々 変わ っ て いる 

X ま た は SHIFT+N キ ー で ある (N 
で 入力 し て も 次 に 子音 が くる と き に は , 
"Ал も な る ) 

② DEL キー が 直前 文字 の 削除 で ある 

③ 自 動 的 に 禁則 処理 を し な い 。 禁則 処理 
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m ша яз жа 
зю жн mis ессе) м [ш «|Ж [5-1 
1 
= maxu 除 | 特 複写 | | | 


メニ ュー2 | 次 [в м [яя | 行 編集 履行 幅 |[ 字 間 隅 | 検 索 | 文 書 間 


+ W е B 


に Бал э 
ТЕЕ КЕЗ ЖҰЗ 
И Ер за 
Бра Әйел ӛсім 
文字 列 | 左寄せ | #7977] | 右寄せ = “ТЕТЫ! ЕТТІ ШИН 
角 変 換 | 4 倍 | 縦 м je A|: Т> [25а] 
ж 節 | 網 か け | 反 8 Я ВЕ] B ヵ ラ ー|[ 囲 み | 回 |х) 


= R R| | ие жн) Генри иж ирок | 


〇 印刷 メニ ュー 
〇 用 紙 設定 メニ ュー 
〇 補助 機能 メニ ュー 


網 か け 15 種 類 


< 網 パ ター ン > 編 ユ 
А. в. с. p Ф 7 
Б. еее GN ーーーーーー — ›. 51 
к. L. а мое DN ии О. ОЕ а 
アン ダー ライ ン 7 種類 Же 
< 下線 パタ ー ン > き パ 
А. в. Ша ысы TR а. ыы реи %7 
ン 

反転 , 強調 , 縁 どり , 斜体 , 囲み , 回 転 , カラ ー( 1 文字 単位 ), 鏡 O 


重ね 文字 24 МЕК. 
12242-----:13 #5551 34 の ほう が 良い 。 


※ メ ー ト ル リッ トル と な っ て ほし い 。 


メニ ュー を 選択 する と 現在 入力 中 の 文 
書 に 禁則 処理 を する 。 禁則 処 理 の 仕方 
は 「,」 や 「。」 を 行末 に ぶら 6 下げ る 形 
で は な く 〈, 前 の 1 文字 を 次 行 に 持っ て 


CHECK 3 
ЕВЕ 


РАССӘЯЖ Не Е IPAT UOA, 
枠 線 は 設定 の し か た が 簡単 か の どうか, Ж 


55 P1 20 НЫ 200 P12 


SO ; E РА <> MS-DOS 
護 が どの よう に な っ て いる か , 行 や 列 の 増 P 1 


P.1 本 体 


ーー Super #59 
減 が 自由 に で きる か , 移動 が で きる か と い ; А ы — BASIC У Э 
қ г 4 ы カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ P.1 — ユー カラ ай (200 ラ イン モー ド 
2 うこ と で 使い や する が 大 きく 〈 違 っ て くる 。 РЛ — アー トマ スタ ー88 (200 ラ イン モー ド ) 
まず 設定 方 法 だ が , 対 角 を 指定 する と 長 P イ リン クス МУ е ДР 
4 РА e ユー カラ K2 
方 形 の 線 が 引か れる 。 始点 を 固定 し て な い Өл! < ユー カラ VA 
ñ ЛЕО ОИ Ша. P4 < JET-8801A MR 専用 
て 終点 だ け を 連続 指定 で き る と 便利 だ が こ РЛ < Shogun " 
の 機能 は な い 。 P.1 *ーー Shogun2 


P.1 <—— Samurai( 即 戦力 ) 


枠 線 で 囲ま れ た 部 分 の 移動 や 削除 は も と РЛ < 一 一 太郎 Ver.3.0 
YR ep 


$ も と P.1 が ブロ ッ ク 単 位 で の 移動 や 削除 
を する 構造 に な っ て いる た め に , まっ が たく 
違和感 が な い 。 

まな た だ 行 や 列 を 挿入 し だ た とき に 野 線 を 伸 ば 
し だ り 縮 め た りす る 機能 は ぜひ 欲し いと こ 
ろだ が , 残念 な が ら こ の 機能 は な い 。 

野 線 保護 ( 枠 保護 に 関し て は 文字 を 連続 
し て 入れ て いく 〈 と 鞭 線 で 折り 返し が 行わ れ 
る 。 だ だ し 先ほど も 触れ た よう に , 移動 や 
復 写 に 関し て は 枠 保護 が 完全 で は な い の で , 
十分 な も の と は いえ な い 。 


E CHECK 4 


外字 機能 


P. 1 は 150 個 の 外字 と 15 種 類 の 網 掛 け , 7 
種類 の アン ダー ライ ン , 7 種類 の 野 線 を 持 
つこ と が で きる 。 これら の パタ ー ン は 装飾 
ファ イル と し て プロ グラ ム フ ァ イル や 文書 
デー タフ ァイル と は 別 の ファ イル に 収め 6 
れ て いる 。 る さらに ,P.1 で は この 装飾 ファ イ 
ル を 複数 持つ こと が で き , シス テム 設定 で 
切り 替え て 使う こと が で きる (ユー ザー ア 
ン ケ ー ト 参照 )。 つ まり , 外字 や 網 掛け や , 
アン ダー ライ ン , 野 線 に つい て は , 無限 に 
こと た 
と は いっ て も これ ら を 作る の は 大 変 だ 。 筒 
単なる も の を 1 つ 作 る だ け で も 30 分 くら い は 
すん だが た か が meg も あう 3。、 と ころ が PP] で は 
すでに 140 個 の 外字 パタ ー ン が 登録 され て 
いる ( 図 10)0。 こ れ ら 6 は 見 る だ け で も 楽し く 
な る も ので, DTP の 夢 が 大 きく 〈 広 が る 。 


ж СНЕСК 5 


印刷 機能 


РЛ の 印刷 の 特徴 は フォ ント ディ スク を 
使う 点 だ 。P.1 に は 明 朝 体 し ゴシック 体 の 
2 つの フォ ント が 付属 し て いる 。 こ れ ら 6 の 
フォ ント を 使っ て 印刷 する の が 普通 の 設定 
て ある 。 だ だ し そ 析 以外 に プサン タ の R 
OM を 使っ て 印刷 する こと も で きる 。 こ の 
場合 は 印刷 が 高速 に な る 。 


印刷 書式 の 設定 は 用 紙 の 設定 と 印刷 機能 
の 設定 に 分 か れ て いて 非常 に 分 か りや すい 。 
全体 的 に みて P.1 の 印刷 機能 は し っ か り し 
だ も の だ と いっ て よい 。 あ えて この 部 分 で 
不満 あ を いえ ば , 書式 の 設定 の と き に も フォ 
ント ディ スク に 差し 替 を な く て は な ら な い 
こと と , フォ ント ディ スク を 使う 印刷 が 非 
常に 時 間 が か か る こと で ある 。 


CHECK 6 
コー ティ リティ ソフ ト 


Р.1 に は 「P.1 TERM」「P.1 LINKS r > 
ー タ ダフ ァイル ズ 」 と いう ユー ティ リティ ソ 
フト が ある 。 本 誌 で は P.1 TERM と РТ 
NKS も 合わ せ て テス トラ ン す る 2 了 予定 だ っ 
だ の だ が , 締め 切り まで に ソフ ト が 間 に 合 
っ だ の は , P.1 LINKS (以下 リン クス と 表 
だ け で あっ た 。 2 L U > ARIA 
め だ P.1 の デー タコ ュ ン バー ト に つい て 述べ 
y aE ` 2; 

P.1 ЖЖ, #9 カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ %, 
リン クス を それぞれ に 含ま れる デー タコ ン バ 
ー ト 機能 は 表 13 の ょ うに な っ て いる 。 ここ 
て 注意 し て お いて いた だ きた い の は 。 後述 
する ユー ザー の アン ケー ト の 中 に b Ж и] 
持っ だ 人 が 何人 か いた が リン クス は P.1 に 
文書 デー タ を 取り 込む だ け と いう 点 だ 。 し 
だ が っ て リン クス を 利用 し て の ほか の ワー 
プロ ソフ ト を 持っ て いる 友人 と 文書 ファ イ 
ル を や り 取 りす る と いう わけ に は いか な い 。 
相手 側 に も コン バー ト 機 能 が 必要 で ある 。 


[ユー ザー の 声 を 聞く | 


P.1 に 関す る ユー ザー アン ケー ト の 結果 
を 紹介 し ょ う 。 

P.1 を 購入 し て 「 た い へ ん 使い や すく 〈 満 
邊 し て いる 」 と いう 人 が 7 %, 「 ま あま あ 満 
征 し て いる 」 と いう 人 が 73% で 8 割 の ユー 
ザー は 満足 し て いる 。「 少 し 使い づら い 」 と 
答え て いる 人 は 20% で ,「 購 入 し て 後悔 し て 


и = ово ® С D 9 Ф y Z 


か の 全 コ メー ン ノン 
з や T まる ②@ ゃ ぁゃ 
уз соо 
о 60016 7 жет 
@ @ T. G N e. A W 
ем U Q 4 
2 Ç R 回 0 =# m S 
е © но Q d agp 
Қа А Е ЕУ 
хорон 5 & ё 
m Т = っ 5 @ 8 D 
“са í © чуң @ £ 
@ ¿ << с ф # (m 回 
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X 井 Ж F É) HM 2 ш 
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いる 」 と 答え だ 人 は 0 で あっ た 。 
満足 の 最大 の も の は や は り DTP ソフ ト 
と し て の 評価 で , ほとん どの 人 が この こと 
に 関連 し た 項目 を あげ て いた (文字 の 種類 , 
文書 と 図形 の 処理 , DTP と し て いろ いろ な 
b の が 作れ る な ど )。 

不満 は ワー プロ の 変換 効率 , グラ フィ ッ 
ク の 使い 勝手 ( 主 に 文字 入力 )、 ロー ド ャ ー 
ГОЮ, ディ スク の 多き (差し 替え ) で 
ある 。 | 

利用 法 と し て は 圧倒 的 に DTP と し て の 
活用 が 多く 〈, 毛筆 フォ ント を 希望 する 人 が 
2 名 あっ た の が 印象 に 残っ た 。 


[ 1 の 総評 ^ | 


P.1 の 最大 の 強み は 文書 中 に 簡単 に 図形 
を 取り 込む こと が で きる と いう こと だ 。 カ 
ラー に こだわ ら な けれ ば , か な り レ ベル の 
高い 図形 入り の 文書 を 作成 する こと が で き 
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る の で , 利用 範囲 は 広い と 思う 。 

し か し , カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ は 
単体 し し て は を そこ を そこ 使え る と 思う が ,『.1 
本 体 と 組み 合わ せる 意味 は あま りな いと 党 
Ta 

ワー プロ 機能 は 漢字 変換 が それ ほど 強力 
で な い の で , ワー プロ 機能 を 中 心 に 使 お う 
と いう 人 に は 勧め られ な い 。 

P.1 4, その 詩 い 文句 が 「 パ ー ソ ナル ・ バ パ 
プリ ッ シ ン グ ・ プ ブ プロセッサ 」 で ある 。 基 本 
機能 は ワー プロ (L, 広告 に も 出 て いる ) 
だ が , これ まで PC-8800 シ リー ズ に は 見 6 


れ な か っ た 本 格 的 な DTP ソフ ト で ある 。 

この 「DTP」 を 現実 の も の に し た PP.1 の 
功績 は 評価 すべ きも の が ある し , 今後 の ワ 
ー プ ロ ソ フト の 動向 を 担う も の と し て , < 
の 存在 意義 は 大 きい と 思う 。 


ソフ トウ ェ ア . リ ニッ ジ 
ЭС 
感想 を すご レ 


Shogun 2 と P1 と いう 人 気 の ワ ー プ ブロ 
ソフ ト 2 本 を 見 て きだ わけ だ が , ЖАО 
宮 さ と その 完成 度 に は 正直 に いっ て びっ < 
b し た 。 私 は ふだん は PC-9801 を 利用 し て 
いる し , 本 誌 と 同じ 会 社 か 6 ら 発行 る れ て い 
る OhIPC > THE COMPUTER て b PC- 
9800 シ リー ズ 用 の ワー プロ ソフ ト を テス ト 
ee 本 て いる 。 

会 回 は それ と まっ た く 同 じ レ ベル て 評価 
し た 。 当初 の 予想 に 反し て , PC-8800 シ リ 
ー ズ の ツ ソフト が ここ まで で きる と は 皿 っ て 
いな か っ た だ ので, か えっ て 力 が 入っ だ と い 


ユー ザー 質問 補 

「 ソ フト ウェ ア ・ ク リ ニ ッ ク 」 の ワー プロ 評価 
を も っ と 厳正 な も の に する た め に , この た び 
Oh! РС, Oh! 88 の 読者 の 中 か ら 2 本 の ソフ 
トウ ェ ア の ユー ザー の 方 に こ 協 力 い た だ き , 
アン ケー ト 調 査 を 行い まし た 。 ま ず , ユー ザ 
ー か ら 出 た 質問 を 集め た 「 質 問 箱 」 を お 届け 
UET. 


03.「Shogun2」 で は ほか の MS-DOS マシ 
ン か ら の デー タコ ン バ ー ト が で きま 
すか ? 

АЗ. 2HD 版 に 限り , ふつ う の MS-DOS 
の 2HD の フォ ー マ ッ ト が され て い 


れ ば 可能 で す 。 


@ ソフ ト ハ ウス か ら ひ と こと 

「 こ の た び は 「Shogun2」 を 高く ご 評価 いた だ 
き あ り が と う ご ざ いま し た 。「Shogun 2」 は 
「Shogun」 の コン セプト を 徹底 する た め 8 C 
ッ ト パ ソコ ン の 限界 に 挑戦 し た 本 格 的 統合 ソ 
フト C+, 今後 と も よろ し く お ね が いい た 


ステ ム 側 の 外字 ファ イル を 読み 込み , 


文書 ディ スク は 読み 込み ませ ん 。 し 
た が っ て , シス テム 側 の ディ スク を 
文書 ディ スク に 入れ 替え て , その ま 
ま 印刷 すれ ば 登録 され た 外字 は 出力 


っ て も 良い 。 

すでに ワー プロ ソフ ト を 持っ て いる 人 も 
これ か ら 買 な うと いう 人 も (そし て で きれ 
ば ソフ ト ハ ウス の 人 も ) この 記事 を ワー プ 
ロ ソ フト を 考え る と き の 参 考 に し て は ほしい 
ЕВ. 

この 記事 で は 優れ た 機能 を 紹介 する だ け 
で は な く 〈, 使い に くい 部 分 や 弱点 に つい て 
も しっかり 触れ て きた つも り だ 。 

し か し ソフ トウ ェ ア は 生き 物 で ある 。 短 
所 も あれ ば 長所 も ある 。 R H Л ЫЛЫО 
れ て いる し , また 完全 無欠 な ソフ ト な ど あ 
b ぇ な い 。 い た ずら に マイ ナス の 部 分 だ 
け に と ら わ れる の で は な く , 冒頭 に も 
書い た よう む に ,- ВА TRAR 


い 。 

си, 40'427 
トウ ェ ア ・ ク リ ニ ッ ク 」 
іс, СОЖ! 


され ます 。 

04. 外字 や 絵 を 含む 文書 の 印刷 は 遅い が 
プリ ンタ に バッ ファ メモ リ を 増やせ 
ば 印刷 は 速く な り ま すか ? 

A4. も ちろ ん 少し は 速く な り ま す 。 た だ 
L, 文書 フォ ント を 読み に 行く パッ 
ファ か ら プ リン タ へ の 信号 が 若干 束 


し ます 。」 く な る だ け で す の で , あま り 大 き な 
( rShogun Z」 ЕШ ) г 差 は 望め ませ ん 。 
01. f Shogun2 対応 の 増設 RAM ボー ド に ( РЕТ ) 05. 図形 を 登録 し て ファ イル 名 まで 出 て 
は どん な も の が あり ます か !? QI. 図形 編集 領域 を 設定 する 際 , 大 きく いる の に , 印刷 で きま せん 。 な ぜ ? 
Al. NEC 「 パ ラ レ ル イン タフ ェ ー ス ボー 設定 し た も の を 小さ く 設 定 し 直す に А5. 図形 登録 後 ,. フ ァイル 登録 を 行い ま 
Ку (РС-8801-13) (£? す が , この 場合 文書 名 を 登録 し て い 
「 マ ル チ ボ ー ド А) (РС-8801- АІ. 基本 的 に 文字 処理 方 法 と 同じ で す 。 な いこ と が 考え られ ます 。 こ れ を 確 
20) た だ し 枠 保護 機能 が か か っ て いる 場 認 す る に は , 登録 ファ イル 名 の 右 横 
「 マ ル チ ボ ー ド В, (РС-8801- 合 は これ を 解除 する か , ある い は プ の 数 字 (クラ スタ 数 ) が 「 |」 に な 
22) ロッ ク 削 除 を し な いと , 設定 で きま っ て いる 場合 は 文書 名 が な い , と い 
リバ ー コ ム 「RAM ボー」 せん 。 うこ と で 可能 で す 。 
[RAM +-—Il | 02. カラ ー グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ て で 描い 06. PC-88VA で 「P1」 に 対応 で きる イメ 
|・0 デー タ 機 器 「PIO-8234」 た 絵 を 取り 込む 場合 , 印刷 時 に カラ ー ジ スキ ャ ナ は あり ます か ? 
以上 の 6 枚 で す 。 ー 印 刷 が で きま せん が … ? @ NEC PC-IN シリ ー ズ 
02. グラ フィ ッ ク エ ディ タ て で 描い た 絵 と АГ PC-8800 シ リー ズ の 400 ラ イン 対応 @ ぁ エプソン GT シリ ー ズ 
文書 と の 合成 方 法 は ? だ と , | ライ ン に 対し て 8 色 が 原則 @ オ ムロ ン HR10S (ハン ディ イメ ー 
A2.(① ま ず す 合成 し た い 文 書 が ある 画面 を 立 と な り , ハー ド 的 な 制約 が ある た め ジス キャ ナ ) 
ち 上 げ て , リア ルモード 表示 を 出し 現 段 階 で は 不可 能 で す 。 PC-88VA で 使用 で きる イメ ー ジ ス 
ます 03. 外字 を 作っ て 文書 ディ スク に セー ブ キャ ナ は , RS-232C イン タフ ェ ー ス 使 
② そ を そこ か ら イ メー ジ カ ッ ター 機能 で 合 する と , 次 回 の 使用 の 際 に は 登録 で 用 の も の で あれ ば 可 , つま り ボ ー ド 型 
成 し た い 文 書 を 切り 取り ます き て いま せん 。 し か し , 外字 パタ ー の スロ ッ ト ル 差し 込み 型 は 使用 不可 で 
③ 合 成 し た い グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 位置 ン 編 集 に する と 文書 ディ スク に 登録 す 。 
に ② で 切り 取っ た 文書 を は りつ け ま され て いま す が , これ は な ぜ ? @ ソフ ト ハ ウス か ら ひ と こと 
す АЗ. マシ ン を 起動 させ た と き , ГРИФ ГР. | に つい て 大 変 高い 評価 を いた だ き , 私 


ども と し て は 大 変 う れ し い 限り で す 。P. | は 
当社 の 技術 と ユー ザー の 皆様 の 意見 を 最大 随 
繁栄 させ て 開発 し た 製品 で す 。 こ れ か ら も 多 
く の 方 々 の こ 期 待 に 応え られ る よう , が ん ば 
っ て いき た いと 思っ て お り ま す 。」 


この アン ケー ト の 調査 時 期 は 昭和 63 年 3 月 
中 旬 , 質問 項目 は 11 項 目 。 た だ し , 2 本 の ソフ 
トウ ェ ア の 性 格 が 異な る た め に 若 生 質問 内 容 が 
異な っ て いま す 。 
(Shogun с 質問 項目 
質問 | 「 こ の ソフ トウ ェ ア を どの よう に し て 購 
АСЕЕВ“ 
質問 2 「 ど の くら い の 期 間 使 っ て いま すか 」 
質問 3「 購 入 の 理由 は ? | 
質問 4 「 使 い 心地 は どう で すか 」 
質問 5 「 ほ か の ワー プロ と 比べ べ て どう で すか 」 
質問 6 「 ど うい う 点 が 使い や すい で すか 」 
質問 7 「 ワ ー プ ブロ 以外 に どの 機能 を | 番 使い ま 
すか 」 
質問 8「 そ の 機能 を 何 に 使い ます か 」( 無 回 答 あ 
り , 多い 順に ) 
или к. а РД. 
住所 な どの デー タベース 
コン バー ター ほか の ワー プロ か ら の デー タコ 
ン パ バ パート 
グラ フィ ッ ク 一 案内 状 , 論文 な どの 作成 
質問 9 「 そ の 機能 の 使い や すい 理由 は | ? 」( 無 回 
答 あ り , 多い 順に ) 
デー タベース ご (① 検索 効率 が いい 
(ФЕН |, >39 
3 項目 の 追加 が で きる 
(《④ ワ ー プ ロ と 同じ オペ レー シ 
ョ ン で 使え る 
通信 (文書 を 漢字 で 送れ る 
② カ ー ソ ル 移 動 だ け で オー トロ グイ ン , 
オー ト ダ イヤ ル で きる 
※ そ の ほか , 道路 情報 を デー タベース に 入れ て , 
各 シ ー ズ ン , 毎月 の 目的 地 ま で の 所 要 時 間 を 
予測 する の に 活用 し て いる 方 も いた 。 
質問 10「 ほ か に どの よう な 機能 が あれ ば いい と 
思い ます か 」 
@ 2D と 2HD の ファ イル 変換 
@ ビデ オ 信 号 に よる グラ フィ ックス の 取り 込 
み 
@ デ ー タ コン バー ト で デー タ の 読み 書き 
@ 他 機 種 の パソ コン 対応 の ワー プロ か ら の デ 
ー タ コン バー ト 
@ パ ソコ ン 通 信 の 最 中 に 文書 を 書い て 送信 で 
きる 機能 
@ こ の ソフ ト で 作っ た 文書 を ほか の 通信 ソフ 
F て 送信 で きる 機能 
@ カラ ー モ ニタ 表示 
e 高速 変換 効率 
質問 |「 こ の ソフ ト の 総合 評価 を お 願い し ます 」 
「 デ ィ ス ク の 差し 替え が 多 す ぎる 。 多 機能 で 
も 本 来 ワ ー プ ロ な の だ か ら , いま で も 十分 
いい が , 欲 を いえ ば も う 少 し 変換 効率 を 良 
くし て ほし い // 通信 機能 は モデ ム を 持っ 
て いな い 人 に は 用 が な いか ら 別 売り の ほう 
が 良い の で は …」 
(国分 寺 市 ・ 鈴 木 一 章 ) 
「 通 信 中 に 文書 を 書い て 送れ な い の が 難 。 グ 
ラッ フィ ッ ク 機 能 は 充実 し て て 良い 」 
(石巻 市 ・ 増 湊 青 一 ) 
「 ワ ー プ ロ と し て は いい が , 表 計 算 機能 の 中 
で 使用 で きる 演算 子 が 少 い 」 
(足立 区 ・ 山 橋 正典 ) 
「 機 能 が 増え た の は いい が , 5 枚 の ディ スク 
っ て いう の は どう も いた だ け な い 」 
(津山 市 ・ 寄 戸 秀 昭 ) 
「 ワ ー プ ロ 機 能 に は と て も 感動 。 た だ 通信 機 
能 は いま いち 」 
(藤沢 市 ・ 秋 元 Ж) 
「88 対 応 で や っ と 実用 に 耐え る ワー プロ が 


出 て きた と 感じ た 。 デ ー タ ベー ス 機 能 も 優 
秀 。 た だ し , マニ ュ ア ル が 全体 的 に 不 親 切 」 
(豊島 区 ・ 長 沢 Ў) 


(Р.1 質問 項目 ) 
質問 | 「 こ の ソフ トウ ェ ア を どの よう に し て 購 
лаем, 
質問 2 「 ど の くら い の 期 間 使 っ て いま すか 」 
質問 3 「 購 入 の 理由 は ? 」 
質問 4 「 使 い 心地 は どう で すか 」 
質問 5 「 ほ か の ワー プロ と 比べ て どう で すか 」 
質問 6 「 ど うい う 点 が 使い や すい で すか 」 
質問 7 「 具 体 的 に どこ が いい で すか 」 
質問 8 「 使 いづ らい と ころ は どこ で すか 」 
質問 9 「 そ の 機能 の 使い や すい 理由 は ? 」( 無 回 
答 あ り , 多い 順に ) 
デー タベース (検索 効 率 が いい 
(ФЕ (юч 
(ЗАҢ ЮЛ» C š > 
(《④ ワ ー プ ロ と 同じ オペ レー シ 
ョ ン で 使え る 
通信 (文書 を 漢字 で 送れ る 
(② カ ー 
オー ト ダ イヤ ル で きる 
質問 10 「 あ れ ば いい と 思う 機能 は 何で すか 」 
@400 ラ イン カラ ー サ ポー ト 
@$ イ ラス ト な どの デー タデ ィ ス ク 
ө VA 専用 版 
ө е {Ж 
ө グラ ブフ 作 成 機能 
@ ファン クシ ョ ン キ ー の ユー ザー 割り 当て 
@ データ ベー ス 機 能 
@ バ ックス ペー スキ ー 変 換 
@ 文字 の 自由 倍角 機能 
@ | 文字 ご と の カラ ー 変 換 機 能 
@ 図形 回 転機 能 
@ ダ ・ ビ ンチ に つい て いる 機能 
e 図形 管理 機能 
@ 千 便 番号 辞書 機能 
өзен 
@ 均 等 割り つけ 
質問 ||「 こ の ソフ ト の 総合 評価 を お 願い し ます 」 
「100 点 満点 で 70 点 くら い 。88 用 の ワー プロ 
と し て は 完成 度 が 高い 」 
(むつ 市 ・ 上 條 峰 広 ) 
MES を オプ ショ ン で カ 
ド 型 デー タベース と , あと 毛筆 機能 が あ 
れ ば いい な と 思う 」 
(帯広 市 ・ 鈴 木 広 幸 ) 
「 印 刷 時 に フォ ント ディ スク を いち いち 交換 
する の は 不便 。 で も 8 ビッ ト の 中 で は 上 位 
5% 入る ソフ ト だ と 思 思う 」 
(京都 市 ・ 堀 中 清 ) 
「 歴 史 の レポ ー ト を 打ち 込ん で か ら , 物理 の 
レポ ー ト を 打 と うと し た ら , ヾ びと っ ぴょ うし 
も な い " 変換 が され て 手間 が か か っ た 。 辞 
мне н, 
(津山 市 ・ 忠 政明 博 ) 
「AXS CRP あ 
まり 使う 必要 が な い 。」 
(宇都 宮 市 ・ 大 和尚 樹 ) 
「 ユ ー ザ ー 登 録 辞 書 を 見 る こと が で き な い の 
は 不安 。 ま た ほか の ワー プロ と 比べ て 辞書 
の サイ ズ は それ ほど 多い も の で は な い の で , 
必要 な 語 を も っ と 登録 し た い 。 処理 速度 と 
辞書 管理 の 不 親 切 さ , 辞書 の ヒッ ト 率 を 除 
(HE, 100 点 満点 。」 
(上 尾 市 ・ 藤 村 和 久 ) 


ソル 移動 だ け で オー トロ グイ ン , 


Ы Shogun2」「P1」 ユ コー ザ ー ア ン ケ ー ト 


@Shogun 2 
購入 方 法 


質問 1 


質問 2 


70% 


質問 3 購入 理由 


多 機能 だ か ら 


ワー プロ と し て 
使い た か っ た 


質問 4 


使い 心地 


大 変 使い や すい 


30% 


質問 5 ほか と の 比較 


ほか と 同じ くら い aw 


一 番 使い や すい 
90% 


質問 6 多 機 能 で 便利 


文字 種 
в 


質問 7 


、 いか ら 


変換 効率 が いい 


ФР! 
質問 1 購入 方 法 
広告 パー ジョ ン ア ッ プ 
= サー ビス て で 
49.5% 


購入 理由 


質問 3 


DTP と し て 使う た め 


ワー プロ と し て 
使い た か っ た 


(重複 回 答 あり ) 
質問 4 使い 心地 

| 大 変 使い や すい 
6% 


まあ まぁ 使い や すい 


74% 


質問 5 ほか と の 比較 


80% 


ワー プロ の 変換 効率 が いい 
文書 と 図形 


が 
= 


(重複 回 答 あ り ) 印刷 時 の 使い 勝手 が いい 
質問 7 


73% 


グラ ラフ ィ ッ クツ ー ル の 
使い 勝手 


図形 の 編集 が 便利 
文字 サイ ズ が 自由 に 変更 で きる 
Г グラ フィ クツ ー ル の 使い 勝手 
5 「ー 再 変換 シス テム 
6% 26% 0% 20% 


33% 


13% 13% 


Ув. Я 
(重複 回 答 あり ) 


質問 8 
その 他 
1 グラ フィ ッ ク ツ ー ル が 使い づら い 
セー ブロ ー ド の アク セス タイ ム 
ワー プロ の 変換 効率 


š キー 表示 が 
ЕС り に くい 


r= 20% 20% 20% 
6% 6% 6% 6% ` 


> 
印刷 用 フォ ント ディ スク ゴー 


26% 


115 


N 


\ 
№ 
\ 
\ 
N 
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学校 に 。 コン ピュ ー タ を 導入 する 。 こ の 
1 年 ぐらい, 急 に 現実 化し て きた 話題 だ 。 
BTRON を ベー ス に し た 試作 モデ ル が 発 
表 き る れ た り し て , ハー ド 先 行 気 味 に 進ん で 
いる 。 で も を そん な に 急い で , 何 が 必要 な ん 
だ ろう 。 少 な 《 と も , 楽し た うな (AV っ ぱ 
v) 話 は 聞こ を て こない 。 で も 教育 な ん て 
つま ら な いも の きると, 諦め ちゃ いけ ない 。 
ぼく だ た ちがい ま 手 に し て いる ツー ル ・*・ 環 境 
で 何 が で きる か , 教育 を AV する 方 法 を 失 
ТЕ. 


パソ コン in 教室 

marca C PON b u. О? L, と ん な シ と 
ー ン を 想像 する だ ろう か 。 教室 に 整然 と 並 
ん だ 40 台 の コン ピュ ー タ , を の 前 に 座っ て 
静か に お 勉強 する 生徒 な ち , そし て 各 コ ン 
ピュ ー タ の 進行 状態 を モニ タ す る 先生 の 前 
の CRT 画面 。、 あ りき だ りな 近 未 来 想像 図 
の よう な イメ ー ジ だ ろう か 。 

実際 に を そう し た 方 式 を と っ て いる 教室 を 
見 学 し た こと も ある の だ が , な に か イマ イ 
チ の ら な い 印 象 な の だ 。「 開 発 」 あ し て いる 


写真 1 


も し 教室 に パソ コン が あれ ば 


教育 :AV(VA/・ 


コン ピュ ー タ 


宇佐 美 = 


学校 の 教室 の 中 に パソ コン が 見 られ る の も , そう 遠い 未来 の 話 で は な く 


な っ て き て いま す 。 現実 に, も うー 部 で は パソ コン 導入 を 決定 し て いる 学 


校 が あり ます 。 で も , は や く か らい われ て いる よう に , 現場 で パソ コン を 
どう 使う か 。 その 方 法論 が 一 番 の 問題 に な り ま す 。 私 た ち に と っ て も 身近 


な 「OCAI」 と いう 分 野 に つい て , 作者 と 一 緒 に 考え て み ま せ ん か " 


先生 方 の お 話 に よれ ば , 生徒 の 集中 力 が 増 
し た と か , 落ち こぼれ が 救 わ れ だ と か , < 
れ は それ で 有意 義 な 結果 が 出 て いる 。 だ が 
ば くら が コン ピュ ー タ を 使う , つま り 「AV 
に の と ЕС, 

教室 に 40 台 並ん だ 様子 を , も う 一 度 想像 
ETAS 9. と こそ て は 一 大 ひと する ジア 
ュー タ は , 先生 の コン ピュ ー タ に 直結 る され 
て いる 。 い っ て みれ ば , 長良 川 の 鵜飼 の よ 
うな 仕組 み に な っ て いる 。 デ ー タ の や り と 
り は , 生徒 と 先生 ほ と の 間 に は ある が , 生徒 
間 の 通信 は 考え られ て いな い 。 要する に こ 
れ は ネッ トワ ー ク で は な い 。 生徒 間 の 情報 
交換 (互い に お 教 を ん あう こと ) は , 直接 会 
ШЕЕ ЕО Зам 
まち 生徒 間 に デ ー タ を 交換 する シス テム を 
作り 上 げ る と ころ が 出 て くる か も し れ な い 。 
СЬ, な ん で 隣 の 机 に いる 友だち に 通信 し 
な けれ ば いけ な い の か 。 要 する に これ は 「 教 
室 」 と いう 場所 の 性 格 を を その まま に し て コ 
ンピュータ を 持ち 込 も うと する こと か らく 
る 不 自 然 きだ 。 

ぽく 6 の 前 に ある コン ピュ ー タ は 。「2 ッ パー 
ソナ ル 」 コ ンピュータ だ 。 個 人 が , 楽し ん 
だ 5 役立て た りす る だ た め の も の な の だ 。 教 
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室 と いう , みん な が 同じ 方 向 を 向い て 座 
っ て いる 場 に は , 似合わ な い 。 絵 が 動い た 
音楽 が が っ だ り し だ た ら , だ いだい 騒が し 
で て し よう が な い 。 きみ 居 ゲ ー ム や グラ ブ 
ィ ッ クス で 遊ぶ . こち ら の ほう が コン ピュ 
ー タ の 使い 方 と し て ,。 メイ ンス トリ ー ト な 
の で あっ て , 教育 に 使う 場合 も それ を 見 首 
うべ で き で ある , そう 自信 を 持っ て よい の だ 。 
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メデ イア ガ ら の アプ ロー チ 


AV を 勉強 に 役立て る , いち ば ん 身近 な 
も 5 の は テレ ビ の 教育 番組 だ ど 。 中 で も , 小学 
生 向 け の 理科 番組 は , ほとん どの 人 が 見 た 
こと が ある の で は な い だ ろ うか 。 数 年 前 か 
ら , を そこ で コン ピュ ー タ ・ ア ニ メ を 使い 始め 
た 。 当時 は , アニ メー ショ ン ・ ツ ー ル な どろ みろ 
( に な い 時 代 で , ハー ド は だ みみ ネー の ГУ 
ニ ピ ュー ター」 と いう 「Z8000」 を の せ た 専 
А 

「 植 物 の 成長 」 を 学習 する 場合 や 例 に と 
ろう 。 へ チマ な ら へ チマ の 芽 が 出 た 段階 を 
ビデ オォ で 見 せ て , それ が どん な 形態 で 伸び 
て ゆく の か , アニメ イ シ キー レーン の M ツ し 
て みる 。 ま っ すぐ で 伸び る ・ 横 に 広がる ・ 棒 
に 巻き つく な どい くつ か の 可能 性 を 見 せ て 
か ら , 実際 の 成長 の 様子 を 観察 する 。 お お 
むね そん な 内 容 ど っ た が, ここ まで だ っ た だ 
ら 普 通 の セル アニ メ で も で きる こと だ AR 
聴 者 の 子供 だ たち に は , コン ピュ ー タ ・ ア ニ 
メ は だ た だい へ ん 好評 どっ だ が )。 で は な ぜ コ 
ンピュータ を 使っ た のか 。 本当は も う ひ と 
つっ 先 の 段階 を 考え て いた の だ 。 


テレ ビ の メデ ィ ア で は どう し て も 情報 や 知 
識 を 一 方 的 に 送り つけ る だ け に な っ て し ま 
2 。 子供 た ち 自 身 が , 自然 の 中 に 法則 や 美 
し る を 発見 で きる 方 法 は な い の だ ろう か , 
これ が 制作 者 の 夢 で あり 悩み どっ た 。 そこ 
で 次 の 段階 _ ヘ へ チマ ィ の 例 で いう な ら 6, FA 
な ふう に 成長 する の か 一 人 ひと り が シミ ュ 
レー ショ ン を 作り , それ を 友だち の も の と 
比べ たり, 実際 の 観察 に よっ て 修正 し て い 
っ だ りす る 。 そし て , その る ま ざ ま な 思考 
経過 テレビ の 中 で 紹介 し た り , 質問 に 答 
た だ りす S, こう し お と ルル ラク スチ ィ ゲ 
な 教育 番組 」 を , 夢み て いた の で ある 。 残 
ФУ, わずか 数 年 前 は ハー ド , ソフ ト 
と も に これ は 夢 だ っ た の で ある 。 と ころ が , 
本 誌 の 特集 で も 紹介 し て いる 「PI」 の デモ 
ンス トレ ーション を 見 て 驚い て し まっ た 。 
種 か ら 花 が 咲く まで , 植物 の 成長 の シミ ュ 
レー ショ ン が 植物 図鑑 (デー タベース ) の 
“ЖЕСТ ый. + ЖЕШ 2465, 
「 ア ニ メ フ レー マー」 は, か つて の 専用 機 
より は る か に 簡単 に アニ メ を 生成 し て し ま 
2% 
教育 番組 の 「 夢 」 を 実現 する た め に は , 
これ ら に 「 通 信 」 を 加え れ ば 完璧 だ 。 し か 
し 間 題 は た うし た テク ノロ ジー 進歩 どけ に 
ある の で は な いこ と に 注意 し て ほし い 。 一 
方 的 に 流 る れる メデ ィ ア の 情報 に 対し て 受 
け 身 の 姿勢 に 吊 ら 5 さる れ て いる の で は な く , 
ぼく ら 6 の 好奇 心 を ひく オブ ジェ クト に 対し 
T, まだ 同じ 興味 を 持つ 人 た ちと イン タラ 
クティ ブ な 関係 を 持て る こと が , 新しい の 
だ 。 だ っ た 1 台 の パソ ュ コン で も , 外国 の 学 
校 の 子供 た ちと , アニ メ の 交換 が で きる 。 


し て いる 新しい 仲間 が いる か も し れ な い 。 
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世界 は 教科 書 の 目次 の よう に は 
で き て いな い 

テレ ビ で コン ピュ ー タ の 入門 番組 を 作る 
こと に な っ だ 。 ど ん な 内 容 に する か , いろ 
いろ 意見 が 出 て まとまら な い 。 お も いき っ 
<, MS-DOS の コマ ンド を 教え し る こと に し 
だ らい ちば ん 実用 的 な ん じゃ な いか な , と 
も 考え だ り じ た 。 

「 ひ と , コン ピュ ー タ に 会 う 」 と き の た 
め の 入 門 法 。 つま り 目 次 を 作る の は と っ て 
も 難し い 。 本 誌 の 読者 の よう に , すでに 出 


会 っ て し まっ た 人 に 聞い て も いろ いろ な 形 
が あっ だ た だ ろう 。 い まい ちば ん 普通 の 出 会 
い ぃ 方 と は , アプ リケーション を 利用 する と 
いう 形 に 違い な い 。 そ の 意味 で は , MS- 


DOS の コマ ンド を 勉強 し まし ょ うと いう 


の は , Клад. СВУ 
ーション の 使い 方 だ け わ か れ ば それ で いい 
か と も とい うと 、 も うう で も ない ゆず が だ 。 

アプ リケーション を 利用 する と いう こと 
は , デー タ を 作り 出し た 0 整理 し だ た りす る 
こと だ 。 そこ で の コン ピュ ー タ の 仕事 は デ 
ー タ ・ プ ロ セ シン グ で ある 。 人 間 の 仕事 は 
デー タ の 構造 (ここ で は ご 広い 意味 ) を 
決め た り , そこ か ら 新 し い 意 味 を 発見 する 
САЗЫ 

VA の 環境 で 興味 を 引く の は , 「PI」 の 持 
っ デー タ の 構造 だ 。 一 般 的 に は 「 ハ イ パ ー 
メデ ィ ア 」 と 呼ば れ て いる が , 文字 と AV 
を 一 緒 に 扱う デー タベース の 構造 は いま 
まで て 学校 で 習う 知識 の 構造 し は ずい ぶん 違 
5. 教科書 の 知識 し いう の は , いっ て みれ 
ば ツリ ー 状 の 階層 構造 に な っ て いる 。 は っ 
きり いっ て , 勉強 する ほう は つま ら な い 。 
強引 な 比較 で いう と , 地理 の 教科 書 と 「 な 
る ほど ・ ザ ・ ワ ー ル ド 」 の 違い みた だ いな も 
の だ 。 教科 書 の 目次 は , 項目 の 順番 (知識 
構造 ) を 守っ て 並べ さら れ て いる 。 LPL, 
現実 の 世界 に 対す る ぼく だ た ちの 興味 は あっ 
ちこ っ ち に 飛ぶ も の だ 。 ア フリ カ の 村 に 行 
っ だ ら , 面積 や 人 口 よ り も , 目 の 前 の 家 は 
どん な 材料 で 作ら れ て いる の か , BDH? 
て 不便 じゃ や ない の か , 中 に 入っ て みて 何人 
住ん で いる の か , どん な 料理 を 作っ て いる 
の か , こん な 食料 で は 人 口 が 増え た ら 6 大 変 
だ ろう な と いっ た 連想 の 流れ で その 土地 を 
理解 し て いく に 違い な い 。 

こう し た 知識 の あり 方 を , 今風 の いい 方 
で いう な ら 「 リ ゾー ム 」 状 の 構造 と 表現 し 
て お こう 。「 リ ゾー ム 」 と は 植物 の 根茎 の こ 
Е. 複雑 に か ら ま りあ っ て 伸び て いる 様子 
か ら の 連想 で , 固定 的 で は な い 変 動 する 現 
代 の 知識 の 状況 を 説明 する も の だ 。 も ちろ 
ん 「 ツ リー」 構 造 と の 対比 で 使わ れる 言葉 
だ 。 ぼ くだ た ち に と っ て の 知識 と か 好奇 心 , 
ある い は を そもそも AV と いう も の の 成り 
立ち が 「 リ ゾー ム 」 状 で ある こと は いう ま 
で も な い 。 パイン デイ アプ 入 そう し た 。 
時 代 の 知 的 要求 に よっ て 開発 る きれ た と いう 
必然 性 が ある の だ 。 
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コン ビュ ユ ュー タタ を 持つ て 街 へ 出 よ う 


最後 に これ まで に 紹介 し た キー ワー ド = 
パーソ ナル ・ イ ンタ ラク ティ ブ ・ リ ゾー ム 
を 思い 出し つつ , 少し 具体 的 な 提案 を 。 

物理 の 教育 番組 で , 実験 の シミ ュ レ ー シ 
ョ ン を 開発 し て いた こと が ある 。 か な り 面 
倒 な 計算 を 経て , 画面 を に а 粒子 の 軌跡 が 
描か が れ て いく の が 印象 的 どっ た 。 ア ニ メ フ 
レー マー で も, 数 値 入 力 で シミ ュ レ ー シ ョ 
ン が で きた ら 物 理 の 先生 は 大 喜び だ ろ 5, 
物理 の お 勉強 どけ の 話 で は な い 。 ゲ ー ム に 
応用 すれ ば , 学問 的 に 正確 な (た と えば 天 
文学 シミュ レー ショ ン ゲ ー ム が で きる 。 
イン タラ クティ ブ に 数 値 を 変え た れ ば , 天文 
少年 の マニ アッ ク な 趣味 に ぴっ た b , 

超 高 層 ビ ル や 都市 の シミ ュ レ ーション は , 
CG の 売り も の の ひと つ 。 た と えば 3DLogo 
の よう な ツー ル が あれ ば , まがり な り に も 
自分 で 作る こと は 可能 だ 。 その 場合 , 対象 
と し て 自分 の 住ん で いる 家 や 街並み を 取り 
上 げ て みて は どう だ ろう か 。 小 は 自分 の 部 
屋 の イン テリ ア か ら , 大 は 都市 景観 まで を 
れ ぞ れ の 人 の 興味 関心 で 作ら れ た 都市 空間 
デー タ が , 共有 る れ だ た だ たら, ぼく だ ちの 地域 
社会 に 対す る 見 方 が 変わ る か も し れ な い 。 
目 分 の 周り の 環境 が 名 か きる きれ そう に な っ だ た 
と き , 有力 な 助け に な る だ ろう 。 

「 学 問 」 の 楽し み と , ゲー ム の 楽し み は 
決し て 遠い も の で は な い 。 コ ンピュータ に 
よっ て を その間 に イン タフ ェ ー ス が 作ら れ た 
と いっ て も よい 。 だ だ を その 方 法 は , いま の 
と ころ 教室 の 中 と いう より は , いま コン ピ 
ュー タ で お も し ろ が っ て いる こと の 延長 か 
ら 生 まれ る は ず だ 。 
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ご 期待 に 応え て 
COSMOS 再 登場 


本 誌 No.2 に 掲載 され た 「COSMOS」 
は , お か げき まで 大 好評 を な いただく こと が 
で きま し た 。 読者 の みな る さん, ご 声援 あり 
$'L かま いま ん も ね だら 

みな さん か ら の アン ケー ト 葉 書き に, ГСО 
SMOS に 外部 コマ ンド を /」 と いう 有 要望 
が あり まし た だ た ので, No.3 で は 「COSMOS」 
の 外部 コマ ンド を いく つか サポ ー ト する こ 
たよ ます 。 

55, 筆者 は 当初 「COSMOS」 を 製作 す 
る 以前 に 。 こん な ふう た 考え ん えて いま し た 。 
ディ スク BASIC iz, ファ イル の 操作 が 不 
便 で す 。 だ と えば ファ イル を 複製 し た いと 
か , ファ イル の 中 身 ち ちょ っ と 見 て み だ い 
と いう と よき に 。 コマ ンド 一 発 で は 実行 で き 
$ А. 数 行 の り の BASIC プ ログ ラム を 組む 
Ут АРЕАЛ C Vv $ R.— а 
ィ リ ティ を 使う こよ と に な り ま す 。 まあ 。 £ 
' れ で も 大 し た 手間 で は あり ませ ん が … で も 
も し, そん な 作業 を 即座 に や っ て くれ る コ 
マン ド が あれ ば , 便利 で ある こと に 違い は 
あり ませ ん 。 

で は , そう いう 増設 コマ ンド を 作る と し 
25, どん な 形 で 「 増 設 」、 す べき で し ょ う 
2% ГВАЅІС を 便利 に する 」 の が 目的 で す 
か ら , 新しい 機能 の 追加 に 伴っ て 従来 の 機 
能 に 制限 を 与 を る よう に な っ て は 困り ます 。 
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@PC-8800 シ リー ズ 全 機種 対応 
MS-DOSORRET1ZIBASICT 


COSMOS 


第 一 に , プロ グラ ム の 置き 場所 で す 。 š 
と も に マン シン 語 領域 に ゲ プログラム を 置い て 
し まっ て は 。 ほか の マシ ン 語 プロ グラ ム が 
走ら な 《 な っ て し まい あま 。 

第 二 に , プロ グラ ム の 大 きる で す 。V1/ 
V2 モ ー ド の メイ ン ВАМ は 余裕 た っ ぷり 
だ と は 言え を ませ ん 。 フ リー エリ ア の 減少 は 
必要 最小 限 に と ど め る で き で す 。 を そこ で 1 
番 無 難 な の は , ВАМ 上 の ディ スク コー ド 
の 直後 に , 必要 な と き に 必要 な だ け の 領域 
を 確保 し て 増設 プロ グラ ム を 置き , 走ら せ 
る 形 で す 。 

これ は MS-DOS > IDOS で いう 「 外 部 
コマ ンド 」 に 相当 し ます 。「 フ ァイル 操作 を 
簡潔 に し よう 」 と いう の も , MS-DOS や 
IDOS を 意識 し て の こと で すか ら , それ で 
は つい で に TI/O リ ダイ レク ト や ディ スク 
タイ プ の 互換 性 も 取り 入れ て , DOS ライ ク 
な ツー カル 作ろ 2。 。 も いう こと に な かり , 
COSMOS の 構想 が 決ま り ま し た 。 

IT, 作り 始め た も の の , だ くき ん の 外 
部 コマ ンド を サポ ー ト する 時 間 が な く 〈 Т, 
No.2 で は 実質 的 に 「 フ ァイル の 複写 」 し か 
実現 で きま せん で し た 。 


W COSMOS の 
将来 を 考え る 


そこ で 今回 , COSMOS の 続き を 作る こ 
と に な り ま し た が , 今後 COSMOS ЖЕ 5 
し た だ も の か , は た と 考え まし た 。。No:2 て は 


「 目 標 は MS-DOS」 な ど と 威勢 の いい こと 
を 書き まし だ た が, 本当 を 言う と DOS の 特 
微 と いう の は ファ イル 操作 の よる だ け で は 
な く ,「 ア プリ ケー ショ ン の 作り や する き 」 と 
いう も の も ある の で す 。 と ころ が COS 
MOS で は ,「 ア プリ ケー ショ ン を 作り や す 
い 構造 」 に で き な い 事情 が あり , その だ め 
に シス テム の 将来 性 , 発展 性 が 頭打ち に な 
っ て L. k 3 Gy K. 

も っ と ちゃ ん と 言い まし ょ う 。DOS は る 
も を も 「 異 な る 機種 で 入出 力 の 方 式 を 統一 
する 」 の が ね らい 目 で す 。 それ は 実際 に は 
シス テム ファ ンク ショ ンコ ー ル と いう , Ж 
機種 闘 で 共通 の 動作 を する サブ ルー チン 和 群 
を 整備 する こと で 実現 ュ きれ て いま す 。 これ 
に よる 副作用 で , 
プリ ンタ な ど と の 入出 力 が 簡単 明瞭 に 行え 
АС. ИФ. Ох 
ステ ムコ ー ル を 利用 し て , DOS 上 で 動く プ 


зим м.ж 


ログ ラム を 作る こと が 容易 に な っ て いる の 


+. 

を の 点 COSMOS で は どう か と いう と , 
まず 何より も フリ ー エ リア を 減ら し だ 〈 く な 
い 。 し っ か り し た シス テム コー ル を 整備 す 
る と , それ な り の 大 きる に な り ま すか ら , 
フリ ー エ リア が ご っ そり 減っ て し まい ます 。 

それ で 不 本 意 な が ら , 当面 は と ステ ムコ 
ー ル を 整備 し な いこ と に し ます 。 こ れ は 
No.2 で も 述べ て お きま し だ た だ 。 

き て シス テム コー ル を 設置 し な い ょ する 
と , 入出 力 関係 は すべ て ROM 内 ルー チン 


を 使用 する こと に な り ま す 。ROM 内 ルー 
チン を 使用 する に は それ な り の 作法 が あっ 
<, ひと 言 で 言え ば 類 雑 な 作業 で す 。 

КОМ 内 ルー チン を 使い こなす 類 雑 な 技 
術 が 「 ひ と 昔 前 まで は 高等 技術 と 呼ば れ て 
ぃ い だ 」 の だ そう で す 。 現在 で は 一 般 的 に と ど 
うか と いう と , DOS が 普及 し て お り , 厄介 
な ROM 内 ルー チン な ど を 使わ な く て も 簡 
Жа 2 DOS の シス テム コー ル を 使う こ 
と が で きる の で す 。 

kE Ve 9: 2 Е, СОМОВ < 777 
リケーション を 作ろ うす る と , КЕННИ 
逆 も どり し て , 忘れ られ だ テク ニッ ク を 再 
び 使 用 する こと に な り ま す 。 

みな さる ん か ら の お 便り に ,「 外 部 コマ ンド 
の 作り 方 を 紹介 し て ほし い 」 と いう も の も 
あり まし た が , 上 記 の 事情 を 考え る と , 読 
者 に 外部 コマ ンド を 作っ て も ら う こと は 教 
育 効 果 上 よく あり ませ ん 。COSMOS 上 で 
動く アプ リケーション を 作る た め の 技 術 は , 
も は や ほか へ の 応用 が きか な いか ら で す 。 
読者 が 時 代 遅 れ な 苦労 を し て COSMOS の 
外部 コマ ンド を 作っ て も , それ が 将来 の た 
め に 有効 な 経験 し は な り 得 な い の で す 。 

説明 が 大 変 長 く な っ て し まい まし た だ が, 
こざ で 言い た が ゃ も なめ の は 人選 の さと で す 。 С 
OSMOS の 外部 コマ ンド の 作成 は , 当分 作 
者 が 面倒 を みる こと に し て , 作成 方 法 の 親 
切な 公開 は いた し ませ ん 。 害 あっ て 利 な し 
と 思わ れる か ら で す 。 

COSMOS の 当面 の 目標 は 。 ディ スク 
BASIC の ファ イル 操作 を 手軽 に する こと 
に 限り ます 。 つ まり , COSMOS 上 で 走る 大 
き な ユ ー テ ィ イリ ティ の 作成 や , 作成 に 必要 
な 情報 の 公開 は 予定 ひい た し ませ ん 。COS 
MOS 上 に 大 き な ア プリ ケー ショ ン を 載せ 
よう と いう 企 て が 生じ な いよ うに する だめ 
で す 。 を その 理由 は , 先 に 述べ た よう に COS 
MOS の アー キテ クチ ャ か ら 考 える と 効率 
の 悪い 企 て で ある と 思わ れる か ら で す 。 

し か し , この 作者 の 考え は あま り に 非 建 
設 的 で ある と も 言え を る で し ょ う 。 こ の あ た 
り の 構想 に 関し て は みな る ん か ら の ご 意見 
を お 待ち し て お り ま す 。 


| 必要 な シス テム 


PC-8800 シ リー ズ 全 機種 の , V1/V2 モ ー 


ド の N88-BASIC Disk version で 使用 可 
ВЕ, 日 本 語 ВАЗ С T t +]. . 


※ リ スト の 打ち 込み 方 


①N 88- BASIC V1/V2 モ ー ド の DIS 
К BASIC を 起動 し . 
How many files (0-15) ? 
に は RETURN キー を 押し ます 
©) CLEAR, & HBFFF О 
MON Q 
EC000 © 
を 実生 し て さて だ る きい 
ФТХКГЖАУРОТК375 с. ROLL 
ОР, DOWN キー で 画面 を スク ロー ル さ る 
せる こと が で きま す 
④ 打 ち 込 み が 終 わっ た ら 6, ESC キ ー, CTRL 
-B キー を 押し て BASIC に も どり ます 
上 記 手 順 ② か ら ①④① ま で は , 内 蔵 モ ニタ を 
使用 する 場合 の 操作 で す 。 本 誌 No.2 88 ペ 
ー ジ , まだ は Oh!PC 2 月 号 222 ペ ー ジ に 
掲載 され た 大 島 篤 きる ん の メモ リエ ディ タ を 
使用 する と , リス ト を 打ち 込み な が ら チ ェ 
ッ ク サ ム を 確認 で き て 大 変 便利 で す 。 上 記 
手順 ② か ら ④ ま で に 相当 する 操作 に つい て 
$, Oh ! PC 2 月 号 を 参照 し て くだ きい 。 
© BSAVE "INCLD. СОМ”, 
& НС000, & H35D 〇 の 
を 実行 し て セー プ し て くだ きる い 。 274 
ル 名 に は 必ず 大 文字 を 使っ て くだ きい 
@K5E%S ЛОХ е) => 4 Z li 
Oh ! PC 月 号 184 ペ ー ジ に 掲載 され た 
統一 チェ ッ ク サ ム プ ログ ラム を 使用 し て 
リス ト 1 の チェ ッ ク サ ム と 比較 し , 打ち 
込み ミス が な いか 確認 し て くだ きい 
⑦ 同 様 に し て , リス ト 2 以降 も 打ち 込ん で 
セー ブ し で て 《 だ さい 。 
リス ト 2 は, 


に 


コマ ンド モジ ユー ル の 規約 


: 先頭 6 バイ ト ( 第 2 号 85 ペ ー ジ 図 2 ) に 続い て 


BSAVE "TYPE. СОМ”, 
& НС000, & H37D Q 
サス ト 3 は, 
BSAVE "DUMP. СОМ”, 
& HC000, & H38F (2 
リス ト 4 は , 
BSAVE ”ЕС. СОМ”, 
& НС000, & HA20 22 
で セー ブ し て くだ きい 


コマ ンド の 使い 方 


© INCLD (外部 コマ ンド ) 
[機能 ] 外部 コマ ンド を ディ スク か ら 本 体 
へ 取り 込み , 内 部 コマ ンド に する 
[書式 ] INCLD [< コマ ンド 名 >] 
INCLD [< モジ ュー ル 名 >] 
外部 コマ ンド を 頻繁 に 使う と き , COS 
MOS は コマ ンド 呼び 出し の た びに ディ イス 
ク を アク セス する た だ ため, それ だ け 和 無駄 な 時 
間 を 費やし ます 。 ま た だ, 外部 コマ ンド を 使 
用 し て 処理 を 行い た い の だ けれ ど , 処理 し 
た だ たい ディ スク に 外部 コマ ンド が 収録 され て 
いな いと き が あり ます 。 

を ん な と き に は , いっ た ん 外部 コマ ンド 
を 本 体 RAM 上 ヘ ロ ー ド し , 内 部 コマ ンド 
とら や も で ジス テバ に ボン みみ じ で いま: いま 0 は 
う 。 を そう すれ ば , を その コマ ンド は 他 の 
BASIC ス テー トメ ント や COSMOS の 内 
者 コマ ンド と 回 本 。 ディ スク プア クタ セス な と 


な し に 点火 一 発 で 作動 する よう に な り ま す 。 


例 INCLD "FCOPY の 
ほす る と 、 コ タン ドラ ァイル ГЕСОРҮ. 
COM」 を 取り AA み ます 。 | о 

VER の 
を 実行 する と , 取り 込ん だ コマ ンド の コマ 
ンド 名 も 内 部 コマ ンド の ひと つと し て 表示 
され る を よう に な が paj q 


.%%%Шее%ееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееее 


| リー ダー 名 > | [clojm| — saz Faa» |. ЕЕ 


バー ジョ ン ナ ン バ ー( な く て も よい ) 


vya еее... 


| コマ ンド 名 n> | (тајне 


と くに , 1 コマ ンド 1 モジ ュー ル の と き , 先頭 6 バイ ト に 続い て 


‹атука› |. |с|о|м] |1]. |х 


Б 
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TEETE @ 6 ооо ооо @ ⑥ оо ооо ооо оо ооо ооо соо ооо осо の の @ の ら の の も や や や も ооо 


ラリ ー エ の 許す 限り いく つ で も コマ 
АЕС 
取り 込ん だ ビ コ マ ンド ファ イル は , ЖЖ 
“> EXCLD コマ ンド に よっ て 切り 離す 
Се $ T; 
今後 、 あ る ひと つの 外部 コマ ンド ファ イ 
ル の 中 に は , 複数 の コマ ンド 処理 ルー チン 
が 収め られ て いて も よい , と いう 約束 を 設 
け ま す 。 こ の よう に 複数 の ユマ ンド が 収め 
られ だ ファ イル を 「 コ マン ドモ ジュ ー ル 」 
Ел. 


INCLD コマ ンド 自身 は 外部 コマ ンド で 
す が , 実行 と 同時 に まず INCLD.COM と 
いう コマ ンド モジ ュー ル 自 身 を 内 部 コマ ン 
ド と し て 取り 込み ます 。 し か る の ち 指 定 る 


れ だ は ほか の 外部 モジ ュー ル を 取り 込み ます 。 


INCLD.COM と いう モジ ュー ル に は , 
INCLD 
EXCLD 
の ふ だ つ の コマ ンド が 入っ て いて , これ ら 
は INCLD コマ ンド の 実行 と 同時 に リン ク 
る れ ま す 。 


年 We эрч RRN 


すでに 取り X 
重複 し て 取り 込ま れる こと は あり ませ ん 。 
まだ , 重複 し て 取り 込 も うと し た と き に も 

ー は 出 ま せん 。 単に 無視 る れ ま す 。 


@ EXCLD (外部 コマ ンド ) | 
[機能 ] INCLD ュ マ ンド で 取り 込ん だ モ 
ジュ ー ル を 切り 離す 
[書式 ] EXCLD [ : < 文字 変数 >] 
あま り 多 〈 く の 外部 モジ ュー ル を 取り 込む 
と フリ ー エ リア が 減っ て , 他 の プロ グラ ム 
の 実行 に 差し 支え を ます 。EXCLD は , 取 り 込 


ん だ モジ ュー ル を 切り 捨て る コマ ンド で す 。 


取り 込ま れ て いる モジ ュー ル の うち , 一 
番 新 し く 取 り 込 ん ども の を ひと つつ 切り 離し 
ます 。 実 行 後 、 く 文字 変数 > に は 切り 離し た 
н к. (拡張 子 な し ) が 入り ます 。 
м コマ ンド 「 *COPY | が 内 部 コマ ンド 
よし て 取り 込ま れ て いる 状態 か ら 
EXCLD ` ;А$@ 
рте, 「FCOPY」 が 切 b BES N, A$ に 
は コマ ンド 名 FOOPY' が 入り ます 。 ` 
モジ ュー ル 「INCLD. COM」( コ マン ド 


120 


INCLD コマ ンド が . 
取り 込む の は 「 コ マン ドモ ジュ ー ル 」 で す 。 


INCLD, EXCLD) を 切り 離す こと は で き 
ませ ん 。 

切り 離す モジ ュー ル が な いし とき,< 文 字 変 
数 > に は ヌル スト リン グ (””) が 入り ま 
%% 

Г; く 文字 変数 >」 を 省略 する と , 単に モ 
ジュ ー ル を ひと 切り 離し ます 。 切り 離す 
モジ ュー ル が な いと き 。 何 も 行い ませ ん 。 

く 文 字 変数 > の 前 に 置く セミ コロ ン (:) に 
つい て は ひと言 駅 っ て お おき ます 。- 今後 , どの 
よう な コマ ンド に せよ COSMOS ату 
ド の パラ メー タ は ,。 こん な ふう に 設定 する 
= > А СУТ, 

< コマ ンド 名 > < 与 を る パラ メー タ >〉 
‚ < 受け 取る パラメータ > 

(た だ たとえば, EATA, В%;С, D$ と いう 書 
式 の EAT と いう コマ ンド が あっ た と する 
L, 数 値 A と 文字 列 B$ を 与え て コマ ンド 
を 実行 し , 結果 を C, D$ で 受け 取る こと を 
示し ます ) 

EXCLD コマ ンド で は , 与え を る パラ メー 
タタ は な く て,「 何 と いう モジ ュー ル を 離し た 
か 」 を < 文字 変数 > で 受け 取る だ け で すか 
5, 先 に 示し だ よう に パラ メー タ が セ も ミコ 
ロン で 始ま る こと に な り ま す 。 

АТСЫЗ ЫРЫ と か あえ た ず 
や っ て みて , 都合 が 悪い と 分 か れ ば あと で 
У И ЕЧ А 


@ T YPE (外部 コマ ンド ) 
[機能 ] テキ スト ファ イル の 内 容 を 表示 す 
る 
[書式 ] TYPE < ファ イル 名 > 
[, < 開始 行 >, Т, < ス イッ チ >] 


スイ ッ チ М 行 番号 つき で 表示 する 
д.4 S タブ っ スペ ー ス 変換 


スイ ッ チ NS( ま た は SN) 上 記 の 複合 
標準 テキ スト ファ イル (ASCI モー ブ き る 

れ た BASIC プ ゲロ グラ ム フ ァ イル , 1 行 ず 

つ 「PRINT#」 文 で 書き 出さ れ た ファ イ 

м, IMSE FDA УА 

ト フ ァイル ) の 内 容 を 表示 し ます 。 

例 ASCII モ セーブ し た BASIC プロ グラ 
ム 「PROG」 の 内 容 を 表示 する に は , 
ТҮРЕ "PROG' 〇 の 

を 実行 し ます 。 

行 単位 で ファ イル の 途中 を 表示 させ る こ 

と も で きま す 。 行 数 指定 の し か た は MID$ 

関数 に 与 を る パラ メー タ に 相似 で す 。 


を 実行 tèr —Ç 
STDOUT コマ ンド と の 組み 合わ せ に よ 
0, ファ イル の 途中 を 抜き 出し て 新た に フ 
ァイル を 作る こと な ど が で きま す 。 
例 STDOUT "PART":TYPE _ 
"РЕОС”, 12, 4O 
з. 7744 
o 
STDOUT "ГР 
"PROGO oS 
と も すると, ラファ イル 「PROG」 の P 
52 
スイ ッ チ 「N」 を つけ る と, 行 番号 つき で 
表示 し ます 。 
s TYPE "PROC 
TYPE ”PROG ーー 
руат る 空白 が , テキ スト ファ 
イル 内 部 で タブ コー ド (コー ド 9) に 変わ 
っ て いる と き ,。 スイ ッ チ 「S」 を つけ る と 空 
НФР у Е ВАРО, 
Я | 示 


в, | —Ç 
STDOUT ТРТ: ТҮГЕ 
"(ファ イル 名 )”,、,S( — _ 
СЕСЕ СРЕ 

スイ ッ チ N ヒ と S を 両方 つけ る こ ょ が で 
きま す 。 
Я ТҮРЕ "PROG”, ,, SN: 

ТУРЕ "PROC, 


@ DUMP (外部 コマ ンド ) 

[機能 ] ファ イル の 内 容 を 16 進 数 と ASCII 
キャ ラク タ の ダン プリ スト で 表示 
する 

[書式 ] DUMP < ファ イル 名 > [, < 開始 と 
ュー ド >, < レコ ュー ド 数 | 

ファ イル の 内 容 を ダン プリ スト で 表示 し 


ます 。16 進 数 の ダン プリ スト と ASCI ダン 
プ と を あわ せ て 表示 し ます 。 


ер а т телеу; Р З түра қ А в; 
途中 の ダン プリ スト を 表示 る きせ る こと も で 


@ FC (外部 コマ ンド ) 
[機能 ] ファ イル を 比較 する 
[書式 ] FC < ファ イル 名 1 > 
Уем У |, ТІ 
(スイ ッ チ エ T は 。 テキ スト と し て 行 単位 
の 比較 を 指定 する 。 通常 は バイ ト 単 位 で 
比較 する ) 
ファ イル を 比較 し て , 次 の メッ セー ジ を 
表示 し ます (内 容 が 異な っ て いれ ば 異な る 
部 分 の 内 容 も 表示 し ます )。 
ЕС: No difference. 
… フ ァイル の 違い は 見 つか ら な い 
FC:XXXXX different byte ($). 
… 異 な る デー タ の バイ ト 数 は XXXXX 
ЕС: ХХХХХ different line ($). 
… 異 な る テキ スト の 行 数 は ХХХХХ 
ЕС: Different number of records. 
… フ ァイル の レコ ー ド 数 が 異な る 
FC : Different number of lines. 
ти ый ada 2 


Ё таш. 7 7 dn ж а )/ T 
を バイ ト 単 位 で 比較 1 
Жш 
ктш, 


COSMOS 
テク ニニ カル ノー ト 


内 部 に 関す る 取り 決め な ど は あま り 詳 し 


く は 書き ませ ん が , 公開 し て お くべ きだ と 


忌 われ る こと の み 簡 単に 示し て お きま す 。 


こ に 書か れ た 内容 は , 通常 の 使用 に 際 し 
は 読む 必要 は あり ませ ん 。 


@ コ マン ドモ ジュ ユール 

ひと つの コマ ンド ファ イル に 複数 の ユマ 
ンド 処理 ルー チン を 収め た 「 コ マン ドモ ジ 
ュー ル 」 に つい て の 規約 を 示し ます 。 

モジ ュー ル の 中 で 代表 格 し な る コマ ンド 
を そこ で は TIAR ej と 呼ぶ こと に し ょ 
す 。 リー ダー の コマ ンド 名 を モジ ュー ル の 
呼び 名 と し , それ に 拡張 子 「.COM」 を つけ 
だ も の を ファ イル 名 と し ます 。 

リー ダー の エン トリ アド レス は モジ ュー 
ル の トッ プア ドレ ス と し ます 。 

INCLD で 取り 込む こと な し に , 通常 の 
外部 コマ ンド と し て も 実行 どき る の は リー 
ダー だ け で す 。 その他 の モジ ュー ル 内 コマ 
ンド は , INCLD で モジ ュー ル ご と 取り 込 
ん で 初め て 実行 可能 た と なり ま す 。 

外部 コマ ンド の フォ ー マ ッ ト と し て , 
No.2 85 ペ ー ジ 図 2 に は 先頭 6 バイ ト の 規 
定 が 示し て あり まし た 。 今回 は これ に コマ 


リス ト 1 


ンド 名 の 登録 に 関す る 規定 を 追加 し ます 。 
コマ ンド ファ イル の 先頭 6 バイ ト に 続い 
T, リー ダー 名 と , その 他 の コマ ンド の 名 
前 / エ ント リア ドレ ス を 並べ ます ( 図 1)。 
図 1 に 示し た の は モジ ュー ル の 先頭 部 分 
で す 。 こ の 部 分 は , モジ ュー ル が INCLD = 


マン ド て 取り 込ま れ だ た と き に 書き 換え られ . 


ЕЕ» 
5, この 部 分 を モジ ュー ル 中 の ルー チン が か 
5 参照 し た り 書 き 換 えた だ た だり し て は いけ まそ せ 
ん (ディ スク 上 の ファ イル の 内 容 が 書き 換 
えら れる の で は あり ませ ん )。 


COSMOS に 関す る ご 意見 。 ご 要望 を お 
人 待ち し て お ぉ おり ます 。 筆 者 の 構想 力 だ け で は 
この ツー ル を 最良 の 状態 に 構築 し て いく こ 
と が で きま せん 。 
定め た 約束 ご と な ども , みな さん の 指摘 に 
ょ っ て は 変更 。 改良 を 行い ます 。 どしどし 
お 便り を お 寄せ くだ さい 。 


INCLD. COM 


C100 : 22 FC CO 11 
C110 : 4B FC CO 79 
С120 : 28 10 ЕЕ 2F 
C130 : 20 Е4 ЗЕ ЕЕ 
С140 : C2 01 ЕВ 73 
С150 : ЗЕ 07 CD 23 
С160 : 23 С2 CD 35 


С170 + 2А 1F EB В7 Е 


C180 : 21 00 00 ЕВ 


121 


— 


今回 む よ び 前 回 No.2 で 


С280 22 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 22 
C290 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
СЗАО 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 


リス ト 2 TYPE.COM 


ADRS : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В +С +D +E +F :SUM 


а а» ез өз ша а» өй а өз s < hi. «қ ко йр днб мр ло ир № «бай ес аб е» «м «әм ар аш и» аф р ғ» i... «о МӘ жә «з ыз аз «эз» py сз ар 0 ы 


C200 : 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 СВ СІ С5 DS Е5 : IB 
C210 : CD ЗЕ СІ СА АЕ 03 ЗЕ 02 CD 85 СІ 32 С4 С2 ЕІ Е5 : 79 
C220 : Е5 21 ВЗ C2 ED 5B ОВ С2 CD 4С С2 21 BS С2 Зр 28 : 7B 
С230 : 03 21 BG С2 CD АС С2 21 ВЕ С2 CD АС С2 21 C9 СІ : 9F 
C240 : 07 CD 98 47 Fl Е! DI СІ ЗА С4 С2 С9 С5 4E 23 06 : АС 
С250 : 00 Ер ВО СІ CO GS 05 Е5 Е5 32 С4 С2 21 СІ С2 07 : СЕ 
С260 : CD 04 4B Fl Е! Dl СІ С9 С5 05 Е5 32 СВ С2 21 C7 : ТЕ 
С270 : С2 СЫ D3 11 2A 41 ЕС ЕІ р1 СІ С9 2А 7F ЕС 5F 16 : 20 
С280 : 00 19 19 CD TF Сі С9 D5 Е5 Е5 CD 7В С2 23 23 23 : 2A 
С290 : 23 Fl ТЕ Е! 01 С9 С5 05 Е5 32 01 C2 22 05 С2 21 : ЗВ 
С2А0 : СЕ C2 D7 CD 98 71 F1 F5 CD 7B С2 11 09 00 19 Е! : 51 


リス トス FC.COM 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


C700-CÇ?PF г... ALL. ОО] 


ADRS : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +А +В +С +0 ФЕ +Е :SUM 
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N 
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о 
о 
го 
сл 
[т] 
о 
г 
о 
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о 
с 
о 
го 
я 
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Ф PC-8801R/H/A 対 応 


TO 


あな た の 部 屋 に も 環境 音楽 を 
` 


BACH 管 弦楽 デモ ンス トレ ーション 


前 号 で 掲載 し だ 「 環 境 音 楽 プ ログ ラム 」 は 大 変 好 
評 で し だ 。 や は の , 誰 も が PC-88OO シリ ー ズ の 
FM 音源 を 活用 し て , いい 音楽 を いい 音 で 聞き だ い 
と 思 つ て いる 結果 の 現れ だ と いう こと で し よう 。 前 


С) 大 好評 「 環 境 音楽 


「 あ な だ の 部 屋 に も 環境 音楽 を 」 と , 前 
回 BACH 管弦 楽 デ モン スト レー ショ ン の 
音楽 デー タ 部 分 を 紹介 し まし た が , 今回 は 
それ を 演奏 する プロ グラ ム を 紹介 し ます 。 
BGM (ミッ ク グ ラウ ンド ミュ ー ジ ッ ク ), 
ВСУ (バッ ク グ ラウ ンド ビデ オォ ) と いっ た だ 
言葉 が 一 般 的 に な っ て し まう ほど, 最近 の 
AV 機器 の 普及 や 環境 の 充実 に は 目 を 見 張 
る も の が あり ます 。 あ な た だ の 88 も AV 機器 
の 仲間 入り を る せ て み ま せ ん か ? 


環境 音楽 
プロ グ ブラム 論 そ の ぞ 


先日 , レコ ー ド 店 に 出かけ て 「 交 響 楽 
ж тїш x  ; @ GSD4P Jt-2 $ U 
だ S F 342 G spt. АР 
ラ 風 に アレ ンジ し て いる (な ん と 演奏 は 
NHK 交響 楽団 / ) も の な の で す が , ゲー 
ム 中 に 流れ て いる BGM も フル ー ト オー ケ 
スト ラ で 演奏 する と こう も イメ ー ジ が 違う 
も の か と ビッ クリ 。 

結構 , 堂々 た し た クラ シッ ク 音 楽に 聞こ 
えて し まい ます 。 部 屋 に や っ て きだ た だ 友人 に 
開か せる と 「 へ え , クラ シッ ク と は いい 趣 
味 し て る じゃ な い 。 ところで, これ っ て モ 
ー ツ テル ト 7 yk. の だ まわ っ て お られ ま 
し た の て が や い 二 ペー ドー の ヴ の ュ ン が 1 
と 答え て お きま し だ けれ ど と 。 

мс, 普段 オー ケス トラ な ど で 聞 き 人 慣れ 
て いる 曲 を デジ タル 楽器 で 聞い て みる の も 
お も し ろ い も の で す 。 最近 の パパ ソコ ユン で は 


I24 


音楽 機能 に 力 を 入れ て いる も の が 多く 〈, Ж 
構い い 音 を 聞か せ て くれ ます 。 と くに PC- 
8800 シリ ー ズ は FM 音源 内 蔵 で す の で , 2 
れ を 積極 的 に 活用 し な い 手 は あり ませ ん 。 
キー ボー ド に 触れ な いと き は パソ コン に 
BGM を 演奏 る きせ て みよ う , と いう の が 環 
境 音 楽 な ら ぬ , 環境 音楽 プ ブロ グラ ム 。 あ な 
だ の マシ ン も AV 機器 へ 仲間 入り る せ て 
あ ぼ ま しょう 。 

と いう わけ で , 前 号 で お 約束 し まし た だ と 
お り , 今回 は 「BACH 管弦 楽 デ モン スト レ 
ーション 」 を 演奏 する プロ グラ ム を 紹介 し 
ます 。 こ の プロ グラ ム は 文化 祭 へ の 出展 を 
目的 に バッ ハ の 「 管 弦楽 組曲 第 3 番 」 を 環 
境 音楽 プ デ ロ グラ ム に アレ ンジ し だ も の で す 。 
原 曲 が 長い の で , 音楽 デー タ の 中 か ら 必 要 
な 部 分 どけ を 読み 込ん で いく 方 法 を 取っ て 
いま す 。 

まだ た だ 各 楽章 が 始ま る 前 に , それ ぞ れ の 音 
楽 の 説明 が 表示 きれ ます 。 こ れ は ハー ドコ 
ビー で 打ち 出す こと も で きま す の で , 音楽 
と 一 緒 に お 楽し みく だ さい 。 


O 必要 な ハー ドウ エア 


D PC-8800 シリ ー ズ で , V2 モー ド の DIS 
К BASIC が 動く も の 。 ディ スク ドラ イ 
ブ が 最低 1 台 は 必要 

② 前 回 使用 し だ た フロッピー を 今回 も 使い 
ます 。 ブログ ラッ ム 保存 用 1 枚 , デー タ 保 
存 用 1 枚 で す 。 な お , 前回, シス テム 用 
に も う 1 枚 必要 で す と 書き まし た が , こ 
の フロ ッ ピ ー は , 必要 あり ませ ん 

③ アン グ と を と スピー カー( だ だ し , - い い 埋 を 


号 で お 約束 し だ とおり, この プロ プラ ム は 演奏 部 分 
と 音楽 デー タ に 分 お れ て いる だ め , 今回 は 音楽 デー 
タダ の リス ト を 掲載 し, 完結 する ご こと に し ます 。 
BACH の 重厚 な 音色 を 存 分 に 楽し ん で くだ さい 。 


小林 大 二 O 


楽し み だ い 人 は ) 

も ちろ ん , 88 内 蔵 の スピ ー カ ー だ け で 
も 演奏 は 可能 で す が , 手 持ち の コン ポ や 
ラジ カセ も な どの AV 機器 に 接続 する と, 
ょ り 厚 み の あ る 音 を 楽し むこ と が で き 
$3. АУ 機器 に グラ フィ ッ ク イ コラ イ 
ザ が ある 場合 は , 各 楽器 の 大 きき や 音 
を 変え て みて も お も し ろ い で す よ 。 


プロ グラ ム の 入力 と 

漢字 デー タ の 作成 

D BASIC モ ー ド 切り 替え を スイッチ を 
「V2」 に し て 電源 を 入れ ます 。V2 モー 
ド の な い PC-8800 シ リー ズ で は 実行 で 
きま せん 

©) "Нож many files ? "へ の 設定 は , 

6 の 

を 入力 し て くだ るい 

@ 漢字 デー タ 作 成 プ ログ ラム (リス ト 
1-7) を 1 つ ず つっ 入力 し ます 。 入力 が 終 
わっ た だ たら , 各 リス ト の 10 行 に ある ファ イ 
ル 名 で , プ ログラム 保存 用 の フロ ッ ピ ー 
に セー ブ し て くだ さい 

Ф 次 に , デー タ 保 在 用 の フロ ッ ピ ー を ドラ 
イプ 1 に 入れ て , RUN⑦ と 入力 し ま 
3. OK が 出れ ば 漢字 デー タ の ファ イル 
の 作成 は 完了 で す 。 あ と は , 1 つの プロ 
グラ ム の 入力 ご と に ③ と ④ の 操作 を 繰 
り 返 し ます 

⑤ リス ト 8 を 入力 し ます 。 入 力 が 終わ っ た 
ら ブ ログ ラム 保 存 用 の フロ ッ ピ ー と , デ 
ー タ 保存 用 の 両方 に . リ スト 10 行 に ある 
ファ イル 名 で セー ブ し ます 

© リス ト 1 リス ト 12 を 入力 する た びに , 


③-⑤ の 手順 を 繰り 返し ます 
D 演奏 プロ グラ ム (リス ト 13) を 入力 し ま 

ТАБ, 

ЅАУЕ ”Маіпта. М88” © 

т, жел СИ, 

プロ グラ ム を 入力 する と き に , DATA х 
の な か の 英字 の 大 文字 と 小文字 を 間違え な 
ео тер 5 も な いも 。 > 
ログ ラム が 正しく 動き ませ ん 。 


С) プロ グラ ム の 実行 


Ф 演奏 アロ グラ ム と 音楽 デ ゲー タ と 漢字 デ 
ー タ の 入っ た データ 保存 用 フロ ッ ピ ー を ド 
ライ ブ 1 に 入れ ます 
© КОМ "Mainmd. М88” О) 

で プロ グラ ムッ 実行 で す 
③ 始め に , 

Select Number 1/2 ! 


СЧА Other Printer 

と 表示 きれ ます 。 これ は , 説明 文 を 打ち 
出す と き に , どの 種類 の プリ ンタ が 接続 き 
れ て いる か 指定 する も の で す 。 漢字 プリ ン 
タ が 接続 きれ て いる と き は 1 を , それ 以外 
の プリ ンタ , まだ は 説明 文 を 打ち 出る な い 
と き は 2 を 選択 し て くだ きい 
Ф タイ トル が 表示 る れ ま す 。RETURN キ 
ー で 次 に 進み ます 
@ バッ ハ の プロ フィ ー ル と 演奏 曲 の 説明 
が 表示 きれ ます | 

По you want to сору this explanation 
(у/п) ? 

が 表示 る れ た ら , 説 明文 を プリ ンタ に 打 
ち 出 す と き は 「Y」, 打ち 出 き ない とき は 
「N」 を 押し て くだ るい 。 こ れ は 以後 の 説明 
文 の と きも 同様 で す 

© 各 楽 章 の 説明 文 の 表示 後 , 演奏 が 始ま り 
ます 。 メ ッ セ ー ジ が 表示 る れ て も 一 定時 間 キ ー 


(0 全 楽 章 演 奏し た ら 6, 最初 に も どり ます 。 
プ ブログ ラム を 中 止 する 場合 は , НЕГР キー 
まだ は 説明 キー を 押し て くだ さき るい 


FM 音源 を 
も つと 活用 し よう 


こう いっ た デモ ンス トレ ーション を 作っ 
て 学校 の 文化 祭 や 学園 祭 で 発表 し て みる の 
も 楽し いと 思い ます 。 こ の プロ グラ ム の よ 
2 に 演奏 部 分 と 音楽 デー タ に 分 けれ ば , Е 
い 曲 で も 演奏 で きま す 。 せ っ か く PC-8800 
シリ ー ズ に は FM 音源 な どの 強力 な 音楽 
機能 が 装備 され て いま す の で , これ を どん 
と ん 活用 し て みる の も ユー ザー 醍醐 味 の ひ 
tarp: 

最後 に 。 この プロ グラ ム の 作成 に 協力 し 
て くれ だ , 芝浦 工大 柏 高 校 の ュ コン ピュ ー タ 
部 OB の 皆さん に 感謝 し た いと 思い ます 。 
みな さん も 環境 音楽 デ ロ グ ラム を 楽し ん 


入力 が な い 場 合 は 自動 的 に 演奏 に 移り ます で み ま せ ん か ? 


]---- Kanji Printer 


10 'save "KANJI" 


る リス ト 1 20 OPEN "KANJI.SUT" FOR OUTPUT AS #1 
30 READ A$ 


40 IF А$= "ЕЕЕ" THEN CLOSE : ЕМ) 

50 KAN=VAL( "&h"+A$) 

68 PRINT A$:WRITE #1.КАМ 

70 GOTO 30 

80 DATA 0 

90 DATA 2520,214C,3449,3839,335A.4148,364A,4268,3B30.4856,2520,254B.4439.4434.21 
21,2342,2357,2356.2121,2331,2330,2336,2338,214D,2520,2520,2520.2520.234A,2125.23 
53.2125,2342,2361.2363,2368,2121,2121,2121,2121 

100 DATA 2520.2433,244E,364A,244F,2122,4268,3B4D,4856.254B,4439,4434,2448,3626.2 
44B,335A.346F,4A54,402E,242C,362F,323D,2435,246C,2446,2424.2446.2122 

110 DATA 3839,2448.4С5А,3449,244Е,423Е,244В,2548,2569,2573,255А,2543,2548,2448,2 
546.2523,2573.2551.254В,242С,4449.3243,2435,246С,2122,264ҮА,3С71.2462,243р.246С 
120 DATA 244В,317Е,2438,2446,325А,2464,242В,2447,2422,246В,2123,2433.244Е,364А4.2 
44Е,2122,4020, 4СЗЕ, 244А,2156,2522,256А,2522,2157,2472.345Е, 2466, 243Е.2461.244В 
130 DATA 4643, 244В, 3920, 242Е.434Е, 2469, 246С,2446,2424,246В,2123 

140 DATA 2520,2520,2520,2520.2520,2520,2520,2520,2520,2520,2520.2520,2520,2520. 
520.2520,2520.2520.2520,2520.2121 

158 DATA 2520,2433,244Е,3В7Е.4265,244Е,2548,2569,2573,255А.2543.2548.244Ғ,2122.3 
830.4265.244Е,2548.2569, 2573, 255А. 2543. 2548,2448,2122,242В, 244А, 246А,З05В. 244А 
160 DATA 2443.243Ғ.2462.244Е.2447.2422.246В,2123.2448.2424,2426,244Е,244Е.2122.2 
42А.2468.2430.2331.2330,2330,472Е.4130,244В,4А45В,242С.482Е,4С40.2435.246С.246В 
170 DATA 245Е.2447.244Е,2122.2439.2459,2446,3С2В,41233.475С.2323В.244Е,245Е.2472.4 
078.4051.2437.2446.2424.243Е, 244Е.2447.2422,246В,2123.2468.242Е,434Е. 2469. 246С 
180 DATA 2446.2424.246В,2468.2426.244В,2122.3С2В.4132.475С.2323В.244Е.3470.323В.2 
42B.2469.3E65,4A7D,244B.2122,2338 .4559.2122,2435.2469.244B,2334.4559.2122.,4439 
190 DATA 2333,4559.2122.433В. 2333, 4559,2448.2424,2426.4977.244В.3456.3356.2472.2 
444.2461.2446.2424.242Ғ,242В.2469.2122,323В,2472.2422,246В,4434,402р.2447 

200 DATA 244А.246В.2459.242Ғ.2462.246С.244А.242Е.3169.4155.2447.242р.246В.2468.2 
426.244В.2439.246В.243Ғ,2461,244В.244Ғ,2122,23449.244Е.3742.2448.4439,2435.244Е 
210 DATA 4866.242C、383D, 4265,244Е,2462,244Е, 244Е.4С73.2332.475С.2422.2443.243Е.2 
123.2444.245Е,246А.3470.323В.242С.306С, 484С.244В, 3830, ЗА5Е.244Е;2462.244Е. 2468 
220 DATA 246А.2331.252А, 252Е, 253Е.213С, 2556.4463.242Е.2122,3962.2424, 475С.323В.2 
472.423ЗЕ, 242Е, 4051, 2424, 243Е. 244Е, 2447, 2422, 246В, 2123, 2550.2543,254Е.244Е, 2524 
230 DATA 213С, 2531, 2539, 2548, 2569, 244Е, 2548, 2569. 2573.255А.2543.2548.335А.3В55.2 
447,2422.2443, 243Е. 2534, 2543, 2548, 2555, 256А,213С, 2548,2126,2569,2524.2552.2527 
240 РАТА 244Е, 3Е53.417С, 3268, 244В, 244Е, 2122.3В4р.377Е. 2420. 2437. 243Е. 2548.2569.2 
573.255А.2543.2548.242С, 4941,242В,246С.2446,2424, 246В.2123,2433.244Е.2468.2426 
250 DATA 244А, 2548, 2569, 2573. 245А, 2543, 2548, 2447,3962.3С21,244Е.475С.323В.2472.3 
В48.4051.2439, 246В, 376В,324С, 2122,323В,3Е27.244Е,306С. 484С, 244В, 4С40, 2468. 242Е 
260 РАТА 375А.242Е. 2122, 4021, 2473, 2440, 2462, 244Е, 2447.2422.2443.2446.3830.ЗАЅЕ. 2 
44Е.2462, 244Е.245В, 2449, 3652, 242С,244А,242В. 2443, 243Е,2123.2550,2543.254Е.244Е 
270 DATA 2433. 2433, 2447, 244Е, 4268, 2331.2336. 475С, 323В.244В.416А,4576.2439.246В.2 
122.3243.407Е. 4673, 4В5С, 2472, 4020, 2439. 246В.3962, 2424, 2344, 2144. 4968, 4С4С.3Е65 
280 DATA 2447. 244Е. 2343, 214В, 245Е, 2447.4р51,2424,2446.2424.246В.2123.2430.244Е.2 
331.252А.252Е. 253Е, 213С, 2556.323С. 2468, 246А. 4463, 2424.323В.3068.2447.244Е.2122 
290 DATA 323В.332С. 452А. 244А,3169,4155.244Е, 2447.242р. 244А.242В.2443.243Е.2123 
300 DATA 4576.4133. 2433. 244Е,364А.2447.2462.2122,2548.2569.2573.255А.2543.2548.2 
44F. 4463 

310 DATA 2424.4A7D.2447.407B,4E27.2472.4155.2439.246B.2433.2448.244F.244A.2424.2 
123.3962.2424.323B.3068.244B.242A.2424.2446.244F.2122.3F30.244E.4160.3A6E.2447 
320 DATA 483E.323B.,244B.3661.2424.323B.2472,3D50.2439.2433.2448.2462.2447.242D.2 
43F.2123 

330 DATA 2121.2121.2121,2121,2121,2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2 
121.2121,2121.2121.2121,2121,2121,2121.2121,2121,2121,2121.4148.364А.4268. 3830.4 
856.244F、2122、2331 . 2338 2333. 2338. 472Е. 2561 


トウ 


340 DATA 2573 
46C.2446.4D2D 


121.2121.2121 


350 DATA 2154 
35A.4148.364A 


847, 3C52, FFF 


10 ` 


@ リ スト 2 кз 


save 


"KANJIJ.SBE" 


“KANJI .JSB" FOR OUTPUT AS #1 


40 IF A$="FFF" THEN CLOSE :END 
50 KAN=VAL("&h"+A$) 

69 PRINT A$:WRITE #1,КАМ 

79 GOTO 39 


80 DATA 0 


.2547.256B.2539.253E,213C.2573.244B,2468.2443.2446.3A46. 
.4СЗЕ.2448.244А4.2443,243Е.2123.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121 


.3р50.4535.2155,2121.2121.2121.2550.2543.254Ғ.2121.2121. 
.214Е. 4134.364А.214Е.2121,2121.2121,2121.4134,323В,335А. 4968. 3050 


90 DATA 2121.2568.254Ғ,2573.2126.253В.2550.2539.2546,2523.2522.2573. 
43.254Е.214С.234А.236Е.2368.2361.236Е,236Е.2121.2353,2365.2362,2361. 


69.2361.236Е.2121,2342.2361,2363.2368.2140,2121 


100 
121 
331 
110 
120 
248. 
13C. 
130 

43F. 
56A. 
140 

44E. 


2126.2550. 
2373.2374.2: 


3169.2435. 


м № 


3449.3839.3 


4 


25 
23 


РАТА 2121.2121.2121,2121,2121,2121,2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2 
2121,2331.23236.2338.2335.472Е.2333.376Е.2332.2331.467С.2121.2141.2121 


.2121, 
.2337. 


DATA 
DATA 
2447. 


256B. 


DATA 
2123. 
2565, 
DATA 
252А. 


2335.2330 , 472F . 2337 . 376E 2332, 2338. 467C 


0.0 


2121.2550,2543,254Е.23248,244Е.3Ғ74.4265.244В.246Ғ.243Ғ.246В.323В.335А. 
.2330. 3450, 2447. 4ЕЗЕ.ЗЕ46, 2472.3СЗА. 2424. 2122. 252А 
2549.256В8.213С. 2555. 2447, 252А. 256В, 252C 

254В.2539,2548.2472.2437, 2446, 2424, 243Е.373В.244В.307А, 3С68.2469.246С.: 
2331 . 2337 , 2339 . 2330 , 472Е. 2530, 2557.2569.254Е.324Е.ЗС6А. 2448.2437.2446. 
213С.254р. 2556. 2568, 2530, 244В,3954.242Е 

2123.2331.2337.2330.2337.472Е.255Е.2565.213С.256В.254Ғ.2526.253С.2573. 


2422.246В.2123.2331 


55Е.213р.256В.244Е.355С.446Е.252А.256В,252С.254В 


150 DATA 2539.2548,244В.244А,246В,2123.245Е,243Е.2122.2331.2337,2331.2337.472Ғ. 
44В.244Е.2531.213С.2546,2573.244Е.4Е4Е.3С67.244Е.335А.4439.2448.244А.2443.243Ғ. 


123,2121:2121.2121.2121 


160 DATA 2121.2574.2521.2524.255Е,213С.256В.2447.244ЕҒ.3С67.244В.252А.256В.252С. 


‚ 2121.2121,2121.2121,2121 


2568В.252С,254В.2539.2548.2122,2331,2337. 2330. 2338 .472Е.2574.2521.2524 


573.23644.242С.2122,4В74.2122,2531.213С.2546,2573.2447.244Ғ.252Е,2569.2574,2523 


522.364А. 2122, 3449, 3839 


‚ЗЗ5А, 364А, 2122, ЗСЗС, 4662 


170 DATA 335А.364А,244А, 2449.242С, ЗАбЕ, 364А. 2435, 246С,243Е.2122.2433.244Е. 364A 


462.2433.2433.2447.ЗАБЕ. 2469, 246С.243Е.2426,2441.244Е,2331.2444.2447.2422,246В. 


123. 21921 .2121,2121.2121 


180 DATA 2121.2550.2543,254Е.244Е.2433,244Е.3865.2331.2337.2332,2333.472Е.244В. 


,2121,2121.2121,2721:2121 


569,2524,2557,2544.2523,2552.244Е.2548,213С.255Е,2539,3358.393В.244Е.3967.3Е27 


439.2448.244А.246А, 2122 


.3463.4942,2447,4В34.242Ғ 


190 DATA 244Д.246В.245Е.2447,244Е,2332.2337.472Ғ.3456.2433,244Е.3Ғ26.244В.2448 


449.245Е.246А.2122.2528В,2573.253Е.213С.253Е.2464.3С75.4671.364А.244А.2449.2122, 


C35.3F74.244E.4C3E.364A 


200 DATA 2121.2550.2543.254F.244F.2122.2558,2573,2547.256B.2448.3626.244B.2122. 
550.256D.2543.252F.,323B.335A.244E.3A47.3865,2472,3E7E.2443.243F.2122.323B.335A. 


,2472.3B44.2437,243F ,2123 


B4B.3A47 4267, 244Е , З23ЗВ, 335А.3248, 244Е.2331 ,3F4D 
210 DATA 2447.2422.246В,2123.2121,2121.2121,2121.2121.2121,2121.2121.2121.2121 
121.2121.2121,2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121 


121,2121,2121,2121.2121 
220 DATA 0.0 


.2121,2121,2121,2121,2121 


230 DATA 2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121 


121.2121,2121,2121,2121.2154,3050,. 4535,2155,2121,2121,323В, 335А.ЗЕ2Е.3С2р. 


121.2121.2121.2121.323В.335А, 4737. 4027. 3С52 


240 DATA FFF 


10 'save "KANJI.1" 


@!_ 3 20 ОРЕМ "KANJI.01" FOR OUTPUT AS #1 
30 READ A$ 


40 IF А$="ЕЕЕ" THEN CLOSE:END 


50 KAN=VAL("&h"+A$) 


60 PRINT A$:WRITE #1,КАМ 


70 GOTO 30 
80 DATA 0 


4535. 


Ы 2 


N C 


t2 о 


キン rO 


to N 


м 


юго 


+ го 


AN 


92 


№ № 


` 


トウ № 


90 DATA 2520,3449,3839.335А,4148.364А.4268.38В30, 4856, 254В, 4439. 4434.2121.2342.23 
57.2356.2121.2331.2330,2336.2338,2121,2156,3078, 364А,2157.2121,2121,2121,214А, 23 
4A. 21125,2353. 2125, 2342. 2361.2363.2368, 214В. 2121 


100 DATA 9 


110 DATA 214A.2331.2125.234F.2355.2356.2345.2352,2354.2355,2352.2345 


520.2520.2520,2520.2520.2520,2520.2520.2520.2520,2520.2520,2520,2520. 


121.2121.2121.2121.2121 


120 DATA 2520.4148,364А, 4268.2331.4856.2122, 4268, 2332, 4856. 244Е. 3078. 
866.2437.2446.4378.2437,242Е.4439.2424.2123.3А47.3069.252А.213С.255С. 


130 DATA 2448.4268.2331 
140 DATA 256А.2573.2447 
52А.256А.2573.2448.2553 
150 DATA 385Ғ.2424.244В 
160 DATA 4Е29.2437.242В 
630.452А.244А4.3436.2438 
170 DATA 242С.387А 

180 DATA 324C、452A、244A 
190 DATA 244А.242А.4130 
52С.244Е.4974.4А2С.244Е 
200 DATA 0.0 

210 DATA 2121.2121.2121 


.4134.323В.335А 


«Ф921 32021 2121 721.21 SEZ 


.2550. 2524, 252А 
.3050.246В.4630.3521. 2122, 245Е. 
.252А,2569.2447.3050.246В.4630. 
.4250 
.2469.245Е.3967.2426.2123.2555. 
.244Е.2462.244Е.2447.2122.2548. 


.323В.3ҒЕ27.2472.2430.2428.246В. 
‚3865.244Е,4974.4А2С,244Е, 2334, 
‚2332.476Е.3В52, 2447.2422.246В. 


243Е.4268. 


3521.244Е. 


213С,252С. 
2569.2573. 


2123 
476Е.3В52. 
2123 


2332. 


242А 


244F 、 
255А, 


2122. 


.2121,2121.2121.2121.2154.3050.4535.2155. 2121 
550.2543.254Е.2121.2121.3449,3839, 335А. 4148, 364А, 214Е. 4134. 364А.214Е 


. 4968 、3D59.4847 .3C52 、FFF 


.214В.2520. 
2520,2528. 


2528 


2543.2548 


; 2121.2 
‚2121.2 


364А.244В. 


2550.2524. 


4С35.3567. 


2555.213С. 


№ № 


— ......... ............................... 


AA 


る @ リ スト 4 


@ リ スト 5 


る @ リ スト 6 ら 


10 'save "KANJI.2" 

20 OPEN "KANJI.02" FOR OUTPUT AS #1 

30 READ A$ 

40 IF A$="FFF" THEN CLOSE:END 

50 KAN=VAL("&H"+A$) 

60 PRINT A$:WRITE #1.КАМ 

70 GOTO 30 

80 DATA 0 

90 DATA 2520.214С.3449.3839,335А.4148,364ҮА4.4268.3В30.4856.2520.254В.4439.4434.21 
40.2520.2342.2361.2363, 2368.2520.25280.2520,2520.2156, 2522, 256А, 2522,2157.2520 
100 DATA 2520.2520 

110 DATA 2520.2520.2520.2520.2520.2520.2520.2520,2520.2520.2520.2520.2520.2520.2 
520.2520.2520.2520,2520,2520.2520.2520.2520,2520,2520,2520,2520,2520.2520.2520. 
520.2520 

120 DATA 214А.2332.2125.2341.2349.,2352.214В.2520,2520.2520.2520.2520.2520.2520. 
520.2520,2520.2520.2520.2520.2520,2520.2520.2520.2520.2520.2520.2520.2520.2520. 
520.2520 

130 DATA 2520.2433.244Е.3741.3С30.244Ғ.44А4С.244В.4971.4627.2448.244Е.3458.3738. 
44А.242Е.2122.243Е.24480.324Е, 4058.4977.244Е, 4ЗЗВ, 2424,364А.2448.2424.2426.244В. 
439.242Е.244А.2424.2123.3Е?78.472Е.452А.244А. 2420, 246Е.246|.2446.487Е. 2437. 2424 
140 DATA 407В.4Е27.2447.2122.3Е74.423Ғ.242Ғ.244Е.4А54.ЗАбЕ.244В.2468.2443.2446. 
026.3925.2435.246С. 2446. 2424. 246В. 2123, 4366. 2447. 2462. 2553. 256В. 2558. 256В. 255Е. 
44Е.4А54.3А6бЕ. 21 4А. 2156. 2347. 407Е.3Е65.244Е. 2522. 256А.2522.2157.2448. 2437. 2446 
150 DATA 214В. 244Е. 4020, 4С3Е. 2447. 2422. 246В. 2123.ЕЕЕ 


Mo 


トウ トウ 


го > トン トウ 


10 Save "KANJI.3" 

20 OPEN "KANJI.03" FOR OUTPUT AS #1 

30 READ A$ 

49 IF А$="РЕЕ" THEN CLOSE:END 

50 KAN=VAL("&h"+A$) 

60 PRINT A$:WRITE #1,КАМ 

70 GOTO 30 

80 DATA 9 

90 DATA 2121.3449,3839.335A.4148.364A,.4268.3B30.4856.254B.4439.4434.2121.2342.23 
57.2356,2121.2331,2338, 2336.2338,2121.2156,252С.255С, 2543.2548.2157,2121,214А.23 
4А4.2125,2353.2125.2342.2361.2363,2368.214В.2121 

100 DATA 0 

110 DATA 214А4.2333,2125.2347.2341.2356.234Ғ.2354.2354.2345.214В.2121.2121.2121. 
121.2121,2121.2121.2121.2121,2121.2121,2121,2121.2121.2121,2121.2121.2121.2121. 
121.2121.2121.2121.2121.2121,2121.2121.2121.2121 

120 DATA 2520.4Е63.244В.2468.2443,2446.2549,2525,213С.2556.256В.242С.4р51.,2424. 
469.246С,2446.2424.246В.2123.2548.256А.252А,244В.244А.246В.4974.4А2С.244Ғ.244ҮА. 
424.2123 

130 DATA 4С40.246В.2424.407В,4Е27.244Ғ,2468,242Ғ.434Е.2469,246С.2446.2424.246В. 
123 

140 DATA 2121.2121.2121.2121.2121.2121,2121.2121.2121,2121.2121.2121.2121.2121. 
121.2121.2121,2121.2121.2121.2121,2121.2121,2121.2121,2121,2121.2121.2121.2121,2 
121.2121.2121 

150 DATA 0 

160 DATA 2121.2121,2121,2121,2121,2121,2121.2154,3050,4535.2155.2121.2121.2121.2 
550.2543,254Е.2121,2121,3449, 3839. 335А, 4148, 364А, 214Е, 4134. 364А.214Ғ. 2121. 2121.2 
121.2121.4134,323В.335А. 4968, 3050. 4847 , 3C52, FFF 


№ № № № to 


tw 


10 'save "KANJI.4" 

20 ОРЕМ "КАМ41.04" FOR OUTPUT AS #1 

30 READ А$ 

40 IF A$="FFF" THEN CLOSE: END 

50 KAN=VAL("&h"+A$) 

60 PRINT A$:WRITE #1,КАМ 

79 GOTO 39 

89 DATA 9 

90 DATA 2121,3449, 3839, 335А.4148, 3644, 4268, 3В30, 4856, 254В.4439,4434,2121.2342.23 
57.2356.2121,2331.2330. 2336, 2338, 2121, 2156, 2556, 2130, 256С,213р, 2157. 2121. 214А. 23 
4A. 2125, 2353, 2125, 2342, 2361.2363, 2368. 214В, 2121 

100 DATA 9 

110 DATA 214А. 2334, 2125, 2342. 234Е. 2355, 2352. 2352, 2345, 2345.214В, 2520. 2520.2520. 2 
520, 2520, 2520, 2520, 2520.2520. 2520, 2520, 2520, 2520. 2520. 2520, 2520. 2520, 2520. 2520.2 
520.2520,2121,2121,2121,2121,2121,2121.2121,2121 

120 DATA 2529,2549.2525,213С.2556, 2568, 2472, ЗВ7О, 243Е, 244А.2424.4331.3063.244А.2 
S56、213C、256C、213C、2447.2422.246B、2123.3865 .483E,244E、396C、4974 .244B,2556 、213C、2 
56С.213С 

138 DATA 4643, 4020, 244Е, 2537 .2537,2533.255А.213С. 2537. 2567, 2573.242С.2468.242Е.3 
830. 246Е. 246С, 2446. 2424.2468В.2123 

140 DATA 2121.2121,2121.2121.2121,2121.2121.2121,2121,2121.2121.2121.2121.2121.2 
121.2121,2121,2121,2121,2121,2121,2121,2121,2121,2121,2121,2121 

150 DATA 0 

160 DATA 2121,2121,2121.2121.2121.2121,2121.2154,3050,4535.2155.2121.2121.2121.2 
S59.2543.254F、2121 .2121.3449.3839.335A,4148.364A,214E,4134.364A.214F,2121.2121.2 
121.2121.4134,323B,335A,4968.3D50.4847,3C52 

170 DATA FFF 


je の の ee оо ee oe の の өөө өөө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ө ооо ө ө ө ө ө ө ө 


る @ リ スト 8 


10 ‘save "КАМ41.5" 

20 OPEN "KANJI.95" FOR OUTPUT AS #1 
30 READ А$` 

40 IF A$="FFF" THEN CLOSE:END 

50 KAN=VAL("&h"+A$) 

60 PRINT A$:WRITE %1.КАМ 

70 GOTO 30 

80 DATA 9 


90 DATA 2121,3449, 3839, 335А, 4148, 364А, 4268, 3В38 , 4856, 254В, 4439, 4434,2121,2342,23 
57, 2356,2121,2331,2338, 2336, 2338, 2121,2156, 2537,213С,25380,2157,2121,2121,214А,23 


4А,2125,2353,2125,2342, 2361 ,2363, 2368,214В,2121 
100 DATA 0 


110 DATA 214Ү4.2335.2125,2347,2349,2347.2355.2345,214В,2120,2120,2520,2520,2520. 
520,2520.2520,2520.2520.2520,2520,2520,2520,2520,2520,2520,2520,2520,2520,2520. 


520.2520,2121.2121,2121.2121.2121.2121.2121.2121 


120 DATA 2121,2538,213С,2530.244Е,2462,2448, 2462, 2448, 3845,2424,2524,253Е,256А. 
522,244Е. 4971.4627,364А.2447,2422.246В, 2123, 2433, 244Е, 4СЗЕ, 244Е. 3845.2424,3839. 


35А.346Е.2447,2422.2468В.2367,2369.2367,2361,242В, 2469 


130 DATA 2420.2446.2424.246В,2123, 2433, 244Е. 364А. 2442 ,2122.2338,4А2С.244Е.2331. 
332.2122,2338.4А2С, 244Е,2336,2122,2331, 2336, 4А2С,244Е.2331,2332,2122.2338.4А2С, 


44Е.2333.244А. 2449. 244Е. 476Е.3В852.242С, 4051. 2424 


140 DATA 2469. 246С, 2122, 422Е, 242Е, 3368, 482Е, 244А, 364А, 2448. 2435. 246С. 2446. 2424. 
446.444С.ЗЕбЕ. 4148. 364А, 244Е.З3р2А, 364А, 2448, 2437. 2446. 4051. 2424. 2469. 246С.246В. 


123.4359. 2424, 2538, 213С. 2530, 2462, 244А, 2424, 246Е 


150 DATA 2431.2447.244Е, 244А.242Е. 2122, 2550. 2543. 254Е.244Е.ЗАбЕ. 494А. 2447. 244Е. 
122,2555, 2569, 2573.2539,4148,364А, 4268, 2331. 4856, 244А, 2449. 244В. 4Е63.242С.382В. 


469.246С. 246В, 2123. 2121.2121, 2121, 2121. 2121 


160 DATA 2121,323В, ЗЗ5А, 244Е, 4250,304С, 4821, 452А, 4057, 4147. 242С.3045.2473, 2438. 
469.246С. 243Е. 2433. 244Е, ЗВ7Е, 4265, 244В, 244Е, 2122, 364А. 244Е.Зр2А, 246А, 2472. 2555. 


13С.252С,244В, 2439, 2468В.2433, 2448, 242С, 4035, 457р | 


170 DATA 452А, 244А.2462,244Е, 2448, 2424, 2426, 3436, 2438, 2472.3В7р. 243Е, 246С. 2446. 
424,243Е,2123,2437,243Е,242С.2443,2446,2538,213С, 2530, 2462,243Е. 2453, 243ЗЕ, 2453, 


430, 244Е, 2468. 2426, 244В,3037, 246Е, 246С. 2446, 2424 


180 DATA 246B.2123,2449,242C,4971 .364A,2448.2437 2446, 244Е, 244Е, 2443. 2420.246А. 
437.243Е,4673.4974,3741,3С38, 2472, 2448, 2443, 2446,2424,246В.244Е.2447.2122.2538. 


13С.2530.244Е,3741.3С30.244Е. 405Е, 436Е, 452А, 244А 


190 DATA 2462, 244Е, 2447. 2422. 246В, 2433, 2448, 242С,423Е, 2424. 2123. 4961.444С.244Ғ. 
130.483Е. 2472, 3С2В. 4033. 244А,2555.213С.252С, 2448, 2437, 2122.4230.4434.244Е. 442. 


23В.2447,3р2А. 2469. 243В, 246В. 2123, 3865, 483Е. 244Е 


200 РАТА 4631.2438,3С67,426А, 2472, 453Е. 3273, 3741, 214А.3962. 4463, 244Е. 4630. 242р. 
472.3555.244В, 2439. 246В.214В. 2447. 3058. 2437.2555,213С,252С, 4977.244В.ЗЕ4А. 2473. 


447. 453Е.4434.2437.244А. 242С. 2469, 3С67, 426А. 244В 


210 DATA 4С61.2443.2446.3р2А. 246Е, 2468, 2123, 2437, 242В.2437.2122,2433.244Е.364А. 
44В.242А.2424.2446.244Е, 4250, 304С. 4821. 452А, 4057, 4147, 244Е. 2422. 245Е. 246А.362Е, 


42Е.244А.242Е.2122.3865.483Е, 2447. 2462. 453Е, 3273 


220 РАТА 3741. 244Е, 3830, 246Е. 246С. 244А, 2424, 2123, 2121, 2121.2121, 2121, 2121.2121. 
121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121,2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121. 


121.2121.2121.2121.2121.2121.2121,2121,2121, 2121 
230 РАТА 0 


240 DATA 2121,2121,2121,2121.2121.2121,2121,2154,3050.4535,2155.2121,2121.2121.. 
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550.2543.254Е.2121,2121,3449, 3839, 335А, 4148, 364А. 214Е, 4134, 364А.214Е.2121.2121,2 


121.2121,4134.323В, 335A, 4968, 3050, 4847,3С52,РЕЕ 


10 '5ауе "Mainmd.M88" 
29 E n  , MV 
30 ' Classical Music Concert "Orchestral Suite No.3 in D-Major ВМУ. 1068" 
40  '[Staff] 
50 ' Computer-Club in KASHIWA High-school,SHIBAURA Institute of Technology 
’ Program and Produce | Daiji Kobayashi 
' Kanji Data í Yasuyuki Egashira/D.Kobayashi/Kazuhiko Sekine 
80 ' Music data i Hajime Akashi/D.Kobayashi/Eiichi Kogure 
’ This Program was made for anual festival of Kashiwa high-school, 
е ° Shibaura institute of technology іп ОсфоЪекг, 1985. 
120 NEW CMD 
130 DIM FILE$(7).A$(2),B$%$(2).C$(2),D$(2),A%(4,9) 
140 RESTORE wF.NAME:FOR I=1 TO 7:READ FILE$(I):NEXT I 
150 SCREEN 2.3:WIDTH 89.25:CONSOLE @,25.0,1:CLS 2 
160 RANDOMIZE VAL(RIGHT$(TIME$,2 ) ) x356 
170 LOCATE 13.5:COLOR 6:PRINT "Select Number 1/2 !" 
180 LOCATE 16,.7:COLOR 7:PRINT "1 ----- Капјі Printer (Ех. РС-РК201 etc.)" 
190 LOCATE 16.9:PRINT "2 ----- Other Printer" 
200 1$=1МКЕУ$:1Е 1%-"" СОТО 200 
210 [Е 1$="1" THEN P.TER=1 БЕЗЕ Р.ТЕК-0 
220 CLS:HELP ON:ON HELP GOSUB ж5Т:5ТОР ON:ON ERROR GOTO ж5Т 
230 СМО VOICE COPY 2.А% | 
240 А%(2.4)=0:А%(3, 4) =0 
250 A%(2.0)=12:FOR 121 TO 4:А% (1,2) =0:М№ЕХТ 1 
260 GOSUB жОРЕМІМС 
270 F=9:GOSUB xPKANJI:GOSUB xPKANJI:GOSUB *PKANJI 
АШ Уо С кла PLAY [MUSIC1 .M88] 
290 OPEN "DATA A.M・1" FOR INPUT AS #1 
300 OPEN "DATA B.M・1" FOR INPUT AS #2 
310 ОРЕМ "DATA C.M・1" FOR INPUT А5 #3 
320 OPEN "DATA D.M・1" FOR INPUT А5 #4 
330 ОРЕМ "DATA E.M・1" FOR INPUT AS #5 
340 OPEN "DATA F.M・1" FOR INPUT AS #6 
359 CMD STOPM 
360 INPUT #1,А$:1МРОТ #2,В$:1МРОТ #3.С$: І МРОТ #4.0$: І МРОТ #5.E$: І МРОТ #6.F$ 
370 CMD PLAY #2,A$,B$,D$.C$,E$,F$:CMD VOICE А%,А% 
380 IF EOF(1) THEN CLOSE:GOTO 420 
390 [МРОТ #1.A%$:INPUT #2,В$: [МРОТ #3,C$: І МРОТ #4.0$: І МРОТ #5.Е$: І МРОТ #6.F$ 
400 CMD PLAY #2,4А$,В$,0$,С$.Е$,Е$ 
410 GOTO 388 
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428 FOR I=1 TO 4000:NEXT:GOSUB xPKANJI 

し uapa yap PLAY [MUSIC2.M88] 

440 CMD STOPM:OPEN "DATA.M:2" FOR INPUT AS #1 

450 INPUT #1,А$,В$,0$,С$:СМО PLAY #2,A$,B$,D$.C$:CMD VOICE A%.A% 
460 IF EOF(1) THEN CLOSE:GOTO 490 

470 INPUT #1.А$,В$.0$,С$:СМО PLAY #2.A$,B$,D$,C$ 

480 GOTO 460 

490 FOR I=1 ТО 4000:NEXT:GOSUB xPKANJI 

ее PLAY [MUSIC3.M88] 

518 CMD 5ТОРМ:ОРЕМ "DATA.M・3" FOR INPUT AS #1 

520 INPUT #1.А$,В$.С$,0$.Е$.Е$:СМО PLAY #2,А$,В$,0$,С$,ЕФ. Е$ 
530 CMD PLAY #2、"R1" 

540 GOSUB *PLAY 

550 FOR I= 1 ТО 4999:NEXT:GOSUB *PKANJI 

ини асе PLAY [MUSIC4.M88] 

570 CMD STOPM: OPEN "DATA.M・4" FOR INPUT AS #1 

580 INPUT #1,А$.В$.С$,0$.Е$,Р$:СМО PLAY #2.A$,B$,D$,C$, E$, F$ 
590 CMD PLAY #2."R1" 

600 GOSUB *PLAY 

610 FOR I=1 ТО 4000:NEXT:GOSUB xPKANJI 

Е L asi: PLAY [MUSIC5.M88] 

630 CMD STOPM:OPEN "DATA.M:5" FOR INPUT AS #1 

640 INPUT #1,A$.B$.C$,D$,E$,F$:CMD PLAY #2,A$,B$.C$,D$.E$.F$ 
650 СМО PLAY #2, "ВІ" 

660 GOSUB *PLAY 

670 FOR 1=1 ТО 40900:NEXT:GOSUB *ENDING 

680 '-------------- CMD PLAY PROGRAM 

690 xPLAY 

700 СМО VOICE A%.A% 

710 IF EOF( 1 ) THEN CLOSE : RETURN 

720 INPUT #1.A$.B$,C$,D$,E$,F$ 

730 CMD PLAY #2.A$.B$.D$.C$.E$.F$ 

740 GOTO 710 

750 一 一 一 一 Display Japanese explanation 

760 *PKANJI 

770 F=F+1:OPEN FILE$(F) FOR INPUT AS #1 

780 SCREEN .3:CLS 2:SCREEN .0 

790 LINE (0.0)-(639.399).1.B 

800 FOR Y=0 TO 399 STEP 29 

810 FOR Х-0 TO 639 STEP 16 

820 IF ЕОҒ(1) THEN CLOSE:GOTO xH.COP 

830 [МРОТ #1.КАМ 

840 IF KAN=0 THEN X=639:GOTO 860 

850 PUT (X.Y).KANJI(KAN) 

860 NEXT X,Y 

870 *Н. СОР 

880 ГОСАТЕ 0.0:COLOR 4:PRINT "Бо you want to copy this explanation (у/п) ?" 
890 FOR TI=0 ТО 2000: 1$=1МКЕУ$ 

908 IF 1$="у" OR TI$="Y" ОВ I$=">" GOTO 940 


910 IF I$="n" OR I$="N" OR 1$="5" THEN COLOR 0:CLS:RETURN:ELSE NEXT TI 
920 COLOR PCLS 
930 RETURN 


940 LOCATE 0.0:COLOR 0:CLS:COLOR 6:PRINT "Now Coping ...."; 
950 [Е P.TER=1 THEN GOSUB xKOUT ELSE COPY 2 

960 LPRINT CHR$( 13):CHR$( 12) :COLOR 9:CLS:RETURN 

970 ’----- Print out for Printer 

980 xKOUT 

990 OPEN FILE$(F) FOR INPUT AS #1 

1000 LPRINT CHR$(27):CHR$(75) 

1010 WIDTH LPRINT 80 

1020 IF EOF(1) THEN CLOSE:RETURN 

1039 INPUT #1.КАМ 

1040 IF KAN=0 THEN FOR X=1 TO 40:LPRINT CHR$(33):CHR$(33)::NEXT X:GOTO 1020 
1050 A$=HEX$(KAN):A1$=LEFT$(A$,2):A2$=RIGHT$(A$,2) 

1060 ІРБІМТ CHR$(VAL("&h"+A1$) ) :CHR$(VAL("&h"+A2$) ) : 

-1979 СОТО 1020 

1080 '----- Opening Performance 

1090 жЖОРЕМІМС 

1100 RESTORE xTHEME:X=64:Y=189:CONSOLE 、,,9 

1110 LOCATE 64.24:COLOR 2:PRINT "Wait а moment !";:FOR 1=1 TO 350 
1120 AsRND( 1 ) x649:B=RND( 1 ) x499:C=RND( 1 ) x6 

1130 IF INT(C)=3 THEN CIRCLE(A,B) , 1 ELSE PSET(A,B) 

1140 NEXT І:СОГОВ 9:CLS:SCREEN .0 

1150 READ A$:IF А$="Н" THEN SPA=8:GOTO 1150 

1160 IF А$="М" THEN SPA=16:GOTO 1150 

1170 IF А$="В" THEN Y=Y+29:X=144:GOTO 1150 

1180 IF A$="E1" СОТО 1220 

1190 IF A$="E2" GOTO 1250 

1200 РОТ (X,Y) .KANJI (VAL( "8&H"+A$) ) 

1210 Х=Х+5РА:СОТО 1150 

1220 WANT=30:GOSUB жСОМЕТ 

1230 LINE(64、189)-(552、.299) ,9.BF:LINE(128.29)-(511.389) 、9.BF:LINE-(128、29) 、1、B 
1249 X=144:Y=49:GOTO 1150 

1250 LINE (422、.379 ) - (639.394 ) , 1 , BF 

1269 FOR X=422 TO 631 STEP 8:READ A$ 

1270 PUT(X、379) 、KANJI (VAL( "&h"+A$) ) 

1289 NEXT X 

1290 ОРЕМ "DATA.Ope" FOR INPUT AS #1 

1300 INPUT #1.4А$,В$,С$,0$,Е$: СМО PLAY #2.A$、B$,C$,D$,E$:CMD VOICE A%.A% 
1310 IF EOF(1 ) THEN CLOSE:FOR 1=0 TO 4999:NEXT 1I:RETURN 
1329 INPUT #1,А$.В$,С$,0$,Е$:СМО PLAY #2,А$.В$.С$,0$,Е$ 
1339 1$=1МКЕУ$:1Е 1$=CHR$( 13 ) THEN CMD STOPM: CLOSE : RETURN 
1340 GOTO 1310 

1350 '----- Ending Performance 

1360 жЕМПІМС 

1370 SCREEN .3:СІ,5 2 

1380 RESTORE ж5ТАҒЕЕ:Х-96:Ү-20 

1390 FOR I=1 ТО 200 

1400 AsRND( 1 )x649:B=RND( 1 ) x499:C=RND( 1 ) x6 

1410 IF INT(C)=3 THEN CIRCLE(A.B) 、1 ELSE PSET(A、B) 

1420 NEXT I:SCREEN ,0 
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1430 READ A$:IF А$="Н" THEN SPA=8:GOTO 1430 

1440 IF A$="N" THEN SPA=16:GOTO 1430 

1450 IF A$="R" THEN Y=Y+29:X=96:GOTO 1438 

1460 IF А$="Е1" GOTO 1490 

1470 РОТ (X,Y),KANJI(VAL("&H"+A$)) 

1480 Х=Х+5РА:СОТО 1430 

1490 SCREEN .1:1-0:ОРЕМ "DATA.End" FOR INPUT AS #1 

1500 INPUT #1,А$,В$,С$,0$ 

1510 A$=LEFT$(A$、9)+RIGHT$(A$、3) : B$=LEFT$(B$,9)+RIGHT$(B$、19 ) 

1520 CMD VOICE A%,A%:CMD PLAY #2,А$,В$,С$, 0$ 

1530 IF EOF(1) GOTO 1600 ELSE 1=1+2 

1549 INPUT #1,А$,В$,С$,0$:СМО PLAY #2,А$,В$,С$,0$ 

1550 IF I MOD 6<>9 GOTO 1530 

1560 S=1:Y=173:FOR Х=639 TO 300 STEP -10ж5 

1570 S=S+1:Y=Y+.3%S 

1580 PSET (X.Y):PRESET (X,Y) 

1590 NEXT X:GOTO 1530 

1600 CLOSE:WANT=15:GOSUB *COMET:GOTO 260 

1610 xCOMET 

1620 FOR I=1 TO WANT 

1630 U=200+RND(1)%380:D=RND(1)%w340:IF U=D GOTO 1630 ELSE Y=0 

1640 FOR X=U TO D STEP -10 

1650 PSET (X,Y):PRESET(X,Y) 

1660 Y=Y+8 

1670 NEXT X 

1680 FOR T=1 TO 350 

1699 I$=INKEY$ 

1700 IF 1$="" THEN NEXT T ELSE 1720 

1710 R=INT(RND(1)%w4):IF R=1 THEN NEXT I ELSE СОТО 1710 

1720 ІЛМЕ (460.380)-(639,399),0,BF:RETURN 

1730 "= Error & Stop Management 

1740 ж5Т 

1750 CLOSE:CONSOLE ...1:0М ERROR GOTO 0:5ТОР 

1760 "ーーーーーーー Баға оғ Kanji-Data file name 

1770 ж«Е.МАМЕ 

1780 DATA KANJI . SUT 、KANJI . JSB ,KANJI . 91 、KANJI .92 、KANJI .93、KANJI .94 KANJI .95 

1799 '——————_ Opening Kanji раќа 

1800 xTHEME 

1819 DATA М.2350.Н,0065.0072,0073.006Ғ,006Е,0061.006С.0020.М.2343.Н,006Ғ.0060.00 
70.0075.0074.0065.0072,0020,М.2350.2343,213р.2338,2338,2330.2331.Н.0020.М.2343.Н 
:006С.0061.0073.0073.0069,0063.0061.,006С,0020.М.2340.Н.0075.0073.0069.0063.0020 
1820 DATA N.2343.H、996F,996E,9963.9965,.9972.9974.R.R,R.R.R.R.R.R.R,R.N.2121.2121 
.2121,2121,2121.2121,2121,2121.2121,2121,2121,2121,2121.2121.2121,2121.2121.2121 
12121.2121.М.2350.Н.0075.0073.0068.0020,005В.0053,0050.0041,0043,0045.0050.0020 
1830 DATA 004В.0065.0079.0020.0021.Е1 

1840 DATA М,2178.2350,Н.0072.006Ғ.0067.0072,0061.0060.0020,М.2144.2144,2144.2144 
12144,2144,2144.2144,2144,2144,2144,2144,2144.2144,2144,2144,.Б,К.2121.2121.2121. 
3449.3839.335А.4148,364ҮА.4268,2333,4856.254В 

1850 DATA 4439,4434.2120.Н,0042,0057.0056.002Е.0031.,0030.0036.0038,0020.К,К.М.21 
21,2121.2121.2121,2331,2125,Н,0020.М,3078,364А,2121.2121.2121.Н,0028.004Ғ,0055.0 
056.0045,0052,0054,0055,.0052,0045,0029,К,К.М,2121 

1860 DATA 2121.2121.2121.2332,2125,Н,0020,М,2522.256А,2522,2121.2121.Н,0028.0041 
:0049.0052,0029.В.В,М.2121,2121,2121,2121,2333.2125,Н,0020,М.252С,255С,2543.2548 
22121.Н,0028,0047,0041.0056.004Ғ.0054,0054,0045,0029,К.К.М.2121.2121.2121.2121 
1870 DATA 2334,2125.,Н.0020,М,2556,213С.256С,213С,2121,Н,0028,0042,004Ғ,0055,0052 
й0052.0045.0045.0029,В,Р.М,2121,2121,2121,2121,2335,2125,Н,0020.М.2538.213С.2530 
12121.2121.Н.0028.0047,0049,0047,0055,0045,0029,К,К,0020,М 

1880 DATA 2121.2343.Н.006Ғ.0060.0070,006Ғ.0073,0065,0064.0020,0062.0079.0020.М.2 
34A.H.ØØ6F. 0068, 0061 , В06Е, 006Е, 0020 ‚М, 2353,Н, 0065, 0062,0061.0073,0074.0069.0061. 
006Е.0020.М,2342,Н,0061.0063.0068,002Е,К,К,0020 

1890 DATA 2121.2121.2121.2121,М,2350,Н,0072.006Е.0067.0072.0061.0060.,0065.0064.0 
020.0062.0079.0020.М.2344.Н,0061.0069,006ҮА.0069.0020.М.234В.Н.006Ғ.0062.0061.007 
9.0061.0073.0068. 0069, 002Е,Е2 

1900 DATA 0048.0069,0074.0020.005B.0052.0045.0054,0055.0052.004E.005D.0020.004B. 
0065.0079.0020.0054.0068.0065.006Е.0020,0053.0054,0041,0052,0054 

1910 '—— n Ending kanji Data 

1920 xSTAFF 

1930 DATA N.2179.2121.2353.H.0074.0061.0066.0066.N.2121,2145.2145.2145.2145.2145 
.2145.2145.2145.2145.2145.2145.2145.2145,2145,2145,2145.2145,2145.2145.2145.2145 
.В.В.2121.2121.2121.2121.2121.2350,Н.0072.006Е,0064,0075,0063.0065.0064.0020.006 


2 

1940 DATA 0079.0020.М,2344.Н.0061.0069.006А.0069.0020.М.234В.Н.006Ғ.0062.0061.00 
79.0061.0073.0068.0069,002Е.Б.Б.М.2121.2121.2121,234р,Н,0075,0073.0069.0063.0020 
М.2350.Н.0072.006Ғ.0067.0072.0061.,0060,0069.006Е.0067.0020.М.2144.2144.Н.0020.М 
1950 DATA 2344.Н,0061.0069,006А.0069.0020,М№.234В,Н.006Е. 0062, 0061 ,0079.0061.0073 
0068.0069.Р.М.2121,2121.2121.2121,2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121. 
2121.2121.М.2348,Н.0061.006Ү.0069.0060,0065,0020.М,2341.Н,006В,0061.0073.0068 
1960 DATA 0069.Р,М.2121.2121.2121.2121.2121.2121,2121.2121.2121.2121.2121.2121.2 
121.2121.2121.2345.Н,0069.0069.0063,0068.0069,0020.М,234В,Н,006Ғ.0067.0075.0072. 
0065.Р.Р.М.2121.2345.Н,0078.0070.006С.0061.006Е,0061.0074,0069,006Ғ.006Е.0020.М 
1970 РАТА 2350.Н. 0072. 006Е.0067,0072.0061, 0060, 0069, 006Е, 6067 , 0020,№,2144,Н. 0020 
М.2344,Н.0061.0069.0064.0069.0020,М.234В.Н,006Ғ.0062.0061.0079,0061.0073.0068.0 
069.Р.М.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121,2121,2121,2121,2121.2121.2121.2121 
1980 DATA 2121.2359.Н.0061.0073.0075,0079.,0075.006В,0069,0020.М.2345.Н.0067.0061 
:0073.0068.0069,0072.0061.Б.Б.Б.М.234Ғ,Н,0070,0065,006Е.0069,006Е.0067.0020.М.23 
4р.Н.0075.0073.0069.0063.0020.М.213С.Н.0020.М,234Ғ,Н,0072,0063.0068.0065 

1990 DATA 0073.0074.0072.0061.006С.0020,М.2353,Н.0075.0069,0074.0065.006Е,0020.М 
234Е.Н.006Е.002Е.0032.0020.0028.0036.002С.0040.0045.004Е,0055.0045.0054.0029.К. 
М.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.2121.,2121.2121,2121.2121.2121.2121 
2000 DATA 2121.2121.2121.2121.2121.2121.Н,005В.М,234А.Н,002Е.М,2353.Н.002Е.М.234 
2,Н.0061.0063.0068.0050.Р.Р.М.,2345.Н.006Е.0064.0069.006Е,0067.0020.М.2340.Н.0075 
20073.0069.0063.0020.М.213С.Н.0020.М.2342.Н.0072.0061.006Е.0064.0065.006Е.0062 
2010 DATA 0075.0072.0067.0069.0073.0063.0068.0065,0020,М,234В.Н.006Ғ.006Е.007А.0 
065.0072.0074.0065.0020.М,234Е.Н.006Ғ.002С.0036.0020.0028,.0032.002С.0029.М.К.212 
1.2121.2121.2121.2121.2121.2121,2121,2121.2121.2121,2121.2121,2121.2121.2121 
2020 DATA 2121 ,2121 、2121 .2121 、2121 、H,995B、N、234A、H、992E、N、2353、H、992E、N、2342.H.9 
961 .9963.9968.995D,E1 


PC-88VA を 語る 際 に , スプ ライ ト 機 能 


は 見 逃す こと の で き な い 特徴 の ひと つ で す 。 


それ まで の PC-8800 シ リー ズ の グラ フィ 
ックス の 能力 で は (PC-9800 シ リー ズ で は 
いま だ に そう で す が ), 「PSET」 や 「LINE」 
と いっ た 基本 的 な 描画 機能 し か な く , 

「BASIC で 高速 アク ショ ン ゲ ー ム を 作り 
だ い 」「 ア ニメーション を 作り た い 」 と 思っ 
て も 簡単 に は 実現 で きま せん で し た 。 宇宙 
船 を 飛ば し た い , アニ メー ショ ン を 動か し 
сс, それ も 簡単 に , し か も 高速 に 。 それ 
を 解決 し た の が スプ ライ ト 機 能 で す 。 

PC-88VA で は , 255 個 の パタ ー, ン , 30% 
の スプ ライ ト 画 面 .。 し か も それ ぞ れ を 細か 
ç 制御 で きる , 最強 の ス ぇ プラ イト 機能 を 装 
備 し て いま す 。 

し か も もい スジ ライ オド の ゲ グセ ロラ ミタ タグ は 
慣れ る まで が 大 変 で びす 。 と くに スプ ライ ト 
パタ ー ン を 作成 する の は , 方 眼 用 紙 と 色 鉛 
事 だ け で は 少々 手 に 負え ませ ん 。 

ССС, その スプ ライ ト > ポ ターン を 簡単 
に 作成 し て くれ る 便利 な プロ グラ ム が , Z 
の SDI (Sprite Design Implement) で す 。 


SDI の 特徴 


SDI の 特徴 は 次 の と お り で す 。 

①600X400 ド ッ ト の 画面 に , 精密 な パタ ー 
ン を 作成 で きる 

② の ドット ご と に 4096 色 中 16 色 の カラ ー を 
定 可能 

③⑬ マ ウス 中 心 の 簡単 操作 


Яа 


SDI CSprite Design Implement) と は <р 


〈④⑥ ス プラ イト パタ ー ン デー タ を フロ ッ ピ ー 
か ら 読 み 込み , 保存 が 可能 
⑤ 簡 易 ア ニメーション 機能 つき 


必要 な ハー ドウ エア 


① PC-88VA/VA2/VA3 
② 高 解像度 ディ スプ レイ (600x 400 F > F) 
③ マ ウス 

プロ グラ ム の 実行 に は PC-Engine (Ver 
1.020) と N88 - 日 本 語 BASIC V3 が 必 
要 で す 。 


プロ グラ ム の 入力 と 実行 


リス ト 1 を , BASIC の エディ タ か PC エ 
”4 C NS UT CS ue 
入力 ミス の な いこ と を 確認 し た ら , 
SAVE ”SDP'O 
Те ЕЕ 
RUN "SDI"⑦ 
で 実行 で す 。 


スプ ライ ト パ タ ー ン 

サイ ズ の 設定 

プ ブログ ラム を 実行 後 , まず スプ ライ トノ パ 
ター ン の 大 きる を 設定 し ます 。 

画面 に 表示 る れ て いる 四角 が パタ ー ン の 
大 きる で す 。 マ ウス を 動か し て 大 き さ を 決 
め て 〈 く だ さい 。 

大 きる が 決ま っ た ら , マウ ス の 左 ボ タン 
を 押し て く 〈 く だ さい 。 以後 , 特別 の 場合 を 除 
S, マウ ス の 操作 は 左 ボ タン が 決定 。 жн 
タン が キャ ン セ ル で す 。 


PC-68VA の スプ ライ ト 機 能 は , 前 出 の 「VA 倶楽部 」 で 
解説 し だ た こおり, 88VA な ら で は の 最強 の 機能 で す 。 し か し , 
ご れれ を 態 使 す る に は お な り の テク フ ニ ッ フク と 慣れ が 必要 に な の 
ます 。 そ ご こ で , この プロ プラム は , スプ ライ ト パ マ ター ン を 簡 
単に 作成 で きる よう に な る スプ ライ ト エ デイ ィ イマ で す 。 も ちろ 
ん , すべ て BASIC で 組ま れ て いま す 。 


| ス フ ラ イト 人 作成 画面 
a 


サイ ズ 決 定 後 , スプ ライ ト 作 成 画面 が 表 
示さ れ ま す 。 

左上 が 現在 作成 中 の スプ ライ トバ パター ン 
の 全体 図 , 右 の メッ シュ ( 網 ) が 拡大 図 で す 。 
左下 の カラ ー パ レッ ト ( 色 の 帯 ) が ペン 
О, その 下 が 機 能 ア イコ ュ ン で す 。 
全体 図 

スプ ライ ト の 全体 図 を 表示 し ます 。 赤 い 
四角 で 囲ま れ て いる 部 分 が , 拡大 きれ て い 
る 範囲 で す 。 

この パタ ー ン は , パタ ー ン 一 覧 画面 か 6 
ロー ドキ セー グ が 可能 で す 。 
拡大 図 | 
全体 図 の うち , 赤い 四角 で 囲ま えま れ て いる 
32X32 ド ッ ト の 範囲 を 拡大 し た の が 拡大 図 
т. 

く ド ッ ト の 描き か た > 

ここ で は 1 ドッ ト ご と の 作成 が 可能 で す 。 
メッ シュ の 上 で ボタ ン を 押す と , 白い 点 が 
表示 され ます 。 右 ボタ ン を 押す と 消え ま 
т. саш, 左 ボ タン で ON, 右 ボ タン で 


OFF, と いう わけ で は あり ませ ん 。 カ ラー 
- リボン の 項 で 詳し 〈 く 説明 し ます が 。 それ ぞ 


れ の ボタ ン に 設定 され て いる 色 が 描か れる 
と いう こと で す 。 最初 は 。 左 ボ タン に 白 , 


右 ボ タン に 黒 が 定義 きれ て いた ため, ON/ 


OPF し て い だ よ うに 見 えた だ わけ で す 。 
拡大 範囲 の 変更 > 

拡大 範囲 は 変更 可能 で す 。 全体 図 の 赤い 
四角 内 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 きせ , ER 
タン を 押し て くだ きい 。 マ ウス の 動き に つ 


ІЗІ 


れ て 赤い 四角 も 動き ます の で , 希望 する 位 
置 で 右 ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
カラ ー バ レッ ト 

マウ ス の それ ぞ れ の ボタ ン に は , それ ぞ 
れ ペ ン の 色 が 設定 され て いま す 。 最 初 , Ж 
ボタ ン に は 白 , 右 ボ タン に は 黒 が 設定 され 
て いま す 。 カ ラー パレ ッ ト の 下 に A, ВЕ 
表示 きれ て いる の が 設定 中 の 色 で す 。A が 
左 ボ タン の 色 , B が 右 ボ タン の 色 で す 。 
ペン の 色 を 変更 する に は , 設定 し た い 色 
の 上 で 設定 し た い ボ タン を 押し て 《 だ さい 。 
機能 アイ コン 

機能 アイ コン は 上 段 が , 左 か が ら 「 フ ロッ 
ビー か ら の ロー ド 」「 フ ロッ ピー へ の セー 
ブ 」「 パ ター ン 一 覧 か ら の ロー ド 」「 パ ター 
ン 一 覧 へ の モー ブ 」「 パ レッ トカ ラー の 変 
更 」「 ペ イン ト 」, 下段 が .「 ア ニメーション 」 
「 左 右 反 転 」「 上 下 反 転 」「CAD」「 デ ー タ 削 
除 」「 を その他 」 で す 。 

アイ ュ コン を 選択 する に は , 目的 の アイ コ 
ン の 上 で 左 ボ タン を 押し て くだ さい 。 


ЕР 


フロ ッ ピ ー か ら の ロー ド 

① フ ロッ ピー の 挿入 きれ て いる ドラ イブ を 
指定 し ます 

② フ ロッ ピー に 格納 され て いる ファ イル 一 
覧 が 表示 きれ ます 

③ ロ ー ド し だ た い フ ァイル に マツ ウ スカー ツル 
を 合わ せ て , 左 ボ タン を 押し ます 

フロ ッ ピ ー へ の セー ブ 

① パ ター ン 一 覧 画面 が 表示 され ます 

② セ モ セーブ する パタ ー ン の 開始 番号 (1 
ー255) を 入力 し ます 

⑬③ セ モ セーブ する パタ ー ン を 指定 し ます 。 目 的 
の パタ ー ン の 上 で 左 ボ タン を 押し て くだ 
хо. 複数 指定 も 可能 で す 。 終了 す る に 
іі, 右 ボ タン を 押し て くだ さい 

④ フ ロッ ピー の 挿入 きれ て いる ドラ イブ を 
指定 し ます 

⑤ フ ロッ ピー に 格納 され て いる ファ イル 一 
覧 が 表示 る れ ま す 

⑥' セー ブ す る ファ イル 名 を 入力 し ます 。 フ 
ァイル 名 は 8 文字 以内 (全角 の 場合 は 4 
文字 以内 ), 拡張 子 は つけ ませ ん 

パタ ー ン 一 覧 か ら の ロー ド 

① パ ター ン 一 覧 が 表示 る れ ま す 

② ロ ー ド する パタ ー ン を 指定 し ます 。 目 的 
の パタ ー ン の 上 で 左 ボ タン を 押し ます 
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パタ ー ン 一 覧 へ の セー ブ 

① パ ター ン 一 覧 が 表示 る れ ま す 

② モ ー ブ す る パタ ー ン を 指定 し ます 。 目 的 
の パタ ー ン の 上 で 左 ボ タン を 押し ます 

パレ ッ ト カ ラー の 変更 

① カ ラー パレ ッ ト か ら , 変更 する パレ ッ ト 
を 指定 し ます 

② カ ラー バー が 表示 る れ ま す 

③「 緑 」「 赤 」「 青 」 の 上 で , 左 ボ タン を 押 
す と バー が 伸び , 右 ボ タン を 押す と 縮み 
ます 

④「 終 了 」 で , パ レッ ト の 設定 を 終わ り ま す 

ベイ ント 

① 境 界 色 を カラ ー パ レッ ト か ら 選 択 し ます 

② パ パレ ッ ト の 色 で 塗る か , 中 間 色 で 塗る か 
指定 し ます 。 中間色 の 作り 方 に つい て は , 
CAD の 中 間 色 の 項 を 参照 し て くだ さる い 

⑧ 拡 大 し て いる 範囲 だ け 塗 る か , スプ ライ 
ト パ タ ー ン 全体 を 塗る か 指定 し ます 

④ 中 間 色 で 塗る 場合 は , どの 色 で 塗る か 指 
定 じ ます 

⑤ 塗 り 始 め る 座標 を 指定 し ます 

⑥⑯⑥' ペ イン ト し て いい か 指定 し ます 

アニ メー ショ ン 

① メ パタ ー ン 一 覧 が 表示 る れ ま す 

② ア ニメーション する パタ ー ン を 選択 し ま 
す 。 目 的 の パタ ー ン の 上 で 左 ボ タン を 押 
し て くだ さい 。 パ ター ン の 選択 を 終了 す 
る に は , 右 ボ タン を 押し ます 

③ 全 体 図 の 位置 で アニ メー ショ ン が 始ま り 
ます 

④「 二 」「 一 」 で 速度 調整 し ます 

⑤ 右 ボタ ン を 押す と , アニ メー ショ ン を 終 
TLES 

左右 反転 , 上 下 反転 

① パ ター ン 一 覧 が 表示 る れ ま す 

② 反 転 す る パタ ー ン を 選択 し ます 。 目的 の 
ター ン の 上 で 左 ボ タン を 押し ます 


CAD 
CAD 画面 の 項 を 参照 し て くだ さい 
デー タ 削 際 


① フ ロッ ピー か ら 不 用 な スプ ライ トバ パタ ー 
м, パパ レッ ト デ ー タ を 削除 し ます 

② と どちら の デー タ を 削除 する か 指定 し ます 

③ フ ロッ ピー の 挿入 られ て いる ドラ イブ を 
指定 し ます 

④ フ ロッ ピー に 格納 ミ され て いる ファ イル 一 
覧 が 表示 る れ ま す 

⑤ 削 除 し た い フ ァイル に マウ スカ ー ソ ツル を 


合わ せ て , 左 ボ タン を 押し ます 
その 他 
サブ メニ ュー が 表示 る れ ま す 
パレ ッ ト の セー プ 
パレ ッ ト の 色 や CAD で 設定 し た 中間色 
を フロ ッ ピ ー に セー ブ し ます 
パレ ッ ト の ロー ド 
パレ ッ ト の 色 や CAD で 設定 し た 中 間 色 
を フロ ッ ピ ー か が か ら ロー ド し ます 
テキ スト カラ ー の 変更 
画面 の メッ セー ジ が 読み づら いと き に , 
メッ セー ジ の 色 を 変更 し ます 
ROLL 
全体 図 に 表示 る きれ て いる スプ ライ トバ パタ 
ー ン を 移動 きせ ます 。 こ の メニ ュー を 選 
択 し て 全体 図 で 移動 し た い 方 向 で 左 ボ タ 
ン を 押し ます 
パタ ー ン サイ ズ の 変更 
作成 する スプ ライ トバ パタ ー ン の 大 きる を 
変更 し ます 。 サ イズ を 変更 する と , パタ 
ー ン 一 覧 に 登録 きれ て い だ デ ー タ は すべ で 
て 消去 る れ ま す 
終わ り 
SDI を 終了 し ます 


| CAD mm 


機能 アイ コン の CAD を 選択 する と, 
CAD 画面 が 表示 る れ ま す 。 こ れ は 全体 図 に 
直接 描画 する と き に 使い ます 。 

中 央 の カラ ー タ イル の 上 が 16 色 カラ ー チ 
ャ ー ト ( 線 , 箱 , 円 の 色 を 指定 し ます ), 下 
が 中 間 色 一 覧 (е, 箱 を 塗る と き や 点 を 捕 
く と き に 指定 し ます ) で す 。 使 用 する 色 , 
中 間 色 の 上 で 左 ボ タン を 押し て くだ さる い 。 

メニ ュー の 上 の 四角 は ペン の 大 きる (r 
を 描く と き の 点 の 大 きる ) TT. 

メニ ュー は ,「 線 を 描く 」「 箱 を 描く 」「 箱 
を 塗る 」「 正 円 描画 」「 椿 円 描画 」「 点 を 捕 く 」 
「 中 間 色 作成 」「 色 を 塗る 」「 図 形 取 込 」 図 
形 複写 」「 そ の 他 」「 編 集 に も と どる 」 で す 。 
線 を 描く 

始点 , 終点 を 指定 し ます 
箱 を 描く 

始点 , 終点 を 対角線 と し た 長方形 を 描き 

$3 
箱 を 塗る 

始点 , 終点 を 対角線 と し た 長方形 を 描き , 

中 を 中 間 色 で 塗り ます 
正 円 描画 


円 の 中 心 と 半径 を 指定 し ます 
ЖЕНЕ 

始点 , 終点 を 対角線 と し た 長方形 に 内 接 

ЗН $3 
点 を 描く 

左 ボ タン を 押し て いる 間 , 
中 間 色 作成 

混ぜ 合わ せ だ た い 色 を 16 色 カラ ー チ ャ ー ト 

か ら 選 択 し ます 。 4 つの 色 を 混ぜ る こと 

が 可能 で す 。 色 が 決ま っ た ら , 中 間 色 一 

覧 に で きだ ただ 中間色 を セー ブ し ます 


点 を 描き ます 


色 を 塗る 
境界 色 の 中 を 指定 し た 中 間 色 で 塗り ます 
図形 取 込 


画面 に 表示 され て いる パタ ー ン で 始点 
Но 
込み ます 。 МЕУ? ава 
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БСак-752 Lbs Ст 
図形 複写 
図形 取 込 で 取り : 
直 に 複写 し ます 
その 他 
論理 演算 
図形 複写 , 箱 を 描く , 
論理 演算 を 設定 し ます (図形 複写 の 場 


は 重ね 合わ せ が で きま す )。 グ ラフ ィ ッ ク 
の 論理 演算 の 詳し い 説明 は , PC-88VA 


の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ きい 。 
拡大 , 縮小 

$3, 元 に な る 範囲 を 指定 
大 , 縮小 する 範囲 を 指定 し ます 
方 眼 表示 


描画 する と き に 目安 と な る 方 眼 を 表示 し 


е いく つ に 分 割 す る か 指定 し ます 
8 8 VA 専用 スプ ライ ト エ ディ ター 

1988% 2 月 作 № %2 
初期 化 


SCREEN WIDTH 5,649,4:WIDTH 88, 25 
CLEAR ,&H7999,4996:DEF SEG=&H7999 


SPRITE SCREEN 1:CONSOLE 0,25,0,1:СОМРО5Е 1,0,2 
DEFINT А-2: РАГЕТТЕ MODE 2,1,0,0:МО05Е 0: BGM g 


Т1=5 :ТХТ=7: 7 =7: -6:РА-й 

筆 種類 = 2 : X19=499:Y19=299 
S1=9:S2=9:SIZE=9 

ON STOP GOSUB ж%%):5ТОР ON 

ERASE PATTERN ALL:COLOR 7 

FIELD #1,8 AS AA$,3 AS BB$,3 AS CC$ 
ON ERROR GOTO xER 

BUFFER 0,640,400,4:640,400,4 
BUFFER=1:CLS 3 

SCREEN WINDOWS 0,(0,0),400,1 

GOSUB xBELL1 

LOCATE 39.19:PRINT "私 に 6 秒 く だ お さい 。" 
DIM А%(16385),В%(16385),С%(16385) 
DIM СР(15,2),АМ( 200) ,TILE$(28 ) ,FINA$(199 ) 
GOSUB * ア イコ ン セ ッ ト 

GOSUB BELL 

CLS : BUFFER= 1 
SC=1:A=9:B=9:K=25: し =2:T1=199:J1=199 
GOSUB x サ イズ 設定 


込ん だ 図形 を 指定 し た 位 


шаңқ ынд 


Же Ж М. г 


方 眼 消去 
表示 され て いる 方 眼 を 消し ます 
タイ ル 作 成 
タイ ル バ パタ ー ン を 作成 し ます 。 8X8 ド 
ッ ト の パタ ー ン を 作成 し て , 中 間 色 一 覧 
に 登録 し ます 
色 変 換 
編集 に も ご どる 
CAD 画面 か ら ス プラ イト 作成 画面 に も 
どり ます 。 


① ド ライ ブ ア ク セス 中 に は 絶対 に フロ ッ ピ 
ー を 抜か な いで くだ さい 

SDI を 終了 する と き は , STOP キー を 押 
すか , 機能 アイ コン の 「 を その 他 」 の 終了 
を 選択 し て くだ きい 


LINE (0,0)-(X2+1,Y2+1),2,B:GET (9.9)-(X2+7,Y2+3) ,A%:PUT PATTERN 1,A%,4 


CLS 3:SC=0 
SCREEN WINDOWS 0,(0,0),0,0:GOSUB жВОХ 
BUFFER=0:LINE (8,8)-(11+X,11+Y),15,B 
SCREEN WINDOWS 0, (0,0), 400,0 
LOCATE 16,18:PRINT "А" 
LOCATE 2.18:PRINT "В" 
CL1=7:CL2=9 :PALETTE 
MOUSE 4,0,0,624,384 
GOSUB ぇ 方 眼 を 書く 
RESTORE 1460 
FOR I=0 TO 15 
FOR 4-0 TO 2 
READ C$:CP( 1 ,J) =VAL(C$) 
NEXT 
NEXT 
GOSUB x パ レッ ト セ ッ ト 
DATA 0,0,0,0,0,15,0,.15,0,0,15,1 ‚Йй, 
DATA 4,4,4,0,0,10,0,10,0,0,10, 10, 10,0,0, 
FOR I=0 TO 15 
LINE (1ж16%17,272)-(1ж16%31,287), 
МЕХТ 
LOCATE SPRITE 1,$1,52,1:ТОВМ ОМ SPRITE 1 
FOR 1=0 ТО 15 
LINE (1ж16%15,270)-(1ж16%33,290), 
МЕХТ 
X1 =MOUSE( 9 ) : Y1 =MOUSE ( 1 ) 


I 、BF 


15,B 


IF Х1>290 AND X1 く <X2x19+289 AND Ү1210 AND Ү1<Ү2ж10%9 THEN マウ ス =2 ELSE マウ 


GOSUB * マ ウス 
IF A=-1 OR В=-1 THEN GOSUB 1630 
GOTO 1558 


IF X1215 AND X1<270 AND Y12270 AND Y1<290 THEN GOSUB * 色 選択 


IF マウ ス =2 THEN GOSUB x ドッ ト を 打つ :RETURN 
IF A<>-1 THEN RETURN 


IF X12S1+1 AND Х1<51%33 AND У1>52+1 AND Ү1<52%33 THEN GOSUB * 移 動 : RETURN 
IF Х1<10 OR Х!>242 OR Y1<320 OR Y1>392 THEN RETURN 


II=INT((X1-10)/40):J1=INT((Y1-320)/40) 


ON 11+41*6+1 GOSUB xLOAD,xXSAVE.xGET , «РОТ, .xPALETTE の 設定 .* ベ イ 


ント , ぇ 動画 , x 左右 反転 , x 上 下 反 転 AR, *KILL, x その 他 


амынын ы Е Н пни: папынмшаниыныайының ж 


1700 RETURN 

1710 " 

1720 

1730 " 

1740 * 色 選択 

1750 FR=INT((X1-15)/16) 

1760 IF A=-1 THEN LOCATE CL1lx2+2,18:PRINT " ":CL1=FR 
1770 IF B=-1 THEN LOCATE С1.2*2+2,18:РЕ1МТ "  ":CL2=FR 
1789 IF CL1<>CL2 THEN 1828 F 

1790 LOCATE CLlx2+2.18:PRINT "АВ" 

1800 GOSUB xBELL 

1810 FR=0:RETURN 

1820 LOCATE СІ,1ж2%2,18:РБІМТ "А" 

1830 LOCATE С1,2ж2%2,18:РБІМТ "В" 

1840 СОТО 1800 

1850 * ド ッ ト を 打つ 

1860 MOUSE 3,0, 12:М00ЅЕ 3,1,12 

1870 I1=INT((X1-299)/19):J1=INT((Y1-19)/109) 
1880 IF 11>Х OR J1>Y THEN RETURN 

1899 IF A=-1 THEN CL=CL1 

1900 IF B=-1 THEN CL=CL2 | 
1910 ІЛМЕ (Ilx19+292、J1x19+12)-(I1lx19+298、J1x19+18) СЁ, ВЕ 
1920 IF タイ ル =9 THEN PSET (11+10+Х3, Ј1+10+ҮЗ),СІ. 
1930 IF タイ ル =1 THEN PSET (I1+499,J1+79) 、CL 
1940 1I1=9:J1=9:RETURN 

1950 * 移 

1969 IF X<32 AND Y<32 THEN RETURN 

1979 IF X<32 THEN 11=25 ELSE 11=Х-7 

1980 IF Y<32 THEN 41-25 ELSE Ј1=Ү-7 

1990 MOUSE 4,25,25,11.J1 

2000 S1=MOUSE( 9 )-16:S2=MOUSE( 1 ) - 16 

2010 LOCATE SPRITE 1,MOUSE(9 ) - 16 ,MOUSE( 1 ) - 16 
2020 GOSUB x* マ ウス 

2030 IF B<>-1 ТНЕМ 2080 

2040 X3=S1-9:Y3=S2-9 

2050 GOSUB *BELL:MOUSE 4,0,0,623, 384 

2060 GOSUB * 拡 大 

2979 RETURN 

2080 GOTO 2000 

2090 x 拡大 

2100 $С=1 

2110 LINE (290,10)-(620,340),0.BF 

2120 IF X<32 THEN 11=Х-1 ELSE 11-31 

2130 IF Y<32 THEN Jl=Y-1 ELSE J1=31 

2140 FOR J=0 TO Jl 


2150 BUFFER=0 

2160 GET (X3+9、Y3+J+19)-(X3+41 、Y3+J+19 ) 、B% 
2170 BUFFER=1 

2180 FOR Z=2 TO 8 

2190 РОТ (560,10+J%w10+Z),B%Z,PSET 
2200 NEXT 

2210 NEXT 

2220 FOR I=0 TO 11 

2230 BUFFER=1 

2240 GET (561%1,10)-(561%1,340).В% 
2250 BUFFER=0 

2260 FOR Z=2 TO 8 | 

2270 РОТ (290%1ж10%2,10).В% 

2280 NEXT 

2290 NEXT 


2300 GOSUB * 方 眼 を 書く 

2310 BUFFER= 1 

2320 LINE (560,0)-(639,340),0,ВЕ 

2330 BUFFER=9 : SC=9 

2349 RETURN 

2350 xPALETTE の 設定 

2360 SC=1:12=4:J2=9:X9=X1:Y9=Y1 : マ ウス =2 

2370 GOSUB xBRINKON 

2380 СЕТ (399、259)-(459,349) 、A% 

2390 FOR 1-0 TO 2 ` 

-2400 LINE (300+I,250+I)-(450-1,390-1),15,B 
2419 NEXT 

2420 LINE (300+1,250+1)-(450-1.390-1),0.ВЕ 
2430 LINE (300,371)-(450,371),15 

2440 LINE (470,355)-(500,390).15,В 

2450 LOCATE 63.23:PRINT "サン フ * ル " 
2460 LOCATE 31.21:PRINT " 
2470 LOCATE 31,22:РБІМТ "ІШТІ" 
2480 LOCATE 31.23:PRINT " —ə— " 

2490 LOCATE 57,21:PRINT "バレ ッ ト 番 号 は " 

2500 FOR J=0 TO 15 

2510 LINE (300,370-(4*7))-(310,370-(4%*7)).15 
2520 NEXT 

2539 MOUSE 4,32,270.278, 298 

2540 GOSUB *x マ ウス 

2550 IF А=-1 OR В=-1 THEN 2560 ELSE 2530 

2569 FR=INT((X1-15)/16) 

2570 ІЛМЕ (472.357)-(498.388 ) ,FR,BF 

2580 LOCATE 79,21:PRINT FR 

2590 MOUSE 4.250,250,450.2390:МО05Е 1.325,350.1 
2600 RESTORE 2650 

2610 FOR 1=8 TO 2 


2620 READ A$:A=VAL("&H"+A$) 
2630 PUT (349+Ix49.372 ) ,KANJI (A) ,PSET 
2640 NEXT 


2650 DATA 4Е50, 4056, 4044 
2660 FOR Ј=0 ТО 2 
2670 GOSUB 2910 
2680 МЕХТ 
2690 GOSUB * マ ウス s 
2700 IF X1>349 AND X1<360 THEN J=0:GOTO 2750 
2710 IF X12380 AND X1<400 THEN J=1:GOTO 2750 
2720 IF X12420 AND X1<440 THEN J=2:GOTO 2750 
2730 IF X1>259 AND Х1<290 AND Y12340 AND Ү1<375 AND А=-1 THEN 2980 
2740 GOTO 2690 
2750 IF A<>-1 THEN 2770 
2760 IF CP(FR, J)<=14 THEN CP(FR,J)=CP(FR,J)+1:GOTO 2810 
2778 IF B<>-1 THEN 2800 
2780 IF CP(FR、J) >=1 THEN CP(FR,J)=CP(FR,J)-1 ELSE 2800 
2790 ІЛМЕ (349+Jx49、269)-(369+Jx49.379),9,BF:GOTO 2810 
2800 GOTO 2690 
134 ` 2810 GOSUB *BELL2 


2820 IF CP(FR,0)=0 ТНЕМ ADD=0 ELSE ADD=3072 
2830 G!=CP(FR,0)%4096+ADD 

2840 IF CP(FR,1)=0 THEN ADD=0 ELSE ADD=32 

2850 R!=CP(FR,1)%64+ADD 

2860 IF CP(FR,2)=0 THEN ADD=0 ELSE ADD=1 

2870 B!=CP(FR,2)%2+ADD 

2880 PALETTE ЕВ.С! +6! +В! 

2890 GOSUB 2910 

2900 СОТО 2698 

2910 IF CP(FR,J)=9 THEN 2930 

2920 LINE (340+J%40,370-CP(FR.J)%7)-(360+J%40.370).7,BF,TILE$(J+1) 
2930 COLOR TXT 

2940 LOCATE 42+J*5,22:PRINT-CP(FR,J) 

2950 LINE ((43+Jx5)x8.22x16)-((45+Jx5)x8,23x16) ,9.BF 
2960 FOR 1=0 TO 500:NEXT 

2970 RETURN 

2980 MOUSE 4.9,9,623.384:MOUSE 1,X9,Y9,1 

2990 COLOR TXT 

3000 CLS 

3010 LINE (300,341)-(450,390).0,BF 

3020 ІЛМЕ (470.355)-(500.390).0,BF 

3030 РОТ (300,250),А%,РЗЕТ 

3040 GOSUB xBRINKOFF 

3050 GOSUB xBELL 

3060 SC=9: マ ウス =9:12=9:J2=9 

3070 GOSUB *ВЕТ 

3989 RETURN 

3090 x ペイ ント 

3100 SC=1:X9=X1:Y9=Y1:PA=1 

3110 CONSOLE 0,20 

3120 I2=5:J2=0:GOSUB xBRINKON 

3130 GET (10.10)-(9%Х,9%Ү),В% 

3140 FOR I=0 TO 1000:NEXT 

3150 LOCATE 38.21:РБІМТ "境界 色 ?" 

3160 FOR I=0 TO 500:NEXT 

3170 GOSUB «ЕНІ 

3180 IF B=-1 THEN 3530 

3190 P1=SR 

3200 LOCATE 45.21:PRINT РІ 

3210 FOR I=0 ТО 1999:NEXT 

3220 LOCATE 38、.22:PRINT "通常 プ タイル" 

3230 N1=38:N2=22:N3=53:N4=43 

3240 GOSUB * 二 者 択 一 

3250 IF B=-1 THEN 3530 

3260 P4=SR 

3270 FOR 1=0 ТО 10080: МЕХТ 

3280 LOCATE 38、23:PRINT "全域 и 表示 領域 " 

3290 М1-38:М2-23:М3-56:М4-43 

3300 GOSUB * 二 者 択 一 

3310 IF B=-1 THEN 3530 

3320 P5=SR 

3330 FOR 1-0 TO 1999:NEXT 

3340 IF P4=1 THEN x タ イル 

3350 LOCATE 58,21:РБІМТ "領域 色 ?" 

3360 GOSUB * 色 選択 1 

3370 IF B=-1 THEN 3530 

3389 P2=SR 

3390 LOCATE 66.21:PRINT P2 

3400 LOCATE 58.23:PRINT "位置 ?" 

3410 MOUSE 4,290.10,Х2ж10%290,Ү2ж10%10 

3420 GOSUB x マ ウス 

3430 IF B=-1 THEN 3530 

3440 IF A<>-1 THEN 3420 

3450 P5=INT((X1-299 )/16 ) :P6=INT((Y1-19)/19) 
3460 ІЛМЕ (292+(P5x19 ) ,12+(P6x19) )- (298+ (Р5ж10), 18+(Р6%10) ) ,P1 , BE 
3478 K=38:L=24:GOSUB x 確認 

3480 IF B=-1 OR SR=1 ТНЕМ 3530 

3490 IF P3=1 THEN x 表 示 領 域 

3500 ІЛМЕ (9,.9)-(X+19,Y+19) ,P1,B 

3519 IF P4=1 THEN PAINT (P5+X3+10, P6+Y3+19 ) 、TILE$( タ イル 番号 ) 、P1 
3520 IF Р4=0 THEN PAINT (P5+X3+19,P6+Y3+19 ) ,P2.P1 
3530 MOUSE 4.9.9,623,384 

3540 LINE (9,9)-(19+X,19+Y) ,9,B 

3550 GOSUB xBRINKOFF 

3560 LINE (299,359 ) - (639,399 ) , 9 , BF 

3579 FOR 1=21 TO 24 

3580 LOCATE 38.1:PRINT $РС(36) 

3590 NEXT 

3600 MOUSE 1.Х9.Ү9,1:6050В x 拡大 

3610 CONSOLE 9.,25:SC=9:P1=9:P2=9:P3=9:P4=9:P5=9:P6=9 
3620 TURN ON SPRITE 1:RETURN 

3630 FOR 1=21 TO 24:LOCATE 38,1:PRINT SPC(36 ) : NEXT 
3640 LOCATE 38,21:РБІМТ "ベイ ント する 図形 が 複雑 すぎ ます 。" 
3650 FOR 1=0 ТО 5999:NEXT:GOTO 3530 

3669 «РОТ 

3670 SC=1:CLS:X9=X1:Y9=Y1 

3680 TURN OFF SPRITE:CONSOLE 0.10 

3690 X5=INT(569\(X+4) ) :Y5=INT(383\(Y+4 ) ) 

3700 СЕТ (19.19)-(9+X,9+Y) ,B% 

3710 BUFFER= 1 : SCREEN WINDOWS 0,(0,0), 400, 1 
3720 FOR I=0 ТО 5000: МЕХТ 

3739 LOCATE 5,24:PRINT "どこ に 格納 し ます か ?" 

3740 FOR 1=0 ТО 500: МЕХТ 

3750 GOSUB *x マ ウス 

3760 IF A<>-1 AND B<>-1 THEN 3750 

3770 IF А=-1 THEN IF X1>(X+4)xX5-1 OR Y1>(Y+4)xY5- | THEN GOSUB xBELL1:GOTO 3750 
3780 IF B=-1 THEN GOSUB xRET:RETURN 

3790 X4=INT(X1/(X+4) ) :Y4=INT(Y1/(Y+4) ) 

3800 LOCATE 27.24:PRINT "No.":X4xY5+Y4 

3810 РОТ (X4xX+(X4x4)+1.Y4xY+(Y4x4)+1 ) 、B%、PSET 
3820 GOSUB xBELL 

3830 GOTO 3730 

3849 xGET 

3850 X9=X1 :Y9=Y1 :SC= 1 :CLS 

3869 TURN OFF SPRITE:CONSOLE 9、19 

3870 X5=INT(569\(X+4) ) :Y5=INT(383\(Y+4) ) 

3880 BUFFER= 1 : SCREEN WINDOWS 0,(0,0).400.1 
3890 LOCATE 5.24:PRINT "どれ を 持ち 出し ます か ?" 
3900 FOR 1=0 TO 5000: МЕХТ 

3910 GOSUB x マ ウス 

3920 IF A<>-1 AND B<>-1 THEN 3910 

3930 IF A=-1 THEN IF X1>(X+4)xX5-1 ОВ Y1>(Y+4)*xY5-1 THEN GOSUB xBELL1 :GOTO 3910 135 
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3940 IF В=-1 THEN GOSUB xRET:RETURN 

3950 X4=INT(X1/(X+4)):Y4=INT(Y1⁄/(Y+4)) 

3960 LOCATE 27,24:PRINT "No.";X4xY5+Y4 

3970 СЕТ (X4X(X+4)+1,Y4xX(Y+4)+1 )-(X4※(X+4)+X、Y4X(Y+4)+Y) ,B% 
3980 GOSUB xBELL 

3990 GOSUB xRET 

4000 РОТ (19,19),B%,PSET :GOSUB * 拡 大 

4919 RETURN 

4020 x 動画 

4030 CLS 

4040 SC=1 :X9=X1:Y9=Y1 : АММ=0 

4050 TURN ОБЕ SPRITE:CONSOLE 0,10 

4060 X5=INT(569\(X+4) ) Ү5= І №МТ‹383%(Ү+4) ) 

4070 СЕТ PATTERN 1,А%:СЕТ (10,10) -(9+Х,9+Ү), Вх 
4080 ERASE PATTERN ALL 

4090 РОТ PATTERN 1,А%,4:РОТ PATTERN 5,B%, 4 
4100 BUFFER= 1 : SCREEN WINDOWS 0, (0.0), 400, 1 
4110 FOR 1=0 TO 5000: МЕХТ 

4120 LOCATE 5,24:PRINT "どれ を 動画 し ます か ?" 

4130 FOR 1=0 TO 1000: МЕХТ 

4140 GOSUB * マ ウス 

4150 IF A<>-1 AND B<>-1 THEN 4140 

4160 IF A=-1 THEN IF X1>(X+4)xX5-1 OR Y1>(Y+4)xY5-1 THEN GOSUB xBELL1:GOTO 4140 
4170 IF B=-1 THEN IF ANM=9 THEN 4510 ELSE 4290 
4180 X4=INT(X1/(X+4) ) :Y4=INT(Y1/(Y+4) ) :AN(ANM) =X4xY5+Y4 
4190 LOCATE 27,24:PRINT "No.":AN(ANM) . 

4200 ІЛМЕ (Х4*(Х+4),У4*(У+4))-(Х4*(Х+4)+Х+2.У4*(У+4)+У+2).2.В 
4210 GOSUB xBELL 

4220 АММ=АММ+1 

4238 СОТО 4120 

4240 СЕТ PATTERN 5,В%:ЕВАЗЕ PATTERN 5 

4250 РОТ (19,19) .B%,PSET 

4260 GOSUB x 拡大 

4270 GOSUB жБЕТ 

4280 RETURN 

4290 5СВЕЕМ WINDOWS 0,(0,0),400,0 

4300 MOUSE 4,384,352,472.368 

4310 CONSOLE 8.25:CLS:CONSOLE 9,19: マ ウス =2 
4320 LOCATE 49,22:PRINT "ЖЖ? + / —" 

4330 LOCATE 62,22:РВІМТ TI 

4349 FOR 1=0 TO АММ-1 


4350 X4=INT(AN( 1 )/Y5):Y4=AN( 1 ) MOD Y5 

4360 BUFFER= 1 

4370 СЕТ (Х4*(Х+4)+1,\4*(У+4)+1)-(Х4*(Х+4)+Х,У4*(У+4)+У).В% 

4380 BUFFER=0 

4390 РОТ (10.10),В%,Р5ЕТ 

4400 GOSUB * マ ウス 

4410 IF FR=X1 THEN 4450 

4428 IF X1<416 THEN COLOR @(48、22)-(51 、22) 、66:COLOR @(54,22)-(57,22).ТХТ:Т=1 
4430 IF Х1>432 THEN COLOR @(48,22)-(51 .22) 、TXT:COLOR @(54.22)-(57,22).66:Т=- 
1 

4440 FR=X1 

4458 IF A<>-1 AND B<>-1 THEN 4490 

4460 IF A=-1 THEN TI=TI+T:GOSUB xBELL2 ELSE 4510 

4478 IF TI<9 THEN ТІ=0 

4480 LOCATE 62.22:PRINT ТІ 

4490 FOR J=0 TO ТІж100:МЕХТ:МЕХТ 


4500 GOTO 4340 
4510 LINE (384,352)-(472,368).0,ВЕ 
4520 GOSUB xRET:GOSUB xBELL1 
4530 GET PATTERN 5,B%:PUT (10.10),B%,PSET:ERASE PATTERN 5 
4540 BUFFER=1:GOSUB xBOX: BUFFER=9 : マウ ス =9 
4550 IF 方 眼 間 隔 ( 方 眼 1 ) く >9 THEN GOSUB * 方 眼 作 成 .CAD 
4560 FR=9:ANM=9 
4570 RETURN 
4580 xSAVE 
4590 SC=1:X9=X1:Y9=Y1:NAME$="":FILE$=" ス プラ イト ": 
BYTE=((Xx4+15)\16)xYx2+4: 残 り =INT((FRE(3)-699 ) /BYTE ) - 1 
4600 MOUSE 1,,.9:TURN OFF SPRITE 
4610 SCREEN WINDOWS 9,(9.9),499.1:BUFFERs= 1 
4620 CONSOLE 0.25:CLS:CONSOLE 0,20 
4630 СЕТ PATTERN 1,А%:ЕВАЅЕ PATTERN ALL 
4640 FOR I=0 TO 3000: МЕХТ 
4650 LOCATE 10,23: 1МРОТ "開始 ス フ " ライ ト ハ * - ン は (1-255) ?",РАТ 
4660 IF PAT=9 THEN 5170 
4679 IF PAT>=1 OR PAT<=255. THEN GOSUB xBELL:GOTO 4738 
4680 GOSUB xBELL1 
4690 LOCATE 50,23:РБІМТ "1 か ら 255 ま で !" 
4700 FOR I=0 TO 4999:NEXT 
4710 LOCATE 59,23:PRINT 5РС(21) 
4720 GOTO 4640 
4738 PAT1=PAT 
4740 MOUSE 1,,,1 
4750 LOCATE 5.24:PRINT "どれ を SAVE し ます か ? " 
4760 COLOR @(11,24)-(18,24),66 
4770 LOCATE 32,24:РБІМТ " ス フ * ラ イト No. ";РАТ!; 
4780 LOCATE 46,24:PRINT "n° ター ン No." 
4790 LOCATE 69.24:PRINT "残り ": 残 り :LOCATE 79,24:PRINT "W" 
4800 X5=INT(569\(X+4 ) ) :Y5=INT(383\(Y+4 ) ) 
4810 GOSUB *x マ ウス 
4820 IF A<>-1 AND B<>-1 THEN 4810 
4830 IF A=-1 THEN IF X1>(X+4)xX5-1 OR Y1>(Y+4)xY5-1 THEN GOSUB xBELL1:GOTO 4810 
4840 IF B=-1 THEN IF PAT1=PAT THEN 5170 ELSE FOR I=0 TO 3000:МЕХТ:СОТО 5010 
4850 X4=INT(X1/(X+4) ) :Y4=INT(Y1/(Y+4) ) 
4860 LOCATE 54,24:РЕ1МТ SPC(4):LOCATE 54,24:РБІМТ X4xY5+Y4 
4870 LINE (X4X(X+4 ) 、Y4X(Y+4) )-(X4X(X+4)+X+2.Y4X(Y+4)+Y+2) 2、B 
4880 СЕТ ((X4x(X+4) )+1 ,(Y4x(Y+4) )+1 )-(((X4x(X+4) )+X) 、((Y4X(Y+4) )+Y ) ) 、B% 
4890 РОТ PATTERN РАТ!,В%, 4: 残 り = 残 り -1 
4900 IF 残り <9 THEN ER$="SAVE す る 量 が 多 す ぎ ま す 。":GOTO 4950 
4910 GOSUB *BELL 
4920 LOCATE 64,24:PRINT 残り 
4930 PAT1=PAT1+1 
4940 IF PAT1<255 THEN 4770 ELSE ER$=" ス フ * ライ ト No . が 255 番 を 越え て いま す 。" 
4950 CONSOLE 9,25:CLS:CONSOLE 0.20 
4960 LOCATE 19.24:PRINT ER$ 
4970 GOSUB xBELL1 
4980 LOCATE 19.24:PRINT SPC(34) 
4990 GOSUB жВОХ 
5000 СОТО 4580 
5010 SCREEN WINDOWS 0,(0,0),0,1 
5020 CONSOLE 0.25:CLS:CONSOLE 0.20 
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5030 GOSUB xDRI 
5949 IF DRI1$="" THEN 5170 

5050 GOSUB xFILES 

5060 LOCATE 19,22:INPUT "ファ イル 名 ":NAME$ 
5070 IF NAME$="" THEN 5170 

5080 IF LEN(NAME$)<8 THEN 5130 

5090 LOCATE 59,24:PRINT "8 文字 まで " 

5100 GOSUB xBELL1 

5119 LOCATE 59,24:PRINT SPC(9) 

5120 GOTO 5010 

5130 GOSUB x フ ァイル 名 登録 

5140 SAVE PATTERN DRI$+NAME$+" .SP" ,ALL 
5150 MOUSE 4,0,0.623,384 

5169 ERASE PATTERN ALL 

5170 GOSUB BOX 

5180 РОТ PATTERN 1,А%, 4 

5190 GOSUB xRET:CLS 

5200 IF 方 眼 間隔 (方 眼 1 ) く >9 THEN GOSUB * 方 眼 作 成 CAD 
5210 PAT=9:PAT1=9:BYTE=9: 残 り =9 : NAME$="" 
5220 RETURN 

5230 xLOAD 

5240 X9=X1:Y9=Y1:SC=1:FILE$=" ス プラ イト ":NAME$="" 
5259 TURN OFF SPRITE 

5260 CLS:CONSOLE 0,20 

-5279 SCREEN WINDOWS 9,(9,9).,9,1:BUFFER= 1 
5280 FOR I=0 TO 2000:МЕХТ 

5290 GOSUB xDRI 

5300 IF DRI1$="" THEN 5660 

5319 GOSUB xFILES 

5320 IF FI=9 THEN 5660 

5330 LOCATE 10,22:РБІМТ "どれ を LOAD し ます か ?" 
5340 COLOR @(16,22)-(23,22) ,66 

5350 GOSUB x ファ イル 選択 

5360 IF B=-1 THEN 5660 

5370 GOSUB *BELL 

5380 LOCATE 10,23:PRINT "現在 の + キャ ラク ター を な 消去 し ます 。 ОК?" 
5390 LOCATE 49,23:PRINT "「 左 」=Yes" 

5400 FOR 1=0 TO 2000:МЕХТ 

5410 GOSUB x* マ ウス 

5420 IF B=-1 THEN 5660 

5430 IF A<>-1 THEN 5410 

5440 GOSUB x ファ イル 名 検索 

5450 ERASE PATTERN ALL 

5460 LOAD PATTERN DRI$+NAME$+".SP",ALL 
5470 X=PATTERN(PAT,3):Y=PATTERN(PAT,4) 
5480 BUFFER=1 

5490 CONSOLE 0,25:CLS 3 

5500 GOSUB *BOX 


5510 I=0:J=0 

5520 FOR Z=0 TO РАТ!-1 

5530 IF PATTERN(Z+PAT,0)<>-1 THEN 5560 

5540 GET PATTERN Z+PAT,B%:PUT (IX(X+4)+1、Jx(Y+4)+1 ) 、B%、PSET 
5550 J=J+1 

5560 IF J>=Y5 THEN I=I+1:J=0 

5570 NEXT 


5580 BUFFER=0 
5590 S1=9:S2=9:X3=0:Y3=0 

5600 ERASE PATTERN ALL 

5610 IF X<32 THEN X2=X ELSE X2=32 

5620 IF Y<32 THEN Y2=Y ELSE Y2=32 

5630 LINE (8.8)-(269,269),0,BF 

5640 LINE (9.9)-(10+X2,10+Y2).2.B:GET (9,9)-(16+X2.12+Y2).A% 
5650 PUT PATTERN 1,A%,4:LOCATE SPRITE 1.51,52,1 

5660 GOSUB „ВЕТ 

5670 ІЛМЕ (290,10)-(620,340),0.ВҒ 

5680 GOSUB * 方 眼 を 書く :GOSUB xBELL1 

5690 LINE (8.8)-(269,269),9.BF:LINE (8,8)-(11+X.11+Y) 、15.B 
5700 IF 方 眠 間 隔 ( 方 眼 1 ) く >9 THEN GOSUB жЕ. САР 

5710 RETURN 

5720 x 左右 反転 

5730 SC=1:X9=X1:Y9=Y1 

5740 FOR 1-0 TO 2000: МЕХТ 

5750 BUFFER=1:SCREEN WINDOWS 0, (0.0), 400.1 

5760 CLS:CONSOLE 0.10 

5770 TURN OFF SPRITE 

5780 LOCATE 15.24:PRINT "どれ を 左右 反転 する No." 

5790 X5=INT(569\(X+4 ) ) : Y5=INT(383\(Y+4) ) 

5800 GOSUB * マ ウス 

5810 IF A<>-1 AND B<>-1 THEN 5800 

5820 IF В=-1 THEN 5990 

5830 IF А=-1 THEN IF X1>(X+4)xX5-1 OR Y1>(Y+4)xY5- 1 THEN GOSUB xBELL1:GOTO 5800 
5840 X4=INT(X1/(X+4) ) :Y4=INT(Y1/(Y+4) ) 

5850 LOCATE 32.24:PRINT "No.":X4xY5+Y4 

5869 BUFFER=9 

5870 СЕТ (19.19)-(9+X、9+Y) 、B% 

5880 BUFFER= 1 

5899 FOR I=0 TO X 


5900 GET (Х4*Х+(Х4*4)+1+1,У4»*\+ (У4%*4)+1)-(Х4*Х+(Х4*4)+1+1.\У4*\+ (У4*4)+\+1).А 
% 

5910 ВОЕЕЕВ=0:РОТ ((X+9)-I,10),A%,PSET:BUFFER=1 

5920 NEXT 


5930 BUFFER=0 
5940 GET (10.10)-(9+X,9+Y),A% 

5950 BUFFER=1 

5960 PUT (Х4жХ%(Х4ж4)%1,Ү4жҮ%(Ү4ж4)%1),4%.Р5ЕТ 

5970 BUFFER=0 

5980 PUT (10,10),B%,PSET 

5990 GOSUB xRET:GOSUB *BELLI 

6000 RETURN 

6010 «ЕТ 

6020 5С-1:Х9-Х1:Ү9-Ү1 

6030 FOR 1=8 ТО 200:МЕХТ 

6040 SCREEN WINDOWS 0,(0,0).400,1 

6050 CLS:CONSOLE 0,10 

6060 TURN OFF SPRITE 

6070 LOCATE 15.24:PRINT "どれ を 上 下 反 転 す る No." 

6080 GOSUB * マ ウス 

6090 IF A<>-1 AND B<>-1 THEN 6080 

6100 IF B=-1 THEN 6290 

6110 IF A=-1 THEN IF X1>(X+4)xX5-1 ОВ Y1>(Y+4)xY5-1 THEN GOSUB *BELL1:GOTO 6080 


137 


6120 Х4=1МТ(Х1/(Х+4)) :Y4=INT(Y1/(Y+4) ) 
6138 LOCATE 32.24:PRINT "№." ;Х4*У5+У4 
6140 BUFFER=0 

6150 СЕТ (10.10)-(9+X,9+Y),B% 

6160 BUFFER=1 

6170 ҒОК 4-0 70 Ү 


6180 СЕТ (X4XX+(X4x4)+1 、Y4XY+(Y4X4)+1+J)-(X4XX+(X4x4)+X+1 、Y4XY+(Y4x4)+1+J) 、A 
% 

6190 BUFFER=0 

6200 РОТ (10,(9%Ү)-4),А%,Р5ЕТ 

6210 BUFFER=1 

6220 NEXT 


6230 BUFFER=0 

6240 СЕТ (10,10)-(9%Х,9%Ү),А% 

6250 BUFFER=1 

6260 PUT (X4XX+(X4X4)+1 、Y4XY+(Y4x4)+1 ) 、A%、PSET 

6270 BUFFER=9 

6280 РОТ (19.19) 、B%,PSET 

6290 GOSUB *xRET:GOSUB *#ВЕШ 1 

6300 RETURN 

6310 * マ ウス 

6320 AsMOUSE( 2 , 1 ) : B=MOUSE( 2 . 2 ) :X1 =MOUSE( 9 ) :Y1=MOUSE( | ) 
6339 IF マウ ス =2 THEN RETURN 

6340 IF マウ ス =1 THEN 6370 

6350 IF A=-1 THEN PALETTE 21.&H3E0:PLAY "@29V13L1606C":FOR 1=8 ТО 200: МЕХТ 
6360 IF B=-1 THEN PALETTE 21.&HFFE9:PLAY "@29V13L1605C":FOR 1=9 ТО 299:NEXT 
6370 PALETTE 21, &НЕС1Е 

6380 IF X1215 AND Х1<270 AND Y1>279 AND Y1<299 THEN 6430 
6390 IF Х1>290 AND Х1<610 AND Y15210 AND Y1<330 THEN 6430 
6400 IF Х1210 AND X1<X+10 AND Ү1210 AND Y1<Y+10 THEN 6430 
6410 IF Х1210 AND Y12320 AND Х1<242 AND Y1<392 THEN 6430 
6420 IF SC=0 THEN MOUSE 3,0.6:MOUSE 3.1,6:RETURN 

6430 MOUSE 3.9.12:MOUSE 3,1,12:RETURN 

6440 *JBR2 #t < 

6450 FOR I=0 TO X2 


6460 LINE (290+1I%10.10)-(290+1%10,Y2%10+10).15 
6470 NEXT 

6480 FOR J=0 TO Y2 

6490 LINE (299、JX19+19)-(X2x19+299,Jx19+19)、15 
6500 NEXT 


6510 ІЛМЕ (1МТ(Х2/2)ж10%290,10)-(1МТ(Х2/22ж10%290,Ү2ж10%10).0 
6520 ІЛМЕ (INT(X2/2)x19+299,19)-(INT(X2/2)x19+299,Y2x19+19),15,.&HAAAA 
6530 ІЛМЕ (299.INT(Y2/2)x19+19)-(X2x19+299,INT(Y2/2)x19+19).9 
6540 ІЛМЕ (299.INT(Y2/2)x19+19)-(X2x19+299,INT(Y2/2)x19+19)、15,、&HAAAA 
6550 GOSUB *ВЕШ.1 
6560 RETURN 
6570 жВВІМКОМ 
6580 СЕТ (12ж40%10,22ж40%320)-(12ж40%41.22ж40%351),А% 
6590 ERASE PATTERN 2,6 
6600 РОТ PATTERN 2,4%, 4 ` 
6610 LOCATE SPRITE 2.12*40+10,42*40+320,2 
6620 DEF SPRITE 2 AS 6,2 
6630 SPRITE 2,"RIL1" 
6640 TURN ON SPRITE 2 
6650 START SPRITE 2 
6660 ІЛМЕ ([I2%40+10,J2%40+320)-(I2%40+41,J2%40+351).0.BF 
6670 RETURN 
6680 *BRINKOFF 
6690 СЕТ PATTERN 2,A% 
6700 РОТ (12ж40%10,22ж40%320),А%,Р5ЕТ 
6710 STOP SPRITE 2 
6720 TURN OFF SPRITE 2 
6730 ERASE PATTERN 2,6 
6740 RETURN 
6750 * タ イル 
6760 СЕТ (320,240)-(480,310).А% 
6770 LINE (320.240)-(480,310),7.ВЕ:ІЛМЕ (323.243)-(477.397 ) .1.BF 
6780 FOR I=0 TO 2:FOR J=0 TO 7 
6790 LINE (Jx18+339,Ix18+259)-(Jx18+345.Ix18+265) .7.B 
6800 LINE (Jx18+331 、Ix18+251 )-(Jx18+344.Ix18+264) .9.、BF、TILE$( lx8+J+4 ) 
6819 NEXT:NEXT 
6820 MOUSE 4.329.249.489、319 
6830 LOCATE 58,21:PRINT "選ん で 下さ い 。" 
6840 GOSUB * マ ウス 
6850 IF В=-1 ТНЕМ 3538 
6860 IF A<>-1 ТНЕМ 6840 
| 6870 タイ ル 番 号 =INT((X1-339)/18)+(INT((Y1-259)/18) )x8+4 
| 6880 T2=SR 
| 6890 РОТ (328,248), А, РЅЕТ 
| 6900 MOUSE 4,0,0, 623, 384 
6910 ІЛМЕ (464.,.352)-(699,368) ,7,BF.TILE$( タ イル 番号 ) 
6920 FOR 1=0 TO 2000: МЕХТ 
6930 GOTO 3408 
6940 x 表示 領域 
6950 СЕТ (X3+19,Y3+19)-(X3+41 、Y3+41 ) , A% 
6960 BUFFER=1 
6970 РОТ (595,10).A%,PSET 
6980 LINE (594,9)-(594+(Х2+1),9+(\2+1)),Р!,В 
6990 IF Р4=0 THEN PAINT (P5+595,P6+19 ) ,P2,P1 
7000 IF P4=1 THEN PAINT (P5+595,P6+19 ) ,TILE$( タ イル 番号 ) ,P1 
7010 СЕТ (595,10)-(626,41),А% 
| 7020 BUFFER=0 
| 7030 РОТ (Х3%10,Ү3%10),А%,Р5ЕТ 
7040 СОТО 3530 
7050 * 色 選択 1 
7060 MOUSE 4,15,279,279,299:MOUSE 1,ХР,УР,1 
7070 GOSUB * マ ウス 
7080 IF A=-1 THEN XP=X1 : УР=У1 :SR=INT((X1-15)/16) :GOSUB *BELL: RETURN 
7999 IF B=-1 THEN RETURN 
7100 GOTO 7070 
7110 ※ 二 者 択 一 
7120 MOUSE 4.N1x8、N2x16、N3x8、(N2+1 )x16-1 
7130 GOSUB x* マ ウス 
| 7140 IF Х1<М4ж8 THEN SR=0:COLOR @(N1,N2)-(N4.N2),66:COLOR @(N4+3.N2)-(N3.N2).TXT 
| | 7150 IF Х!>(№4+3)*8 THEN SR=1:COLOR @(N1,N2)-(N4,N2),TXT:COLOR @(N4+3,N2)-(N3.N2 
),66 
| 7160 IF A=-1 THEN GOSUB xBELL:RETURN 
7170 IF B=-1 THEN RETURN 
7180 GOTO 7138 
7190 жВОХ 
7200 X5=INT(569\(X+4) ) :Y5=INT(383\(Y+4) ) 
138 7210 BUFFERs= 1 
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7220 РОК I=0 ТО Х5-1 


7230 FOR 4-0 ТО Ү5-1:В=1 

7240 LINE (I%w(X+4),J%(Y+4))-(I%(X+4)+(X+2).,Jw%w(Y+4)+(Y+2)).15.B 
7250 МЕХТ 

7260 МЕХТ 

7270 RETURN 

7280 ж 


7290 FOR 1-0 ТО 1000:МЕХТ 
7300 LOCATE K,L:PRINT "よろ し で すか ? (У И № 9% 

7310 N1=K+17:N2=L:N3=K+26:N4=K+29 

7320 GOSUB * 二 者 択 一 

7330 IF B=-1 THEN RETURN 

7340 GOSUB xBELL1 

7359 RETURN 

7360 xRET 

7370 LOCATE SPRITE 1,S1,S2,1 

7380 MOUSE 4,0,0.623,384:МОЮ5Е 1,Х9,Ү9,1 

7390 А=0:В=0:5С=0 

7400 TURN ОМ SPRITE 

7410 CONSOLE 0,25:СІ,5 

7420 BUFFER=0 

7430 SCREEN WINDOWS 0,(0,0).400,0 

7440 IF CL1=CL2 THEN LOCATE CL1*2+2,18:PRINT "AB":RETURN 
7450 LOCATE CL1*2+2,18:PRINT "A":LOCATE CL2*2+2,18:PRINT "В" 
7460 RETURN 

7470 xDRI 

7480 IF L<>22 THEN L=21 

7490 N1=22:N2=L:N3=27:N4=23:MOUSE 1 .XD,YD, 1 

7500 LOCATE 19,L:PRINT “DRIVE 1/2" 

7510 GOSUB * 二 者 択 一 

7520 IF SR=9 THEN DRI1$="1:" ELSE DRI1$="2:" 

7530 IF B=-1 THEN GOSUB xRET:DRI1$="":RETURN 

7540 IF FILE$= "バレット" THEN F$="FILE.FPA" 

7550 IF FILE$=" ス プラ イト " THEN F$= "FILE.FSP" 

7560 IF FILE1$ く <>FILE$ OR DRI1$<>DRI$ THEN CLOSE #1:OPEN DRI1$+F$ AS #1 
7570 DRI$=DRI1$:FILE1$=FILE$: XD=X1 : YD=Y1 

7589 RETURN 

7590 x ファ イル 名 登録 

7600 SL=9:FR=9:R=9:NAME1$=NAME$ 

7610 FOR I=1 TO 8-LEN(NAME$) : NAME1$=NAME1$+" ":МЕХТ 
7620 СЕТ %1.1:МАХ-СУІ (AA$) 

7630 FOR 1-2 ТО MAX+1 

7640 IF NAME1$=FINA$( 1 ) THEN FR=1:R=1 

7650 NEXT 

7660 IF FR=1 THEN 7700 

7679 MAX=MAX+ 1 

7680 LSET AA$=MKI$(MAX ) 

7690 РОТ #1 、1:R=MAX+ 1 

7700 LSET AA$=NAME1$:LSET BB$=MKI$(PAT ) :LSET CC$=MKI$(PAT1-PAT ) 
7710 РОТ #1.R 

7720 RETURN 

7730 «Е FEL E 5 

7740 SL=1:FI=1 

7750 СЕТ #1.1 

7760 MAX=CVI(AA$) 

7770 IF MAX<>9 THEN 7820 

7780 LOCATE 25.7:PRINT " 何 も お ありません" 

7790 FI=9:GOSUB xBELL1 

7800 FOR I=0 TO 9999:NEXT 

7819 RETURN 

7820 LOCATE 1.9:PRINT " ファ イル 名 " 

7830 FOR 1-2 ТО MAX+1 

7849 СЕТ #1,1 

7850 H=INT((I-1)/19) 

7860 FINA$( 1) =АА$ 

7870 IF FILE$=" ス プラ イト " THEN LOCATE 1+Hx17、(1-1)-Hx18:PRINT FINA$( 1 ) :CVI(BB$) 
: CVI (CC$) 

7880 IF FILE$=" バ レット" THEN LOCATE 1+Н*17. (1-1)-Н*18:РЕТМТ FINA$(1 ) 
7899 NEXT 

7900 RETURN 

7910 x ファ イル 選択 

7920 IF Н=0 THEN L=MAX ELSE L=18 

7930 MOUSE 4.8,16,(H%17+17)%8,L*16+15 

7940 GOSUB x* マ ウス 

7950 IF X7<>INT((INT(X1/8)-1)/17) ОВ Y7<>INT(Y1/16) THEN COLOR @(Х7*17+1,У7)-(Х7 
ж17%9,Ү7).ТХТ 

7960 X7=INT((INT(X1/8)-1)/17):Y7=INT(Y1/16) 

7970 IF А=-1 THEN FIL=Y7+1+X7x18:IF FIL>MAX+1 THEN 7910 ELSE GOSUB xBELL1 : RETURN 
7980 IF B=-1 THEN GOSUB xBELL1 : RETURN 

7990 COLOR 6(Х7ж17%1,Ү7)-(Х7ж17%9,Ү7),66 

8000 GOTO 7940 

8010 x ファ イル 名 検索 

8020 CONSOLE 0,20:1.0САТЕ:1-8 

8030 GET #1,FIL 

8040 NAME$=AA$ 

8050 IF FILE$=" ス プラ イト " THEN PAT=CVI(BB$):PAT1=CVI(CC$) 
8060 IF RIGHT$(NAME$, 1 )=" " THEN 1=1-1:NAME$=MID$(NAME$、1 , 1 ) :GOTO 8060 
8979 RETURN 

8080 ' 

8090 ' 

8100 " 

8110 xCAD 

8120 CONSOLE 0.25:COLOR TXT:CLS:SC=1 

8130 SCREEN WINDOWS 0.(0,0),320,0:TURN OFF SPRITE 1.5 
8140 MOUSE 4.290.10.620,260:MOUSE 1.X10.Y10.1 

8150 LINE (290.10)-(620,330).0,BF 

8160 LINE (10.270)-(280,290).0,ВҒ 

8170 LINE (280,5)-(440,200),7,BF 

8180 LINE (283,8)-(437,197).1,BF 

8199 FOR J=0 TO 1 


8200 FOR I=0 TO 7 

8210 LINE (290+1*18.10+4*18)-(305+1*18,26+4*18).7.В 

8220 LINE (292+1%18.12+J%18)-(303+1%18,24+J%18).I+J%8,BF 

8230 NEXT 

8240 NEXT 

8250 FOR J=0 TO 2 

8260 FOR I=0 TO 7 

8270 LINE (290+1%18.80+J%w18)-(305+1%18.95+J%18).7,B 

8280 LINE (291+1%18.81+J%*18)-(304+1%18,94+J%18),0.BF,TILE$(I+J%8+4) 
8290 NEXT 

8300 NEXT 

8310 LINE (290.55)-(430,70).7,B 139 


8320 LINE (292.57)-(428,68) 、 ペ ン 色 ,BF 


пенни < 


ーー ドド ドド 


зи IF パレ ッ ト =9@ THEN LINE (290,144) - (430,176) ,7,В:11М№Е (292,146) - (428,174). ^ 
Ув. ВЕ 

8340 IF バレ ッ ト =1 THEN LINE (296,144)-(430,176).7,В:11МЕ (292,146)-(428,174).1. 
BF,TILE$( タ イル 番号 ) 


8358 


8360 


8370 
8380 
8390 
8400 
8410 
8420 
8430 
8440 
8450 
8460 
8470 
8480 
8490 
8500 
8510 
8520 
8530 
8540 
8550 
8560 
8570 
8580 
8590 
8600 
8610 
8620 
8630 
8640 
8650 
8660 
8670 
8680 
8690 
8700 
8710 
8720 
8730 
8740 
8750 
8760 
8770 
8780 
8790 
8800 
8810 
8820 
8830 
8840 
8850 
8860 
8870 
8880 
8890 
8900 
8910 
8920 
8930 
8940 
8950 
8960 
8970 
8980 
8990 
9000 
9010 
9020 
9030 
9040 
9050 


LOCATE 38,11:PRINT "現在 の 筆 の 色 " 
ІЛМЕ (447,7)-(623,259),7,ВЕ 
LINE (450,10)-(620.256).1.ВҒ 
LINE (450,64)-(620,64).7 
FOR 1-0 TO 5:LINE (450.64%1ж32)-(620.64%1ж22).7:МЕХТ 
PSET (465,25) .7: 筆 種 ( 9 ) = 1 
RESTORE 8460 
FOR 1=1 TO 5 
READ ЖІ) 
LINE (465+Ix27- 筆 種 ( I ) ,25- 筆 種 ( 1 ) )-(465+Ix27+ 筆 種 ( 1 ) 、25+ 筆 種 ( I ) ) 、7 、BF 
NEXT 
DATA 1,2,4,6.8 
FOR 2-63 TO 69 STEP 2 
READ A$ 
РОТ (Jx8,48) 、KANJI(VAL("&H"+A$) ) 、PSET 、TXT 、1 
NEXT 
DATA 492E,244E,3C6F , 4Е60: " 筆 の 種類 
FOR 1-0 TO 1 
FOR 4-0 TO 5 
7-472%(1ж64) 
READ А% 
IF A$<>"\" THEN 8620 
READ А% 
LOCATE 59+Ix8,Jx2+5:PRINT A$ 
NEXT 
NEXT 
GOTO 8778 
PUT (Z,80+J%32).KANJI(VAL("&H"+A$)),PSET,TXT.1 
Z=Z+16 
GOTO 8550 
DATA 497E,2472.397A,242F,\, 線 を 引く 
DATA 4822,2472,3D71.242F,\, 箱 を 書く 
DATA 4822,2472,4549.246B,\, 箱 を 塗る 
DATA 4035, 315Е, 4941 .3268 .,\, 正 円 描画 
DATA 424A,315F,4941.3268 、,\、 椿 円 描画 
DATA 4549,2472.3D71,242F,\, 点 を 書く 
DATA 4366, 3456,3Е27,ЗАБЕ, 402E, \ 、 中 間 色 作成 
DATA ,3F27.2472.4549.246B,\," 色 を 塗る " 
DATA .3F5E,3741、3C68.397E,\、" 図形 取 込 " 
DATA ,3F5E,3741,4A23.3C4C,\," 図形 複写 " 
DATA 243D、、244E,,423E,\、 そ の Ж 
DATA 4A54.,.3D38.,244B.4C61 , 246B, \, 編 集 に 戻る 
LINE <5З5.6439-С8З5,256),7 
LINE ( 筆 種 類 *27+452 ., 1 1 ) - ( 筆 種類 *27+478.39) ,2,B 
LINE (455.88)-(599.79)、7 
LINE (455,100)-(480,115),7,В 
LINE (455,132)-(480.147),7, ВЕ 
CIRCLE (467,171),8,7 
CIRCLE (467,203),8,7,,,.5 
LINE (455,235)-5ТЕР(4,-4).7 
LINE -5ТЕР(5.03.7 
LINE -5ТЕР(16,6),7 
LINE -5ТЕР(8,0).7 
LINE (545,192)-5ТЕР(-5.10),7 
LINE (545,102)-5ТЕР(5,10).7 
CIRCLE (545.112),5,7,3.14,6. 28 
PAINT 5ТЕР(0.0).7.7 


КЕК $x ET IPRDNT: "ананан hp 4 
РОК 1=0 ТО 4 

LOCATE 3.18%І:РКІМТ "1"; 5РС(29): "|" 

МЕХТ 

LOCATE 4.18:PRINT "©МЕЅЅАСЕ" 


LOCATE: 3.23:PRINT: " ————— " 


GOSUB * マ ウス 

ТЕ 機能 <7 THEN 1I=59:J= 機 能 x2+3 ELSE I=69:J=( 機 能 -6 )x2+3 

COLOR @(I,J)-(I+7.,J),66 

IF B<>-1 THEN 9060 

MOUSE 4,10.10.9+X.9+Y 

ON 機能 GOSUB *xLINE.CAD ,、*BOX .CAD,xBOXF .CAD、x 正 円 .CAD .* 椿 円 САР. *BRUSH.CAD.9 


000. *РАІМТ. САБ, *СЕТ . САБ, «РОТ. САБ 


9068 
9070 
9080 
9090 
9100 
9110 
9120 
9130 
9140 
9150 
9160 
9170 
9180 
9190 
9200 
9210 
9220 
9230 
9240 
9250 
9260 
9270 
9280 
9290 
9300 
9310 
9320 
9330 
9340 
9350 
9360 
9370 
9380 
9390 
9400 


140 9410 


IF A<>-1 THEN GOTO 9000 

GOSUB xBELL2 

FOR 1-19 TO 22:LOCATE 4、1:PRINT SPC(29 ) : NEXT 
COLOR @(57.3)-(79.15) .TXT 

IF X1>299 AND X1<432 AND Ү1210 AND Y1<46 THEN GOSUB * ベ ン 色 変更 .CAD 
IF X1>299 AND X1<432 AND Y1>89 AND Y1<134 THEN GOSUB * ベ ン 中 間 色 .CAD 
IF X1>459 AND X1<619 AND Ү1210 AND Y1<64 THEN GOSUB * ベ ン 選 択 САБ 
IF Х1<450 OR X1>629 ОВ Y1<64 OR Y1>256 THEN 9000 
I1=INT((X1-459)/85 ) :J1=INT((Y1-64)/32) 
ЕВ=Ј1+11ж6+1 

IF FR=7 THEN GOSUB * 中 間 色 作成 САР: СОТО 9000 

IF FR=11 THEN GOSUB x そ の 他 .CAD:GOTO 9000 

IF FR=12 THEN * 編 集 へ 戻る .CAD:GOTO 9000 
機能 =FR : GOTO 9000 

※ ペ ン 色 変更 .CAD 
1=INT((X1-29)/18):J=INT((Y1-19)/18) 

ペン 人 色 =1I+Jx8: パ レッ ト =5 

LINE (292,57)-(428.68) 、 ペ ン 色 ,BF 

LINE (292,146)-(428,174) , ペ ン 色 ,BF 

RETURN 

x ペン 中 間 色 .CAD 
I=INT((X1-290)/18):J=INT((Y1-80)/18) 

タイ ル 番 号 =I+Jx8+4: バ レッ ト =1 

LINE (292、146)-(428、174) 、1 、BF.TILE$( タ イル 番号 ) 
RETURN 

x ペン 選択 САБ 

LINE ( 筆 種 類 x*27+452、1 1 ) - ( 筆 種 類 x27+478,39 ) , 1 ,B 

筆 種 類 =INT((X1-452)/27) 

LINE ( 筆 種 類 *27+452 、,1 1 ) - ( 筆 種 類 *27+478 ,39) 2.B 
機能 = 6 : RETURN 

\ 中 間 色 作成 CAD 

X9=X1 :Y9=Y1 

COLOR @(56,15)-(66,15) 、(TXT+32 ) 

LINE (272,210)-(440,260),7,ВҒ 

LINE (275、213)-(437、257 ) 、1 、BF 

LINE (299,229 ) - (422.249 ) ,9.BF 
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9420 LINE (290,220)-(422,240),7,B 
9430 FOR I=290 TO 422 STEP 33 
9440 LINE (I,240)-(I.250).7 
9450 NEXT 

9460 LOCATE 4,19:PRINT "中 間 色 を 作成 し ます 。 
9470 LOCATE 4.29:PRINT " 色 を 4 回 選ん で くだ さい 。" 
9480 MOUSE 4.290,10.432. 45 

9490 ЕВ=0 | 

9500 GOSUB * マ ウス 

9519 IF B=-1 THEN 9728 

9520 IF A<>-1 THEN 9500 

9530 ІзІМТ((Х1-290)/18):4-ІМТ((Ү1-102/18) 
9540 РЕМ=1+4*8 : PEN$(FR ) =НЕХ$ (РЕМ) 

9550 БОР 1=0 TO 31 


9568 LINE (292+1+ЕРВ*33,221)-(292+1+ЕВ*33,239),7 
9570 LINE (291+I+FR%*33,221)-(291+I+FR*33,239),PEN 
9580 NEXT 


9590 GOSUB xBELL 

9600 FR=FR+1 

9610 IF FR<4 ТНЕМ 9500 

9620 TILE1$=CHR$(VAL("&H"+PEN$(0)+PEN$(1)))+CHR$(VAL("&H"+PEN$(2)+PEN$(3))) 
9630 TILE1$=TILE1$+TILE1$ 

9640 TILE2$=CHR$(VAL("&H"+PEN$(2)+PEN$(3)))+CHR$(VAL("&H"+PEN$(0)+PEN$(1))) 
9650 TILE2$=TILE2$+TILE2$ 

9660 TILE.SAM$=TILE1$+TILE2$ 

9670 LINE (292,146)-(428,174),2,BF,TILE.SAM$ 

9680 LOCATE 4,19:PRINT SPC(29) 

9690 LOCATE 4,19:PRINT "中 間 色 を 作成 し まし た 。" 

9700 GOSUB *x 中 間 色 登録 .CAD 

9710 GOSUB xBELL 

9720 MOUSE 4,290,10,620,260 

9730 GOSUB xBELL2 

9740 LINE (279,219)-(449,269 ) 、9 ,BF 

9750 СОТО x 戻る 

9760 xLINE.CAD 

9770 FOR 1=0 TO 1000:МЕХТ 

9780 X9=X1:Y9=Y1 : マ ウス =2 

9790 GOSUB * マ ウス 

9800 IF B=-1 THEN * 戻 る 

9810 IF A<>-1 THEN 9790 

9820 FOR I=0 TO 900:МЕХТ 

9830 始点 .X=X1 : 始 点 .Y=Y1 

9840 GOSUB * マ ウス 

9850 LINE (始点 .X, 始 点 .Y)-(X1 ,Y1 ) , XOR 

9860 FOR 1=0 TO 199:NEXT 

9870 LINE (始点 .X, 始 点 .Y)-(X1 ,Y1 ) , , XOR 

9880 IF B=-1 THEN * 戻 る 

9890 IF A<>-1 THEN 9840 

9900 LINE (始点 .X, 始 点 .Y)-(X1,Y1) , べ ン 色 

9910 始点 .X=X1 : 始 点 .Y=Y1 

9920 FOR 1=0 ТО 300: МЕХТ 

9930 СОТО 9846 

9940 *ВОХ. САР 

9950 FOR 1=0 ТО 3000: МЕХТ 

9960 X9=X1:Y9=Y1 

9970 GOSUB x 範囲 指定 .CAD 

9980 IF В=-1 THEN x 戻る 

9990 LINE (始点 .X, 始 点 .Y)-(X1,Y1), ペ ン 色 ,B 

10000 GOSUB *BELL2 

10010 FOR I=0 TO 900:МЕХТ 

10020 СОТО 9978 

10030 *ВОХЕ. САБ 

10040 FOR 1=0 TO 3000: МЕХТ 

10050 BUFFER= 1 

10060 СЕТ (638-X.9 )-(639,Y+2) ,、B% 

10070 IF パレ ッ ト =9 THEN LINE (638-X,1 )-(639,Y+2) , ペ ン 色 、BF 
10080 IF パレ ッ ト =1 THEN LINE (638-X、1 )-(639 、Y+2) .7,BF,TILE$( タイ ル 番 号 ) 
10090 BUFFER=9 

10100 X9=X1:Y9=Y1 

10110 GOSUB x 範囲 指定 .CAD 

10120 IF B=-1 THEN BUFFER=1:PUT (638-X,9) 、B%、PSET : BUFFER=9 : GOTO x 戻る 
10130 GOSUB xBELL2 

10140 FOR I=0 TO 900:МЕХТ 

10150 IF 始点 .X>X1 THEN 仮 Xs=X1 :X1 = 始点.X: 始 点 .X= 仮 X 

10160 IF 始点 .Y>Y1 THEN 仮 X=Y1 :Y1 = 始点.Y: 始 点 .Y= 仮 X 

10170 BUFFERs= 1 

10180 СЕТ ((639-X)+( 始 点 .X-18 ) 始点.Y-8 )-((639-X)+(X1-19) 、Y1-8) 、A% 
10190 BUFFER=9 

10200 IF 条件 1=9 THEN РОТ (始点 .X, 始 点 .Y) ,.A%、PSET : GOTO 10250 
10210 IF 条件 1=1 THEN РОТ (始点 .X, 始 点 :.Y) ,A%.OR:GOTO 10250 
10220 IF 条件 1=2 THEN РОТ (始点 .X. 始 点 .Y) .A%、PRESET : GOTO 10250 
10230 IF 条件 1=3 THEN РОТ (始点 .X, 始 点 .Y) ,A%,AND:GOTO 10250 
10240 IF 条件 1=4 THEN РОТ (始点 .X, 始 点 .Y) А. ХОБ 

10250 GOSUB жВЕІ1,2 

10260 FOR 1=0 TO 300: МЕХТ 

10270 С0ТО 10110 

10280 * 正 円 .CAD 

10290 FOR 1-0 TO 1999:NEXT 

10300 X9=X1:Y9=Y1 

10310 LOCATE 4.19:PRINT "中 心 を 指定 し て くだ さい 。" 

10320 GOSUB x マ ウス 

10330 IF B=-1 THEN * 戻 る 

10340 IF A<>- 1 THEN 10320 

10350 GOSUB xBELL2 

10360 FOR 1=0 TO 1599:NEXT 

10370 始点 .X=X1 : 始 点 .Y=Y1 

10380 GOSUB x マ ウス 

10390 LINE (始点 .X、 始 点 .Y)-(X1 .Y1 ) , XOR 

10400 FOR 1-0 TO 300:МЕХТ 

10410 LINE (始点 .X. 始 点 .Y)-(X1 ,Y1 ) , .XOR 

10420 IF B=-1 THEN x 戻る 

10430 IF A<>-1 THEN 10380 

10440 GOSUB *BELL2 

10450 半径 =SQR((X1 - 始 点 .X)^2+(Y1 - 始 点 .Y)^2 ) 

10460 IF 始点 .X+ 半 径 >X+9 OR 始点 .X- 半 径 <19 THEN 10490 

10470 IF 始点 .Y+ 半 径 >Y+9 OR 始点 .Y- 半 径 <19 THEN 10490 

10480 GOTO 10530 

10490 LOCATE 4、29:PRINT "円 が 描画 範囲 を 越え て いま す 。" 

10500 GOSUB xBELL1 

10510 LOCATE 4.29:PRINT SPC(29) 

10520 GOTO 10320 

10530 CIRCLE (始点 .X。 始 点 .Y) 4, 141 
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10540 GOSUB xBELL2 
10550 GOTO 10320 
10560 * 棒 円 .CAD 
10578 FOR 1=0 TO 3000: МЕХТ 
10580 X9=X1:Y9=Y1 
10590 GOSUB жЕ. САР 
10600 IF В=-1 THEN * 戻 る 
10610 GOSUB xBELL 
10620 中 心 .X=ABS(X1 - 始 点 .X)/2: 中 心 .Y=ABS(Y1 - 始 点 .Y)/2 
10630 比率 = 中 心 .Y/ 中 心 .X 
10640 IF 中 心 .X=9 OR 中 心 .Y=9 THEN GOSUB xBELL1:GOTO 10590 
19659 IF 中 心 .X> 中 心 .Y THEN 半径 = 中 心 .X-1 ELSE 半径 = 中 心 .Y-1 
19669 IF 始点 .X>X1 THEN 基準 .X=X1 ELSE 基準 .X= 始 点 .X 
10670 IF 始点 .Y>Y1 THEN 基準 .Y=Y1 ELSE 基準 .Y= 始 点 .Y 
10680 CIRCLE (中 心 .X+ 基 準 .X、 中 心 .Y+ 基 準 .Y) 半径 , ベ ペン 色 , 、, 比率 
10690 GOSUB xBELL 
10700 FOR 1=0 TO 399:NEXT 
10710 GOTO 10590 
10720 xBRUSH.CAD . 
10730 FOR 1=0 ТО 10908: МЕХТ 
10740 X9=X1:Y9=Y1: マ ウス =2:FUDE= 筆 種 ( 筆 種類 ) 
10750 MOUSE 4,19+FUDE,19+FUDE, 9+X-FUDE, 19+Y-FUDE 
10760 BUFFER=1 .. 
10770 СЕТ (638-X,0)-(639,Y+2),B% 
10780 IF パレ ッ ト = THEN LINE (638-X,1 )-(639,Y+2) , ベ ペン 色 ВЕ 
10790 IF バレ ッ ト =1 THEN ІЛМЕ (638-X,1 ) -(639,Y+2) ,7,BF,TILE$( タ イル 番号 ) 
10800 BUFFER=9 
10810 IF 等 種類 =9 THEN 10940 
10820 GOSUB * マ ウス 
10830 IF B=-1 THEN BUFFER= 1 : PUT (638-X.9) 、B%,PSET : BUFFER=9 : СОТО *x 戻 る 
10840 IF A<>-1 THEN 10820 
10850 BUFFERs= 1 
10860 СЕТ ((639-X)+((X1-19)-FUDE ) 、Y1 -FUDE- 19+2)-((639-X)+((X1-19)+FUDE ) 、Y1+FUDE- 
10%1),А% 
10870 BUFFER=0 
10880 IF 条件 1=9 ТНЕМ РОТ (X1-FUDE,Y1-FUDE),A%,PSET 
10890 IF 条件 1=1 THEN РОТ (X1-FUDE, У1-ЕООЕ).А%, OR 
10900 IF 条件 1=2 THEN РОТ (X1-FUDE,Y1 -FUDE ) , A%,PRESET 
10910 IF 条件 1=3 THEN РОТ (X1-FUDE.,Y1 -FUDE ) , A%, AND 
10920 IF 条件 1=4 THEN РОТ (X1-FUDE.Y1-FUDE ) АЎ, ХОВ 
10930 СОТО 10820 
10940 GOSUB x マ ウス 
10950 IF B=-1 THEN 10830 
10960 IF A<>-1 THEN 10940 
10970 BUFFERs= 1 
10980 C=POINT((639-X)+(X1-19) 、Y1-19+2 ) 
19999 BUFFER=9 
11000 PSET (ХІ.Ү1).С 
11010 GOTO 10940 
11020 xPAINT.CAD 
11030 FOR I=0 ТО 1500:NEXT 
11040 GOSUB xBELL 
11050 СЕТ (19,19)-(9+X,9+Y) ,B% 
11060 LOCATE 4、19:PRINT " 墳 界 色 を 選ん で くだ さい 。" 
11070 Х9-Х1:Ү9-Ү1:РА-2 
11080 GOSUB x 色 選択 1 САО 
11090 IF B=-1 THEN 11150 
11100 LINE (9,9)-(19+X,19+Y) , 色 ,B 
11110 MOUSE 4,10,10,9+Х,9+Ү . 
11120 FOR 1=0 TO 3000: МЕХТ 
11130 LOCATE 4.29:PRINT "位置 を 指定 し て くだ さい 。" 
11140 GOSUB x マ ウス 
11150 IF B=-1 THEN LINE (9.9)-(19+X、19+Y)、9、B:GOTO * 戻 る 
11160 IF A<>-1 THEN 11140 
11170 IF パレ ッ ト =9 THEN PAINT (X1 、Y1 ) иё, A 
11180 IF バレット =1 THEN PAINT (X1.,Y1),TILE$( タ イル 番号 ) , 色 
11199 GOSUB xBELL 
11200 GOTO 11120 
11210 LOCATE 4.21:PRINT "ベイ ント する 図形 が 複雑 すぎ ま " 
11220 LOCATE 4,22:РВІМТ " す 。" 
11230 FOR 1=0 TO 5999:NEXT:LOCATE 4.21:PRINT SPC(29):LOCATE 4.22:PRINT " 
11240 В=-1:СОТО 11150 
11250 *СЕТ. САБ 
11260 FOR 1=0 ТО 1999:NEXT 
11270 LOCATE 4,19:РЕТМТ "範囲 を 指定 し て くだ さい 。" 
11280 X9=X1:Y9=Y1 
11290 GOSUB x 範囲 指定 .CAD 
11300 IF B=-1 THEN * 戻 る 
11310 IF 始点 .X>X1 THEN I=X1:X1= 始 点 .X: 始 点 .X=I 
11320 IF 始点 .Y>Y1 THEN I=Y1:Y1= 始 点 .Y: 始 点 .Y=I 
11330 СЕТ (始点 .X, 始 点 .Y)-(X1.Y1) .C% 
11340 男 囲 X=X1 - 始 点 .X: 範 囲 Y=Y1 - 始 点 .Y:GET=1: 機 能 =19 
11350 LOCATE 4.19:PRINT ・GE 機能 完了 し まし た 。 5 
11360 LOCATE 4.29:PRINT "PUT 機 能 で 別 の 位置 に コピ ー" 
11370 LOCATE 4、21:PRINT "で きま す 。" 
11380 GOSUB xBELL2 
11390 FOR I=0 ТО 300:NEXT 
11400 СОТО * 戻 る 
11410 *РОТ. САБ 
11420 FOR 1=0 ТО 3000: МЕХТ 
11430 IF GET=0 THEN GOSUB *BELL1:LOCATE 4.19:PRINT "GET 機 能 を 行っ て くだ さ 
い ":GOTO x 戻る 
11440 IF X<@BHX ОБ Y<@BHY THEN GOSUB *BELL1:LOCATE 4.19:РРІМТ "サイ ズ を 大 きく 
し て 下さ い ":GOTO * 戻 る 
11450 MOUSE 4,10.10.(9%Х)-Ф ЯХ.(9%Ү)- Ү 
11460 LOCATE 4.19:РБІМТ "位置 を 指定 し て くだ さい 。" 
11470 X9=X1:Y9=Y1 
11480 GOSUB x マ ウス 
11490 FOR I=0 TO 1 
11500 LINE (X1.,Y1 )-(X1+ 範 囲 X ,Y1 ) , , XOR 
11510 LINE -(Х1+ ВХ, 、Y1+ 範 囲 Y ) 、 、XOR 
11520 LINE -(Х1,У1+ $8 У), , XOR 
11530 FOR Ј=0 TO 300: МЕХТ: МЕХТ 
11540 IF B=-1 THEN * 戻 る 
11550 IF A<>-1 THEN 11480 
11569 GOSUB xBELL2 
11570 FOR 1=0 TO 900:МЕХТ 
11580 IF 条件 =9 THEN РОТ (ХІ.,ҮІ),С%.Р5ЕТ:С0ТО 11810 
11590 IF 条件 =1 THEN РОТ (X1.Y1).C%.OR:GOTO 11810 
11600 IF 条件 =2 THEN РОТ (X1.Y1 ) .C%.PRESET : GOTO 11810 
11610 IF 条件 =3 THEN РОТ (X1.Y1).C%.AND:GOTO 11810 
142 11620 IF 条件 =4 THEN РОТ (X1.Y1).C%.XOR:GOTO 11810 
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11630 LOCATE 4.20:РБІМТ "マス ク バ ター ン を 作成 中 ! " 

11640 LOCATE 4,21:РБІМТ "少々 お 待ち を !" 

11650 BUFFER= 1 :GET (9.9)-(X-1 .Y-1 ) .A% 

11660 РОТ PATTERN 5,A%,4 

11670 СЕТ (639- ЖЯХ,0)-(639, 範囲 Y ) 、B% 

11680 РОТ (639-888Х,0),С%,Р$ЕТ 

11690 BUFFER=1:LINE (6,6)- ($8 ВНХ. 、 範 囲 Y ) 0, ВЕ 

11700 FOR J=0 ТО 範囲 Y 

11710 FOR 1-639-Ш ІХ ТО 639 

11720 IF POINT(I,J)=0 THEN PSET (I-(639-#BBHX),J).,15 
11730 NEXT:NEXT 

11740 РОТ (639-#@šBHX,0),B%,PSET 

11750 СЕТ (0,0)- (@BH8X-1,@ËBHY-1).A% 

11760 BUFFER=0:PUT (X1,Y1),A%,AND 

11770 РОТ (X1.,Y1 ) 、C%,OR 

11780 BUFFER=1 :GET PATTERN 5,А%:РОТ (9,9) .A%.PSET : ERASE PATTERN 5 
11790 BUFFER=9@ 
11800 LOCATE 4,20:РБІМТ SPC(29) :LOCATE 4,21:РРІМТ 5РС(29) 
11810 GOSUB xBELL 

11820 FOR I=0 TO 900:NEXT 

11830 СОТО * 戻 る 

11840 x タ イル 作成 .CAD 

11859 MOUSE 1,,,1 

11868 СЕТ (275,3)-(450,150).В% 

11870 TILE.SAM$="": マ ウス =1 : 仮 X=X : 仮 Y=Y : 仮 X2=X2: 仮 Y2=Y2 
11880 LINE (285,13)-(459、159 ) 、9 、BF 

11890 LINE (275,3)-(449,149),7,BF 

11900 LINE (278.6)-(437、137 ) , 1 , BF 

11910 LINE (290.10)-(370,90),0,ВҒ 

11920 ІЛМЕ (398.68)-(409.79).7,ВЕ. в 

11930 X=8:Y=8:X2=8:Y2=8 

11940 GOSUB * 方 眼 を 書く 

11950 FOR J=0 TO 1 


11968 FOR 1=0 TO 7 

11979 LINE (285+IxX14,199+Jx14)-(295+Ix14,119+Jx14).7、BF 

11989 LINE (286+Ix14.191+Jx14)-(294+Ix14,199+Jx14).9.BF,I+Jx8 
11990 МЕХТ 


12000 МЕХТ 
12010 LOCATE 46.2:PRINT " < 登 録 >" 

12020 LOCATE 4,19:РБІМТ "タイ ル を 作成 し て くだ 
12030 LOCATE 4、29:PRINT " < 登録 > で 登録 で きま 
12040 タイ ル =1 

12050 MOUSE 4、275.3,449、149 

12060 C1=CL1 MOD 8:C2=INT(CL17/8 ) 

12070 LINE (285+С1*14,100+С2*14)-(295+С1*14.119+С2*14).2.В 

12080 Сі-СІ,2 MOD 8:C2=INT(CL2/8) 

12090 LINE (285+C1%14.100+C2w14)-(295+C1%w14,110+C2%14).5.B 

12100 GOSUB x マ ウス 

12110 IF Х1<48ж8 OR X1>52x8 OR Y1<2x16 OR Y1>3x16 THEN 12178 

12120 COLOR @(48,2)-(52,2),66 

12130 IF A<>-1 AND B<>- 1 THEN 12100 

12140 GOSUB xBELL2 

12150 マウ ス =9 

12160 GOTO 12370 

12170 IF A<>-1 AND B<>-1 ТНЕМ GOTO 12200 

12180 IF X15290 AND X1<370 AND Ү1210 AND Y1<90 THEN GOSUB x ド ッ ト を 打つ 
12190 IF X12285 AND X1<393 AND Y15100 AND Y1<128 THEN GOSUB * 色 選択 САР 
12200 COLOR @(48,2)-(52,2),TXT 

12210 GOTO 12100 

12220 «ЕЯ. CAD 

12230 GOSUB xBELL2 

12240 IF B=-1 THEN 12310 

12250 C1=CL1 МОБ 8:C2=INT(CL1/8 ) 

12260 LINE (285+С1*14,100+С2%*14)-(295+С1*14,110+С2*14),7,В 

12270 C1=INT((X1-285)/14):C2=INT((Y1-100)/14) 

12280 CL1=C1+C2x8 

12290 LINE (285%С1ж14,100%С2%14)-(295%С1ж14,110%С2ж14).2,В 

12300 RETURN 

12310 C1=CL2 MOD 8:C2=INT(CL2/8 ) 

12320 LINE (285%С1ж14,100%С2%14)-(295%С1ж14.110%С2%142,7.В 

12330 C1=INT((X1-285)/14):C2=INT((Y1-199)/14) 

12340 CL2=C1+C2x8 

12350 LINE (285+C1x14、199+C2x14)-(295+C1x14,119+C2x14) 、5,B 

12369 RETURN 

12370 LOCATE 4.19:PRINT "タイ ル デ ー タ ー 作 成 し ま し た 。" 

12380 FOR J=79 ТО 77 


さい 。* 


12390 РОК 1=400 TO 407 STEP 2 

12400 FOR Z=0 TO 1 

12410 C1$=HEX$(POINT(I+Z.J)) 

12420 C2$=C2$+C1$ 

12439 NEXT 

12449 TILE.SAM$=TILE.SAM$+CHR$(VAL("&H"+C2$) ) 
12459 С2$="" 

12460 МЕХТ 


12479 МЕХТ 
12480 LOCATE 46,2:PRINT 5РС(11) 

12490 РОТ (275,3) ,B%,PSET 

12500 GOSUB * 中 間 色 登録 САР 

12519 GOSUB xBELL 

12520 LOCATE 46,2:PRINT SPC(9) 

12530 MOUSE 4,292,208,427, 288 

12540 X= 仮 X:Y= 仮 Y:X2= 仮 X2:Y2= 仮 Y2: 仮 X=9 : 仮 Y=9 : 仮 X2=9 : 仮 Y2=9 :TILE.SAM$="" 
12550 MOUSE 1,2360, 272,8 

12560 タイ ル =9 

12579 RETURN 

12580 * 中 間 色 登録 .CAD 

12590 LOCATE 4,29:PRINT 5РС(29) 

12600 LOCATE 4,20:РБІМТ "どの バ パレット に 登録 し ます か " 

12610 MOUSE 4.2980,80, 432,134 

12620 GOSUB x マウ ス 

12630 IF B=-1 THEN LINE (292,146)-(428,174).0.ВЕ:РЕТІІРМ 

12640 IF A<>-1 THEN 12620 

12650 I=INT((X1-290)/18):J=INT((Y1-80)/18) 

12660 タイ ル 番 号 =I+Jx8+4 

12670 TILE$( タ イル 番号 =ТІ Е. SAM$ 

12680 パレ ッ ト =1 

12690 LINE (Ix18+291 、Jx18+81 )-(Ix18+394.Jx18+94) .9、BF.TILE$( タイ ル 番 号 ) 
12700 LINE (292.146)-(428.174).9,BF.TILE$( タ イル 番 号 ) 

12719 RETURN 

12720 x そ の 他 .CAD 

12730 COLOR @(67,13)-(76,13).66 

:12740 X9=X1:Y9=Y1 143 


| 12750 MOUSE 1,292,208,0 
12760 MOUSE 4,292,208,427,288 
| 12770 LINE (294,176)-(430.308),7.ВЕ 
12780 LINE (297,179)-(427,305),1,BF 
12790 LOCATE 42,12:PRINT "MENU" 
12800 RESTORE 12810 4 
12810 DATA 論理 演算 設定 , 拡大 ・ 縮 小 , ЛО, 方 眼 の 消去 . タ イル 作成 , ЕН 
12820 LOCATE 38.11:PRINT SPC(11 ) 
12830 FOR 1=0 TO 5:READ FR$ 
12840 LOCATE 40,13%1:РБІМТ FR$ 
12859 NEXT 
12860 LOCATE 4.19:PRINT 5РС(29) 
12870 LOCATE 4,29:PRINT 5РС(29) 
12880 LOCATE 4,19:РЕТМТ "選択 し て くだ さい 。" 
12890 X4=49:X5=51 :Y4=13 
12900 GOSUB * 選 択 САБ 
12910 IF B=-1 THEN 12950 
12920 IF Ү4-й THEN 12890 
12930 IF A=-1 THEN ON Y4-12 GOSUB * 論 理 САО, * 拡 大 .CAD 、* 方 眼 表示 .CAD,* 方 眠 消 去 .CA 
D.* タ イル 作成 CAD , x 色 変換 .CAD 
12940 COLOR @(38,12)-(52、17) 、TXT:COLOR @(38.12)-(39.17) .9:GOTO 12860 
12959 FOR 1=12 TO 18 
12968 LOCATE 38,I:PRINT SPC(15) 
12970 NEXT 
12980 COLOR @(38,12)-(52,17),TXT 
12990 LINE (292,179)-(430,334).0,ВҒ 
13000 MOUSE 0 
13010 LINE (290,177)-(430.197).1.BF 
13020 LINE (290,198)-(430,200),7,BF 
13030 GOTO * 戻 る 
13040 * 論 理 .CAD 
13959 TURN OFF SPRITE 4 
13060 СЕТ (200,44)-(340,184),В% 
| 13070 ІЛМЕ (200.44)-(340,184),7.ВЕ 
| 13080 LINE (203,47)-(337,181),1,ВЕ 
13090 LOCATE 26,4:PRINT "PUT の 論理 演算 " 
| 13108 RESTORE 13150 
13110 FOR 1=5 TO 10 
13120 READ А$ 
13130 LOCATE 29,I:PRINT A$ 
13140 NEXT 
13150 DATA PSETJ.OR.PRESET.AND.,XOR., 重 ね 合わ せ 
13160 MOUSE 4,203,80,337,160 
13170 MOUSE 1,283, (条件 +5 )x16 
13180 X4=29:X5=41 
13190 GOSUB * 選 択 САР 
13200 IF A=-1 THEN 条件 =Y4-5:GOTO 13289 
13210 IF B=-1 THEN 13500 ELSE 13430 
13229 FOR 1=4 TO 10 
13230 LOCATE 26,Т:РЕ1МТ 5РС(17) 
13240 NEXT 
13250 РОТ (200.44),В%.Р5ЕТ 
13260 MOUSE 4,292.208,427.288 
13270 RETURN 
13280 СЕТ (320.28)-(470.152),А% 
13290 ІЛМЕ (320,28)-(470,152),7,ВҒ 
13300 ІЛМЕ (323,31)-(467.149).1,ВЕ 
13310 LOCATE 41.2:РБІМТ " 箱 を 塗る , 点 を 書く " 
13320 LOCATE 43,3:PRINT "の 論理 演算 " 
13330 FOR 1-4 TO 8 
13340 LOCATE 49.I:PRINT SPC(17) 
13359 NEXT 
13360 COLOR @(49,.2)-(57、8) 、TXT 
13370 RESTORE 13158 
13380 FOR 1=4 TO 8 
13390 LOCATE 44,1:ВЕАР A$:PRINT A$ 
13400 NEXT 
13410 MOUSE 4,320.64.470,128 
13420 MOUSE 1 .,( 条 件 1+4)x16、9 
13439 X4=44:X5=57 
13440 GOSUB * 選 択 САБ 
13450 IF A=-1 THEN 条件 1=Y4-4 
13460 FOR I=2 ТО 8 
13479 LOCATE 41.1:РРІМТ 5РС(17) 
13480 МЕХТ 
13490 РОТ (320.28).А%.Р5ЕТ 
13500 FOR 1-4 TO 10 
13510 LOCATE 26.1:РРІМТ SPC(17) 
13520 NEXT 
13530 PUT (200.44).B%.PSET 
13540 MOUSE @:MOUSE 4.292.208, 427.288 
13550 TURN: ОМ SPRITE 4 
13560 RETURN 
13570 * 拡 大 .CAD 
13580 X9=X1:Y9=Y1 
13590 MOUSE 4:19.19.9+X.9+Y 
13600 MOUSE 1.Х10.Ү10.1 
13610 LOCATE 4.19:PRINT " 元 の 図形 の 位置 を 指定 し て くだ " 
13620 LOCATE 4.29:PRINT "さい 。" 
13630 GOSUB ВНЕ . САБ 
13640 IF B=-1 THEN 13880 
13650 拡大 .X1= 始 点 .X: 拡 大 .Y1= 始 点 .Y: 拡 大 .X2=X1 : 拡 大 .Y2=Y1 
13669 GOSUB xBELL 
13679 LOCATE 4.19:PRINT "拡大 又は 縮小 する 位置 を 指定 し " 
13680 LOCATE 4,20:РБІМТ "て くだ さい 。" 
13690 GOSUB ВНЕ. САБ 
13700 1Е В=-1 ТНЕМ 13880 
13710 拡大 .X3= 始 点 .X: 拡 大 .Y3= 始 点 .Y: 拡 大 .X4=X1: 拡 大 .Y4=Y1 
13720 RESTORE 13770 
13730 FOR 1=0 ТО &HB 


13740 READ A$ 
13750 POKE I.VAL("&H"+A$) 
13760 NEXT 


13770 DATA 96.B4.3E、BB.9C.99.9E.97 、CD.87.97.CB 
13780 ADD=&HC 
13790 POKE2 ADD+9、 拡 大 .X1:POKE2 ADD+2., 拡 大 .Y1 
13899 POKE2 ADD+4, 拡 大 .X2:POKE2 ADD+6, 拡 大 .Y2 
13810 POKE2 ADD+8、 拡 大 .X3:POKE2 ADD+19. 拡 大 .Y3 
13820 POKE2 ADD+1 2, 拡 大 .X4:POKE2 ADD+1 4, 拡 大 .Y4 
13830 Z00M=6 
13840 CALL Z00M 

144 13850 GOSUB xBELL 
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13860 X19=X1:Y19=Y1: 拡 大 .X1=9: 拡 大 .X2=9: 拡 大 .X3=9: 拡 大 .X4=9: 拡 大 .Y1=9: 拡 大 .Y2=9: 
拡大 .Y3=9 : 拡大 .Y4=9 

13879 MOUSE 9 

13880 MOUSE 4.292,298.427、288:MOUSE 1.Х9.Ү9.0 
13890 RETURN 

13900 «УЕ. CAD 

13910 X9=X1:Y9=Y1 

13920 LOCATE 4.19:PRINT "ベン 色 が 方 眠 の 線 の 色 に な り ま " 
13930 LOCATE 4,20:РБІМТ " す 。 ま た メニ ュー の 文字 が ちら " 
13940 LOCATE 4,21:РБІМТ "つき ます が 御 了 承 下 さい 。" 

13950 СЕТ (299,44)-(349,184) ,B% 

13960 LINE (200,44)-(340,184),7.ВЕ 

13970 LINE (203.47)-(337,181),1.ВЕ 

13980 LOCATE 26.4:PRINT " 何 分 割 で すか ?" 

13990 RESTORE 14040 

14000 FOR І-5 ТО 10 

14010 READ ВАР (1-5) 

14020 LOCATE 29.I:PRINT 方 眼 間隔 (1-5) 

14030 NEXT 

14040 DATA 4,16,64,144.256,400 

14050 MOUSE 4,203,80,337.160 

14060 MOUSE 1,203. (278 1+5)*16 

14070 X4=29:X5=41 

14080 GOSUB * 選 択 CAD 

14090 FOR 1=4 ТО 10 

14100 LOCATE 26,1:РЕ1МТ SPC(17) 

14110 NEXT 

14120 IF B=-1 THEN PUT (200.44),B%,PSET:GOTO 14160 
14130 IF A=-1 THEN 方 眼 1=Y4-5 

14140 РОТ (200,44),В%.Р5ЕТ 

14150 GOSUB жЕ. САР 

14160 FOR 1-19 TO 22:LOCATE 4.I:PRINT 5РС(29):МЕХТ 
14170 MOUSE 4, 292,208, 427,288 

14180 MOUSE 1,Х9,Ү9,й0 

14190 RETURN 

14200 *УВЕРЕЯХ. САБ 

14210 ВОЕЕЕВ=1 

14220 СЕТ (639-X,139)-(639.139+Y) ,B% 

14230 LINE (639-X, 139)-(639.139+Y) ,9,BF 

14249 FOR 1=639-Х TO 638 STEP (X-1 )/SQR( 方 眼 間隔 (方 眼 1 ) ) 


14250 LINE (INT(I).149)-(INT(1).139+Y) , べ ン 色 

14269 NEXT 

14270 FOR 1=139 TO 138+Y STEP (Y-1 )/SQR( 方 眼 間隔 (方 眼 1 ) ) 
14289 LINE (639-X,INT(1I ))-(639.INT(1 ) ) хи 

14290 NEXT 


14300 СЕТ (649-X,149)-(639、139+Y ) 、A% 
14310 РОТ PATTERN 4.A%,4 

14320 РОТ (639-Х.139).В%,Р<5ЕТ 

14330 BUFFER=9 

14349 FOR 1=19 TO 22 

14350 LOCATE 4.1:РВІМТ 5РС(29) 

14360 NEXT 

14370 LOCATE SPRITE 4,10,10,4 

14380 TURN ОМ SPRITE 4 

14390 RETURN 

14400 «УЕ. СА” 

14410 TURN OFF SPRITE 4 

14420 ERASE PATTERN 4 

14430 GOSUB xBELL 

14440 ЖІҢІ-0: БІНІМ (02-0 

14450 RETURN 

14460 * 色 変換 .CAD 

14470 LOCATE 4.19:PRINT "変換 対象 色 を 選ん で 下さ い 。" 
14480 GOSUB «ЕЗІ 1 .CAD 

14499 IF B=-1 THEN 14679 

14500 P1= 色 

14510 LOCATE 4,20:РБІМТ "変換 後 の 色 を 選ん で 下さ い 。" 
14520 GOSUB * 色 選択 1 .CAD 

14530 IF B=-1 THEN 14670 

14540 P2= 色 

14550 BUFFER= 1 :СЕТ (639-X.9)-(639.Y) .A%:GET (0.0)-(X-1.Y-1).B% 
14560 РОТ PATTERN 5,В%,4 

14570 BUFFER=9:GET (19.19)-(9+X、9+Y ) 、B% 

14580 BUFFER=1:PUT (639-Х,0),В%.РЗЕТ:РОТ (9.9) ,B%,PSET 
14590 FOR Ј=0 ТО Y ; 
14600 FOR I=0 TO X 

14610 IF POINT(1.J)=P1 THEN PSET (I.J).P2 
14620 NEXT:NEXT 

14630 GET (0.0)-(X-1,Y-1),B%:BUFFER=@0:PUT (19、19) ,B%、PSET 
14640 BUFFER=1:GET PATTERN 5.B%:PUT (0,0).B%.PSET:PUT (639-X.0).A%.PSET 
14650 BUFFER=0 

14660 GOSUB xBELL1 

14670 MOUSE 4.292,208,427.288 

14680 MOUSE 1,230.288,0 

14690 RETURN 

14700 * 色 選択 1 .CAD 

14710 MOUSE 4.290,10.432,46 

14720 ІР H1<>0 AND H2<>9 THEN MOUSE 1.H1.H2、1 ELSE MOUSE 1.416.15. | 
14738 GOSUB «уд 

14740 IF B=- 1 THEN RETURN 

14750 IF А<>-І THEN 14730 

14760 1=INT((X1-290 )/18):J=INT((Y1-19)/18) 
14770 色 =I+Jx8 

14780 GOSUB *BELL 

14790 H1l=X1:H2=Y1 

14800 RETURN 

14810 x 藝 囲 指 定 САБ 

14820 GOSUB * マ ウス 

14830 IF B=-1 THEN RETURN 

14840 IF A<>-1 THEN 14820 

14859 GOSUB xBELL 

14860 始点 .X=X1 : 始 点 .Y=Y1 

14870 GOSUB x マ ウス 

14880 FOR 1=0 TO 1 

14890 LINE (始点 .X. 始 点 .Y)-(X1 始点 .Y) . .XOR 
14900 LINE -(X1.Y1 ) 、、XOR 

14910 LINE -( 始 点 .X.Y1 ) ..XOR 

14920 LINE -( 始 点 .X. 始 点 .Y) 、,XOR 

14930 IF І-0 THEN FOR 4-0 ТО 200:МЕХТ 

14949 NEXT 

14950 IF B=-1 THEN RETURN 

14960 IF A<>-1 THEN 14870 145 
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14970 RETURN . 

14980 * 選 択 САБ 

14990 Ү4=0 

15999 GOSUB x マ ウス 

15919 IF B=-1 THEN RETURN 

15020 IF A=-1 THEN GOSUB xBELL:RETURN 

15030 IF Y4=INT(Y1/16) THEN 15000 

15040 LOCATE Х4-2.Ү4:РВІМТ " " 

15050 COLOR @(X4.Y4)-(X5,Y4) .TXT 

15060 Y4=INT(Y1/16) 

15070 LOCATE X4-2、Y4:PRINT " ": "外字 に あり ます 。" 
15080 COLOR 60(Х4,Ү4)-(Х5,Ү4),2%4ж16 

15999 GOSUB xBELL2 

15199 GOTO 15999 

15110 x 戻る 

15120 X19=X1:Y19=Y1:A=9:B=9: マ ウス =9 

15130 COLOR 0(57.3)-(79,15).ТХТ 

15140 MOUSE 4,290,10.620.260 

15150 MOUSE 1.Х9,Ү9.1 

15160 GOSUB xBELL 

15170 RETURN 

15180 * 編 集 へ 戻る .CAD 

15190 X9=329:Y9=299:MOUSE 9:CLS 

15200 LINE (275,0)-(640,260).0.ВЕ 

15210 SCREEN WINDOWS 0,(0,0).400,0 

15220 GOSUB x 拡 大 :GOSUB жБЕТ 

15230 FOR 1=0 TO 15 

15240 LINE (1ж16%15.270)-(1ж16%33,290).15.В 
15250 LINE (1ж16%17.272)-(1ж16%31,287).1,ВЕ 
15260 NEXT 

15270 RETURN 

15280 xKILL 

15290 X9=X1:Y9=Y1:SC=1:FILE$=" ス プラ イト " 

15300 SCREEN WINDOWS 0,(0,0),0,0 

15310 CONSOLE 9,25:CLS:CONSOLE 0.20 

15320 TURN OFF SPRITE 1,4 

15330 N1=33:N2=21:N3=57:N4=44 

15340 LOCATE 10.21:РРІМТ "どの ファ イル で すか ? スプ ザラ イト ププ y p” 
15350 GOSUB * 二 者 択 一 

15360 IF SR=9 THEN FILE$=" ス プラ イト " ELSE FILE$= "バレ ッ ト " 
15370 IF B=-1 THEN GOSUB xRET:RETURN 

15380 GOSUB xBELL 

15390 し =22 

15499 GOSUB xDRI 

15410 IF DRI1$="" THEN GOSUB *RET:RETURN 

15420 LOCATE 10,23:РРІМТ "どれ を KTIL し し し ます か ?" 
15430 COLOR @(16,23)-(23,23).66 

15440 GOSUB xFILES 

15450 GOSUB x ファ イル 選択 

15460 IF B=-1 THEN GOSUB xRET:RETURN 

15470 GOSUB x フ ァイル 名 検索 

15489 GOSUB xBELL 

15490 LOCATE 19,24:PRINT "本 当 に KILL し て も いい で すか ?" 
15500 COLOR @(16,24)-(23.24).66・ 

15510 LOCATE 59.24:PRINT "У / №" 

15520 MOUSE 4,400,384,480,391 

15530 FOR 1=0 TO 3000:МЕХТ 

15540 GOSUB x マ ウス 

15550 IF X1=<432 THEN COLOR @(50,24)-(52.24).66:СОГОВ @(58,24)-(60.24).ТХТ:А$="У 


15560 IF X1=>448 THEN COLOR @(59,24)-(52,24) 、TXT:COLOR @(58.24)-(69、24).66:A$="N 


15570 IF B=-1 THEN GOSUB *RET:RETURN 

15580 IF A=-1 AND A$="N" THEN GOSUB xRET:FOR 1=0 TO 3999:NEXT:RETURN 

15598 IF А=-1 AND А$="У" THEN 15618 

15699 GOTO 15549 А 

15610 IF FILE$=" ス プラ イト " THEN KILL DRI$+NAME$+" .SP" ELSE KILL РОКІ $+ МАМЕФ+ ". РА 


15620 FOR I=FIL+1 TO MAX+1 

15630 СЕТ #1,I 

15640 РОТ #1,1-1 

‘15650 NEXT 

15660 MAX=MAX- 1 :LSET АА$=МК1$ (МАХ) 

15670 РОТ #1.1 

15680 GOSUB xRET:RETURN 

15690 GOTO «>» 

15700 «ЕР 

15710 IF ERR=55 THEN MAX=9:LSET ААф-МКІ%(МАХ):РЦТ #1.1:1Е SL=9 THEN RESUME 7670 
ELSE RESUME 7779 

15720 IF ERR=39 THEN LOCATE 59、22:PRINT "サイ ズ を 小さ くし て くだ さい ":Pl=59:P2=22 
:P3=76:P4=23:GOSUB WIN1 :GOSUB xBELL1:RESUME 18030 

15730 IF ERR=11 THEN LOCATE 4.19:PRINT "半径 O で す 。":GOSUB xBELL2:RESUME 10590 
15740 IF ERR=62 THEN COLOR TXT:LOCATE 19,.L:PRINT "DISK を 入れ て 下さ い 。":GOSU 

В xBELL1:FOR 1=9 TO 3999:NEXT:LOCATE 19.L:PRINT SPC(24)::RESUME xDRI 

15750 IF ERR=7 THEN IF PA<>9 THEN РОТ (10,10) ,B%,PSET :GOSUB xBELL1:IF РА=1 THEN 
PA=9: RESUME 3630 ELSE PA=9:RESUME 11210 

15760 GOSUB xBELL1:LOCATE 19,19:PRINT "エラ ー 発 生 ! エラ ー 番 号 ":ERR:END 

215770 xQUIT 

15780 SCREEN WINDOWS 9、(9.9).9.9:CLS:TURN OFF SPRITE 1.2 

15790 LOCATE 29,8:PRINT "本 当 に 終了 し ます か ?" 

15800 K=24: し =9:GOSUB x 確認 

15810 IF B=-1 OR AN=1 THEN CLS:SCREEN WINDOWS 9.(9.9).499.9:TURN ОМ SPRITE 1.2:G 
OTO 16130 ` 

15820 BUFFER=0:CLS 3:BUFFER=1:CLS 2:TURN OFF SPRITE 

15830 LOCATE 29,19:PRINT "お 疲れ さま で し た 。" 

15849 GOSUB xBELL2 

15850 x やめ 

15860 CONSOLE 0.25.,0.1:COLOR 7:GOSUB *BELL2:CLOSE:END 

15870 x ア イコ ン セ ッ ト 

15880 RESTORE 18560 

15890 BUFFER=69 


15999 CLS 2 
15910 FOR L=0 TO 1 
15920 FOR Z=0 TO 5 
15930 FOR J=0 TO 31 
15940 FOR I=0 TO 1 
15950 READ A$:A=VAL("&h"+A$) 
15960 LINE (Z%*40+10+I1I%16.L%x40+320+J)-(Z%40+25+1%16.L%*x40+320+J).15..A 
15970 NEXT 
15980 NEXT 
15990 NEXT 
146 16000 МЕХТ 
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16010 TILE$(9 ) =СНК$ СЕНО ) +CHR$ (8Н7 ) +СНЕ$ ( &H0 ) +CHR$ ( &Н7 ) +СНВ$ ( &H0 ) +CHR$ ( &H70 ) +CHR$ 
(&H9 )+CHR$(&H79 )+CHR$( &H7 )+CHR$( &H9 )+CHR$( &Н7 ) +СНВ$ ( &HO ) 

16020 TILE$(1)=CHR$(&H77 )+CHR$(&H7 )+CHR$(&H79 )+CHR$( &H77 )+CHR$(&H79 )+CHR$(&H77)+ 
CHR$(&H7 )+CHR$(&H79 )+CHR$( &Н7 )+CHR$(&H79 )+CHR$(&H77 )+CHR$(&H7 ) 

16030 TILE$(2)=CHR$(&H70)+CHR$(&H70)+CHR$(&H70)+CHR$(&H70 ) +CHR$ ( &H7) +CHR$ (&Н7 ) +C 
HR$ ( &H7 ) +CHR$ ( &H7) 

16040 TILE$(3 ) =CHR$(&H9 ) +CHR$ (&Н70 ) +CHR$ ( &Н7 )+CHR$( &H0 )+CHR$( 8&H7 ) +CHR$ ( &H0 )+CHR$ 
(&H70)+CHR$(&H7)+CHR$(&H70)+CHR$(&H7)+CHR$(&H0)+CHR$(&H70) 

16050 FOR I=4 TO 27 

16060 TILE$(I)=CHR$(0)+CHR$(0)+CHR$(0)+CHR$(0) 

16070 NEXT 

16080 RETURN 

16090 x そ の 他 

16100 5С-1:Х9-Х1:Ү9-Ү1:12-5:/2-1 

16110 GOSUB xBRINKON 

16129 CLS:COLOR TXT 

16130 Ү4=0:Р1=41:Р2=4:Р3=68:Р4=13 

16140 GOSUB xWIN 


16150 LOCATE 49,5:PRINT " UTILITY “; 
16160 LOCATE 49,.6:PRINT " バレ ッ ト の SAVE е 
16170 LOCATE 40.7:PRINT " パレ ッ ト の LOAD 6; 
16180 LOCATE 40,8:РБІМТ " テキ スト カラ ー の 変更 “4 
16190 LOCATE 49.9:PRINT " ROLL © 
16200 LOCATE 40,10:PRINT " サイ ズ の 変更 74 
16210 LOCATE 48、11:PRINT " 終わ り е; 


16220 LOCATE 49,12:PRINT " " 
16230 MOUSE 4.320,96,536.176:MOUSE 1...0 

16240 X4=45:X5=64 

16250 GOSUB * 選 択 CAD 

16260 IF A=-1 THEN MOUSE 1,,,1:0М Ү4-5 GOTO XPASAV、xPALOA . *TXT .xROL、xSIZE、xQUIT 
16279 IF B=-1 THEN 16289 

16280 CLS 

16290 LINE (290.10)-(620.399).0.ВҒ 

16300 GOSUB xRET 

16319 GOSUB xBRINKOFF 

16320 GOSUB sx 拡大 

16330 RETURN 

16340 жТХТ 

16350 Р!=58:Р2=7:Р3=76:Р4=15 

16360 GOSUB *WIN 

16370 FOR 1=7 TO 15 

16380 LOCATE 57,1:РВІМТ 5РС(9) 

16390 NEXT 

16400 FOR Ј=0 TO 1 


16410 FOR I=0 TO 7 

16420 LINE (58%8+]%16,7%*16+8+J%35)-(60%8+[%16,8x%x16+8+J%35).7.B 

16430 LINE (58*8+Ix16+1.7x16+8+1+Jx35 )-(69x8+Ix16-2.8x16+8-2+Jx35 ) .I+Jx8.B 
F 

16440 NEXT 

16450 NEXT 


16460 MOUSE 4,459,115,597, 237 

16470 LOCATE 58,11:PRINT "どの 色 に し ます か " 
16480 LOCATE 69,12:PRINT "現在 の 色 ":TXT 
16490 GOSUB x マ ウス 

16500 IF B=-1 THEN 16130 

16510 IF A<>-1 THEN GOTO 16490 

16520 IF Y12120 AND Ү1<136 THEN J=9:GOTO 16550 
16530 IF Y15155 AND Y1<171 THEN J=1:GOTO 16550 
16540 GOTO 16490 

16550 ІҒ Х1<464 ОБ Х1>592 ТНЕМ 16490 
16560 GOSUB xBELL2 

16570 ІзІМТ((Х1-4642/16) 

16580 ТХТ-1%40ж8 

16590 COLOR TXT 

16600 GOTO 16130 

16610 xROL 

16620 Pl=59:P2=8:P3=79:P4=16: マ ウス =1 
16630 GOSUB жш 

16640 FOR 1=8 ТО 16 

16650 LOCATE 49,1:PRINT 5РС(21) 
16660 МЕХТ 

16670 RESTORE 16738 

16680 FOR 1=0 ТОЗ 


16690 READ А% 
16700 A=VAL("&H"+A$) 
16710 РОТ (53ж8%1ж20%10,8ж16%6).КАМЛІ(А).Р5ЕТ.ТХТ.1 


16720 МЕХТ 
16730 DATA 2352,234Е,234С.234С 
16740 MOUSE 4,395,131,549, 253 


16750 LOCATE 52、19:PRINT " ° 
16760 LOCATE 52,11:PRINT " к 
16770 LOCATE 52、12:PRINT " Ж 右 " 
16780 LOCATE 52, 13:РБІМ№Т " ° 
16790 LOCATE 52,14:PRINT " т’ 


16800 GOSUB x マ ウス 
16810 IF A=-1 THEN GOSUB xBELL2:ON ROL GOSUB.*RUP .xRDOUN、xRLEFT 、xRRIGHT 
16820 IF B=-1 THEN СОТО 16130 

16830 IF Х4-ІМТ(Х1/8) AND Y4=INT(Y1/16) THEN 16800 ELSE ROL=9 

16840 X4=INT(X1/8) 

16850 Y4=INT(Y1/16) 

16860 COLOR @(54.19)-(63.14) .TXT 

16870 IF X4>=58 AND Х4<-59 AND Y4=19 THEN COLOR @(58.19)-(59.19).66:ROL=1 
16880 IF X4>=54 AND X4<=55 AND Ү4-12 THEN COLOR @(54.12)-(55.12).66:ROL=3 
16890 IF X4>=62 AND X4<=63 AND Y4=12 THEN COLOR @(62.12)-(63.12).66:ROL=4 
16900 IF X4>=58 AND X4<=59 AND Y4=14 THEN COLOR @(58.14)-(59、.14).66:ROL=2 
16919 GOTO 16899 

16920 xRUP 

16930 СЕТ (19.11)-(9+X,9+Y) .B% 

16940 СЕТ (19,19)-(9+X,19) .A% 

16950 PUT (10,10),В%,Р5ЕТ 

16960 РОТ (19.9+Y) .A%.PSET 

16970 RETURN 

16980 *RDOWN 

16990 СЕТ (10.10)-(9%Х.9%Ү-1).В% 

17000 СЕТ (10,9%Ү)-(9%Х,9%Ү),А% 

17010 РОТ (10.11),В%,Р5ЕТ 

17020 РОТ (19,19),A%,PSET 

17030 RETURN 

17040 xRLEFT 

17050 СЕТ (11.10)-(9%Х,9%Ү),В% 

17060 СЕТ (10,10)-(10,9%Ү),А% 

17070 PUT (10.10),В%,Р5ЕТ 147 
17080 РОТ (9%Х.10).А%.Р5ЕТ 


Шаа. эт 


Me Е Без ақы や キザ ササ ザー 


17999 RETURN 
17100 xRR1GHT 
17110 СЕТ (19.19)-(9+X-1、9+Y) 、B% 
17120 СЕТ (9+X、19)-(9+X,9+Y) 、A% 
| 17130 РОТ (11.19) 、B%、PSET 
| 17140 РОТ (10.10).A%.PSET 
17150 RETURN 
17160 xPASAV 
17170 CONSOLE 9.25:CLS:CONSQLE 0.20 
17180 FILE$= "パレ ッ ト " 
17190 SCREEN WINDOWS 0.(0.0).0.0 
ЖЕ 17200 TURN OFF SPRITE 
| 17210 FOR I=0 ТО 3000: МЕХТ 
| 17220 GOSUB xDRI 
| 17230 IF DRI1$="" THEN 17420 
17240 LOCATE 19、22:PRINT "バレット の カラ ー コ ー ド 、 及 び グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の 中 間 色 


| 17250 LOCATE 19.23:PRINT "SAVE し ます 。 ОК? 「 左 」=Yes" 
| 17260 FOR 1=0 TO 2000:МЕХТ 

17270 GOSUB x マ ウス 

17280 IF B=-1 THEN 17429 

17299 IF A<>-1 THEN 17279 

17399 GOSUB xFILES 

17310 LOCATE 19,24:INPUT "ファ イル 名 ? ",NAME$ 

17320 IF NAME$="" OR LEN(NAME$) >8 THEN GOSUB xBELL1:LOCATE 39.24:PRINT "正しく 入 

力 し て 下さ い ":GOTO 17310 

17330 GOSUB * ブ ファ イル 名 登録 

17340 OPEN DRI1$+NAME$+" .PA" FOR OUTPUT AS #2 

17359 FOR 1=0 TO 15 


17368 WRITE %2.СР(1.0).СРС1.1).СР(1.2) 
17370 МЕХТ 

17380 FOR I=4 TO 27 

17390 WRITE #2,TILE$(I) 

17400 NEXT 


17410 CLOSE #2 

17420 GOSUB *ВЕТ 

17430 GOTO 16130 

17440 xPALOA 

17450 FILE$= "パレット" 

17460 TURN OFF SPRITE 

17470 CONSOLE 0.25:CLS:CONSOLE 0,25 

17480 SCREEN WINDOWS 0,(0.0).0,0 

17490 GOSUB xDRI 

17500 IF DRI1$="" THEN 17730 

17510 LOCATE 10,22:РВІМТ "バレ ッ ト の カラ ー コ ー ド 、 及 び グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の 中 間 色 
17520 LOCATE 19.23:PRINT "LOAD し ます 。 ОК?  「 左 」=Yes" 
17530 FOR I=0 TO 2000: МЕХТ 

17540 GOSUB x マ ウス 

17559 IF B=-1 THEN 17739 

17569 IF A<>-1 THEN 17549 

17570 FOR 1=0 TO 1000:МЕХТ 

17589 GOSUB xFILES 

17590 IF ҒІ-й THEN 17730 

17600 GOSUB x フ ァイル 選択 

17610 IF B=-1 THEN 17730 

17620 GOSUB x フ ァイル 名 検索 

17630 OPEN DRI$+NAME$+".PA" FOR INPUT AS #2 
17640 FOR I=0 TO 15 


17650 [МРОТ #2,СР(Т.0),СР(Т,1),СР(Т. 2) 

17660 МЕХТ 

17670 FOR 1=4 ТО 27 

17680 [МРОТ #2,TILE$(I) 

17690 IF TILE$(I)="" THEN TILE$(I)=CHR$(0)+CHR$(0)+CHR$(0)+CHR$(0) 
17700 NEXT 


17710 GOSUB x パレ ッ ト セ ッ ト 
17720 CLOSE #2 

17730 GOSUB жКЕТ 

17740 СОТО 16130 

17750 *x パ レッ ト セ ッ ト 

17760 РОК 1=0 ТО 15 


17770 ADD=0 

17780 IF СР(1.0)-0 THEN ADD=9! ELSE ADD=3072 
17790 G! =CP( 1 .9)x4996+ADD 

17800 IF СР(1,1)=0 THEN ADD=0! ELSE ADD=32 
17810 R!=CP(I.1)%64+ADD 

17820 IF СР(1.2)=0 THEN ADD=0! ELSE ADD=1 
17830 B!=CP(I.2)%2+ADD 

17840 PALETTE I,G1*+R1+B! 


17850 NEXT 
17860 RETURN 
17870 *517Е 
17880 TURN OFF SPRITE 1.4 
17890 A=9:V=9:Il=19:J1=19:K=45: し =15:S1=9:S2=9:X3=9:Y3=9:KX=X:KY=Y:SIZE= 1 
17900 LINE (8.8)-(267.267 ) 、9,BF 
17910 P1=45:P2=14:P3=76:P4=19:GOSUB жШІМ 
17920 GOSUB x* サ イズ 設定 
17930 IF КХ=Х AND KY=Y ТНЕМ 17970 
17940 ВЏЕЕЕВ= 1 
17950 LINE (600.0)-(600+Х2+1.У2+1).2,В:СЕТ (600.0) -(Х2+607.Ү2+3).А%: PUT PATTERN 
1.A%.4:LINE (600.0)-(600+Х2+1.У2+1),0,В 
17960 CLS 2:GOSUB жВОХ 
17970 BUFFER=0 
17980 ІЛМЕ (I1.J1)-(I1+256.J1+256).0@0.BF:LINE (8.8)-(11+X.11+Y).7.B 
17990 LOCATE SPRITE 1.S1.S2.1 
18000 TURN ON SPRITE 1 
18010 IF 方 眼 間 隔 ( 方 眼 1 ) く >9 THEN GOSUB x 方 眼 作 成 .CAD 
18020 GOTO 16130 
18030 * サ イス 設定 
18040 А=0:В=0 
18050 LINE (11,731 )-(11+256.71+256).0.ВЕ 
18060 LOCATE K-1.L+2:PRINT SPC(32 ) 
18070 IF SIZE=1 THEN LINE (11.J1)-(I1+KX.J1+KY) 2、B 
18080 LOCATE KRK.L:PRINT " 横 の ドッ ト 数 " 
18090 LOCATE K、L+1:PRINT " 縦 の ドッ ト 数 " 
18100 MOUSE 4.1I1、J1.I1+256.J1+256:MOUSE 1,Х+11,У+41,1:Х=0:У=8 
18119 WHILE A<>-1 AND B<>- 1 
18120 COLOR 4 
18130 GOSUB * マ ウス 
18140 IF SIZE=9 THEN 18210 
18150 X=INT((X1-I1)/8)x8:Y=INT((Y1-J1 )/4)x4 
18160 FOR I=0 TO 1 

148 18170 LINE (1I1.J1)-(I1+X.J1) 、、XOR:LINE -(I1+X,J1+Y) 、、XOR:LINE -(I1.JI+Y) 、、XOR:LI 


PEREM, соо мы Ьа А г 


; МЕ -(11,J1),,XOR 

18180 IF I=0 THEN FOR J=9 TO 300:МЕХТ 

18190 NEXT 

18200 GOTO 18240 

18210 LINE (11,91)-(11+Х, 91+У).0.В 

18220 X=INT((X1-I1)/8)*8:Y=INT((Y1-J1)/4)x4 

18230 LINE (I1,J1)-(I1+X.J1+Y),7,B 

18240 ГОСАТЕ K+12.L:PRINT X | 

18250 LOCATE K+12.L+1:PRINT Y 

18260 WEND 

18270 LINE (I1.J1)-(I1+X。J1+Y)、7.B 

18280 COLOR TXT 

18290 FOR 1=0 ТО 2000:NEXT 

18300 LOCATE K-1,L+2:PRINT "これ で いい で すか [ 左 ] =YES " 

18310 GOSUB x マ ウス 

18320 IF А=-1 THEN 18350 

18330 IF B=-1 THEN РОВ I=0 TO 2999:NEXT:LINE (11,91)-(11+256.11+256).0.ВЕ:ГОСАТЕ 
K- 1,L+2:PRINT SPC(32):GOTO 18838 

18340 GOTO 18318 

18350 IF X<>9 AND Y<>9 THEN 18420 

18360 LOCATE 50.22:PRINT 5РС(29) 

18370 LOCATE 50,22:PRINT "四角 で 囲ん で 下さ い 。" 

18380 LINE (400,344)-(630.376).0.ВЕ 

18390 P1=59:P2=22:P3=69:P4=23:GOSUB VIN1 

18400 GOSUB xBELL1:LINE (I1、J1)-(I1+256。J1+256) .9.BF 

18410 GOTO 18030 

18420 GOSUB xBELL 

18430 GET (I1、J1)-(I1+X-1.J1+Y-1).A%:PUT PATTERN 5.A%.4:ERASE PATTERN 5 

18440 IF X<32 ТНЕМ X2=X ELSE X2=32 

18450 IF Y<32 THEN Y2=Y ELSE Y2=32 

18460 RETURN 

18470 *BELL 

18480 PLAY "@20V13L1606C05C":RETURN 

18490 xBELL1 

18500 PLAY "@20V15L1604DR32L4D":RETURN 

18510 xBELL2 

18520 PLAY "@20V13L6406C&":RETURN 

18530 wWIN:LINE (P1%8,P2%16+8)-(P3%8,P4%16+8),0,BF:LINE ((P1-1)x8.P2x16)-((P3-1) 
*8,P4x16),7.BF:LINE ((P1-1)x8+3,P2x16+3)-((P3-1)x8-3,P4x16-3) .1.BF:RETURN 

18540 xWIN1:LINE (Plx8-8.P2x16-8)-(P3x8+8.P4x16+8),7,BF:LINE (Plx8-5。P2x16-5)-(P 
3X8+5,P4x16+5 ) , 1 ВЕ: RETURN 

18559 x ア イコ ン デ ー タ 

18560 DATA FFFF,FFFF、FFFF、FFFF ,FFFF ,、FFFF ,E999,9097.EFE7,FFC7。EFE7 。FFDB。EFE7 РЕЗВ 
・EFE7 ,FEFB,EFE7 ,F1FB,EFE7 , FBFD, E809 , ØØFD, EOG , 007D, E000 ØØFE E003 CIFE E007 E1E6 
`E007.E7C4 

18570 DATA E007,EE07.E007.E007,E003.C007.E000,0007.E000.0007.E000.0007.E003.8007 
・E993.8997,E993,8997,E993.8097,E993,8997,E999,997,E999,9997,FFFF,FFFF,FFFF , FFFF 
、FFFF,FFFF 

18580 DATA FFPFF、FFFF,FFFF.FFFF、FFFF 、FFFF , E000 、9994.EFE7 、FFF2、EFE7 、FFF6 .EFE7 .F1CE 
・EFE7 ,F4BD 、EFE7 .F67D.EFE7 ,F7FB,E990.97FB,E999,97F3,E999,97E7.E997.87F3.E99F.87FB 
、E99F,C7C3 

18590 DATA E00F.C007.E00F.C007,E007.8007.E000.0007.E000.0007.E003.8007.E003.8007 
.E003.8007.E003.8007.E003.8007.E003.8007.E000.0007.E000 0007. ЕЕЕЕ. ЕЕЕ. ЕЕЕЕ. ЕЕЕЕ 
、FFFF ЕЕЕЕ 

18600 РАТА FFFF.FFFF.FFFF,.FFFF,FFFF.FFFF.FFFF.FC03,FFFF.FE03.FFFF.FF03.FFFF.FE03 
・C996.9493.DFED 、FC93,DFCC.F873.DF8C.31FB.DF9C,337F,DE9C.1F7F、DE73.8F7F,DC73.8F7F 
、D852.877F 

18610 DATA D873.877F、D899.977F,DC99.977F、DC90.9F7F、DEIE、9F7F.DEIE.1F7F.DF99.1F7F 
・DF89.3F7F,DFC9 , FF7F .DF21 .9F7F,DCC9 677F、D869.C77F,DFFF,FF7F.C999.007F.FFFF.FFFF 
、FFFF 、FFFF 

18620 DATA FFFF、FFFF、FFFF、FFF9 FFFF ,FFF3 .FFFF 、F7E3 、FFFF 、F387.FFFF、F909F、FFFF .F90F 
・C999.191F,DFED.F91F,DFCC,F99F,DF8C,3097.DF9C,3FFF,DE9C、1F7F.DE73.8F7F,DC73.8F7F 
、D852.877F 

18630 DATA D873.877F、D899.977F、DC99、977F、DC99.9F7F、DE1E、9F7F、DE1E、1IF7F。DF99.1F7F 
.DF80.3F7F.DFC0,FF7F,DF21.0F7F.DCC0.677F.D860.C77F.DFFF.FF7F.C000 007F ЕЕЕЕ. ЕЕЕЕ 
、FFFF ЕЕЕЕ 

18640 DATA FFFF.FFFD,FFFF ,FFFB,FFFF ,FFF2,FFFF,FFE6,FFFF ,FFDD. PFFF .FFDB.FFFF . FFB3 
.FFFF,FF37,FFC0,06EF,FE0F,FDDF.FE3F,F09F,FC79.E43F.F8F1.8F67.F1E1 9223 ЕЗЕЗ 0773 
Е7Е7,427В 

18650 DATA EEFE. 4023. ЕОБС, 4173.СЕАС. 4673, СЕБЕ. Е963, СРЕ, ЕСЕЗ. ЕЗЕВ.Е1С7.Е000.7ЕЗЕ 
・FC9E,3C3F,FFFF,997F,FFFF,E3FF , FFFF , FFFF , FFFF , ЕЕЕ, FFFF , FFFF , FFFF , FFEF ЕЕЕЕ.ЕЕЕЕ 
‚ FFFF , FFFF 

18660 DATA FFFF.FFFF.FFFF.FCFF,FFFF.FA3F,FFFF.F37F,FFFF.F6FF.FFFF.E6FF.FFFF.EEFF 
・FFFF,DDFF,FFFF.DDFF , FFFF , B9FF , FFFF , BBFF ,FFFF, 73FF,FFFE,77FF.FFFE,E7FF,FFFC.EFFF 
,FFFD ,CFFF 

18670 DATA FFF8,1FFF,FFE3、3FFF РЕСЕ. 3FFF .FF9F、BFFF 、FF3F、BFFF 。FF7F、BFFF FE7F . 3FFF 
・FE1F,7FFF,FE1C.7FFF ЕЕ80.807Е.Е001,001Е.С202,0007,820С.0003.8130 0007 Е000 ВОЗР 
、FFFF 、FFFF 

18680 DATA FF9F、FFFF.FE93.FFFF、FE18、FFFF、FF1E、3FFF 、FFCE、9FFF 、FFF9 、23FF 、FFFC、38FE 
・FFFF、183F.FFFF . E04F , FFFF , F867 .FFFF,FE47.FFFF,FF87,FC99.9997.FDFF.FFCF.FDD7 .7DCF 
Ер57,704Ғ 

18690 DATA FD7C,1D4F.FD7D,DD4F.FD0D.DB4F.FD7F.DB4F.FD7F.BB4F.FD7E.7A4F.FDFF.FFCF 
.FC00.000F.FC00.000F.FFFF.,FFFF,FFFF,FFFF,FFFF,FFFF.FEFF.FFFF.FEFF_FFFF_FEFF_FEPF 
、FFFF 、FFFF | 

18700 DATA ЕЕЕЕ.ЕЕЕЕ. ЕЕЕЕ, ЕЕЕЕ,ЕЕЕЕ. 、FFFF ЕЕЕЕ. ЕЕЕЕ. 、FFFF 。FFFF 、FFFF 、FFFF 、FFFF 、FFFF 
・FF99,9FFF,F82A.A1FF.E155 543F .CAAA,AA8F.D555.5547,AA00.92A7.95FF.F857.8B7F.FF27 
、A73F、F397 

18710 DATA B9DF.E277.BECF、E9F7 、BFF7 、DFF7 8FF7 、9FEF 、E9EF 、BF9F、FE4F.DC7F、FFIF、E3FF 
・FF3F、F3FF , FF7F , FBFF , FFFF , FFFF , FFFF , FFFF , FFFF , FFFF , FFFF , FFFF , FFFF РЕБЕ БЕРЕ. БЕРЕ 
、FFFF, FFFF 

18720 DATA FFFF.FFFF.,FFF0.7FFF.FFEF,1FFF.FFCF.4FFF.FFDE.CFFF.FFBD.A7FF.FFBD.57FF 
・FFBD.A7FF,FFBD.57FF .FFBD A7FF ,FC3C,17FF,FE7E.67FF,FF3C.D7FF,FF99.A7FF,FFC2.57FF 
、FFE6 ,A7FF 

18730 DATA FFFE.57FF、FFF6,A7FF 、FFE2 、57FF 、FFDA,A7FF 、FFBD.57FF。FF7E、A7FF、FEFF 57ЕЕ 
・FC3E、27FF.FFBD .D7FF ЕЕВС, AFFF ,FFBD, 4FFF , ЕЕВС, AFFF , FFDE, 4FFF FEDE. 1FFF.FFE9 3FFF 
`РЕЕЕ. FFFF 

18740 DATA ВОЕВ, 7ВрЕ, 0000, 0000,ВОЕЕ. 7ВОЕ, ВОЕЕ, 7ВОЕ.ВОЕЕ. 7ВОЕ. ВРЕЕ.ЕВОЕ. 4001.4004 
.ВрЕС, 3BD8 , ЭРЕС.ВВЕ2 , АБЕС, 5ВСб , BØFB , 5ВСЕ, 0077. 0910. ВСбЕ. 078. ВО1Е. 60С2 ВОЭЕ. 79CE 
' BD27 . 73DE 

18750 DATA 0260.0100.ВЕЕ9, 4DDE, BCEE. 1DDE,BBEE, 3CDE, В7ЕС. 4EDE. 2601.0340 .C7F3.797Ẹ 
. C007 . FC3E , BF80 .7F3E.BD3E.939E,984F,FC94,B8EF.7FF2.B3EF,7FFC, 85EF, 7BDE. 9DEF 7BDE 
0000.0000 

18760 DATA FFFF.FFFF.FFF0.7FFF.FFF0.7FFF.FFF0.7FE0.FFF0.401F,FFF0.7FFF.FFF0.3FFF 
.FCF8.3FE0.FE78.201F.FF98.39FF.FFC8.37FF.FFF8.,3FFF.FFF8.3FFF.C007.C7FF. РЕВО .06FF 
РЕЗ1.Е6ЗЕ 

18770 DATA DE71.E7FF.D9F1.E7FF.C000.07FF.C000.07FF.C03C.07FF.C07E.07FF.C0O7E.07FF 
.C07E.07FF.C03C.07FF.C000.07FF.C000.07FF.C018.07FF.C018.07FF.C018.07FF С000.07ЕЕ 
、FFFF 、FFFF 

18780 DATA FFFF、FFFF、FFFF、FFFF、8E3F 、FFFF 、C47F、FFFF、E9FF、FFFF、E1FF 、FFFF、891F、FFFF 
・901F.FFFF、FIFF .FFFF.E7FF.FFFF.E3FF .FFFF .E93F.FFFF ,F97C.9FFF.FFF9.97FF.FFF3.23FE 


・FFF3,33FF 
18790 DATA FFF3、33FF 、FFF2 、33FF 、FFF9 、63FF 、FFFB.F7FF 、FFFF , FFFF 、FFFF ,FFFF 、FFFF ЕСЕЕ 
・FFFF.F927.FFFF,F990 .FFFF.E999,FFFF.C124.FFFF.9925 ,FFFF ,F93F .FFFF .F961 .FFFF 、F99 1 149 


・FFFF 、FFFF 


... 
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К 
スク 管理 ブロ グラ ム 


Disk Mate 


三宅 S 


本 誌 No. 2 で 掲載 し だ た カセ ッ ト テ ー プ の デー タベース "Casette Мапа 


___ Ber, と いう ブロ グラ ム が あり まし だ が , ああ いっ だ “ちょ つと ある と 便利 な 


デー タベース "と いう の は , な ガ が な が 重宝 する も の で す 。 今回 は , その ディ スク 


版 , ディ スク 管理 プロ グラ ム 「DisSk Mate, C$, すべ て BASIC 0707 


ラム で , うろ 覚え の ファ イル 名 で も , いろ いろ お 形 で 検索 が で きま す 。 


PC-8801 と ネー ミン グ る れ だ パソ コン が 
登場 し て か ら か な り の 年 月 が た ち ま し た 。 
元祖 PC-8801 か ら 6 最新 の PC-88VA3 ま で 
- の ハー ドウ ェ ア の 進歩 も る る こと な が ら , 
PC-8800 シ リー ズ 用 に 開発 る され だ た ソフ ト ツ 
ェ ア の 数 は 膨大 な 量 に の ぼり ます 。 自作 の 


プロ グラ ム や 毎月 雑誌 な ど で 紹 介 る れる プ 


ログ ラム , また 市 販 の ソフ トウ ェ ア な ど , 
個人 で 数 百 本 の プロ グラ ムラ イブ ラリ を 持 
っ て いる , な ん て いう 人 も 多い の で は な い 
22%, 

こう な っ て くる と 面倒 な の が ディ スク 管 
理 ・「 え えっ と , あの プロ グラ ム は と の フロ 
ッ ピ ビー に 入っ て い だ っ け 」 と あちら 6 こちら 
の フロ ッ ピ ー を ひっ て ひも 返し て みた り 。「 こ 
の ブロ グラ ム を 動か す と き に は まず ディ スク 
BASIC の バー ジョ ン い くつ を 立ち 上 げ て 
か ら 。 ええ っ と … ど うず る ん だ っ け 」 な ん 
<, プロ グラ ム の 動か し 方 が 分 か ら な く て 
азаа К, ETARE REEN 
か 数 十 本 の ビデ オ や カセ ッ ト の 整理 で きえ 
面倒 な の に , 数 百 本 の プロ グラ ム の 管理 な 
ん て いう と , 人 間 の 処理 の 限界 を 完全 に 弟 
тат. 

を こ で 登場 する の が この ディ スク 管理 プ 
ログ ラム 。 プ ログ ラム の 名 前 や 格納 し て い 
る フロ ッ ピ ー の 情報 を 簡単 に 記録 ・ 検 索 で 
きる デー タベース で す 。 デ ログ ラム を 格納 
し て いる フロ ッ ピ ー の 種類 や 番号 , また 必 
要 な 動作 環境 や 作ら れ て いる 言語 の 種類 を 
記録 もし て て こし が ささ ます の そ て, ЕТ 
も 便利 。 デ ィ ス ク の 管理 に 困っ て いる 人 , 
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お 勧め で す よ 。 


① PC-8800 シ リー ズ 全 機種 対応 。 
ィ ス ク ド ラ イブ が 最低 1 台 必 要 
の ディ スク BASIC (どの バー ジョ ン で も 
OK) 
③ デ ディスプレイ 
(プリ ンタ (な く て も OK) 
この プロ グラ ム は すべ て BASIC で 書か 
れ て いま す の で PC-8800 シ リー ズ の 全 機 
種 で 動作 可能 で す 。 た だ し ディ スク BASIC 
上 で 動き ます の で ディ スク ドラ イブ が 最低 
1 台 必 要 で す 。 プ リン タ も PC-8801 に 接続 
で きる も の な ら 使 用 可能 で す 。 


72724,2 


① 電 源 を 入れ ます 
(2)”Но\ many files へ の 設定 は 
AO) 
を 入力 し て くだ さい 
⑬③ デ ィ ス ク 管 理 プ ゲロ グラ ム (リス ト 1) を 
A JU š Y 
④ 入 力 が 終わ っ た ら , 
SAVE ”DISKM” ©) 
で セー ブ し ます 
б) RUN "DISKM"⑦ 
て プログラム を 実行 し ます 


707 


ディ スク 管理 プロ グラ ム で は , フロ ッ ピ 
ー の 記録 容量 いっ ぱい まで デー タ を 登録 す 


に と が で きま す 。 
1 つの デー タ に つい て 次 の 項目 を 指定 し 
27. 
① 番 号 (Program Number) 
ディ スク 管理 プロ グラ ム で 使う それ ぞ 
れ の デー タ の 番号 。 1 63276700M. 
番号 は フロ ッ ピ ー に 記録 で き る デー タ 
の 最大 まで 指定 する こと が で きま す 。 番 
号 は 連続 し て いな く て も か まい ませ ん が , 
いき な り 100 な ん て 指定 する と 1 か ら 699 
の デー タ が な く 〈 く て も 100 個 分 の 記録 領域 
を フロ ッ ピ ゼ ピー 内 に 取ら れれ て し まい まず 
②⑳② プ ログ ラム 名 (Program Мате) 
プロ グラ ム の 名 前 。 英 数 仮名 文字 (@ 
字 は 不可 ) T, 30 文 字 以内 
③ デ ィ ス ク 番 号 (Disk Number) 
プロ グラ ム を 格納 し て いる フロ ッ ピ ー 
の 番号 。 1 か ら 32767 の 範囲 。 
プロ グラ ム を 格納 し て いる フロ ッ ピ ー 
に は 必ず 番号 を つけ て お 《 よ うに し て 
だ さい 
〈④ デ ィ ス ク 製 造 会 社 (Disk Maker) 
フロ ッ ピ ー の メー カー 名 。10 文 字 以 内 
⑤⑥ プ ログ ラム ソー ス (Program Source) 
ソー ス の 種類 。25 文 字 以内 。 
自作 プロ グラ ム か , 雑誌 な ど に 掲載 る 
れ て いた だ た プログ ラム な の か , また 市 販 ソ 
フト な の か を 指定 し ます 
⑥ OS 名 (Operation System) 
プロ グラ ム を 動か す た め に 必要 な OS 名 
(た と えば , N88-DISK BASIC や CP/M, 
PC-Engine な ど )。15 文 字 以 内 
(〈⑦ フ ァイル 名 (File Мате) 
格納 る れ て いる ファ イル 名 。15 文 字 以 
内 
⑧ プ ログ ラミ ング 言語 (Language) 
どん な 言語 で 作成 され て いる か (た と 
えば , N88-BASIC, マシ ン 語 な ど )。10 
文字 以内 ` 
⑨ ア ドレ ス (Address) 
マシ ン 語 プロ グラ ム の ロー ドア ドレ ス 。 
12 文 字 以内 
⑩ 実 行 ア ドレ ス (Jump Address) 
マシ ン 語 プロ グラ ム の 場合 の 実行 アド 
レス 。 7 文字 以内 


プロ グラ ム を 起動 する と, 


デー タ 7 ニュ ウリ ョ み ク 

(2) デ ー タ ノ シュ ツリ ョ ク 

(3③) シュ ウリ ョ ツウ 
と 表示 る れ ま す 。 

新規 に デー タ を 入力 する 場合 や ,。 すでに 
入力 し て いる デー タ を 変更 する 場合 は (1) を , 
入力 し て いる デー タ を 表示 ・ 検 索 する 場合 
は (2) を , 終了 する 場合 は (3) を 選ん で くだ る 
い 。 
① デ ー タ の 入力 

まず 番号 を 入力 し ます 。 新規 の 場合 は 白 
紙 の まま で す が 。 すでに デー タ が 入力 され 
て いる 場合 は , 格納 され て いる デー タ が 表 
示さ れ ま す 。 

カー ソル が 表示 る れ て いる 項目 が 現在 入 
力 で きる 項目 で す 。 デ ー タ を 入力 し た だ ら 6 
RETURN キー を 押し て くだ きい 。 

全 項 目 の 入 力 が 終わ っ て , 

1 (の 
С, メニ ュー に も どり ます 。 
② デ ー タ の 出力 

デー タ の 出力 に は 5 つの 形式 が あり ます 。 

БЕРФТ> кар 

プロ グラ ム の 番号 と プロ グラ ム の 名 


前 を 表示 し ます 
ол Хх P жаи 


リョ ク 
プロ グラ ム の 番号 順に すべ て の デー 
タ の 項目 を 出力 し ます 
[3] Program Number 2 シテ イ 
指定 され た プログ ラム の 番号 の デー 
タ の み 出 力 し ます 
[4] Disk Number Я シテ イ 
指定 され た ディ スク の 番号 を も つ デ 
ー タ を すべ て 出力 し ます 
L T p< т 
与え られ た 文字 列 を 含む ゲー タ を す 
べ て 出力 し ます 。 探し た い 項 目 を 選択 
LU, 考 一 サード を ん ルカ も て べく で だ が あま に 。 
この サー チ で は ,。 ブログ ラム の 項目 名 
を あや ふ や に し か 覚え て いな い 場 合 で 
b, 検索 可能 で す 。 
出力 する 際 は 画面 か が プリ ンタ の と ど ち 
ら に する か を 選択 で きま す 。 プ リン タ 
に は 1 ページ に 5 つの デー タ が 印刷 き 
れ ま す 。 
Eo 
не Е 


[ ч” 


リス ト 1 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 


'%※X※※※※※※※※※※※※※※※※※※※XXXXX※XX※XXX※XXXXXXX※※ 
Floppy Disk Maneger 
Data Base for Floppy Disk 
"区 区 ※※※※※X※※X※※※※※※※※※※※※※※※※※※ メ ※※※※X※※※※X※※※ デ 
CONSOLE 9.、25.9、1:WIDTH 80,20:5СРЕЕМ 0.0 
COLOR 7.9.9:CLS 3:DEFINT A-Z 
GOSUB *1МТ 
XSTART 
GOSUB xMENDU 
ОМ A.MENU GOSUB xDATAIN、xDATAOUT 、xFIN 
GOTO ж5ТАВТ 
жІМІТ 
DIM МЕ.Х(9).МЕ.Ү(9) 、MENU$( 9 ) 
RESTORE xMENU . МАМЕ 
FOR I=0 TO 9 
READ МЕ.Х(Т),МЕ. УСТ), МЕМО$ (1) 
МЕХТ 1 
ОІМ 0МЕМО$ (9.1). 、SMENU$( 9 ) 
ОРЕМ "DISK DAT AS 1 
FOR I=1 ТО 0 STEP -1 
FIELD 1.1ж128 AS А$.2 AS DMENU$(0.1I).30 AS DMENU$( 1 ,I).2 AS DMENU$(2,1).10 


А5 2МЕМО$(3.1),25 AS DMENU$(4.1).15 AS DMENU$(5.1).15 AS DMENU$(6.I).10 AS DMENE 
8(7.1).12 А5 DMENU$(8.1)、7 А5 DMENU$(9.I) 


1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 
1550 
1560 
1570 
1580 
1590 
1600 
1610 
1620 
1630 
1640 
1650 
1660 
1670 
1680 
1690 
1700 
1710 
1720 
1730 
1740 
1750 
1760 
1770 
1780 
1790 
1800 
1810 
1820 
1830 
1840 
1850 
1860 
1870 
1880 
1890 
1900 
1910 
1920 
1930 


ーー 


NEXT 

СРВ. СООМТ=6 

RETURN 

xMENU 

CLS 

PRINT "Floppy Disk Maneger":PRINT 

РЕТМТ ” (1 ) テバ ー タ ノ ニュ ウリ ョ ク " 

PRINT " (2) 77-У ノ シュ > ウリ ョ ク " 

PRINT " (3) シュ ウリ ョ ウ " 

A$=INKEY$: IF А$="" THEN 1300 

A=VAL(A$) 

IF А<1 ОВ A>4 THEN 1300 

A.MENU=A 

RETURN 

xFIN 

CLOSE 1 

CONSOLE 0.25,1.0 

END 

DATAIN 

CLS:CONSOLE 5.14.1 

PRINT "жжж Floppy Disk Maneger xxx": PRINT 

PRINT " ーーー (1) 77-7 2 = ニュ ウリ ョ ク ---" 

FOR І-0 TO 9 

LOCATE МЕ.Х(1І).МЕ.ҮСІЗ:РБІМТ МЕМО$ (1) 

МЕХТ 

LOCATE 12.17: INPUT "Program Number ( MENU = -1 ) :".NUM 
IF NUM=-1 ТНЕМ CONSOLE 0,25.0:RETURN 

IF NUM=<0 THEN 1460 

WI=LOF(1)*2:IF W1<>0 THEN A=(W1-1)\2+1:GET 1.А 

IF W1<>CVI(DMENU$(0,1)) THEN W1=W1-1 

IF NUM>W1 THEN GOSUB жІМІТ.ПАТА ELSE GOSUB xREAD.DATA 
GOSUB *PRINT.DATA : 

M=1:LOCATE ME.X(M).ME.Y(M):PRINT MENU$(M);:INPUT A$ 
IF A$<>"" THEN SMENU$(M) =A$ 

LOCATE ME.X(M) 、ME.Y(M) : PRINT 5РАСЕФ(60); 

LOCATE ME.X(M) 、ME.Y(M) :PRINT MENU$(M) :SPC( 2 ) : SMENU$ (М) 
М=2:10САТЕ ME.X(M) 、ME .Y(M) : PRINT MENU$(M)::INPUT А 

IF А>0 THEN SMENU$(M) =МКІФСА) 

LOCATE ME.X(M) 、ME.Y(M) :PRINT SPACE$( 69 ) : 

LOCATE ME.X(M) ,ME.Y(M) :PRINT MENU$(M) :SPC( 2 ) : CVI (SMENU$(M) ) 
FOR M=3 TO 9 

LOCATE ME.X(M) 、ME.Y(M) :PRINT MENU$(M)::INPUT A$ 

IF A$<>"" THEN SMENU$(M) =A$ 

LOCATE ME.X(M) 、ME.Y(M) :PRINT SPACE$( 66 ) : 

LOCATE ME.X(M) 、ME.Y(M) :PRINT MENU$(M) :SPC( 2 ) : SMENU$(M ) 


NEXT 

GOSUB WRITE.DATA 
GOTO 1460 
DATAOUT 
CLS:CONSOLE 5.14 


PRINT “жж Floppy Disk Maneger ※※※": PRINT 
PRINT " ーーー (2) 77-7 ノ シュ ツリ ョ ク ---" 

GES 

LOCATE ME.X(9),ME.Y(9):PRINT " menu. = モト ~ ル " 


LOCATE ME.X(1),ME.Y(1):PRINT " 
LOCATE ME.X(2).ME.Y(2):PRINT " 
LOCATE ME.X(3) 、ME.Y(3):PRINT " 
LOCATE ME.X(4) 、ME.Y(4):PRINT " Disk Number Э シテ イ " 

LOCATE ME.X(5) .ME.Y(5):PRINT " サー チ " 

LOCATE 12.17:РВІМТ "Input Number :"; : А$=1МРОТ$ (1 ) :MNUM= ТАГ. САФ) 

IF ММОМ=0 THEN CONSOLE 9.25:RETURN 

ON MNUM GOSUB *PRO.DATA.*xALL.DATA、xNUM.DATA.xDISK.DATA、xSRH.DATA 

GOTO 1730 

END 

х[ МТТ. РАТА 

SMENU$ (0 ) =МК1 $ (МОМ) 

SMENU$( 1 ) ="" 

SMENU$( 2 ) =МК1$( 0) 

SMENU$( 3)="" 

SMENU$( 4 ) ="" 

FOR 12=5 TO 9 

SMENU$( 1 2 ) = "жже" 

NEXT 151 


イチ ラン ヒョウ " 
Жый “йл” シュ ウリ ョ ク " 
Program Number 9 シテ イ " 


gn p. сою, = 


1940 
1950 
1960 
1970 
1980 
1990 
2000 
2010 
2020 
2030 
2040 
2050 
2060 
2070 
2080 
2090 
2100 
2110 
2120 
2130 
2140 
2150 
2160 
2170 
2180 
2190 
2200 
2210 
2220 
2230 
2240 
2250 
2260 
2270 
2280 
2290 
2300 
2310 
2320 
2330 
2340 
2350 
2360 
2370 
2380 
2390 
2400 
2410 
2420 
2430 
2440 
2450 
2460 
2470 
2480 
2490 
2500 
2510 
ey ( 
2520 
2530 
2540 
2550 
2560 
2570 
2580 
2590 
2600 
2610 
2620 
2630 
2640 
2650 
2660 
2670 
2680 
2690 
2700 
2710 
2720 
2730 
2740 
2750 
Р 
2760 
2770 
2780 
2790 


2800 
2810 
2820 
2830 
2840 
2850 
2860 
2870 
2880 
2890 
2900 
2910 
2920 
2930 
2940 
2950 
2960 
2970 
2980 
2990 
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2... .........1.......................Т7мМ7т.666-т6түт түт ГГ ЕН 


RETURN 

*КЕАР. РАТА 

LR=NUM:GOSUB xGET . ADRS 

СЕТ 1.РК 

IF NUM<>CVI (DMENU$(0.BP)) THEN GOSUB жІМІТ.ПАТА: RETURN 
FOR 12=0 TO 9 

SMENU$(I2)=DMENU$(I2, ВР) 

NEXT 

RETURN 

xREAD.DATA2 

LR=NUM: GOSUB *GET.ADRS 

СЕТ 1.PR 

FOR 12-0 TO 9 

SMENU$( I 2 ) =DMENU$( 12,ВР) 

NEXT 

RETURN 

жРКІМТ. РАТА 

CLS 

LOCATE ME.X(9 ) 、ME.Y(9):PRINT MENU$(9 ) :SPC( 2 ) :CV1I (SMENU$( 9 
LOCATE ME.X(1) 、ME.Y(1):PRINT MENU$( 1) :SPC( 2 ) : SMENU$( 1 ) 
LOCATE ME.X(2) 、ME.Y(2):PRINT MENU$( 2 ) : SPC( 2 ) : OQ CSHENUS(2 
FOR 12-3 TO 9 

LOCATE ME.X(I2)、ME.Y(I2):PRINT MENU$ (12) :SPC(2):SMENU$(12 
NEXT 

RETURN 

xWRITE.DATA 

LR=NUM: GOSUB *GET .ADRS 

FOR I2=9 TO 9 

LSET DMENU$(I2.BP)=SMENU$(1I2) 

NEXT 

РОТ 1.РК 

RETURN 

xLPRINT.DATA 

LPRINT_MENU も (9 ) :SPC( 2 ) ; СУІ (SMENU$( 9 ) ) 

LPRINT MENU$( 1 ) :SPC(2 ) :SMENU$( 1 ) 

LPRINT MENU$( 2 ) :SPC( 2 ) :CVI (SMENU$( 2 ) ) 

FOR 12=3 TO 9 

LPRINT MENU$( IT2 ):SPC( 2 ) :SMENU$( 】 2 ) 

NEXT 

LPRINT:LPRINT 


LPR.COUNT=LPR.COUNT+1:TF LPR.COUNT=5 THEN LPR.COUNT=9:LPRINT CHR$( 12): 


RETURN 

%※ALL.DATA 

LLS 

LOCATE 19.8:PRINT "2: 277 ノ 5^*-9 J シュ ツリ ョ ク " 
LOCATE 19.19:PRINT "CRT= 1 PRINTER=2 Жы 
DEV$= 1МРОТ$ (1) : DEV=VAL(DEV$ ) 


IF DEV=1 THEN PRINT "СЕТ" ELSE IF DEV=2 THEN PRINT "PRINTER" ELSE 2398 


ON DEV GOSUB xALL.CRT .xALL . PRN 

RETURN 

※ALL.CRT 

CONSOLE 5、11 

W1=LOF(1)%2:A=(W1-1 )\2+1 

СЕТ 1,А:1Е W1<>CVI (DMENU$( 9 , 1 ) ) THEN W1=W1-1 

LOCATE 10.17:РВІМТ "Program Number с Бы 
FOR NUM=1 ТО МІ 

GOSUB xREAD.DATA2 


E 


)) 


) 


IF NUM= Ы саи peas: THEN GOSUB *PRINT. DATA: LOCATE 10.18:PRINT "Push any К 


ға 757) ; : А$= 1МРОТ$ (1): 1Е INSTR("SsF",A$)<>0 THEN 
МЕХТ 
LOCATE 10.18:РБІМТ SPACE$( 69 ) ・ 
LOCATE 19、18:PRINT "Push any key "+:A$=INPUT$(1) 
CONSOLE 5.14 
RETURN 
xALL. PRN 
WI=LOF(1)*2:A=(W1-1)¥2+1 


GET 1,А:1Е W1<>CVI(DMENU$(0,1)) THEN W1=W1-1 

LOCATE 19.12:PRINT "Program Number ho А 

FOR NUM=1 TO МІ 

GOSUB *READ.DATA2 

LOCATE 10.14:PRINT USING "Now printing ( Program Number 
LOCATE 18.15:PRINT "STOP = °S: 

IF NUM=CVI (SMENU$(0)) THEN GOSUB *LPRINT.DATA 


A$=INKEY$:IF A$<>"" THEN IF INSTR( "Ss ト ",A$)<>9 THEN 2690 
NEXT 


LOCATE 10.18:PRINT "Push any key "; : А$= ІМРОТФ (1) 
RETURN 

МОИМ. ВАТА 

СІ,5 

LOCATE 19.8:PRINT "3: Program Number 3 シテ イ " 


W1=LOF(1)x%2:A=(W1-1 )\2+1 
СЕТ 1.A:IF_W1 く <>CVI (DMENU$( 9 . 1 ) ) THEN W1=W1-1 
LOCATE 15.19:PRINT USING "Program Number ( 1 - финн 


INPUT NUM 
IF NUM=-1 THEN RETURN 
IF NUM= く 9 THEN 2750 


, 


2550 


= НЕННЕ)": МОМ 


RETURN 


IF NUM>WI THEN LOCATE 15.12:PRINT USING "Program Number ñ ##### イカ テス 111": 
W1:GOTO 2750 


GOSUB *READ.DATA2 


IF NUM<>CVI (SMENU$(0)) THEN LOCATE 15.12:PRINT "が イト ウ スル テー タ С アリ マセ ン ! !! 


:GOTO 2750 


GOSUB жРБІМТ.ПАТА 

LOCATE 19、18:PRINT “PRINTER. = シッ リョ ク シマ スカ ?  (y/n)": 
A$= І МРОТ$ (1) í 

IF INSTR("Yy ン "、A$) く >9 THEN GOSUB *LPRINT.DATA 

GOTO NUM.DATA 

※DISK.DATA 

CLS 

LOCATE 19.8:PRINT "4:Disk Number Э シテ イ " 

LOCATE 10.10:PRINT "Disk Number (RETURN = -1) :"; 
INPUT DNUM 

IF DNUM=9 THEN GOTO 2900 

IF DNUM=- 1 THEN RETURN 

LOCATE 19、12:PRINT "CRT=1 PRINTER=2 ы 
DEV$=INPUT$(1): DEV=VAL(DEV$) 

IF DEV=1 THEN PRINT "СВТ" ELSE PRINT "PRINTER" ELSE 2940 
ON DEV GOSUB *DISK.CRT,*DISK.PRN | 
RETURN 

xDISK.CRT 


3000 CONSOLE 5,11 

3010 FOR МОМ=1 ТО LOF(1 )x2 

3020 GOSUB xREAD.DATA2 

3030 ТЕ NUM=CVI(SMENU$(0)) AND DNUM=CVI (SMENU$( 2 ) ) THEN GOSUB *PRINT.DATA:LOCATE 


10.18:РКІМТ "Push any key ( STOP = 'S' ) ";:А$=1МРОТ$(1):1Е INSTR("SsF".A$)<> 
0 THEN 3070 
3040 NEXT 
3050 LOCATE 19、18:PRINT 5РАСЕФ(60); 
3060 LOCATE 10.18:PRINT "Push any key ";: А$= [МРИОТ$ (1) 


3970 CONSOLE 5.14 
3080 RETURN 
3090 xDISK . PRN 
3100 FOR NUM=1 ТО LOF( 1 )x2 
3110 GOSUB xREAD.DATA2 
3120 IF NUM=CV1I (SMENU$( 9 ) ) AND DNUM=CVI (SMENU$( 2 ) ) THEN GOSUB жІРБІМТ.ПАТА 
3130 А$=1МКЕУ$:1Е A$<>"" THEN IFINSTR("SsF",A$)<>0 THEN 3150 
3140 МЕХТ 
3150 RETURN 
3160 xPRO.DATA 
3170 СІ,5 
3180 LOCATE 10.8:РВІМТ "1: イチ ラン kað" 
3190 LOCATE 19.19:PRINT "CRT= 1 PRINTER=2 а 
3200 DEV$= INPUT$( 1 ) :DEV=VAL(DEV$ ) 
3219 IF DEV=1 THEN PRINT "СЕТ" ELSE IF DEV=2 THEN PRINT "PRINTER" ELSE 2390 
3220 ON DEV GOSUB xPRO.CRT ,xPRO . PRN 
3230 RETURN 
3240 *PRO.CRT 
3250 CONSOLE 5.11 
3260 W1=LOF(1)x2:A=(W1-1)\2+ 1 
3278 СЕТ 1.A:IF W1 く >CVI (ОМЕМИ$ (0,1) ) THEN WI=W1-1 
3280 LOCATE 10.17:PRINT "Program Number s: з 
3290 LOCATE 19、18:PRINT " ( STOP = ‘5’ ) ” 
3300 ІОСАТЕ 0.10 
3319 РОВ NUM=1 ТО WI 
3320 GOSUB xREAD.DATA2 
3330 IF NUM=CVI (SMENU$( 9 ) ) THEN PRINT USING " НЕНЕН & 

&"; CVI (SMENU$( 9 ) ) 、SMENU$( 1 ) : A$=INKEY$: IF А$< >"" THEN IF INSTR( "Ss ト " 、A$) く 
20 THEN 3360 
3340 МЕХТ 
3350 LOCATE 10.18:PRINT "Push апу Кеу "11: А$= І МРОТ$ (| ) 
3360 CONSOLE 5,14 
3370 RETURN 
3380 *PRO.PRN 
3390 W1=LOF(1)x2:A=(W1-1)\2+1 
3400 СЕТ 1.A:IF W1<>CVI(DMENU$(0,1)) THEN W1 =W1-1 
3419 LOCATE 19.12:PRINT "Program Number Ж S" 1 
3420 LPRINT CHR$(12); 
3430 FOR NUM=1 TO М1 
3440 GOSUB xREAD.DATA2 
3450 LOCATE 10.14:PRINT USING "Now printing ( Program Number = #####)":NUM 
3460 LOCATE 18.15:PRINT "STOP = '5'" 
3470 IF NUM=CVI (SMENU$( 9 ) ) THEN LPRINT USING " КНЕН & 

&": CVI (SMENU$( 6 ) ) , SMENU$( 1 ) 

3480 A$=INKEY$:IF A$<>"" THEN IF INSTR( "Ss ト " 、A$) く <>9 THEN 3510 
3490 NEXT 
3500 LPRINT CHR$( 12)::LPR .COUNT=9 
3519 RETURN 
3520 xSRH.DATA 
3530 CLS 
3540 LOCATE 19.5:PRINT "5: サ - チ " 
3550 FOR 1=0 TO 9 
3560 IF I=0 OR І-2 THEN LOCATE ME.X(I).ME.Y(I):PRINT " ж ";MENU$(I) ELSE LOCATE 
МЕ. Х(Т).МЕ. УСТ) :РЕТМТ 1;МЕМО$ (1 ) 
3570 NEXT 
3580 LOCATE 19、18:PRINT "F* 2 コウ モク F` ジミ スズ Т СР): =: 
3590 A$=INPUT$( 1 ) :NU=VAL(A$) 
3600 IF NU<1 OR NU=2 OR NU>9 THEN 3580 
3610 LOCATE 19、18:PRINT SPACE$( 69 ) : 


3620 LOCATE 19.18:INPUT " サ - チ スル モレ ルッ ルル ? :";SR$ 
3630 LOCATE 10.18:PRINT SPACE$(69): , 
3640 LOCATE 10.18:PRINT "CRT=1 PRINTER=2 Р”А 


3650 DEV$=INPUT$(1):DEV=VAL(DEV$) 

3660 IF DEV=1 THEN PRINT "СЕТ" ELSE PRINT "PRINTER" ELSE 3648 

3670 ON DEV GOSUB xSRH.CRT . xSRH . PRN 

3689 RETURN 

3690 *5КН. СВТ 

3700 CONSOLE 5.11 

3710 FOR NUM=1 TO LOF(1)x2 

3720 GOSUB xREAD.DATA2 

3730 IF NUM=CVI (SMENU$(0)) AND INSTR(SMENU$(NU).SR$)<>0 THEN GOSUB *PRINT.DATA: し 


OCATE 10.18:PRINT "Push any key ( STOP = '5' ) ";:А$=1МРОТ$( 1): 1Е INSTR( "Ss ト "、 
A$) く >9 THEN 3778 

3749 NEXT 

3750 LOCATE 19、18:PRINT SPACE$( 69 ) : 

3760 LOCATE 10,18:РБІМТ "Push any key "; : А$= 1МРОИТФ ( |) 


3770 CONSOLE 5.14 
3780 RETURN 

3790 xSRH. PRN 

3800 FOR NUM=1 TO LOF( 1 )x2 

3810 GOSUB xREAD.DATA2 

3820 IF NUM=CVI (SMENU$(9 ) ) AND INSTR(SMENU$(NU ) , 586%) < >Ø THEN GOSUB ※LPRINT .DATA 
3830 А$=1МКЕУ$:1Е A$<>"" THEN IF INSTR( "Ss ト " 、A$) く <>9 THEN 3850 
3849 NEXT 

3850 CONSOLE 5.14 

3860 RETURN 

3870 xGET . ADRS 

3880 PR=(LR- 1 )\2+ 1 

3890 BP=(LR-1) MOD 2 

3900 RETURN 

3910 жМЕМІ), МАМЕ 

3920 DATA 10. 5." Program Number ы 

3930 DATA 10. 6." Program Мате г” 

3940 DATA 10. 7." Disk Number ЕТ 

3950 DATA 10. 8." Disk Maker Ыы 

3960 DATA 10. 9." Source >» 

3970 DATA 10.10," Operation System ән 


3980 DATA 10,11." File Мате т 
3990 DATA 10,12." Language За 
4000 DATA 10.13." Address s>: 


4010 DATA 10.14." Jump Address i 2" 


CATALOQ 


ら SOUND も レベ ル ア ッ プ し た ・ ゲ ー ム 


Ж 
g ハ 
р 3 
Еһ 
ド に 
А2 
4 
К $ 
п К 
対 と 


① (メー カー) T&E SOFT 

D (ジャ ン ル ) RPG 

О (対応 機種 ) PC-8801mkIIR/H/A 
④ (価格 ) 7,800 円 


悪夢 の よう な エビ ルク リス タル が 砕け 散 

0, 人 間 と 妖精 の 住む 世界 「 フ ェ ア リ ー ラ 
ンド 」 に は , 長い 平和 が 訪れ た 。 人 々 の 生 
活 が 豊か に な る に つれ , 妖精 た ち は 姿 を 消 
L, 人 間 の み の 世 界 と 変容 し た 。 

し か し , ある 夜 , 巨大 な 火柱 が 立ち 上 っ 
た 。 を の 翌日 。、 フ ェ ア リ ー ラ ンド に は , Ж 
ж Г, Яр 07000, ФИ 
通っ た 者 は , 消息 を 絶ち , 2 度 と も どっ て 
уг. 

_ また , 突如 大 き な 地 割れ が 出現 し た り , 
フェ アリ ー ラ ンド の 各地 で いろ いろ な 異変 
が 見 られ た だ 。 

を し て , を の 異変 に 対処 すべ く , 修道 僧 
た ち は , 一 人 の 若者 を を の 原因 究明 の だ た め 
に 旅 立 だ たせ だ の だ っ た 。 

7 

ЖМАҰЗАҒЗЫН ЗАДАТЬ 
ー ズ の 完結 編 だ 。 | 

まず , 基本 的 な コン セプト は , НИЕ, 前 々 
作 の も の を 引き 継い だ ど だ アクション ВРС で 
ある こと 。 

ゲー ム を 開始 後 , プレ イヤ ー は , キャラ 
クタ の 職業 を , 戦士 , 強盗 , И, 修道 士 
の 中 か ら 好 き な も の を 選択 で き る 。 こ の 時 , 
キャ ラク タ の 職業 に よっ て , 性 格 の パラ メ 
ー タ が 大 きく 違っ て 〈 る 。 力 が 強い 人 間 , 
ッ マジック ポ イント が 高い 人 間 な ど , それ ぞ 
れ キ ャ ラク タ に 個性 が ある の で 1 度 ゲ ー ム 
を クリ ア し て も , いろ ん な パタ ー ン で 楽し 
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PC-8800 シリ ー ズ は ,「 ゲ ー ム マシ ン 」。 それ ほど , ゲー ム は あら ゆる 
ジャ ン ル の も の が 数 多く 出 て いる 。 88 ユー ザー な ら そ の 点 ご 存じ の と お 


り 。 そこ で , この CATALOG で は 特集 で も 取り 上 げた 「 サ ウン ド ボ ー 
ド I」 対 応 の も の を 3 Ж, また 話題 の ゲー ム ? Ж, 計 5 本 を 取り 上 げ , 


グラ フィ ッ ク 面 , サウ ンド 面 な ご 仕上 が り の 点 か ら も 見 て みよ う 。 


め る 。 

この パラ メー タ が , 非常 に 細か く 設 定 る 
れ て いて ,。 と くに キャ ラク タ の パワ ー と 精 
神力 が ポイ ント と な る 。 

キャ ラク タ の パワ ー と は , ПСПО 
きる の 武 器 や 防具 が 持て る か , と いう こと 。 
саз, レベ ル が 上 が る に つれ 増え , それ 
に 比例 し て 強力 な 武器 や 防具 が 持て る よう 
に な る 。 また, 自分 の 持て る 重量 の 限界 を 
超え た りす る と だ ん だ ん 動作 が 鈍く な り , 
悪く する と , 身動き が と れ な く な る 。 目 分 
に 合っ た も の が BEST と いう わけ だ 。 

次 の 精神 力 は , キャ ラク タ が 善 か 悪 か を 
知る も の 。 敵 の モン スタ ー に も 善 と 悪 と が 
ある の で , 間違っ て も 善 の モン スタ ー を 条 
る な いよ うに 。 業 し た し まう Беи? 
メー ター が 下がっ て し まい 悪人 に な っ て し 
4:2; 

悪人 に な っ て し まう と , 当然 街 の ひ 人 々 の 
反応 も 変わ っ て き て , 商店 で は 道具 を 高く 
売り つけ られ て し まう 。 Z Lx, ERDA 
に な る に は , 数 十 倍 の 悪 り の モンスター を 倒 
き な け れ ば な ら な い の で 大 変 。 1 度 悪人 に 
St, 社会 復帰 を する の は ゲー ム の 世界 
も 現実 も 厳し い の だ 。 


ハイ ドラ イド 3 に は , НОЕ 5. 


も ちろ ん 1 日 は 24 時 間 。 こ の 時 間 内 に 行動 
し な けれ ば な ら な い 。 

時 間 は 24 時 間 , 当然 , 朝 , Б, №, 夜 と 
あっ て , 食事 も 1 日 2 回 , KIo THRO 
ЖИТ, キャ ラク タ は ,。 弱っ て し まう 。 
規則 正しい 生活 が 1 番 て ある 。 

あく まで も キャ ラク タ は , 人 間 な ん だ 。 
その こと を 忘れ て 冒険 を し だ 日 に は , いく 
ら 6 ゲーム と は いえ , た まっ た だ も ん じゃ な い 。 
この へ ん は , や だ ら と リア ル に で き て いる 。 


ハイ ドラ イド シリ ー ズ は , グラ フィ ッ ク 
ス が 1 番 の 売り 物 , ハ イド ライ ド 3 も 期待 
を 裏切ら ず , また 一段 と 美しく な だっ て いる 。 
時 間 の 概念 が ある と 前 述 し た が , 風景 の グ 
ラフ ィ ッ クス が 時 間 に よ っ て 変わ る 。 

マッ プ も と に か くく 広い 。 地 上 は 当然 の こ 
と な が ら , 城 や 街 の 中 も か な り 広 《 作 られ 
て いる 。 ハ ー ベ ル の 塔 の 地上 200 階 に は 目 を 


見 張る 。 

ПАРОЛЕ 3 は ,、「 サ サン ド ボ ー ド ト H 
対応 。 こ れ が ある と , ノリ の いい 軽快 な 
BGM Ы, 特有 の 低音 が 響き 昔 に メリ ハリ 
が 出 て , BGM だ け 聴 いて いて も 楽し め る 。 
これ は な か な か の 追 力 も の 。 で きれ ば , + 
ウゥ ウンド ボー ド II 対応 で 聴き だ い 。 

と に か く ,。 けち の つけ よう が な い ほ と デ 
キ が いい 。 

た だ 難点 は , 宿屋 に 泊まら な いと , ゲー 
ム 途 中 で セー ブ が と れ な いと いう と ころ 。 
最初 の うち は , この 宿屋 の 宿 貨 が 高く て , 
な か な か 泊 れ な か っ た だ 。 

と に か くく 最初 は 。 キャ ラク タ が 弱い か ら , 
どん どん モン スタ ー を 倒し て , レベ ル を 上 
УС. お 人 金 を た くさ ん だ め る こと 。 し か し , 
お 金 を 持ち 過ぎ て も , 重量 の ほう に 関わ っ 
て くる の て 要 注 意 。 

と に か く ハ イド ライ ド 3 は , 楽し め る こ 
と 間違い な し 。 

絶対 に 買い の ゲー ム だ / 


г?ейагаз 


(ゼリア ー ド ) 


è 
サ 
ウ 
т 
R 
H 
対 
б 


ーー 

@ アク ショ ン RPG 

(3) PC-8801mkIIR/H/A 
@ 7,500 円 


Ар 02000408, 全 世 界 は 異 空 の 彼方 
か ら , 強大 な 魔力 を も っ て 現れ た 魔王 に よ 
оТ 7, SSL S$, 2x 5 
カ の 国王 は 地上 に 自由 と 平和 を 取り も と どす 
た め , 聖地 で リア ー ド の 精霊 の 力 を 借り る 
こと で , 傷つき な が ら も 魔王 を 倒す こと に 
成功 し た 。 を そして, 2 度 と 再び 現れ な いよ 


うに 「 エ ス メ サ ン テ の 涙 」 と いわ れる 9 つ 
の クリ スタ ル に より , 地底 深く に 封じ 込め 
С. 

が , 平和 は 永遠 に は 続か な か っ た 。 あ る 
嵐 の 夜 , つい に 魔王 は 封印 を 破り 地上 に 復 
活 し た の だ 。 魔王 は 再び 世界 を 手中 に 収め 
る 手 初め と し て , 自分 を 封じ 込め た 王 の 国 
で ある フェ リ シ カ に 魔 の 手 を 伸ばし た 。 国 
に は 108 日 の 間 , 砂 の 雨 が 降り 続き , НО 
と ん ど は 砂 に 埋もれ て し まい , さらに, Л 
民 の 宝 で も ある , フェ リー サ 姫 を 石 に 変え 
て し まっ た だ た の だ 。 姫 の 命 は , 2 が か 月 後 の 暗 
BRZ T, それ まで に な ん と し て も 姫 を 助 
け な け れ ば な ら な い 。 姫 を 助け る 方 法 は 1 
2. 地下 迷宮 深く に ある 9 つの クリ スタ ル 
を 集め , 魔王 を 封じ 込め る し か な いん だ 。 
君 は この ゲー ム の 英雄 で ある デュ ー ク ・ ガ 
ー ラ ンド と な り , 邪悪 な 魔王 を 倒す た だ ため の 
長い 旅 へ と 旅立つ ん だ 。 


セリ ゲー ド じ は 何だ の よう な ゲー ム な 
ん だ ろう か 。 画面 を ちょ っ と 見 た だけ じゃ , 
「 単 な る アク ショ ン ゲ ー ム な ん じゃ な い ?」 
と 思う 人 も 多い だ ろう が , この ゲー ム は , 
そん な 単純 な も の じゃ な い 。 これ は , 近 ご 
ろ で は 代表 的 な ジャ ン ル の 1 つと な っ て い 
Š 7 2? ув > ЖӨЕ OE AE, (ғ. 


お 姫 様 を 助け る た め に 魔王 を 倒し に 行く と 
いう , 正統 派 タ イプ の RPG с, テグ ザー や 
シル フィ ー ド と いっ た だ , 数 々 の ヒッ ト 作 を 
出し 続け て いる ゲー ム ・ ア ー ツ の 技術 が ミ 
ックス る れ て いる ん だ か ら , お も し ろく な 


い は ず は な い 。 き っ と 君 を 満足 させ て くれ 
る だ ろう 。 


る て , RPG と いえ ば 街 で の ショ ッ ピ ング 
も 楽し み の 1 つ だ 。 い ろ い ろ な 街 で の 買い 
ЖШ, と くに 初め て 訪れ た 街 で は 今 ま で に な 
с, すばらし い 武 器 や 防具 が ある か も し れ 
そん な 期待 に 胸 を いっ ぱい に ふく ら 
ませ な が ら 武 器 屋 を 探す 快感 。 ワ クワ ク し 
て し まう ね 。 そ ん な 人 だ ちの だ め (7) に 
「 ゼ リア ー ド 」 で は , いく つか の 演出 が き 
れ て いる 。 どん な 演出 か と いう と, 店 を 見 
つけ ドア を 開け る と , カワ イイ 店 員 る ん が 
振り 返り 「 い らっし ゃ いま せ /」 と シャ ベ 
ッ テ く れる ん だ 。 

これ は , ゲー ム ・ ア ー ツ お 得意 の 音声 合 
成 に よっ て 声 を 出し , アニ メー ショ ン で 店 
の 雰囲気 を プレ イヤ ー に 伝え を て いる ん だ 。 
これ で 店 員 き ん に 「 ハ ン ブ ル の 実 6 い っ し 
ょ に いか が で すか 7? 」 と スマ イル 攻撃 され 
だ た だら, お 店 の 商品 を 打ち 止め に し ちゃ うか 
も 。 街 の 中 の 店 は 全部 で 約 5 店 ぐら いあ る 
が , 店 に よっ て 店 員 が 違う 。 武 器 屋 で は 恐 
い 顔 の む おじ る ん が 商売 し て いて , いつ も イ 
ライ ラ し て いる 。 な ん に も 買わ な いで 帰ろ 
うと する と ,「 ひ や か し な ら 出 て いけ /」 と 
カウ ワン ター を 思い っ きり 了 区 る 。 銀 行 で は , 
いつ も は 准 た だ たい 感じ の 銀行 マン が 高額 な 預 
金 を し た と だ た ん, ヘラ ヘラ する な ど , 個性 
的 な が キャ ラ に よっ て 商売 が 行わ れ て いる ん 
だ 。 街 の 中 だ け で も 十分 に 楽し め る よう に 
工夫 る れ て いる 。 


な い 。 


スク ロー ル 画 面 の 特徴 

まだ, 街中 で の スク ロー ル は , すばらし 
( キレ イ だ 。 手 前 の 背景 と 遠い 背景 の 2 枚 
を 上 手 く 使っ て いる 。 遠く に 見 える 背景 と 
マイ キャ ラ の スク ロー ル を 同じ に し , 近く 
に ある 背景 どけ を 動か し て いる ん だ 。 これ 
に よっ て , 画面 の 奥行 が グッ と 広がっ て い 
る ん だ ね 。 

ダン ジョ ン の 内 部 は , RPC て で ある こと を 
一 切 気 に する 必要 が な い , バリ バリ の アク 
ショ ン ゲ ー ム に な っ て いる ん だ 。 画面 は 街 
と 同じ 横 か ら 見 た 画面 に が っ て いて , その 
中 を 飛ん だ り , 落ち た り し な が ら 迷 宮 を ク 
リア し て いく ん だ 。 迷宮 に は る ま ざ ま な 仕 
掛け が プレ イヤ ー を 待っ て お り , ツタ や 左 
右 に 動く 岩 , 立ち 止ま っ て いる と 落ち て し 
まう 氷 な ど ハ ラ ハ ラ ワク ワク きせ て れる 。 
英 キ ャ ラ は , カエ ル や ナメ クジ と いっ だ キ 
ャ ラ ば か り , 剣 で ビシ バシ 切っ て 進ん で い 
(Ал с Ота AA E А Aa а a 
い 。 倒 る れ 方 が 派手 で , MURS 2 Eu z 
が ら 死 ん で いく 。 ス プラ ッ タ が 好き な 人 は , 
きっ と や め ら れ な く 〈 く な る 。 

マイ キャ ラ の 剣 の 振り 方 を 見 て も いえ る 
СЕМ, よど デー トド 科 は ゲー ム 自 体 が 長 
編 の アニ メー ショ ン の よう に スム ー ス に 流 
れ て , まる で 自分 が アニ メ を 作っ て いる 気 
TARET れる 。 

サウ ンド 面 で も , サウ ンド ボー ド II 対応 
БЫ ЗАРЕ: b 
と ゲー ム ・ ア ー ツ の パワ ー が 十分 デレ イヤ 
ー に 伝わっ て くる ゲー ム だ 。 


{Пе ancient 


'ААТ of WAR) 


the ancient 


АКТ 


HA 7—4 


① グロー ダーバン ドジ ャ パン 

@ リア ル タ イ ム ・ シ ミュ レー ショ ン 
(3) PC-88VA 専 用 

④ 9,800 円 


陸 し だ 
МАН. 

シミ ュ レ ーション ゲー ム と いえ ば ,。 あの 
「 大 戦略 」 に も ある と お り , 「 ヘ ックス 」 と 
いう マス に 区 切ら れ た だ た マップ の 中 で , ユニ 
ッ ト と 呼ば れる 敵 , 味方 の 駒 が 交互 に 戦闘 
を 行い , 両者 の 勝敗 を 競う と いう の が この 
ジャ ン ル の 主流 だ 。 

で も この 「ART of WAR」 は , ちょ っ と 
違う 。 リ アル タイ ム で の 戦闘 , ヘッ クス の 
な い マ ッ プ て 構成 され て いる 。 発売 し た の 
は 、 ブ ロー ダー パント 。 そ うか 。) PD: 
ドラ ン ナ ー」 で 一 大 セン も セー ショ ナル を 引 
き 起 こし た あの メー カー だ と いえ ば 分 か っ 
て も ら え る か な 。 を その パワ ー あ ふれ る ブロ 
ー ダ ー バ ンド の 作品 で ある この ゲー ム , ア 


メリ カ で IBM-PC と い うぅ 機種 で 発売 , 登場 
し た の だ が , 今回 , つい に , 国産 の 機種 に 
移植 る きれ だ の だ 。 国産 の シミ ュ レ ーション 
に は な い 魅 力 を 満載 し た この ゲー ム , A 
で の も の と は , 一 風 変 わ っ た シス テム を ひ 
っ さげ て 登場 し た と いう わけ な の だ 。 
i は ひと 味 違う 
ゲー ム は 日 4 ププ キア ) L КЕТА 
ュー タ ) に 分 か れ た 敵 と 味方 が 存在 し , 相 
手 の 兵 と 戦っ て 全 減る きせ る か , まだ は , Ш 
軍 の 象徴 で あわ る すべ て の 旗 を 自軍 の 色 で 塗 
りつ ぶす か で 勝敗 が 決ま る と いう の が 大 ま 
か な ルー ル が だ 。 
ЗЕ. シナ リオ ォ オ に よ て は 。 ао 
旗 の 下 に , 相手 の 軍 よ り も いち 早く も どる 
と 勝ち し いっ た ルー ル や ,100 対 1 と いう 不 
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利 な 状態 で 相手 の 攻撃 か ら の が れ , НО 
砦 へ 伝 命 を 伝え を な が く て は な ら な いと いう も 
の まで さま ざま 。 戦う こと に よっ て 勝負 を 
決め る も の か ら 戦 わ ず し て 勝敗 が 決ま る も 
の まで ある と いう こと 。 こ の ルー ル 設 定 の 
幅 の 広 さ が うれ し い 限 りな の だ 。 今 まで の 
も の と は ちょ っ と 違う な と いう 感じ 。 

また , ゲー ム の シナ リオ の は ほう も 11 種 類 
も 用 意 き る きれ て お り , 先ほど の よう な ルー ル 
の も の が バラ エ テ ィ 豊 か に ある ん だ 。 シナ 
リオ ォ の 半数 が 有名 な 戦争 も シミュ レー ト し 
て お り , 自分 が 歴史 上 の 人 物 に な っ て 戦う 
な だ ん て と も て きも る 。 

た と えば 「 カ スタ ー の 最後 の 戦い 」。 歴 史 
上 の お 話 で な く , 自分 が 自ら カス ター 大 佐 
と し て 歴史 の 1 コマ を 書き 換え て し まう と 
いう こと も で きる 。 も ちろ ん オリ ジ ナ ル の 
シナ リオ も ある の で そちら の ほう も 遊ん で 
も らい た だ たい 。 

を し て , ルー ル の 設定 。 ル ー ル は , それ 
ぞ れ の シナ リオ ご と に あら か じ め セ ッ テ ィ 
ング きれ て いる ん だ けれ ども , 自分 で 書き 
換え る こと も で きる 。 ど ん な も の が ある か 


と いう と ,「 兵 隊 の コン ディ ショ ン 」 で は , 
好調 , 不調 , 絶 不調 た しい っ だ よう に , 移動 
する 際 の 兵 の スピ ー ド を 決め られ だ た り と か , 
河川 は 浅く て 静か , 深い が 静か , 深く て 危 
険 な ど , 兵隊 の 具合 いか ら 地形 の 様子 まで 
も 変え る こと が で きる 。 

また だ た, 敵 の 選択 も で きる 。 これ は , コン 
ピュ ー タ 側 の 指揮 官 を 選ぶ と いう も の 。 指 
揮 官 に は 8 人 の 名 将 が いて , 各 人 と も 異な 
っ た 思考 ルー チン を 持っ て いて , 戦い の ス 
タイ ル も それ ぞ れ 違う 。 ア テ ナ , アレ キサ 
ンダ ー 大 王 。 ジェ ロニ モ 。 イ ワン,。 Уа) 
アス シー ザー, ジン ギ ス カン , ナポレオン , 
孫子 な ど が 8 人 の 指揮 官 。 選 ぶ 人 物 に よっ 
て も 難易 度 が 変わ っ て くる の で ルー ル t fk 
用 し て 選べ ば , シナ リオ ォ 1 つ で も 何 通 り に 
も 楽し め る と いう 仕組 み だ 。 


STi 操作 性 は ぼう か と いう と , これ が 
実に いい 。 マ ウス 対応 な ん だ 。 ゲ ー ム を 立 
ち 上 げ て か ら 終 わり まで , キー ボー ド に は 
一 切 触れ な く て も ゲー ム を 進め る こと が で 
きる 。 ゲ ー ム 自体 の 基本 が リア ル タ イ ム で 


ある の と , ヘッ クス と いう エリ ア 分 けが る 
れ て いな いため, マウ ス が 力 を 発揮 し て い 
る の だ 。 も ちろ ん ほか の 指揮 も マウ ス で す 
べ て で きる 。 ほ か の ゲー ム も 見 習っ て ほし い 。 
アメ リカ ナイ ズ さ れ た 仕上 が びり 

グラ フィ ックス は , も ちろ ん 移植 版 だ か 
ら す ば らし い 。 地味 で は ある が , アメ リカ 
産 の に な い が プ ンプ ン し て いて 大 味 だ けれ 
ども 気持 ちがい い 。 

と く 〈 に 戦闘 シー ン の , アニ メー ショ ン は 
すご い 。 敵 の 矢 が 飛ん で いっ た り , ХХХ 
ダー ッ と 自軍 の 兵隊 が 進む 姿 は , まる に 生 
の 迫力 で ある 。 

この ゲー ム の VA 版 は , サウ ンド ボー ド 
I 対応 だ か ら , BGM も な か な か の 出来 。 聞 
いて いて あき る せな い 。 少 し BGM の 数 が 
少な い の が 残念 だ けれど も シミ ュ レ ー シ ョ 
ン だ か ら 仕 方 が な い 。 

この ゲー ム は ちょ っ と 難し く て と っ つき 
に くい か も し れ な いけ れ ど 慣れ れ ば こっ ち 
の も の 。 か め ば か む ほ と ど ス ル メ の よう に 味 
の ある ゲー ム 。 始め て し まえ ば や め ら れ な が 
く な る ほど 熱中 し て し まう こと うけ あい な の だ 。 


① 日 本 ファ ルコ ム 
D アク ショ ン RPG 
(3) PC-8801R/H/A 
(4) 7,800 円 


の 時 , アド ル の 体 を 包み 込む せよ うに ま ば ゆ ゅ 
い 不 思 議 な 光 が 満 ち て きた 。 その 光 は , し 
だ い に ま ば ゆる きる を 増し , アド ル に は も う あ 
た り を 見 る こと きる え で き な か っ だ “ぷく 

「 冒 険 」 と いう 魔法 に 魅せ られ た 少年 ア 
ドル 。 イ ー ス を 訪れ た 彼 は , 自分 か ら 運 命 
の 渦 に 飛び 込む か の ょ うに 冒険 へ と 足 を 踏 
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み 入 れる 。 それ が イー ス の 運命 を 左右 する 
も の と は 知ら 5 ず に …。 

「 イ ー ス の 6 НОЖАН ОК АО 
…。」 サ ラ と いう 女 占 い 師 の 言葉 に 導 か れ , ア 
ドル は , 大 きく ぇ え で られ た だ た 究 の ふち に 建つ 
神殿 へ と 向かう 。 

神殿 に 監禁 きれ て いた 少女 ,。 フィ ー ナ と 
の 出会い , НЕ U T ПЕ 
る ん 。 イー エス の ま べ て を 見 て きた 木 , ロダ > 
ЖЬ СЛОЖНА ЖЕ, ШИ boH) 
な 攻撃 を くぐり抜け, 1, ТЕРРА 
ー ス の 本 に より , イー ス の 歴史 が 徐々 に 明 
ら か と な っ て ゆく 〈。 

を し て , RYOR, ダー ム の 塔 へ 。、 そ の 
最上 階 に を の 男 は いた 。 ダ ルク ファ クト 。 
イース を 我 が も の に し よう と する , 野望 を 
持っ た 男 。 ア ドル は 長い 死闘 の 末 , 邪悪 な 
敵 を 倒し た の だ / 6 司 め の イー ス の 本 を 
手 に 取っ た アド ル は , 戦い の 終わ り を か み 
し め て いた 。 ア ドル の 顔 が や わら か な 光 に 
つら の $U +, 

「 イ ー ス の 本 が 6 冊 を ろう と き , 大 いな る 
カカ が 生ま れる …。」 不 思 議 な 光 は 徐々 に 強 る 
を 増し , 光 は 告げ る 。「 本 当 の 戦い は , まだ 
終わ っ て いな い の だ 。 選 ば れ し 者 よ , 天空 


へ 翔べ 」, アド ル の 戦い は, まだ 始ま っ だ ば 
か りな の だ 。 
ゲ 
L, これ が 「 イ ー ス II」 の プロ ロー グ 。 
前 置き ば か り 長 く な っ ちゃ っ だ けれ と どこ の 
ゲー ム は , 前 作 「 イ ー ス 」 の 続編 に 当たる 。 
も ちろ ん , 前 作 は いち お う の 完 結 は し て い 
る が スト ー リ ー 上 の 多く の 謎 を 残し て いた だ 。 
ее МИНИ РР. РЧ Т ИИИ ИР ПРИН РИ А 65 
っ の 物語 と た いう こと な の だ 。 だ っ だ た だら, 前 
作 の 「 イ ー ス 」 が な いと 遊べ な い の が か と 思 
っ て いる 読者 あい る だ ろう と 思う が , それ 
に は お よ ば な い 。「II」 だ け で も 十分 遊べ る の 
だ 。 ス トー リー 的 に 前 作 と 今度 の 続編 は 反 
映る きれ て いる 。 
また , 続編 び か ら と いっ て バカ に し て は 
いけ な い 。 大 幅 な パワ ー ア ッ プ が る れ て い 
る 。 倍 以上 に 増やさ る きれ だ た データ が それ を 物 
語っ で い 和 5 に 2 ポタ ジグ の データ や メッ 電 
ー ジ デー タ も 追加 きれ て いる 。 メ ッ セ ー ジ 
デー タ の 量 が 多い と いう の は , それ だ け シ 
ナリ オォ 重視 の RPC で で ある と いう こと 。 だ 
か ら メ ッ セ ー ジ を し っ か り 読 む 必 要 が ある 。 
重要 だ 。 思 うこ とら は ぶ も や か り メ モ を と る 
くら 5 いで な く て は いけ ほな い 。 さ それは, RPR 


の 基本 だ 。 
の も で な っ た か る マッ ピン 
窒 し た ほう が いい 。 うっ か り し て いる と す 
ぐに 迷っ て し まう 。 中 艦 以降 は , トリ ッ ク 
の 嵐 だ か ら 6 油断 し て は な ら な いし , きら に 
迷宮 が 2 層 構 造 な ん て の も ある の て 要 注 意 。 
Pi 6207, 


基本 構成 は 。 や や 斜め ゆか ら の 視点 。 攻 撃 
方 法 ど っ て 前 作 ほ し いっ し ょ で , ハイ ドラ イ 
ド 形 式 の 体 当 た り 方 式 。 今 度 は , 体 当たり 
な どの 攻撃 以外 に 魔法 も 使え る よう に な っ 
だ 。 

魔法 の 数 は , 6 種類 。 内 容 は , 攻撃 魔法 
1 つと , 補助 魔法 5 つ 。 攻 撃 の ほう は , 2 


САЯН СД, 


① デー ビー ソフ ト 
Q シミ ュ レ ーション 
(3) PC-8800 シ リー ズ 
(4) 6,800 円 


ГС өҥ слот ОО 


| だ к. 

ГЕ t u Z Z, 学生 か ら 社 会 人 まで 幅 
広く 人 気 が あ る 遊び だ ね 。 親 し みや す 〈 て 
оо, お も し ろ い と で も いう の か な 。 それ 
で いて , 始め て し まう と な か な か や め ら れ 
Жо, そん な と ころ が 魅力 な ん だ ろう 5。 

ЖЕ, 数 を きれ な い ほ どの 「 麻 雀 」 ソ フ 
bET TOA, TÆR, ГЕ, 
「 ぎ や ゃ ん ぶら あぁ 自己 中 心 派 」 な ど 。 今 回, 
紹介 する 「 今 夜 $ 朝 まで POWERFUL š 
あじ ゃ ん 」 は , ちょ っ と 今 ま で の 麻雀 ソフ 
F と は 違う 。 

あの コミ カル な アク ショ ン ゲ ー ム 「 う っ 
で いぼ ぽこ 」 や 「P.1」 と いう 大 好評 ワー プロ ソ 
フト を 出し て いる デー ビー ソフ ト の 自信 作 だ 。 

4 つの ー ド 

さて, 肝心 の ゲー ム の ほう だ が ,。 この 「 今 
夜 も 朝 ま で POWERFUL まぁ じゃ ん 」 に 
は (それ に し て も 長い タイ トル ) 4 >90 


ァ イ ヤ ー の 1 つ だ け だ けれ ども , 自分 の レ 
ペル が 上 が る も た パワ リー テッ デジ する の だ 。 7 
れ は か な り キ ャ ラク タ を 助け て くれ る こと 
だ ろう 。 ま た , キャ ラク タ の 操作 性 も 格段 
に 上 が っ だ 。 そして, 高速 モー ド だ っ て あ 
る か ら , スム ー ス に ゲー ム が 展開 する 。 で 
きれ ば ジョ イス ティ ッ ク 対 応 な の で テン キ 
ー を 使う より も そちら を 使う ほう が も っ と 
良い だ ろう 。 

BGM も ノリ の 良い 曲げ か り で 何 度 聞 い 
て いて も あき る せな い 。 レ コー ド の ほう も 
発売 され る そう だ か ら 1 度 開い て みる と い 
е КРС, САУНУ 
良し 悪し で ゲー ム が 面白 いか つま ら な いか 


雀 の モー ド が 存在 する 。 

① フ ノー マル 麻雀 
② エ キサ イト 麻雀 
③ き すら い 麻 雀 
④ ぼ ぽこ 麻雀 

ビー ル の 富 伝 じゃ や な いけ れ ど ライ ト さ が 
売り の ゲー ム と し て 仕上 が っ て いる の だ 。 
だ か ら 初 心 者 の 人 も す で ゲ ー ム に 熱中 する 
こと うけ あい と いう わけ 。 も ちろ ん 上 級 者 
の 人 に も 満足 で きる 。 

て は 4 つの モー ド の 説明 を し よう ラ 。 まず 
は , ① の ノー マル 麻雀 。 じ いわゆる ふつ う の 
2 人 打ち の 麻雀 び 。 たいてい の も の で は , 
これ が 中 心 に な っ て いる が , この モー ド は, 
ちと も だ ツリ ォ ー る メグ ド プッ ズ の た を だ ぁ 
に ある よう だ 。 で も 対戦 相手 が 強者 ば か り 
で それ な り に 苦労 する 。 次 に ⑦② の エキ サイ 
ト 麻雀 。 こ れ は , 自分 が 相手 に 勝つ と 対戦 
相手 の 娘 が , 着 て いる 服 を 1 枚 ず つ 脱 いで 
いく と いう も の 。 7 人 の 女の子 た ちの 中 か 
tsak ナー セレ クト で きる じじ е 
の る すら い 麻 雀 。 こ の ソフ ト の 目玉 と な る 
モー ド で , ちゃ ん と し た スト ー リ ー ザ 構成 
され て いる 。 プ レイ ヤー は る すら い の 和 雀 士 
と な っ て , 自分 の 腕 を みがく た だめ , 沖縄 か 
6 札幌 の , 南 か ら 北 まで , 麻雀 の 勝ち 抜き 戦 
を する と いう お ぢ お話 。 ス トー リー の 説明 の プ 
ロロ ー グ が いか に も それ っ ぱ ぽく て 気分 が 出 
る こと うけ あい だ 。 対戦 相手 の ほう も ユニ 
ー ク で 個性 的 な 人 物 ば か り 。 それ ぞ れ 相手 
に よっ て 目 分 の 得意 技 ( 手 ) を 持っ て いる 。 

だ と えば , 長崎 で 対戦 する 源 さ ん 。 曲 が っ 
だ こと が 大 嫌い な 性 格 だ どか ら 「 一 気 通 貫 」。 

ルー ル と し て は , 一 番 初 め に 所 持 金 3 万 


に 分 か れる 傾向 が 多々 ある 。 その 点 イ ー ス 
II の BGM は , 2 重 丸 も の だ 。FM 音源 フル 
活動 と いう 感じ 。 

グラ フィ ックス も 美しく , あの 特有 の ス 
クロ ー ル の ぎ こ ち な る も まっ た だく 〈《 な い 。 敵 
キャ ラク タ で も 特有 の 個性 や 魅力 が ある 。 
か と いっ て シナ リオ に 手 落 ち も な いし ,。 К 
ラマ 仕立 て の シナ リオ で 盛り 上 が っ て し まう 。 

も 5 う 申 し 分 の な い 完 成 度 ど 。 プ ロロ ー グ 
な ども バリ バリ の アニ メー ショ ン を 使っ た 
0, スク ロー ル し だ り と ディ スク 1 枚 分 を 
使っ て 見 せ 場 十分 。RPG。 い や アク ショ ン 
ゲー ム フ ァ ン じ ゃ な くっ て も 遊び た く な る 
ょ うな КРС な の だ 。 


円 で スタ ー ト し, 半音 終了 時 に 相手 に 勝っ 
て いれ ば , その 所 持 金 を 持っ て 次 の 場所 へ 
進め る 仕組 み 。 

まだ この モー ド も 普通 の 麻雀 し ちょ っ と 
違う か ら , リ ー チ も 5,000 点 リー チ か ら 10.0 
00 点 リー チ が か けら れ て お も し ろ い 。 お ま 
け に , 地方 を る すら うと いう 設定 上 , 地方 
ルー ル な ん て も の も あっ て , と て も 愉快 な 
の だ 。 
最後 の の は, 1 番 変わ っ た ОЖ. 
簡単 に 説明 し て し まう と 絵 合 わせ ゲー ム 。 
プレ イヤ ー と コン ピュ ー タ の 2 人 試合 で , 
1 人 8 牌 ずつ 配ら れ , 先 に 3 個 ず つ 3 つの 
組 を 作っ た ほう が 上 が れる 。 10 ラ ウン ド 終 
わっ た と き に , 点数 の 高い ほう が 勝ち と い 
う 仕組 み 。 ル ー ル が 簡単 だ から, 麻雀 を 知 
ら な い 人 で も 遊べ ちゃ う 初 心 者 向き 。 

ое КЕСИ ет, Ғғ 
ぞ れ 完成 度 は 高い 。BGM の ほう も 普通 麻 
雀 だ と あま り 多 (は な い の だ が , この ゲー 
ム は 豊富 。 ま た だ, ぽこ 麻雀 以外 の 3 つの モ 
ー ド で は , ゲー ム の 最 中 に 「 有 線 リ クエ ス 
ト 」 と いっ て 5 種類 の 曲 を 選ぶ こと が で き 
5. その 内 容 も クラ シッ ク か ら 歌 謡曲 , デ 
ィ ス コ 調 , 演歌 , ロッ クン ロー ル , ジャ ズ 
と いろ いろ 。 も ちろ ん , 何 も 聞 か な いで 熱 
中 し て 麻雀 び だけ を 楽し み だ た いと いう 人 に は , 
BEM な し で PLAY す る こと が で きる 。 い 
だ れ り つ 〈《 せ り と いう わけ が だ 。 

「 幕 の 内 弁当 」 的 な 楽し き を 持つ 「 今 夜 も 
朝 ま で POWERFUL まぁ じゃ ん 」。 お も 
し ろ さ る 満点 の この 麻雀 で 君 も 今日 か ら 朝 ま 
で エキ サイ ティ ング 麻雀 / 
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「 社 シリ ー ズ 」 は OA 用 ソフ ト の 3 本 柱 で ある 表 計 算 、 デ ー タ ベー ス 、 ワ ー フ プ ' ロ の ソフ ト を 一 体 化 し た 応 
用 性 の 高い ツ フ ト で す 。 各種 の 表 の 作成 や 、 顧客 管理 、 会 員 管理 、 従 業 員 管理 、 生 徒 管 理 、 住 所 録 、 


商品 管理 在庫 管理 、 部 品 管理 図書 管理 成績 管理 、 販 売 管理 財務 管理 会 計 経理 処理 、 家 『 
息 、 見 積 書 作成 、 注 文書 作成 、 各 種 通知 文 作 成 な ど 幅 広い 用 途 に お 使い いた だ け ます 


те # 5 Ж Л 監修 


日 本 語 ワ ー プ ロ ・ 表 計算 機能 付 日 本 語 カ ー ド 型 デ ー タ ベー ス %28,000 
「 祐 YU」 は 、 пе рей ・ 表 形式 出力 機能 と 、 登録 デー タ の 文書 へ の 利用 (差し 込み ) が 可能 な 日 本 語 
ー プ ロ 機 能 を 組み 入れ た 応用 性 の 高い 統合 型 日 本 語 デ ー タ ベー ス で す 。 カー ド 形 式 ・ 表 形式 の 自由 設定 、 高 速 検索 ・ キ ー ワ ー ド 検 
索 ・ 全 項目 複合 検索 ・ 範 囲 指定 検索 、 カ ー ド 内 計算 、 カ ー ド 形式 印刷 、 表 形式 印刷 、 表 内 縦横 集計 、 簡 単 操作 の ワー プロ 、 登 録 デ ー 
タ の 文書 へ の 差し 込み 、 文 書 内 縦横 集計 、 外 字 登 録 、 熟 語 登録 、 宛 名 ラベ ル 印 刷 。 


カー ド 型 デー タベース 付 日 本 語 表 計算 ソフ ト ( ス プレ ッ ド シー ト ) Ұ28,000 
「 祐 CALC」 は 職場 、 学 校 、 家 庭 で 使わ れる いろ いろ な 表 の 作成 と 計算 、 印刷 が 簡単 に で きる 応用 性 の 高い 統合 型 日 本 語 表 計 
算 ソ フト で す 。 カード 型 デ ー タ ベー ス 登 録 デ ー タ の 表 中 へ の 差し 込み 機能 、 表 デー タ に も と づく 〈 デ ー タ ベー ス 更 新 機能 、 別 々 に 
作成 し た 表 の 合成 (は り 合 せ ) 機能 、 表 編集 ・ ソ ー ト ・ サ ー チ 機能 な ど を も つた めい ろ い ろ の 用 途 に 柔軟 に 対応 し ます 


統合 型 ソ フト ウェ ア ¥ 38,000 
「 祐 MULTI」 は 、「 祐 YU」 と 「 祐 CALC」 の 機能 を 完全 に 包含 、 有 機 的 に 結合 し た ソフ ト で す 。 よ り 広 範囲 の 用 途 に 適応 し ます 。 
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ФУСЯЗЬЛАНАВ 
詳細 な プロ グラ ム 解 説 


各 \38.000 

BASIC の プロ グラ ミン グ テ ク ニッ ク 、 ノ ウ ハ ウ が 凝縮 PC-9800・PC-8800 シ リー ズ 、PC-88VA 

「 拓 く 〈 シ リー ズ 」 は 、 実 際 に 使 を 4 を ソ フト で あり な が ら 、 プ ブロ グラ ムリ スト の すべ で て と 、1 行 1 行 や る し 詳し 〈 丁 泌 1 MM 

的 実用 レフ ト で ブログ ラミ ング 学習 用 教材 と し て 御 利用 いた だ け ま す 。 “他人 に も 読み や すい プロ グラ ム が 良い ブログ ラム ” を モッ トー に 、 構 造 化 プログ ラミ ング 

を 用 いて 徹底 的 に シン プル な 設計 を 図り まし た の で 処理 の 流れ が 非常 に 理解 し や すい も の と な っ て いま す 。 実際 の 動き を みな が ら 高 度 の プロ グラ ミン グ テ ク 
ッ ク を 盗み 取っ て 下さ い 。 


販売 管理 シス テム PC-9800 シ リー ズ 


「 商 才 コ ー ド レス 21」 は 、 伝 票 デ ー タ を 入力 する だ け で 納品 書 ・ 請 求 書 は も と より 、27 種 類 も の 帳 
票 を 印刷 で きる 本 格 的 な 販売 管理 シス テム で す 。 コ ー ド レス だ か ら 数 々 の 特長 が 生ま れ ま す 。 
¥ 150,000 (売上 ・ 在 庫 ・ А) ¥ 100,000 (売上 管理 ) 


— 432 静岡 県 浜松 市 入野 町 9515 一 3 
メビウス ソフ トウ ェ ア 20534481923 


e Oh!88 記 事 名 


@ ご 住所 
+ 返 信用 あて 名 シー ル に な り ま す 。 槽 書 で お 書き くだ さい 。 


人 掲載 記事 に つい て の お 問い 合わ せ 先 
〒 102 東京 都 千代 田 区 九段 南 2-3-26 井関 ビル 
帳 日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 OhI88 質問 係 
⑧ 広 募 要領 

上 記 あ て 名 に , 質問 用 紙 , お よび 返送 先 を 明記 し て 60 円 切手 を 貼っ た 
定形 封筒 を 同封 し て くだ さい 。 
人 で 質問 用 紙 の 取り 扱い 

お 送り いた だ いた 質問 用 紙 は , 係 か ら 作 者 あて に 転送 し ます 。 た だ し , 
下記 の 注意 が 守ら れ て いな り い 場合, ご 返事 で きか ね ます の で , あら か じ 
め ご 了承 くだ さい 。 ま た 郵送 の た め , 回 答 に 時 間 が か か り ま す 。 
今 応募 上 の 注意 

・ バ グ に つい て は 月 曜日 か ら 金 曜日 (年 末年 始 , 夏期 休業 中 を 除く ) の 
午後 4 時 か ら 6 時 まで , P.I60 記 載 の バグ 電話 に て お 受け し ます 。 あ ら か 
じ め 電 話 で バグ の 有無 に つい て ご 確認 くだ さい 。 こ の 質問 用 紙 で は , バ 
グ 以 外 の トラ ブル に つい て サポ ー ト し ます 。 た だ し , 


(0 ハイドライド 9 」(TEE SOFT) 
32 
САТА ОО, で も こ 紹 介し た アク ティ ブ НАРО. "RKS 
イド 8」 を TEE SOFT か ら プ レ ゼ ント 。 
© 'CG ディ スク 」( ス タ ジ オ 日 〇 ) 
5 名 
| No.2 で も 好評 だ っ た 「CG ディ スク 」 を 5 名 の 方 に 。 
| ⑧ ス タ ジ オ BC オリ ジ ナ ル T シャ ツ 
| 5 名 
スタ ジオ ВС か ら オ シャ レ な T シャ ツ を 5 名 の 方 に 。 
®ГОН!88 Мо. 2 プレ ゼン ト 当 選者 発表 


リフ ラッ クマ ウス 
羽曳野 市 宇野 二 朗 横浜 市 中 島 一 洗 
足立 区 服部 裕 鈴鹿 市 木村 ш 


@SOUNDPACK 128 
仙台 市 木村 公 浜松 市 定岡 修一 
長浜 市 村田 В! (897104) 

ЭОС ディ スク 
川崎 市 小坂 大 樹 横浜 市 尾上 朋也 
鹿児島 市 藤崎 盛 雄 東淀川 区 皆 木 信治 
文京 区 渡辺 л (WME) 


@ 質問 事項 
エラ ー が 出る 場合 に は , プロ グラ ムリ スト の 番号 , 行 番号 , エラ 
ー メ ッ セ ー ジ を 明記 し て くだ さい 。 質問 は 簡潔 に お 書き くだ さい 。 


① 初 歩 的 な 打ち 込み ミス (Syntax Error, Illegal Function Call, Subscript 
Out of Range, Wend without While な ど ) の 場合 は , も うい ち ど 打 ち 込 
み を ご 確認 くだ さい 。 

② 対 応 機種 , 対応 プリ ンタ の 拡張 , 機能 の 変更 に つい て は 作者 へ の 「 ご 
要望 」 と し て バー ジョ ン ア ッ プ の 参考 と させ て いた だ きま す が , 個別 の 
回 答 は 致し ませ ん 。 

③ マ シン 語 の 打ち 込み 方 法 , DISKBASIC, AS-DOS の 取り 扱い な ど , 初歩 
的 な 内 容 , マニ ュ ア ル を 調 読 すれ ば ご 理解 いた だ ける 内 容 に つい て の ご 
質問 は ご 遠慮 くだ さい 。 | 

④ ご 質問 は , P.160 記 載 の バグ 電話 も し く は 質問 用 紙 に て お 願い し ます 。 
作者 に 直接 の ご 質問 は で きま せん 。 

⑤ 本 誌 発売 後 | 年 以上 経過 し た 場合 , 作者 の 都合 に より , バグ の 訂正 以 
外 の ご 質問 に お 答え で き な い 可能 性 が あり ます 。 


| 編集 後記 


画 〇 PC 臨 増 の On!88 も 数 えて う 号 に な り 
ます 。 今 回 の テー マ は , 8800 シ リー ズ の マ 
ル チ 活 用 ご で す 。 ぜ ひ , 88 フ ル 活 用 の た め に 
バッ クア ッ プ で きれ ば と 思 /J ま す 。 
パー ソナ ルコ ンピュータ の シー ン も 時 代 と 
共に 大 き な 変 化 を 遂げ て /) ま す が , 88 ユ ー 
ザー の 皆さん が 次 の ボード に ジャ ンプ する 
た め に も 8800 シ リー ズ を ぜひ と も 徹底 的 に 
使 け りこ な し て ぐだ さり 。 面白) 世界 が 開け 
て くる は ず て すず 。 (G) 
画 私 は 大 ボケ の 友だち を た くさ ん も っ て 
ます 。① 車 ドラ イブ 中 , 運転 手 に 「 バ パッ 
ク す る か ら 後 ろ 見 て て 」 と 言わ れ て , サン 
ルー フ か ら 顔 を 出し た A 子 つ コ ン サ ー ト 中 
外人 さん に 「 南 西 の 席 (武道 館 ) は どこ て 
すか 」 と 聞か れ て 「 う ラー, あー, 」 で 完結 
させ た B 子 ③ 〇 O 印 刷 の 守衛 さん に , "НЯ 
校正 室 の 新 代 は どこ で すか 」 と 聞 /J ТН 
の 前 て す よ 」。( 絶 匂 し て )「 あ れ で すか ぁ ? 
… 汚 な あぁ)」。 す み ま せ ん ,⑧ は 私 。(ZUWAU) 


プロ グラ ム ・ バ グ の お 問い 合わ せ は 月 曜日 
か ら 金 曜日 の 午後 時 か ら 己 時の間, 右記 
の 電話 に て お 受け いた し て お り ま す 。 
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東海 クリ エイ ト の ワー プロ な ら 
どれ を 選ん で も 正解 で す 。 
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Computer Technical Creation 


PC-9800 コ リー ズ (XA.L T を 除く ) 
(3.5'200,3.5'2НО.5'200.5'2н0.8'20) $840 .000Р9 


リーブ n、 グ ラフ フク 、 通 信 、FAX 送 信 機 能 
ユー カラ artVer.2 は 、 自 動 変換 に よる 高速 編集 
機能 ・ グ ラフ イッ ク 機 能 ・ 通 信 機 能 ・FAX 送 信 機 
НЕЛЕ, 多彩 な 機能 を 複合 的 に 装備 し た ビジ ネス 
ワー プロ で て です 。 全て の 機能 が バラ ンス 良く 装備 され 
て いま すか ら 、 そ の 使い 勝手 は 抜群 。 ス ムー ズ な 
操作 が 行え まず 文書 編集 機能 は 表現 力 と 高 
速 編集 を 両立 。 グ ラフ イッ ク 機 能 は 、 作 成 し た 
図 や 絵 を 企画 書 な どの 文書 中 に 取り 込め 説 
得 力 が 増大 。 通 信 機 能 も PC-VAN や アス キ 
ーネット な ど 各 種 ネ ットワーク に 対応 。 FAX 送 
信 機 能 は 、 作 成 し た 文書 を G ブ 規格 の FAX 
直接 、 し か も 高速 で 送る こと が で きま す 


通 プ リエ イト 


кеселі Ж) 
108 東京 都 港 区 三田 3-1-7 三 田 東宝 ビル 4F 


ШЕ.2-Л>УА В: 1 
Жа же で て が Ran uig ¿t tat t 
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УРА NS HK 


価格 36.000 円 


ワー ブロ 、 グラ フイ ッ ク 通信 機能 
PC-88VA の 持つ 16 ビ ッ ト の 機能 を フル に 使え る 


ワー ブロ の 登場 で 本 格 的 な 自動 変換 機能 
を は じ め 、 高 レベ ル を 誇る グラ フィ イッ ク 機 能 や 通 
信 機 能 を 装備 し て いま すか ら 、 そ の 利用 範囲 は 
大 きく 広がり ます グラ フィ ッ ク 機 能 は 、 カ ラー で 
640X400 ド ッ ト を 使用 で きま すか ら 、 イ メー ジス キ 
ャ ナ で 取り 込ん だ 号 真 や 細か い イ ラス ト の 入っ 
だ グラ フィ ッ ク 原 稿 も 、 美 し く 表 示 。 今 まで に な か 
っ た 表現 力 が 得 ら れ ま す 。 さらに 、 処 理 速度 も 
PC-98 並 み の 処 理 ス ピー ド を 実現 。PC-68 
VA の 持つ 16 ビ ッ ト の 機能 を 最大 限 に 利用 し 
だ スピー ディ な 編集 が 行え まる 
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お も ちの 食べ 過ぎ で お な か が 痛い 8、 な ど と いう こと が な いよ うに 


IRRE TAROT 
БЕ Ш НЕТІП 


PC-8800 コリ ー ズ スズ " 
(5"2D、5"2HD) 


価格 38,000 円 


ワー プロ 、 グラ ガッ ク 通信 機能 
ユー カラ art は 、 一 括 入 力 朋 次 文節 変換 方 式 
の 充実 し た 文書 作成 機能 に 、 多彩 な グラ フッ 
ク 機 能 ・ 高 性 能 な 通信 機能 を 装備 し た ワー プロ 
で ま 思い 通り の 作図 が で きる うえ 、 作 成 し た 絵 は 
婦 書 中 に 簡単 に 取り 込む こめ ゆで きま まあ もち ろ ん 、 
女 字 と 絵 は 画面 上 に 同時 表示 可能 。 文字 と 絵 
の 重ね 合わ せ も 自由 で すか ら 常 に 印刷 イメ ー ジ 
が 確認 で きま すま た 仲間 同士 で 楽し め る 通信 
機能 は 、 絵 入り の 文書 を を の まま 送受 信 で きる 
art 問 通信 を は じ め 、 い ま 流 行 の PC-VAN や 
アス キー ネッ ト な と 各種 ネッ トワ ー ク に も 対応 。 
活用 範囲 が 広がる ワー プロ で すず 


手軽 に 使え る "ユー カラ mini」 も 好評 発売 中 ! PC-8800 シ リー ズ (5'2D、5'2HD) 価格 9,800 円 


イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー 
TEL.03-456-4610 FAX.03-456-4630 
土 ・ 日 ・ 祝 祭日 を 除く 9: 00~12: 00 13:00-17:00 


СС Computers апа Communications 


斉藤 由貴 


テレ ビ 以 上 に 楽し い 世 界 が ここ に あり まる PC-88VA2 ン VA3 
は 、' ワー ブロ で 文章 を 打つ 」「 画 面 に 絵 を 書く 」 は も ちろ ん 、 ビ 
デオ 映像 や アニ メ を 自分 で 加工 し た 5、 作曲 や 演奏 を 楽し ん 
だ り 、 パ ソコ ン 通 信 に チャ レン ジ ど し た だ たり 、 ゲー ム に 酔い し れ だ り 、 
マル チ な 実力 を 発揮 する 新 世 代 16 ビ ッ ト パ ソコ ン し か も 、 新 次 
元 の ソフ トウ ェ ア パー ソナ ルイ ン フォ メー ショ ン ツ ー ル PI 」 に よっ 
て 、 文 字 も 絵 も 、 音 や ビデ オ 画 像 、 ア ニ メ で きえ ぇ も 、 画面 上 で 簡単 
に 検索 ・ 加 工 で きま る これ は も 5、 テ レビ で は 体験 で き な い 未 知 
の 世界 。 桁 違 い の 知 的 快感 が 気持 ちよ く あ な た を 包み ます 


お 門 い 合わ せ は 、 最 守り の NEC へ 画 技 術 的 な ご 質問 ・ ご 相談 に 電話 で お 答え し ます 。 つなが る ぞ ひろ が る ぞ 
вое MOONE ИП сим RETARA LAT, 
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見 たり 、 開い た り 、 127-0). 
あな た の 五 感 の カレ パン コン で も っ と 球 ん しく な る 。 
X = t. И. BAD, 

RESID IFR TCAP оф ХХ 
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NEC バ ー ソ ナル コン ヒ ュー タ TA S コ аы. NEC バ ー ソ ナル コン ピュー タ トー チー ゲー と 
PC-8800 コ リーズ ーー PC-8800 ミ リー スズ" ニー デーーーー 


Y 
1M バ イト タイ プ 5 イ ンチ FDD2 人 台 内 1M バ イト タイ プ 5 イ ンチ FDD2 人 台 


9.3M バ イト タイ プ 3.5 イ ンチ FDD1 台 内 
本 体 標準 価格 ……… 〇 ……(…… е” 298.000 円 本 体 標準 価格 ……… つ の (iiii……… の ie 398.000 円 
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